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私
ど
も
公
共
政
策
調
査
会
は
、
昭
和
六
一
年
の
設
立
以
来
、
公
共
の
安
全
の
視
点
か
ら
広
く
内
外
の
諸
問
題
を
研
究
し
、

関
連
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
の
普
及
、
政
策
提
言
等
の
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

国
際
情
勢
、
国
内
の
政
治
、
経
済
、
社
会
な
ど
の
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
会
員
各
企
業
を
は
じ
め
関
係

の
方
々
か
ら
の
終
始
変
わ
ら
ぬ
暖
か
い
ご
理
解
、ご
協
力
の
下
に
、着
実
に
そ
の
事
業
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

平
成
九
年
度
に
は
設
立
一
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
懸
賞
論
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
各
方
面
か
ら
好
評
を
得
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
も
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成

二
六
年
度
も
、
警
察
庁
、
読
売
新
聞
社
、（
独
法
）
情
報
処
理
推
進
機
構
の
ご
後
援
、
さ
ら
に
（
公
財
）
日
工
組
社
会
安
全

財
団
の
ご
助
成
の
下
に
、
警
察
大
学
校
警
察
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
、『
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
』
を
テ
ー

マ
に
、
第
一
八
回
目
の
懸
賞
論
文
を
募
集
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

情
報
化
の
推
進
は
、
社
会
全
体
に
大
き
な
利
便
を
も
た
ら
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
多
く
の
国
民
に
と
っ
て
、
日
常
生

活
、教
育
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
等
、様
々
な
分
野
に
お
い
て
も
は
や
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

他
方
で
、
違
法
・
有
害
情
報
の
氾
濫
、
不
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
不
正
ア
ク
セ
ス
等
に
よ
る
情
報
の
流
出
、
ま
た
、
最
近
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
か
ら
の
不
正
送
金
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
も
た
ら
す
様
々
な
危
険
に
つ
い
て
も
多
く



の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
に
対
す
る
家
庭
、
教
育
機
関
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
・
情
報
教
育
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
の
下
に
、
当
財
団
で
も
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
、
関
係
者
は
じ
め
社
会
が
何
を
す
べ
き

か
、
何
か
で
き
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
民
各
層
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
・
切
り
口
か
ら
の
具
体
的
提
言
を
求
め
ま
し

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
対
し
、
各
世
代
・
各
方
面
の
方
々
か
ら
四
二
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
各
論
文
に
つ
い
て
、論
文
選
考
委
員
会
に
お
い
て
真
剣
な
議
論
、厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、

今
回
は
残
念
な
が
ら
最
優
秀
作
品
の
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
五
編
が
受
賞
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

高
校
生
及
び
女
子
大
生
に
対
す
る
携
帯
電
話
等
の
利
用
に
関
す
る
意
識
調
査
を
自
ら
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
、
特
に
わ
い
せ
つ
な
画
像
の
ネ
ッ
ト
上
へ
の
流
出
防
止
法
を
提
言
し
た
上
野
貴
弘
氏
、
自
身
の
担
当
す
る
国
語

科
の
授
業
で
の
標
語
創
作
活
動
を
通
じ
て
生
徒
へ
の
メ
ー
ル
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
上
で
の
「
情
報
モ
ラ
ル
」
教
育
の
実
践

を
ま
と
め
た
久
原
弘
氏
、
そ
し
て
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
観
点
か
ら
現
状
の
対
策
と
そ
の
課
題
を
考
察
さ
れ
、
五
つ
の
提

言
を
ま
と
め
た
竹
中
利
衣
氏
の
三
論
文
が
優
秀
賞
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
作
品
も
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら

す
上
で
の
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
論
文
集
は
、
紙
幅
等
の
都
合
に
よ
り
受
賞
論
文
を
含
む
二
〇
編
に
限
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
応
募
作
品
も
、

真
摯
に
こ
の
問
題
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
力
作
で
し
た
。

こ
の
論
文
集
が
広
く
各
方
面
で
活
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
論
文
集
発
刊
を
契
機
に
、
ネ
ッ
ト

社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
取
組
み
が
幅
広
い
分
野
で
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
事
業
の
実
施
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
と
応
募
者
の
方
々
に
改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
発

刊
に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
七
年
二
月
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者
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1　ネット社会を安全に暮らす

〔
優
秀
賞
〕ネ

ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す

～
わ
い
せ
つ
画
像
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と
～

警
察
官
（
北
海
道
警
察
） 

上
野　

貴
弘
（
36
）

は
じ
め
に

本
論
文
で
は
、
高
校
生
等
に
対
し
携
帯
電
話
等
の
利
用
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
、
特
に
わ
い
せ
つ
な
画
像
の
ネ
ッ
ト
上
へ
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
論
じ
る
。

昨
年
発
生
し
た
、三
鷹
市
に
お
け
る
ス
ト
ー
カ
ー
殺
人
事
件
は
世
間
に
衝
撃
を
与
え
た
。犯
人
が
女
子
高
生
の
プ
ラ
イ
ベ
ー



2 

ト
ポ
ル
ノ
写
真
を
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
さ
せ
、
被
害
者
に
対
し
復
讐
を
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
」
を
実

践
し
た
か
ら
だ
。

ネ
ッ
ト
上
に
流
出
し
た
画
像
を
完
全
に
消
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ひ
と
た
び
流
出
被
害
に
あ
っ
た
人
は
、
一
生
消
え

な
い
傷
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。

携
帯
電
話
等
の
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
今
や
簡
単
に
写
真
や
動
画
を
ネ
ッ
ト
に
公
開
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
よ
っ

て
、
地
方
に
お
い
て
も
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
、
都
市
と
同
じ
よ
う
な
事
件
は
起
こ
り
得
る
。

筆
者
の
住
む
農
村
地
方
で
も
、
過
去
に
高
校
生
の
男
女
が
自
ら
の
画
像
を
撮
影
し
て
交
換
し
、
男
子
生
徒
が
面
白
半
分
に

ネ
ッ
ト
へ
流
出
さ
せ
、
女
子
生
徒
を
被
害
に
遭
わ
せ
る
と
い
う
問
題
が
発
生
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
善
悪
の
判
断
力
が
未
熟
な
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
ご
く
身
近
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
携
帯
電
話
等
の
危

険
性
を
指
導
教
育
し
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
個
人
情
報
や
画
像
が
流
出
し
、
一
生
を
棒
に
振
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
高
校
生
な
ど
の
若
年
層
に
つ
い
て
、
わ
い
せ
つ
画
像
流
出
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
以
下

の
方
法
で
現
状
を
把
握
し
、
結
果
の
分
析
か
ら
防
止
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
に
、
ネ
ッ
ト
上
へ
の
わ
い
せ
つ
画
像
流
出
に
対
す
る
、
現
在
の
法
規
制
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
に
、高
校
生
、大
学
生
の
携
帯
電
話
等
利
用
時
の
意
識
を
さ
ぐ
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、問
題
点
を
究
明
し
、

被
害
に
遭
う
原
因
を
考
察
す
る
。

第
三
に
、
高
校
生
に
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
講
話
を
行
い
、
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
講
話
に

実
効
性
が
あ
る
の
か
を
検
証
す
る
。
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第
四
に
、
女
子
大
学
生
と
の
討
論
を
通
じ
、
若
年
層
に
お
け
る
人
間
関
係
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

と
そ
の
防
止
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

最
後
に
、
被
害
に
遭
う
人
を
一
人
で
も
減
ら
し
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
、
各
関
係
機
関
に
よ
る
連
携
の

必
要
性
を
提
言
し
た
い
。

第
一
章
　
わ
い
せ
つ
画
像
流
出
に
対
す
る
法
規
制
の
現
状
と
問
題
点

第
一
節　

わ
い
せ
つ
画
像
流
出
に
対
す
る
法
規
制
の
現
状

自
分
の
わ
い
せ
つ
画
像
、
動
画
を
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
た
場
合
、
公
開
し
た
人
間
に
対
し
、
現
状
で
は
ど
の
よ
う
な
法

規
制
が
あ
る
の
か
。

一　

児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

被
写
体
が
一
八
歳
未
満
の
場
合
、
そ
の
画
像
等
が
、
性
欲
を
興
奮
さ
せ
又
は
刺
激
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
児
童
ポ
ル
ノ
法

の
公
然
陳
列
罪
（
同
法
七
条
四
号
）
に
当
た
る
。

こ
の
法
は
児
童
の
権
利
を
擁
護
す
る
目
的
の
た
め
、
必
ず
し
も
性
器
が
写
り
込
ん
で
い
な
く
て
も
、
性
欲
を
興
奮
さ
せ
又

は
刺
激
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
成
立
し
得
る
。
そ
の
た
め
、
一
八
歳
未
満
の
者
が
被
害
者
で
あ
れ
ば
、
適
用
範
囲
は
比
較
的
広

い
と
い
え
る
。

警
察
庁
発
表
資
料
に
よ
る
と
、
平
成
二
五
年
中
の
児
童
ポ
ル
ノ
事
案
の
検
挙
件
数
は
一
、
六
四
四
件
で
過
去
最
高
を
記
録
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し
、
大
部
分
（
八
三
・
六
％
）
に
ネ
ッ
ト
が
関
係
し
て
い
た

（
注
１
）。

二　

わ
い
せ
つ
物
公
然
陳
列
罪
（
刑
法
一
七
五
条
一
項
）

こ
の
法
律
で
は
、
被
写
体
の
年
齢
は
問
わ
な
い
が
、
本
法
で
い
う
、「
わ
い
せ
つ
」
と
は
、「
い
た
ず
ら
に
性
欲
を
興
奮
又

は
刺
激
せ
し
め
、
か
つ
普
通
人
の
正
常
な
性
的
羞
恥
心
を
害
し
、
善
良
な
性
的
道
義
に
反
す
る
」
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
性

器
が
写
っ
て
い
る
等
の
直
接
的
な
も
の
が
な
け
れ
ば
、
適
用
に
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

三　

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律

こ
の
法
で
は
「
そ
の
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
、又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
」（
同
法
二
条
七
号
）
や
、「
そ

の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、
又
は
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
文
書
、

図
画
そ
の
他
の
物
を
送
付
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
」（
同
法
二
条
八
号
）
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
行
為
が
、
特
定
の
者
に
対
す
る
恋
愛
感
情
そ
の
他
の
好
意
の
感
情
又
は
そ
れ
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
対
す
る
怨
恨
の
感
情
を
充
足
す
る
目
的
で
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

（
注
２
）。

四　

名
誉
毀
損
罪
（
刑
法
二
三
〇
条
一
項
）

自
分
に
か
か
る
わ
い
せ
つ
画
像
等
が
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
ら
れ
た
と
し

て
、
名
誉
毀
損
罪
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る

（
注
３
）。

第
二
節　

わ
い
せ
つ
画
像
削
除
の
困
難
さ

ネ
ッ
ト
上
に
自
分
の
わ
い
せ
つ
画
像
等
が
公
開
さ
れ
た
場
合
、
被
害
者
は
公
開
さ
れ
た
画
像
等
を
早
く
削
除
し
た
い
と
考
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え
る
だ
ろ
う
。

削
除
は
、
そ
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
の
管
理
者
、
サ
イ
ト
運
営
会
社
、
サ
ー
バ
管
理
会
社
等
に
依
頼
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
削
除
す
る
か
は
サ
イ
ト
管
理
者
等
の
判
断
と
な
り
、
ま
た
海
外
サ
イ
ト
の
場
合
、
日
本
の
法
律
を
適
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
く
、
語
学
力
の
面
な
ど
で
ハ
ー
ド
ル
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。

ま
た
、メ
ー
ル
や
L
I
N
E
等
で
拡
散
さ
れ
た
場
合
、直
接
デ
ー
タ
を
持
つ
当
人
に
削
除
を
依
頼
し
て
い
く
し
か
な
い

（
注

４
）。流

出
さ
せ
た
者
の
中
に
は
、
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ

（
注
５
）

の
よ
う
に
犯
罪
と
判
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
欲
求
を
満
た
す
た
め

敢
え
て
公
開
さ
せ
る
者
も
お
り
、
流
出
し
た
被
害
者
は
、
見
え
な
い
誹
謗
中
傷
に
一
生
悩
ま
さ
れ
る
。

警
察
が
犯
人
を
検
挙
し
て
も
画
像
が
消
去
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
画
像
の
回
収
削
除
は
弁
護
士
等
と
相
談
し
自
ら
行
う

必
要
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
旦
ネ
ッ
ト
上
に
画
像
が
流
出
す
る
と
、
全
て
の
画
像
を
削
除
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、

根
本
的
に
は
わ
い
せ
つ
な
画
像
を
撮
ら
な
い
、
撮
ら
せ
な
い
こ
と
が
最
大
の
被
害
防
止
対
策
な
の
で
あ
る
。
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第
二
章
　
高
校
生
等
の
携
帯
電
話
等
利
用
の
意
識
調
査

第
一
節　

調
査
概
要

一　

調
査
目
的

現
代
の
高
校
生
、
大
学
生
に
お
け
る
、
携
帯
電
話
等
で
の
ネ
ッ
ト
利
用
意
識
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
。

二　

調
査
対
象

高
校
生
（
一
年
～
三
年
）　

一
、
〇
三
五
人

（
内
訳
：
地
方
八
二
四
人　

都
市
部　

二
一
一
人
）

大
学
生
（
女
子
）（
一
年
～
四
年
）　

二
八
六
人

　

合
計　

一
、
三
二
一
人

三　

調
査
方
法
・
調
査
期
間
・
回
収
率

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
各
校
の
教
員
か
ら
学
生
・
生
徒
に
配
布
、そ
の
場
で
回
収（
回
収
率
一
〇
〇
％
）。

平
成
二
六
年
七
月
四
日
か
ら
二
一
日
ま
で
の
期
間
。
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第
二
節　

調
査
結
果
と
考
察

一　

S
N
S
利
用
は
L
I
N
E
が
八
割
、Tw

itter

が
六
割
、

㈠　

携
帯
電
話
等
所
持
の
実
態

携
帯
電
話
等
の
所
持
率
は
九
六
％
に
上
る
。

㈡　

S
N
S
等
の
利
用
実
態

利
用
し
て
い
る
S
N
S
等
は
、
L
I
N
E
が
最
も
多
く
（
八
二
％
）、
次
い
で

T
w

itter

（
六
〇
％
）
が
続
く
。

L
I
N
E
は
メ
ー
ル
機
能
を
代
替
し
て
い
る
無
料
ア
プ
リ
で
あ
る
が
、
複
数
の

人
と
同
時
に
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
可
能
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
写
真
の
送
付
も
で

き
る
た
め
、
わ
い
せ
つ
画
像
の
要
求
、
送
信
は
L
I
N
E
で
も
可
能
で
あ
る
。

㈢　

ネ
ッ
ト
上
の
み
で
つ
な
が
っ
た
人
数

ネ
ッ
ト
上
の
み
の
知
り
合
い
が
い
る
と
答
え
た
の
は
三
八
一
人
で
、
全
体
の
二

九
％
に
な
る
。
こ
れ
は
筆
者
の
予
想
よ
り
も
少
な
い
（
表
４
）。

ま
た
、
知
り
合
い
の
人
数
は
三
八
一
人
の
う
ち
、
五
人
以
下
は
二
九
％
、
六
人
か

ら
一
〇
人
は
一
五
％
で
、
一
〇
人
以
下
の
層
が
四
四
％
を
占
め
た
。
継
続
し
て
つ
な

が
っ
て
い
る
知
り
合
い
の
人
数
は
、
一
人
か
ら
五
人
で
三
〇
％
、
六
人
か
ら
一
〇
人

5 
 

 すなわち、一旦ネット上に画像が流出すると、全ての画像を削除することは

事実上不可能であるから、根本的にはわいせつな画像を撮らない、撮らせない

ことが最大の被害防止対策なのである。  

 

第２章 高校生等の携帯電話等利用の意識調査  

第１節 調査概要  

 

１ 調査目的  

 現代の高校生、大学生における、携帯電話等でのネット利用意識について明

らかにするためアンケート調査を実施した。 

 

２ 調査対象  

 高校生（1 年～3 年） 1035 人 

 （内訳：地方 824 人 都市部 211 人） 

 大学生（女子大）（1 年～4 年） 286 人 

  合計 1321 人 

表  1 アンケート調査実施人数内訳表  

区　分 都市部
Ａ高 Ｂ高 Ｃ高 Ｄ高 Ｅ高 Ｆ高 Ｇ高

男 57 40 29 41 43 201 118 0
女 30 52 24 38 36 233 93 286

合計 87 92 53 79 79 434 211
合計
全合計

単位：人　　

1321

286
1035

　　地　　　　　　　　　　　方
高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校

大学生

 

３ 調査方法･調査期間・回収率  

 アンケート調査。アンケート用紙を各校の教員から学生・生徒に配布、その

場で回収（回収率 100％）。平成 26 年 7 月 4 日から 21 日までの期間。 

 

 

 

表１　アンケート調査実施人数内訳表
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は
八
％
で
、
い
な
い
と
い
う
人
も
三
四
％
い
た
（
図
２
図
３
）。

知
り
合
い
が
五
〇
〇
人
以
上
い
る
の
は
、
現
実
的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
人
や
有
名
人
な
ど
の

T
w

itter
フ
ォ
ロ
ー
数
を
友
人
と
定
義
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈣　

ネ
ッ
ト
上
の
み
の
知
り
合
い
と
つ
な
が
っ
た
方
法

以
上
か
ら
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
の
高
校
生
等
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
み
の
知
り
合
い
の
数
も
ご
く
少
数
か
、
全
く
い
な
い
か

が
多
数
を
占
め
、
つ
な
が
っ
た
方
法
も
「
友
達
か
ら
の
紹
介
で
出
会
う
」
が
少
数
な
が
ら
も
存
在
す
る
な
ど
、
閉
じ
ら
れ
た

範
囲
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
、
現
実
世
界
で
知
っ
て
い
る
人
同
士
で
つ
な
が
っ
て
い
る
状
態
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

ネ
ッ
ト
上
の
み
の
知
り
合
い
の
多
さ
が
ト
ラ
ブ
ル
の
元
だ
と
想
定
し
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
よ
り
交
友
関
係
が
ど
ん

ど
ん
広
が
れ
ば
危
険
度
も
増
す
と
考
え
て
い
た
が
、
わ
ず
か
数
名
の
知
り
合
い
だ
け
な
ら
ば
、
昔
も
文
通
な
ど
で
会
っ
た
こ

と
の
な
い
友
達
が
い
た
の
と
同
じ
で
、
現
代
の
高
校
生
等
も
大
多
数
は
ご
く
健
全
な
交
友
関
係
を
築
い
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

二　

ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
の
意
識

㈠　

家
庭
で
の
ル
ー
ル
（
高
校
生
の
み
）

㈡　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
状
況
（
高
校
生
の
み
）

家
庭
で
携
帯
電
話
使
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
あ
る
の
は
二
〇
％
、
な
い
の
は
七
三
％
で
あ
る
（
表
６
）。
ル
ー
ル
は
、
料

金
や
使
用
時
間
に
関
す
る
も
の
が
多
い
（
表
７
）。
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6 
 

第２節 調査結果と考察  

１ SNS 利用は LINE が 8 割、Twitter が 6 割、 

（１）携帯電話等所持の実態  

表  2 携帯電話等を持っているか  

持っている 1263 96%
持っていない 58 4%

合計 1321 100%

単位：人

 

  携帯電話等の所持率は 96％に上る。  

 

（１） SNS 等の利用実態  

表  3 どんな SNS 等を利用しているか（複数回答）  

自分のブログ 48 4%
Facebook 334 25%
Twitter 796 60%
ＬＩＮＥ 1087 82%
mixi 69 5%
google+ 238 18%
(ｵﾝﾗｲﾝ）ゲーム 349 26%
その他 34 3%
ＳＮＳはやっていない 111 8%
無回答 64 5%

回答数 1321

単位：人

 

 

図  1 どんな SNS 等を利用しているか（複数回答）  
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表２　携帯電話等を持っているか
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表  3 どんな SNS 等を利用しているか（複数回答）  

自分のブログ 48 4%
Facebook 334 25%
Twitter 796 60%
ＬＩＮＥ 1087 82%
mixi 69 5%
google+ 238 18%
(ｵﾝﾗｲﾝ）ゲーム 349 26%
その他 34 3%
ＳＮＳはやっていない 111 8%
無回答 64 5%

回答数 1321

単位：人
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表３　どんな SNS 等を利用しているか（複数回答）

※　% は、母数（1321）に対する割合。
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図１　どんな SNS 等を利用しているか（複数回答）
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 利用している SNS 等は、LINE が最も多く（82％）、次いで Twitter（60％）が

続く。  

 LINE はメール機能を代替している無料アプリであるが、複数の人と同時にメ

ールのやり取りが可能という利点がある。写真の送付もできるため、わいせつ

画像の要求、送信は LINE でも可能である。  

 

（２） ネット上のみでつながった人数  

表  4 ネット上のみでつながった知り合いがいる  

単位：人
いる 381 29%
いない 848 64%
無回答 92 7%

合計 1321 100%  
 

図  2 ネット上で知り合った人数  

1人～5人, 111, 
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6～10人, 57, 
15%

11～20人, 31, 8%

21～
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40, 
10%

5１～100人, 21, 
6%

101～500人, 35, 
9%

500人以上, 3, 1%
無回答, 83, 22%

 

表４　ネット上のみでつながった知り合いがいる
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図  3 ネット上の知り合いと継続してつながっている人数  
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 ネット上のみの知り合いがいると答えたのは 381 人で、全体の 29％になる。

これは筆者の予想よりも少ない（表 4）。  

 また、知り合いの人数は 381 人のうち、5 人以下は 29％、6 人から 10 人は 15％

で、10 人以下の層が 44％を占めた。継続してつながっている知り合いの人数は、

1 人から 5 人で 30％、6 人から 10 人は 8％で、いないという人も 34％いた（図

2 図 3）。  

 知り合いが 500 人以上いるのは、現実的にはオンラインゲームを同時に行っ

ている人や有名人などの Twitter フォロー数を友人と定義していると考えられ

る。  

 

（３） ネット上のみの知り合いとつながった方法  

表  5 ネット上のみの知り合いとつながった方法（複数回答）  

出会い系サイト 5 1%
Facebook 28 7%
Twitter 243 64%
ＬＩＮＥ 123 32%
mixi 22 6%
google+ 11 3%
(ｵﾝﾗｲﾝ）ゲーム 67 18%
友達などから直接紹介された 47 12%
その他 46 12%
無回答 10 3%

回答数 381

単位:人

 

図３　ネット上の知り合いと継続してつながっている人数
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フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

（
注
６
）

は
、「
設
定
し
て
い
る
」
が
三
八
％
で
あ
る
が
、「
し

て
い
な
い
・
解
除
」
は
三
五
％
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
一
七
％

お
り
、
全
く
意
識
が
な
い
人
も
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
表
８
）。

総
務
省
が
平
成
二
五
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
家
庭
で
ネ
ッ
ト
上
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
い
る
人
が
、
よ
り
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高

い
（
注
７
）

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定

が
子
ど
も
を
守
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

㈢　

ネ
ッ
ト
上
へ
個
人
情
報
を
公
開
す
る
際
の
意
識

S
N
S
等
に
お
い
て
個
人
情
報
を
公
開
す
る
際
に
は
何
ら
か
の
注
意
を
払
っ

て
い
る
人
が
大
多
数
で
あ
り
、
主
に
「
自
分
の
個
人
情
報
を
公
開
す
る
」
こ
と
に

気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
わ
か
っ
た
（
表
９
）
が
、
本
来
な
ら
全
て
の
項

目
を
選
択
す
る
く
ら
い
高
い
意
識
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
で
、「
特
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
人
が
一
九
％
い
た
。

今
や
ネ
ッ
ト
上
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
個
人
を
特
定
す
る
こ

と
は
容
易
で
あ
る
。
万
が
一
、
女
性
が
顔
写
真
を
公
開
し
、
そ
こ
に
目
を
つ
け
た

下
心
あ
る
男
性
が
、
住
所
を
特
定
し
ス
ト
ー
カ
ー
化
す
る
と
新
た
な
被
害
に
つ
な

が
り
か
ね
ず
、
個
人
情
報
の
公
開
に
は
十
分
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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図  3 ネット上の知り合いと継続してつながっている人数  
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 ネット上のみの知り合いがいると答えたのは 381 人で、全体の 29％になる。

これは筆者の予想よりも少ない（表 4）。  

 また、知り合いの人数は 381 人のうち、5 人以下は 29％、6 人から 10 人は 15％

で、10 人以下の層が 44％を占めた。継続してつながっている知り合いの人数は、

1 人から 5 人で 30％、6 人から 10 人は 8％で、いないという人も 34％いた（図

2 図 3）。  

 知り合いが 500 人以上いるのは、現実的にはオンラインゲームを同時に行っ

ている人や有名人などの Twitter フォロー数を友人と定義していると考えられ

る。  

 

（３） ネット上のみの知り合いとつながった方法  

表  5 ネット上のみの知り合いとつながった方法（複数回答）  

出会い系サイト 5 1%
Facebook 28 7%
Twitter 243 64%
ＬＩＮＥ 123 32%
mixi 22 6%
google+ 11 3%
(ｵﾝﾗｲﾝ）ゲーム 67 18%
友達などから直接紹介された 47 12%
その他 46 12%
無回答 10 3%

回答数 381

単位:人

 

表５　ネット上の知り合いとつながった方法（複数回答）

※　% は、母数（381）に対する割合。
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図  4 ネット上の知り合いとつながった方法（複数回答）  
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 以上から、SNS は交友関係を広げるためのツールであるが、本アンケート対

象の高校生等の SNS 利用法は、友達からの紹介で出会う（表 5 図 4）など、閉

じられた範囲で行われているのがほとんどで、ネット上のみの知り合いの数も

ごく少数か、全くいないかなど、主に現実世界で知っている人同士でつながっ

ている状態であることがわかった。  

 ネット上のみの知り合いの多さがトラブルの元だと考えていたが、わずか数

名の知り合いだけならば、昔も文通などで会ったことのない友達がいたのと同

じで、現代の高校生等も大多数はごく健全な交友関係を築いているものと考え

られる。  

 

２ トラブルを回避するための意識  

 

（１） 家庭でのルール（高校生のみ）  

表  6 家庭での携帯電話等の利用についてルールの有無  

単位：人
ルールがある 205 20%
ルールはない 758 73%
無回答 72 7%

合計 1035 100%  

図４　ネット上の知り合いとつながった方法（複数回答）
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 以上から、SNS は交友関係を広げるためのツールであるが、本アンケート対

象の高校生等の SNS 利用法は、友達からの紹介で出会う（表 5 図 4）など、閉

じられた範囲で行われているのがほとんどで、ネット上のみの知り合いの数も

ごく少数か、全くいないかなど、主に現実世界で知っている人同士でつながっ

ている状態であることがわかった。  

 ネット上のみの知り合いの多さがトラブルの元だと考えていたが、わずか数

名の知り合いだけならば、昔も文通などで会ったことのない友達がいたのと同

じで、現代の高校生等も大多数はごく健全な交友関係を築いているものと考え

られる。  

 

２ トラブルを回避するための意識  

 

（１） 家庭でのルール（高校生のみ）  

表  6 家庭での携帯電話等の利用についてルールの有無  

単位：人
ルールがある 205 20%
ルールはない 758 73%
無回答 72 7%

合計 1035 100%  

表６　家庭での携帯電話等の利用についてルールの有無
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表  7 具体的な家庭でのルール（自由回答）  

利用料金の上限を決めている 58 28%
利用する時間を決めている 57 28%
利用する場所を決めている 9 4%
サイトの使用を禁止、利用内容を決めている 29 14%
守るべき利用マナーを決めている 43 21%
その他 3 1%
無回答 6 3%

合計 205 100%

単位：人

 
（２） フィルタリング設定状況（高校生のみ）  

表  8  フィルタリング設定状況  

設定している 391 38%
はじめからしていない 292 28%
はじめはしていたが、途中で解除した 76 7%
インターネットが使えない設定になっている 17 2%
わからない 181 17%
無回答 78 8%

合計 1035 100%

単位：人

 

 家庭で携帯電話使用に関するルールがあるのは 20％、ないのは 73％である

（表 6）。ルールは、料金や使用時間に関するものが多い（表 7）。 

 フィルタリング（注6）は、「設定している」が 38％であるが、「していない･解

除」は 35％だった。さらに、「わからない」が 17％おり、全く意識がない人も

いることがわかった（表 8）。 

 総務省が平成 25 年に実施したアンケートでは、家庭でネット上のリスクにつ

いて話し合いをしている人が、よりネットリテラシーが高い（注7）というデータ

もあり、家庭でのルールやフィルタリング設定が子どもを守る上で重要である。 

 

                                            
（注 6）  安心ネットづくり促進協議会．“フィルタリングサービスを利用しましょう！”，

http://sp.good-net.jp/filtering/，（参照 2014-8-22）  
（注 7）総務省．2013-9．“平成 25 年度青少年のインターネット・リテラシー指標等”，

http://www.soumu.go.jp/main_content/000247066.pdf，（参照 2014-8-22）  
 
 
 
 

表７　具体的な家庭でのルール（自由回答）
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わからない 181 17%
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 家庭で携帯電話使用に関するルールがあるのは 20％、ないのは 73％である

（表 6）。ルールは、料金や使用時間に関するものが多い（表 7）。 

 フィルタリング（注6）は、「設定している」が 38％であるが、「していない･解

除」は 35％だった。さらに、「わからない」が 17％おり、全く意識がない人も

いることがわかった（表 8）。 

 総務省が平成 25 年に実施したアンケートでは、家庭でネット上のリスクにつ

いて話し合いをしている人が、よりネットリテラシーが高い（注7）というデータ

もあり、家庭でのルールやフィルタリング設定が子どもを守る上で重要である。 

 

                                            
（注 6）  安心ネットづくり促進協議会．“フィルタリングサービスを利用しましょう！”，

http://sp.good-net.jp/filtering/，（参照 2014-8-22）  
（注 7）総務省．2013-9．“平成 25 年度青少年のインターネット・リテラシー指標等”，

http://www.soumu.go.jp/main_content/000247066.pdf，（参照 2014-8-22）  
 
 
 
 

表８　フィルタリング設定状況
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㈣　

巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
の
あ
る

ト
ラ
ブ
ル
の
種
類

表
一
〇
に
よ
り
、
実
際
に
「
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
が
な

い
」
人
が
七
二
％
で
あ
り
、
筆
者
の

予
想
よ
り
多
く
安
心
で
き
る
数
字
で

あ
る
。

最
近
問
題
の
、
乗
っ
取
ら
れ
た
ア

カ
ウ
ン
ト
か
ら
メ
ー
ル
が
来
た
人
が

二
八
％
い
た
（
表
11
）。
万
が
一
相

手
側
の
乗
っ
取
り
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
場
合
、
連
絡
元
の
表
示
は
友
人
と

な
っ
て
お
り
、
も
し
わ
い
せ
つ
画
像

の
要
求
を
さ
れ
た
場
合
、
友
人
だ
か

ら
と
安
心
し
て
送
信
し
て
し
ま
う
場

合
も
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
危
険
で
あ

る
。
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（３） ネット上へ個人情報を公開する際の意識  

表  9  ネットへの情報公開で気をつけていること（複数回答）  

自分が特定されるような個人情報や写真は、ネットに載せない 532 40%
自分が特定されるような個人情報や写真は、公開範囲を制限する 484 37%
他人が写っている写真をネットに載せるときは、その人に許可を取る 422 32%

アルバイト先で写した写真や個人情報は、ネットに載せない 252 19%
その他 28 2%
特に気をつけていることない 253 19%
無回答 84 6%

回答数 1321

他人や、場所が特定されそうな写真を載せるときは、スタンプやモザイ
クなどで加工して消す

306 23%

単位：人

 

 

図  5  ネットへの情報公開で気をつけていること（複数回答）  
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他人や、場所が特定されそうな写真を載せるとき

は、スタンプやモザイクなどで加工して消す
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その他

特に気をつけていることない

無回答

 

 SNS 等において個人情報を公開する際には何らかの注意を払っている人が大

多数であり、主に「自分の個人情報を公開する」ことに気をつけていることが

多いとわかった（表 9）が、本来なら全ての項目を選択するくらい高い意識が

必要である。 

 一方で、「特に気をつけていることはない」人が 19％いた。 

 今やネット上のあらゆる情報を組み合わせれば、個人を特定することは容易

である。万が一、女性が顔写真を公開し、そこに目をつけた下心ある男性が、

住所を特定しストーカー化すると新たな被害につながりかねず、個人情報の公

開には十分注意しなくてはならない。 

図５　ネットへの情報公開で気をつけていること（複数回答）
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 SNS 等において個人情報を公開する際には何らかの注意を払っている人が大

多数であり、主に「自分の個人情報を公開する」ことに気をつけていることが

多いとわかった（表 9）が、本来なら全ての項目を選択するくらい高い意識が

必要である。 

 一方で、「特に気をつけていることはない」人が 19％いた。 

 今やネット上のあらゆる情報を組み合わせれば、個人を特定することは容易

である。万が一、女性が顔写真を公開し、そこに目をつけた下心ある男性が、

住所を特定しストーカー化すると新たな被害につながりかねず、個人情報の公

開には十分注意しなくてはならない。 

表９　ネットへの情報公開で気をつけていること（複数回答）

※　% は、母数（1321）に対する割合。
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㈤　

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
先

 
ト
ラ
ブ
ル
を
相
談
し
た
、
ま
た
は
も
し
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
相
談
す
る
人
の
候
補
は
、
友
達
五
二
％
、
家
族
四
九
％

が
多
か
っ
た
（
表
12
）。

し
か
し
、「
だ
れ
に
も
相
談
し
な
い
」
が
一
〇
％
い
た
。
も
し
わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ
困
っ
て
い
て
も
、
誰
に
も
相

談
せ
ず
抱
え
込
ん
で
、
結
局
送
っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

内
容
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
は
友
人
や
家
族
に
は
言
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。
表
一
二
で
は
、
警
察
に
相
談
す
る
人
が
八
％

と
少
な
く
、
他
の
機
関
、
特
に
政
府
系
の
機
関
に
相
談
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
各
機
関
に
窓
口
が
あ
っ
て
、
相
談
が
ど

こ
で
も
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
り
積
極
的
に
広
報
す
べ
き
だ
。

第
三
節　

わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
の
特
徴

一　

わ
い
せ
つ
画
像
要
求
、
公
開
の
違
法
性
の
認
識

わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
し
撮
影
さ
せ
た
り
、
そ
れ
を
ネ
ッ
ト
に
公
開
し
た
り
す
る
こ
と
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
人
は
七
九
％
で
あ
り
、
知
ら
な
い
人
の
二
〇
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
表
13
）。

二　

わ
い
せ
つ
画
像
要
求
、
公
開
の
違
法
性
の
知
識
を
ど
こ
で
得
た
か

「
わ
い
せ
つ
画
像
の
要
求
、
製
造
、
ネ
ッ
ト
へ
の
公
開
は
犯
罪
に
な
り
得
る
」
こ
と
を
ど
う
や
っ
て
知
っ
た
か
を
記
述
式

で
回
答
し
、
筆
者
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
て
集
計
し
た
（
表
14
）。

ニ
ュ
ー
ス
、
テ
レ
ビ
が
四
五
％
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
三
鷹
の
事
件
が
放
送
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
世
間
に
浸
透
し
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（４） 巻き込まれたことのあるトラブルの種類  

表  10 ネット上のトラブルに巻き込まれたことがあるか  

ネット上のトラブルに巻き込まれたことがある 266 20%
ネット上のトラブルに巻き込まれたことがない 950 72%
無回答 105 8%

合計 1321 100%

単位：人

 
 

表  11  巻き込まれたことのあるネットトラブル（複数回答）  

フェイスブックやブログ、掲示板などに自分の悪口などを書き込まれたこと
がある

37 14%

自分の個人情報や写真が勝手にネット上に載せられて、不快な思いをし
たことがある

59 22%

友達（会ったことない友達含む）からしつこくメールを送られたことがある 92 35%
ＳＮＳ等で、しつこく友達申請をされたことがある 78 29%
自分のＳＮＳ等が、なりすまし・アカウントの乗っ取りをされたことがある 41 15%
なりすまし、アカウントを乗っ取られた人から、迷惑メールやメッセージが
届いたことがある

74 28%

その他 17 6%
回答数 266

単位：人

 

 

図  6  巻き込まれたことのあるネットトラブル（複数回答）  
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て、不快な思いをしたことがある

友達（会ったことない友達含む）からしつこくメールを送

られたことがある
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自分のＳＮＳ等が、なりすまし・アカウントの乗っ取りを

されたことがある

なりすまし、アカウントを乗っ取られた人から、迷惑メー

ルやメッセージが届いたことがある

その他

 
 表 10 により、実際に「トラブルに巻き込まれたことがない」人が 72％であ

り、筆者の予想より多く安心できる数字である。 

 最近問題の、乗っ取られたアカウントからメールが来た人が 28％いた（表 11）。

万が一相手側の乗っ取りがわからなかった場合、連絡元の表示は友人となって

表10　ネット上のトラブルに巻き込まれたことがあるか
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た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

テ
レ
ビ
は
有
効
な
手
段
で
は
あ
る

が
、
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
時
点

で
、
す
で
に
被
害
者
が
出
て
い
る
。

被
害
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
に
は
、
事
件

が
起
き
る
前
の
段
階
で
の
教
育
、
啓

発
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
学
校
関
係
（
情
報
の

授
業
、先
生
の
話
）も
二
五
％
い
た
。

ま
た
、「
常
識
」
だ
と
い
う
人
は
、

い
ま
だ
少
数
で
あ
る
。
皆
が
常
識
だ

と
言
え
る
レ
ベ
ル
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

手
段
で
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

警
察
や
携
帯
会
社
な
ど
関
係
機
関

に
よ
る
講
話
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。
携
帯
会
社
で
は
専
属

チ
ー
ム
が
各
学
校
を
巡
回
し
携
帯
電

13 
 

おり、もしわいせつ画像の要求をされた場合、友人だからと安心して送信して

しまう場合もあるかも知れず、危険である。 

 

（５） ネットトラブルの相談先  

表  12  ネット上のトラブルを誰に相談したか、したいか（複数回答）  

友達 683 52%
家族 645 49%
学校の先生 101 8%
ネットの掲示板 27 2%
警察 105 8%
携帯会社・ショップ 128 10%
インターネット・ホットラインセンター 41 3%
国民生活センター 13 1%
誰にも相談しない（しなかった） 126 10%
その他 12 1%
無回答 115 9%

回答数 1321

単位：人

 
 

図  7 ネット上のトラブルの相談先（複数回答）  
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 トラブルを相談した、またはもしトラブルになった場合相談する人の候補は、

友達 52％、家族 49％が多かった。 

 しかし、「だれにも相談しない」が 10％いた。もしわいせつ画像を要求され

困っていても、誰にも相談せず抱え込んで、結局送ってしまう人がいるかもし

れない。 
13 
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図7　ネット上のトラブルの相談先（複数回答）

表12  ネット上のトラブルを誰に相談したか、したいか（複数回答）

※　% は、母数（1321）に対する割合。
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話
利
用
の
危
険
性
を
教
え
る
活
動
を
し
て
い
る
し
、
全
国
各
警
察
署
で
も
、
防
犯
の
担
当
者

が
各
学
校
に
出
向
い
て
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
教
室
を
開
催
で
き
る
か
ら
、
学
校
と
積
極
的

に
協
働
し
て
啓
発
活
動
を
す
べ
き
だ
。

三　

わ
い
せ
つ
画
像
要
求
四
％
の
危
険

回
答
数
一
、
三
二
一
人
の
う
ち
、
五
〇
人
（
四
％
）
が
「
わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
（
表
15
）。

全
体
か
ら
見
る
と
ご
く
少
な
い
数
字
で
あ
る
が
、
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
対
象
を
全
国
の
高
校

生
に
す
る
と
莫
大
な
数
に
な
る
。こ
の
層
を
い
か
に
減
ら
し
被
害
を
防
ぐ
か
が
重
要
で
あ
る
。

第
四
節　

わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
の
分
析

一　

地
方
、
高
校
、
女
子
の
危
険
性
が
高
い

表
一
六
で
は
、
各
校
別
に
「
わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
」
の
内
訳
を

示
し
て
い
る
。
高
校
の
各
校
と
も
、
一
〇
名
以
下
で
該
当
者
が
い
る
。

A
高
か
ら
F
高
は
地
方
の
高
校
で
、
F
高
は
そ
の
地
域
で
中
核
に
な
る
普
通
高
校
で
あ

る
。
F
高
で
は
八
名
と
多
い
が
、
全
校
生
徒
数
も
多
い
の
で
割
合
は
低
く
、
二
％
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ
地
方
で
も
、
A
高
と
C
高
で
そ
れ
ぞ
れ
七
％
と
九
％
で
高
い
割
合
に
な
っ

て
い
る
。

14 
 

 内容がデリケートな問題は友人や家族には言えないこともある。表 12 では、

警察に相談する人が 8％と少なく、他の機関、特に政府系の機関に相談する人

はほとんどない。各機関に窓口があって、相談がどこでも可能だということを

より積極的に広報すべきだ。 

 

第２節 わいせつ画像を要求されたことがある人の特徴 

 

１ わいせつ画像要求、公開の違法性の認識  

表  13 わいせつ画像流出の違法性  

知っている 1044 79%
知らない 260 20%
無回答 17 1%

合計 1321 100%

単位:人

 
 わいせつ画像を要求し撮影させたり、それをネットに公開したりすることが

違法であることを知っている人は 79％であり、知らない人の 20％を大きく上回

っている。  

 

２ わいせつ画像要求、公開の違法性の知識をどこで得たか  

表  14 わいせつ画像流出の違法性を知ったきっかけ（自由回答）  

学校関係 132 25%
家族 8 2%
常識 39 7%
ニュース、テレビ 236 45%
ネット 32 6%
友達、誰かから 34 7%
講話（携帯会社、警察など） 40 8%

合計 521 100%

単位:人

 
 

 「わいせつ画像の要求、製造、ネットへの公開は犯罪になり得る」ことをど

うやって知ったかを記述式で回答し、筆者がカテゴリー化して集計した（表 14）。 

 ニュース、テレビが 45％を占めているが、これは三鷹の事件が放送されたこ

とにより、世間に浸透したためと考えられる。 
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 わいせつ画像を要求し撮影させたり、それをネットに公開したりすることが

違法であることを知っている人は 79％であり、知らない人の 20％を大きく上回

っている。  

 

２ わいせつ画像要求、公開の違法性の知識をどこで得たか  

表  14 わいせつ画像流出の違法性を知ったきっかけ（自由回答）  

学校関係 132 25%
家族 8 2%
常識 39 7%
ニュース、テレビ 236 45%
ネット 32 6%
友達、誰かから 34 7%
講話（携帯会社、警察など） 40 8%

合計 521 100%

単位:人

 
 

 「わいせつ画像の要求、製造、ネットへの公開は犯罪になり得る」ことをど

うやって知ったかを記述式で回答し、筆者がカテゴリー化して集計した（表 14）。 

 ニュース、テレビが 45％を占めているが、これは三鷹の事件が放送されたこ

とにより、世間に浸透したためと考えられる。 

表13　 わいせつ画像流出の違
法性

表14　 わいせつ画像流出の違法性を
知ったきっかけ（自由回答）
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一
方
G
高
校
は
都
市
部
の
普
通
高
校
で
、
地
方
の
高
校
と
の
対
象
の
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
。都
市
部
の
高
校
の
ほ
う
が
割
合
は
高
い
と
予
想
し
て
い
た
が
、二
％
と
低
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
む
し
ろ
都
市
部
よ
り
も
、
地
方
の
小
規
模
な
高
校
に
お
い
て
リ
ス
ク
が
高
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
表
一
七
で
、
男
女
別
に
見
る
と
九
四
％
と
圧
倒
的
に
女
子
の
割
合
が
多
い
。
そ
こ
で
男
子
生

徒
が
要
求
さ
れ
る
場
合
を
考
察
す
る
と
、
い
じ
め
の
対
象
と
し
て
「
下
半
身
の
写
真
を
送
れ
」
等
と

脅
さ
れ
て
い
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
考
察
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
別
の
論
を
待
ち
た
い
。

高
校
、
大
学
別
で
は
高
校
が
七
〇
％
で
あ
り
、
若
年
層
の
ほ
う
が
要
求
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
。

二　

わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ
た
五
〇
人
の
傾
向

わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
対
象
五
〇
人
に
つ
い
て
、
他
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の

回
答
と
の
関
連
か
ら
、
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
。

㈠　

ネ
ッ
ト
上
の
知
り
合
い
が
多
い
と
リ
ス
ク
が
高
い

対
象
五
〇
人
の
中
で
特
徴
的
だ
っ
た
の
が
、「
ネ
ッ
ト
上
の
み
で
つ
な
が
っ
て
い
る
人
が
い
る
」

割
合
が
六
二
％
（
表
18
）
で
、
表
四
の
対
象
全
体
二
九
％
の
二
倍
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
た
、そ
の
知
り
合
い
の
人
数
を
比
較
す
る
と
、全
体
で
は
「
一
一
人
以
上
」
は
三
四
％
（
図
２
）

で
あ
る
が
、
対
象
五
〇
人
は
「
一
一
人
以
上
」
が
四
二
％
で
、「
多
数
」
の
一
六
％
を
合
わ
せ
る
と

15 
 

 テレビは有効な手段ではあるが、ニュースになっている時点で、すでに被害

者が出ている。被害者をゼロにするには、事件が起きる前の段階での教育、啓

発が重要である。 

 そのほか、学校の授業（情報の授業、先生の話）も 25％いた。 

 また、「常識」だという人は、いまだ少数である。皆が常識だと言えるレベル

まで、あらゆる手段で啓発が必要である。 

 警察や携帯会社など関係機関による講話を充実させるべきだと考える。携帯

会社では専属チームが各学校を巡回し携帯電話利用の危険性を教える活動をし

ているし、全国各警察署でも、防犯の担当者が各学校に出向いてネットトラブ

ル防止教室を開催できるから、学校と積極的に協働して啓発活動をすべきだ。 

 

３ わいせつ画像要求 3.7％の危険  

 

表  15 わいせつ画像を要求されたことがある  

されたことがある 50 4%
されたことがない 1169 88%
自分はないが、されたことがある人を知っている 82 6%
無回答 20 2%

合計 1321 100%

単位:人

 

 回答数 1321 人のうち、50 人（3.7％）が「わいせつ画像を要求されたことが

ある」と回答した。 

 全体から見るとごく少ない数字であるが、ゼロではない。対象を全国の高校

生にすると莫大な数になる。この層をいかに減らし被害を防ぐかが重要である。 

 

第３節 わいせつ画像を要求されたことがある人の分析  

 

１ 地方、高校、女子の危険性が高い  

 

表15　わいせつ画像を要求されたことがある
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五
八
％
に
な
る
。（
図
８
）

こ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
知
り
合
い
と
顔

の
見
え
な
い
や
り
取
り
を
し
て
い
る
人
数

が
多
い
ほ
う
が
、
わ
い
せ
つ
画
像
の
要
求

な
ど
過
激
な
言
動
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

㈡　

個
人
情
報
公
開
に
つ
い
て
の
意
識

表
九
で
、
情
報
公
開
の
際
に
意
識
し
て

い
る
割
合
は
全
体
の
約
七
五
％
で
あ
っ

た
。
表
一
九
の
対
象
五
〇
人
で
は
八
八
％

で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ

た
人
の
ほ
う
が
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
は

注
意
を
払
っ
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

要
求
は
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
自
分
が

個
人
情
報
の
意
識
を
高
く
持
っ
て
い
て
も

関
係
な
く
、
わ
い
せ
つ
画
像
の
要
求
の
危

16 
 

表  16 わいせつ画像を要求されたことがある人の内訳  

Ａ高 Ｂ高 Ｃ高 Ｄ高 Ｅ高 Ｆ高 Ｇ高 大学生
1年 男 1

女 2 2 1 1 4 1 3
2年 男 1

女 3 3 2 3 1 2 2
3年 男 1

女 2 1 1 3 4
4年 ×

女 6
6 5 5 4 3 8 4 15合計

全校に占める

割合

母数

（回答数）

地　　　　　　　方 都市部

7% 5% 9% 5% 4% 2% 5%

211 286

2%

87 92 53 79 79 434

単位：人数

 

 

表  17 わいせつ画像を要求されたことのある人の内訳（性別・学年別）  

単位：人数

男子 女子
1年 1 11 12 24%
2年 1 14 15 30%
3年 1 7 8 16%
1年 3 3 6%
2年 2 2 4%
3年 4 4 8%
4年 6 6 12%

3 47 50

学年計
母数（50）に占

める割合

母数（50）に占

める割合
6% 94%

高校
大学別

性別

高校

大学

性別計

70%

30%

 

 

 表 16 では、各校別に「わいせつ画像を要求されたことがある人」の内訳を示

している。高校の各校とも、10 名以下で該当者がいる。 

 Ａ高からＦ高は地方の高校で、Ｆ高はその地域で中核になる普通高校である。

Ｆ高では 8 名と多いが、全校生徒数も多いので割合は低く、2％である。 

 しかし、同じ地方でも、Ａ高とＣ高でそれぞれ 7％と 9％で高い割合になって

いる。 

 一方Ｇ高校は都市部の普通高校で、地方の高校との対象のためにアンケート

を実施したものである。都市部の高校のほうが割合は高いと予想していたが、

表16　わいせつ画像を要求されたことがある人の内訳
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 表 16 では、各校別に「わいせつ画像を要求されたことがある人」の内訳を示

している。高校の各校とも、10 名以下で該当者がいる。 

 Ａ高からＦ高は地方の高校で、Ｆ高はその地域で中核になる普通高校である。

Ｆ高では 8 名と多いが、全校生徒数も多いので割合は低く、2％である。 

 しかし、同じ地方でも、Ａ高とＣ高でそれぞれ 7％と 9％で高い割合になって

いる。 

 一方Ｇ高校は都市部の普通高校で、地方の高校との対象のためにアンケート

を実施したものである。都市部の高校のほうが割合は高いと予想していたが、

表17　わいせつ画像を要求されたことのある人の内訳（性別・学年別）
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険
は
常
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

㈢　

わ
い
せ
つ
画
像
の
要
求
、
公
開
の
違
法
性
の
認
識

表
一
三
で
、
違
法
性
を
知
っ
て
い
た
の
は
、
全
体
で
は

七
九
％
で
あ
っ
た
が
、
表
二
〇
に
お
い
て
わ
い
せ
つ
画
像

を
要
求
さ
れ
た
対
象
五
〇
人
で
は
八
八
％
で
あ
っ
た
。

こ
れ
も
、
わ
い
せ
つ
画
像
流
出
の
違
法
性
を
知
っ
て
い

て
も
、
わ
い
せ
つ
画
像
の
要
求
は
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
要
求
さ
れ
た
と
き
に
、
法
律
違
反
で

あ
る
と
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
盾
に
断
る
こ
と
も
で
き

る
が
、
知
ら
な
い
場
合
は
要
求
ど
お
り
わ
い
せ
つ
画
像
を

作
成
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ず
、
危
険
性
が
高
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
個
人
情
報
公
開
に
対
す
る
意
識
も

高
く
、
わ
い
せ
つ
画
像
公
開
等
の
違
法
性
を
認
識
し
て
い

て
も
、
ネ
ッ
ト
上
の
知
り
合
い
が
多
く
な
る
と
わ
い
せ
つ

画
像
要
求
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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2％と低くなっている。これは、むしろ都市部よりも、地方の小規模な高校にお

いてリスクが高いことを示している。 

 また表 17 で、男女別に見ると 94％と圧倒的に女子の割合が多い。そこで男

子生徒が要求される場合を考察すると、いじめの対象として「下半身の写真を

送れ」等と脅されている場合も想定される。これについては、本アンケートで

考察することができなかったので、別の論を待ちたい。 

 高校、大学別では高校が 70％であり、若年層のほうが要求されるリスクが高

い。 

 

２ わいせつ画像を要求された 50 人の傾向  

 わいせつ画像を要求されたことのある対象 50 人について、他のアンケート項

目の回答との関連から、より深く掘り下げる。 

 

（１） ネット上の知り合いが多いとリスクが高い  

表  18 ネット上のみの知り合いの有無  

ネット上のみの知り合いがいる 31 62%
ネット上のみの知り合いはいない 19 38%

対象計 50 100%

単位：人

 

 

図  8 ネット上のみでつながっている友人の人数（対象＝31 人）  

1人～10人, 10, 
32%

11～50人, 4, 
13%

5１～100人, 
4, 13%

101～500人, 
4, 13%

500人以上, 1, 3%

多数, 5, 16%

無回答, 3, 
10%

 

表18　ネット上のみの知り合いの有無
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図８　ネット上のみでつながっている友人の人数（対象＝31人）
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第
五
節　

わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ
て
も
撮
影
し
な
い
防
止
策
（
自
由
記
述
か
ら
）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、「
わ
い
せ
つ
な
画
像
を
撮
影
し
た
り
さ
れ
た
り
し
な
い
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
の
質
問
に
、
自
由
記
述
で
答
え
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
高
校
生
と

大
学
生
の
間
で
差
が
あ
っ
た
。

高
校
生
は
、
表
現
力
の
問
題
も
あ
る
が
、
大
学
生
に
比
べ
自
己
の
意
思
や
判
断
力
に
甘
さ

が
あ
る
回
答
が
多
く
、「
携
帯
電
話
を
使
わ
な
い
」
等
の
極
論
や
、「
が
ん
ば
る
」
等
の
あ
い

ま
い
な
意
見
が
合
わ
せ
て
四
二
％
あ
っ
た
。

「（
た
く
さ
ん
要
求
さ
れ
す
ぎ
て
）
も
う
ど
う
で
も
い
い
」
と
投
げ
や
り
に
な
っ
て
い
る

生
徒
に
は
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
女
子
生
徒
は
ネ
ッ
ト
上
の
友
達
が
一
〇
〇
人
以
上
い
た
。

「
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
と
連
絡
を
取
ら
な
い
」
な
ど
、
自
分
の
行
動
の
基
準
を
決
め
て

い
る
人
は
二
八
％
だ
っ
た
。
意
識
や
自
覚
を
持
っ
て
行
動
す
る
人
は
一
六
％
だ
っ
た
。（
表

21
）一

方
大
学
生
は
、「
自
分
の
行
動
は
自
分
の
責
任
で
行
う
」
と
い
う
強
い
意
志
が
感
じ
ら

れ
た
。
つ
ま
り
、
わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ
て
も
、
自
ら
の
意
見
を
は
っ
き
り
と
述
べ
、

断
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
三
二
％
、
行
動
基
準
が
あ
る
人
も
三
七
％
で
、
半
数
以
上
を
占
め

た
。
啓
発
活
動
も
一
三
％
と
多
か
っ
た
。（
表
22
）
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 対象 50 人の中で特徴的だったのが、「ネット上のみでつながっている人がい

る」割合が 62％（表 18）で、表 4 の対象全体 31％の 2 倍という点である。 

 また、その知り合いの人数を比較すると、全体では「11 人以上」は 34％（図

2）であるが、対象 50 人は「11 人以上」が 42％で、「多数」の 16％を合わせる

と 58％になる。（図 8） 

 これは、ネット上の知り合いと顔の見えないやり取りをしている人数が多い

ほうが、わいせつ画像の要求など過激な言動にさらされる可能性が高いことを

示している。 

 

（２） 個人情報公開についての意識 

表  19 SNS 等に個人情報を公開する際の意識  

個人情報公開時に気をつけている 44 88%
個人情報公開時に特に気をつけていることはない 6 12%

合計 50 100%

単位：人

 

 

 表 9 で、情報公開の際に意識している割合は全体の 75％であった。表 19 の

対象 50 人では 88％であった。 

 つまり、わいせつ画像を要求された人のほうが個人情報の取扱いには注意を

払っていたのにも関わらず、要求はされていた。これは、自分が個人情報の意

識を高く持っていても関係なく、わいせつ画像の要求の危険は常に潜んでいる

ことを意味している。 

 

（３） わいせつ画像の要求、公開の違法性の認識 

表  20 わいせつ画像の要求、公開の違法性認識  

法律違反であることを知っている 44 88%
法律違反であることを知らない 6 12%

合計 50 100%

単位:人

 

 

表19　SNS 等に個人情報を公開する際の意識
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示している。 

 

（２） 個人情報公開についての意識 

表  19 SNS 等に個人情報を公開する際の意識  

個人情報公開時に気をつけている 44 88%
個人情報公開時に特に気をつけていることはない 6 12%

合計 50 100%

単位：人

 

 

 表 9 で、情報公開の際に意識している割合は全体の 75％であった。表 19 の

対象 50 人では 88％であった。 

 つまり、わいせつ画像を要求された人のほうが個人情報の取扱いには注意を

払っていたのにも関わらず、要求はされていた。これは、自分が個人情報の意

識を高く持っていても関係なく、わいせつ画像の要求の危険は常に潜んでいる

ことを意味している。 

 

（３） わいせつ画像の要求、公開の違法性の認識 

表  20 わいせつ画像の要求、公開の違法性認識  

法律違反であることを知っている 44 88%
法律違反であることを知らない 6 12%

合計 50 100%

単位:人

 

 

表20　わいせつ画像の要求、公開の違法性認識
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高
校
生
は
大
学
生
に
比
べ
他
人
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
判
断
力
が
未
熟
で
あ
る
。
教
育
の
な
か
で
、「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
。」「
強
い
意
志
を
持
つ
。」
こ
と
を
指
導
し
、「
わ
い
せ
つ
画
像
の
要
求
に
は
N
O
と
言
っ
て
も
良
い
。」
と
い
う
明

確
な
判
断
基
準
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
三
章
　
高
校
生
に
対
す
る
講
話
の
実
施

第
一
節　

実
施
概
要

一　

実
施
の
目
的

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
講
話
を
携
帯
電
話
会
社
お
よ
び
警
察
官
が
行
い
、
講
話
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
受
講
者

の
意
識
を
探
る
。

二　

調
査
方
法
、
調
査
期
間
、
回
収
率
、
実
施
日

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
各
教
員
か
ら
生
徒
に
配
布
。
そ
の
場
で
回
収
し
た
た
め
回
収
率
は
一
〇
〇
％
。

平
成
二
六
年
七
月
二
二
日
実
施
。

第
二
節　

実
施
結
果

一　

講
話
の
内
容

本
講
話
は
、
学
校
長
よ
り
携
帯
電
話
会
社
お
よ
び
駐
在
所
へ
依
頼
が
あ
り
、
五
〇
分
間
で
実
施
し
た
。
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20 
 

ＳＮＳをしない

女と関わらない

カメラ廃止

携帯持たない

恋人作らない

電子機器をなくす

危ないものをなくす

がんばる

気をつける

断る

しっかり考える

そんな人はだめ

ひたすら注意

なげやり もうドーでもイー感じになっている　うち気にしてないから 1 1%

親や警察に相談

とりあえず相談

要求されたら友達や家族に相談

色で検出して肌色の多い写真は撮れないようにする

条例や法律を作る

罰を厳しくする

フィルタリングすることを法律にする

教育する

ネットについてよく知る。そういう教育をする

犯罪であることを意識させるようなＰＲ活動

会ったことのない人とネット上でからまない

会ったことのない人と連絡を取らない

個人情報載せない、画像とらない

無視

要求されたら関係を切る

意識の問題

個人が気をつける

自分の意見をしっかり伝える

自分の身は自分で守る

一人ひとりが気をつける

577 100%合計

意識 90

10%

32%

3%

7%

3%

28%

16%

規制 43

啓発 18

行動基準 163

極論 60

あいまい 186

相談 16

 

 

 

 

 

表21　高校生の自由回答（抜粋）
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21 
 

 

表  22 大学生の自由回答（抜粋）  

極論
携帯電話（スマホ含む）からカメラ機能をなくせばいいと
思います。

2 1%

断る
女子力をなくす

相談 相談できる人に相談する。 2 1%
拒否するのが一番だと思いますが、規制を行ってもらえ
ると安心な気がする。
ネット制限のようなものをするべきだと思った。
もっと法律を厳しくする
拡散されてどうなるのか実際の例を出して伝える
拡散のリスクを知り、自分の行動に対して責任を負うこと
を意識させる、喚起させる。
小さい頃から、いけないことだと徹底的に教育する。
犯罪になってしまうことや、画像が拡散されれば消すこと
は難しいという事実、自分の身を守ること、断る勇気につ
いて学校で伝える。
拡散のリスクを知り、自分の行動に対して責任を負うこと
を意識させる、喚起させる。
テレビ番組やチラシなどの注意を促すものを今よりも増や
し、人の目にふれるようにする。
ネットの怖さを知らない人がＳＮＳやネットをしているから
こういうことになる。ネチケットも知らない人が最近多すぎ
る。そこから教えていくべき。
メディアで取り上げ、犯罪だと言う認識を持たせる
言われた瞬間に関係を切る。（ブロックなど）
危険と感じたら連絡をとるのを止める。アカウントがあれ
ば消す。
絶対送らないと決める
そのような人とは関わりをもたないようにする
撮られたのがわかったらその場ですぐに消してもらう。画
像を保存させない
ネット上でだけのつながりは避ける。連絡が来ても返事し
ない
意思を強く持つ。うまくかわす。嫌だとはっきり言う。逃げ
る。泣く。
嫌なものは嫌だとはっきり伝えること
断る。断っていいということを一般常識にする。
自業自得
自分の意志を持つ。そういった人とは関わらない。
自分の嫌なことははっきり相手に伝える
自分の身は自分で守るしかない
強い芯を持った人間になる。安売りしない（自分を）
人を簡単に信用しないこと
相手が誰であっても写真を撮らせる様なことはしない。好
きな人が相手でもはっきり断る意志を持つ。
断る。断っていいということを一般常識にする。

186 100%合計

あいまい

規制

啓発

行動基準

意識

68 37%

59 32%

17 9%

13 7%

25 13%

 

表22　大学生の自由回答（抜粋）
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携
帯
電
話
会
社
か
ら
は
担
当
者
が
来
校
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
、
以
下
の
三
点
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
説
明

し
た
。

　
　

① 　

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
冷
蔵
庫
に
入
る
な
ど
度
が
過
ぎ
た
い
た
ず
ら
を
S
N
S
に
投
稿
し
、
損
害

賠
償
を
請
求
さ
れ
た
例

　
　

② 　

無
料
通
話
ア
プ
リ
（
L
I
N
E
な
ど
）
で
グ
ル
ー
プ
か
ら
あ
る
人
を
外
す
な
ど
露
骨
な
嫌
が
ら
せ
を
し
た
と

こ
ろ
逆
に
自
分
が
外
さ
れ
た
い
じ
め
事
例

　
　

③ 　

S
N
S
に
制
服
姿
の
写
真
を
載
せ
た
女
子
が
、
下
心
あ
る
男
に
個
人
情
報
を
探
ら
れ
し
つ
こ
く
電
話
等
で
誘

わ
れ
た
例

担
当
者
は
各
事
例
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
当
事
者
の
そ
の
後
の
境
遇
な
ど
も
説
明
し
、
筆
者
も
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
。

警
察
官
は
、
最
近
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
か
か
る
事
件
事
例
、
特
に
被
写
体
が
一
八
歳
未
満
で
あ
る
わ
い
せ
つ
画
像
を
他

人
に
要
求
し
製
造
さ
せ
ネ
ッ
ト
に
公
開
す
る
と
、
法
律
違
反
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

二　

生
徒
の
様
子

同
校
は
近
年
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
生
徒
指
導
に
苦
慮
し
た
経
験
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
つ
い
て
非
常
に
熱
心

で
あ
り
、
生
徒
の
携
帯
電
話
所
持
は
認
め
て
い
る
が
S
N
S
等
の
利
用
は
禁
止
と
い
う
厳
し
い
ル
ー
ル
が
あ
る
。

生
徒
は
他
校
よ
り
多
く
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
指
導
を
受
け
て
い
て
意
識
が
高
く
、
集
中
し
て
真
剣
に
講
話
を
聞
い
て
い
た
。

教
員
も
全
員
が
講
話
を
聞
き
、
同
校
の
取
組
み
意
識
の
高
さ
が
伺
え
た
。
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三　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

第
三
節　

分
析

一　

講
話
の
重
要
性

表
二
三
で
、「
と
て
も
た
め
に
な
っ
た
」「
た
め
に
な
っ
た
」
が
九
九
％
に
達
し
た
。

生
徒
た
ち
は
真
剣
に
話
を
聞
い
て
お
り
、
講
話
直
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
高
い
数
字
で
あ
り
、

講
話
の
有
用
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

二　

講
話
内
容
に
は
具
体
例
を
出
す

表
二
四
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
生
徒
が
欲
し
て
い
る
情
報
は
、
警
察
か
ら
の
講
話
五
一
％
、
テ
レ
ビ
四

六
％
、
携
帯
会
社
か
ら
の
講
話
四
三
％
の
順
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
直
前
の
講
話
で
両
者
が
具
体
例
を
出
し
た
こ
と
で
、
生
徒
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
真
剣
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

た
た
め
と
考
え
る
。
ニ
ュ
ー
ス
も
、
実
際
に
起
き
た
事
件
の
た
め
、
最
も
具
体
的
な
事
例
を
示
し
て
い
る
。

高
校
生
に
は
具
体
的
な
事
例
を
示
す
こ
と
に
よ
り
「
こ
れ
は
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
判
断
の
基
準
を
よ
り
多
く
提
示
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

三　

講
話
後
の
意
識
の
変
化

表
二
五
は
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
今
後
ど
う
す
る
か
を
記
述
式
で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
怪
し
い
サ
イ
ト
に
は
行
か
な
い
」
な
ど
の
「
行
動
基
準
」
を
あ
げ
た
人
が
五
五
％
で
あ
り
、
表
二
一
の
同
カ
テ
ゴ
リ
ー
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24 
 

 警察官は、最近のネットトラブルにかかる事件事例、特に被写体が 18 歳未満

であるわいせつ画像を他人に要求し製造させネットに公開すると、法律違反の

可能性があることを説明した。  

２ 生徒の様子  

 同校は近年、ネットトラブルによって生徒指導に苦慮した経験から、トラブ

ル防止について非常に熱心であり、生徒の携帯電話所持は認めているが SNS 等

の利用は禁止という厳しいルールがある。  

 生徒は他校より多くトラブルの指導を受けていて意識が高く、集中して真剣

に講話を聞いていた。教員も全員が講話を聞き、同校の取組み意識の高さが伺

えた。  

 

３ アンケート結果  

表  23 ネットトラブル防止教室はためになったか  

とてもためになった 43 48%
ためになった 46 51%
役に立たなかった 1 1%
まったく役にたたなかった 0 0%

合計 90 100%

単位：人

 

表  24 ネットトラブルを防止するための知識を得る良い方法は  

友達との会話 40 44%
家族との会話 29 32%
学校の授業、先生の話 32 36%
ネット情報 25 28%
テレビ（ニュース） 41 46%
警察からの講話 46 51%
携帯会社の講話 39 43%
インターネットホットラインセンターの情報 16 18%
消費者センターの情報 5 6%
その他 0 0%
無回答 3 3%

回答数 90

単位：人

 

表23　ネットトラブル防止教室はためになったか

25 
 

表  25 ネットトラブルを防止するために今後気をつけたいこと  

ＳＮＳやらない
ネットを使わない
もう携帯を持たない
どうせ他のトラブルが出てくるので対
策無意味

あいまい 軽はずみなことしない 4 6%
相談 迷ったら親に相談 1 2%
規制 制限をつける 1 2%

怪しいサイトに入らないようにする
リアルなコミュニケーションを大事に
ネットで個人情報を公開しない
知らない人の申請を受けない
自分で正しい判断をする
意識の向上

63 100%合計

55%

14%

21%極論

行動基準

意識

13

35

9

 
第３節 分析  

 

１ 講話の重要性  

 表 23 で、「とてもためになった」「ためになった」が 99％に達した。  

 生徒たちは真剣に話を聞いており、講話直後のアンケートということを差し

引いても高い数字であり、講話の有用性が明らかになった。  

 

２ 講話内容には具体例を出す  

 表 24 から、ネットトラブル防止のために生徒が欲している情報は、警察から

の講話 53％、携帯会社からの講話 43％、テレビ 15％の順である。  

 これは、直前の講話で両者が具体例を出したことで、生徒が自分のこととし

て真剣に捉えることができたためと考える。ニュースも、実際に起きた事件の

ため、最も具体的な事例を示している。  

 高校生には具体的な事例を示すことにより「これはしてはならない」との判

断の基準をより多く提示することが重要である。  

 

３ 講話後の意識の変化  

 表 25 は、ネットトラブル防止のために今後どうするかを記述式で回答しても

らったものである。  

表25　ネットトラブルを防止するために今後気をつけたいこと

24 
 

 警察官は、最近のネットトラブルにかかる事件事例、特に被写体が 18 歳未満

であるわいせつ画像を他人に要求し製造させネットに公開すると、法律違反の

可能性があることを説明した。  

２ 生徒の様子  

 同校は近年、ネットトラブルによって生徒指導に苦慮した経験から、トラブ

ル防止について非常に熱心であり、生徒の携帯電話所持は認めているが SNS 等

の利用は禁止という厳しいルールがある。  

 生徒は他校より多くトラブルの指導を受けていて意識が高く、集中して真剣

に講話を聞いていた。教員も全員が講話を聞き、同校の取組み意識の高さが伺

えた。  

 

３ アンケート結果  

表  23 ネットトラブル防止教室はためになったか  

とてもためになった 43 48%
ためになった 46 51%
役に立たなかった 1 1%
まったく役にたたなかった 0 0%

合計 90 100%

単位：人

 

表  24 ネットトラブルを防止するための知識を得る良い方法は  

友達との会話 40 44%
家族との会話 29 32%
学校の授業、先生の話 32 36%
ネット情報 25 28%
テレビ（ニュース） 41 46%
警察からの講話 46 51%
携帯会社の講話 39 43%
インターネットホットラインセンターの情報 16 18%
消費者センターの情報 5 6%
その他 0 0%
無回答 3 3%

回答数 90

単位：人

 

表24　ネットトラブルを防止するための知識を得る方法は（複数回答）

※　％は、母数（90）に対する割合
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の
約
二
倍
と
な
っ
た
。

講
話
に
よ
っ
て
具
体
的
に
何
を
し
て
は
い
け
な
い
の
か
が
理
解
で
き
た
の
で
、
行
動
基
準
を
あ
げ
た
人
が
多
か
っ
た
と
考

え
る
。

第
四
章
　
大
学
生
と
の
討
論

第
一
節　

討
論
実
施
概
要

一　

討
論
の
目
的

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
広
く
高
校
生
等
の
意
識
調
査
が
で
き
た
が
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

実
際
の
と
こ
ろ
ど
の
よ
う
な
防
止
策
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
よ
り
深
く
議
論
す
る
た
め
、
討
論
の
場
を
設
け
た
。

大
学
三
年
生
及
び
四
年
生
の
女
子
学
生
に
協
力
い
た
だ
き
、
学
年
ご
と
に
一
回
ず
つ
、
討
論
を
実
施
し
た
。

二　

実
施
日

平
成
二
六
年
七
月
一
四
日
お
よ
び
平
成
二
六
年
七
月
二
二
日

三 

参
加
者

女
子
大
学
生
（
三
年
生
一
〇
名
、
四
年
生
一
一
名
）
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第
二
節　

討
論
結
果
と
考
察

一　

判
断
力
の
未
熟
さ

大
学
生
が
ま
ず
問
題
と
し
た
の
は
、
高
校
生
等
の
人
間
関
係
に
お
け
る
判
断
力
の
未
熟
さ
で
あ
る
。

大
学
生
と
な
り
交
友
関
係
も
広
が
る
と
、
人
間
関
係
を
構
築
す
る
際
に
自
己
の
意
思
や
明
確
な
基
準
が
存
在
す
る
が
、
自

ら
の
高
校
時
代
を
振
り
返
る
と
、
判
断
の
基
準
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
「
友
達
が
や
っ

て
い
る
か
ら
」
等
と
周
り
に
流
さ
れ
て
決
定
し
て
い
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

物
を
盗
む
こ
と
は
悪
い
こ
と
だ
と
教
え
ら
れ
小
さ
い
頃
か
ら
常
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト
の
問
題
は
常
識
と
な

る
ま
で
教
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
間
違
っ
た
判
断
を
す
る
余
地
は
あ
る
。
判
断
力
が
未
熟
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
こ
れ
は
だ
め
」

と
い
っ
た
明
確
な
判
断
基
準
を
教
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二　

信
頼
関
係
の
構
築

次
に
問
題
と
し
た
の
は
、
実
際
に
わ
い
せ
つ
画
像
を
要
求
さ
れ
た
時
の
対
応
で
あ
る
。

大
多
数
の
人
は
要
求
さ
れ
て
も
常
識
的
に
は
断
る
だ
ろ
う
が
、た
と
え
ば
女
子
高
生
が
彼
氏
か
ら
画
像
を
求
め
ら
れ「
断
っ

た
ら
嫌
わ
れ
る
」
と
考
え
た
り
、
現
実
世
界
よ
り
ネ
ッ
ト
上
の
人
間
関
係
に
依
存
し
て
い
る
女
子
が
、
お
だ
て
ら
れ
て
会
っ

た
こ
と
も
な
い
人
か
ら
要
求
さ
れ
、「
断
っ
て
関
係
が
終
わ
る
の
が
怖
い
」
と
考
え
た
り
し
た
場
合
は
ど
う
か
。
人
間
関
係

が
壊
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
送
っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
、
彼
氏
に
ポ
ル
ノ
画
像
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
る
女
性
の
事
例
を
提
示
し
、
討
論
の
議
題
と
し
た
。
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事
例
は
、
彼
氏
が
一
〇
歳
ほ
ど
年
上
で
、
四
年
以
上
の
交
際
暦
が
あ
り
、
現
在
は
遠
距
離
恋
愛
で
頻
繁
に
会
え
な
い
状
況

で
、
彼
氏
が
「
会
え
な
く
て
寂
し
い
」
と
暗
に
ポ
ル
ノ
画
像
を
要
求
し
た
こ
と
に
応
え
、
流
出
の
危
険
は
な
い
と
判
断
し
て

画
像
を
送
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
事
例
を
あ
る
学
生
は
女
性
の
心
理
を
彼
氏
と
の
信
頼
関
係
か
ら
分
析
し
た
。

女
性
は
、
長
い
交
際
で
相
手
の
性
格
を
理
解
し
、
流
出
な
ど
の
悪
用
を
し
な
い
、
流
出
さ
せ
て
彼
女
を
傷
つ
け
た
り
す
る

人
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
た
。
そ
の
根
底
に
は
当
然
愛
情
も
あ
る
が
、
相
手
と
の
強
固
な
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
で
き
た

と
し
た
。

「
嫌
わ
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
心
理
で
わ
い
せ
つ
画
像
を
送
る
こ
と
と
、
信
頼
関
係
の
元
に
送
る
こ
と
は
意
味
合
い
が
ま

る
で
違
う
。
事
例
の
女
性
が
仮
に
画
像
を
送
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
き
っ
と
彼
氏
に
嫌
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

画
像
を
送
ら
な
い
か
ら
別
れ
る
カ
ッ
プ
ル
は
、
信
頼
関
係
が
あ
る
と
言
え
な
い
。
ま
し
て
会
っ
た
こ
と
も
な
い
人
は
信
頼

関
係
が
あ
る
の
か
さ
え
疑
問
で
あ
る
。
た
っ
た
一
回
の
判
断
ミ
ス
で
画
像
が
ネ
ッ
ト
に
公
開
さ
れ
、
一
生
苦
し
む
事
態
は
絶

対
に
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

信
頼
関
係
は
、
現
実
世
界
で
の
や
り
取
り
で
成
り
立
つ
こ
と
、
自
分
を
安
売
り
せ
ず
安
易
な
判
断
を
し
な
い
よ
う
に
教
育

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

三　

女
性
が
常
に
被
害
者
で
あ
る
風
潮

た
と
え
ば
高
校
生
が
、
実
際
に
わ
い
せ
つ
画
像
を
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
、
親
な
ど
に
相
談
す
る
際
、
体
裁
を
気
に
し
て

「
私
は
い
や
だ
っ
た
の
に
、
し
つ
こ
い
か
ら
送
っ
て
し
ま
っ
た
。
相
手
が
悪
い
。」
と
弁
解
し
、
あ
た
か
も
自
分
が
被
害
者
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の
よ
う
に
振
舞
う
こ
と
、
女
性
は
い
つ
も
被
害
者
で
許
さ
れ
る
風
潮
が
あ
る
こ
と
が
問
題
だ
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
女
子
学
生
な
ら
で
は
の
考
え
方
で
あ
る
。
流
出
さ
れ
た
女
性
は
確
か
に
被
害
者
で
は
あ
る
が
、
撮
影
し
た
の
は
自

分
の
判
断
で
あ
り
、
自
分
の
行
動
に
は
責
任
が
伴
う
こ
と
を
し
っ
か
り
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四　

家
族
の
常
識

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
、
親
が
子
ど
も
と
話
し
合
う
こ
と
が
、
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
利
用
に
対
す

る
「
常
識
」
を
形
成
す
る
。

会
話
の
中
で
、
わ
い
せ
つ
画
像
の
撮
影
が
「
い
け
な
い
こ
と
だ
」
と
言
え
ば
子
ど
も
は
そ
う
考
え
る
だ
ろ
う
。
子
供
た
ち

を
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
、多
様
化
す
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
親
も
勉
強
し
、家
庭
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
お
く
と
い
う
、
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

五　

新
し
い
啓
発
の
形

若
年
層
の
半
数
以
上
がT

w
itter

を
使
っ
て
い
る
現
状
で
、
各
関
係
機
関
が
必
要
な
情
報
をT

w
itter

で
発
信
し
、
啓
発

活
動
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
利
用
に
長
け
て
い
る
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
提
供
は
便
利
で
、
そ
の

後
の
口
コ
ミ
も
期
待
で
き
る
。

テ
レ
ビ
番
組
や
C
M
に
有
名
人
や
芸
能
人
が
出
演
し
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
体
験
談
を
し
て
啓
発
す
る
こ
と
も
影
響
力

が
あ
っ
て
効
果
的
で
あ
る
。

ま
た
、
経
験
談
と
し
て
高
校
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
教
室
は
、
講
義
形
式
の
た
め
正
直
あ
ま
り
真
剣
に
聞
い
て
お

ら
ず
、
小
グ
ル
ー
プ
検
討
会
や
討
論
形
式
の
授
業
が
よ
い
と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
。
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第
五
章
　
提
言

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
講
話
、
討
論
を
ふ
ま
え
、
高
校
生
等
を
わ
い
せ
つ
画
像
流
出
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
筆
者
が
提
言

し
た
い
の
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

第
一
節　

既
存
の
啓
発
活
動
の
継
続
強
化

一　

学
校

学
校
の
授
業
で
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
教
え
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
教
員
側
の
研
修
も
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
現
職
の
高
校
教
員
の
話
で
は
、
現
在
生
徒
が
起
こ
す
問
題

の
大
半
に
ネ
ッ
ト
が
絡
ん
で
い
る
そ
う
だ
。
積
極
的
に
研
修
を
受
け
、
生
徒
以
上
の
知
識
で
指
導
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
教
育
委
員
会
が
、
学
校
に
対
し
必
ず
ネ
ッ
ト
関
連
講
習
の
実
施
を
通
達
す
る
の
も
よ
い
。
そ
こ
に
保
護
者
等
も
参
加

し
地
域
全
体
で
勉
強
し
て
い
く
と
意
識
も
高
ま
る
。

二　

家
庭

家
庭
で
は
、
携
帯
電
話
等
の
利
用
に
ル
ー
ル
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
親
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
と
子
ど
も
に
も
伝

わ
る
。
子
ど
も
と
良
好
な
関
係
を
作
り
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
関
連
の
事
例
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
、
行
動
の
基
準
を
示
し
て

や
る
必
要
が
あ
る
。
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三　

関
係
機
関
に
よ
る
講
話
、
情
報
発
信

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
講
話
は
、
各
機
関
で
行
っ
て
い
る
。
携
帯
電
話
会
社
の
講
話
は
専
門
の
チ
ー
ム
が
い
る
の
で
資

料
が
よ
く
研
究
さ
れ
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
。

警
察
も
薬
物
乱
用
防
止
教
室
な
ど
と
並
ん
で
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
講
話
を
行
っ
て
い
る
。
積
極
的
に
利
用
す
べ
き

で
あ
る
。

し
か
し
、
行
政
機
関
、
と
く
に
国
の
機
関
が
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
て
も
、
認
知
度
が
低
い
現
状

に
あ
る
。
本
論
文
の
調
査
で
も
、
ト
ラ
ブ
ル
時
に
相
談
し
た
い
相
手
に
選
択
さ
れ
た
割
合
は
極
少
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
周
知

活
動
を
行
い
、
多
様
な
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
子
ど
も
た
ち
を
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た
め
に
行
動
す
べ
き
で

あ
る
。

四　

メ
デ
ィ
ア
利
用

テ
レ
ビ
の
力
は
絶
大
で
あ
る
。
報
道
で
事
件
事
例
を
放
送
す
る
こ
と
が
周
知
活
動
、
啓
発
活
動
に
最
も
効
果
的
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
新
た
な
情
報
発
信
と
し
て
、T

w
itter

の
利
用
を
提
案
し
た
い
。
各
機
関
の
視
点
で
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
情
報
提
供
を
し
、
友
人
同
士
が
口
コ
ミ
で
拡
散
す
れ
ば
、
被
害
に
遭
い
や
す
い
若
年
層
に
は
効
果
的
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

第
二
節　

顔
の
見
え
る
距
離
で
各
機
関
が
連
携
し
、
地
域
の
安
全
安
心
を
守
る

筆
者
は
、
北
海
道
の
と
あ
る
農
村
地
方
で
駐
在
所
警
察
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
立
場
か
ら
、
防
犯
や
交
通
安
全
の
講
話
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な
ど
を
町
民
に
行
っ
て
い
る
。

小
さ
い
町
は
、警
察
と
住
民
と
の
距
離
が
近
い
の
で
、た
く
さ
ん
の
講
話
依
頼
が
あ
り
、各
関
係
機
関
と
の
調
整
も
ス
ム
ー

ズ
で
あ
る
し
、
何
よ
り
講
話
対
象
者
の
大
半
が
知
り
合
い
な
の
で
、
皆
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
顔
の
見
え
る
距
離
」
で
各
機
関
が
緊
密
に
連
携
し
、
か
つ
住
民
と
も
近
い
距
離
で
関
係
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

結
果
と
し
て
治
安
維
持
を
達
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

犯
罪
抑
止
に
は
、
検
挙
と
予
防
の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。

警
察
が
犯
人
を
逮
捕
し
た
だ
け
で
は
犯
罪
被
害
は
な
く
な
ら
な
い
。
犯
罪
を
予
防
し
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
の
も
警
察
の
重

要
な
責
務
で
あ
る
。
各
機
関
団
体
が
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
同
じ
目
標
に
向
か
い
「
顔
の
見
え
る
距
離
」
で

緊
密
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
高
く
持
ち
、「
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
」

と
考
え
行
動
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
治
安
の
プ
ロ
た
る
警
察
官
が
先
頭
に
立
っ
て
、
地
域
住
民
と
と
も
に
汗
を
流
し
行
動
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
特
に
高
校
生
等
の
若
い
世
代
が
被
害
に
遭
う
、
わ
い
せ
つ
画
像
の
ネ
ッ
ト
上
へ
の
流
出
を
防
ぐ
方
法
を
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
講
話
、
討
論
を
元
に
検
証
し
た
。

わ
い
せ
つ
画
像
の
流
出
に
対
す
る
法
規
制
に
つ
い
て
、
平
成
二
六
年
七
月
一
五
日
に
児
童
ポ
ル
ノ
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
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性
的
好
奇
心
を
満
た
す
た
め
に
自
分
の
意
思
で
児
童
ポ
ル
ノ
を
所
持
し
た
者
に
も
罰
則
が
設
け
ら
れ
た
。
世
界
で
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
「
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
禁
止
法
」
が
成
立
す
る
な
ど
、
関
連
の
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
文
中
に
あ
っ
た
討
論
議
題
で
、
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
女
性
が
自
分
の
彼
氏
に
ポ
ル
ノ
画
像
を
送
っ
た
と
し
て
も
、
別

れ
た
後
、
つ
ま
り
信
頼
関
係
が
な
く
な
っ
た
時
に
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
の
危
険
性
が
現
れ
て
く
る
。
日
本
で
も
法
規
制
を
行
う

こ
と
で
、
今
後
新
た
な
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
法
に
よ
る
規
制
強
化
に
よ
っ
て
わ
い
せ
つ
画
像
の
流
出
防
止
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
現
れ
る
か
は
、
別
の
論
を
待

ち
た
い
。

本
論
文
は
、
筆
者
が
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
講
話
を
す
る
際
、
よ
り
現
実
的
で
臨
場
感
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
高
校

生
の
意
識
デ
ー
タ
を
取
る
た
め
に
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
前
の
筆
者
の
予
想
で
は
、
高
校
生
は
何
も
考

え
ず
無
法
状
態
に
携
帯
電
話
を
使
用
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。結
果
は
一
定
の
割
合
で
危
険
な
層
は
い
た
が
、意
外
に
し
っ

か
り
意
識
を
も
っ
て
携
帯
電
話
等
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

筆
者
が
大
学
生
に
な
っ
て
携
帯
電
話
を
初
め
て
持
っ
て
か
ら
一
六
年
が
経
っ
た
。
今
の
高
校
生
は
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
世
代
で
あ
り
、
携
帯
電
話
が
あ
る
生
活
が
当
た
り
前
で
あ
る
。
便
利
だ
が
悪
用
す
る
と
人
が
傷
つ
く
こ
と
も
あ
る

諸
刃
の
剣
だ
。

筆
者
の
息
子
が
三
歳
の
と
き
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
自
分
で
操
作
し
て
、
保
存
動
画
を
延
々
と
見
て
い
た
と
き
、
空
恐

ろ
し
さ
を
覚
え
た
。
自
分
が
親
と
し
て
ど
の
よ
う
な
主
義
で
子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
使
わ
せ
る
の
か
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

を
子
ど
も
に
教
え
る
に
は
ま
ず
自
分
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
と
強
く
意
識
し
た
。
そ
れ
を
地
域
社
会
に
拡
大
適
用
す
る
と
、
地
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域
の
子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た
め
に
、
警
察
官
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
ど
ん
な
姿
勢
で
向
き
合
い
啓
発
し

て
い
く
か
考
え
よ
と
の
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
た
。

携
帯
電
話
等
の
技
術
や
機
能
は
毎
日
進
化
し
続
け
、
昔
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
、
こ
れ
か
ら
も

新
し
い
手
口
が
現
れ
続
け
る
だ
ろ
う
。

被
害
に
遭
う
子
ど
も
た
ち
を
一
人
で
も
減
ら
し
、
こ
の
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
各
関
係
機

関
が
緊
密
に
連
携
し
、
わ
い
せ
つ
画
像
を
撮
影
し
な
い
こ
と
が
無
意
識
の
常
識
と
な
る
ま
で
、
教
育
啓
発
活
動
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

謝
辞

本
論
文
の
趣
旨
を
理
解
し
快
く
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
頂
い
た
、
各
高
校
の
教
頭
先
生
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

と
私
の
講
話
で
恩
返
し
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
を
く
れ
た
大
学
生
諸
君
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
に
協
力
し
て
く
れ
た
一
、
三
二
一
名
の
学
生
生
徒

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
論
文
の
作
成
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
署
長
、
副
署
長
、
ま
た
各
学
校
の
教
頭
先
生
と
私
の
橋
渡
し
を
し
て
く
れ
た
各

町
の
駐
在
所
勤
務
員
の
皆
様
に
も
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
論
文
作
成
に
際
し
陰
な
が
ら
支
え
て
く
れ
た
妻
と
子
ど
も
た
ち
に
、
あ
り
が
と
う
。
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資料       携帯電話の利用に関する意識等のアンケート（高校生用） 
 

 このアンケートは、みなさんの携帯電話などの利用に関して、意識調査をするものです。 

 あてはまる答えの数字に○をつけてください。 

 調査以外の目的では使用しないので、安心して答えてください。 

  ※ あなたの学年、性別を教えてください。      [   ] 年    （ 男 ・ 女 ） 

 

問１  あなたは現在、自分専用の携帯電話等を持っていますか。 

   １ 持っていない →問 1１へ                  ２ 持っている  (契約者は自分) → 問２へ 

   ２ 持っていないがパソコンを利用している →問３へ   ４ 持っている  (契約者は親など)  → 問２へ 

 

問２  あなたの携帯電話等には、フィルタリング（アクセス制限）を設定していますか。 

   １ 設定している      ２ はじめからしていない      ３ はじめはしていたが、途中で解除した 

   ４ インターネットが使えない設定になっている      ５ わからない 

 

問３  あなたの家庭では、携帯電話等の使用のルール（きまり）はありますか。 

   １ ある →どんなルールか一つあげてください（                        ）   ２ ない 

 

問４  あなたは、携帯電話等でＳＮＳやブログ、(ｵﾝﾗｲﾝ)ｹﾞｰﾑを利用していますか。（あてはまるもの全てに○） 

   １ 自分のブログ  ２  Facebook  ３  Twitter  ４ ＬＩＮＥ  ５  mixi  ６ google+ ７ (ｵﾝﾗｲﾝ)ｹﾞｰﾑ 

    ８ その他（                  ）  ９  ＳＮＳ等はやっていない 

 

問５  問４で、ＳＮＳ等を利用している人について、アカウントを複数もっていますか 

   １ アカウントを複数持っている →どのＳＮＳで？（        ）  ２  複数アカウントはない 

 

問６  あなたは、ネット上のみでつながった（実際に会ったことがない）人はいますか 

  １ いる →(人数：     人くらい →[そのうち継続して連絡を取り合っている人数：     人くらい]） 

  ２ いない →問８へ 

 

問７ 問６で「いる」と答えた人は、どのような方法でつながりましたか。（あてはまるもの全てに○） 

   １ 出会い系サイト ２  Facebook  ３  Twitter  ４ ＬＩＮＥ  ５  mixi  ６ google+ ７ (ｵﾝﾗｲﾝ)ｹﾞｰﾑ 

   ８ 友達などから直接紹介された  ９  その他（                 ） 

 

問８  あなたは、次のようなトラブルに巻き込まれたことがありますか（あてはまるもの全てに○） 

   １ フェイスブックやブログ、掲示板などに自分の悪口などを書き込まれたことがある 

   ２ 自分の個人情報や写真が勝手にネット上に載せられて、不快な思いをしたことがある 

   ３ 友達（会ったことない友達含む）からしつこくメールを送られたことがある 

   ４ ＳＮＳ等で、しつこく友達申請をされたことがある 

   ５ 自分のＳＮＳ等が、なりすまし・アカウントの乗っ取りをされたことがある 

   ６ なりすまし、アカウントを乗っ取られた人から、迷惑メールやメッセージが届いたことがある 

   ７ その他（具体的に：                         ） 

   ８ トラブルになったことはない                                      →裏面につづく 
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問９  問８のトラブルに巻き込まれたとしたら、あなたは誰に相談しますか 

    実際に巻き込まれたことがある人は、誰に相談しましたか （あてはまるもの全てに○） 

   １ 友達    ２ 家族   ３ 学校の先生   ４ ネットの掲示板  ５  警察  ６ 携帯会社・ショップ 

   ７ インターネット・ホットラインセンター  ８  国民生活センター ９ 誰にも相談しない（しなかった） 

   １０ その他（                              ） 

 

問１０  ＳＮＳ等への書き込みなど情報を発信するときに、個人情報保護の観点からあなたが気をつけているこ 

     とはありますか（あてはまるもの全てに○） 

    １  自分が特定されるような個人情報や写真は、ネットに載せない 

    ２  自分が特定されるような個人情報や写真は、公開範囲を制限する 

    ３  他人が写っている写真をネットに載せるときは、その人に許可を取る 

    ４  他人や、場所が特定されそうな写真を載せるときは、スタンプやモザイクなどで加工して消す 

    ５  アルバイト先で写した写真や個人情報は、ネットに載せない 

    ６  その他  （                              ） 

    ７  特に気をつけていることはない 

 

問１１  インターネット上に、他人の悪口や他人の個人情報を書き込んだりすると、その内容によっては犯罪に 

    なることを知っていますか。 

    １ 知っている  →何で知りましたか（              ）  ２  知らない  

 

問１2  他人（友達）の自画撮り画像（わいせつなものを含む）を要求したり送信させたり、それらをインター 

    ネット上にさらしたりすることが、状況によっては犯罪になることを知っていますか 

    １ 知っている →何で知りましたか（               ）   ２  知らない 

 

問１３  問１２に関連して、実際にわいせつな画像を送るように要求されたことはありますか 

    １ されたことがある   ２  されたことはない 

    ３  自分はないが、されたことがある人を知っている 

 

問１４  最近の事例として、ネット上で知り合った人から、個人情報やわいせつな画像を要求され、本当に撮影 

    し返信してしまったところ、ネット上に拡散されたというものがあります。 

     一度ネット空間に拡散された画像は、完全に消すのは不可能といわれており、拡散された人は長い間苦      

    しむことになります。 

     これを防ぐためには、わいせつな画像を撮影しないこと、たとえ恋人であってもわいせつな画像を撮影さ 

   せないことが重要です。 

     では、わいせつな画像を撮影したりさせたりしないようになるにはどうしたらよいと思いますか 

     あなたの考える、防止策について自由に書いてください。 

 

    

                            ご協力ありがとうございました。 
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携帯電話の利用に関する意識等のアンケート（大学生用） 

 

 このアンケートは、みなさんの携帯電話などの利用に関して、意識調査をするものです。 

 あてはまる答えに○をつけてください。 

 調査以外の目的では使用しないので、安心して答えてください。 

  ※ あなたの学年、性別を教えてください。      [   ] 年    （ 男 ・ 女 ） 

 

問１  あなたは現在、携帯電話等を持っていますか。 

   １ 持っていない →問９へ       ２ 持っている  →問２へ 

 

問２  あなたは、携帯電話等でＳＮＳやブログ、(ｵﾝﾗｲﾝ)ｹﾞｰﾑを利用していますか。（あてはまるもの全てに○） 

   １ 自分のブログ  ２  Facebook  ３  Twitter  ４ ＬＩＮＥ  ５  mixi  ６ google+ ７ (ｵﾝﾗｲﾝ)ｹﾞｰﾑ 

    ８ その他（                  ）  ９  ＳＮＳ等はやっていない 

 

問３  問２で、ＳＮＳ等を利用している人について、アカウントを複数もっていますか。 

   １ アカウントを複数持っている →どのＳＮＳで？（        ）  ２  複数アカウントはない 

 

問４  あなたは、ネット上のみでつながった（実際に会ったことがない）人はいますか 

  １ いる →(人数：     人くらい →[そのうち継続して連絡を取り合っている人数：     人くらい]） 

  ２ いない →問６へ 

 

問５ 問４で「いる」と答えた人は、どのような方法でつながりましたか。（あてはまるもの全てに○） 

   １ 出会い系サイト ２  Facebook  ３  Twitter  ４ ＬＩＮＥ  ５  mixi  ６ google+ ７ (ｵﾝﾗｲﾝ)ｹﾞｰﾑ 

   ８ 友達などから直接紹介された  ９  その他（                 ） 

 

問６  あなたは、次のようなトラブルに巻き込まれたことがありますか（あてはまるもの全てに○） 

   １ フェイスブックやブログ、掲示板などに自分の悪口などを書き込まれたことがある 

   ２ 自分の個人情報や写真が勝手にネット上に載せられて、不快な思いをしたことがある 

   ３ 友達（会ったことない友達含む）からしつこくメールを送られたことがある 

   ４ ＳＮＳ等で、しつこく友達申請をされたことがある 

   ５ 自分のＳＮＳ等が、なりすまし・アカウントの乗っ取りをされたことがある 

   ６ なりすまし、アカウントを乗っ取られた人から、迷惑メールやメッセージが届いたことがある 

   ７ その他（具体的に：                         ） 

   ８ トラブルになったことはない  

                                      

問７  問６のトラブルに巻き込まれたとしたら、あなたは誰に相談しますか 

     実際に巻き込まれたことがある人は、誰に相談しましたか （あてはまるもの全てに○） 

   １ 友達    ２ 家族   ３ 学校の先生   ４ ネットの掲示板  ５  警察  ６ 携帯会社・ショップ 

   ７ インターネット・ホットラインセンター  ８  国民生活センター ９ 誰にも相談しない（しなかった） 

   １０ その他（具体的に：                          ） 

→裏面につづく 
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問８ ＳＮＳ等への書き込みなど情報を発信するときに、個人情報保護の観点からあなたが気をつけていること 

  はありますか（あてはまるもの全てに○） 

    １  自分が特定されるような個人情報や写真は、ネットに載せない 

    ２  自分が特定されるような個人情報や写真は、公開範囲を制限する 

    ３  他人が写っている写真をネットに載せるときは、その人に許可を取る 

    ４  他人や、場所が特定されそうな写真を載せるときは、スタンプやモザイクなどで加工して消す 

    ５  アルバイト先で写した写真や個人情報は、ネットに載せない 

    ６  その他  （                      ） 

    ７  特に気をつけていることはない 

 

問９  インターネット上に、他人の悪口や他人の個人情報を書き込んだりすると、その内容によっては犯罪に 

    なることを知っていますか。 

    １ 知っている  →何で知りましたか（              ）  ２  知らない  

 

問１0  他人（友達）の自画撮り画像（わいせつなものを含む）を要求したり送信させたり、それらをインター 

    ネット上にさらしたりすることが、状況によっては犯罪になることを知っていますか 

    １ 知っている →何で知りましたか（              ）   ２  知らない 

 

問１１  問１0 に関連して、実際にわいせつな画像を送るように要求されたことはありますか 

    １ されたことがある   ２  されたことはない 

    ３  自分はないが、されたことがある人を知っている 

 

問１２  最近の事例として、ネット上で知り合った人から、個人情報やわいせつな画像を要求され、本当に撮影 

    し返信してしまったところ、ネット上に拡散されたというものがあります。 

     一度ネット空間に拡散された画像は、完全に消すのは不可能といわれており、拡散された人は長い間苦      

    しむことになります。 

     これを防ぐためには、わいせつな画像を撮影しないこと、たとえ恋人であってもわいせつな画像を撮影さ 

   せないことが重要です。 

     では、わいせつな画像を撮影したりさせたりしないようになるにはどうしたらよいと思いますか 

     あなたの考える、防止策について自由に書いてください。 

 

    

     防止策を講じても、要求によってわいせつ画像を撮影したり、中には（女性が）自ら進んでわいせつ画像 

    を twitter などネット上に載せている場合もあります 

     このような人は、どんな心理で撮影していると思いますか 

 

      

                            ご協力ありがとうございました。 
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〔
優
秀
賞
〕情

報
モ
ラ
ル
を
考
え
る

～
標
語
創
作
を
ツ
ー
ル
と
し
た
実
践
～山

口
県
立
山
口
高
等
学
校
教
諭 

久
原　

弘
（
55
）

一
　
は
じ
め
に

一
五
年
前
、
高
一
の
女
子
生
徒
か
ら
受
け
た
相
談
は
衝
撃
だ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
い
っ
ぱ
い
に
「
死
ね
死
ね
死
ね
死

ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
…
」
の
文
字
を
羅
列
さ
れ
た
と
泣
き
な
が
ら
の
訴
え
で
あ
っ
た
。
理
由
は
お
そ
ら
く
高
校
主
催

の
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
一
位
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
本
人
の
弁
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
直
後



43　情報モラルを考える

よ
り
嫌
が
ら
せ
メ
ー
ル
が
徐
々
に
増
加
し
て
き
た
か
ら
だ
と
い
う
。
加
害
者
は
先
輩
の
可
能
性
が
高
い
（
本
人
弁
）
と
思
わ

れ
る
が
、
同
級
生
の
可
能
性
も
あ
り
、
ま
さ
に
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
と
う
と
う
彼
女
は
家
か
ら
一
歩
も

出
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
不
登
校
が
続
い
た
が
、
彼
女
が
学
校
に
戻
る
こ
と
は
二
度
と
な
く
、

そ
の
ま
ま
進
路
変
更
と
な
っ
た
。

当
時
、
ネ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
携
帯
も
今
ほ
ど
普
及
し
て
お
ら
ず
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
・
中
傷
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
ん
な
問
題
が
現
実
に
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
今
は
情
報
天
国
で

あ
り
、
か
つ
て
は
大
人
の
持
ち
物
で
あ
っ
た
携
帯
が
小
学
生
で
す
ら
普
通
に
所
有
し
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ネ
ッ

ト
社
会
で
の
諸
問
題
が
著
し
く
増
加
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
、
私
は
通
信
制
の
高
校
で
教
育
相
談
を
担
当
し
て
い
る
が
、
本
校
で
は
在
籍
生
徒
（
約
一
、
二
〇
〇
人
）
の
お
よ
そ

三
分
の
二
が
不
登
校
だ
っ
た
生
徒
で
あ
り
、
中
で
も
ネ
ッ
ト
に
よ
る
誹
謗
・
中
傷
等
で
不
適
応
を
起
こ
し
た
生
徒
が
実
に
多

い
。
通
信
制
は
、
全
日
制
や
定
時
制
な
ど
で
不
適
応
に
な
っ
た
生
徒
が
支
援
施
設
や
病
院
を
経
由
し
て
入
学
し
て
く
る
こ
と

が
多
い
。
そ
れ
が
「
通
信
制
は
最
後
の
砦
」
と
い
わ
れ
て
い
る
所
以
で
も
あ
る
が
、
全
日
制
や
定
時
制
で
、
ネ
ッ
ト
社
会
に

お
け
る
十
分
な
支
援
を
実
施
し
て
お
け
ば
、
少
し
で
も
通
信
に
入
学
し
て
く
る
生
徒
は
減
る
と
思
わ
れ
る
。

私
が
以
前
、
全
日
制
（
前
籍
校
）
に
い
た
頃
（
平
成
一
一
年
度
～
平
成
二
三
年
度
）、
情
報
モ
ラ
ル
を
育
成
す
る
た
め
の

試
み
（
標
語
創
作
を
ツ
ー
ル
と
し
た
実
践
）
を
三
年
前
（
平
成
二
三
年
度
）
に
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
。
前
籍
校
で
も
教
育

相
談
を
担
当
し
て
お
り
、
当
初
は
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
進
路
変
更
に
ま
で
な
っ
た
生
徒
も
出
る
に
は
出
た
が
、
年
間
に
す

れ
ば
メ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
上
の
諸
問
題
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。し
か
し
、パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
の
普
及
と
と
も
に
年
々
増
え
続
け
、
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中
に
は
う
つ
状
態
に
陥
り
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
ま
で
至
る
生
徒
も
出
て
き
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
メ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹

謗
・
中
傷
等
に
よ
っ
て
心
の
健
康
度
を
著
し
く
低
下
さ
せ
て
い
る
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
え
た
。

そ
こ
で
、
私
は
前
述
し
た
よ
う
な
試
み
を
実
施
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
少
な
か
ら
ず
一
定
の
効
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
た
。
本
研
究
論
文
で
は
そ
の
実
践
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
メ
ー
ル
等
で
の
誹
謗
・
中
傷

が
減
少
し
、
情
報
モ
ラ
ル
育
成
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
報
告
し
た
い
。

二
　
ね
ら
い
～
啓
発
活
動
と
し
て
の
標
語
創
作
～

㈠
メ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
相
談
の
現
状

メ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
相
談
件
数
は
一
五
年
く
ら
い
前
ま
で
年
間
お
お
よ
そ
二
～
三
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成

一
九
年
度
か
ら
二
ケ
タ
台
に
な
り
、
そ
れ
以
後
も
徐
々
に
増
加
し
続
け
平
成
二
三
年
度
で
は
、
四
一
件
で
あ
っ
た
。

最
も
件
数
の
多
く
な
っ
た
平
成
二
三
年
度
の
実
質
人
数
は
一
年
生
が
六
人
、
二
年
生
が
一
人
、
三
年
生
が
一
人
の
計
八
人

で
あ
っ
た
。
全
員
が
誹
謗
・
中
傷
で
悩
み
、
最
も
多
い
生
徒
で
一
〇
件
、
少
な
い
生
徒
で
四
件
で
あ
っ
た
。
な
お
誹
謗
・
中

傷
の
内
容
は
最
も
多
か
っ
た
の
が
、「
う
ざ
い
」
で
そ
の
他
に
は
、「
死
ね
」、「
学
校
を
辞
め
て
し
ま
え
」、「
早
く
消
え
ろ
」、

「
臭
い
」、「
む
か
つ
く
」、「
顔
を
見
た
だ
け
で
も
気
分
が
悪
い
」
等
、
人
間
性
を
踏
み
に
じ
っ
た
言
葉
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で

あ
る
。
中
に
は
朝
、
昼
、
晩
と
執
拗
に
誹
謗
・
中
傷
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
る
加
害
者
も
お
り
、
八
人
の
内
二
人
が
う
つ
状

態
と
な
り
、
二
人
と
も
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
二
人
と
も
神
経
科
に
通
院
し
な
が
ら
相
談
室
登
校
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と
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
一
人
は
、
手
首
だ
け
で
な
く
太
も
も
に
も
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
り
夏
休
み
を
前
に
進
路

変
更
と
な
っ
た
。
そ
の
他
に
は
対
人
恐
怖
症
の
生
徒
が
一
人
で
、
後
は
相
談
室
に
誹
謗
・
中
傷
の
悩
み
を
聞
い
て
ほ
し
い
と

来
室
し
て
く
る
生
徒
達
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
生
徒
達
に
し
て
も
こ
の
ま
ま
誹
謗
・
中
傷
が
続
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
鬱
状

態
に
な
る
か
わ
か
ら
ず
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
で
あ
る
と
も
い
え
た
。
ま
た
こ
う
し
て
相
談
に
来
て
い
る
生
徒
に
し
て
も
氷

山
の
一
角
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

㈡　

メ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
・
中
傷
の
問
題
点

メ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
誹
謗
・
中
傷
の
場
合
、
相
手
の
姿
は
全
く
見
え
な
い
。
そ
の
見
え
な
い
こ
と
を
よ
い
こ
と

に
加
害
者
は
い
く
ら
で
も
心
に
た
ま
っ
て
い
る
悪
口
・
雑
言
を
吐
き
出
す
よ
う
に
書
き
込
む
。
通
常
、
生
徒
に
お
け
る
い
じ

め
等
の
人
間
関
係
に
お
け
る
悩
み
は
、
比
較
的
相
手
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
必
ず
し
も
成
功
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
加
害
者
の
分
析
が
し
っ
か
り
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
チ
ー
ム
と
し
て
連
携
を
と
り
つ
つ
あ
る
程
度
対
応

の
仕
方
も
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
メ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
・
中
傷
の
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
に
発
信
者
の
姿
は
闇
に
隠
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の
名
前
を
名
乗
っ
て
書
き
込
む
ケ
ー
ス
は
非
常
に
稀
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
書
き
込
ま
れ
た

生
徒
は
、
例
え
ば
そ
の
言
葉
よ
り
そ
れ
が
お
そ
ら
く
同
じ
学
校
の
生
徒
で
あ
ろ
う
と
、
う
す
う
す
感
じ
な
が
ら
も
相
手
が
ク

ラ
ス
の
人
間
な
の
か
、
先
輩
な
の
か
、
後
輩
な
の
か
、
も
し
か
し
た
ら
他
校
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
不
特
定
多
数
と
な
り
、

不
安
も
よ
り
一
層
増
幅
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
周
囲
が
み
ん
な
敵
に
見
え
、
他
者
の
視
線
が
気
に
な
る
対
人
恐
怖
に
陥
る
生
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徒
も
中
に
は
出
て
く
る
。
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
し
た
生
徒
以
外
で
、
前
述
し
た
よ

う
に
一
人
ほ
ど
こ
の
症
状
の
生
徒
が
い
た
が
、
つ
ま
り
こ
れ
ら
が
原
因
で
不
登

校
な
ど
の
不
適
応
を
起
こ
す
生
徒
も
少
な
か
ら
ず
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
わ
け

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
原
因
で
あ
る
メ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
・
中
傷
を
少
し

で
も
な
く
す
た
め
、
よ
り
効
果
の
あ
る
対
応
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
た
。

㈢　

学
校
の
対
応

当
然
、
学
校
と
し
て
も
こ
ん
な
現
状
に
お
い
て
指
を
く
わ
え
て
見
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
平
成
一
九
年
度
よ
り
、
朝
礼
等
の
全
体
会
や
学
年
を
集
め
て
情

報
通
信
に
お
け
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
講
話
等
（
専

門
講
師
に
よ
る
お
話
）
を
し
ば
し
ば
実
施
し
て
い
る
。
特
に
誹
謗
・
中
傷
の
書

き
込
み
に
お
い
て
は
、
ま
ず
被
害
者
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
開
示
請
求
を
提
出
し
、

権
利
侵
害
が
明
ら
か
な
場
合
、
直
ち
に
削
除
さ
れ
る
こ
と
や
、
誰
が
嫌
が
ら
せ

メ
ー
ル
等
を
発
信
し
て
い
る
の
か
、
突
き
止
め
れ
ば
い
く
ら
で
も
解
明
で
き
る

こ
と
は
生
徒
全
員
に
伝
え
て
い
る
。
ま
た
人
権
教
育
に
お
い
て
も
ロ
ン
グ
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
等
で
『
メ
ー
ル
』
と
い
う
誹
謗
・
中
傷
に
悩
む
学
生
を
主
人
公
と
し

た
V
T
R
を
視
聴
さ
せ
、そ
の
後
グ
ル
ー
プ
別
に
分
け
て
討
論
会
を
実
施
し
、

 3

す る よ う に な っ た 。そ の 後 ２ 人 と も 神 経 科 に 通 院 し な が ら 相 談 室 登 校 と

な っ た が 、そ の う ち １ 人 は 、手 首 だ け で な く 太 も も に も リ ス ト カ ッ ト す

る よ う に な り 夏 休 み を 前 に 進 路 変 更 と な っ た 。そ の 他 に は 対 人 恐 怖 症 の

生 徒 が １ 人 で 、後 は 相 談 室 に 誹 謗・中 傷 の 悩 み を 聞 い て ほ し い と 来 室 し

て く る 生 徒 達 で あ る 。た だ こ の 生 徒 達 に し て も こ の ま ま 誹 謗・中 傷 が 続

く こ と が あ れ ば 、い つ 鬱 状 態 に な る か わ か ら ず 予 断 を 許 さ な い 状 態 で あ

る と も い え た 。ま た こ う し て 相 談 に 来 て い る 生 徒 に し て も 氷 山 の 一 角 で

あ る と も 考 え ら れ る 。  
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い 。そ の 見 え な い こ と を よ い こ と に 加 害 者 は い く ら で も 心 に た ま っ て い

る 悪 口・雑 言 を 吐 き 出 す よ う に 書 き 込 む 。通 常 、生 徒 に お け る い じ め 等

の 人 間 関 係 に お け る 悩 み は 、比 較 的 相 手 が は っ き り し て い る こ と が 多 い 。

も ち ろ ん 必 ず し も 成 功 す る わ け で は な い が 、加 害 者 の 分 析 が し っ か り で

き る こ と も あ り 、チ ー ム と し て 連 携 を と り つ つ あ る 程 度 対 応 の 仕 方 も あ

る と い え る 。  
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最
後
に
感
想
文
を
提
出
さ
せ
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
と
し
て
の
対
応
の
結
果
、
あ
る
程
度
の
効
果
は

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
生
徒
の
心
に
し
っ
か
り
と
浸
透
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
ど
う
も
私
に
は
疑
問
符
が
残
っ

た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
前
述
の
メ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
上
の
相
談
の
現
状
の
グ
ラ
フ
か
ら
で
も
わ
か
る
よ
う
に
メ
ー
ル
や

ネ
ッ
ト
に
お
け
る
相
談
件
数
が
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
増
加
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

㈣　

標
語
創
作
を
啓
発
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
た
理
由

も
っ
と
生
徒
の
心
の
奥
底
に
直
接
訴
え
る
よ
う
な
啓
発
的
試
み
は
な
い
か
と
、
ネ
ッ
ト
を
含
め
多
く
の
情
報
に
目
を
通

し
、
模
索
し
て
い
た
と
き
、
情
報
に
関
す
る
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
複
数
リ
ン
ク
し
た
。
即
座
に
そ
の
H
P
を
見
た
と

こ
ろ
、
ね
ら
い
や
趣
旨
が
、
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
情
報
・
通
信
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り
、
安
心
・
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
意
識
を
高
め
る
こ
と
と
あ
る
。

こ
の
瞬
間
、
啓
発
標
語
創
作
が
生
徒
支
援
の
た
め
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
他
に
も
十

分
す
ぎ
る
利
点
が
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
標
語
は
短
歌
や
俳
句
、
川
柳
と
と
も
に
表
現
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
感
性

を
育
成
す
る
リ
ソ
ー
ス
（
材
料
）
に
も
十
分
な
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
感
性
が
育
つ
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
人
間
と
し
て

の
何
が
善
で
、
何
が
悪
な
の
か
、
倫
理
的
判
断
力
も
養
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
標
語
創
作
は
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
ら
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
真
剣
に
熟
慮
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
心
に

浸
透
し
、
よ
り
啓
発
を
高
め
る
活
動
に
な
る
と
と
も
に
少
し
で
も
自
己
実
現
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

加
害
者
も
自
分
の
持
っ
て
い
る
可
能
性
、
も
し
く
は
秘
め
ら
れ
て
い
る
力
の
す
べ
て
を
実
現
で
き
、
つ
ま
ら
な
い
行
動
、
こ
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こ
で
は
誹
謗
・
中
傷
な
ど
と
い
う
非
社
会
的
な
行
為
に
走
る
こ
と
も
極
力
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
　
実
践
～
五
つ
の
流
れ
～

実
践
を
行
う
対
象
学
年
で
あ
る
が
、
誹
謗
・
中
傷
に
お
け
る
相
談
に
来
て
い
た
二
年
生
（
一
人
）
と
三
年
生
（
一
人
）
の

場
合
、そ
の
相
談
時
期
が
主
と
し
て
一
学
期
ま
で
で
あ
り
、二
学
期
以
降
は
全
く
来
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
年
生
（
六

人
）
の
場
合
は
、
二
学
期
以
降
も
誹
謗
・
中
傷
の
件
で
継
続
し
て
相
談
室
に
来
て
い
た
実
情
が
あ
っ
た
。
ま
た
誹
謗
・
中
傷

メ
ー
ル
の
文
面
（
担
任
の
先
生
や
友
人
の
名
前
等
）
よ
り
送
信
者
が
同
学
年
で
あ
る
可
能
性
が
十
分
伺
わ
れ
た
。
そ
の
た
め

対
象
学
年
は
一
年
生
全
ク
ラ
ス
（
四
ク
ラ
ス
一
六
〇
人
）
と
し
た
。
実
践
方
法
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
に
五
つ
の
流
れ
で
実

施
し
た
。

　
　
⑴
　
情
報
通
信
に
関
す
る
マ
ナ
ー
を
生
徒
に
伝
え
る

　
　
⑵
　
事
例
紹
介
（
実
際
の
被
害
事
例
）

↓
　
⑶
　
啓
発
標
語
創
作

　
　
⑷
　
話
し
合
い
／
グ
ル
ー
プ
別

　
　
⑸
　
情
報
通
信
の
啓
発
活
動
に
関
す
る
感
想
文
を
書
く
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⑴　

情
報
通
信
に
関
す
る
マ
ナ
ー
を
生
徒
に
伝
え
る

社
会
の
情
報
化
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
か
ら
の
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
享
受
し
て
い
る
一
方
、
誹
謗
・
中
傷
を

は
じ
め
と
す
る
弊
害
も
多
発
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
実
際
、
誹
謗
・
中
傷
を
受
け
た
生
徒
は
、
う
つ
等
を
発
症
す
る
な
ど

と
て
つ
も
な
く
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
授
業
に
お
い
て
情
報
・
通
信
に
関
す
る
以
下
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
生
徒
に
伝
え
る
。

○
自
分
の
発
言
に
は
責
任
を
持
ち
、
嘘
を
つ
い
た
り
本
当
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
正
し
い
こ
と
の
よ
う

に
書
い
て
は
い
け
な
い
。

○
掲
示
板
や
チ
ャ
ッ
ト
、
メ
ー
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
に
書
き
込
む
と
き
に
は
、
注
意
深
く
言
葉
を
選
ん
で
相
手
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。
ま
た
顔
が
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
年
齢
や
性
別
、
名
前
な
ど
に
つ

い
て
嘘
を
つ
い
て
、
乱
暴
な
言
葉
、
人
を
の
の
し
る
よ
う
な
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
人
の
悪
口
を
書
い
た
り
、

い
や
が
ら
せ
を
し
た
り
す
る
の
も
や
め
る
こ
と
。

〈
財
団
法
人
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
」
二
〇
〇
五
〉
よ
り

情
報
通
信
に
関
す
る
マ
ナ
ー
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⑵　

事
例
紹
介
（
実
際
の
被
害
事
例
）

メ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
で
苦
し
ん
で
い
る
生
徒
が
現
実
に
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
実
際
に
過
去
に
あ
っ
た
事
例

を
個
人
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
た
本
人
か
ら
の
承
諾
の
上
紹
介
す
る
。（
A
さ
ん
、
B
さ
ん

と
も
卒
業
生
）

事
例
一

誹
謗
・
中
傷
に
よ
り
不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
生
徒
A
さ
ん

存
在
自
体
が
ウ
ザ
イ
と
送
信
さ
れ
、
そ
れ
も
朝
、
昼
、
晩
と
定
期
的
に
送
ら
れ
て
く
る
。
し
ば
ら
く
無
視
し
続
け
た
が
、

そ
れ
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
誰
で
あ
る
か
は
、
お
そ
ら
く
文
面
か
ら
判
断
す
る
と
、
学
校
の
人
間
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
複
数
の
よ
う
で
も
あ
り
、
な
か
な
か
特
定
で
き
な
い
で
い
る
。

そ
の
た
め
人
間
不
信
か
ら
対
人
恐
怖
へ
と
変
化
し
、
人
の
目
を
見
る
の
が
怖
く
な
る
視
線
恐
怖
症
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
ク
ラ
ス
に
も
入
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
い
つ
の
間
に
か
学
校
に
も
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。

事
例
二

誹
謗
中
傷
に
よ
り
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
生
徒
B
さ
ん

話
し
方
や
ふ
る
ま
い
が
、調
子
に
乗
っ
て
い
る
の
で
は
と
非
難
さ
れ
、「
消
え
ろ
」
と
か
「
む
か
つ
く
」
と
送
信
し
て
く
る
。
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初
め
は
少
し
反
論
し
て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
逆
上
し
て
き
て
最
後
は
「
死
ね
」
の
連
発
で
あ
る
。

相
手
が
自
分
の
こ
と
を
常
に
監
視
し
て
い
る
よ
う
な
の
に
自
分
は
そ
れ
が
誰
だ
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
状
況
で
不
安
で

仕
方
が
な
い
。
そ
の
た
め
イ
ラ
イ
ラ
と
ス
ト
レ
ス
が
高
じ
て
気
が
付
い
た
ら
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
し
て
い
る
自
分
に
気
づ
く
。
こ

の
ま
ま
で
は
い
つ
か
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た
恐
怖
心
の
中
で
、
や
め
よ
う
と
す
る
気
持
ち
は
あ
る
に
は
あ

る
が
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
で
い
る
自
分
が
い
た
。

⑶　

啓
発
標
語
創
作

情
報
通
信
の
安
心
安
全
に
関
わ
る
語
句
を
思
い
当
た
る
だ
け
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
生
徒
に
書
か
せ
た
主
な
語
句
を
抜
粋

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

ネ
ッ
ト　
　

メ
ー
ル　
　
　

モ
ラ
ル　
　
　

誹
謗　
　
　

中
傷

大
切　
　
　

思
い
や
り　
　

被
害
者　
　
　

届
く　
　
　

心

送
信　
　
　

着
信　
　
　
　

ハ
ー
ト　
　
　

気
持
ち　
　

遊
び
心

気
づ
く　
　

情
報　
　
　
　

道
徳　
　
　
　

倫
理　
　
　

通
信

意
識　
　
　

不
快　
　
　

迷
惑　
　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー　
　

etc

生
徒
が
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
だ
主
な
語
句
／
抜
粋
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次
に
そ
の
言
葉
を
五
七
五
の
リ
ズ
ム
で
パ
ズ
ル
を
組
み
立
て
る
よ
う
に
し
っ
く
り
く
る
ま
で
作
り
上
げ
る
。
こ
の
と
き
に

必
ず
し
も
き
っ
ち
り
と
五
七
五
に
す
る
必
要
は
な
く
、
多
少
の
字
足
ら
ず
字
余
り
は
全
く
問
題
な
い
こ
と
を
伝
え
る
。
字
数

よ
り
も
頭
に
す
っ
と
入
っ
て
く
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
そ
れ
で
い
て
「
な
る
ほ
ど
」
と
唸
る
よ
う
な
標
語
に
少
し
で
も

近
づ
け
る
よ
う
に
じ
っ
く
り
と
標
語
づ
く
り
に
専
念
さ
せ
る
。
数
に
制
限
は
持
た
せ
ず
自
由
に
創
作
さ
せ
る
が
、
一
人
あ
た

り
大
体
三
句
～
五
句
く
ら
い
を
目
標
に
す
る
。
時
間
的
に
は
集
中
さ
せ
る
意
味
で
も
だ
い
た
い
二
〇
～
三
〇
分
く
ら
い
を
設

定
す
る
。

送
信
前　

思
い
や
り
の
心　

忘
れ
ず
に　
　
　

止
め
よ
う
よ　

不
快
な
メ
ー
ル　

絶
対
に

情
報
に　

振
り
回
さ
れ
な
い　

確
か
な
心　
　

常
日
頃　

被
害
者
の
気
持
ち　

念
頭
に

打
つ
前
に　

し
っ
か
り
確
認　

何
度
で
も　
　

思
い
や
り　

ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ　

心
と
心

よ
い
マ
ナ
ー　

ネ
ッ
ト
社
会
を　

幸
福
に　
　

ネ
ッ
ト
は
ね　

人
の
性
格　

映
し
出
す

少
し
だ
け　

遊
び
心
が　

相
手
を
不
快
に　
　

ネ
ッ
ト
社
会　

ル
ー
ル
守
っ
て　

大
切
に

生
徒
が
実
際
に
創
作
し
た
標
語
の
例
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⑷　

話
し
合
い
／
グ
ル
ー
プ
別

グ
ル
ー
プ
別
に
お
互
い
の
作
品
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
さ
せ
る
。
グ
ル
ー
プ
内
で
生
徒
が
創
作
し
た
標
語
を
そ
れ
ぞ
れ
発

表
し
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
標
語
を
創
作
し
た
か
、
意
図
な
ど
を
創
作
者
自
身
が
説
明
す
る
。
そ
の
後
同
じ
グ
ル
ー
プ
内

の
他
の
生
徒
が
そ
れ
に
つ
い
て
の
疑
問
や
感
想
を
話
し
合
う
。
以
下
に
二
事
例
（
Ⅹ
さ
ん
、
Y
さ
ん
）
を
紹
介
す
る
。

事
例
一　

標
語
：
止
め
よ
う
よ　

不
快
な
メ
ー
ル　

絶
対
に
（
Ⅹ
さ
ん
）

こ
の
標
語
に
お
い
て
Ⅹ
さ
ん
の
意
図
と
し
て
は
、
本
人
に
と
っ
て
不
快
と
思
わ
れ
る
メ
ー
ル
を
し
っ
か
り
考
え
て
欲
し
い

と
話
し
て
い
た
。
つ
ま
り
送
信
す
る
前
に
ま
ず
自
分
が
こ
の
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
か
を
い
っ

た
ん
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
後
、
相
手
が
気
分
を
害
す
る
か
ど
う
か
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
か
ら
送
信
す
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
他
の
生
徒
か
ら
の
疑
問
と
し
て
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
メ
ー
ル
が
不
快
か
、
そ
う
で
は
な

い
の
か
の
線
引
き
が
意
外
に
難
し
い
の
で
は
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
Ⅹ
さ
ん
は
、「
死
ね
」と
か「
ウ

ザ
イ
」
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
真
剣
に
そ
の
本
人
の
気
持
ち
に
な
れ
ば
、
あ
る
程
度
判
断
で
き
る
の
で
は
（
勿
論
わ
か
る

範
囲
内
に
な
る
が
）
と
話
し
て
い
た
。

事
例
二　

標
語
：
思
い
や
り　

ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ　

心
と
心
（
Y
さ
ん
）

こ
の
標
語
で
は
Y
さ
ん
の
意
図
と
し
て
は
、
相
手
を
思
い
や
る
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
心
と
心
を
通
い
合
わ
せ
良
好
な
人
間
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関
係
を
作
る
大
切
さ
を
話
し
て
い
た
。
ネ
ッ
ト
だ
か
ら
こ
そ
話
せ
る
こ
と
も
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
友
人
関
係
が
親
密
に
な
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
他
の
生
徒
か
ら
は
人
間
関
係
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
で
は

な
く
直
接
会
っ
て
交
流
を
深
め
る
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
Y
さ
ん
は
以
前
自
分
自
身

が
人
前
に
出
る
と
極
度
の
緊
張
か
ら
全
く
話
が
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
、
そ
ん
な
時
に
メ
ー
ル
で
は
話
が
で
き
る
こ
と
に
気

づ
き
そ
の
時
の
思
い
や
り
の
あ
る
友
達
の
メ
ー
ル
か
ら
元
気
が
出
て
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
た
経
験
を
話
し
て
い
た
。

⑸　

情
報
通
信
の
啓
発
活
動
に
関
す
る
感
想
文
を
書
く
。

最
後
に
感
想
文
を
書
か
せ
る
。
特
に
字
数
は
指
定
せ
ず
自
由
に
書
か
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
感
想
文
の
一
部
（
四
例
）

を
以
下
に
紹
介
す
る
。

ネ
ッ
ト
で
は
誰
か
の
心
無
い
一
言
で
ひ
ど
く
傷
つ
い
て
い
る
人
も
多
く
、
た
く
さ
ん
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
で
す
ば
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
も
な
り
ま
す
。
今
後
、
他
者
だ
け
で
な
く
自
分
の
た
め
に
も
し
っ
か
り
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
社
会
は
悪
意
を
伝
え
る
こ
と
で
は
な
く
幸
せ
を
広
め
、
世
界
で
つ
な
が
る
も
の
だ
と
一
生
懸

命
標
語
を
創
り
な
が
ら
実
感
し
ま
し
た
。

情
報
社
会
で
生
き
て
い
る
私
達
は
情
報
通
信
と
か
か
わ
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
こ
の
標
語
を
頭
を
ひ
ね
っ
て
作
る
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際
に
は
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
も
何
気
な
く
送
っ

て
い
る
メ
ー
ル
も
知
ら
な
い
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
送
る
前
に
は
必
ず
読
み
直
し
て
本

当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
き
ち
ん
と
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
情
報
通
信
の
標
語
を
考
え
て
み
て
、
改
め
て
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
自
分
の
守
り
方
、
そ
し
て
ネ
ッ

ト
上
で
の
マ
ナ
ー
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
世
界
と
自
分
を
手
軽
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
そ
の
手
軽
さ
ゆ
え
に
誹
謗
・
中
傷
な
ど
の
様
々
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
に
は
一
人

ひ
と
り
の
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大
切
で
す
が
、
標
語
を
作
る
こ
と
で
こ
の
「
思
い
や
り
」
の
気
持
ち
を
本
当

に
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
情
報
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。
本
当
に
便
利
な
生
活
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
便
利
の
裏
に
実
に
多
く
の
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
標
語
を
考
え
な
が
ら

思
っ
た
こ
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
を
使
う
と
き
は
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。
情
報
通
信
が
安
心
か
つ
安
全
に
な
る
た
め
に
は
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
人
が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
し
っ
か
り
守
っ
て
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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四
　
成
果
と
考
察

㈠　

実
践
の
成
果

標
語
創
作
の
授
業
を
終
え
た
後
、
翌
日
よ
り
い
つ
も
メ
ー
ル
で
悩
み
、
相
談
を
受
け
て
い
た
一
年
生
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
相
談

室
を
訪
れ
、
結
局
一
週
間
以
内
に
全
員
（
六
名
）
が
来
室
し
た
。
そ
の
報
告
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

生
徒

報
告
内
容

A
さ
ん

標
語
を
書
い
て
以
降
、
嫌
な
事
を
書
か
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。

B
さ
ん

標
語
を
書
い
て
か
ら
何
も
い
や
な
メ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

C
さ
ん

今
ま
で
散
々
自
分
の
悪
口
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
標
語
を
書
い
た
翌
日
に
〝
悪
口
を
書
い

て
ご
め
ん
な
さ
い
。”
と
謝
罪
の
言
葉
ま
で
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

D
さ
ん

あ
れ
（
標
語
創
作
）
以
降
不
快
な
書
き
込
み
は
な
い
で
す
。

E
さ
ん

一
部
無
言
は
あ
り
ま
す
が
、
嫌
が
ら
せ
メ
ー
ル
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

F
さ
ん

標
語
を
書
い
て
か
ら
パ
タ
ッ
と
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

あ
る
生
徒
は
「
標
語
を
書
い
て
以
降
、
嫌
な
事
を
書
か
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。」
と
。
ま
た
あ
る
生
徒

は
「
今
ま
で
散
々
自
分
の
悪
口
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、標
語
を
書
い
た
翌
日
に
〝
悪
口
を
書
い
て
ご
め
ん
な
さ
い
。”

と
謝
罪
の
言
葉
ま
で
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。」
な
ど
と
彼
ら
は
明
る
く
す
っ
き
り
と
し
た
面
持
ち
で
私
に
報
告
し
た
。
も
ち
ろ
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ん
す
べ
て
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
相
談
室
に
来
室
し
た
生
徒
は
ほ
ん
の
一
握
り
、
つ
ま
り
氷
山
の
一
角
か
も
し
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
わ
ず
か
な
生
徒
で
あ
ろ
う
と
、
少
し
で
も
生
徒
を
支
援
で
き
た
こ
と
は
教
師
と
し
て
喜
ば

し
い
こ
と
で
も
あ
り
、
嬉
し
そ
う
に
私
に
話
す
生
徒
達
の
顔
が
非
常
に
印
象
的
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
そ
れ
を
裏
付
け
る
要
因
と
し
て
、
多
く
の
生
徒
の
心
に
あ
る
程
度
、
こ
の
実
践
の
ね
ら
い
で
あ
る
情
報
モ
ラ
ル
が
浸

透
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
生
徒
の
感
想
の
多
く
が
、た
と
え
ば
例
を
挙
げ
る
と「
標

語
を
真
剣
に
考
え
る
中
で
、
メ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
が
非
常
に
便
利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
怖
さ
も
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。」、「
話
し
合
い
の
中
で
何
気
な
い
言
葉
が
意
外
に
相
手
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
わ
か
っ
た
。」「
一
生
懸
命

に
何
度
も
標
語
を
頭
の
中
で
練
り
直
し
て
い
る
中
で
、
メ
ー
ル
を
送
る
に
当
た
っ
て
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
、
相
手
を
思
い

や
る
気
持
ち
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
等
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

㈡　

実
践
の
考
察

私
が
相
談
係
と
し
て
、
情
報
に
お
け
る
誹
謗
・
中
傷
に
よ
る
多
く
の
生
徒
を
抱
え
込
ん
だ
こ
と
か
ら
今
回
の
実
践
を
始
め

た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
生
徒
に
と
っ
て
も
非
常
に
身
近
な
問
題
で
も
あ
っ
た
た
め
か
、
多
く
の
生
徒
が
熱
心
に
取

り
組
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
最
初
の
情
報
に
関
す
る
マ
ナ
ー
を
生
徒
に
伝
え
る
時
点
か
ら
非
常
に
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

聞
い
て
お
り
、
事
例
紹
介
で
は
同
じ
学
校
の
先
輩
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
大
き
く
う
な
ず
く
と
と
も
に

中
に
は
メ
モ
を
と
っ
て
い
る
生
徒
ま
で
も
い
た
。
そ
れ
だ
け
他
人
事
と
し
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
の
生
徒
に
と
っ

て
は
関
心
事
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
、
標
語
創
作
活
動
に
入
る
や
否
や
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
私
語
を
す
る
こ
と
も
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な
く
黙
々
と
創
作
に
い
そ
し
み
、
実
に
多
く
の
生
徒
が
、
ほ
ぼ
一
人
平
均
三
作
品
以
上
を
創
作
し
、
中
に
は
一
〇
作
品
近
く

創
作
す
る
生
徒
ま
で
も
い
た
。
標
語
を
創
作
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
ん
な
に
簡
単
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
ノ
ー
ト
に
思

い
付
く
ま
ま
先
に
語
句
を
書
き
込
ん
で
あ
っ
た
こ
と
も
創
作
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
せ
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
は
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
別
に
お
互
い
の
作
品
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
さ
せ
、
感
想
を
書
か
せ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
話
し
合
い
の

中
で
は
、
当
初
は
し
ば
ら
く
沈
黙
が
続
き
、
ど
う
切
り
出
し
た
ら
よ
い
の
か
、
か
な
り
戸
惑
っ
て
い
る
様
子
が
ど
の
グ
ル
ー

プ
に
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
自
分
の
創
作
し
た
標
語
を
発
表
し
始
め
る
と
、
自
然
と
話
に
熱
が
入
っ
て
く
る
様
子
が
手
に

取
る
よ
う
に
わ
か
っ
た
。
中
で
も
送
信
す
る
場
合
、
ど
ん
な
言
葉
が
相
手
を
不
快
に
さ
せ
る
か
否
か
が
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ

で
の
議
論
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
が
、
た
だ
少
な
く
と
も
明
ら
か
に
気
分
を
害
す
る
よ
う
な
言
葉
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、

真
に
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
思
い
や
る
気
持
ち
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
た
。
ま
た
こ
こ
ま

で
送
信
す
る
言
葉
に
つ
い
て
み
ん
な
で
真
剣
に
議
論
す
る
経
験
は
、
今
ま
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
生
徒
に
と
っ
て
も
モ

ラ
ル
に
お
け
る
言
葉
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
実
践
は
ま
ず
そ
の
意
図
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
そ
こ
か
ら
言
葉
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
紡
ぐ
と
い
う
非
常
に
熟
考
を

必
要
と
す
る
作
業
で
あ
り
、さ
ら
に
創
作
し
た
標
語
を
グ
ル
ー
プ
別
に
話
し
合
う
活
動
で
あ
っ
た
が
、あ
る
程
度
効
果
が
あ
っ

た
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
熟
考
が
最
も
効
果
の
あ
っ
た
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と

い
う
の
も
何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
真
剣
に
言
葉
を
紡
ぐ
こ
と
で
、
心
に
染
み
込
む
が
ご
と
き
情
報
モ
ラ
ル
に

お
け
る
啓
発
が
感
想
文
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
よ
り
高
ま
っ
た
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
感
性
も
養
わ
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れ
る
と
同
時
に
倫
理
観
も
育
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

五 
お
わ
り
に

こ
の
実
戦
を
終
え
て
み
て
結
論
と
し
て
は
、
情
報
通
信
に
お
け
る
啓
発
標
語
創
作
活
動
は
少
な
か
ら
ず
効
果
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
青
年
期
は
疾
風
怒
濤
の
時
代
で
あ
り
、
心
も
移
ろ
い
や
す
い
た
め
恒
久
的
か
と
い
え
ば
決
し
て
そ

う
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
生
徒
自
身
の
深
層
心
理
に
「
情
報
モ
ラ
ル
」
と
い
う
観
念
の
芽
を
あ

る
程
度
植
え
つ
け
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

今
後
は
、
誹
謗
・
中
傷
に
苦
し
む
生
徒
を
少
し
で
も
出
さ
な
い
た
め
に
も
そ
の
芽
を
し
っ
か
り
と
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
実
践
の
継
続
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
に
ど
の
よ
う
な
支
援
方
法
が
有
効
で
あ

る
か
、
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
の
た
め
に
も
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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【
優
秀
賞
】ネ

ッ
ト
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の

五
つ
の
提
言

警
察
官
（
北
海
道
警
察
） 

竹
中　

利
衣
（
33
）

一　

は
じ
め
に

現
在
は
「
ネ
ッ
ト
社
会
」
と
呼
ば
れ
る
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
だ
け
で
な
く
、家
電
製
品
や
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
ま
で
も
ネ
ッ

ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
の
社
会
は
、
社
会
全
体
が
情
報
化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
も
、
独
立
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
運
用
さ
れ
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て
は
い
る
が
、
U
S
B
の
媒
介
に
よ
っ
て
完
全
に
そ
の
独
立
性
を
保
つ
こ
と
は
難
し
い
。
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
、
私
た

ち
は
簡
単
に
世
界
中
の
情
報
を
入
手
し
、
世
界
に
向
け
て
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
そ
の
便
利
さ
を
悪

用
し
た
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
社
会
が
生
み
出
す
犯
罪
は
、
個
人
を
対
象
と
し
た
い
じ
め
や
詐
欺
、
企
業
・
組
織
を
対
象
と
し
た
情
報
や
金
銭
の

窃
取
、
さ
ら
に
国
家
を
対
象
と
し
た
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
・
サ
イ
バ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
私
た
ち
は
こ

れ
ら
の
犯
罪
の
被
害
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
が
興
味
本
位
で
行
っ
た
情
報
発
信
に
よ
っ
て
犯
罪
者
・

加
害
者
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
危
険
は
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
な
い
者
に
と
っ
て
も
も
は
や
無
関
係
で
は
な
い
。
平
成
二
七
年
度
か

ら
導
入
さ
れ
る「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）」で
は
、私
た
ち
一
人
一
人
に
番
号
が
割
り
当
て
ら
れ
、

個
人
情
報
が
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
管
理
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
、
自
分
の
番
号
と
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
り
、
ど
こ

か
ら
で
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
ネ
ッ
ト
上

で
自
分
の
個
人
情
報
が
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
危
険
と
は
無
関
係
で
は
な
く
、
個
人
情

報
を
守
る
た
め
に
は
、ネ
ッ
ト
社
会
の
危
険
性
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
が
ネ
ッ
ト
社
会
の
一
員
と
な
る
中
で
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
は
何
が
必
要

な
の
だ
ろ
う
か
。

従
来
で
あ
れ
ば
、
社
会
の
危
険
に
対
し
て
は
法
律
に
よ
る
規
制
が
有
効
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
代
に
お
い
て
は
ネ
ッ
ト

社
会
の
特
徴
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
性
や
情
報
技
術
の
変
化
の
速
さ
か
ら
、
法
律
に
よ
る
規
制
が
追
い
つ
か
な
い
部
分
も
多
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い
。
ま
た
、
安
全
を
優
先
し
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
一
律
の
規
制
を
か
け
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
社
会
が
持
つ
可
能
性
や
創
造
性
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
の
規
制
に
関
し
て
、
国
は
、
犯
罪
に
対
す
る
法
律
の

整
備
を
除
き
、
で
き
る
だ
け
関
係
事
業
者
の
自
主
規
制
を
先
行
さ
せ
て
、
ネ
ッ
ト
上
へ
の
一
律
の
細
か
な
規
制
に
つ
い
て
は

原
則
と
し
て
事
後
的
な
も
の
と
す
る
方
針
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ネ
ッ
ト
社
会
は
、
国
に
よ
る
規
制
が
及
ば
な
い
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
は
私
た
ち
自

身
が
ネ
ッ
ト
社
会
の
危
険
を
理
解
し
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
五
つ
の
提
言
を
す
る
。

二　

ネ
ッ
ト
社
会
と
子
ど
も
の
安
全

二
・
一　

子
ど
も
の
安
全
を
考
え
る
理
由

本
稿
で
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
る
上
で
の
、「
子
ど
も
」
を
一
八
歳
未
満
の
情
報
端
末
を
利

用
可
能
な
者
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
下
限
年
齢
を
設
定
し
な
い
理
由
は
、
情
報
端
末
の
多
様
化
と
利
用
開
始
期
の
低
年
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
情
報
端
末
の
多
様
化
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ
け
で
な
く
、
ゲ
ー
ム
機
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
も

ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
保
護
者
が
幼
児
（
四
歳
以
上
）
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
保
護
者
が

子
ど
も
に
使
わ
せ
る
た
め
の
知
育
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
子
ど
も
」
に
は
下
限
年
齢
を
設
け
ず
、
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情
報
端
末
を
利
用
可
能
な
者
と
し
た
。

第
二
に
、
上
限
年
齢
を
一
八
歳
未
満
と
し
た
理
由
は
、
平
成
二
一
年
に
施
行
さ
れ
た
「
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法
）に
お
い
て
、

青
少
年
を
一
八
歳
未
満
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
も
有
害
情
報
等
か
ら
守
る
べ
き
「
子
ど
も
」

の
上
限
年
齢
を
一
八
歳
未
満
と
し
た
。

さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
対
策
を
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
理

由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、社
会
経
験
が
浅
く
、物
事
の
是
非
を
区
別
す
る
力
が
未
成
熟
で
あ
る
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
必
要
な
対
策
は
、ネ
ッ

ト
社
会
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、日
本
人
の
体
感
治
安
は
実
際
の
犯
罪
件
数
の
増
減
に
関
わ
ら
ず
、メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
子
ど
も
の
被
害
・

加
害
状
況
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
岡
本
［
二
〇
一
〇
］
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
体
感
治
安
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、子
ど
も
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
重
要
な
要
素
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、本
稿
で
は
、ネ
ッ

ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
、子
ど
も
の
安
全
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
と
し
た
。

二
・
二　

ネ
ッ
ト
の
危
険
性
と
現
状
の
対
策

ネ
ッ
ト
上
に
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
く
す
べ
て
の
利
用
者
に
と
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
あ
る
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
従
来
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
る
不
正
請
求
や
他
人
の
I
D
を
使
っ
た
な
り
す
ま
し
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な
ど
の
詐
欺
や
犯
罪
行
為
、
ま
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
改
ざ
ん
や
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
悪
用
し
た
不
正
送
金
な
ど
の
サ
イ

バ
ー
犯
罪
、
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
の
欠
如
に
よ
る
誹
謗
中
傷
、
い
じ
め
、
個
人
情
報
の
漏
洩
、
有
害
情
報
の
氾
濫
な
ど

に
加
え
て
、
現
在
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
り
国
を
標
的
に
し
た
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
・
サ
イ
バ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
も
行
わ

れ
て
お
り
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
対
象
と
な
る
範
囲
及
び
被
害
は
拡
大
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
と
い
う
観
点
か
ら
ネ
ッ

ト
上
の
安
全
を
考
え
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
が
ネ
ッ
ト
上
で
不
用
意

に
有
害
情
報
に
接
し
た
結
果
、
心
身
が
害
さ
れ
る
危
険
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ネ
ッ
ト
上
の
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
現
状
の
対
策
は
、
有
害
情
報
の
規
制
、
学
校
で
の
情
報
教
育
、
家
庭
で
の

指
導
が
挙
げ
ら
れ
る
。

有
害
情
報
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法
に
よ
り
、
携
帯
電
話
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

普
及
が
推
進
さ
れ
、
携
帯
電
話
事
業
者
が
有
害
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
防
ぐ
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
を
提
供
し
て
い
る
。
情

報
教
育
に
つ
い
て
は
、
情
報
の
利
活
用
能
力
（
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
）
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
育
現
場
に
お
け
る

情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）
の
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
家
庭
で
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト

上
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
子
ど
も
に
対
し
て
ネ
ッ
ト
上
の
危
険
だ
け
で
は
な
く
、
法
令
や
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
も
十
分
な
指
導
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
現
状
の
対
策
に

は
課
題
も
あ
る
。
子
ど
も
が
情
報
端
末
を
利
用
す
る
際
に
、
制
限
を
設
け
ず
自
由
に
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
せ
る
こ
と
は
危
険
で

あ
り
、
ま
た
無
責
任
で
も
あ
る
が
、
そ
の
反
対
に
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
過
敏
に
な
り
、
あ
る
程
度
の
判
断
力
を
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持
っ
た
子
ど
も
に
対
し
て
ま
で
過
剰
な
制
限
を
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
機
会
を
奪
い
、
危
険
に
対
処
す
る
力
を
失

わ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。
以
下
に
現
状
の
対
策
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

三　

現
状
の
対
策
に
お
け
る
課
題　
　
　

三
・
一　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
課
題

子
ど
も
た
ち
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
の
不
適
切
な
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
に
、
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法
で
は
子
ど
も
が
利
用
す
る
携
帯
電
話
に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
同
法
で
は
、
携
帯
電
話
事
業
者
が
、
子
ど
も
が
利
用
す
る
携
帯
電
話
に
対
し
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
機
能
を
提
供
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
保
護
者
は
、
契
約
の
際
に
子
ど
も
が
利
用
す
る
こ
と
を
事
業
者
に
申
し
出
る
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

有
害
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
規
制
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
課
題
は
二
つ
あ
る
。
一
点
目
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
方
式

が
、
基
本
的
に
は
二
方
式
、
つ
ま
り
、
事
業
者
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
た
サ
イ
ト
へ
の
接
続
の
み
を
許
可
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト

リ
ス
ト
方
式
」
と
、
有
害
と
判
断
さ
れ
た
サ
イ
ト
へ
の
接
続
を
許
可
し
な
い
「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式
」
し
か
な
く
、
利
用

者
で
あ
る
子
ど
も
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
が
個
別
に
設
定

可
能
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
機
能
や
、
保
護
者
が
利
用
を
制
限
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
択
で
き
る
機
能
も
提
供
さ

れ
て
い
て
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
適
切
に
設
定
を
行
え
ば
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
も
画
一
的
な
規
制
と
は
な
ら
な
い
が
、
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保
護
者
が
こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
活
用
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
内
閣
府
の
「
平
成
二
五
年
度
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
環
境
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
子
ど
も
が
所
有
す
る
携
帯
電
話
の
う
ち
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
占
め
る
割
合
が
平
成
二

四
年
度
の
三
六
・
〇
％
か
ら
平
成
二
五
年
度
は
五
六
・
八
％
へ
と
大
き
く
上
昇
し
た
の
に
対
し
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
等
の
利

用
率
は
平
成
二
四
年
度
の
六
三
・
五
％
か
ら
平
成
二
五
年
度
は
五
五
・
二
％
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
同
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
も
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
認
知
度
に
関
し
て
は
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
「
知
っ
て
い
た
」「
何
と
な
く
知
っ
て
い
た
」
と
い
う
回
答
が
九
〇
・
四
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
保

護
者
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
し
な
が
ら
も
、
煩
雑
な
設
定
を
避
け
、
子
ど
も
の
求
め
に
応
じ
て
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
を
外
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
現
状
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
点
目
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
無
線
L
A
N
な
ど
で
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
場
合
に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
で
き
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
携
帯
電
話
事
業
者
が
基
地
局
を
経
由
す
る
通
信
に

対
し
て
制
限
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
以
外
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
か
ら
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
場
合
に
は
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
が
無
効
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
対
策
と
し
て
、事
業
者
側
も
無
線
L
A
N
の
使
用
制
限
を
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
の
保
護
機
能
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
目
当
て
の
サ
イ
ト
に
接
続
す
る
た
め
に
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
無
線
L
A
N
の
使
用
制
限
を
回
避
す
る
方
法
を
探
し
あ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
や
駅
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

る
無
料
の
無
線
L
A
N
ス
ポ
ッ
ト
等
を
使
っ
て
、
保
護
者
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
よ
り
危
険
な
方
法
で
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
な
し
に
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

保
護
者
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
端
末
を
使
用
す
る
子
ど
も
対
し
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
及
び
重
要
性
を
理
解
さ



67　ネット社会における子どもの安全を守るための五つの提言

せ
な
け
れ
ば
、
形
だ
け
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
無
意
味
で
あ
る
。

三
・
二　

教
育
の
情
報
化
に
お
け
る
課
題

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
「
教
育
の
情
報
化
」
は
、「
情
報
教
育
」、「
教
科
指
導
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）

の
活
用
」
及
び
「
校
務
の
情
報
化
」
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
情
報
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
情
報
活
用
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
高
校
の
授
業
科

目
に
教
科
「
情
報
」
が
新
設
さ
れ
た
。「
教
科
指
導
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）
の
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
黒
板
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
や
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
整
備
し
、
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
を

行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。「
校
務
の
情
報
化
」
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
、
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
た
教
員
間
の
情
報
共
有
等
に
よ
り
、
校
務
を
効
率
化
し
て
生
徒
に
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
内
容
と
す
る
「
教
育
の
情
報
化
」
に
お
け
る
課
題
は
、「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」
と
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
」
で
あ
る
。

ま
ず
、
課
題
の
一
点
目
で
あ
る
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
教
科
「
情
報
」
の
詳
細
な
内
容
に
は
触
れ
な

い
が
、
情
報
モ
ラ
ル
に
関
し
て
は
机
上
で
ネ
ッ
ト
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え
る
だ
け
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。
情
報
モ
ラ
ル
は
、
単
に
記
憶
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
行
動
を
律
す
る
規
範
と
し
て
身
に
つ
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
が
自
ら
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
モ
ラ
ル
を
欠
い
た
行
為
に
よ
っ
て
現
実
に
犯
罪

の
被
害
者
又
は
加
害
者
に
な
る
と
い
う
危
険
を
体
験
し
、
そ
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
モ
ラ
ル
や
情
報
技
術
を
学
ぼ
う
と
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思
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
、机
上
の
み
で
行
わ
れ
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
は「
教
育
の
情
報
化
」

の
課
題
で
あ
る
。

次
に
、
課
題
の
二
点
目
は
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
「
平
成
二
五
年
度
学
校
に

お
け
る
教
育
の
情
報
化
の
実
態
等
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
教
員
の
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
率
は
平
成
二
五
年
三

月
で
一
一
一
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
国
平
均
で
あ
る
た
め
、
整
備
率
が
未
だ
一
〇
〇
％
に
満
た
な
い

府
県
も
あ
る
上
に
、
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
さ
れ
て
い
る
割
合
は
全
国
平
均
で
八
〇
・
三
％
で
し
か

な
い
。
つ
ま
り
、
全
国
の
学
校
で
は
校
務
に
教
員
の
私
用
パ
ソ
コ
ン
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
教
員
間
で
の
デ
ー
タ

共
有
の
た
め
の
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
も
完
了
し
て
い
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
は
、
学
校
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
状
況
ま
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
未
だ
に
毎
月
の
よ
う
に
生
徒
の
個

人
情
報
が
入
っ
た
U
S
B
の
紛
失
や
私
用
パ
ソ
コ
ン
の
盗
難
が
あ
り
、
子
ど
も
の
個
人
情
報
が
漏
洩
す
る
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
状
況
か
ら
考
え
て
も
、
学
校
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
で
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

三
・
三　

家
庭
に
お
け
る
指
導
の
課
題

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
ネ
ッ
ト
環
境
が
家
庭
に
あ
る
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
も
、
従
来
型
の
携
帯
電
話
（
い
わ
ゆ
る
ガ
ラ
ケ
ー
）
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
育
っ
た
二

〇
歳
代
以
上
の
世
代
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
身
の
回
り
に
あ
る
二
〇
歳
未
満
の
世
代
に
分
け
る
こ
と
が
で
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き
る
。
二
〇
歳
代
以
上
を
第
一
世
代
、
二
〇
歳
未
満
を
第
二
世
代
と
す
る
な
ら
ば
、
第
二
世
代
で
あ
る
子
ど
も
の
保
護
者
は

デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
第
一
世
代
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
保
護
者
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
せ
る

世
代
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
上
の
危
険
だ
け
で
な
く
情
報
端
末
の
取
扱
い
方
法
な
ど
の
技
術
的
な
こ
と
に
つ
い
て
も
知
識
を
持
っ

て
い
る
。
子
ど
も
に
対
し
て
十
分
な
指
導
が
で
き
る
条
件
は
そ
ろ
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
、
保
護
者
と
子
ど
も
と
の
間
に
は

家
庭
で
の
情
報
教
育
に
関
し
て
認
識
に
差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

総
務
省
の
平
成
二
六
年
版
情
報
通
信
白
書
に
よ
る
と
、
保
護
者
の
五
割
が
家
庭
に
お
い
て
情
報
端
末
や
ネ
ッ
ト
利
用
時
の

危
険
性
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
回
答
し
、
か
つ
て
指
導
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
回
答
を
合
わ
せ
る
と
、
家
庭

で
情
報
教
育
を
行
っ
た
割
合
は
七
割
に
も
な
る
。
し
か
し
、
内
閣
府
が
実
施
し
た
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
有
害

サ
イ
ト
や
い
じ
め
の
問
題
な
ど
の
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
り
学
ん
だ
り
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
い
う
問

い
に
対
し
て
、
学
校
で
学
ん
だ
と
い
う
回
答
が
八
割
強
で
最
も
多
く
、
保
護
者
か
ら
学
ん
だ
と
い
う
回
答
が
次
い
で
多
か
っ

た
も
の
の
三
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
対
象
が
同
一
世
帯
で
な
い
た
め
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
保
護
者
と
子
ど
も
の
認
識
の
差
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
内
閣
府
が
行
っ
た
同
一
世
帯
に
お
け
る
調
査
に
お
い
て

も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
家
庭
の
ル
ー
ル
に
関
し
て
、
七
割
弱
の
保
護
者
が
ル
ー
ル
を
決
め

て
い
る
と
回
答
し
た
の
に
対
し
て
、
子
ど
も
が
家
庭
内
に
ル
ー
ル
が
あ
る
と
回
答
し
た
の
は
六
割
弱
で
あ
り
、
保
護
者
の
教

え
た
い
こ
と
が
子
ど
も
に
は
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
情
報
端
末
の
利
用
開
始
期
が
低
年
齢
化
し
、
家
庭
で
の
指
導
の
重
要
性
が
増
す
中
で
、
家
庭
で
情

報
端
末
を
使
用
す
る
際
の
ル
ー
ル
を
子
ど
も
に
理
解
さ
せ
、
守
ら
せ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
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四　

提
言

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
、
五
つ
の
提
言
を
す
る
。

四
・
一　

提
言
一
「
子
ど
も
に
ア
ク
セ
ス
許
可
を
判
断
さ
せ
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
方
式
」

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
や
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
が
、
保
護
者
が
子
ど
も

の
成
長
に
合
わ
せ
た
設
定
を
し
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
単
な
る
障
害
と
み
な
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を

使
っ
て
回
避
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
本
稿
は
「
子
ど
も
に
ア
ク
セ
ス
許
可
を
判
断
さ
せ
る
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
方
式
」
を
設
け
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

こ
の
方
式
は
、「
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
方
式
」
や
「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式
」
等
に
よ
り
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
る
が
、

そ
の
後
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
利
用
者
で
あ
る
子
ど
も
の
判
断
に
委
ね
る
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ア

ク
セ
ス
し
よ
う
と
し
た
サ
イ
ト
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
場
合
、
画
面
上
に
「
ど
の
よ
う
な
理
由
で
ア

ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
い
る
」
か
、
ま
た
、「
ア
ク
セ
ス
す
る
場
合
は
責
任
が
生
じ
る
」
と
い
う
こ
と
な
ど
が
表
示
さ
れ
、

利
用
者
が
同
意
す
れ
ば
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

子
ど
も
に
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
力
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
保
護
者
や
事
業
者
が
情
報
を
「
見
せ
る
」
か
「
見
せ
な

い
」
か
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
判
断
す
る
材
料
を
与
え
て
、
自
分
た
ち
で
「
見
る
」
か
「
見
な
い
」
か
の
判
断

を
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
あ
る
程
度
判
断
力
の
つ
い
た
子
ど
も
に
対
し
て
過
剰
な
制
限
を
す
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る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
の
自
主
的
な
判
断
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、「
子
ど
も
に
ア
ク
セ
ス
許
可
を
判
断
さ
せ
る
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
方
式
」
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

四
・
二　

提
言
二
「
実
戦
的
な
リ
ス
ク
教
育
の
実
施
」

情
報
教
育
に
お
け
る
課
題
に
対
し
て
、「
実
戦
的
な
リ
ス
ク
教
育
の
実
施
」
を
提
言
す
る
。

平
成
二
五
年
に
総
務
省
が
全
国
の
高
校
一
年
生
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
危
険
・
脅
威
に
対
応
す

る
た
め
の
能
力
を
数
値
化
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
の
結
果
及
び
利
用
し
て
い
る
機
器
や
ト
ラ
ブ
ル
経
験
を
尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
総
合
す
る
と
、「
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
経
験
の
あ
る
青
少
年
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
」
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

同
調
査
で
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
学
習
経
験
が
あ
る
証
少
年
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
」
と
い
う
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
は
自
分
が
実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
り
、
学
習
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
間
接
的

に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ス
ク
を
自
分
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
受
け
止

め
、
解
決
策
を
見
つ
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。

子
ど
も
に
実
際
に
起
こ
り
う
る
ネ
ッ
ト
の
危
険
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
が
、
情
報
モ
ラ
ル
の
大
切
さ
と
危
険
を

回
避
す
る
た
め
の
情
報
技
術
の
知
識
の
重
要
性
に
気
付
き
、
主
体
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

実
戦
的
な
リ
ス
ク
教
育
行
う
た
め
に
は
、
岩
手
県
立
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
教
材
ソ
フ
ト
「
情
報
サ
イ
ト
八
」

等
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
教
材
ソ
フ
ト
は
、
実
際
の
被
害
に
遭
わ
ず
に
ネ
ッ
ト
の
リ
ス
ク
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
疑
似
体
験
ソ
フ
ト
で
あ
り
、
無
料
で
配
布
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
、
校
内
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
子
ど
も
達
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
、
掲
示
板
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
な
ど
実
際
の
ネ
ッ
ト
上
と
同

じ
シ
ス
テ
ム
で
リ
ス
ク
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
電
子
商
取
引
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
も
あ
り
、
学
年
別
に
リ
ス
ク
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
安
全
な
環
境
に
お
い
て
、
子
ど
も

が
情
報
技
術
を
学
び
な
が
ら
実
際
の
リ
ス
ク
を
体
験
し
、
そ
の
対
処
法
を
学
ぶ
こ
と
は
、
モ
ラ
ル
や
情
報
技
術
の
知
識
の
重

要
性
を
知
る
上
で
効
果
的
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。

四
・
三　

提
言
三
「
身
分
を
明
確
に
規
定
し
た
情
報
専
門
員
の
配
置
」

学
校
の
情
報
化
に
伴
い
、
情
報
機
器
や
校
内
L
A
N
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
対
す
る
対
策
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
専
門
的
な
人

員
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
情
報
端
末
や
校
内
ネ
ッ
ト
の
保
守
を
担
当
す
る
「
保
守
専
門
要
員
」、
パ
ソ
コ
ン
操
作

や
故
障
に
対
応
す
る
「
対
応
担
当
者
（
窓
口
）」
及
び
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
「
I
C
T
支
援
員
」
を
そ
れ
ぞ
れ
任
務
を

分
け
て
、
身
分
を
明
確
に
規
定
し
て
配
置
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
作
成
や
情
報
機
器
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
を
教
員
に
担
当
さ

せ
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
民
間
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
「
I
C
T
支
援
員
」
で
補
う
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
部

外
の
人
材
で
あ
る「
I
C
T
支
援
員
」の
具
体
的
な
任
務
は
、情
報
教
育
に
関
す
る
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設
定
や
操
作
、

教
材
等
の
紹
介
、
活
用
や
作
成
支
援
が
主
で
あ
る
が
、
そ
の
任
務
の
中
に
は
、
授
業
や
校
務
に
使
用
す
る
機
器
の
簡
単
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
も
入
っ
て
い
る
。
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し
か
し
、
現
在
の
情
報
技
術
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
情
勢
の
変
化
の
速
さ
で
は
、
授
業
及
び
校
務
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
両
立
さ
せ
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、「
I
C
T
支
援
員
」
の
身
分
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、
部
外
の

者
に
生
徒
達
の
個
人
情
報
が
入
っ
た
情
報
端
末
を
扱
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
情
報
漏
洩
の
危
険
が
あ
る
。

学
校
は
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
っ
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
対
象
と
な
り
得
る
施
設
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
巧
妙
化
す

る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
し
て
は
単
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
る
程
度
の
知
識
を
持
っ
た
者
で
は
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
に
お
い
て
は
、
情
報
の
重
要
性
や
情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
N
R
I
セ
キ
ュ

ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
一
三
年
度
の
企
業
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
投
資
意
欲

は
過
去
五
年
で
最
高
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
I
P
A
）
の
試
算
に
よ
れ
ば
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
専
門
と
す
る
人
材
が
推
計
で
八
万
人
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能

を
持
っ
た
人
材
の
早
急
な
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
教
育
の
情
報
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
情
報
漏
洩
を
防
ぎ
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
身
分
を
明
確
に
規
定
し
た
専
門
的
な
人
材
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

四
・
四　

提
言
四
「
保
護
者
も
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
」　

子
ど
も
に
情
報
端
末
使
用
時
の
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
「
保
護
者
も
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
」
を
提
言
す

る
。
こ
の
こ
と
は
、
改
め
て
提
言
す
る
ま
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
保
護

者
の
無
自
覚
の
内
に
守
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

平
成
二
六
年
二
月
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ツ
株
式
会
社
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
未
就
学
児
の
保
護
者
層
と
高
校
生
が
、
他
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人
の
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
に
寛
容
で
自
分
自
身
も
同
様
の
行
為
を
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
情
報
端
末

を
利
用
者
す
る
未
就
学
児
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
保
護
者
が
常
識
や
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
な
い
と
い
う
結

果
と
な
っ
た
。
保
護
者
が
守
る
ル
ー
ル
は
、
特
別
な
も
の
に
す
る
必
要
は
な
く
、
家
の
中
で
の
使
用
時
間
を
決
め
る
こ
と
、

他
の
こ
と
を
し
な
が
ら
操
作
を
し
な
い
こ
と
な
ど
、
常
識
の
範
囲
内
の
も
の
で
か
ま
わ
な
い
。
重
要
な
の
は
、
保
護
者
も
子

ど
も
と
同
じ
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
子
ど
も
の
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
情
報
技
術
の
知
識
に
関
し
て
は
子
ど
も

の
方
が
詳
し
く
な
る
が
、
保
護
者
が
子
ど
も
に
教
え
る
べ
き
こ
と
は
、
情
報
技
術
の
知
識
で
は
な
く
社
会
の
常
識
や
モ
ラ
ル

で
あ
る
。
現
実
の
世
界
で
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
ネ
ッ
ト
社
会
で
も
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
保
護
者
が
実
際
に

体
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
て
い
て
も
、
情
報
端
末
の
操
作
が
で
き
る
に
す

ぎ
ず
、
社
会
の
常
識
や
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
保
護
者
が
教
え
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
ま
ず
保
護
者
が
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
こ
そ
が
、
子
ど
も
に
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
前
提
に
な
る
と
考
え
る
。

四
・
五　

提
言
五
「
情
報
教
育
の
場
と
し
て
の
図
書
館
の
活
用
」

家
庭
で
の
指
導
を
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
保
護
者
が
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
機
会
が
必
要
で
あ
り
、

本
稿
で
は
そ
の
機
会
を
提
供
す
る
場
と
し
て
「
情
報
教
育
の
場
と
し
て
の
図
書
館
の
活
用
」
を
提
言
す
る
。

保
護
者
に
対
し
て
、
子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら
守
る
対
策
等
の
情
報
を
提
供
す
る
機
会
が
多
い
ほ
ど
、
そ
の
家
庭
で

の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
導
入
や
ル
ー
ル
作
り
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
保
護
者
等
に

対
し
て
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
行
う
場
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。ま
た
、情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
や
子
ど
も
の
安
全
な
ネ
ッ
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ト
利
用
に
関
し
て
の
保
護
者
向
け
の
情
報
提
供
の
機
会
と
し
て
、
不
定
期
に
開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
は
あ
る
が
、

保
護
者
が
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
自
治
体
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
図
書
館
を
保
護
者
等
の
情
報
教
育

の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

図
書
館
の
活
用
に
際
し
て
は
、
生
涯
学
習
の
分
野
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
成
功
事
例
と
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
参

考
と
な
る
。
大
橋
［
二
〇
一
〇
］
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
生
涯
学
習
（
成
人
教
育
）
を
国
際
競
争
力
を
高
め
る

国
家
戦
略
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、国
家
が
財
政
的
な
支
援
を
行
っ
て
、生
涯
学
習
と
し
て
の
情
報
教
育
を
行
っ
て
お
り
、

そ
こ
で
は
図
書
館
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
あ
る
図
書
館
で
は
、
定
期
的
に
情
報
教
育

の
講
座
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
対
象
を
小
学
生
以
下
、
小
学
生
、
親
世
代
、
高
齢
者
及
び
全
市
民
と
分
類
し
て
開
講
し
て
い

る
。
講
座
の
内
容
も
、
単
に
ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
を
手
段
と
し
て
使
い
、
情
報
を
活

用
す
る
た
め
の
方
法
を
教
え
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
日
本
に
お
け
る
情
報
教
育
の
参
考
と
な
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
で
は
制
度
等
に
違
い
が
あ
り
、
す
ぐ
に
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
情
報
教
育
の
場
と
し
て
図

書
館
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
人
材
や
設
備
面
か
ら
見
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

五　

お
わ
り
に

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
、
便
利
さ
と
危
険
性
は
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、

便
利
さ
の
裏
に
は
必
ず
危
険
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
子
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ど
も
の
安
全
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
五
つ
の
提
言
を
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
提
言
に
共
通
す
る
こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
に
、

安
全
な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
情
報
を
正
し
く
取
捨
選
択
で
き
る
判
断
力
を
養
う
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
に
主

眼
を
お
い
た
も
の
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
も
、
安
全
と
は
誰
か
が
作
っ
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
意
識
に
よ
っ

て
作
り
上
げ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
子
ど
も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
社
会
の
可
能
性
や
創
造
性
を
十
分
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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【
佳
作
】情

報
発
信
力
の
高
ま
り
に
よ
る
危
険
と
そ
の
対
処

会
社
員 

（
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
） 

野
村　

俊
介
（
36
）

は
じ
め
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
子
供
で
も
簡
単
に
全
世
界
に
公
開
す
る
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
た
だ
、
未
熟
さ
や
軽
率
さ
の
た
め
に
情
報
発
信
で
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
た
と
し
て
も
「
自
己
責
任
」
と
さ
れ
、
そ

の
後
の
人
生
に
大
き
な
傷
を
負
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
現
状
は
、
情
報
発
信
の
危
険
の
大
き
さ
に
社
会
的
な
環
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境
整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、
情
報
発
信
力
の
高
ま
り
に
よ
る
危
険
と
そ
の
対

処
を
考
察
す
る
。

一
章　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
力
の
高
ま
り

一
・
一　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
個
人
の
生
活
に
与
え
た
影
響

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
我
々
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、
中
で
も
情
報
の
収
集
と
発
信
の
面
で
の
変
化

は
顕
著
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
前
に
個
人
が
得
ら
れ
た
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
流
し
た
も
の
か
、
自

分
が
本
な
ど
か
ら
調
査
し
て
得
た
も
の
、
家
族
・
友
人
な
ど
か
ら
の
伝
聞
と
い
っ
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
流
す
情
報
は
、
量
こ
そ
多
い
も
の
の
、
広
く
一
般
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
自
分
が
求
め
る
情
報
と
の
関
連
性
は

低
く
、
か
と
い
っ
て
自
分
で
調
査
を
し
て
関
連
性
の
高
い
情
報
を
見
つ
け
る
に
は
多
大
な
時
間
と
労
力
を
要
し
た
。
家
族
・

友
人
か
ら
の
伝
聞
は
正
確
性
や
客
観
性
に
欠
け
る
こ
と
が
多
く
、
得
ら
れ
る
情
報
の
量
も
非
常
に
少
な
か
っ
た
。

だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
P
C
な
ど
を
使
用
す
る
だ
け
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
流
す
情
報
よ
り
も
遥
か

に
膨
大
な
情
報
を
個
人
が
収
集
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
にGoogle

な
ど
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
登
場
し
た
こ
と
で
、

検
索
し
た
い
単
語
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
自
分
が
求
め
る
も
の
に
関
連
性
の
高
い
情
報
を
瞬
時
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
機
能
や
精
度
は
登
場
以
来
、大
き
く
進
化
し
続
け
て
お
り
、検
索
方
法
が
多
少
適
切
で
な
か
っ
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た
と
し
て
も
自
動
的
に
訂
正
し
た
う
え
で
の
結
果
を
表
示
す
る
こ
と
や
、
翻
訳
機
能
に
よ
り
海
外
サ
イ
ト
の
情
報
を
日
本
語

の
検
索
単
語
に
対
し
て
表
示
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

１
。

情
報
発
信
と
い
う
面
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
前
に
個
人
が
で
き
る
こ
と
は
情
報
収
集
以
上
に
限
ら
れ
て
い
た
。
特

定
少
数
の
グ
ル
ー
プ
内
で
情
報
を
伝
達
す
る
の
で
さ
え
、
全
員
を
集
め
て
口
頭
周
知
す
る
か
、
紙
の
資
料
を
作
成
し
て
配
布

す
る
か
、
連
絡
網
で
伝
言
を
繰
り
返
し
て
い
く
か
と
い
っ
た
方
法
を
取
る
し
か
な
か
っ
た
。
不
特
定
多
数
に
向
け
て
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
は
一
般
個
人
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
る
の
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
内
部
の
人
間
か
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

が
取
材
対
象
と
す
る
人
間
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
の
状
況
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
大
き
く
変
わ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
メ
ー
ル
な
ど
で
複
数
人
に
同
じ
情
報
を

瞬
時
に
送
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
ブ
ロ
グ
やT

w
itter

、Facebook

な
ど
の
S
N
S
の
登
場
に
よ

り
、
不
特
定
多
数
に
向
け
て
も
情
報
や
意
見
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
たY

outube

な
ど
の
動
画

共
有
サ
イ
ト
や
写
真
共
有
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
、
文
字
情
報
だ
け
で
な
く
音
楽
や
映
像
な
ど
の
芸
術
作
品
を
全
世
界
に
公
開
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。

一
・
二　

個
人
の
情
報
発
信
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
効
果

個
人
の
情
報
発
信
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
個
人
に
と
っ
て
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
経
由
し
な
く
て
も
注
目
を

浴
び
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、自
分
の
夢
を
実
現
さ
せ
た
り
生
計
を
得
た
り
す
る
手
段
が
多
様
に
な
っ
た
。イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ

ス
テ
ィ
ン
・
ビ
ー
バ
ー
は
、Y

outube

で
公
開
し
た
自
分
の
歌
う
動
画
が
注
目
を
集
め
、
そ
れ
が
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
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目
に
留
ま
っ
て
、
世
界
的
に
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
上
り
詰
め
た

２
。
ま
た
ブ
ロ
グ
の
世
界
に
お
い
て
も
、
ア
フ
ィ
リ
エ

イ
ト
（
自
分
の
サ
イ
ト
上
に
広
告
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
そ
こ
か
ら
広
告
料
を
得
る
仕
組
み
）
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
プ
ロ
ブ

ロ
ガ
ー
と
言
わ
れ
る
人
が
国
内
外
で
現
れ
て
い
る

３
。
さ
ら
に
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
取
材
対
象
と
す
る
よ
う
な
著
名
人
に
も
、

個
人
と
し
て
の
情
報
発
信
力
の
高
ま
り
は
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
著
名
人
が
公
に
向
け
て
何
か
を
発
信
す
る
際
、
以
前

は
記
者
会
見
な
ど
を
開
き
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
現
在
は
自
身
の
ブ
ロ
グ

に
投
稿
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
結
婚
や
離
婚
、
交
際
や
出
産
と
い
っ
た
著
名
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
関
す
る
話
題

に
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
た
記
者
会
見
な
ど
が
開
か
れ
な
い
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
こ
の
背
景
に

は
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
側
の
編
集
や
制
作
方
針
に
よ
っ
て
、本
来
発
信
し
た
か
っ
た
内
容
と
ず
れ
て
し
ま
う
の
を
嫌
う
こ
と
や
、

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
信
し
た
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

二
章　

情
報
発
信
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
危
険

二
・
一　

ど
う
い
っ
た
危
険
が
あ
る
の
か

こ
こ
ま
で
記
載
し
た
通
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
個
人
の
情
報
発
信
力
の
高
ま
り
は
色
々
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

し
か
し
、
効
果
と
同
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
以
前
に
は
な
か
っ
た
様
々
な
危
険
も
生
み
、
そ
の
危
険
が
ネ
ッ
ト
社
会
を

生
き
る
う
え
で
は
無
視
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
ど
う
い
っ
た
危
険
が
生
ま
れ
た
の
か
を
考
察
す

る
。
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情
報
発
信
と
い
う
行
為
は
、
よ
り
細
か
く
分
解
す
る
と
「
発
信
主
体
が
、
特
定
の
情
報
を
公
開
し
、
何
ら
か
の
反
応
を
得

る
」
行
為
と
い
え
る
。「
発
信
主
体
」「
特
定
の
情
報
」「
反
応
」
と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
危
険
が
あ

る
か
を
導
き
出
す
と
、

①　

発
信
主
体
が
不
正
に
な
る
場
合
の
危
険

②　

公
開
す
べ
き
で
な
い
情
報
が
発
信
さ
れ
る
場
合
の
危
険

③　

受
信
者
か
ら
の
反
応
が
想
定
外
の
も
の
に
な
る
危
険

の
三
つ
の
危
険
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
・
二　

発
信
主
体
が
不
正
に
な
る
場
合
の
危
険

二
・
二
・
一　

概
要

「
発
信
主
体
が
不
正
に
な
る
」
と
は
大
き
く
分
け
る
と
、
対
象
情
報
の
所
有
・
管
理
権
限
を
持
た
な
い
他
人
が
無
断
で
情

報
を
発
信
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
と
、
他
人
が
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
情
報
を
発
信
す
る
ケ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
、

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
な
ど
の
個
人
情
報
や
異
性
交
遊
経
験
・
行
動
履
歴
な
ど
の
生
活
情
報
を
他
人
が
勝
手
に
公
開
す
る
こ

と
な
ど
で
、
後
者
は
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
に
自
分
が
交
際
や
性
行
為
を
希
望
す
る
よ
う
な
投
稿
を
、
他
人
か
ら
勝
手
に
さ

れ
る
こ
と
な
ど
が
該
当
す
る
。
前
者
は
公
開
さ
れ
た
情
報
自
体
は
事
実
で
あ
る
が
、
後
者
は
情
報
自
体
も
な
り
す
ま
さ
れ
た

側
の
意
図
に
反
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。



83　情報発信力の高まりによる危険とその対処

二
・
二
・
二　

具
体
的
事
例

A　

「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
な
ど
の
匿
名
掲
示
板
に
個
人
情
報
を
晒
さ
れ
た
事
例

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
巨
大
掲
示
板
で
あ
る
「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
に
、
自
分
の
個
人
情
報
を
晒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

事
例
は
数
多
く
、
個
々
の
事
例
が
事
件
と
し
て
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
が
、
質
問
サ
イ
ト
（「Y

ahoo! 

知
恵
袋
」
や
「
教

え
て
！goo

」
な
ど
）
に
は
晒
さ
れ
て
し
ま
っ
て
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
を
質
問
す
る
投
稿
が
い
く
つ
も
出
て
い
る

４
。

B　

痴
漢
募
集
サ
イ
ト
に
自
分
を
装
っ
た
書
き
込
み
を
さ
れ
た
事
例

痴
漢
さ
れ
た
い
人
と
し
た
い
人
が
出
会
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
に
、
国
税
局
職
員
が
「
ゆ
い
」
と
い
う
名
前
で
痴
漢

行
為
を
求
め
る
書
き
込
み
を
し
、
乗
車
後
の
電
車
内
で
標
的
と
な
る
女
性
を
選
び
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
の
服
装
の
特
徴
や
「
鞄

二
つ
持
っ
て
ま
す
」
な
ど
、
そ
の
女
性
の
特
徴
を
投
稿
し
、
別
男
性
に
よ
る
痴
漢
行
為
を
誘
発
さ
せ
た

５
。

C　

L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト
を
金
銭
の
詐
取
に
利
用
さ
れ
た
事
例

無
料
通
信
ア
プ
リ
L
I
N
E
で
、
第
三
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
乗
っ
取
り
、
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
人
に
電
子
マ
ネ
ー
を

購
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
詐
欺
事
件
が
連
続
的
に
起
き
た
。
警
視
庁
に
よ
れ
ば
、
都
内
だ
け
で
一
〇
〇
件
、
詐
取
さ
れ
た
金
額

は
六
五
〇
万
円
程
度
に
の
ぼ
る

６
。
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二
・
二
・
三　

危
険
が
生
ま
れ
た
背
景

他
人
の
個
人
情
報
を
公
開
し
た
り
、
他
人
に
な
り
す
ま
し
た
り
す
る
の
は
、
そ
の
人
に
対
し
て
何
ら
か
の
攻
撃
意
図
や
利

用
意
図
が
あ
る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
図
自
体
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
以
前
か
ら
人
間
が
抱
い
て
き
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
を
行
動
に
移
す
際
の
心
理
的
・
物
理
的
障
壁
が
低
い
こ
と
と
、
行
動
で
得
ら
れ
る
効
果
が
高
い
こ
と

が
ネ
ッ
ト
社
会
の
特
質
で
あ
り
、
こ
の
特
質
が
危
険
を
高
め
て
い
る
と
考
え
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
以
前
に
、
特
定
の
個
人
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
悪
口
を
言
い
ふ
ら
す
、
中
傷
の
ビ
ラ
を
撒

く
、
無
視
な
ど
の
い
じ
め
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
他
人
に
な
り
す
ま
そ
う
と
す
る
場
合
は
、
電
話

で
声
色
を
ま
ね
る
、
筆
跡
を
ま
ね
た
手
紙
を
書
く
、
変
装
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
準
備
に
長
時
間

を
要
し
、
ビ
ラ
作
成
な
ど
に
は
金
銭
も
か
か
る
。
こ
の
た
め
、
他
人
を
攻
撃
し
た
い
気
持
ち
は
芽
生
え
て
も
、
実
際
の
攻
撃

行
為
に
至
る
ま
で
に
挫
折
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
は
あ
る
程
度
の
証
跡
が
残
っ
て
し
ま

う
た
め
、
失
敗
し
た
場
合
の
懸
念
や
、
自
分
の
行
為
が
発
覚
し
追
及
を
受
け
る
こ
と
の
懸
念
が
、
心
理
面
で
実
行
を
抑
制
し

て
い
た
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
は
、
P
C
な
ど
で
掲
示
板
サ
イ
ト
を
開
き
、
攻
撃
す
る
文
章
を
書
い
て
投
稿

す
る
だ
け
で
行
為
が
完
結
す
る
。
物
理
的
な
障
壁
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
ま
た
、
匿
名
の
掲
示
板
で
あ
れ
ば
、

警
察
な
ど
が
介
入
し
な
い
限
り
は
誰
が
投
稿
し
た
か
を
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
類
似
行
為
も
多
数
存
在
し
て
い
る
た

め
、
心
理
的
な
抑
制
要
因
が
少
な
い
。
他
人
に
な
り
す
ま
す
こ
と
に
お
い
て
も
、
対
象
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
把
握
し
て
写
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真
を
入
手
す
る
程
度
の
こ
と
で
準
備
は
完
了
で
あ
り
、
誰
で
も
短
期
間
で
容
易
に
実
行
可
能
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
発
信
主
体
が
不
正
に
な
る
場
合
の
危
険
が
生
ま
れ
て
い
る
。

二
・
三　

公
開
す
べ
き
で
な
い
情
報
が
発
信
さ
れ
る
場
合
の
危
険

二
・
三
・
一　

概
要

「
公
開
す
べ
き
で
な
い
情
報
が
発
信
さ
れ
る
」と
は
、法
律
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
を
発
信
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
と
、

業
務
上
の
立
場
で
知
り
得
た
情
報
を
発
信
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
に
は
飲
酒
運
転
や
万
引
き
な
ど
を
告

白
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
後
者
は
有
名
人
が
宿
泊
し
に
き
た
こ
と
を
ホ
テ
ル
従
業
員
が
公
表
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
あ

る
。
個
人
情
報
の
無
断
公
開
な
ど
と
異
な
り
、
情
報
の
発
信
自
体
で
本
人
は
被
害
を
受
け
な
い
が
、
勤
務
先
企
業
や
学
校
な

ど
に
非
難
や
損
害
が
発
生
し
、
二
次
的
に
本
人
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。

二
・
三
・
二　

具
体
的
事
例

A　

外
食
ア
ル
バ
イ
ト
店
員
が
店
の
冷
凍
庫
に
入
っ
た
写
真
を
投
稿
し
た
事
例

ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ブ
ロ
ン
コ
ビ
リ
ー
」
の
足
立
梅
島
店
で
、
専
門
学
校
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
店
員
が
店
の
冷
凍
庫
に

入
り
、
そ
の
画
像
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
た
。
投
稿
後
、
数
分
で
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
に
非
難
が
集
中
し
、
そ
れ
に
同
店
員
が

反
論
す
る
と
非
難
が
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
、
運
営
会
社
に
も
抗
議
の
電
話
が
殺
到
し
た
。
そ
の
後
、
同
店
員
は
即
日
解
雇
に



86 

な
り
、
足
立
梅
島
店
も
閉
店
に
至
っ
た

７
。

B　

飲
酒
運
転
し
た
こ
と
を
投
稿
し
た
事
例

福
岡
大
学
の
学
生
が
、「
帰
宅
。
バ
イ
ト
飲
み
や
っ
た
。
飲
酒
運
転
は
久
し
ぶ
り
で
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
」
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

投
稿
し
た
。
後
に
、
自
動
車
で
は
な
く
自
転
車
の
運
転
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
自
動
車
の
飲
酒
運
転
行
為
と
誤
解
さ

れ
た
こ
と
が
災
い
し
、
大
学
に
抗
議
の
メ
ー
ル
や
電
話
が
計
一
八
件
届
い
た
。
大
学
側
は
同
学
生
の
行
為
を
「
大
学
の
名
誉

を
傷
つ
け
る
不
適
切
な
行
為
」
と
認
定
し
、
三
ヶ
月
の
停
学
処
分
を
下
し
た

８
。

C　

有
名
人
の
購
入
レ
シ
ー
ト
画
像
を
投
稿
し
た
事
例

俳
優
の
玉
木
宏
氏
が
成
田
空
港
内
の
売
店
で
買
い
物
を
し
た
際
、
同
店
の
店
員
が
無
断
で
レ
シ
ー
ト
を
撮
影
し
、
そ
の
画

像
を
同
僚
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、そ
の
同
僚
が
「
今
日
お
店
に
玉
木
宏
さ
ん
が
来
ま
し
た
」
と
い
う
文
章
と
と
も
に
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
投
稿
し
た
。
そ
の
後
、玉
木
氏
の
フ
ァ
ン
な
ど
か
ら
非
難
が
殺
到
し
、店
側
は
事
務
所
に
謝
罪
す
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
謝
罪
文
を
掲
載
し
た
。
投
稿
し
た
店
員
は
懲
戒
解
雇
、
レ
シ
ー
ト
を
撮
影
し
た
店
員
は
派
遣
契
約
の
解
除
の
処
分
を
そ

れ
ぞ
れ
受
け
た

９
。

二
・
三
・
三　

危
険
が
生
ま
れ
た
背
景

上
記
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
背
景
の
根
本
は
、「
目
立
ち
た
い
」「
世
間
の
注
目
を
受
け
た
い
」「
特
別
な
経
験
を
誰
か
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に
伝
え
た
い
」
と
い
っ
た
欲
求
を
人
間
が
抱
く
た
め
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、こ
う
し
た
欲
求
自
体
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
普
及
に
よ
っ
て
出
て
き
た
も
の
で
な
く
、
人
間
が
本
能
的
に
抱
く
欲
求
に
近
い
。
推
測
で
は
あ
る
が
、
店
の
冷
凍
庫

に
入
る
、
有
名
人
が
来
た
こ
と
を
無
断
で
記
録
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
は
昔
か
ら
起
き
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
を

友
人
な
ど
と
の
会
話
で
自
慢
し
た
り
、
笑
い
話
に
し
た
り
す
る
こ
と
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
つ
ま
り
、
な

ぜ
こ
う
し
た
欲
求
が
芽
生
え
て
し
ま
う
の
か
で
は
な
く
、
な
ぜ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
衆
人
環
視
の
場
で
欲
求
を
表
現
し

て
し
ま
う
の
か
、
自
主
的
な
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
個
人
の
情
報
発
信
力
は
大
き
く
高
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
全
て
の
情
報
が
強
い
伝
播
力
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
伝
播
力
を
持
つ
の
は
ご
く
一
部
の
情
報
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
か
つ
、
ど
の
情
報
に
そ
の
力
が
働
く
か

を
誰
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
と
い
う
点
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
発
信
の
特
徴
で
あ
る
。
既
存
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

で
あ
れ
ば
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
側
が
ど
の
情
報
を
流
す
か
を
絞
り
込
み
、流
さ
れ
た
情
報
は
全
て
、視
聴
率
の
差
は
あ
れ
ど
も
、

個
々
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
強
い
伝
播
力
を
持
っ
た
。
こ
の
た
め
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
情
報
が

流
れ
る
際
に
は
、
取
材
さ
れ
る
側
も
そ
の
伝
播
力
を
意
識
し
、
問
題
に
な
る
よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
膨
大
な
情
報
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
の
絞
り
込
み
を
介
さ
ず
に
直
接
流
れ
る
。
そ
の
膨

大
な
情
報
の
中
で
、
多
く
の
受
信
者
の
目
に
留
ま
っ
た
も
の
が
「
結
果
的
に
」
伝
播
力
を
持
つ
の
で
あ
り
、
事
前
の
把
握
・

選
別
は
で
き
な
い
。
多
少
刺
激
的
な
内
容
を
発
信
し
た
と
し
て
も
伝
播
力
を
持
た
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
れ
故

に
情
報
を
発
信
す
る
際
の
抑
制
心
理
が
働
き
に
く
い
。

さ
ら
に
、
受
信
者
側
の
「
目
立
ち
た
い
」
と
い
う
欲
求
が
危
険
の
深
刻
さ
を
高
め
る
。
違
法
行
為
や
店
員
の
背
任
的
な
行
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動
を
見
つ
け
た
場
合
、
そ
の
発
見
者
の
投
稿
も
少
な
か
ら
ず
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
、
特
別
な
知
名
度
や
材
料
が
な
く

て
も
比
較
的
容
易
に
欲
求
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
半
ば
ゲ
ー
ム
感
覚
的
に
、
獲
物
と
な
る
投
稿
を
探
す
人

が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
人
達
の
目
に
少
し
で
も
留
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
情
報
が
強
い
伝
播
力
を
持
っ
て

し
ま
う
。

以
上
の
よ
う
な
発
信
側
・
受
信
側
双
方
の
背
景
に
よ
り
、
公
開
す
べ
き
で
な
い
情
報
が
発
信
さ
れ
た
場
合
の
危
険
が
生
ま

れ
、
そ
れ
が
増
幅
さ
れ
て
い
る
。

二
・
四　

受
信
者
か
ら
の
反
応
が
想
定
外
の
も
の
に
な
る
危
険

二
・
四
・
一　

概
要

受
信
者
か
ら
の
反
応
が
想
定
外
に
も
の
に
な
る
と
は
、
情
報
発
信
者
と
し
て
は
一
般
的
な
こ
と
（
も
し
く
は
自
分
が
正
し

い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
）
を
投
稿
し
た
だ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
難
の
コ
メ
ン
ト
が
殺
到
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲

示
板
や
他
人
の
ブ
ロ
グ
に
自
分
へ
の
批
判
が
数
多
く
投
稿
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
指
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
語
で
は
「
炎

上
」
と
言
わ
れ
る
。
有
名
人
や
社
会
的
地
位
の
あ
る
人
の
実
名
で
の
投
稿
が
対
象
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
般
人
で
も
標

的
に
な
っ
た
例
は
あ
り
、
そ
の
場
合
、
単
な
る
批
判
だ
け
で
な
く
発
信
者
の
個
人
特
定
を
し
よ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
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二
・
四
・
二　

具
体
的
事
例

A　

有
名
人
が
飲
食
店
の
対
応
を
批
判
し
た
こ
と
に
非
難
が
多
数
発
生
し
た
事
例

『
五
体
不
満
足
』
な
ど
の
著
書
で
有
名
な
乙
武
洋
匡
氏
が
銀
座
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
よ
う
と
し
た
際
、

車
椅
子
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
入
店
拒
否
さ
れ
た
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
実
名
を
挙
げ
て
の
投
稿

だ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
、
同
レ
ス
ト
ラ
ン
に
対
し
て
抗
議
や
批
判
の
電
話
が
殺
到
す
る
一
方
、
乙
武
氏
に
対
し
て
も
「
介
助

を
受
け
る
こ
と
を
当
然
と
思
っ
て
い
る
」「
レ
ス
ト
ラ
ン
名
を
挙
げ
て
の
批
判
は
や
り
す
ぎ
だ
」
な
ど
の
非
難
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
多
数
書
き
込
ま
れ
た

10
。

B　

県
議
が
病
院
で
の
対
応
を
批
判
し
た
こ
と
に
非
難
が
多
数
発
生
し
た
事
例

岩
手
県
議
の
小
泉
み
つ
お
氏
が
病
院
の
会
計
時
に
番
号
で
呼
び
出
し
さ
れ
た
こ
と
に
怒
り
、
そ
の
後
、
病
院
に
抗
議
の
電

話
を
入
れ
た
こ
と
や
、
会
計
を
せ
ず
に
病
院
を
抜
け
出
し
た
こ
と
を
自
身
の
ブ
ロ
グ
に
記
載
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は「
筋
違
い
だ
」「
会
計
せ
ず
に
出
て
く
る
方
が
お
か
し
い
」な
ど
の
非
難
コ
メ
ン
ト
が
多
数
書
き
込
ま
れ
、

同
氏
は
謝
罪
の
記
者
会
見
を
実
施
し
た
が
、
議
員
辞
職
を
求
め
る
電
話
や
メ
ー
ル
も
計
七
六
二
件
来
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
小
泉
氏
は
自
殺
に
至
っ
た

11
。
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C　

２
ち
ゃ
ん
ね
る
の
批
判
を
し
た
女
子
中
学
生
が
執
拗
な
攻
撃
を
受
け
た
事
例

女
子
中
学
生
が
自
身
の
H
P
に
２
ち
ゃ
ん
ね
る
な
ど
へ
の
批
判
を
書
き
込
み
、
そ
れ
が
２
ち
ゃ
ん
ね
る
上
で
話
題
に
な

る
と
、
同
H
P
に
非
難
コ
メ
ン
ト
が
殺
到
し
た
。
さ
ら
に
、
女
子
中
学
生
の
学
校
名
、
実
名
、
所
属
部
活
、
担
任
教
師
な

ど
の
個
人
情
報
が
暴
か
れ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
た
り
、
女
子
中
学
生
の
写
真
画
像
が
ポ
ル
ノ
画
像
と
合
成
加

工
さ
れ
て
配
布
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
が
横
行
し
た
。
最
終
的
に
女
子
中
学
生
は
２
ち
ゃ
ん
ね
る
上
で
謝
罪
し
、

H
P
は
閉
鎖
さ
れ
た

12
。

二
・
四
・
三　

危
険
が
生
ま
れ
た
背
景

自
分
と
し
て
は
正
し
い
と
思
う
言
動
を
し
て
も
周
囲
か
ら
批
判
や
非
難
を
受
け
る
、
と
い
う
こ
と
自
体
は
普
通
に
生
活
を

し
て
い
て
も
あ
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
か
ら
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
。
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
と
非
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
が
異
な
る
の
か
と
い
う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
ひ
と
た
び
非
難
が
集
ま
っ
て

し
ま
う
と
、
そ
の
非
難
の
数
が
非
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
桁
違
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
非
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
数

人
の
陰
口
程
度
で
済
ん
だ
も
の
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
万
単
位
の
非
難
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
非
難

を
受
け
た
側
は
、
深
刻
な
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
り
、
日
常
生
活
に
重
大
な
支
障
を
き
た
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
に
な

り
や
す
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
な
ぜ
非
難
の
規
模
が
大
き
く
な
る
の
か
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
つ
は
、

非
難
の
積
み
重
な
り
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
ま
と
め
サ
イ
ト
や
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
存
在
で
あ
る
。
人
間
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は
あ
る
も
の
に
対
し
て
批
判
的
感
情
を
抱
い
て
も
、
自
分
一
人
で
は
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
講
義
や
会
議
な
ど

で
「
何
か
ご
意
見
あ
り
ま
す
か
」
と
問
わ
れ
て
も
積
極
的
に
発
言
す
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。
だ
が
、
自
分
が
抱
い
た
批
判

的
感
情
と
同
種
の
意
見
が
既
に
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
に
追
随
し
て
自
分
も
表
明
す
る
こ
と
は
心
理
的
障
壁
が

低
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
投
稿
が
文
字
情
報
と
し
て
残
り
、
ま
た
紙
媒
体
と
違
っ
て
容
量
の
制
限
も
な
い
た
め
、

全
量
が
閲
覧
可
能
な
状
態
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
非
難
が
集
ま
れ
ば
集
ま
る
ほ
ど
、
追
加
の
非
難
を
受
け
や
す
い
状
態
と
な

り
、
非
難
の
表
現
も
過
激
な
も
の
が
増
え
て
い
く
。

こ
の
非
難
の
加
速
度
的
傾
向
を
さ
ら
に
強
め
る
の
が
、
ま
と
め
サ
イ
ト
や
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
事
柄
を
、半
ば
自
動
的
に
収
集
す
る
よ
う
な
形
で
世
に
広
め
る
。従
来
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
報
道
す
べ
き
重
要
な
事
柄
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
あ
っ
た
た
め
、
瑣
末
な
事
象
が
報
道
さ
れ
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
県
議
く
ら
い
の
知
名
度
の
人
が
議
会
で
も
な
い
場
所
で
多
少
の
極
論
を
言
っ
た
と
し
て
も
、

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
元
の
事
象
自
体
の
重
要
性
と
は
関

係
な
く
、
あ
る
程
度
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
そ
の
報
道
に
よ
っ
て
さ
ら
に
多
く
の
人
目
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
目
に
し
た
人
が
増
え
れ
ば
非
難
を
書
き
込
む
人
も
比
例
的
に
増
え
、
先
に
述
べ
た
人
間
の
追
随
心
理
も
相
ま
っ
て
、

多
次
曲
線
的
に
非
難
が
増
加
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
元
の
発
言
の
重
要
性
や
過
激
さ
な
ど
と
は
全
く
無
関
係
に
非
難
が
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
誰
の

ど
ん
な
発
言
で
も
想
定
外
の
反
応
を
生
む
危
険
は
内
在
し
て
い
る
。
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三
章　

情
報
発
信
の
危
険
に
対
し
て
取
る
べ
き
対
応

三
・
一　

危
険
の
内
容
や
背
景
か
ら
の
考
察

こ
こ
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報
発
信
に
お
い
て
ど
う
い
う
危
険
が
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
ど
う
い
う
背
景
で

生
ま
れ
た
の
か
を
考
え
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
共
通
す
る
も
の
を
抽
出
す
る
と
、
二
つ
の
こ
と
が
い
え
る
。
一
つ
は
、
こ
れ

ら
の
危
険
を
生
む
因
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
新
た
に
生
ま
れ
た
も
の
で
な
く
、
人
間
が
本
来
的
に
持
つ
も
の
だ
と
い
う

こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
多
数
側
・
攻
撃
側
の
形
成
お
よ
び
拡
大
が
容
易
で
、
防
御
側
・
少
数
側
は

無
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
発
信
主
体
が
不
正
に
な
る
危
険
は
、
気
に
入
ら
な
い
人
を
攻
撃
し
た
い
、
も
し
く
は
自

分
の
ス
ト
レ
ス
を
他
人
へ
の
悪
戯
で
発
散
し
た
い
と
い
う
欲
望
に
よ
る
も
の
で
あ
る
し
、
公
開
す
べ
き
で
な
い
情
報
が
発
信

さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、
注
目
を
浴
び
た
い
と
い
う
普
遍
的
な
欲
求
が
因
子
で
あ
る
。
受
信
者
か
ら
の
反
応
が
想
定
外
に
な
る

の
は
、
自
分
が
許
せ
な
い
と
思
う
こ
と
に
対
し
て
非
難
を
述
べ
た
い
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
欲
求
が
引
き
金
と
な
る
。

ま
た
、
ひ
と
た
び
多
数
の
注
目
を
浴
び
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
さ
ら
な
る
注
目
を
呼
び
、
大
多
数
の
注
目
を
集
め
る
の
も
こ

れ
ま
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
「
数
」
が
力
で
あ
り
、
大
多
数
の
理
不
尽
な
攻
撃
に
対
し
て
一
つ

の
正
論
で
対
抗
し
た
と
し
て
も
、
数
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
正
論
が
意
味
を
持
た
な
い
。

こ
の
二
点
か
ら
、
危
険
自
体
を
な
く
し
た
り
危
険
か
ら
完
全
に
逃
れ
た
り
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
危
険
が
顕
在
化

し
て
し
ま
っ
た
ら
無
視
・
静
観
す
る
以
外
の
対
応
は
取
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
人
間
が
本
来
的
に
持
つ
感

情
な
ど
に
起
因
す
る
以
上
、
そ
の
危
険
が
な
い
状
態
で
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
膨
大
な
情
報
が
あ
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る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
そ
の
情
報
は
存
在
し
な
い
こ
と
と
ほ

ぼ
同
義
で
あ
る
。
防
御
の
た
め
の
積
極
的
な
対
応
が
さ
ら
な
る
注
目
を
呼
ぶ
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
以
上
、
ど
ん
な
に
理
不
尽
な
攻
撃
で
あ
っ
て
も
対
抗
せ
ず
に
や
り
過
ご
す
こ
と
が

最
良
の
対
応
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
情
報
発
信
の
危
険
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
。
そ
れ

に
は
、
自
分
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
何
を
し
た
い

の
か
、
何
を
求
め
て
利
用
す
る
の
か
を
明
確
化
し
、
そ
の
志
向
に
応
じ
た
危
険
対
処
を
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
こ
の
志
向
を
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
た
め
、「
実

名
を
出
す
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
」
と
「
不
特
定
多
数
に
発
信
し
た
い
か
ど
う
か
」
と
い

う
二
つ
の
観
点
で
、
四
つ
の
分
類
に
切
り
分
け
る
。（
図
３

－

１
）

A　

宣
伝
志
向
…
実
名
を
出
す
必
要
あ
り
・
不
特
定
多
数
へ
の
発
信
願
望
あ
り

B　

交
流
促
進
志
向
…
実
名
を
出
す
必
要
あ
り
・
不
特
定
多
数
へ
の
発
信
願
望
な
し

C　

参
加
志
向
…
実
名
を
出
す
必
要
な
し
・
不
特
定
多
数
へ
の
発
信
願
望
あ
り

D　

傍
観
志
向
…
実
名
を
出
す
必
要
な
し
・
不
特
定
多
数
へ
の
発
信
願
望
な
し

以
降
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
ご
と
に
、
ど
の
よ
う
な
危
険
対
処
が
適
切
か
を
述
べ
る
。

 

11 

必要と考える。この志向をいくつかのタイプに分類するため、「実名を出す必要

があるかどうか」と「不特定多数に発信したいかどうか」という二つの観点で、

四つの分類に切り分ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a) 宣伝志向… 実名を出す必要あり・不特定多数への発信願望あり 
b) 交流促進志向… 実名を出す必要あり・不特定多数への発信願望なし 
c) 参加志向… 実名を出す必要なし・不特定多数への発信願望あり 
d) 傍観志向… 実名を出す必要なし・不特定多数への発信願望なし 
以降はそれぞれの分類ごとに、どのような危険対処が適切かを述べる。 
 
3.1.1 宣伝志向における危険対処 

このタイプはインターネットを通じて、自分の知名度を上げて実生活のビジ

ネスに役立てたり、注目を浴びて世間の話題になったりという願望を持ってい

る人が当てはまる。 
この志向を持つ人は情報発信の危険を受容する、つまりできるだけ気を付け

て情報を発信するという以外の対処はない。自分が発信する情報はテレビカメ

ラの前で話すのと同じことという位の意識を持ち、自分のチェック意識に不安

があれば投稿する前に必ず下書き保存し、時間を空けて再度チェックすること

や、第三者に確認してもらうことなどの自主的な仕組みを作る。 
 
3.1.2 交流促進志向における危険対処 

このタイプは、インターネット上独自での交流やコミュニケーションを欲し

実名を出す必要あり 実名を出す必要なし 

不特定多数への発信願望あり 

不特定多数への発信願望なし 

 宣伝志向 

 交流促進志向  傍観志向 

 参加志向 

図 3--1 インターネット（もしくは特定サービス）に対する志向タイプ分類 

（資料） 

図3-1　インターネット（もしくは特定サービス）に対する志向タイプ分類
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三
・
一
・
一　

宣
伝
志
向
に
お
け
る
危
険
対
処

こ
の
タ
イ
プ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
自
分
の
知
名
度
を
上
げ
て
実
生
活
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
て
た
り
、
注
目
を

浴
び
て
世
間
の
話
題
に
な
っ
た
り
と
い
う
願
望
を
持
っ
て
い
る
人
が
当
て
は
ま
る
。

こ
の
志
向
を
持
つ
人
は
情
報
発
信
の
危
険
を
受
容
す
る
、
つ
ま
り
で
き
る
だ
け
気
を
付
け
て
情
報
を
発
信
す
る
と
い
う
以

外
の
対
処
は
な
い
。
自
分
が
発
信
す
る
情
報
は
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
で
話
す
の
と
同
じ
こ
と
と
い
う
位
の
意
識
を
持
ち
、
自

分
の
チ
ェ
ッ
ク
意
識
に
不
安
が
あ
れ
ば
投
稿
す
る
前
に
必
ず
下
書
き
保
存
し
、
時
間
を
空
け
て
再
度
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

や
、
第
三
者
に
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
の
自
主
的
な
仕
組
み
を
作
る
。

三
・
一
・
二　

交
流
促
進
志
向
に
お
け
る
危
険
対
処

こ
の
タ
イ
プ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
独
自
で
の
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
欲
し
て
い
る
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で

実
社
会
で
の
友
人
な
ど
と
の
交
流
を
促
進
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
人
が
当
て
は
ま

る
。こ

の
志
向
を
持
つ
人
は
情
報
発
信
の
危
険
を
抑
止
す
る
、
つ
ま
り
発
信
で
情
報
が
伝
播
す
る
範
囲
を
狭
く
し
て
お
く
と
い

う
対
処
を
す
べ
き
で
あ
る
。
S
N
S
な
ど
で
は
投
稿
の
公
開
範
囲
を
設
定
で
き
る

13
の
で
、
そ
れ
を
「
友
人
の
み
」
に
す

る
な
ど
可
能
な
限
り
狭
い
範
囲
に
設
定
す
る
。
ま
た
、
実
名
を
公
開
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
他
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
辿
る
こ
と
が
で

き
な
い
よ
う
に
す
る
。
具
体
的
に
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
同
じ
情
報
を
双
方
の
サ
ー
ビ
ス
に
載
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
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な
い
、
実
名
を
公
開
し
た
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
は
顔
写
真
を
入
れ
な
い
、
片
方
の
サ
ー
ビ
ス
に
投
稿
す
る
と
他
の
サ
ー
ビ
ス
で

も
自
動
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
同
期
機
能
を
使
用
し
な
い
、
と
い
っ
た
対
応
を
す
る
。

こ
う
し
て
お
く
こ
と
で
何
か
不
適
切
な
投
稿
を
し
た
と
し
て
も
、
実
生
活
で
同
様
の
発
言
を
し
た
場
合
以
上
の
影
響
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
危
険
の
程
度
を
事
前
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
・
一
・
三　

参
加
志
向
に
お
け
る
危
険
対
処

こ
の
タ
イ
プ
は
、
実
生
活
と
切
り
離
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
た
い
と

い
う
人
が
当
て
は
ま
る
。

こ
の
志
向
を
持
つ
人
は
情
報
発
信
の
危
険
を
軽
減
す
る
、
つ
ま
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
危
険
が
顕
在
化
し
て
し
ま
っ
た

と
し
て
も
そ
れ
が
実
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
対
処
を
す
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
設
定

な
ど
で
実
生
活
の
自
分
の
特
定
に
繋
が
る
情
報
を
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。「
東
京
都
」
な
ど
の
居
住
地
で
あ
っ
て
も
絞
り

込
み
に
は
繋
が
り
、
ま
た
そ
れ
を
入
れ
る
こ
と
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
交
流
が
よ
り
楽
し
く
な
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

以
上
、
入
力
を
避
け
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
投
稿
を
す
る
際
に
は
自
分
の
特
定
に
資
す
る
情
報
が
入
っ
て
い
な

い
か
ど
う
か
だ
け
を
気
を
付
け
る
。
逆
に
言
う
と
、
内
容
の
過
激
さ
や
非
難
を
受
け
る
可
能
性
な
ど
に
気
を
払
う
必
要
は
な

い
（
も
ち
ろ
ん
、
法
律
や
倫
理
に
反
す
る
投
稿
を
積
極
的
に
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
）。

こ
う
し
た
対
処
を
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
し
て
も
完
全
に
放
置
し
て
し
ま
え
ば
よ
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
の
交
流
が
一
時
的
に
や
り
づ
ら
く
な
る
と
い
う
以
上
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
。
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三
・
一
・
四　

傍
観
志
向
に
お
け
る
危
険
対
処

こ
の
タ
イ
プ
は
、
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
上
で
の
や
り
取
り
を
見
て
い
た
い
だ
け
と
い
う
人
が
当
て

は
ま
る
。

こ
の
志
向
を
持
つ
人
は
情
報
発
信
の
危
険
を
回
避
す
る
、
つ
ま
り
単
純
で
は
あ
る
が
、
情
報
発
信
を
一
切
せ
ず
に
、
閲
覧

だ
け
に
徹
す
る
と
い
う
対
処
を
す
べ
き
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
体
で
な
く
て
も
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
書
き
込
み
を

絶
対
に
し
な
い
な
ど
と
決
め
て
し
ま
え
ば
、
そ
こ
か
ら
受
け
る
危
険
は
完
全
に
回
避
で
き
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
情
報
発
信
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
た
び
、「
安
易
な
投
稿
を
す
る
な
」
と
い
っ
た
包
括
的
な
注
意
が
さ
れ
て
き

た
が
、
あ
ま
り
効
果
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
自
体
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て

い
る
も
の
で
、
そ
れ
か
ら
無
闇
に
遠
ざ
け
る
こ
と
は
大
き
な
機
会
損
失
を
生
み
か
ね
な
い
。
こ
こ
で
述
べ
た
「
自
ら
の
志
向

に
応
じ
た
危
険
の
認
識
と
対
処
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
ネ
ッ
ト
社
会
で
の
一
般
的
教
養
と
し
て
啓
蒙
・
教
育
す
る
こ
と

で
、
各
自
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
つ
つ
、
情
報
発
信
の
危
険
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。
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（
注
）

１　
G
oogle

「
検
索
の
ヒ
ン
ト
の
一
覧
」

　
　

http://w
w
w
.google.co.jp/intl/ja/insidesearch/tipstricks/all.htm

l　

二
〇
一
四
年
八
月
二
一
日
。

２　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
遊
び
方
「Y

outube

か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
ス
タ
ー
た
ち
（
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ビ
ー
バ
ー
く
ん
ほ
か
）」

　
　

http://nyliberty.exblog.jp/1
3
3
1
1
0
3
0
/　

二
〇
一
四
年
八
月
二
一
日
。

３　

B
LO

G
O
S

「
現
役
で
活
動
し
て
い
る
プ
ロ
ブ
ロ
ガ
ー
を
ま
と
め
て
み
た
」

　
　

http://blogos.com
/article/6

5
6
6
4
/　

二
〇
一
四
年
八
月
二
一
日
。

４　

教
え
て
！goo

「2
ch

に
個
人
情
報
を
晒
さ
れ
た
場
合
の
対
処
法
」

　
　

http://oshiete.goo.ne.jp/qa/2
8
5
1
4
4
8
.htm

l　

二
〇
一
四
年
八
月
七
日
。

　
　

教
え
て
！goo

「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
で
本
名
を
晒
さ
れ
て
困
っ
て
い
ま
す
。」

　
　

http://oshiete.goo.ne.jp/qa/6
3
6
7
0
8
7
.htm

l?from
=
navi_recom

m
end　

二
〇
一
四
年
八
月
七
日
。

　
　

Y
ahoo!�

知
恵
袋
「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
で�
友
達
が
名
前
等
個
人
情
報
を
出
さ
れ
て�

困
っ
て
い
ま
す
。�

通
報
先
っ
て
…
」

　
　

http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1
4
8
4
9
7
8
4
6
9

　

二
〇
一
四
年
八
月
七
日
。

　
　

Y
ahoo!�

知
恵
袋
「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
ま
し
た
。
削
除
依
頼
す
る
に
は
？
」

　
　

http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1
1
2
0
9
1
4
1
0
6

　

二
〇
一
四
年
八
月
七
日
。

５　

m
sn

産
経
ニ
ュ
ー
ス
「
Ｈ
Ｎ
『
ゆ
い
』
＝
「
痴
漢
募
集
」
女
性
に
な
り
す
ま
し
た
国
税
職
員
が
逮
捕
さ
れ
て
も
「
痴
漢
サ
イ
ト
」
は
活
況

の
異
常
…
被
害
女
性
は
電
車
に
乗
れ
な
く
な
っ
た
」

　
　

http://sankei.jp.m
sn.com

/w
est/w

est_affairs/new
s/1

3
0
7
1
3
/w

af1
3
0
7
1
3
1
8
0
0
0
0
2
8
-n1

.htm

　

二
〇
一
四

年
八
月
七
日
。

６　

毎
日jp

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
詐
欺:

な
り
す
ま
し
被
害
六
五
〇
万
円�

都
内
で
一
〇
〇
件
」

　
　

http://m
ainichi.jp/select/new

s/2
0
1
4
0
7
2
2
k0

0
0
0
e0

4
0
1
8
0
0
0
0
c.htm

l　

二
〇
一
四
年
八
月
七
日
。
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７　

m
sn

産
経
ニ
ュ
ー
ス
「
ブ
ロ
ン
コ
ビ
リ
ー
が
バ
イ
ト
撮
影
問
題
を
起
こ
し
た
足
立
梅
島
店
を
閉
店　

バ
イ
ト
店
員
に
損
害
賠
償
請
求
も
」

　
　

http://sankei.jp.m
sn.com

/econom
y/new

s/1
3
0
8
1
2
/biz1

3
0
8
1
2
1
5
4
9
0
0
0
2
-n1

.htm

　

二
〇
一
四
年
八
月
一
一

日
。

８　

R
EA

D

二C
H

「
福
岡
大
学
、Tw

itter

に
飲
酒
運
転
告
白
し
た
大
学
生
を
三
か
月
停
学
処
分
」

　
　

http://read2
ch.net/new

s/1
3
1
1
7
0
7
5
5
5
/　

二
〇
一
四
年
八
月
一
一
日
。

９　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
「
玉
木
宏
さ
ん
の
レ
シ
ー
ト
無
断
投
稿
、
成
田
空
港
の
店
員
懲
戒
解
雇
」

　
　

http://w
w
w
.asahi.com

/national/update/0
9
2
6
/TK

Y
2
0
1
3
0
9
2
6
0
2
5
7
.htm

l　

二
〇
一
四
年
八
月
一
一
日
。

10　

N
A
V
ER

ま
と
め　

「
乙
武�

洋
匡
氏�

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
入
店
拒
否
騒
動
と
そ
の
後
の
動
向
」

　
　

http://m
atom

e.naver.jp/odai/2
1
3
6
9
3
7
7
8
6
2
2
9
0
9
4
9
0
1

　

二
〇
一
四
年
八
月
二
一
日
。

11　

J-C
A
S
T

ニ
ュ
ー
ス　

「
病
院
批
判
ブ
ロ
グ
炎
上
の
岩
手
県
議
が
死
亡
、
自
殺
か
」

　
　

http://w
w
w
.j-cast.com

/2
0
1
3
/0
6
/2
5
1
7
7
9
6
1
.htm

l　

二
〇
一
四
年
八
月
一
三
日
。

12　

２
ち
ゃ
ん
ね
る�

か
ら
子
供
た
ち
を
守
ろ
う
！　

「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
に
個
人
情
報
を
晒
さ
れ
た
「
女
子
中
学
生
」
の
悲
劇
」

　
　

http://anti2
ch.blog6

1
.fc2

.com
/blog-entry-5

.htm
l　

二
〇
一
四
年
八
月
一
三
日
。

13　

Facebook

ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

　
　

https://ja-jp.facebook.com
/help　

二
〇
一
四
年
八
月
二
一
日
。
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【
佳
作
】安

全
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
の
た
め
に

～
若
者
の
「
炎
上
」
問
題
と
対
策
～

大
学
院
生
（
京
都
大
学
法
学
研
究
科
二
年
） 

葛
西　

悠
吾
（
23
）

一　

は
じ
め
に

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、情
報
化
が
発
展
し
、多
く
の
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、タ
ブ
レ
ッ

ト
等
を
通
じ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
便
利
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
我
々
は

世
界
中
と
即
座
に
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
広
く
普
及
し
て
き
て
い
る
の
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
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サ
ー
ビ
ス（
S
N
S
）と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
S
N
S
と
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
の
一
種
で
あ
り
、
様
々
な
も
の
が
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
一
四
〇
字
以
内
の
短
文
を
投
稿
す
る

S
N
S
）
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
よ
り
は
比
較
的
長
め
の
文
章
を
投
稿
し
た
り
、
写
真
ア
ル
バ
ム
を
作
っ
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
る
S
N
S
）
等
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
で
、
個
人
の
日
々
の
体
験
や
考
え
を
、

文
章
・
画
像
・
動
画
の
形
で
広
く
発
信
・
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ロ
グ
と
比
べ
て
、
い
つ
で
も
気
軽
に
、
短
文
や
画

像
等
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

S
N
S
を
用
い
る
こ
と
で
、
我
々
は
、
遠
く
離
れ
た
友
人
と
も
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
大
変
便
利
で
、
有
用
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
筆
者
も
、
多
数
の
S
N
S
を
こ
こ
五
年
間
ほ
ど
利
用
し
て
お
り
、
毎
日

チ
ェ
ッ
ク
を
欠
か
さ
な
い
。
だ
が
そ
の
便
利
さ
・
有
用
さ
の
反
面
、
S
N
S
の
利
用
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。
S
N
S
の
利
用
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
事
件
の
被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
S
N
S
の
持
つ
危
険
性
と
、
そ
の
危
険
性
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
中
で
も
問
題
に
な
り
や
す
い
若
者
の

S
N
S
利
用
に
つ
い
て
本
稿
で
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　

若
者
の
S
N
S
利
用
と
「
炎
上
」
問
題

日
本
国
内
に
お
け
る
S
N
S
の
利
用
者
数
は
、
二
〇
一
三
年
末
に
は
五
、
四
八
七
万
人
で
、
二
〇
一
四
年
末
に
は
六
、

〇
二
三
万
人
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
い
う

ⅰ
。
利
用
者
数
が
年
々
増
加
す
る
S
N
S
だ
が
、
そ
の
利
用
者
は
、
若
年
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層
が
比
較
的
多
い

ⅱ
。
そ
し
て
若
者
は
、
時
に
S
N
S
の
危
険
性
に
思
い
が
至
ら
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
が
ち
で

あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
二
〇
代
で
あ
る
筆
者
自
身
が
S
N
S
を
利
用
し
て
い
て
目
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

が
、
い
わ
ゆ
る
「
炎
上
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
炎
上
」
と
は
、
S
N
S
に
対
す
る
社
会
的
に
不
適
切
な
投
稿
等
が
、
突
然
多
く
の
人
に
拡
散
さ
れ
、
主

に
否
定
的
な
反
応
が
殺
到
す
る
も
の
で
あ
る
。「
炎
上
」
は
二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
ブ
ロ
グ
等
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が

ⅲ
、
二
〇

一
〇
年
頃
か
ら
S
N
S
に
お
い
て
も
増
え
始
め
、
二
〇
一
三
年
に
は
急
激
に
増
え
た
も
の
で

ⅳ
、
近
年
の
S
N
S
利
用
の

問
題
と
し
て
非
常
に
注
目
に
値
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
、
二
〇
一
三
年
に
若
者
の
「
炎
上
」
の
原
因
と
な
っ
た
比
較
的
有
名
な
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
高
校
生
が
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
冷
凍
庫
に
頭
部
を
入
れ
た
写
真
を
S
N
S
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
も
の
、
駅
の
線
路
に
立
ち
入
っ
た
写

真
を
S
N
S
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
も
の
、
大
学
生
が
神
社
で
全
裸
に
な
り
、
写
真
を
S
N
S
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
も

の
等
多
く
の
も
の
が
あ
る
（
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
各
種
報
道
か
ら
い
く
つ
か
若
者
の
「
炎
上
」
の
例
を
ま
と
め
た
図
表
一
を

参
照
。
た
だ
、
筆
者
自
身
が
日
頃
S
N
S
で
広
く
情
報
を
集
め
て
い
る
限
り
、
あ
ま
り
大
き
く
ニ
ュ
ー
ス
等
に
な
ら
な
い

も
の
も
含
め
れ
ば
、
頻
繁
に
「
炎
上
」
は
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
例
え
ば
未
成
年
者
が
飲
酒
を
ほ
の
め
か
す

投
稿
を
し
た
、
等
）。

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
、「
炎
上
」
に
伴
い
、
個
人
情
報
が
そ
れ
ま
で
の
S
N
S
へ
の
投
稿
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
等
か
ら

特
定
・
拡
散
さ
れ
る
等
し
た
（
匿
名
利
用
で
あ
っ
て
も
、住
所
・
氏
名
等
を
過
去
の
投
稿
等
か
ら
特
定
さ
れ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
流
出
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
多
い
）。
そ
の
後
、
損
害
賠
償
請
求
問
題
に
至
っ
た
り
、
所
属
団
体
か
ら
処
分
を
受
け
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た
り
、
逮
捕
・
書
類
送
検
さ
れ
る
に
至
っ
た
り
し
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
炎
上
」
が
起
こ
る
と
、
当
該
人
物
の
S
N
S
ア
カ
ウ
ン
ト
に
大
量
の
反
応
が
届
い
て
対
応
に
困
る
こ
と

に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
実
社
会
に
お
け
る
問
題
も
発
生
す
る
。
S
N
S
の
利
用
に
は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、

安
全
な
S
N
S
利
用
の
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三　

な
ぜ
若
者
の
投
稿
は
「
炎
上
」
し
や
す
い
の
か

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
若
者
の
S
N
S
へ
の
投
稿
は
「
炎
上
」
問
題
に
至
り
が
ち
な
の
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
S
N
S
で
は
、

誰
で
も
登
録
す
れ
ば
自
由
に
文
章
の
投
稿
・
写
真
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、「
炎
上
」
を
さ
け

る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
投
稿
の
内
容
が
社
会
的
に
不
適
切
な
も
の
で
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
う

す
る
と
、
S
N
S
に
投
稿
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
充
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

総
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、我
が
国
に
お
い
て
は
、S
N
S
の
匿
名
利
用
が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。S
N
S
は
、

そ
の
多
く
が
、
自
由
に
ユ
ー
ザ
の
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
等
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
日
本
で
は
匿
名
利
用
者
が
七

割
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
は
他
国
と
比
較
し
て
も
顕
著
に
多
い

ⅴ
。

そ
う
す
る
と
、
匿
名
で
の
利
用
に
よ
る
安
心
感
か
ら
、
社
会
的
に
不
適
切
な
内
容
の
投
稿
を
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
る
。

し
か
し
、
総
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
過
去
に
行
っ
た
社
会
の
一
般
常
識
や
モ
ラ
ル
に
反
す
る
行
為
を
匿
名
で
投
稿
で
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き
る
と
し
た
ら
投
稿
し
た
い
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
投
稿
し
た
い
と
回
答
し
た
日
本
人
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
に
と
ど

ま
る
。
そ
う
す
る
と
、
匿
名
利
用
と
「
炎
上
」
リ
ス
ク
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
我
が
国
の

S
N
S
利
用
の
特
徴
と
し
て
、
特
に
友
人
や
仲
間
内
等
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
意
識
し
た
利
用
が
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
る

ⅵ
。
換
言
す
れ
ば
、
投
稿
し
た
内
容
を
、
広
く
「
見
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

S
N
S
は
、
友
人
登
録
、
フ
ォ
ロ
ー
（
特
定
ユ
ー
ザ
の
投
稿
を
、
表
示
す
る
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
を
い
う
）
等
を
さ

れ
て
い
る
人
に
の
み
見
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
い
わ
ば
全
世
界
に
向
け
て
情
報
を
発
信

す
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
な
か
に
は
非
公
開
設
定
も
存
在
す
る
も
の
の
、
確
実
に
漏
洩
を
遮
断
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
非
公

開
設
定
で
あ
っ
て
も
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
、
引
用
、
画
像
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
再
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
等
に
よ
り
広
ま
る
こ
と

は
あ
り
う
る
。
実
際
に
こ
れ
ま
で
に
「
炎
上
」
し
た
投
稿
は
、
多
く
が
画
像
の
形
で
保
存
さ
れ
、
再
投
稿
さ
れ
て
い
る
の
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
る
（
い
わ
ゆ
る
「
魚
拓
」
で
あ
る
。「
炎
上
」
し
た
投
稿
が
削
除
さ
れ
て
も
、
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
の
形
で
出
回
り
続
け
る
こ
と
と
な
る
）。

「
友
人
し
か
見
て
い
な
い
し
、
こ
れ
く
ら
い
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
認
識
で
投
稿
し
た
も
の
が
、
予
期
せ
ぬ
人
々
か
ら

反
応
さ
れ
、「
炎
上
」
に
至
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
は
多
い
。
こ
の
よ
う
な
、
仲
間
内
に
し
か
見
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
誤
っ

た
認
識
が
、「
炎
上
」
問
題
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、「
炎
上
」
を
防
ぐ
た
め
の
手
段
と
し
て
、
ま
ず
、
若
者
の
S
N
S
利
用
に
関
す
る
認
識
を
改
め
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
S
N
S
の
利
用
自
体
に
何
ら
か
の
技
術
的
な
制
約
を
か
け
る
こ
と
で
、「
炎
上
」
の

原
因
と
な
る
投
稿
を
踏
み
と
ど
ま
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
手
段
に
つ
い
て
検
討
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し
て
い
く
。

四　

「
炎
上
」
を
防
ぐ
た
め
の
手
段

㈠
　
倫
理
的
手
法
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
）

総
務
省
は
、
一
〇
代
か
ら
二
〇
代
の
若
年
層
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
受
け
て
い

る
者
が
三
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
全
体
よ
り
も
高
く
、
若
年
層
に
対
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
は
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
す
る

ⅶ
。

し
か
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
若
年
層
の
割
合
が
高
い
の
に
対
し
て
、
未
だ
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用

に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
受
け
て
い
る
の
は
半
数
未
満
で
あ
り
、
ま
た
他
国
よ
り
も
低
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
こ
れ
ほ
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
小
学
校
・
中
学
校
等
の
教
育
段
階

に
お
い
て
、
徹
底
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
、
そ
の
よ

う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
必
修
化
す
る
こ
と
も
有
効
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
S
N
S
等
へ
の
投
稿
は
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
っ
て
、
仲
間
内
だ
け
で
共
有
し
て
い
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、「
炎
上
」
に
至
っ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
損
害
、
そ
れ
に

対
す
る
制
裁
等
が
あ
り
う
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
軽
い
気
持
ち
で
投
稿
し
た
結
果
重

大
な
問
題
が
生
じ
得
る
と
い
う
こ
と
を
、
広
く
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
、「
炎
上
」
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
は
重
要
で
あ
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る
（
な
お
、
そ
も
そ
も
社
会
的
に
不
適
切
な
行
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
範
意
識
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
S
N
S

へ
の
不
適
切
な
内
容
の
投
稿
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
範
意
識
に
つ
い
て
の
問
題
は
別
問
題
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て

も
教
育
は
重
要
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
論
文
で
述
べ
て
い
る
の
は
後
者
の
問
題
の
み
で
あ
る
）。

ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
は
、
何
も
学
校
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
に
限
ら
れ
な

い
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用
に
つ
い
て
、
家
庭
で
の
指
導
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
子
供
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
与
え
る
際
、
S
N
S
の
投
稿
は
誰
に
で
も
見
ら
れ
得
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
実
際
に
S
N
S
を
利
用
し
て
重
大
な
問
題
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
等
を
保
護
者
が
説
明
す
る

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
保
護
者
が
子
供
に
分
か
り
や
す
く
説
明
が
出
来
る
よ
う
に
、
指
導
用
の
資
料
を
配
布
す
る
教
育
委

員
会
等
も
あ
る
た
め

ⅷ
、
こ
れ
ら
も
活
用
し
て
広
く
家
庭
内
で
の
指
導
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
総
務
省

も
、
子
ど
も
で
も
分
か
り
や
す
く
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
学
べ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お
り
、
こ
れ
を
用
い
て
家
庭

で
の
指
導
を
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う

ⅸ
。

さ
ら
に
、
企
業
や
N
P
O
等
の
民
間
団
体
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、地
域
で
の
啓
発
活
動
や
、無
料
で
の
講
座
提
供
、更
に
は
、S
N
S
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
等
の
正
し
い
使
い
方
・

利
用
上
の
注
意
点
を
学
ぶ
こ
と
の
出
来
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
提
供
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
す
る
上
で
の
危
険
性
を
疑
似
体
験
出
来
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
提
供
し
て
い
る
企
業
等
が
あ
る

ⅹ
。
講
座
へ

の
積
極
的
な
参
加
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
広
く
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
周
知
し
て
い
く
こ
と
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利

用
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
資
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
特
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
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プ
リ
は
、
実
際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
触
れ
な
が
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
S
N
S
を
含
む
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
利
用
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
大
変
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
が
存
在
し
て
い
て
も
、
そ
の
ア
プ
リ
が
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
プ
リ
セ
ッ
ト
し
た
状
態
で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
携
帯
電
話
会
社
や
ア

プ
リ
開
発
会
社
等
に
働
き
か
け
る
こ
と
や
、
店
頭
で
、
子
供
・
若
者
が
利
用
す
る
場
合
に
は
店
員
が
こ
の
よ
う
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
存
在
を
説
明
し
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
推
奨
す
る
こ
と
、
保
護
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
い
与
え
る
際
に

ま
ず
こ
の
よ
う
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
用
い
た
学
習
を
促
す
こ
と
等
で
、
学
習
の
機
会
が
よ
り
与
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
よ
り
普
及

し
て
い
く
よ
う
に
、
各
企
業
・
団
体
等
の
取
り
組
み
を
有
効
活
用
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
各
企
業
・
団
体
等
が
相
互
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
学
習
の
機
会
が
広
く
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
自
己
の
発

言
を
投
稿
す
る
こ
と
の
意
味
や
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
若
者
の
認
識
が
高
ま
り
、「
炎
上
」
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡
　
技
術
的
手
法
（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
）

現
在
知
ら
れ
て
い
る
安
全
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
の
技
術
的
手
法
と
し
て
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
活
用
が
あ
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る
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、
特
に
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、
不
適
切
な
サ
イ
ト
（
例
え
ば
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
や

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
）
へ
の
接
続
を
制
限
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
お
い
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
複
数
の
企
業
が
提
供
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
用
い
る
こ
と
で
、
青
少
年
が
よ
り

安
全
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
ず
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利

用
率
は
さ
ほ
ど
高
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
六
月
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
行
わ
れ

た
最
新
の
調
査
に
よ
れ
ば
、一
〇
歳
か
ら
一
八
歳
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
率
は
四
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
、当
該
メ
ー
カ
ー

比
で
は
過
去
最
高
に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の

ⅺ
、
そ
れ
で
も
半
数
を
下
回
っ
て
い
る

ⅻ
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用
し
な
い

理
由
と
し
て
保
護
者
か
ら
最
も
多
く
聞
か
れ
る
の
は
「
子
ど
も
を
信
用
し
て
い
る
」
か
ら
で
あ
り
、
次
い
で
「
特
に
必
要
を

感
じ
な
い
」
か
ら
で
あ
る
と
い
う

xiii
。
子
ど
も
を
信
用
す
る
こ
と
が
悪
い
と
は
言
え
な
い
が
、
気
を
つ
け
て
い
て
も
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
得
る
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
危
機
意
識
が
足
り
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
の
有
用
性
を
、
携
帯
電
話
販
売
店
等
で
し
っ
か
り
保
護
者
に
伝
え
、
ま
た
保
護
者
は
家
庭
で
子
ど
も
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
に
つ
き
話
し
合
い
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
指
摘
で
き
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
問
題
点
と
し
て
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
で
は
「
炎
上
」
の
問
題
を
防
ぎ
き
る
こ

と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
青
少
年
に
不
適
切
と
判
断
さ
れ
る
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
遮

断
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
S
N
S
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
設
定
し
な
い
限
り
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る
S
N
S
サ

イ
ト
は
不
適
切
と
は
判
断
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
S
N
S
が
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
重
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要
な
役
割
を
占
め
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
む
や
み
に
S
N
S
の
利
用
を
禁
止
す
る
こ
と
も
暴
論
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

S
N
S
の
利
用
と
両
立
す
る
よ
う
な
形
で
あ
り
つ
つ
、
従
来
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
異
な
り
S
N
S
の
安
全
な
利
用
に

資
す
る
よ
う
な
、
新
た
な
技
術
的
解
決
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
見
と
し
て
は
、「
炎
上
」
が
主
に
社
会
的
に
不
適
切
な
発
言
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
S
N
S
へ
の
投
稿

内
容
に
着
目
し
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
る
仕
組
み
を
開
発
し
、
広
く
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
、
S
N
S
の
利
用
継
続

と
両
立
す
る
有
効
な
「
炎
上
」
防
止
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、「
殺
す
」「
死
ね
」「
爆
弾
」「
飲

酒
運
転
」
等
、
社
会
的
に
不
適
切
な
発
言
に
繋
が
り
や
す
い
単
語
を
指
定
し
、
指
定
さ
れ
た
単
語
に
該
当
す
る
単
語
が
含
ま

れ
た
文
章
を
S
N
S
に
投
稿
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
、注
意
書
き
を
表
示
し
て
一
旦
そ
の
内
容
を
本
当
に
投
稿
し
て
し
ま
っ

て
良
い
の
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、「
炎
上
」
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
未
成
年
者
に

対
し
て
は
「
飲
酒
」「
タ
バ
コ
」「
飲
み
会
」
等
の
用
語
も
加
え
る
と
い
っ
た
、
必
要
に
応
じ
た
制
限
を
か
け
る
こ
と
も
で
き

る
。
ま
た
、
画
像
の
投
稿
に
よ
っ
て
「
炎
上
」
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
画
像
を
添
付
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
内

容
を
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
一
律
に
注
意
書
き
を
表
示
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

投
稿
内
容
に
着
目
し
た
規
制
を
か
け
る
場
合
に
、
指
定
し
た
用
語
が
含
ま
れ
る
投
稿
自
体
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
う
と
、

実
際
に
は
不
適
切
な
発
言
で
は
な
い
場
合
に
も
投
稿
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
し
、
仮
に
こ
の
よ
う
な
規
制
を
国
家
が
主

導
し
た
場
合
に
は
、
憲
法
二
一
条
が
保
障
す
る
表
現
の
自
由
に
対
す
る
不
当
な
制
約
に
も
な
り
か
ね
な
い

xiv
。
青
少
年
を
保

護
す
る
た
め
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
規
制
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
表
現
の
自
由
は
誰
に
で
も
等
し
く
認
め
ら
れ
、
ま

た
そ
れ
自
体
非
常
に
重
要
な
権
利
で
あ
る

xv
か
ら
、
そ
の
規
制
の
態
様
は
最
低
限
度
の
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
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よ
う
な
こ
と
か
ら
、
投
稿
を
不
可
能
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
る
が
、
注
意
書
き
を
表
示
し
て
投
稿
内
容

を
見
直
さ
せ
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
弊
害
は
起
こ
ら
な
い
し
、
一
旦
見
直
す
だ
け
で
も
、「
炎
上
」
の
防
止
に
は

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
意
書
き
表
示
機
能
の
例
と
し
て
、
筆
者
作
成
の
図
表
二
を
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
機
能
を
開
発
し
た
上
で
、
そ
の
普
及
策
と
し
て
は
、
S
N
S
運
営
会
社
が
、
登
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報

（
年
齢
）
に
応
じ
て
自
動
で
設
定
す
る
こ
と
や
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
提
供
会
社
が
、
S
N
S
へ
の
不
適
切
内
容
の
投
稿
を

自
動
で
検
知
し
て
注
意
書
き
を
表
示
す
る
よ
う
な
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
提
供
す
る
こ
と
、
国
家
が
法
整
備
を
し
て
設
定
を
求

め
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
国
家
政
策
と
し
て
ま
で
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

を
要
求
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
し
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
提
供
会
社
に
よ
る
規
制
で
は
普
及
に
限
界
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
S
N
S
運
営
会
社
が
こ
の
よ
う
な
機
能
を
開
発
す
る
こ
と
や
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
提
供
会
社

が
S
N
S
運
営
会
社
と
協
力
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
一
律
に
S
N
S
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
組
み
込
む
の
が
望
ま
し
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
補
助
金
を
国
が
与
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
等
も
検
討
に
値
し
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
技
術
的
手
法
と
し
て
は
、
現
在
あ
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
更
な
る
普
及
の
た
め
各
企
業
等
が
活
動
を
し

て
い
く
こ
と
に
加
え
て
、
新
た
な
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
開
発
・
普
及
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
全
な
、
S
N
S
を
含
む
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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五　

お
わ
り
に

携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
歩
は
め
ま
ぐ
る
し
い
も
の
が
あ
り
、
い
つ
で
も
誰
で
も
簡
単
に
世
界
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
世
の
中
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
方
で
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
一
方
で
、
そ
の
便
利

さ
・
気
軽
さ
故
に
、
突
然
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
炎
上
」
は
特
に
そ
れ
が
顕

著
な
例
で
あ
る
。
短
い
文
章
を
、
気
軽
に
、
指
先
ひ
と
つ
で
投
稿
で
き
る
の
が
当
た
り
前
に
な
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
発
言

が
、
世
界
に
広
く
発
信
さ
れ
て
お
り
、
危
険
を
伴
い
得
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
が
薄
れ
て
し
ま
い
、
身
内
感
覚
で
発
言
し
た

内
容
が
あ
る
日
突
然
「
炎
上
」
し
て
し
ま
う
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
筆
者
自
身
、
多
数
の
「
炎
上
」
事
案
を
そ
の
目
で
目

の
当
た
り
に
す
る
ま
で
は
、
あ
ま
り
何
も
考
え
ず
に
S
N
S
に
投
稿
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

何
か
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
学
ぶ
の
で
は
遅
い
。
本
論
文
で
対
策
と
し
て
検
討
し
た
倫
理
的
手
法
、
技
術
的
手
法
が
、

発
展
・
普
及
し
て
う
ま
く
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
、
誰
も
が
安
全
に
S
N
S
を
利
用
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

本
論
文
で
は
特
に
S
N
S
の
利
用
と
「
炎
上
」
の
問
題
に
つ
い
て
扱
っ
た
が
、「
炎
上
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
の
ほ
ん
の
一
種
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
や
、
技
術
的
な
安
全
策
を
講
ず
る
こ
と
は
、「
炎
上
」
の
み
な
ら
ず
、
不
正
ア
ク
セ
ス
、
闇
サ
イ
ト
、
ネ
ッ
ト
い

じ
め
等
、
広
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
有
す
る
手
段
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
様
々
な
危
険
を
分
析
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
教
育
に
よ
っ
て
そ
の
危
険
の
認
識
を
広
め
、
ま
た
そ
れ
に
応
じ
た
技
術
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的
な
安
全
策
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

i　

�C
T

総
研
「
二
〇
一
四
年
度
S
N
S
利
用
動
向
に
関
す
る
調
査
」available�at��

http://w
w
w
.ictr.co.jp/report/2

0
1
4
0
8
2
1
0
0
0
0
6
7
.htm

l�

。

ii�　

総
務
省
「
平
成
二
六
年
度　

情
報
通
信
白
書
」
三
四
五
頁
。

iii　

�

伊
地
知
晋
一『
ネ
ッ
ト
炎
上
で
あ
な
た
の
会
社
が
潰
れ
る
！
―
ウ
ェ
ブ
上
の
攻
撃
か
ら
身
を
守
る
危
機
管
理
バ
イ
ブ
ル
』(

W
A
V
E
出
版
、

二
〇
〇
九
年)
四
七
頁
。

iv　

総
務
省
「
平
成
二
六
年
度　

情
報
通
信
白
書
」
二
九
一
頁
。

v　

総
務
省
「
平
成
二
六
年
度　

情
報
通
信
白
書
」
二
九
二
、
二
九
三
頁
。

vi　

総
務
省
「
平
成
二
六
年
度　

情
報
通
信
白
書
」
二
九
三-

二
九
五
頁
。

vii　

総
務
省
「
平
成
二
六
年
度　

情
報
通
信
白
書
」
二
九
五
頁
。

viii　

�

京
都
府
教
育
委
員
会
・
京
都
市
教
育
委
員
会
・
京
都
府
警
察
本
部
編
「
子
ど
も
の
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
に
関
す
る
保
護
者

啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」(

二
〇
一
四
年
二
月)
ほ
か
。

ix　

�

総
務
省　

あ
ん
し
ん
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
か
う
た
め
に　

国
民
の
た
め
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
イ
ト�available�at��

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/joho_tsusin/security/kids/index.htm

l

。

x　

総
務
省
「
平
成
二
六
年
度　

情
報
通
信
白
書
」
二
九
九
、
三
〇
〇
頁
。

xi　

�

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ツ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
「
未
成
年
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
実
態
調
査
」(

二
〇
一
四
年
七
月
一
四
日)�

available �at　

http://w
w
w
.daj.jp/com

pany/release/data/2
0
1
4
/0
7
1
4
0
1
.pdf�

。

xii　

�

内
閣
府「
平
成
二
五
年
度
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
」(

二
〇
一
四
年
三
月)

一
二
六
頁
に
よ
っ
て
も
、子
ど
も
が「
機

能
限
定
携
帯
電
話
や
子
ど
も
向
け
携
帯
電
話
」
又
は
「
そ
の
他
の
携
帯
電
話
」
を
持
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
保
護
者(

四
八
三
人)

に
、
そ

の
携
帯
電
話
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
使
っ
て
い
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
使
っ
て
い
る
」
が�

四
六.

六
％
で
あ
っ
た
。

xiii　

�

内
閣
府
「
平
成
二
五
年
度
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
」(
二
〇
一
四
年
三
月)

一
三
九
頁
。
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xiv　

�

憲
法
は
、
国
家
対
私
人
の
関
係
を
規
律
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
か
ら
、
私
企
業
が
規
制
を
か

け
る
こ
と
自
体
に
は
直
接
的
に
は
憲
法
は
適
用
さ
れ
な
い
。
佐
藤
幸
治『
日
本
国
憲
法
論
』(

成

文
堂
、
二
〇
一
一
年)

一
六
四
頁
。
し
か
し
、
私
人
間
で
あ
っ
て
も
表
現
行
為
を
む
や
み
や

た
ら
と
制
約
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

xv　

�

民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
意
見
を
自
由
に
主
張
で
き
る
こ
と
は
不
可
欠
の
権
利
で
あ
る
。
佐

藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』(

成
文
堂
、
二
〇
一
一
年)

二
四
九
頁
。

9 
 

図表 1  

 
  

10 
 

図表 2  
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企
業
と
ネ
ッ
ト
社
会
に
つ
い
て

パ
ー
ト
社
員 

新
井　

光
良
（
63
）

は
じ
め
に

急
速
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
以
後
略
称
：
S
N
S
）
の
発
展
に
よ
る
弊
害
が
社
会
問
題
化

し
て
い
る
。
S
N
S
を
利
用
す
る
従
業
員
の
さ
さ
い
な
言
動
が
引
き
金
と
な
り
、
取
引
先
の
企
業
情
報
や
個
人
情
報
が
漏

洩
し
、
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
や
信
用
失
墜
に
繋
が
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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ま
た
一
方
で
、
企
業
は
S
N
S
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
販
促
媒
体
と
し
て
注
力
し
、
消
費
者
の
意
見
や
、
要
望
を

瞬
時
に
吸
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
口
コ
ミ
効
果
に
よ
る
商
品
売
上
増
や
、
来
店
者
の
増
加
に
結
び
付
く
有
効
な
手

段
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
企
業
に
お
い
て
は
、
社
員
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
利
用
を
制
限
・
管
理
を
す
る
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
表
現
の
自
由
等
の
観
点
か
ら
も
不
可
能
と
い
え
る
。
個
人

が
S
N
S
で
日
記
を
公
表
・
共
有
す
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
は
ご
く
当
た
り
前
の
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
を

誰
も
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
利
用
者
は
常
に
こ
の
リ
ス
ク
特
性
を
認
識
し
た
上
で
、
モ
ラ
ル
あ
る

行
動
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
及
び
従
業
員
、
そ
れ
と
各
自
治
体
が
S
N
S
の
リ
ス
ク
に
ど
う
向
き
あ
っ
て
い

く
べ
き
な
の
か
、
ま
た
そ
の
留
意
点
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

一　

S
N
S
普
及
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

S
N
S
、プ
ロ
グ
、動
画
共
有
サ
イ
ト
は
総
称
し
て
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
利
用
者
は
、

そ
の
特
性
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
在
、
そ
の
理
解
不
足
に
よ
り
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

利
用
者
は
、
S
N
S
が
持
つ
以
下
の
特
性
を
ま
ず
は
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
S
N
S
の
特
性

⑴　

ネ
ッ
ト
は
世
界
中
と
つ
な
が
っ
て
い
る
公
共
の
場
。
ネ
ッ
ト
に
投
稿
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
中
か
ら
見
る
こ
と
が
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で
き
る
と
い
う
こ
と
。

⑵　

一
回
で
も
ネ
ッ
ト
上
に
載
っ
た
書
き
込
み
や
写
真
は
、
世
界
中
に
い
る
不
特
定
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー
が
保
存
・
拡
散
す
る

こ
と
が
可
能
性
で
あ
り
、
一
旦
、
拡
散
し
た
も
の
は
完
全
に
収
集
、
削
除
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

⑶　

顔
写
真
や
本
名
を
公
開
し
て
い
る
場
合
、
個
人
の
特
定
が
容
易
に
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
予
め
認
識
し
て
お
く

こ
と
。

以
上
の
特
性
を
S
N
S
利
用
者
は
念
頭
に
お
き
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
無
知
さ
、
理
解

不
足
に
よ
っ
て
現
在
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
。
S
N
S
絡
み
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
大
別
す
る
と
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
つ
は
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
犯
罪
事
件
や
、
広
告
収
入
に
関
す
る
詐
欺
行
為
。
S
N
S
が
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
に
悪
用
さ
れ
、
東
京
三
鷹
市
の
女
子
高
校
生
が
刃
物
で
刺
さ
れ
た
痛
ま
し
い
事
件
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
犯
人
は
関
西

圏
に
住
み
、
女
子
高
生
と
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
以
後
略
称
：
F
B
）
で
知
り
合
っ
て
い
る
。
F
B
は
実
名
で
の
登
録
が

基
本
で
あ
り
、
も
と
も
と
米
国
の
大
学
生
が
同
じ
大
学
内
で
の
友
達
づ
く
り
の
た
め
に
開
発
し
た
も
の
で
、
会
っ
た
こ
と
の

な
い
人
と
簡
単
に
友
達
に
な
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

広
告
収
入
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
は
、「
簡
単
な
作
業
で
必
ず
儲
か
る
」
と
い
う
よ
う
な
甘
い
言
葉
を
か
け
、
商
品
詐
欺

に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
最
近
多
く
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
S
N
S
の
広
告
を
見
て
、「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
を
購
入
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
定
期
購
入
会
員
に
な
っ
て
お
り
商
品
が
送
り
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
詐
欺
被
害
も
多
発
し
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
S
N
S
を
利
用
す
る
企
業
の
従
業
員
が
引
き
起
こ
す
ト
ラ
ブ
ル
。
い
わ
ゆ
る
不
用
意
な
書
き
込
み
や
、
遊
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び
半
分
で
の
写
真
の
投
稿
が
炎
上
（
他
人
へ
の
誹
謗
中
傷
・
非
常
識
な
書
き
込
み
に
よ
り
非
難
が
殺
到
す
る
状
態
）
す
る
事

件
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

企
業
の
従
業
員
が
巻
き
起
こ
し
た
事
件
で
有
名
と
な
っ
た
の
は
、
製
薬
会
社
の
社
員
が
飲
み
会
の
席
で
、
医
薬
品
が
不
適

切
に
使
用
さ
れ
て
い
る
とT

w
itter

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
：
S
N
S
の
一
種
）
に
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
発
言
は
モ
ラ
ル
に
反

す
る
等
の
批
判
が
殺
到
し
所
謂
、
炎
上
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
同
社
員
の
プ
ロ
グ
や
過
去
の
投
稿
内
容
か
ら

出
身
大
学
を
含
め
た
個
人
情
報
が
ネ
ッ
ト
上
で
暴
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
勤
務
先
企
業
は
実
態
を
調
査
の
上
、
謝
罪
文
を
公
表

し
が
、
今
度
は
そ
の
謝
罪
文
に
関
し
て
内
容
が
「
事
務
的
」
で
あ
る
と
し
て
批
判
を
招
く
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
こ
の
企
業
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
内
規
を
制
定
し
て
い
る
。

引
き
続
き
S
N
S
と
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
媒
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
企
業
が
な
す
べ
き
こ
と
、
企
業
の
一
個

人
と
し
て
若
手
社
員
が
慎
む
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

二　

ネ
ッ
ト
社
会
と
企
業
が
取
る
べ
き
行
動

二

－

一　

S
N
S
社
会
の
恐
ろ
し
さ

上
述
の
製
薬
会
社
社
員
は
、
会
社
の
同
僚
と
の
内
輪
話
の
内
容
を
軽
い
気
持
ち
で
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
載
せ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
時
点
で
、
も
う
少
し
S
N
S
に
関
す
る
知
識
や
怖
さ
を
事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
こ
の
よ
う
な
騒
ぎ
は
起
き
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
こ
の
社
員
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
に
実
名
を
登
録
し
て
い
た
、
そ
し
て
、
○
○
歳
、
女
子
、
某
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M
R
（
医
薬
情
報
担
当
者
）、
居
住
地
ま
で
記
し
て
い
た
。
こ
の
情
報
を
も
と
に
ネ
ッ
ト
利
用
者
に
F
B
で
検
索
さ
れ
、
出

生
地
、
出
身
大
学
等
の
情
報
か
ら
、
本
人
が
特
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
軽
率
で
無
防
備
な
言
動
と
い
え
が
、
情
報
発
信
者
は

友
人
や
知
人
の
レ
ベ
ル
に
読
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
い
う
安
易
な
気
持
ち
で
書
き
込
み
を
し
た
の
だ
ろ
う
。
S
N
S
社
会
の

恐
ろ
し
さ
を
世
に
知
ら
し
め
た
事
件
と
な
っ
た
。

学
生
時
代
と
違
い
、
一
企
業
人
と
し
て
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
S
N
S
へ
の
不
用
意
な
書
き
込
み
を
慎
む

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
動
は
差
し
控
え
る
と
よ
い
。
い
く
つ
か
の
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
。
た
と

え
ば
、

①
会
社
帰
り
の
ス
ー
パ
ー
で
有
名
俳
優
A
が
買
物
を
し
て
い
る
様
子
を
見
か
け
た
場
合
。

友
人
に
自
慢
し
た
い
が
た
め
に
、「
今
日
、
ス
ー
パ
ー
で
俳
優
A
が
買
物
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
カ
ッ
コ
良
か
っ

た
」
とT

w
itter

に
つ
ぶ
や
い
た
。
書
き
込
み
は
友
人
し
か
見
な
い
だ
ろ
う
か
ら
問
題
な
い
と
思
っ
て
投
稿
を
し
た
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
有
る
し
、
思
わ
ぬ
攻
撃
を
熱
烈
な
フ
ァ
ン
か
ら
受
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

②
自
社
商
品
の
P
R
を
S
N
S
で
情
報
発
信
を
し
た
。

自
社
商
品
の
良
さ
を
宣
伝
に
な
る
と
思
い
軽
い
気
持
ち
で
、
記
者
の
公
式
サ
イ
ト
に
書
き
込
み
を
お
こ
な
っ
た
。
内
容
が

社
員
し
か
知
り
え
な
い
情
報
の
場
合
、
機
密
情
報
漏
洩
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
危
険
な
行
為
と
い
え
る
。
愛
社
精
神
が
思
わ

ぬ
事
態
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

③
今
日
の
出
来
事
を
仲
間
に
知
ら
せ
る
た
め
F
B
に
投
稿
し
た
。

F
B
に
会
社
名
を
公
表
し
て
お
り
、「
今
、
出
張
先
の
福
岡
に
来
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
〝
う
な
ぎ
の
セ
イ
ロ
蒸
し
”
の
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店
が
、
取
引
先
の
隣
に
あ
っ
た
の
で
昼
食
を
そ
こ
で
取
っ
た
」
と
書
き
込
ん
だ
と
す
る
。
文
章
の
前
後
の
内
容
か
ら
、
そ
の

場
所
が
特
定
さ
れ
、
訪
問
先
の
位
置
情
報
や
、
取
引
先
情
報
の
漏
洩
に
結
び
付
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
S
N
S
の
理
解
不
足
に
よ
る
不
用
意
な
書
き
込
み
が
も
た
ら
し
た
事
例
で
あ
る
。T

w
itter

や

F
B
な
ど
の
利
用
者
は
、
ス
マ
ホ
の
急
速
な
普
及
で
今
後
も
増
大
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
問
題
と
な

る
の
が
〝
ネ
ッ
ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
知
識
や
マ
ナ
ー
）
で
あ
る
。
早
く
か
ら
ネ
ッ
ト
に
親
し
ん

で
き
た
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
リ
テ
ラ
シ
ー
も
、
新
し
く
、
ネ
ッ
ト
社
会
、
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に
な
っ
た
若
者
や
、
こ

れ
ま
で
親
し
み
の
な
か
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
、
ネ
ッ
ト
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
は
知
識
・
警
戒
心
が
薄
い
。
特
に
、
ス

マ
ホ
か
ら
一
気
に
ネ
ッ
ト
社
会
に
飛
び
込
ん
だ
若
者
世
代
は
、ネ
ッ
ト
社
会
の
怖
さ
が
わ
か
ら
ず
、警
戒
心
も
あ
ま
り
な
い
。

た
と
え
ばT

w
itter

の
場
合
、
個
人
名
や
顔
写
真
を
公
開
し
た
状
態
で
、
安
易
に
非
常
識
な
書
き
込
み
を
す
る
と
炎
上
す
る

ケ
ー
ス
が
最
近
や
た
ら
と
多
い
し
、
被
害
を
起
し
て
い
る
の
は
残
念
な
が
ら
殆
ど
が
若
者
世
代
で
あ
る
と
い
え
る
。

S
N
S
利
用
者
は
、
大
震
災
時
後
に
急
激
に
伸
び
た
。
現
在
、
S
N
S
は
、
携
帯
電
話
以
外
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

形
成
手
段
、
情
報
の
共
有
媒
体
と
し
て
拡
大
・
成
長
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

■ 

個
人
（
一
企
業
人
）
と
し
て
慎
む
べ
き
こ
と

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
企
業
人
と
し
い
て
守
る
べ
き
こ
と
は
、

⑴　

就
業
時
間
中
は
、「
業
務
と
無
関
係
」
の
サ
イ
ト
の
閲
覧
・
書
き
込
み
を
し
な
い
。

⑵　

S
N
S
の
利
用
に
関
し
て
は
、
会
社
で
定
め
た
規
範
に
従
う
こ
と
。
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⑶　

会
社
か
ら
書
き
込
み
の
削
除
を
求
め
た
場
合
、
速
や
か
に
対
応
す

る
こ
と
。

T
w

itter

や
F
B
で
の
企
業
名
の
開
示
は
、第
三
者
に
と
っ
て
は「
一

個
人
（
私
人
）」
で
は
な
く
、「
一
企
業
人
（
公
人
）」
と
な
る
。
ネ
ッ

ト
上
の
発
信
に
は
、細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
私
的
な
意
見
が「
一

企
業
人
の
意
見
」
に
す
り
替
わ
る
恐
れ
も
多
い
に
あ
り
え
る
と
い
う
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

話
は
変
わ
る
が
、
私
自
身
は
現
在
二
つ
の
S
N
S
に
登
録
し
て
い

る
。
ひ
と
つ
は
、
趣
味
・
旅
行
に
関
す
る
交
流
が
目
的
の
情
報
交
流
サ

イ
ト
で
あ
る
。
定
年
後
、
余
暇
が
増
え
た
の
で
、
同
年
代
の
リ
タ
イ
ヤ

世
代
間
と
の
共
通
の
趣
味
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
会
員
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
実
名
登
録
は
必
要
な
く
、
ハ
ン
ド
ル
・
ネ
ー

ム
で
の
登
録
が
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
各
地
の
同
年
代
の
行

動
・
生
き
方
、
考
え
方
や
共
通
の
趣
味
に
つ
い
て
の
や
り
取
り
等
楽
し

く
活
用
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
F
B
。
私
は
こ
こ
に
も
詳
細
な
個
人
情
報
や
写
真

は
登
録
し
て
い
な
い
。
理
由
は
、
私
的
情
報
が
故
意
に
第
三
者
に
よ
っ

【インターネット利用動向調査】情報元：インターネットメディア総合研究所 

  
 

■個人（一企業人）として慎むべきこと 

 ネット社会において企業人としいて守るべきことは、 

 1）就業時間中は、「業務と無関係」のサイトの閲覧・書き込みをしない。 

 2）SNS の利用に関しては、会社で定めた規範に従うこと。 

 3）会社から書き込みの削除を求めた場合、速やかに対応すること。 

Twitter や FB での企業名の開示は、第三者にとっては「一個人（私人）」では

なく、「一企業人（公人）」となる。ネット上の発信には、細心の注意が必要で

ある。私的な意見が「一企業人の意見」にすり替わる恐れも多いにありえると

いうことを肝に銘じておくことである。 

 

【主な SNS の登録時に必要な個人情報】情報元：日本経済新聞社 

 Twitter ＦＢ ミクシィ 

名前 〇 ◎ 〇（友人公開）

ユーザー名（ニックネーム） ◎ × ◎ 

メールアドレス 〇 〇 〇 

性別 × 〇 〇（友人公開）

生年月日 × 〇 〇 

住所（都道府県名） × × 〇（友人公開）

《◎：必須項目 〇：必要だが非公開可 ×：不要 （友人公開）：友人には公開》 
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【インターネット利用動向調査】情報元：インターネットメディア総合研究所
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て
悪
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
と
感
じ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
思
う
の
か
、
そ
れ
は
、
昨
今
、
個
人
情

報
の
流
失
・
漏
洩
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
の
に
他
な
ら
な
い
。
情
報
漏
洩

に
よ
っ
て
、
迷
惑
メ
ー
ル
等
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
有

る
か
ら
だ
。

F
B
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
そ
の
中
の
情

報
を
引
き
出
し
、
整
理
す
る
機
能
を
基
に
出
会
い
や
友
達
づ
く
り
が
で
き

る
機
能
は
「
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
」
と
呼
ば
れ
る
。
当
初
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

と
い
う
限
定
範
囲
で
あ
っ
た
F
B
が
、
世
代
、
地
域
を
超
え
一
挙
に
全

世
界
に
広
が
っ
て
い
た
。
一
度
広
が
る
と
歯
止
め
が
き
か
な
い
。
こ
こ
に

ネ
ッ
ト
社
会
の
恐
ろ
し
さ
、
危
険
性
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。「
み
ん
な
で

広
げ
よ
う
友
達
の
輪
」
も
良
い
の
だ
が
、
S
N
S
と
い
う
便
利
な
ツ
ー

ル
に
は
常
に
、「
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
」
が
作
動
し
、
そ
の
繋
が
り
を
悪
用

す
る
人
間
や
組
織
が
常
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

私
に
も
F
B
か
ら
「
○
○
さ
ん
は
お
友
達
で
は
有
り
ま
せ
ん
か
？
」

と
い
う
メ
ー
ル
が
よ
く
来
る
。
現
役
時
代
勤
め
て
い
た
会
社
の
同
僚
や
後

【主な SNS の登録時に必要な個人情報】情報元：日本経済新聞社

Twitter FB ミクシィ

名前 〇 ◎ 〇（友人公開）

ユーザー名（ニックネーム） ◎ × ◎

メールアドレス 〇 〇 〇

性別 × 〇 〇（友人公開）

生年月日 × 〇 〇

住所（都道府県名） × × 〇（友人公開）
《◎：必須項目　〇：必要だが非公開可　×：不要　（友人公開）：友人には公開》
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輩
で
あ
れ
ば
名
前
や
写
真
で
判
断
で
き
る
が
、
一
度
も
逢
っ
た
こ
と
の
な
い
名
前
や
顔
立
ち
の
人
に
対
し
、「
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
」
が
働
き
、
検
索
さ
れ
て
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
私
の
友

人
は
東
京
在
住
で
、
私
は
現
在
宮
城
県
に
住
ん
で
い
る
。
友
人
が
宮
城
県
や
福
岡
県
出
身
者
の
人
と
交
互
交
流
が
成
立
す
る

と
同
時
に
、
そ
の
情
報
を
元
に
、
私
の
元
に
、
交
流
案
内
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
私
個
人
と
し
て
は
、
F
B

に
関
し
て
は
あ
る
一
定
の
距
離
を
置
い
て
今
後
も
付
き
合
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

■
S
N
S
を
使
っ
た
消
費
者
ク
レ
ー
ム

F
B
を
含
め
て
S
N
S
媒
体
で
は
、
広
告
収
入
で
サ
イ
ト
を
維
持
し
て
い
る
と
い
え
る
。
画
面
の
あ
ち
こ
ち
に
広
告
が

表
示
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
が
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
が
分
析
さ
れ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

く
る
。
有
効
な
販
売
促
進
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
段
と
い
え
る
。
中
に
は
悪
質
な
業
者
に
よ
る
広
告
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
被
害
が
多
い
の
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
関
係
の
広
告
が
多
い
よ
う
だ
。
サ
ン
プ
ル
購
入
で
す
と
い
っ
て

初
回
だ
け
安
い
価
格
で
案
内
し
、
細
か
い
規
約
の
中
に
目
立
た
な
い
よ
う
に
、
一
定
期
間
後
に
は
、
定
期
購
入
に
移
行
す
る

と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
初
回
は
千
円
以
下
の
商
品
が
、
二
ヵ
月
後
程
立
つ
と
、
商
品
請
求
額
が
数
万
円
の
書
類

が
送
ら
れ
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
慌
て
て
送
金
を
し
て
し
ま
う
と
会
社
と
の
連
絡
が
取
れ
ず
、
泣
き
寝
入
り
せ
ざ
る
え
な

い
事
件
も
発
生
し
て
い
る
。

S
N
S
に
登
録
し
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
嗜
好
、
ユ
ー
ザ
ー
の
投
稿
内
容
等
の
情
報
か
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
ま
れ

て
し
ま
う
。「
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
」
を
利
用
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
似
た
よ
う
な
商
法
被
害
が
今
後
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も
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
高
齢
者
は
狙
わ
れ
易
い
の
で
注
意
が
必
要
と
な
る
。

■
S
N
S
を
使
っ
た
企
業
ク
レ
ー
ム

企
業
ク
レ
ー
ム
で
話
題
と
な
っ
た
の
は
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
「
丸
亀
製
麺
」
と
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
「
し
ま
む
ら
」
で
起

き
た
事
件
の
二
つ
だ
ろ
う
。
二
〇
一
三
年
四
月
、
う
ど
ん
チ
ャ
ー
ン
店
「
丸
亀
製
麺
」
の
‘
ざ
る
う
ど
ん
’
を
食
べ
た
客

が
竹
製
の
笊
に
カ
ビ
が
生
え
て
い
る
と
F
B
に
写
真
付
き
で
投
稿
し
た
。
会
社
側
は
事
実
を
認
め
、謝
罪
文
を
掲
載
し
た
。

そ
の
後
、
衛
生
面
に
考
慮
し
、
笊
を
竹
製
か
ら
、
樹
脂
製
に
変
更
し
、
そ
の
商
品
の
販
売
を
再
開
し
た
。

も
う
一
つ
は
大
手
衣
料
品
メ
ー
カ
ー
の
「
し
ま
む
ら
」
二
〇
一
三
年
一
〇
月
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
店
員
に
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト

に
穴
が
開
い
て
い
た
と
主
婦
が
ク
レ
ー
ム
を
付
け
、
店
員
の
二
人
に
土
下
座
さ
せ
謝
ら
せ
た
写
真
をT

w
itter

上
に
載
せ
、

自
宅
ま
で
謝
り
来
い
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
主
婦
は
強
要
罪
で
逮
捕
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
企
業
は
全
従
業
員
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
書
き
込
み
や
投
稿
を

し
て
は
い
け
な
い
か
を
具
体
例
を
示
し
、
基
本
ル
ー
ル
と
し
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
の
配
布
を
実
施
す
る
と
よ
い
。
ま
た
、
具

体
的
な
禁
止
事
項
（
書
き
込
ん
で
は
い
け
な
い
こ
と
）
を
全
従
業
員
に
周
知
・
徹
底
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

①
機
密
情
報
の
漏
洩

・
自
社
の
未
公
開
情
報
、
自
社
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
機
密
情
報
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②
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

・
顧
客
・
取
引
先
企
業
、
同
僚
・
上
司
等
の
名
前
・
年
齢
・
性
別
・
居
住
地
の
情
報

③
知
的
財
産
権
の
侵
害

・
他
社
商
品
・
商
標
等
を
勝
手
に
利
用
し
た
書
き
込
み

④
名
誉
棄
損

・
個
人
や
企
業
へ
の
誹
謗
・
中
傷
、
顧
客
へ
の
悪
口

・
根
拠
の
な
い
事
実
無
根
の
他
人
へ
の
批
判
・
不
適
切
な
行
為
・
悪
戯

⑤
機
微
な
個
人
情
報

・
思
想
・
信
条
、
宗
教
、
人
種
、
民
族
、
身
体
・
精
神
障
害
、
犯
罪
・
事
故
情
報

⑥
な
り
す
ま
し
、
や
ら
せ
行
為

・
自
社
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
絶
賛
す
る
よ
う
な
書
き
込
み

従
業
員
は
企
業
人
（
公
人
）
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
多
く
の
人
、
世
界
中
の
人
が
見
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
自
覚
し
行
動
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
の
炎
上
を
防
止
す
る
た
め
に
企
業
は
、個
人
の
ネ
ッ

ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
教
育
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、個
人
情
報
保
護
、特
許
・

商
標
、
公
序
良
俗
、
上
記
に
掲
げ
た
①
～
⑥
の
禁
止
事
項
は
総
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
遵
法
）
と
密
接
に
関
連
し
て
い

る
。
企
業
は
派
遣
・
業
務
委
託
社
員
や
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
の
一
人
一
人
に
到
る
ま
で
、
遵
法
精
神
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
求
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め
ら
れ
て
お
り
、
従
業
員
は
、
禁
止
事
項
を
順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ネ
ッ
ト
炎
上
を
起
さ
な
い
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
を
使
う
上
で
の
常
識
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
他
人
に
不
快
感
を
与
え
る
よ
う

な
書
き
込
み
は
絶
対
に
避
け
る
こ
と
、
世
間
一
般
的
に
マ
ナ
ー
違
反
と
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
や
、
後
か
ら
批
判
を
招
く
恐
れ

が
有
る
の
で
自
慢
な
ど
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
S
N
S
社
会
と
な
っ
た
現
在
、
個
人
の
責
任
と
モ
ラ
ル
に
お
い

て
、
自
覚
、
自
粛
、
自
制
を
各
自
が
持
っ
て
遵
法
意
識
の
高
い
行
動
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

二
ー
二　

企
業
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と

顧
客
と
の
関
係
強
化
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
は
ず
の
S
N
S
も
、
一
歩
間
違
え
る
と
正
し
く
活
用
し
な
い
と
顧
客
の
お

か
げ
で
信
頼
も
台
無
し
と
な
る
。

企
業
と
し
て
は
、従
業
員（
派
遣
・
業
務
委
託
を
含
む
）全
員
に
S
N
S
に
関
す
る
利
用
ル
ー
ル
、規
範（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

を
設
け
て
周
知
・
徹
底
を
図
る
と
同
時
に
、
こ
の
二
つ
の
事
例
を
他
山
の
石
と
し
、
常
日
頃
か
ら
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
最
悪
の
事
態
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
人
が
書
き
込
み
を
す
る
か
と
い
う
と
、
社
内
の
場
合
は
、
正
社
員
以
外
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
、
入
社

内
定
者
、
新
入
社
員
が
多
い
よ
う
だ
。
社
外
の
場
合
は
、
ク
レ
ー
マ
ー
、
投
稿
マ
ニ
ア
か
ら
の
書
き
込
み
、
投
稿
が
多
い
。

そ
し
て
、
従
業
員
の
不
適
切
な
発
言
は
、
社
員
教
育
の
不
備
、
社
員
の
質
が
疑
わ
れ
る
結
果
を
招
き
、
特
に
社
員
で
な
け
れ

ば
知
り
え
な
い
業
務
上
の
情
報
漏
洩
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
は
、
批
判
の
度
合
が
高
い
と
言
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
社
の
S
N
S
の
リ
ス
ク
特
性
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
仕
組
み
と
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し
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
S
N
S
の
リ
ス
ク
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
。

①
各
企
業
は
、
そ
の
事
業
特
性
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
存
在
し
う
る
の
か
を
、
ま
ず
洗
い
出
し
て
み
る
。

②
次
に
そ
れ
を
分
析
す
る
。
社
内
で
も
特
に
労
働
環
境
が
悪
い
部
署
で
の
発
生
が
多
い
等
、
自
社
リ
ス
ク
の
傾
向
を
把
握
す

る
。

③
そ
の
傾
向
に
沿
っ
て
、
平
時
と
緊
急
時
で
の
対
応
の
仕
組
み
を
作
る
。
担
当
部
署
、
相
談
窓
口
、
責
任
者
等
を
決
め
、
体

制
を
構
築
す
る
。

④
そ
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
社
員
に
周
知
・
徹
底
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

単
に
、
S
N
S
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
総
合
的
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
も
同
時

に
仕
組
み
と
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
新
入
社
員
教
育
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
・
業
務
委
託
社
員
へ
の
教
育
も
徹
底

し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
学
生
時
代
か
ら
既
に
S
N
S
を
使
い
こ
な
し
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
社
会
に
入
っ
て
か
ら
の
数
年
間
は
そ
の
結
び
つ
き
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

企
業
人
と
し
て
の
自
覚
が
確
立
し
て
い
な
い
た
め
に
、
つ
い
学
生
時
代
の
感
覚
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、
抵
抗
な
く
ネ
ッ
ト
へ
の

投
稿
・
書
き
込
み
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。裏
を
返
せ
ば
私
生
活
に
S
N
S
が
完
全
に
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

炎
上
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
前
、
入
社
直
後
迄
に
教
育
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
S
N
S
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
誓
約
書
を
全
社
員
と
締
結
す
る
と
共
に
、
ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底
を
図
る
こ
と
。

そ
し
て
企
業
は
、災
害
時
の
情
報
発
信
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、日
頃
よ
り
訓
練
を
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
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企
業
に
て
公
式
S
N
S
を
開
設
・
運
営
す
る
場
合
に
は
、
サ
イ
ト
運
営
の
目
的
、
役
割
・
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、
サ
イ

ト
担
当
者
が
発
言
す
る
内
容
に
基
準
（
公
開
範
囲
）
を
定
め
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
基
準
も
予
め
し
っ
か
り
と
決
め
て
お
く

こ
と
で
あ
る
。

二
ー
三　

政
府
・
自
治
体
に
望
む
こ
と

私
は
宮
城
県
民
と
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
今
回
の
大
震
災
で
果
た
し
た
S
N
S
の
役
割
は
、
大
変
大
き
か
っ
た
と

評
価
し
て
い
る
。
大
規
模
災
害
時
、
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
は
、
通
信
回
線
が
パ
ン
ク
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
に
、
予
め
通

話
が
規
制
さ
れ
た
た
め
に
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
安
否
確
認
や
救
命
救
助
連
絡
の
役
割
を
果
た
し
た

の
が
S
N
S
だ
っ
た
。
ま
た
、
災
害
時
に
生
活
の
上
で
必
要
な
物
を
支
援
し
て
欲
し
い
と
思
う
被
災
者
側
と
、
被
災
者
を

支
援
し
た
い
と
願
う
支
援
側
と
の
双
方
の
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
も
S
N
S
で
あ
っ
た
。

特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
は
、
受
け
入
れ
側
の
要
望
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
用
し

て
伝
え
ら
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
は
、
現
地
の
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
行
く
前
に
S
N
S
か
ら
情
報
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
メ
ニ
ュ
ー
等
）
を
得
て
、
避
難
所
の
運
営
支
援
、
炊
き
出
し
、
壁
新
聞
の
作
成
・
張
り
出
し
、
行
方
不
明
者

の
張
り
出
し
、救
援
物
資
の
輸
送
・
配
布
、泥
や
瓦
礫
撤
去
、流
出
写
真
の
洗
浄
等
の
各
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
各
自
治
体
で
は
平
時
よ
り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
す
る
と
共
に
、
大
災
害
時
に
役
立
つ
S
N
S
を
利
用
・
運
営
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
そ
し
て
活
用
で
き

る
人
材
を
育
成
・
訓
練
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
是
非
と
も
前
向
き
に
検
討
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
ハ
ー
ド
面
ば
か
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り
で
は
で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
面
も
充
実
さ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

S
N
S
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
形
成
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
。
多
く
の
人
が
参
加
し
、
相
互

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
同
じ
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
る
。
大
切
な
の

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
の
仕
方
と
、
ネ
ッ
ト
特
性
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
よ
り
も

早
く
ネ
ッ
ト
社
会
に
な
っ
た
米
国
で
は
、
ネ
ッ
ト
の
特
性
を
理
解
し
、
使
い
こ
な
す
た
め
の
社
会
教
育
の
講
座
が
大
学
な
ど

に
設
け
ら
れ
、
多
く
の
人
が
受
講
し
て
い
る
と
い
う
。

昨
今
の
ス
マ
ホ
の
普
及
は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
る
。
大
手
三
社
三
つ
巴
の
販
売
合
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ラ

イ
ン
に
よ
る
い
じ
め
や
自
殺
、
不
用
意
な
投
稿
や
書
き
込
み
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
誘
拐
・
殺
人
事
件
や
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
が
後
を
絶
た
な
い
。

各
個
人
が
節
度
と
モ
ラ
ル
を
持
ち
、
一
定
の
距
離
を
置
い
て
S
N
S
に
接
し
て
い
く
必
要
か
あ
る
と
同
時
に
、
我
が
国

に
お
い
て
も
企
業
人
は
も
と
よ
り
、
特
に
中
高
生
や
、
高
齢
者
へ
の
ネ
ッ
ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
十
分
に
お
こ
な
っ
て
い

く
こ
と
が
急
務
と
い
え
る
。

私
の
提
案
は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
そ
れ
ら
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ
を
完
全
に
理
解
し
て
い
る
人
は
殆
ど

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
販
売
側
は
、
使
用
者
側
（
特
に
中
・
高
校
生
）
に
対
し
、
も
っ
と
正
し
い
ス
マ
ホ
や
ネ
ッ
ト
端
末
の
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使
い
方
、
S
N
S
社
会
と
は
何
か
、
ス
マ
ホ
や
ネ
ッ
ト
端
末
の
禁
止
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
等
、
S
N
S
の
利
用
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
体
、
教
育
委
員
会
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
主
導
的
に
取
り
な
が
ら
、
学
校
に
出
向
き
生
徒
や
、
先
生
に
対
す
る

研
修
・
講
演
の
場
を
設
け
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ネ
ッ
ト
を
正
し
く
理
解
し
、
学
生
時
代
を
通
し
て
、
ま
た
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
安
心
・

安
全
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
理
解
と
知
識
を
広
め
て
も
ら
い
た
い
。
販
売
大
手
三
社
は
、
各
市
町
村
に
お
い
て
教
育
ま

た
は
講
演
を
行
う
た
め
の
実
施
計
画
を
、
各
自
治
体
や
教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

S
N
S
を
利
用
し
た
、
い
じ
め
や
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
S
N
S
利
用
に
関
す
る
教
育
・
講
演
を
社
会
教
育

の
必
須
項
目
と
定
め
、
実
施
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
被
害
を
受
け
や
す
い
高
齢
者
向
け
の
対
策
と
し
て
は
、
今
般
、
法
改
正
さ
れ
た
悪
質
商
法
の
被
害
か
ら
高
齢
者
を

守
る
「
改
正
消
費
者
安
全
法
」
の
実
効
性
に
期
待
を
し
た
い
。
今
後
の
急
速
な
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
S
N
S
を
媒
体
と
し

た
犯
罪
も
急
増
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
地
域
で
配
慮
を
要
す
る
消
費
者
弱
者
を
見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い

て
も
政
府
・
自
治
体
に
お
い
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

最
後
に
企
業
に
お
い
て
は
、
S
N
S
取
扱
い
の
規
定
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
制
定
と
、
S
N
S
利
用
の
注
意
点
・
禁
止

事
項
を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
遵
法
）
教
育
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
み
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
を
活
用
し
た
社
員

研
修
の
場
に
て
、
実
施
・
展
開
を
お
願
い
し
た
い
。
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ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
撲
滅
へ
の
取
組
に
つ
い
て

無
職 石

田　

勝
啓
（
71
） 

は
じ
め
に

我
国
で
の
近
年
急
増
し
て
来
た
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
に
よ
る
深
刻
な
被
害
は
、
こ
れ
か
ら
の
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す

事
を
目
指
す
に
は
、
非
常
な
脅
威
と
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

警
察
庁
に
よ
り
ま
す
と
、「
平
成
二
五
年
だ
け
で
も
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
不
正
送
金
に
よ
る
被
害
は
、
過
去
最
大
の
一
、
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三
一
五
件
、
被
害
総
額
は
約
一
四
億
円
で
、
こ
れ
は
前
年
比
の
二
九
倍
に
上
る
。
今
回
、
被
害
が
確
認
さ
れ
た
約
二
五
〇
件

は
詐
欺
被
害
全
体
の
約
二
割
に
あ
た
る
。
警
視
庁
幹
部
は
、
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
を
超
え
る
日
も
遠
く
な
い
と
焦
燥
感
を

募
ら
せ
て
い
る
。」と
し
て
い
ま
す（

注
１
）。 

警
察
庁
を
始
め
関
係
諸
機
関
の
予
防
対
策
へ
の
懸
命
の
ご
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、

状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
原
因
は
、
主
に
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
側
、
広
告
主
、
金
融
機
関
や
利
用
者
側
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
は
有
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
総
合
的
な
連
携
理
解
の
上
に
立
っ
た
各
分
野
の
果
す
べ
き
役
割
の
詳
細

な
明
確
化
が
不
十
分
で
あ
る
事
や
、
海
外
か
ら
の
攻
撃
に
は
捜
査
が
及
び
難
い
等
の
事
情
が
あ
る
為
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

れ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
の
発
生
原
因
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
そ
の
仕
組
み
を
利
用
す
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
脆
弱
性
等
に
起
因

し
、
そ
れ
ら
に
付
け
込
ん
だ
悪
意
を
持
っ
た
攻
撃
者
か
ら
の
様
々
の
巧
妙
な
悪
用
の
結
果
に
有
り
ま
す
。
多
発
す
る
ネ
ッ
ト

金
融
詐
欺
の
撲
滅
は
、
鋭
意
率
先
し
て
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
緊
急
課
題
で
あ
り
、
私
は
こ
れ
ら
が
人
災
で
有
る
限
り
必
ず
撲

滅
し
被
害
を
大
幅
に
激
減
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
撲
滅
に
は
、
攻
撃
者
の
魔
の
手
か
ら
利
用
者
が
餌

食
と
な
る
機
会
を
可
能
な
限
り
低
減
さ
せ
る
事
で
、
攻
撃
者
の
攻
撃
意
欲
を
削
い
で
し
ま
う
事
に
有
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
金
融

詐
欺
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
へ
の
根
源
的
理
解
に
基
づ
け
ば
、
見
え
て
く
る
総
合
的
な
解
決
策
と
個
々
の
分
野
の

果
た
す
べ
き
役
割
が
詳
細
に
明
確
に
な
る
筈
で
す
。

こ
こ
に
私
の
ド
メ
イ
ン
名
の
重
要
性
の
根
源
に
基
づ
い
た
総
合
的
な
解
決
策
と
、
各
専
門
分
野
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
明

確
化
、
及
び
そ
れ
ら
を
安
全
に
遂
行
で
き
る
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
に
よ
る
広
告
と
日
常
生
活
へ
の
有
効
活
用
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
提
案
致
し
ま
す
。
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（
注
1
）　�https://w

w
w
.npa.go.jp/cyber/　

https://w
w
w
.antiphishing.jp/report/guideline/internetbanking_

guideline.htm
l

一　

ネ
ッ
ト
利
用
者
が
先
ず
認
識
す
べ
き
こ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
と
そ
の
発
展
的
な
利
用
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
と
は
、
も
と
も
と
数
多
く
の
人
々
に
広
く
利
便
性

を
提
供
す
る
と
い
う
趣
旨
の
性
善
説
に
基
づ
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
～
で
検
索
」
と
言
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索

窓
に
入
力
す
る
形
式
の
「
検
索
エ
ン
ジ
ン
」
の
利
用
は
、
広
く
目
的
と
す
る
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
、
中
に
は
悪
意
の
あ

る
攻
撃
者
に
よ
っ
て
仕
掛
け
ら
れ
た
多
く
の
偽
情
報
や
偽
サ
イ
ト
を
も
容
易
に
取
り
込
ん
で
し
ま
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中

に
は
想
定
外
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
大
手
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
提
供
側
は
、
検
索
量
の
多
さ
も
市

場
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
膨
大
な
情
報
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
も
綿
密
に
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
訳
で
は
無
く
、
も
し
そ
う
す
れ
ば
膨
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
り
提
供
が
難
し
く
な
っ
て
来
ま
す
。
悪
意
の
あ
る
偽
サ
イ
ト

や
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
ウ
イ
ル
ス
と
記
述
す
る
）
を
パ
ソ
コ
ン
や
サ
ー
バ
ー
等
に
取
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
直

接
的
な
責
任
は
、
提
供
者
側
、
広
告
主
側
、
金
融
機
関
側
、
利
用
者
側
に
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
側
以
外
が
抜
本
的
か
つ
具

体
的
な
予
防
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
利
用
者
側
に
基
礎
的
知
識
の
欠
如
と
油
断
が
有
れ
ば
容
易
に
取
り
込
ま
れ

て
し
ま
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。　
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［
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
注
目
す
べ
き
基
本
的
な
注
意
点 

］

ネ
ッ
ト
利
用
者
に
と
っ
て
、
一
般
的
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
基
本
的
な
注
意
点
が
三
点
あ
り
ま
す
。　

㈠
　
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
や
広
告
バ
ナ
ー
等
か
ら
の
知
ら
な
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
以
下
サ
イ
ト
と
記
述
す
る
）
へ
の

ア
ク
セ
ス
。

㈡　

メ
ー
ル
に
表
示
さ
れ
て
い
る
U
R
L
（
注
２
）

の
ク
リ
ッ
ク
（
特
に
H
T
M
L
形
式
の
メ
ー
ル
な
ど
）。

㈢　

見
知
ら
ぬ
人
か
ら
の
メ
ー
ル
や
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
開
く
。

し
か
し
な
が
ら
、
利
用
者
が
こ
れ
ら
の
事
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
実
行
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
そ
の
も
の
が

著
し
く
阻
害
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
注
意
点
は
、
危
険
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
実
行

す
る
な 

と
言
う
事
で
あ
っ
て
、
現
在
の
使
用
環
境
で
あ
る
程
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
為
に
は
、
利
便
性
が
阻
害

さ
れ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
と
言
う
事
で
し
ょ
う
。

し
か
し
も
し
も
安
全
性
が
向
上
で
き
る
方
法
が
有
っ
て
、
簡
単
に
安
全
確
認
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
注
意
事
項
も
実
行
で
き

る
よ
う
に
な
る
筈
の
も
の
と
考
え
ま
す
。

［
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
が
無
効
な
攻
撃
も
あ
る
］

一
般
的
に
は
利
用
者
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
特
に
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
積
極
的
に
利
用
す
れ
ば
す
る
程
、
当
然
そ
の
脆
弱

性
を
利
用
し
て
仕
掛
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
サ
イ
ト
に
嵌
め
ら
れ
た
り
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
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る
リ
ス
ク
は
増
大
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
な
ど
を
提
供
す
る
多
く
の
ソ
フ
ト
ベ
ン
ダ
ー
も
、
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
攻
撃
に
対
応
し
た
商
品
開
発
と
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
市
販
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は
、
新
商
品
が

販
売
さ
れ
広
く
行
き
渡
る
よ
う
に
な
る
の
と
同
時
に
悪
意
の
あ
る
攻
撃
者
に
も
出
回
り
、
彼
ら
も
常
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
通

過
す
る
た
め
の
開
発
研
究
を
し
て
い
て
、
隙
が
有
れ
ば
虎
視
眈
眈
と
攻
撃
の
機
会
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
等
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
を
補
強
す
る
為
へ
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
そ
の
更
新

は
不
可
欠
で
す
が
万
能
で
は
無
く
、
対
応
が
無
力
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
の
金
融
決
済
の
際

に
、
専
ら
利
用
者
の
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
や
暗
証
番
号
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
の
重
要
な
本
人
認
証
情
報
を
、
正

規
や
公
式
サ
イ
ト
の
画
面
と
そ
っ
く
り
の
偽
画
面
を
提
示
し
て
入
力
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
窃
取
し
て
し
ま
う
単
純
な
攻
撃

で
、
ウ
イ
ル
ス
に
依
存
し
な
い
も
の
や
簡
単
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
通
過
し
て
し
ま
う
程
度
の
増
加
傾
向
に
あ
る
不
正
プ
ロ
グ

ラ
ム

（
注
３
）、

一
部
の
単
純
形
式
のD

D
oS

攻
撃

（
注
４
）、

そ
し
て
全
く
新
し
い
形
式
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
で
す
。
一
般
的
な

利
用
者
の
認
識
で
は
、
利
用
者
側
の
パ
ソ
コ
ン
に
金
融
機
関
等
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
最
良
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
入
れ

て
更
新
さ
え
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
何
も
か
も
安
全
だ
と
の
誤
解
が
多
い
の
で
す
。　

［
本
人
認
証
情
報
の
入
力
前
に
必
要
な
確
認
］

こ
の
よ
う
な
攻
撃
に
利
用
者
が
対
処
す
べ
き
最
低
限
必
要
な
事
は
、
後
の
［
利
用
者
の
確
認
責
任
］
の
中
で
も
述
べ
て
い

ま
す
が
、
本
人
認
証
入
力
画
面
の
外
見
が
正
規
や
公
式
の 

U
R
L
の
サ
イ
ト
と
全
く
同
一
で
あ
っ
て
も
、
本
人
認
証
情
報

を
入
力
す
る
前
に
画
面
の
左
端
上
の
U
R
L
ア
ド
レ
ス
窓
で
の
U
R
L
や
ド
メ
イ
ン
名

（
注
５
）

が
、
正
規
や
公
式
の
も
の 
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と
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
が
不
可
欠
で
す
。
利
用
者
の
安
全
の
為
に
は
、
こ
の
よ
う
な
予
備
知
識
が
利
用
者
側
に

事
前
に
必
要
で
あ
っ
て
、
利
用
者
が
ウ
イ
ル
ス
の
無
い
フ
イ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
の
入
力
画
面
と
は
知
ら
ず
に
、
入
力
し
た
個

人
情
報
を
他
人
に
知
ら
れ
て
金
銭
を
窃
取
さ
れ
て
し
ま
う
事
も
有
り
得
る
の
で
す
。

（
注
２
）�http://ja.w

ikipedia.org/w
iki/U

niform
_R
esource_Locator

（
注
３
）�http://w

w
w
.ipa.go.jp/security/txt/2

0
1
4
/q1

outline.htm
l

（
注
４
）�http://ja.w

ikipedia.org/w
iki/D

oS
%
E6

%
9
4
%
B
B
%
E6

%
9
2
%
8
3

（
注
５
）�https://w

w
w
.nic.ad.jp/ja/dom

/system
.htm

l

二　

ネ
ッ
ト
広
告
等
の
脆
弱
性
を
悪
用
し
た
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
に
起
因
す
る
ネ
ッ
ト
広
告
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
や
そ
の
利
便
性
も
脆
弱
性
も
そ
の
ま
ま
引
き
継

い
で
い
る
検
索
連
動
型
広
告

（
注
６
）

で
の
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
の
被
害
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

検
索
エ
ン
ジ
ン
や
検
索
連
動
型
広
告
の
脆
弱
性
に
つ
い
て
は
、
海
外
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
提
供
す
る
多
く
の
ソ
フ

ト
ベ
ン
ダ
ー
や
、
国
内
で
も
I
P
A
独
立
行
政
法
人
で
あ
る　

情
報
処
理
推
進
機
構
（https://w

w
w

.ipa.go.jp/

）
等
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
専
門
機
関
で
も
、
認
識
さ
れ
て
来
て
い
ま
す
。
既
に
、
I
T
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
専
業
ベ
ン
ダ
ー
と
し
て
は

世
界
一
の
規
模
の
マ
カ
フ
ィ
ー
社
は
「
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
安
全
性
に
関
す
る
調
査
報
告
」
で
「
検
索
結
果
の
四
％
は
危
険
サ

イ
ト
」
と
二
〇
〇
七
年
六
月
か
ら
警
告
し
て
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
検
索
連
動
型
広
告
に
つ
い
て
は
、「
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
キ
ー
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ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
上
位
に
現
れ
る
サ
イ
ト
の
危
険
度
を
調
査
し
た
ら
、
広
告
と
し
て
表
示
さ
れ
る
サ
イ
ト
は
、
そ
う
で
な

い
サ
イ
ト
の
二
・
四
倍
も
危
険
率
が
高
い
」
と
し
、「
悪
人
が
検
索
連
動
型
広
告
を
使
っ
て
被
害
者
を
お
び
き
寄
せ
て
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
を
感
染
さ
せ
た
り
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
不
当
な
押
し
売
り
な
ど
を
し
て
い
る
こ
と
が
数
字
で
裏
付
け

ら
れ
た
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
提
供
会
社
は
広
告
に
よ
り
利
益
を
得
て
い
る
の
で
、
広
告
の
チ
ェ
ッ
ク
が
甘
く
な
り
が
ち
だ
」

と
該
社
は
指
摘
し
て
来
て
い
ま
す
。

こ
の
数
値
は
求
め
る
サ
イ
ト
に
到
達
す
る
為
に
、
画
面
左
端
上
の
U
R
L
ア
ド
レ
ス
バ
ー
に
U
R
L
や
ド
メ
イ
ン
名
の

入
力
の
方
が
尊
重
さ
れ
て
利
用
頻
度
が
高
い
米
国
で
の
調
査
結
果
で
あ
っ
て
、
日
本
の
よ
う
に
殆
ど
ネ
ッ
ト
広
告
、
検
索
エ

ン
ジ
ン
や
検
索
連
動
型
広
告
の
使
用
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
は
、
実
際
は
も
っ
と
数
値
が
多
い
筈
で
す

（
注
７
）。 

最
近
の
被
害
例
で
は
、yahoo
の
検
索
連
動
型
広
告
に
京
都
銀
行
（
本
店
・
京
都
市
）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

の
取
引
画
面
を
装
っ
た
、
偽
検
索
連
動
型
広
告
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
が
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
に
利
用
者
が
ア
ク
セ
ス
し
て

騙
さ
れ
、
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
や
暗
証
番
号
等
が
盗
ま
れ
て
不
正
送
金
に
よ
り
金
銭
が
窃
取
さ
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

（
注
８
）

ま
た
こ
れ
に
類
似
の
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
例
も
あ
り
、
広
告
主
の
正
規
や
公
式
の
サ
イ
ト
を
、
悪
意
の
あ
る
攻
撃
者
が

そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
て
外
見
上
は
全
く
そ
っ
く
り
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
を
簡
単
に
作
成
し
同
時
に
検
索
エ
ン
ジ
ン
最
適

化
対
策
の
情
報
も
コ
ピ
ー
し
て
ネ
ッ
ト
に
仕
掛
け
、
利
用
者
が
、
事
業
主
が
広
告
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
、

正
規
や
公
式
の
サ
イ
ト
と
同
様
に
そ
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
を
検
索
結
果
の
上
位
に
紛
れ
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。
検
索
結

果
に
出
て
く
る
複
数
の
サ
イ
ト
の
中
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
広
告
主
の
正
規
や
公
式
の
U
R
L
や
ド
メ
イ
ン
名
が
利
用
者
に

提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
出
所
不
明
な
も
の
の
中
に
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
。
さ
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ら
に
ネ
ッ
ト
広
告
の
顧
客
誘
導
に
よ
る
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
で
、ド
ラ
イ
ブ
バ
イ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

（
注
９
）

と
言
わ
れ
、例
え
ば
「
パ

ソ
コ
ン
の
性
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
書
か
れ
た
偽
り
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
を
買
わ
せ
る
広
告
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
名
古
屋
銀
行

（
注
10
）

や
、w

ebm
oney

（
注
11
）

等
の
ネ
ッ
ト
詐
欺
事
件
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も

利
用
者
が
出
所
確
認
を
怠
っ
た
サ
イ
ト
が
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
や
偽
サ
イ
ト
で
あ
り
、
こ
れ
に
嵌
っ
て
被
害
に
遭
う
リ
ス

ク
は
、
広
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

（
注
６)　

��http://ja.w
ikipedia.org/w

iki/%
E6

%
A
4
%
9
C
%
E7

%
B
4
%
A
2
%
E9

%
8
0
%
A
3
%
E5

%
8
B
%
9
5
%
E5

%
9
E%

8
B
%
E5

%
B
A
%
8
3
%
E5

%
9
1
%
8
A

（
注
７)�　

��http://w
w
w
.nikkeibp.co.jp/style/biz/skillup/spam

/0
7
0
6
1
8
_5
0
th/�

http://w
w
w
.m
cafee.com

/japan/about/prelease/pr_0
7
a.asp?pr=

0
7
/0
6
/0
5
-1

（
注
８)　

�http://w
w
w
.asahi.com

/articles/A
S
G
2
P
6
F5

JG
2
P
U
LFA

0
3
5
.htm

l

（
注
９
）　�http://ja.w

ikipedia.org/w
iki/%

E3
%
8
3
%
8
9
%
E3

%
8
3
%
A
9
%
E3

%
8
2
%
A
4
%
E3

%
8
3
%
9
6
%
E3

%
8

3
%
9
0
%
E3

%
8
2
%
A
4
%
E3

%
8
3
%
8
0
%
E3

%
8
2
%
A
6
%
E3

%
8
3
%
B
3
%
E3

%
8
3
%
A
D
%
E3

%
8
3
%
B
C

%
E3

%
8
3
%
8
9

（
注
10
）　�http://blog.livedoor.jp/antitheft/archives/1

7
6
1
3
1
1
.htm

l

（
注
11
）　�http://w
w
w
.nikkei.com

/article/D
G
X
N
A
S
FK

1
4
0
0
U
_U

4
A
7
1
0
C
1
0
0
0
0
0
0
/

三　

ド
メ
イ
ン
名
の
信
頼
性
の
根
拠

任
意
の
ド
メ
イ
ン
名
が
世
界
に
一
つ
し
か
無
い
事
は
、
そ
れ
自
体
が
信
頼
性
の
根
拠
と
な
り
得
ま
す
。
特
に
日
本
発
の
ド
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メ
イ
ン
名
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ド
メ
イ
ン

（
注
12
）

で
、
例
え
ば
「.jp

」、「.co.jp

」、「.ne.jp

」
等
の
信
頼
性
は
、
高
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。W

hois

検
索
に
よ
っ
て
、
登
録
者
或
い
は
こ
れ
を
管
理
す
る
レ
ジ
ス
ト
ラ
が
確
認
で
き
る
事
で
出
所
が
明
確
と

な
り
、
ド
メ
イ
ン
名
を
U
R
L
ア
ド
レ
ス
窓
に
入
力
す
る
事
に
よ
っ
て
出
て
く
る
サ
イ
ト
は
、
登
録
者
か
登
録
者
の
代
行

者
が
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
る
限
り
、
出
所
が
明
確
と
な
る
の
で
信
頼
性
の
根
拠
と
な
り
得
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
万
が
一
、

サ
イ
ト
に
不
正
行
為
が
有
っ
て
被
害
が
発
生
す
れ
ば
責
任
が
糾
弾
さ
れ
て
、
た
と
え
ド
メ
イ
ン
名
の
削
除
や
サ
イ
ト
の
閉
鎖

後
で
あ
っ
て
も
、
不
正
な
サ
イ
ト
が
存
在
し
て
い
た
履
歴
を
基
に
被
害
者
等
か
ら
登
録
者
に
対
し
て
、
責
任
の
追
及
や
損
害

賠
償
の
請
求
等
が
発
生
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
損
害
が
大
き
け
れ
ば
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
糾
弾
さ
れ
て
二
度

と
信
用
の
傷
が
つ
い
た
同
一
の
ド
メ
イ
ン
名
を
使
用
す
る
事
が
出
来
な
く
な
る
恐
れ
も
生
じ
ま
す
。
特
に
日
本
発
の
ド
メ
イ

ン
名
は
、
出
所
が
明
確
な
為
不
正
行
為
が
行
わ
れ
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
正
規
や
公
式
の
も
の
で
、
サ
イ
ト
内
リ
ン
ク
ペ
ー
ジ
で
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
U
R
L
や
ド
メ

イ
ン
名
の
最
後
に/

で
区
切
っ
た
後
の
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
だ
け
の
追
加
や
変
わ
る
も
の
は
信
頼
で
き
ま
す
。

し
か
し
外
部
リ
ン
ク
サ
イ
ト
で
U
R
L
が
全
く
変
わ
り
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ド
メ
イ
ン
が
、「.com

」「.net

」
等
は
、
海

外
か
ら
の
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

（
注
12
）　�http://ja.w

ikipedia.org/w
iki/%

E3
%
8
3
%
8
8
%
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%
8
3
%
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3
%
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%
9
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%
8
3
%
A
C
%
E3

%
8
3
%

9
9
%
E3

%
8
3
%
A
B
%
E3

%
8
3
%
8
9
%
E3

%
8
3
%
A
1
%
E3

%
8
2
%
A
4
%
E3

%
8
3
%
B
3
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四　

ネ
ッ
ト
広
告
の
脆
弱
性
補
完
に
よ
る
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
低
減

ネ
ッ
ト
広
告
や
検
索
連
動
型
広
告
等
の
脆
弱
性
を
悪
用
し
た
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
の
被
害
を
撲
滅
し
安
全
を
確
保
し
て
ゆ
く

為
に
は
、
次
の
五
つ
の
各
専
門
分
野
の
個
々
の
責
任
に
於
い
て
、
以
下
の
様
な
果
た
す
べ
き
役
割
が
不
可
欠
で
す
。
す
な
わ

ち
出
口
と
な
る
ネ
ッ
ト
広
告
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
提
供
者
側
、
広
告
を
依
頼
す
る
広
告
主
側
、
金
融
決
済
を
司
る
金
融
機
関

側
、
入
口
で
の
利
用
者
側
の
各
々
と
、
そ
れ
ら
の
全
体
を
横
断
的
に
包
括
す
る
行
政
側
の
統
合
的
な
支
援
が
必
要
と
な
り
、

各
分
野
で
の
実
践
さ
れ
る
べ
き
役
割
の
周
知
徹
底
、
横
断
的
な
行
政
指
導
や
法
整
備
化
等
が
、
完
璧
に
図
ら
れ
る
事
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。　

［
提
供
者
側
の
確
認
責
任
］

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
提
供
者
側
は
、
広
告
主
が
掲
載
を
希
望
す
る
広
告
サ
イ
ト
の
審
査
の
際
に
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
及
び
金

融
決
済
の
本
人
認
証
入
力
画
面
と
の
両
方
に
於
い
て
、
次
の
内
容
の
事
前
確
認
が
不
可
欠
で
す
。

㈠　

画
面
左
端
上
の
U
R
L
確
認
窓
で
の
U
R
L
や
ド
メ
イ
ン
名
が
、
正
規
や
公
式
の
金
融
機
関
の
も
の
と
一
致
し
て
い

る
事
。

㈡　

本
人
認
証
入
力
画
面
の
U
R
L
が
、https://

で
始
ま
る
S
S
L
暗
号
化
通
信
に
よ
る
認
証
画
面
で
有
る
事
。
ま
た

サ
ー
バ
ー
証
明
書
鍵
マ
ー
ク
は
、
ロ
ッ
ク
状
態
で
ク
リ
ッ
ク
し
て
出
て
く
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
認
証
内
容
が
、
信
頼

で
き
る
認
証
機
関
が
公
に
発
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
事
。
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㈢　

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
型
の
本
人
認
証
入
力
画
面
に
正
規
や
公
式
の
U
R
L
表
示
の
無
い
も
の
。

以
上
の
確
認
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
上
へ
の
掲
載
を
拒
否
す
る
責
任
が
あ
る
。

（
京
都
銀
行
の
よ
う
な
事
件
に
対
す
る
広
告
提
供
者
側
の
責
任
は
、
益
々
増
大
す
る
被
害
を
防
止
す
べ
き
社
会
的
責
任
の

増
大
に
伴
い
、
相
応
に
増
大
し
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
真
偽
確
認
の
チ
ェ
ッ
ク
が
甘
か
っ
た
り
確
認
漏
れ
の
ミ
ス
は

単
に
民
事
責
任
だ
け
で
無
く
重
過
失
責
任
や
、
認
識
し
て
い
た
が
敢
え
て
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
未
必
の
故
意
と
言
う
社
会
的

義
務
不
履
行
の
解
釈
か
ら
、
刑
事
責
任
も
今
後
は
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
得
る
と
考
え
ま
す
。）

［
広
告
主
側
の
周
知
責
任
］

㈠　

テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
顧
客
に
周
知
さ
せ
る
「
広
告
キ
ー
ワ
ー
ド
」
の
掲
載
の
際
に
、
併
せ
て
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
及
び
金
融
決
済
の
本
人
認
証
入
力
画
面
で
の
正
規
や
公
式
の
U
R
L
や
ド
メ
イ
ン
名
を
必
ず
表
記
す
る
。

㈡　

さ
ら
に
注
意
事
項
と
し
て
、「
広
告
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索
結
果
の
サ
イ
ト
か
ら
当
該
の
U
R
L
や
ド
メ
イ
ン
名
の

サ
イ
ト
だ
け
を
選
択
す
る
よ
う
」
併
記
す
る

（
現
在
は
、
単
に
「
広
告
キ
ー
ワ
ー
ド
」
だ
け
の
掲
載
の
も
の
が
多
く
、
極
め
て
危
険
な
状
態
で
す
。）

［
金
融
機
関
側
の
安
全
責
任
］

㈠　

 

預
金
の
利
用
者
宛
て
に
、
U
R
L
の
真
偽
確
認
の
為
に
必
要
な
本
人
認
証
情
報
の
入
力
画
面
の
U
R
L
を
親
展
で
本

人
宛
の
郵
送
に
て
通
知
す
る
。
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勿
論
こ
の
場
合
、
念
の
為
届
い
た
郵
便
物
が
郵
送
元
の
金
融
機
関
の
も
の
に
間
違
い
な
い
か
利
用
者
が
確
認
で
き
る
手
だ
て

が
必
要
で
、
金
融
機
関
し
か
知
り
得
な
い
利
用
者
の
口
座
番
号
等
の
一
部
や
個
人
認
証
情
報
の
一
部
を
表
記
し
て
、
利
用

者
の
確
認
を
得
る
事
は
や
む
を
得
な
い
。

（
こ
の
通
知
に
よ
り
、
利
用
者
が
本
人
認
証
入
力
画
面
の
U
R
L
を
知
る
事
が
で
き
ま
す
。

ま
た
金
融
機
関
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
正
規
や
公
式
の
も
の
で
も
S
S
L
暗
号
化
通
信
で
は
無
い
為
に
、
攻
撃
者
か
ら
正

規
の
本
人
認
証
入
力
画
面
に
そ
っ
く
り
な
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
の
外
部
リ
ン
ク
が
強
制
的
に
貼
付
け
ら
れ
た
場
合
で
の
安

全
確
認
に
も
な
り
ま
す
。）

㈡　

金
融
機
関
が
提
供
す
る
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
更
新
の
際
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
情
報
に
、
ソ
フ
ト
ベ
ン
ダ
ー
ま
た
は

当
該
金
融
機
関
の
正
規
や
公
式
の
U
R
L
を
併
記
す
る
。

（
こ
れ
は
万
が
一
、
偽
サ
イ
ト
画
面
か
ら
の
更
新
情
報
な
ら
ば
危
険
な
為
、
別
に
ソ
フ
ト
ベ
ン
ダ
ー
や
金
融
機
関
の
サ
イ

ト
で
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
情
報
に
つ
い
て
の
真
偽
確
認
が
で
き
る
為
の
も
の
で
す
。）

㈢　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
最
も
不
可
欠
で
、
特
に
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
攻
撃

（
注
13
）

や
S
Q
L
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
攻
撃

（
注

14
）

等
に
も
注
意
し
、
広
告
主
と
も
サ
イ
ト
管
理
を
含
め
密
接
に
連
携
し
て
安
全
対
策
を
万
全
に
す
る
。

［
利
用
者
側
の
遂
行
責
任
］

利
用
者
側
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
及
び
金
融
決
済
の
本
人
認
証
入
力
画
面
と
の
両
方
で
、
安
全
手
続
き
の
補
完
ス
テ
ッ
プ
が

不
可
欠
で
す
。
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㈠　

画
面
左
端
上
の
U
R
L
確
認
窓
で
の
U
R
L
や
ド
メ
イ
ン
名
が
、
正
規
や
公
式
の
金
融
機
関
の
も
の
と
一
致
し
て
い

る
事
。

㈡　

本
人
認
証
入
力
画
面
の
U
R
L
が
、https://

で
始
ま
る
S
S
L
暗
号
化
通
信
に
よ
る
認
証
画
面
で
有
る
事
。
ま
た

サ
ー
バ
ー
証
明
書
鍵
マ
ー
ク
は
、
ロ
ッ
ク
状
態
で
ク
リ
ッ
ク
し
て
出
て
く
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
認
証
内
容
が
、
信
頼

で
き
る
認
証
機
関
が
公
に
発
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
事
。

こ
れ
ら
の
本
人
認
証
入
力
画
面
の
未
確
認
が
重
大
な
結
果
と
な
り
得
る
事
で
、
以
上
の
確
認
が
得
ら
れ
な
い
も
の
は
、
本

人
認
証
情
報
の
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
や
暗
証
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
等
の
入
力
を
絶
対
に
し
な
い
。

（
京
都
銀
行
の
被
害
例
の
場
合
、
正
規
や
公
式
の
U
R
L
や
ド
メ
イ
ン
名
の
基
本
形
が
、

w
w

w
.kyotobank.co.jp/

で
あ
り
、
そ
し
て
さ
ら
に
本
人
認
証
入
力
画
面
で
は
、
金
融
機
関
か
ら
利
用
者
へ
の
提
供
や
、
別
に
正
規
や
公
式
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
U
R
L
で
入
力
画
面
を
立
ち
あ
げ
て
確
認
し
た
正
規
や
公
式
の
U
R
L
の
本
人
認
証
情
報
の
入
力
画
面
が
、

https://w
w

w
.parasol.anser.ne.jp/ib/index.do?PT

=BS&
CCT

0080=0158

で
有
る
事
を
確
認
し
、
入
力
画
面
の
U
R
L
が
こ
れ
と
一
致
し
て
い
る
事
を
確
認
し
ま
す
。）

㈣　

バ
ナ
ー
広
告
等
の
ネ
ッ
ト
広
告
や
リ
ン
ク
サ
イ
ト
で
ク
リ
ッ
ク
す
る
事
に
よ
っ
て
立
上
っ
て
現
れ
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
型

の
本
人
認
証
入
力
画
面
が
あ
り
、
左
上
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
確
認
窓
に
正
規
や
公
式
の
U
R
L
や
ド
メ
イ
ン
名
の
表
示
が
出
な
い
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も
の
は
、
絶
対
に
入
力
し
な
い
。

（
こ
れ
ら
は
悪
意
の
あ
る
攻
撃
者
が
仕
掛
け
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
の
場
合
が
殆
ど
で
、
本
人
認
証
情
報
が
知
ら
れ
る

事
か
ら
金
銭
が
窃
取
さ
れ
ま
す
し
、
個
人
情
報
は
犯
罪
者
間
で
も
広
く
知
れ
渡
る
事
に
も
な
り
非
常
に
危
険
で
す
。）

㈤　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
不
可
欠
で
、
特
に
M
I
T
B
（
マ
ン
イ
ン
ザ
ブ
ラ
ウ
ザ
）
攻
撃

（
注
15
）

は
、
本
人
認
証
情
報
が

攻
撃
者
に
知
ら
れ
て
預
金
や
個
人
情
報
が
窃
取
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
通
常
の
対
策
ソ
フ
ト
に
金
融
機
関
推
奨
ソ
フ
ト
は

最
低
限
必
要
で
あ
る
。

［
行
政
側
の
支
援
］

（
関
係
諸
機
関
に
よ
る
安
全
対
策
情
報
、
行
政
指
導
や
教
育
指
導
、
広
報
、
法
整
備
等
）

ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
の
発
生
原
因
は
、
こ
れ
迄
、
提
供
側
、
広
告
主
側
、
金
融
機
関
側
、
利
用
者
側
の
以
上
の
よ
う
な
役
割

の
不
履
行
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
、
行
政
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
役
割
情
報
の
周
知
徹

底
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
業
種
で
の
全
て
の
本
人
認
証
情
報
の
入
力
を
求
め
る
金
融
決
済
画
面
の
ネ
ッ
ト
広
告
、
中
で
も
特
に

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
広
告
に
つ
い
て
、
画
面
左
端
上
の
U
R
L
ア
ド
レ
ス
窓
で
の
表
示
が
無
く
真
偽
確
認
が
出
来
な
い
も
の
は

極
め
て
危
険
な
為
、
広
告
主
側
に
対
し
て
、
国
内
で
の
使
用
は
禁
止
で
き
る
よ
う
法
整
備
化
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

（
注
13
）　�http://ja.w

ikipedia.org/w
iki/%
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（
注
14
）　�http://e-w

ords.jp/w
/E3

8
2
A
4
E3

8
3
B
3
E3

8
2
B
8
E3

8
2
A
7
E3

8
2
A
FE3

8
2
B
7
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8
3
A
7
E3

8
3
B
3
E6

9
4
B

B
E6

9
2
8
3
.htm

l
（
注
15
）　http://securityblog.jp/w

ords/7
9
0
.htm

l
五　

広
告
は
安
全
第
一
な
ら
、
断
然
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
広
告

［
U
R
L
の
真
偽
確
認
が
し
や
す
く
、
直
接
的
使
用
は
真
偽
確
認
が
不
要
］

遍
く
使
用
さ
れ
て
い
る
日
本
語
は
、
一
般
の
人
は
勿
論
、
悪
意
の
あ
る
人
に
も
区
別
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
悪
用

さ
れ
る
危
険
性
も
常
に
孕
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
国
内
の
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
、
任
意
の
日
本
語
の
最
後
に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ド

メ
イ
ン
、
例
え
ば
「.jp

」
が
付
く
事
で
、
最
も
保
障
さ
れ
た
安
全
と
信
頼
性
、
そ
し
て
利
便
性
の
高
い
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名

（
注
16
）

と
な
り
ま
す
。 　

英
数
字
ド
メ
イ
ン
名
を
日
本
人
用
の
利
便
性
に
特
化
し
た
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
を
広
告
に
直
接
活
用
す
る
事
で
U
R
L

の
真
偽
確
認
が
不
必
要
と
な
り
、「
広
告
は
安
全
第
一
な
ら
、
断
然
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
広
告
」
な
の
で
す
。
勿
論
金
融
決

済
の
本
人
認
証
入
力
ペ
ー
ジ
は
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ド
メ
イ
ン
が
「.
J
P
」
に
よ
る
「
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
×
S
S
L
暗
号

化
通
信
」
で
あ
る
べ
き
事
は
必
須
で
、
こ
れ
に
よ
り
海
外
か
ら
の
攻
撃
者
を
撃
退
し
、
出
所
が
明
確
で
あ
る
為
リ
ス
ク
の
低

減
に
大
き
く
貢
献
で
き
ま
す
。

実
用
上
は
、
現
在
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
、
ネ
ッ
ト
広
告
や
検
索
連
動
型
広
告
で
の
脆
弱
性
が
伴
う
未
完
成
シ
ス
テ
ム
を
、
ド
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メ
イ
ン
名
ま
た
は
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
で
安
全
確
認
を
補
完
す
る
形
の
間
接
的
補
完
使
用
か
、
ま
た
は
完
成
度
の
高
い
日
本

語
ド
メ
イ
ン
名
に
置
換
し
て
直
接
的
使
用
を
す
る
か
の
い
ず
れ
か
の
形
で
の
使
用
が
で
き
ま
す
。

㈠　

 
間
接
的
補
完
使
用
の
有
効
例

利
用
者
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
や
検
索
連
動
型
広
告
を
利
用
し
て
、
安
全
に
目
的
の
サ
イ
ト
に
到
達
す
る
に
は
、
検
索
結
果
に

出
て
く
る
複
数
の
サ
イ
ト
か
ら
、
出
所
が
明
確
な
U
R
L
や
ド
メ
イ
ン
名
で
安
全
確
認
を
補
完
す
る
二
段
階
の
手
順
が
不

可
欠
で
す
。
金
融
機
関
の
例
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
金
融
機
関
か
ら
U
R
L
情
報
を
入
手
し
て
U
R
L
確
認
し
一
致
照
合
す

れ
ば
間
違
い
無
い
の
で
す
が
、
通
常
の
U
R
L
の
場
合
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
長
い
複
雑
な
英
数
字
文
字
の
羅
列
が
多
く

ま
た
一
見
し
た
瞬
間
的
な
理
解
性
が
悪
く
て
、
確
認
し
づ
ら
い
筈
で
す
。

京
都
銀
行
の
例
の
場
合
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
正
規
や
公
式
の
U
R
L
の
基
本
形
が
、

w
w

w
.kyotobank.co.jp/

で
す
が
、
一
見
し
た
認
識
性
が
優
れ
て
確
認
し
易
い
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
を
利
用
す
れ
ば
、

例
え
ば
、

京
都

銀
行

.jp
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と
な
り
、
本
人
認
証
入
力
画
面
で
は
、
U
R
L
の
基
本
形
が
S
S
L
暗
号
化
通
信
の
、

https://w
w

w
.parasol.anser.ne.jp/ib/index.do?PT

=BS&
CCT

0080=0158

で
あ
り
、
利
用
者
が
確
認
を
怠
れ
ば
重
大
事
に
な
り
得
る
の
で
、
こ
の
正
規
や
公
式
の
U
R
L
と
、
ネ
ッ
ト
で
の
画
面
左

上
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
確
認
窓
の
U
R
L
と
真
偽
確
認
が
必
要
で
す
が
、
複
雑
で
長
い
英
数
字
が
羅
列
し
た
こ
の
U
R
L
は
相
当
確

認
し
づ
ら
い
筈
で
す
。
し
か
し
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
を
活
用
す
る
事
で
、
同
様
に
短
く
簡
単
に
確
認
し
易
く
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、

https://
京

都
銀

行
本

人
認

証
.jp

等
と
す
れ
ば
、
利
用
者
が
わ
か
り
や
す
く
て
覚
え
や
す
く
こ
れ
と
一
致
照
合
す
る
も
の
だ
け
に
、
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
良
い
事

に
な
り
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
確
認
の
際
、
ラ
テ
ン
文
字
に
代
表
さ
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
一
つ
の
音
価
を
表
記
す
る
音
素
文
字

で
、
一
文
字
ず
つ
漏
れ
な
く
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
決
ま
っ
た
語
句
で
も
ス
ペ
ル
ミ
ス
を
す
る
場
合
が
あ
り
、
時

間
と
労
力
を
要
し
確
認
ミ
ス
も
発
生
し
や
す
い
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
文
字
の
特
に
漢
字
は
、
一
字
が
一
義
を
表

す
こ
と
を
重
視
し
た
表
意
文
字
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
の
意
味
を
持
ち
、
熟
語
等
も
用
い
短
く
で
き
一
見
し
た
瞬
間
的
な
理

解
性
が
高
く
、
確
認
ミ
ス
も
極
め
て
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
漢
字
に
間
違
い
が
有
れ
ば
原
理
上
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
に
は

な
ら
な
い
為
有
利
で
す
。
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特
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、携
帯
電
話
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
で
の
狭
い
画
面
使
用
で
の
一
見
し
た
視
認
性
や
理
解
性
は
、

抜
群
に
優
れ
て
い
ま
す
。

［ 
検
索
エ
ン
ジ
ン
利
用
で
の
偽
装
U
R
L
に
よ
る
騙
し
対
策
に
も
有
効 

］　

検
索
エ
ン
ジ
ン
利
用
の
検
索
結
果
で
の
サ
イ
ト
の
U
R
L
真
偽
確
認
に
、
正
規
や
公
式
の
U
R
L
に
似
付
か
せ
た
偽
装

U
R
L
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
サ
イ
ト
運
営
側
が
広
く
出
所
が
明
確
な
正
規
や
公
式
の
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
や
そ
れ
で

構
成
さ
れ
た
U
R
L
を
極
力
利
用
し
、
利
用
者
は
、
出
所
が
不
明
な
も
の
で
も
、
U
R
L
が
成
立
す
る
ド
メ
イ
ン
名
と
の

基
本
構
成
を
良
く
理
解
し
、
正
規
や
公
式
の
U
R
L
を
偽
装
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
ま
た
内
部
リ
ン
ク
か
外
部
リ
ン
ク

で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
、
疑
わ
し
い
サ
イ
ト
は
極
力
排
除
し
、
問
題
の
無
い
サ
イ
ト
だ
け
を
活
用
す
る
姿
勢
が
有
れ

ば
、
リ
ス
ク
が
低
減
で
き
る
筈
で
す
。

例
え
ば
、
仮
に
「
幸
せ
銀
行
」
と
い
っ
た
銀
行
と
そ
の
サ
イ
ト
が
有
る
と
し
ま
す
。
こ
の
正
規
や
公
式
の
U
R
L
が
、

http://w
w

w
.siaw

aseginnkou.jp

だ
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

http://w
w

w
.siaw

aseginnkou.jp/abc

で　

/abc

以
下
は
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
、
正
規
や
公
式
の
内
部
リ
ン
ク
の
サ
イ
ト
と
わ
か
り
問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
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例
え
ば
、
上
記
の
正
規
に
似
さ
せ
た
偽
装
U
R
L
サ
イ
ト
と
し
て

http://w
w

w
.abc.com

/siaw
aseginnkou jp

は
、
こ
れ
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
利
用
の
検
索
結
果
な
ら
ば
正
規
に
似
さ
せ
た
全
く
別
の
サ
イ
ト
な
の
で
、
決
し
て
選
ん
で
は
い

け
ま
せ
ん
し
、
も
し
正
規
サ
イ
ト
の
画
面
ク
リ
ッ
ク
の
結
果
な
ら
ば
外
部
リ
ン
ク
に
飛
ん
で
い
る
事
が
一
目
瞭
然
で
す
。

/siaw
aseginnkou jp

以
下
は
、
外
部
サ
イ
トabc.com

の
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
で
す
。
ま
た
、

http://w
w

w
.siaw

aseginnkou.com

で
は
、siaw

aseginkou.com

は
、
例
え
ばn

が
一
文
字
抜
け
て
い
る
類
似
文
字
か
誤
字
な
の
で
検
索
結
果
な
ら
偽
装

U
R
L
サ
イ
ト
で
、
正
規
サ
イ
ト
の
画
面
ク
リ
ッ
ク
な
ら
外
部
リ
ン
ク
の
サ
イ
ト
で
す
。
こ
れ
が
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
で

あ
れ
ば
、

幸
せ

銀
行

.jp

で
、
偽
サ
イ
ト
に
騙
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
内
部
リ
ン
ク
は
例
え
ば
、

幸
せ

銀
行

.jp/abc

と
な
り
当
該
サ
イ
ト
と
外
部
リ
ン
ク
と
の
区
別
が
極
め
て
視
認
性
が
良
い
た
め
判
別
し
易
く
、/abc

以
下
は
デ
ィ
レ
ク
ト
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リ
、
内
部
リ
ン
ク
な
の
で
問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

http://w
w

w
.abc.com

/siaw
aseginnkou.jp

こ
れ
が
検
索
結
果
な
ら
ば
全
く
別
の
偽
装
U
R
L
の
サ
イ
ト
で
、
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
し
、
正
規
サ
イ
ト
の
画
面
ク
リ
ッ

ク
の
結
果
な
ら
ば
、
外
部
リ
ン
ク
で
あ
る
事
が
一
目
瞭
然
で
す
。

㈡　

直
接
的
使
用
の
有
効
例

［
正
規
や
公
式
サ
イ
ト
の
真
偽
確
認
が
一
切
不
要
、
完
成
度
の
高
い
安
全
性
と
利
便
性
が
有
る
。
金
融
決
済
が
必
要
な
分

野
で
は
必
須
］

利
用
者
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
や
検
索
連
動
型
広
告
を
利
用
し
て
サ
イ
ト
の
真
偽
の
確
認
作
業
数
が
多
く
な
る
と
面
倒
に
な
っ

て
、
こ
の
手
順
を
無
視
し
た
り
省
略
す
れ
ば
、
当
然
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
等
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
は
増
大
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
特
に
金
融
決
済
が
求
め
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
分
野
で
は
、
最
初
か
ら
当
該

金
融
機
関
名
や
事
業
者
名
を
ネ
ッ
ト
広
告
、
検
索
連
動
型
広
告
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
同
一
名
称
か
類
似
の
日
本
語
に
置
き

換
え
た
、
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
広
告
を
優
先
的
に
採
用
す
る
方
が
、
遥
か
に
顧
客
満
足
と
安
全
視
点
か
ら
有
効
で
す
。

こ
れ
迄
通
常
使
用
さ
れ
て
い
る
英
数
字
の
ド
メ
イ
ン
名
が
、
日
本
人
に
は
極
め
て
難
解
で
不
便
な
為
に
日
本
で
は
広
告
で

の
使
用
に
は
全
然
耐
え
ら
れ
ず
、
一
方
で
は
脆
弱
性
が
高
く
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
に
嵌
る
危
険
性
が
高
い
と
分
か
っ
て
い
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な
が
ら
、
検
索
の
利
便
性
も
有
っ
て
や
む
を
得
ず
検
索
連
動
型
広
告
等
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
訳
で
す
。
し
か
し
此

処
に
来
て
日
本
人
に
は
サ
イ
ト
の
真
偽
確
認
の
不
要
さ
と
利
便
性
か
ら
、
直
接
的
な
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
広
告
が
有
効
と

な
っ
て
来
ま
し
た
。

主
管
理
推
進
機
関
の
日
本
レ
ジ
ス
ト
リ
サ
ー
ビ
ス
（
J
P
R
S
）（http://jprs.co.jp/

）
や
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
協
会

（http://
日

本
語

.jp/

）
で
も
、
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
の
基
本
的
特
徴
と
し
て
、
従
来
の
英
数
字
ド
メ
イ
ン
名
と
は
明
確
に

異
な
り
、
日
本
人
に
馴
染
み
の
あ
る
日
本
語
な
の
で
、「
わ
か
り
や
す
い
」・
「
覚
え
や
す
い
」
事
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
で
は
、
英
数
字
の
ド
メ
イ
ン
名
が
長
年
そ
の
ま
ま
広
告
に
も
使
用
さ
れ
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
同
様
に
日
本
語
ド
メ

イ
ン
名
も
ま
た
そ
の
ま
ま
で
日
本
人
向
け
に
直
接
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
広
告
で
も
、
充
分
使
用
に
耐
え
得
る
事
に
な
る
筈

な
の
で
す
。

コ
ス
ト
的
に
は
、
検
索
連
動
型
広
告
が
必
ず
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
広
告
料
が
必
要
で
、
加
え
て
ク
リ
ッ
ク
数

に
よ
っ
て
広
告
料
金
が
決
ま
る
ネ
ッ
ト
掲
載
シ
ス
テ
ム
で
高
額
の
広
告
料
が
か
か
り
ま
す
。

日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
は
初
期
登
録
料
や
そ
の
後
の
維
持
更
新
料
だ
け
の
僅
か
な
年
間
約
数
千
円
以
内
の
費
用
で
、
広
告
料

の
安
い
小
ス
ペ
ー
ス
の
バ
ナ
ー
広
告
等
で
済
み
、
安
全
性
効
果
を
プ
ラ
ス
し
た
対
費
用
効
果
が
遥
か
に
安
く
な
る
筈
で
す
。

日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
広
告
は
、
U
R
L
窓
に
直
接
に
直
打
ち
す
れ
ば
、
出
所
の
真
偽
確
認
が
不
要
で
直
接
的
に
求
め
る

サ
イ
ト
へ
の
到
達
作
業
も
一
回
で
済
み
、
提
供
者
、
広
告
主
と
利
用
者
に
と
っ
て
一
段
と
安
全
確
実
で
低
コ
ス
ト
で
済
み
ま

す
。
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［
電
子
メ
ー
ル
で
の
U
R
L
確
認
に
も
不
可
欠
］

電
子
メ
ー
ル
で
の
U
R
L
の
紹
介
や
案
内
は
、
通
常
長
く
て
複
雑
な
英
数
字
の
羅
列
な
の
で
、
こ
れ
が
正
規
や
公
式
の

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
真
偽
確
認
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
困
難
な
場
合
が
多
い
の
で
す
。
し
か
し
短
く
理
解
し
易
く
な
る

日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
構
成
の
U
R
L
を
使
用
す
れ
ば
、
正
規
や
公
式
の
サ
イ
ト
か
ど
う
か
の
真
偽
確
認
が
容
易
ま
た
は
不

必
要
と
な
っ
て
、今
迄
の
よ
う
に
、未
知
の
U
R
L
や
偽
装
U
R
L
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
リ
ス
ク
は
、大
き
く
低
減
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
銀
行
で
は
登
録
済
だ
け
で
ま
だ
運
用
実
施
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
運
用
実
施
さ
れ
れ
ば
、
例
え
ば
、

京
都

銀
行

.jp　
　
　
　
　
　
や　
　
　
　
　
　

南
都

銀
行

.jp

の
様
に
利
用
者
が
U
R
L
窓
に
入
力
し
、
本
人
認
証
入
力
画
面
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
引
出
せ
る
の
で

す
が
、
直
接
直
打
で
、

https://
京

都
銀

行
本

人
認

証
.jp　

　
や　
　

https://
南

都
銀

行
本

人
認

証
.jp

等
と
入
力
す
る
と
完
璧
に
近
く
な
り
ま
す
。

一
般
論
と
し
て
「.jp

」
の
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
の
使
用
は
、
海
外
か
ら
の
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
も
含
め
た
様
々
な
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
拒
絶
し
て
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
、
国
内
で
も
出
所
が
明
確
な
事
等
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
為
、
直

接
的
に
広
く
使
わ
れ
れ
ば
使
わ
れ
る
程
、
増
々
日
本
国
内
全
般
で
の
安
全
性
や
信
頼
性
が
、
必
然
的
に
向
上
し
て
ゆ
く
も
の
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と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
私
が
述
べ
て
来
ま
し
た
方
法
は
、
勿
論
さ
ら
に
個
人
、
企
業
や
官
公
庁
等
か
ら
の
重
要
情
報
の
窃
取
や
改
竄
対
策
に

も
適
用
で
き
ま
す
。
例
え
ば
平
成
二
十
八
年
か
ら
全
国
一
斉
に
実
施
予
定
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
も
、
完
璧
な
安

全
性
と
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る
為
、
例
え
ば
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を

マ
イ

ナ
ン

バ

ー制
度

.jp

本
人
認
証
入
力
画
面
は
、
必
ず
「
日
本
語
ド
メ
イ
ン
×
S
S
L
暗
号
化
通
信
」
形
式
の
、

https://
マ

イ
ナ

ン
バ

ー制
度

本
人

認
証

.jp

等
と
す
れ
ば
良
く
、
使
用
の
利
便
性
も
向
上
し
ま
す
。　

［
ド
ッ
ト
日
本
を
採
用
し
、
広
告
使
用
の
完
成
度
を
高
め
る
］

隣
国
の
中
国
や
韓
国
で
は
、
完
成
度
の
高
い
安
全
対
策
と
広
告
利
用
へ
の
観
点
か
ら
、
既
に
中
国
語
ド
メ
イ
ン
名
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
ド
メ
イ
ン
「
ド
ッ
ト
中
国
」
が
二
〇
〇
九
年
一
一
月
か
ら
、
ま
た
韓
国
語
ド
メ
イ
ン
名
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ド
メ
イ

ン
「.

한
국
（
ド
ッ
ト
韓
国
）」
が
二
〇
一
一
年
五
月
か
ら
運
用
実
施
さ
れ
て
い
て
、
全
て
全
角
入
力
が
で
き
ま
す
。
日
本
で

は
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ド
メ
イ
ン
の
「
ド
ッ
ト
日
本
」
の
利
用
へ
の
準
備
は
、
日
本
レ
ジ
ス
ト
リ
サ
ー
ビ

ス
（
J
P
R
S
）、
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
協
会
に
於
い
て
、
既
に
二
〇
一
一
年
六
月
に
事
実
上
完
成
し
て
い
ま
す
が
、
あ
と
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一
歩
の
と
こ
ろ
で
総
務
省
の
承
認
が
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
残
念
な
が
ら
未
だ
に
利
用
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
実
現
で
き
る
と
、
例
え
ば
、

南
都

銀
行

.jp　
　
　
　
　

 

が　
　
　
　
　
　

南
都

銀
行

。日
本

と
な
り
、
全
て
全
角
入
力
も
で
き
る
事
で
ス
マ
ー
ト
な
表
現
と
な
っ
て
、
完
成
度
の
高
い
安
全
性
、
利
便
性
、
高
理
解
性
の

相
乗
効
果
で
広
告
価
値
は
飛
躍
的
に
向
上
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
注
16
）　�http://ja.w

ikipedia.org/w
iki/%

E6
%
9
7
%
A
5
%
E6

%
9
C
%
A
C
%
E8

%
A
A
%
9
E%

E3
%
8
3
%
8
9
%
E3

%
8
3
%

A
1
%
E3

%
8
2
%
A
4
%
E3

%
8
3
%
B
3
%
E5

%
9
0
%
8
D

六　

日
本
の
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
せ
る
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
の
積
極
的
活
用

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
原
理
的
に
は
通
信
網
で
無
限
大
に
繋
が
っ
て
い
て
、
使
用
さ
れ
る
基
本
O
S
も
一
般
利
用
者
、
企

業
や
官
公
庁
を
問
わ
ず
共
通
で
あ
る
為
、
ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
で
も
過
少
評
価
は
危
険
で
す
。
増
え
続
け
る
被
害
に
有
効
な
対

策
を
打
て
な
い
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
、
海
外
か
ら
の
攻
撃
手
口
が
さ
ら
に
他
分
野
に
ま
で
多
種
多
様
に
拡
大
し
、
多
数
の

一
般
の
利
用
者
の
パ
ソ
コ
ン
等
の
ネ
ッ
ト
関
連
機
器
を
狙
う
大
規
模
無
差
別
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
ま
で
進
展
し
て
し
ま
う
事

も
有
り
得
ま
す
。

極
秘
裏
に
進
行
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
っ
て
感
染
が
感
染
を
呼
び
、
占
領
さ
れ
た
数
多
く
の
そ
れ
ら
の
機
器
を
踏
み
台
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と
し
て
、
さ
ら
に
金
融
、
電
力
、
通
信
、
放
送
等
の
国
家
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
や
原
子
力
発
電
所
、
自
衛
隊
基
地
等
へ
の
、
防

御
が
難
し
いD

D
oS

攻
撃
等
の
標
的
型
飽
和
攻
撃
に
も
利
用
さ
れ
得
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
最
悪
、
国
家
安
全
保
障
に
関
わ

る
悪
夢
の
様
な
シ
ナ
リ
オ
も
万
が
一
に
も
現
れ
か
ね
な
い
潜
在
的
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
の
積
極
的
活
用
は
、
ネ
ッ
ト
利
用
者
へ
の
広
範
囲
な
安
全
確
保
と
利
便
性
へ
の
貢
献
だ
け
で

な
く
、サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
に
も
強
い
事
に
繋
が
り
、次
世
代
ネ
ッ
ト
社
会
の
必
然
的
要
請
と
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
の
ネ
ッ

ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
に
は
、
安
全
安
心
の
日
本
語
ド
メ
イ
ン
名
の
活
用
推
進
は
、
国
策
と
し
て
も
非
常
に
重
要
に
な
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ら
を
含
め
ま
し
た
以
上
の
私
の
解
決
策
を
、
ぜ
ひ
と
も
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
誠
に
幸
甚
と
存
じ
ま
す
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
習
得
の
た
め
の 

機
会
創
出
を
提
言
す
る

主
婦 猪

野
塚　

久
美
子
（
59
）

一　

は
じ
め
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
負
の
側
面
」
や
「
危
険
性
」
は
、「
社
会
性
や
道
義
性
が
大
き
く
か
か
わ
る
も
の
」
と
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
で
自
己
防
衛
が
可
能
と
な
る
も
の
」
に
大
別
で
き
る
と
考
え
る
。

こ
の
論
文
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
で
自
己
防
衛
が
可
能
と
な
る
も
の
」
に
焦
点
を
あ
て
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論
ず
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
で
自
己
防
衛
が
可
能
と
な
る
も
の
」
に
は
、
平
成
二
六
年
度
懸
賞
論

文
「
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
」
の
応
募
要
項
「
別
記
」
テ
ー
マ
設
定
の
趣
旨
の
う
ち
、
次
の
三
項
目
が
該
当
す
る
。

○
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
個
人
情
報
や
企
業
情
報
の
流
出

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
等
に
よ
る
預
金
流
出

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
ら
、
端
末
の
中
の
個
人
情
報
が
流
出
し
た

総
務
省　

平
成
二
三
年
版
情
報
通
信
白
書
で
は
、「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
違
法
・
有
害
コ
ン
テ
ン
ツ
」

等
の
分
野
で
は
「
情
報
活
用
能
力
（
図
１
）
が
高
い
ほ
ど
、
I
C
T
利
活
用
の
際
の
不
安
感
が
小
さ
く
な
る
傾
向
が
み
ら

れ
た
」（
図
２
）
と
、
報
告
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
情
報
活
用
能
力
が
高
い
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
の
習
得
率
が
高
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
に

お
い
て
、
自
分
自
身
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
可
能
と
な
り
自
己
防
衛
力
が
高
ま
る
た
め
、
不
安
感
が
小
さ
く
な
る
と
推

測
さ
れ
る
。

私
自
身
の
体
験
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
一
手
段
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
の
習
得

が
、
最
重
要
と
考
え
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
で
情
報
活
用
能
力
も
高
ま
り
、
自
己
防
衛
力
が
高
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
便
性
の
享
受
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
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ち
な
み
に
、
私
の
情
報
活
用
能
力
は
、
レ

ベ
ル
中
の
上
段
（
図
１
）
に
該
当
す
る
。

こ
こ
で
述
べ
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎

知
識
」と
は
、主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
語
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る

マ
ナ
ー
お
よ
び
法
律
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
脅
威
と
自
己
防
衛
手
段
、
等
に
対
す
る
理

解
を
指
す
。

ま
た
、「
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構 

二
〇
一
二
年
度
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
脅
威
に
対
す
る
意
識
調
査
報
告
書
」
で

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
収
集
時

の
問
題
点
（
図
３
）
と
し
て
、
五
五
・
三
％

の
人
が
、「
知
ら
な
い
用
語
が
多
い
」
と
答

え
て
い
る
。

図１
情報活用能力のレベルとアンケート設問の選択肢の対応表

レベル 選択肢

レベル高
パソコン本体やインターネット接続等でのトラブル
が起きても、自分で解決できることが多く、困って
いる人へのアドバイスもできる。

レベル中

パソコン本体やインターネット接続等でのトラブル
が起きても、説明書やアドバイスがあれば、ある程
度は自分で解決できる。
トラブルへの対応は難しいが、ソフトウェアのイン
ストールやネットワーク関係の設定等、説明書やア
ドバイスがあれば機器等の設定がある程度は自分で
できる。

レベル低

機器等の設定は難しいが、メールの送受信、ホーム
ページ閲覧、文章作成などパソコンやインターネッ
トを利用することには支障がないレベルである。
メール受信や特定のホームページの閲覧など、ごく
簡単（定型的）な操作はできるが、状況に応じて利
用方法を工夫することは難しい。

（出典） 総務省「ICT 利活用社会における安心・安全等に関する調査」 
（平成23年）
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図２　情報活用能力別にみた「情報セキュリティ」等四分野に対する不安感
（％）

情報活用能力

低 中 高

情報セキュリティ 88.1 82.4 74.7

プライバシー 87.6 82.4 71.4

違法・有害コンテンツ 84.2 73.8 65.7

インターネット上の商取引 69.0 58.8 51.1

（四分野すべてにおいて、情報活用能力が高いグループほど、不安と回答した人の割合が小さい）

（出典）総務省　「ユビキタスネット社会における安心・安全な ICT 利
用に関する調査」　（平成21年）

図３　セキュリティに関する情報収集時の問題点
（％）

2010年 2011年 2012年
知らない用語が多い 50.6 54.0 55.3 
内容が難しい 49.8 51.7 51.2 
情報が多すぎる 35.4 36.4 36.6 
自分から情報収集や勉強をする
のが面倒 25.8 27.7 27.0 

自分に関係がある情報なのかわ
からない 23.5 25.7 25.7 

情報の更新が早すぎて追いつけ
ない 23.6 23.5 25.0 

情報がどこにあるかわからない 18.7 23.2 23.0 
その他 0.4 0.5 0.4 
特に問題点は感じていない 19.1 16.9 16.4 

独立行政法人情報処理推進機構
 「2012年度情報セキュリティの脅威に対する意識調査」
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二
〇
一
〇
年
の
調
査
で
は
、
五
〇
・
六
％
、
二
〇
一
一
年
の
調
査
で
は
、
五
四
・
〇
％
で
あ
る
。

わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
増
え
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。　

こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
が
日
々
進
化
し
、
新
し
い
技
術
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
さ
れ
て
い
く
中
で
、
年
々
、

新
し
い
用
語
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

だ
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
開
始
時
か
ら
現
在
に
至
る
過
程
で
、
多
く
の
人
は
、
用
語
の
内
容

を
正
し
く
知
る
機
会
に
乏
し
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
学
ぶ
機
会
に
も
恵
ま
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
と

判
断
す
る
。

「
知
ら
な
い
用
語
が
多
い
」こ
と
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
の
安
全
確
保
に
対
し
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
語
の
理
解
が
前
提
と
な
る
。

私
自
身
の
体
験
を
も
と
に
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
取
得
の
重
要
性
」
を
検
証
し
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識

習
得
の
た
め
の
機
会
創
出
」
を
提
言
す
る
。

二　

体
験　
　

二
ー
一　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
の
重
要
性 

　

二
ー
一
ー
一　

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
的
な
考
え
方

慶
応
大
准
教
授
で
あ
り
N
P
O
法
人
「
C
A
N
V
A
S
」
理
事
長
の
石
戸
奈
々
子
氏

（
＊
１
）

は
、
読
売
新
聞
八
月
一
三
日
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の
紙
上
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
世
代
が
台
頭
し

て
い
る
。
教
育
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変
革
す
べ
き
だ
。
特
に
重
要
な
の
は
、パ
ソ
コ
ン
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム（
ソ

フ
ト
）
を
書
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
だ
。　

―
中
略
―　

私
た
ち
の
社
会
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
制
御
さ
れ
て
い
る
。
銀
行
、
病
院
、
電
車
、
自
動
車
、
家
電
な
ど
数
え
だ
せ
ば
切
り
が
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
基
礎
的
な
考
え
方
が
わ
か
っ
て
い
る
と
、
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時
に
も
対
応
で
き
る
力
が
身
に
付
く

の
で
は
な
い
か
。

私
は
、
こ
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
的
な
考
え
方
が
わ
か
っ
て
い
る
と
、
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時
に
も
対
応
で

き
る
力
が
身
に
付
く
」
と
の
考
え
に
同
感
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
制
御
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
的
な
考
え
方
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
に
お
い
て
、
か
な
り
の
安
全
を

自
分
自
身
で
確
保
で
き
る
と
考
え
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を
理
解
す
る
の
は
、
そ
う
た
や
す
い
も
の
で
は
な
い
、
情
報
系
の
学
校
に
で
も
行
か
な
い
限
り

は
、
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
無
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
私
自
身
の
体
験
か
ら
、
少
し
ず
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
積
み
上
げ
て
行
く
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
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ン
グ
の
基
礎
的
な
考
え
方
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
実
感
し
て
い
る
。

前
述
の
情
報
活
用
能
力
レ
ベ
ル
高
（
図
１
）
の
人
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
的
な
考
え
方
を
理
解
し
て
い
る
と
判
断

す
る
。

二
ー
一
ー
二　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
資
格
の
取
得

　

私
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の
間
に
通
算
五
年
ほ
ど
、
派
遣
社
員
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
た
。

こ
の
期
間
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
が
、
ア
ナ
ロ
グ
回
線
や
I
S
D
N
か
ら
A
D
S
L
へ
移
行
し
、
A
D
S
L
全

盛
期
を
経
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
台
頭
す
る
時
期
に
該
当
す
る
。

回
線
の
高
速
化
に
伴
い
、
目
覚
ま
し
い
勢
い
で
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
始
め
た
。

新
し
く
創
出
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
正
し
く
理
解
す
る
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
習
得
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

そ
こ
で
私
は
、
仕
事
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
、
N
T
T
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
定
「.com

 

M
aster 

☆2003 

」「.com
 M

aster 

☆
☆2004 

」（
＊
２
）

の
取
得
を
目
指
し
た
。

受
験
勉
強
を
始
め
た
当
初
、
職
場
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
豊
富
な
技
術
者
か
ら
、「
ど
ん
な
こ
と
で
も
質
問
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た
ら
恥
ず
か
し
い
か
な
、幼
稚
か
な
、な
ど
と
気
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。」と
、

親
切
に
言
っ
て
い
た
だ
い
た
。

だ
が
、
日
頃
、
メ
ー
ル
送
受
信
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
し
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
私
は
、
テ
キ
ス
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ト
の
一
ペ
ー
ジ
目
か
ら
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
で
、
何
を
質
問
し
て
よ
い
の
か
さ
え
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
の
無
い
人
に
と
っ
て
は
、
カ
タ
カ
ナ
語
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
略
文
字
ば
か
り
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
用
語
は
、
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
難
解
で
戸
惑
い
を
感
じ
る
も
の
だ
。

く
り
返
し
テ
キ
ス
ト
を
読
む
う
ち
に
、
カ
タ
カ
ナ
語
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
略
文
字
に
馴
染
ん
で
く
る
。

す
る
と
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
理
解
し
始
め
る
。

一
度
、
勇
気
を
出
し
て
質
問
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
豊
富
な
技
術
者
は
、
わ
か
り
や
す
く
図
を
描
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

だ
が
、
ち
ょ
う
ど
足
し
算
と
引
き
算
を
覚
え
た
ば
か
り
の
小
学
生
が
、
方
程
式
で
問
題
の
解
き
方
を
説
明
し
て
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
な
す
れ
違
い
を
感
じ
、
納
得
が
い
く
説
明
を
得
る
こ
と
も
違
和
感
を
解
消
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
豊
富
な
技
術
者
に
と
っ
て
、
私
の
質
問
は
、
あ
た
り
前
す
ぎ
る
事
実
で
あ
り
、
何
を
疑
問
に

感
じ
て
の
質
問
な
の
か
さ
え
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
、
今
と
な
っ
て
は
推
測
す
る
。

仕
事
の
場
で
も
同
様
な
す
れ
違
い
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
豊
富
な
技
術
者
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
た
ば
か

り
の
利
用
者
の
間
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
を
何
回
か
経
験
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
の
時
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
豊
富
な
技
術
者
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
の
間
に
、
通
訳
が
必

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。

資
格
取
得
に
よ
り
、「
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
O
S
」「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
設
定
と
使
い
こ
な
し
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
技

術
」「
サ
ー
ビ
ス
提
供
」「
利
用
に
関
す
る
一
般
知
識
」
と
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
技
術
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
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必
要
な
回
線
・
機
器
」「
常
時
接
続
環
境
構
築
に
必
要
な
設
定
に
関
す
る
知
識
」「
情
報
公
開
の
た
め
の
関
連
技
術
」「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
運
用
に
必
要
な
知
識
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
」
の
知
識
を
得
た
。

今
の
私
な
ら
、
あ
の
と
き
の
私
の
疑
問
に
対
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
噛
み
砕
い
た
説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
後
、
情
報
処
理
技
術
者
試
験
「
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
」（

＊
３
）

の
資
格
も
取
得
し
た
が
、
業
務
が
終

息
期
と
な
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
職
を
去
っ
た
。

「
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
」
の
資
格
取
得
で
得
た
知
識
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
理
解
に
大
い
に
役
立
っ
て

い
る
。

二
ー
一
ー
三　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
の
活
用

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
が
ま
す
ま
す
高
度
に
な
り
複
雑
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
豊
富
な
人
と
知

識
を
持
た
な
い
人
と
の
か
い
離
は
、
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。

昨
今
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
技
術
的
な
問
い
合
わ
せ
を
す
る
と
、
す
ぐ
に
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
案

し
て
く
る
の
も
致
し
方
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
豊
富
な
技
術
者
に
と
っ
て
は
、
利
用
者
に
説
明
し
な
が
ら
、
問
題
点
の
把
握
や
ト
ラ
ブ
ル
解

消
を
行
う
よ
り
、
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
ほ
う
が
容
易
で
あ
る
こ
と
は
、
想
像
す
る
に
至
ら
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
利
用
者
に
と
っ
て
も
、
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ポ
ー
ト
は
、
自
動
で
ト

ラ
ブ
ル
解
消
し
て
く
れ
る
よ
う
な
感
覚
で
あ
り
、
と
て
も
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
は
あ
る
。
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だ
が
、リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ポ
ー
ト
は
、自
分
自
身
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
端
末
を
遠
隔
操
作
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

悪
意
を
も
っ
た
担
当
者
に
遭
遇
し
て
し
ま
う
心
配
を
捨
て
き
れ
な
い
。

私
は
、
自
分
自
身
の
勉
強
の
た
め
、
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
断
り
、
電
話
口
で
サ
ポ
ー
ト
を
う
け
な
が

ら
、
自
分
で
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
ト
ラ
ブ
ル
解
消
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

実
際
、時
間
は
か
か
る
が
、ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
す
る
ご
と
に
、資
格
取
得
で
得
た
知
識
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
ず
る
。

ま
た
、
自
分
自
身
で
ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
す
る
こ
と
は
、
新
し
い
知
識
を
得
る
機
会
に
も
な
る
。

今
春
、W

indow
sX

P

サ
ー
ビ
ス
終
了
に
伴
い
、
パ
ソ
コ
ン
の
買
い
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
。

機
種
選
び
の
参
考
の
た
め
、
久
し
ぶ
り
に
パ
ソ
コ
ン
雑
誌
を
購
入
し
て
み
た
。

ほ
ん
の
数
年
の
間
に
、
新
し
い
通
信
規
格
や
通
信
技
術
が
台
頭
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。

聞
き
な
れ
な
い
カ
タ
カ
ナ
語
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
略
文
字
も
増
え
て
い
た
が
、
す
で
に
習
得
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

基
礎
知
識
を
も
と
に
説
明
文
を
読
む
こ
と
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

過
去
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
習
得
し
た
こ
と
は
、
現
在
も
と
て
も
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
習
得
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
る
。



164 

二
ー
二　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
習
得
の
機
会

二
ー
二
ー
一
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
車
や
道
路
に
例
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
情
は
、「
無
免
許
運
転
で
高
速
道
路
を
飛
ば
し
て
い
る
に
等
し
い
」
と
例
え
ら
れ
て
い
る
。

車
を
運
転
す
る
に
は
、
知
識
や
技
術
を
学
び
、
運
転
免
許
証
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
一
気
に
広
ま
り
、
こ
の
二
〇
年
ほ
ど
の
間
に
目
覚
ま
し
い
勢
い

で
高
速
化
し
、
多
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
さ
れ
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
た
。

日
本
に
住
む
多
く
の
人
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
開
始
時
か
ら
現
在
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
ず
に
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
。

そ
れ
が
、
無
免
許
運
転
に
例
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
し
て
も
、
自
動
車
教
習
所
に
相
当
す
る
機
会
の
必
要
性
を
通
感
す
る
。

私
は
、二
〇
〇
八
年
に
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
横
浜
北
が
主
催
す
る
「
女
性
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
」

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。

経
済
産
業
省
、
N
P
O
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
協
会
（
J
N
S
A
）、
N
P
O
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
N
P
O-

I
S
E
F
）
協
力
。
警
察
庁
後
援
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。
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「
迷
惑
メ
ー
ル
や
ウ
イ
ル
ス
」「
フ
ァ
イ
ル
交
換
ソ
フ
ト
」「
有
害
サ
イ
ト
」
の
怖
さ
や
、「
無
線
L
A
N
」「
個
人
情
報
」

「
S
N
S
」
の
安
全
な
利
用
方
法
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

動
画
を
使
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
の
解
説
は
、
自
分
の
身
に
置
き
換
え
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
さ
ほ
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
知
識
を
持
た
な
い
人
に
と
っ
て
も
理
解
し
や
す
く
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
は
、
た
ま
た
ま
市
の
広
報
で
知
っ
た
。

開
催
場
所
へ
は
、
バ
ス
と
電
車
を
乗
り
継
ぎ
二
時
間
近
く
を
要
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
脅
威
が
、
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
中
、
自
宅
近
く
で
開
催
さ
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
て
新
し

い
知
識
を
得
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
機
会
に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

平
成
二
五
年
度
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
推
進
事
業
（
全
国
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
普
及
啓
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事

業
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
実
施
報
告
書
に
よ
る
と
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
」
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
開
催
さ
れ
二
〇
一
三
年
ま
で
に
、
全
国
で
の
開
催
数
一
、
二
一

七
回
、
参
加
人
数
七
九
、
九
〇
〇
人
が
受
講
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

と
て
も
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
、
一
〇
年
間
も
の
期
間
の
中
で
、
こ
の
開
催
回
数
、
受
講
人
数
は
、
あ
ま
り
に
も
少

な
す
ぎ
て
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
」
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
礎
知
識
に
特
化
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
が
、
他
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
に
お
い
て
も
、
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
創
出
が
必
要
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
は
、
必
要
に
応
じ
て
誰
で
も
が
身
近
に
気
軽
に
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
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二
ー
二
ー
二　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

私
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
＊
４
）

を
作
り
始
め
た
。

こ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
る
人
や
、始
め
た
ば
か
り
の
人
た
ち
に
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
社
会

（
＊
５
）

や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
こ
と
を
正
し
く
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
サ
イ
ト
で
あ
る
。

当
時
は
、ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
社
会
を
目
指
し
て
、日
本
国
中
、め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
が
進
化
し
、

そ
れ
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
も
た
く
さ
ん
創
出
さ
れ
始
め
た
。

ま
だ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
出
現
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
携
帯
電
話
や
ゲ
ー
ム
機
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
を
巻
き
込
む
事
件
や
犯
罪
も
増
え
て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
、「
自
己
責
任
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
が
故
に
、
必
要
以
上
に
恐
怖
を
感
じ
た
り
、
不
利
益
を
被
っ
た
り
し
て

い
る
人
た
ち
を
多
く
見
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
、
少
し
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
知
識
を
得
て
、
安
全
安
心
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

思
い
が
あ
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
派
遣
社
員
を
し
て
い
た
経
験
と
、
資
格
取
得
時
に
得
た
知
識
と
、
四
〇
冊

を
超
え
る
市
販
本
を
読
み
、
内
容
を
検
証
し
な
が
ら
サ
イ
ト
の
記
事
を
書
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
は
、
噛
み
砕
い
て
、
極
力
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
心
掛
け
作
成
し
た
。　
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
番
、
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
初
心
者
の
友
人
た
ち
に
は
、「
難
し
く
て
理
解
で
き
な
か
っ
た
。」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
格
取
得
以
前
の
私
自
身
を
振
り
返
れ
ば
、
難
し
く
感
じ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

早
急
な
必
要
性
を
感
じ
て
、
ど
こ
か
ら
手
を
付
け
れ
ば
よ
い
の
か
さ
え
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
作
り
始
め
て
し
ま
っ
た
後
悔

も
あ
り
、
さ
ら
に
噛
み
砕
い
た
わ
か
り
や
す
い
説
明
内
容
に
作
り
替
え
る
こ
と
を
決
め
た
。

だ
が
、
そ
の
後
、
家
族
の
看
病
と
私
自
身
も
障
害
を
抱
え
る
身
と
な
り
、
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。

個
人
で
取
り
組
む
の
は
、
困
難
を
極
め
る
と
痛
感
し
た
。

二
ー
二
ー
三　

報
道
の
場
に
お
け
る
「
噛
み
砕
い
た
解
説
」

八
月
二
日
の
読
売
新
聞
の
一
面
に
「
ル
ー
タ
ー
攻
撃　

通
信
障
害
」
の
見
出
し
で
、「
D
N
S
ア
ン
プ
攻
撃
」
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
持
つ
人
で
あ
れ
ば
、
こ
の
見
出
し
だ
け
で
、
障
害
の
内
容
を
あ
る
程
度
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
自
分
自
身
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
何
が
必
要
で
何
を
す
べ
き
か
の
判
断
が
可
能
で

あ
る
。

記
事
に
は
、
通
信
障
害
の
内
容
以
外
に
、
ル
ー
タ
ー
の
説
明
も
別
記
さ
れ
、
ル
ー
タ
ー
を
狙
っ
た
通
信
障
害
を
図
で
表
示

し
て
い
る
。
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と
て
も
親
切
な
扱
い
で
は
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
人
が
、
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
る
か

は
、
非
常
に
疑
問
だ
。

こ
れ
は
、
私
自
身
の
体
験
か
ら
感
じ
る
疑
問
で
あ
る
。

も
う
少
し
噛
み
砕
い
た
説
明
記
事
を
添
付
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
る
。

一
例
を
あ
げ
る
。

○
こ
の
記
事
内
容
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ル
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
の
更
新
が
必
要
で
す
。

○
ル
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
の
更
新
は
、
メ
ー
カ
ー
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
側
で
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
者
個
人
が
、
自

分
自
身
で
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
端
末
で
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
）
を
利
用
し
て
い
て

も
、「
ル
ー
タ
ー
攻
撃
」
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
ル
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
の
更
新
を
し
な
い
と
、
知
ら
ぬ
間
に
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
関
わ
る
誤
認
逮
捕
事
件
は
、
こ
の
よ
う
な
事
象
か
ら
起
き
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
噛
み
砕
い
た
説
明
を
付
記
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
人
も
、
事
件

の
内
容
を
捉
え
や
す
く
な
る
と
考
え
る
。

最
近
、
N
H
K
の
テ
レ
ビ
番
組
「
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
視
聴
し
て
い
て
、
振
り
込
め
詐
欺
等
に
対
す
る
注
意
喚
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起
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
に
、
犯
人
が
よ
く
使
う
言
葉
な
ど
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
示
さ
れ
る
。

実
際
に
起
き
た
事
件
の
概
要
の
説
明
が
あ
り
、警
察
か
ら
提
供
さ
れ
た
実
際
の
電
話
通
話
の
音
声
が
流
れ
る
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
の
具
体
的
な
方
法
が
説
明
さ
れ
る
。

毎
回
、異
な
る
ケ
ー
ス
が
放
送
さ
れ
、似
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
場
合
は
、ど
こ
が
異
な
る
の
か
具
体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
る
。

女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
と
し
た
口
調
で
、
簡
潔
な
説
明
を
す
る
た
め
理
解
し
や
す
く
、
自
分
の
身

に
置
き
換
え
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
も
容
易
で
あ
る
。

ほ
ん
の
二
～
三
分
の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
何
回
か
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
覚
え
や
す
い
。

親
し
み
や
す
く
、
と
て
も
良
い
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
事
件
に
関
し
て
も
、
各
報
道
の
場
に
お
い
て
、
同
様
の
解
説
コ
ー
ナ
ー
の
創
設
が
望
ま
れ
る
。

報
道
の
場
で
の
「
噛
み
砕
い
た
解
説
」
は
、
多
く
の
人
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
提
供
で
き
る
と
考
え
る
。

前
述
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
収
集
時
の
問
題
点
（
図
３
）
の
「
知
ら
な
い
用
語
が
多
い
」
の
解
消
だ
け
で
な
く
、

「
内
容
が
難
し
い
」「
情
報
が
多
す
ぎ
る
」「
自
分
か
ら
情
報
収
集
や
勉
強
を
す
る
の
が
面
倒
」「
自
分
に
関
係
が
あ
る
情
報

な
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
情
報
が
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
を
、
併
せ
て
解
消
で
き
る
と
考
え
る
。
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三　

お
わ
り
に

私
た
ち
は
、
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
や
各
自
治
体
、
企
業
、
学
校
等
が
開
催
す
る
講
座
な
ど
を
利
用
し
て
、
身
近
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
の
操
作
方
法
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
利
用
方
法
で
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
学
ぶ
機
会
と
は
異
な
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
生
活
に
必
要
不
可
欠
と
な
っ
た
現
在
、
身
の
回
り
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知

識
習
得
の
場
の
創
出
が
急
務
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
誰
で
も
が
必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
新
聞
テ
レ
ビ
等
、
報
道
の
場
に
お
い
て
の
「
噛
み
砕
い
た
わ
か
り
や
す
い
解
説
」
の
導
入
は
、
多
く
の
人
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
を
提
供
す
る
機
会
と
な
り
、
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
全
体
の
基
礎
知
識
底
上
げ
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

「
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
」
為
の
一
手
段
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
習
得
の
た
め
の
機
会
創
出
を
提

言
す
る
。

私
は
、
三
年
前
に
聴
覚
に
障
害
を
持
つ
身
と
な
っ
た
、
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
や
ネ
ッ
ト
通
販
が
不
可
欠
の
生
活
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
病
気
に
関
す
る
情
報
収
集
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。
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玉
石
混
交
と
言
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
闘
病
ブ
ロ
グ
は
、
誠
実
に
書
か
れ
て
い
る
も

の
が
多
く
、
会
っ
た
こ
と
も
無
い
人
た
ち
か
ら
ず
い
ぶ
ん
と
励
ま
さ
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
い
た
こ
ろ
に
は
、
自
分
自
身
が
障
害
を
持
つ
身
に
な
る
こ
と
な
ど
考
え

た
こ
と
も
無
か
っ
た
。

同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
が
自
分
自
身
の
将
来
に
、
こ
ん
な
に
も
役
立
つ
と
も
予
想
し
な
か
っ
た
。

過
去
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
の
習
得
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
幸
運
に
思
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
ま
す
ま
す
日
常
の
不
便
を
解
消
し
、
多
く
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
る
と
考
え
る
。

日
常
生
活
に
ハ
ン
デ
ィ
ー
を
抱
え
て
い
る
人
こ
そ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
豊
か
な
人
生
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。

私
は
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
論
文
と
い
う
も
の
を
記
述
し
た
。

「
論
文
の
書
き
方
」
の
本
を
読
み
な
が
ら
の
執
筆
で
あ
り
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
ご
容
赦
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

注（
＊
１
）
専
門
は
、
I
T
教
育
。
著
書
に
「
子
ど
も
の
想
像
力
ス
イ
ッ
チ
」。

（
＊
２
）
二
〇
一
三
年
一
〇
月
か
ら
認
定
資
格
レ
ベ
ル
が
一
新
さ
れ
る
。

（
＊
３
）
平
成
二
〇
年
度
秋
季
か
ら
I
T
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
に
移
行
。

（
＊
４
）�

ぶ
き
っ
ち
ょ
母
さ
ん
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
知
恵
袋
。�

http://w
w
w
1
4
.ocn.ne.jp/~kaasan/

（
＊
５
）�

総
務
省
は
、「e-Japan

戦
略
」に
貢
献
す
る
た
め
、二
〇
一
〇
年
に
向
け
て「u-Japan

政
策
」を
提
言
し
、ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
社
会
の
実
現
に
む
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
始
め
た
。

参
考
文
献

N
T
T
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
定　

公
式
テ
キ
ス
ト

総
務
省　

情
報
通
信
政
策　

u-Japan

政
策

総
務
省　

平
成
二
十
三
年
版　

情
報
通
信
白
書　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
協
会　

平
成
二
十
五
年
度　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
推
進
事
業
（
全
国
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
普
及
啓
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
）「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
安
全
教
室
」
実
施
報
告
書

http://w
w
w
.net-anzen.go.jp/

（
二
〇
一
四
年
九
月
一
日　

最
終
確
認
お
よ
び
引
用
報
告
済
み
）

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構　

二
〇
一
二
年
度　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅
威
に
対
す
る
意
識
調
査　

報
告
書

http://w
w
w
.ipa.go.jp/

（
二
〇
一
四
年
九
月
一
日　

最
終
確
認
お
よ
び
引
用
報
告
済
み
）

読
売
新
聞　
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ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
認
識
力
と
危
機
管
理

警
察
官
（
警
視
庁
刑
事
部
捜
査
共
助
課
長
） 

岸　

昭
利
（
55
）

は
じ
め
に

今
か
ら
三
〇
年
ほ
ど
前
の
話
に
な
る
が
、
ア
ニ
メ
の
「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
の
人
気
が
高
ま
り
、
私
も
テ
レ
ビ
、
映
画

な
ど
夢
中
に
な
っ
て
見
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
中
で
妙
に
納
得
し
た
の
が
「
人
は
生
存
圏
（
人
が
生
存
で
き
る
エ
リ
ア
の
意

味
で
使
っ
て
い
た
と
思
う
。）
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
認
識
力
も
拡
大
す
る
。」
と
い
う
セ
リ
フ
で
あ
る
。
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当
時
の
私
は
「
生
物
と
し
て
の
人
間
は
狭
い
世
界
で
生
き
る
限
り
外
界
を
認
識
す
る
力
が
低
く
て
も
よ
い
が
、
活
動
エ
リ

ア
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
よ
り
高
度
な
認
識
能
力
が
必
要
に
な
る
」
と
考
え
て
い
た
。

一　

認
識
力
と
は

ま
ず
、「
認
識
力
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

㈠　

自
然
人
の
持
つ
認
識
力

認
識
力
と
は
五
感
（
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
、
触
覚
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
外
部
的
情
報
の
総
合
評
価
で
あ
る
。

各
感
覚
の
能
力
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
、
感
知
す
る
対
象
と
の
距
離
が
大
き
く
影
響
を
与
え
る
。

も
っ
と
も
遠
い
対
象
物
を
認
識
で
き
る
の
は
視
覚
で
あ
っ
て
、*

視
力
四
（
ア
フ
リ
カ
人
の
祖
先
）
の
人
は
、一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
先
の
直
径
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
物
体
を
認
識
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。*

白
鳥
敬
「
人
間
の
視
力
の
限
界
は
」

そ
の
次
は
聴
覚
、
嗅
覚
と
続
き
、
触
覚
と
味
覚
は
直
接
接
触
を
必
要
と
す
る
の
で
、
遠
く
か
ら
対
象
を
認
識
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。

㈡　

認
識
力
の
変
化

こ
の
よ
う
な
生
物
と
し
て
の
「
人
」
が
持
っ
て
い
る
認
識
力
は
、
時
代
と
と
も
に
低
下
し
て
き
て
い
る
と
考
え
る
。
前
述



175　ネット社会における認識力と危機管理

の
ア
フ
リ
カ
人
の
祖
先
の
話
で
は
な
い
が
、「
よ
り
遠
く
を
見
る
」
能
力
は
、
視
力
を
補
強
す
る
機
械
が
発
達
す
る
ま
で
は

高
い
状
態
が
維
持
・
向
上
さ
れ
て
き
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
条
件
が
こ
の
認
識
力
を
向
上
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、認
識
力
が
外
部
的
情
報
を
集
め
る
目
的
を
考
え
る
と
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、生
物
と
し
て
の
人
は
「
生

存
す
る
た
め
」
に
外
界
の
危
険
情
報
を
早
期
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
物
と
し
て
の
人
が
生
き
て
い
く

上
で
「
危
険
」
が
大
き
い
環
境
で
あ
る
ほ
ど
、
認
識
力
は
高
ま
る
は
ず
で
あ
る
。

㈢　

認
識
力
と
情
報
収
集
能
力

前
述
し
た
と
お
り
、
認
識
力
は
五
感
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
覚
に
は
情
報
収
集
力
に
大
き
な
差

が
あ
る
。

短
時
間
に
、
そ
し
て
大
量
の
情
報
を
脳
へ
送
り
込
め
る
の
は
視
覚
で
あ
る
。
ま
た
、
人
の
記
憶
に
残
さ
れ
る
情
報
も
視
覚

か
ら
の
も
の
が
多
く
、
こ
れ
は
映
像
の
他
に
文
字
の
情
報
も
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

私
個
人
は
、
聴
力
が
「
危
険
」
に
対
す
る
認
識
で
は
最
も
優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
耳
か
ら
の
情
報
と
は
大
半
の

人
が
発
す
る
言
語
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
は
素
早
い
反
応
が
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
言
葉
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
認
識
→
判
断
→
回
答
と
い
う
作
業
が
常
に
行
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
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二　

生
存
圏
と
認
識
力

㈠　

生
存
圏
の
範
囲

冒
頭
の
「
ガ
ン
ダ
ム
」
の
世
界
で
は
な
い
が
、人
は
移
動
手
段
の
進
歩
と
と
も
に
生
存
圏
を
拡
大
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

人
の
生
存
圏
は
移
動
手
段
・
能
力
の
向
上
と
密
接
に
関
連
し
、こ
の
拡
大
傾
向
は
人
間
の
持
つ
本
能
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

狩
猟
に
よ
っ
て
生
業
を
立
て
て
い
た
時
代
で
は
、
当
然
獲
物
の
多
い
エ
リ
ア
に
生
存
圏
を
設
定
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
農
耕

が
主
力
産
業
と
な
っ
た
時
代
で
は
農
作
物
を
育
て
る
た
め
の
広
大
な
土
地
（
農
地
）
を
必
要
と
し
た
。
ま
た
、
貿
易
が
巨
額

の
富
を
生
み
出
す
時
代
に
な
る
と
移
動
手
段
も
飛
躍
的
に
発
展
し
、
人
の
生
存
圏
は
急
速
に
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

㈡　

生
活
圏
の
拡
大
と
認
識
力

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
生
存
圏
の
拡
大
が
認
識
力
を
拡
大
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
認
識
力
の
拡
大
が
、
言
葉
を
換

え
れ
ば
認
識
力
の
向
上
が
生
存
圏
拡
大
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
認
識
力
の
拡
大
」
は
、
視
覚
を
強
化
す
る
望
遠
鏡
、
聴
覚
を
補
強
す
る
聴
診
器
や
伝
声
管
等
の
ツ
ー
ル
を

指
す
。

こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
の
発
明
は
、
人
が
持
つ
低
い
認
識
力
を
補
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
人
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を

欲
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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㈢　

認
識
力
拡
大
ツ
ー
ル
が
発
明
さ
れ
た
理
由

人
は
文
明
の
進
歩
と
と
も
に
認
識
力
拡
大
ツ
ー
ル
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
き
た
が
、
つ
い
に
は
遠
隔
地
で
会
話
で
き
る

無
線
機
や
高
速
で
飛
行
す
る
物
体
を
発
見
す
る
レ
ー
ダ
ー
ま
で
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
。

私
は
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
生
物
と
し
て
の
人
が
持
つ
「
生
き
残
る
た
め
」
の
本
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
生

き
残
る
た
め
に
邪
魔
と
な
る
も
の
、
脅
威
と
な
る
も
の
を
い
か
に
早
く
発
見
し
、
そ
の
対
処
方
策
を
講
じ
る
た
め
に
認
識
力

拡
大
ツ
ー
ル
の
発
展
は
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

三　

生
存
圏
と
生
活
圏

㈠　

生
存
圏
と
生
活
圏
の
違
い

両
者
の
違
い
を
明
確
に
規
定
し
た
論
文
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
私
的
な
考
え
方
を
述
べ
れ
ば
、

「
生
存
圏
」
は
驚
異
の
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
生
き
る
た
め
活
動
で
き
る
範
囲

「
生
活
圏
」
は
大
き
な
脅
威
の
な
い
エ
リ
ア
に
お
け
る
日
常
生
活
を
営
め
る
範
囲

と
い
う
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、「
生
活
圏
」
に
は
生
存
を
脅
か
す
ほ
ど
の
脅
威
は
存
在
し
な
い
社
会
と
想
定
し
て
以
下
本
稿
を
進
め
る
。
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㈡　

ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
生
存
圏
と
生
活
圏

現
実
世
界
に
お
け
る
生
活
圏
は
、
居
住
地
周
辺
や
仕
事
先
な
ど
自
分
と
既
知
の
人
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
エ
リ
ア
で
あ
る
か

ら
、
当
然
脅
威
は
少
な
い
と
考
え
る
。
一
方
、
生
活
圏
を
超
え
た
世
界
で
あ
る
生
存
圏
で
は
、
我
々
は
脅
威
の
存
在
を
あ
る

程
度
意
識
し
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
、
厳
冬
期
に
冬
山
登
山
を
行
う
よ
う
な
極
端
な
例
を
除
け
ば
、
日
本
国

内
で
危
険
を
感
じ
る
生
活
圏
を
認
識
す
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
空
間
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
「
生
存
圏
」
や
「
生
活
圏
」
の
違
い
す
ら
存
在
し
な
い
、
言

い
換
え
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
常
に
何
ら
か
の
危
険
性
の
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈢　

生
存
圏
に
お
け
る
危
機
回
避

前
述
の
と
お
り
、
生
存
圏
に
お
い
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
際
は
何
ら
か
の
脅
威
が
存
在
し
、
人
は
そ
れ
を
避
け
る
術
を
体

得
し
て
い
る
。
そ
の
術
を
支
え
て
い
る
の
が
冒
頭
か
ら
挙
げ
て
い
る
「
認
識
力
」
で
あ
る
。

例
え
ば
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
車
両
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
の
は
何
故
か
。
走
行
し
て
い
る
車
両
を
視
覚
に
よ
っ
て
認
識
し
、

そ
れ
が
脳
の
記
憶
と
照
合
さ
れ
「
衝
突
す
る
な
」
と
判
断
す
る
。

爆
発
音
が
す
れ
ば
、
そ
れ
は
聴
覚
に
よ
っ
て
脳
に
伝
わ
り
「
爆
発
場
所
か
ら
遠
ざ
か
れ
」
と
判
断
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
界
の
脅
威
に
関
す
る
情
報
を
脳
へ
提
供
し
、
そ
の
記
憶
と
照
合
し
て
正
し
い
判
断
を
促
す
う
え
で
、
こ

の
「
認
識
力
」
は
重
要
な
ツ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。
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四　

他
人
に
対
す
る
関
心
と
距
離
の
関
係

こ
こ
で
、
も
う
一
つ
視
点
か
ら
人
の
脅
威
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

㈠　

人
間
同
士
の
距
離
に
よ
る
影
響

「
ひ
ざ
詰
め
談
判
」
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
と
お
り
、
他
人
に
影
響
を
与
え
る
説
得
は
距
離
が
近
い
ほ
ど
効
果
的
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
定
の
距
離
内
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
す
人
間
関
係
は
、
そ
う
で
な
い
関
係
よ
り

も
濃
密
に
な
る
。
家
族
関
係
が
そ
の
典
型
例
で
、
家
族
は
血
の
つ
な
が
り
と
い
う
よ
り
も
一
つ
の
共
同
体
と
し
て
暮
ら
し
て

い
く
過
程
で
、
そ
の
距
離
の
近
さ
ゆ
え
に
濃
密
な
人
間
関
係
を
育
て
る
と
考
え
る
。

㈡　

通
信
手
段
の
発
展
と
家
族
関
係

こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
人
々
が
家
と
い
う
「
一
個
の
容
器
」
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
容
器
に
ほ
こ
ろ
び
が
生
じ
る
と
濃
密
な
関
係
は
次
第
に
希
薄
に
な
る
と
考
え
る
。
こ
の
「
ほ
こ
ろ
び
」
こ

そ
、
家
族
と
家
族
以
外
の
も
の
を
結
び
つ
け
る
「
通
信
手
段
」
で
あ
る
。

人
類
は
文
字
を
「
記
録
」
と
い
う
機
能
で
活
用
し
た
ほ
か
、
人
か
ら
人
へ
情
報
を
伝
達
す
る
「
情
報
」
面
で
も
利
用
し
て

き
た
。
こ
の
文
字
を
活
用
し
た
「
手
紙
」
は
、
一
部
の
限
ら
れ
た
人
々
が
通
信
手
段
と
し
て
利
用
し
た
が
、
家
と
い
う
容
器

に
大
き
な
穴
を
開
け
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
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文
明
が
進
ん
で
、
電
話
が
家
の
中
ま
で
普
及
し
は
じ
め
る
と
状
況
は
一
変
す
る
。
す
な
わ
ち
、
家
の
構
成
員
で
あ
る
家
族

は
、
電
話
と
い
う
通
信
手
段
に
よ
っ
て
家
庭
外
の
人
と
会
話
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
は
家
族
同
士
よ
り
も
濃
密
な

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

そ
し
て
、
携
帯
電
話
と
電
子
メ
ー
ル
の
登
場
は
こ
の
傾
向
に
更
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

㈢　

社
会
に
お
け
る
人
間
関
係

人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
街
が
作
ら
れ
、
そ
こ
に
共
同
体
と
し
て
の
社
会
が
出
来
上
が
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め

の
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
た
。
権
力
者
が
統
治
上
発
出
す
る
命
令
か
ら
、
地
域
社
会
の
取
り
決
め
ま
で
様
々
な
も
の
が
存
在
し
た

が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
身
近
に
い
る
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
精
神
で
あ
る
。

例
え
ば
、
公
共
の
道
路
の
使
い
方
で
あ
る
。
自
分
の
居
住
場
所
の
前
だ
か
ら
と
い
っ
て
勝
手
に
物
を
置
け
ば
他
の
人
は
通

行
で
き
な
い
。
狭
い
道
で
前
を
見
て
い
な
け
れ
ば
衝
突
す
る
。
傘
を
さ
し
て
い
て
人
混
み
を
抜
け
る
に
は
相
互
に
傘
が
当
た

ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
知
っ
て
い
る
人
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
常
に
「
自
分
の
近
く
の
人
に
関
心
を

払
い
、
気
を
遣
う
」
こ
と
が
根
底
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
遠
く
離
れ
て
い
る
者
よ
り
も
物
理
的
に
「
今
い
る

空
間
」
で
の
人
間
関
係
を
優
先
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

㈣　

通
信
手
段
の
進
歩
が
人
間
関
係
に
及
ぼ
し
た
弊
害

連
絡
手
段
を
携
行
し
な
い
段
階
で
は
、
人
は
現
時
点
で
身
近
に
い
る
人
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
自
分
の
安
全
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に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
マ
ナ
ー
や
規
則
の
縛
り
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
自
分
の

知
り
合
い
と
繋
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
身
近
な
人
々
へ
の
気
配
り
を
後
押
し
し
て
い
た
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
携
帯
電
話
の
普
及
は
周
囲
の
人
々
に
気
を
配
ら
な
く
て
も
、
常
に
家
族
・
友
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
安
心
感

を
与
え
た
。
公
共
の
場
所
で
自
分
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
に
勇
気
と
安
心
感
を
与
え
、
携
帯
電
話
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ

て
い
る
人
へ
の
依
存
を
高
め
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
都
会
に
お
け
る
無
関
心
社
会
は
こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
時
の
経
過
と
と
も
に
社
会
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
な
っ

て
い
っ
た
。

五　

現
実
空
間
と
ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
安
全
確
保

人
は
脅
威
を
避
け
る
た
め
、
優
れ
た
「
認
識
力
」
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
力
は
現
実
空
間
に
お
け
る
物
理
的
脅

威
に
対
し
て
は
、安
全
を
確
保
す
る
上
で
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
し
か
し
、ネ
ッ
ト
空
間
で
も
同
程
度
の
安
全
を
保
つ
に
は
、

い
か
な
る
「
認
識
力
」
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
人
と
人
と
の
距
離
が
こ
の
関
係
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か

を
考
察
し
、
ネ
ッ
ト
空
間
の
安
全
確
保
方
法
を
考
え
て
み
た
い
。
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「
認
識
力
」
の
面
か
ら
の
考
察

ア　

ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
認
識
ツ
ー
ル

ネ
ッ
ト
空
間
と
人
と
を
つ
な
い
で
い
る
も
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
代
表
さ
れ
る
端
末
と
呼
ば
れ
る
機
械
で
あ
り
、
こ
の
機
械

を
通
し
て
人
の
視
覚
、
あ
る
い
は
聴
覚
を
通
じ
て
脳
へ
と
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
。

視
覚
に
よ
る
情
報
が
脳
に
伝
達
さ
れ
、
記
憶
の
中
に
あ
る
脅
威
情
報
と
照
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
は
反
応
を
起
こ

す
の
で
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
空
間
に
関
す
る
脅
威
情
報
は
、
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
現
実
空
間
の
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
極
め
て
少

な
い
。

こ
れ
は
認
識
ツ
ー
ル
や
認
識
力
の
問
題
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
端
末
→
視
覚
と
い
う
経
路
だ
け
で
は
十
分
な
脅
威

情
報
は
収
集
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。

イ　

視
覚
と
聴
覚
の
違
い

そ
れ
で
は
、
聴
覚
を
使
っ
た
認
識
の
方
が
脅
威
情
報
は
効
果
的
に
収
集
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、

情
報
の
収
集
力
で
は
視
覚
の
方
が
聴
覚
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
音
声
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
面
を

考
え
る
と
、
脅
威
情
報
を
的
確
に
捉
え
ら
れ
る
の
は
聴
覚
、
つ
ま
り
耳
か
ら
の
情
報
で
あ
ろ
う
。

携
帯
電
話
で
の
通
話
と
メ
ー
ル
送
受
信
を
比
べ
て
み
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
。
脅
威
が
身
近
に
迫
っ
て
い
る
の
に
メ
ー
ル
を

使
用
し
て
知
ら
せ
る
人
は
稀
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
視
覚
と
聴
覚
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
文
字
に
よ
る
伝
達
と
言
葉
に
よ
る

伝
達
の
違
い
で
あ
り
、
緊
急
性
と
い
う
面
で
は
言
葉
に
よ
る
伝
達
が
優
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ウ　

認
識
力
を
増
加
さ
せ
る
ツ
ー
ル

自
然
界
の
ウ
ィ
ル
ス
も
肉
眼
で
は
見
え
な
い
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
空
間
で
も
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
た
め
特
殊
な
ツ
ー
ル

を
用
い
て
認
識
力
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
仕
組
み
は
ネ
ッ
ト
上
の「
病
気
」

対
策
と
し
て
は
早
期
発
見
と
い
う
意
味
で
極
め
て
有
効
で
あ
る
。

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
「
犯
罪
行
為
」
に
対
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

病
気
に
対
す
る
防
疫
や
予
防
接
種
と
犯
罪
行
為
に
対
す
る
防
犯
対
策
は
根
本
的
に
異
な
る
。
ど
れ
だ
け
最
新
の
ウ
ィ
ル
ス

対
策
ソ
フ
ト
が
あ
ろ
う
と
も
、
見
え
な
い
相
手
が
犯
罪
者
か
ど
う
か
は
教
え
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

現
在
の
技
術
で
は
ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
人
の
認
識
力
増
加
（
強
化
）
ツ
ー
ル
は
犯
罪
行
為
に
は
無
力
か
も
し
れ
な
い
。

エ　

脅
威
情
報
の
蓄
積
に
よ
る
安
全
対
策

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
ネ
ッ
ト
空
間
で
あ
ろ
う
と
現
実
社
会
で
あ
ろ
う
と
「
自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
」
た
め
に

は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
「
危
険
」
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
空
間
に
対
し
て
は
、「
認
識
力
」
が
不
十
分
に
し

か
働
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、「
危
険
」
を
知
る
こ
と
、
つ
ま
り
脅
威
情
報
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
、
で
き
る
だ
け
大
量
に

収
集
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
経
験
に
基
づ
く
情
報
の
蓄
積
が
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
経
験
が

い
く
ら
長
く
て
も
非
日
常
的
な
事
柄
が
少
な
け
れ
ば
（
通
常
は
多
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
）、
脅
威
へ
の
判
断
力
が
そ
れ

に
比
例
し
て
向
上
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
現
実
社
会
の
経
験
と
は
あ
ま
り
連
動
し
な
い
か
ら
、
経
験
豊
富
な

大
人
で
も
、
中
学
生
あ
た
り
に
騙
さ
れ
る
事
案
は
起
こ
り
う
る
の
で
あ
る
。
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人
の
距
離
間
か
ら
の
考
察

「
四　

他
人
に
対
す
る
関
心
と
距
離
の
関
係
」
で
述
べ
た
通
り
、
人
は
通
信
手
段
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
く
に
い
る

知
人
を
身
近
に
感
じ
、
結
果
と
し
て
近
く
に
い
る
他
人
よ
り
も
上
位
に
置
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

ア　

見
知
ら
ぬ
人
と
関
わ
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
安
全
確
保

こ
の
傾
向
は
、「
危
険
の
も
の
か
ら
遠
ざ
か
る
」
と
い
う
根
本
的
な
生
存
本
能
に
由
来
す
る
。
あ
る
い
は
、
社
会
の
仕
組

み
が
進
歩
し
た
こ
と
に
よ
り
、
見
知
ら
ぬ
人
と
関
わ
ら
な
く
て
も
非
常
時
に
は
公
的
な
助
け
が
得
ら
れ
る
と
い
う
安
心
感
に

基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
近
代
文
化
が
築
き
上
げ
た
見
知
ら
ぬ
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の
精
神
は
、
非
常
時
は
近
く
の

人
に
助
け
て
も
ら
う
と
い
う
相
互
扶
助
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
相
互
扶
助
的
な
仕
組
み
は
、

公
的
な
救
助
シ
ス
テ
ム
の
発
達
と
通
信
手
段
の
発
達
に
よ
り
失
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

イ　

脅
威
に
対
す
る
判
断
力
の
低
下

自
宅
に
泥
棒
が
入
り
、
金
銭
や
物
が
盗
ま
れ
た
。
す
ぐ
一
一
〇
番
通
報
し
て
警
察
へ
被
害
申
告
す
る
人
が
多
い
で
あ
ろ
う

が
、
家
族
や
友
人
に
電
話
し
て
か
ら
届
け
出
る
人
も
い
る
。
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
に
対
し
て
、「
ま
ず
相
談
」

と
い
う
選
択
肢
を
選
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
経
験
の
多
寡
に
よ
る
も
の
と
説
明
し
て
も
よ
い
が
、
や
は
り
公
的

援
助
シ
ス
テ
ム
を
含
め
て
「
よ
り
精
神
的
な
つ
な
が
り
あ
る
人
」
に
精
神
的
な
助
け
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
よ

り
精
神
的
な
つ
な
が
り
あ
る
人
」
が
存
在
す
る
人
ほ
ど
脅
威
に
対
す
る
判
断
力
は
鈍
化
し
、
た
と
え
一
人
暮
ら
し
で
あ
っ
て



185　ネット社会における認識力と危機管理

も
携
帯
電
話
に
依
存
す
る
度
合
い
が
高
い
ほ
ど
、
物
理
的
距
離
の
近
い
人
へ
は
助
け
を
求
め
な
い
傾
向
が
強
く
な
る
。

ウ　

ネ
ッ
ト
空
間
が
現
実
社
会
の
距
離
感
へ
与
え
る
影
響

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
人
が
集
ま
る
社
会
に
お
け
る
従
来
の
安
全
シ
ス
テ
ム
は
携
帯
電
話
を
は
じ
め
と
す
る
通
信

ツ
ー
ル
の
進
歩
に
よ
っ
て
徐
々
に
そ
の
機
能
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
人
々
を
よ
り
危
険
性
の
高
い
環
境
へ
追
い
や
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
緊
急
事
態
に
お
い
て
物
理
的
距
離
の
近
い
人
に
助
け
を
求
め
る
よ
り
も
「
ま
ず
携
帯
電
話
で
連
絡
」
と
い
う

判
断
は
、
危
機
管
理
上
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
素
と
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ネ
ッ
ト
空
間
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
友
人
・
知
人
が
い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
駆
け
つ
け
て
く
れ

る
と
い
う
感
覚
は
高
度
に
発
達
し
た
通
信
機
器
に
よ
る
「
ま
や
か
し
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

六　

ネ
ッ
ト
空
間
と
現
実
社
会
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
き
抜
く
た
め
に

言
う
ま
で
も
な
く
、
我
々
は
現
実
社
会
に
お
い
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
空
間
は
情
報
集
め
や
連
絡
の
た
め
の

道
具
に
過
ぎ
な
い
。
道
具
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、そ
の
危
険
性
を
正
し
く
認
識
し
、使
い
方
を
誤
ら
な
い
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
、
主
た
る
生
存
圏
は
現
実
社
会
で
あ
っ
て
ネ
ッ
ト
空
間
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
安
全
に
ネ
ッ
ト
空
間
を
利
用
し
、
現
実
社
会
の
脅
威
を
正
し
く
認
識
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
挙
げ
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
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ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
認
識
力
低
下
を
理
解
す
る
。

現
実
生
活
に
お
け
る
認
識
力
は
、
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
に
よ
っ
て
入
手
し
た
情
報
を
総
合
的
に
評
価
し
て
脅
威
の
度
合
い

を
判
断
す
る
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
空
間
で
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
ほ
ぼ
視
覚
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
文
字
情
報
と
真
実

性
の
裏
付
け
が
な
い
画
像
に
よ
っ
て
判
断
の
基
礎
と
な
る
情
報
が
形
作
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
正
し
く
物
事
を
見
極
め
る
」

た
め
の
自
然
的
認
識
力
は
通
用
し
な
い
の
で
あ
る
。

ま
る
で
、
音
の
し
な
い
覗
き
穴
か
ら
一
部
分
し
か
見
え
な
い
世
界
の
よ
う
に
、
極
め
て
情
報
量
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
覗
い
て
い
る
本
人
は
比
較
対
象
が
な
い
た
め
、
そ
の
あ
ま
り
に
狭
小
な
世
界
に
気
付
か
な
い
の
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
認
識
力
が
い
か
に
低
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
か
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

常
に
ネ
ッ
ト
空
間
を
覗
い
て
い
る
意
識
を
も
ち
、
客
観
的
に
自
分
を
見
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
常
に
こ
れ
を
意
識
す
る
べ

き
で
あ
る
。

㈡　

携
帯
用
通
信
機
器
に
依
存
し
た
人
間
関
係
の
危
う
さ
を
知
る
。

携
帯
電
話
に
代
表
さ
れ
る
通
信
機
器
を
常
時
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
人
間
の
信
頼
関
係
を
高
め
る
に
は
非
常
に
有
効
で
あ

る
。
し
か
し
、
距
離
感
を
無
視
し
た
こ
の
依
存
関
係
は
、
緊
急
事
態
に
は
大
き
な
弊
害
に
な
る
の
で
あ
る
。

携
帯
用
通
信
機
器
が
持
ち
主
に
与
え
る
安
心
感
は
、
緊
急
事
態
に
は
通
用
し
な
い
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
暴
漢
に

襲
わ
れ
た
場
合
、
ひ
っ
た
く
り
に
あ
っ
て
物
を
盗
ま
れ
た
場
合
、
急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
て
動
け
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
、
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携
帯
用
通
信
機
器
で
つ
な
が
っ
た
知
人
・
友
人
は
ま
っ
た
く
無
力
で
あ
る
。

常
に
身
近
に
い
る
人
へ
気
を
配
り
、「
お
互
い
様
」
の
精
神
を
涵
養
し
て
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
こ
そ
現
代
を
生
き
る
人

間
に
と
っ
て
大
事
な
「
危
機
管
理
」
で
あ
る
。

㈢　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
精
神
を
育
て
る
。

人
は
平
素
集
団
の
中
で
生
活
し
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、ネ
ッ
ト
空
間
へ
は
通
常
自
分
ひ
と
り
で
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
自
分
を
知
っ
て
い
る
の
は
自
分
だ
け
」
と
い
う
の
は
、
大
都
会
へ
単
独
で
出
て
き
た
状
態
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

自
分
の
匿
名
性
が
強
力
に
保
証
さ
れ
、
ま
さ
に
「
旅
の
恥
は
か
き
す
て
」
状
態
に
な
る
の
で
あ
る
。
現
実
世
界
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
で
も
緊
急
事
態
に
は
援
助
し
て
く
れ
る
人
が
表
れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
自
分
ひ
と
り
で
全
て

を
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ネ
ッ
ト
空
間
で
は
、
よ
り
高
い
自
律
心
と
高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
持
た
な
い
も
の
、
未
熟
な

も
の
は
立
ち
入
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

七　

教
育
と
使
用
制
限
の
必
要
性

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
ネ
ッ
ト
空
間
へ
誰
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
る
現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
変
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
記
名
性
」
と
「
倫
理
観
」
で
あ
る
。
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㈠　

記
名
性
に
つ
い
て

匿
名
性
に
対
す
る
言
葉
と
し
て
「
記
名
性
」
を
挙
げ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ネ
ッ
ト
空
間
で
は
た
と
え
S
N
S
の
よ
う
な

制
限
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
も
、
常
に
匿
名
性
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
現
実
社
会
で
は
困
難
な
「
他
人
へ
の

な
り
す
ま
し
」
も
、
ネ
ッ
ト
空
間
で
は
性
別
、
年
齢
な
ど
に
全
く
関
係
な
く
行
い
う
る
。

ネ
ッ
ト
社
会
の
安
全
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
現
実
世
界
の
「
防
犯
カ
メ
ラ
」
に
匹
敵
す
る
記
録
装
置
、
あ
る
い
は
記
名

性
を
担
保
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
る
。
あ
る
い
は
、
匿
名
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
そ
う
で
な
い
エ
リ
ア
の
住

み
分
け
な
ど
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
実
社
会
に
お
い
て
「
危
な
い
と
こ
ろ
に
は
近
寄
ら
な
い
」
判
断
は
あ
る
程
度
の
情
報
が
あ
れ
ば
で

き
る
し
、
行
政
機
関
か
ら
も
提
供
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ネ
ッ
ト
空
間
で
は
「
ど
の
サ
イ
ト
が
危
な
い
」
と
い
う
情
報
は
入

手
で
き
な
い
し
、
行
政
機
関
が
情
報
提
供
す
る
こ
と
は
な
い
。

記
名
性
を
そ
の
よ
う
に
確
報
す
る
か
、
そ
の
反
面
、
利
便
性
や
個
人
情
報
の
面
で
反
対
意
見
も
起
こ
る
で
あ
ろ
う
が
、
未

成
年
者
も
同
じ
危
険
性
の
エ
リ
ア
へ
入
り
込
め
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
何
ら
か
の
制
限
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

㈡　

教
育
の
必
要
性

現
在
の
学
校
教
育
は
、
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
活
動
は
非
常
に
力
を
入
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
社
会
生
活
を
営
む

た
め
の
ル
ー
ル
は
家
庭
教
育
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
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安
全
に
生
き
る
た
め
の
知
識
は
、
各
人
が
意
欲
的
に
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
手
に
入
る
が
、
見
え
な
い
空
間
を
知
識
の
な
い

も
の
が
活
動
す
る
こ
と
は
目
隠
し
で
道
路
を
歩
く
如
く
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

学
校
教
育
で
新
し
い
こ
と
を
教
え
る
と
き
は
、
ど
う
し
て
も
「
い
か
に
使
う
か
」
に
重
点
が
置
か
れ
る
が
、
同
じ
比
重
で

「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
教
育
も
行
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
知
識
不
足
の
親
に
依
存
す
る
よ
り
は
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
た
教
育
者
に
よ
っ
て
統
一
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

㈢　

使
用
制
限
の
必
要
性

道
路
交
通
法
上
、
自
動
二
輪
免
許
を
取
得
で
き
る
の
は
一
六
歳
以
上
で
あ
る
。
現
実
社
会
で
は
こ
の
よ
う
な
年
齢
制
限
は

様
々
な
分
野
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
行
為
で
あ
っ
て
も
子
供
に
は
危
険
な
も
の
が
存
在
し
、
そ
れ
に
対
し
て
社

会
が
一
定
の
規
制
を
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
規
制
は
、も
っ
ぱ
ら
「
少
年
の
健
全
育
成
」
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
が
、深
夜
に
お
け
る
外
出
規
制
や
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
へ
の
立
ち
入
り
規
制
な
ど
は
少
年
自
身
の
被
害
予
防
の
目
的
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ネ
ッ
ト
空
間
も
有
害
サ
イ
ト
を
児
童
へ
見
せ
な
い
こ
と
を
目
的
に
「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
プ
ロ

バ
イ
ダ
業
者
の
協
力
に
基
づ
く
も
の
で
、
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
先
に
述
べ
た
「
記
名
性
」
と
同
じ
話
に
な
る

が
、
少
年
で
あ
る
が
ゆ
え
に
匿
名
性
に
潜
む
危
険
性
は
よ
り
高
く
な
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
端
末
と
個
人
の
つ
な
が
り
を
よ
り
徹
底
さ
せ
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た
者
以
外
は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
仕
組

み
を
作
り
、
記
名
性
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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お
わ
り
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
、
我
々
に
「
第
三
の
眼
」
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
の
眼
を
通
し
て
現
実
世
界
と
違
う
世
界
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
夢
、
あ
る
い
は
知
識
に
対
す
る
欲
は
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
く
。
た
だ
、
そ
の
夢
が
偽
物
で
な
い
と
い
う

保
証
は
誰
も
し
て
く
れ
な
い
。
そ
ん
な
危
う
い
世
界
で
な
く
、
誰
も
が
希
望
を
持
て
る
世
界
を
築
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

た
と
え
そ
れ
が
「
ネ
ッ
ト
空
間
」
と
い
う
世
界
で
あ
っ
て
も
。
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ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の 

警
察
と
し
て
の
取
り
組
み

警
察
官
（
警
視
庁
） 

齋
藤　

美
帆
（
43
）

一
．
は
じ
め
に

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
ん
で
す
け
ど
、
出
会
い
が
な
い
ん
で
す
。
出
会
っ
て
も
ら
え
な
い
ん
で
す
。
ど
う
し
た

ら
い
い
で
す
か
。」

こ
れ
は
、
私
が
約
十
二
～
三
年
前
、
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
対
策
総
合
セ
ン
タ
ー
（
現
：
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
）
在
籍
時
、
男
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子
高
校
生
か
ら
受
け
た
電
話
相
談
で
あ
る
。

当
時
、
私
は
主
に
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
機
関
に
出
向
い
て
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
学
生
や
教
師
、
保
護
者

等
に
対
し
、ハ
イ
テ
ク
犯
罪
の
防
止
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
い
た
。
ま
だ
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
と
い
う
こ
と
ば
も
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
」
も
存
在
し
な
か
っ
た
当
時
は
日
本
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
人
口
普
及
率
は
四
六
・
三
％
だ
っ
た
。
そ
れ

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
社
会
基
盤
と
し
て
定
着
し
、多
く
の
都
民
・
国
民
に
と
っ
て
生
活
の
一
部
と
な
っ
た
今
で
は
七
九
・

五
％
の
人
口
普
及
率
と
な
る
の
に
伴
い
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
機
器
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
や
犯
罪
は
、
日
々
新
手
な
手
口
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
ネ
タ
が
尽
き
る
こ
と
は
な
い
。
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
な
重
大
犯
罪
や
被
害
の
影
響
が
大
き
い
犯
罪
は
ご
く
一
部
で
あ
り
、
実
際
に
は
犯
罪
に
は
該

当
し
な
く
と
も
、
冒
頭
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
些
細
な
心
配
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
人
が
非
常
に
多
い
の
が
実

態
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
サ
イ
バ
ー
空
間
を
含
め
た
現
実
社
会
に
お
い
て
、
治
安
を
守
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
警
察
の
立
場
か
ら
、
ネ
ッ

ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
対
策
や
提
言
を
論
じ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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二
．
実
体
験
か
ら
考
察
す
る
「
安
全
な
ネ
ッ
ト
社
会
」
と
は

○　

ネ
ッ
ト
社
会
を
暮
ら
す
心
構
え

・
ネ
ッ
ト
社
会
の
弊
害　

「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
挙
手
し
て
ー
」

昨
年
ま
で
警
察
学
校
の
教
官
を
し
て
い
た
私
は
、
警
察
官
の
卵
で
あ
る
警
察
学
校
の
学
生
に
対
し
、「
情
報
管
理
」
と
い

う
授
業
の
始
め
に
、
必
ず
質
問
を
し
て
い
た
。

一
八
歳
か
ら
二
九
歳
ま
で
の
警
察
学
校
の
学
生
た
ち
は
、
メ
ー
ル
や
S
N
S
が
友
人
関
係
の
構
築
ツ
ー
ル
と
し
て
当
た

り
前
の
環
境
で
育
っ
て
き
た
若
者
た
ち
で
あ
る
。
義
務
教
育
の
授
業
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文
書
や
プ
レ
ゼ
ン
資
料
作
成

や
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
ゲ
ー
ム
機
器
や
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
巧
み
に
操
作
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
し

て
い
る
世
代
で
あ
り
、
情
報
機
器
を
悪
用
し
た
サ
イ
バ
ー
犯
罪
事
件
捜
査
を
希
望
す
る
若
手
警
察
官
が
増
加
し
て
い
る
と
推

測
し
て
い
た
が
、
実
際
は
違
う
よ
う
だ
。
手
を
挙
げ
る
学
生
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

簡
易
パ
ソ
コ
ン
の
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
身
近
な
ツ
ー
ル
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方

法
は
熟
知
し
て
い
る
一
方
、
学
習
や
仕
事
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
パ
ソ
コ
ン
と
な
る
と
苦
手
意
識
が
先
行
し
、
使
い
た
が
ら
な

い
、
あ
る
い
は
使
い
こ
な
せ
な
い
と
い
う
現
実
は
、
日
々
進
化
す
る
情
報
化
社
会
を
支
え
て
い
く
若
者
た
ち
の
今
後
を
考
え

る
と
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

現
代
で
は
、情
報
機
器
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
「
文
字
情
報
」
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
主
体
に
な
り
、
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対
面
し
て
相
手
の
反
応
を
見
な
が
ら
会
話
を
し
た
り
本
音
を
聞
き
出
し
た
り
、
ま
た
、
瞬
間
に
発
す
る
「
こ
と
ば
」
に
集
中

す
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
た
め
、
心
の
通
っ
た
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
苦
手
な
若
者
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

本
来
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
逆
に
依
存
し
て
し
ま
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
環
境

に
な
る
と
不
安
に
な
り
、
孤
独
に
さ
え
感
じ
る
と
い
う
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
被
害
者
は
、
現
実
社
会
と
比
較
し

て
実
態
が
見
え
な
い
分
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
、
子
ど
も
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
は
登
校
拒
否
や
殺
人
事
件
ま
で
発
生
し
て
い
る
。

近
年
急
増
し
て
い
る
S
N
S
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
悪
用
し
た
犯
罪
は
、
ネ
ッ
ト
依
存
社
会

の
弊
害
で
あ
ろ
う
。

警
察
学
校
入
校
中
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
か
ら
少
し
離
れ
ア
ナ
ロ
グ
生
活
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
警
察
官
と
し
て
仕
事
を
し

て
い
く
上
で
重
要
な
団
結
力
や
同
僚
愛
を
醸
成
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
義
務
教
育
の
間

は
、
家
庭
や
学
校
で
は
保
護
者
や
教
員
の
意
識
を
ア
ナ
ロ
グ
世
界
に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
左
右
さ

れ
な
い
、
自
分
自
身
の
意
思
や
考
え
方
に
よ
る
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
手
助
け
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

情
報
化
社
会
が
生
み
出
し
た
脆
弱
性
は
、
情
報
化
の
技
術
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
。
情
報
化
社
会
を
生
き
て
い
る
人
間

の
思
考
力
が
必
要
で
あ
る
。

・
ネ
ッ
ト
社
会
の
相
談
所

数
か
月
前
、
近
く
に
住
む
七
〇
歳
を
超
え
た
母
親
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
購
入
し
た
。
購
入
当
初
に
基
本
的
な
使
い
方
を



195　ネット社会を安全に暮らすための警察としての取り組み

教
え
た
と
こ
ろ
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
収
集
・
検
索
だ
け
で
な
く
、
S
N
S
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、

あ
る
程
度
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
母
親
自
身
、
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
情
報
機
器
全
般
に
つ
い
て
は
無
知
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
の
で
、
変
に
触
る
と
ど
う
な
る
の
か
が
不
安
で
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
以
外
絶
対
に
操
作
し
な
い
と

い
う
。
子
ど
も
た
ち
が
ゲ
ー
ム
機
器
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
興
味
本
位
で
触
り
な
が
ら
、
な
ん
と
な
く
使
い
方
を
マ
ス

タ
ー
し
て
し
ま
う
の
と
大
き
く
異
な
る
。
た
だ
、
母
親
の
場
合
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用
中
に
困
っ
た
り
悩
ん
だ
時
に
、

身
近
な
駆
け
込
み
寺
と
し
て
、
頼
り
に
で
き
る
私
の
存
在
が
一
番
安
心
で
あ
る
と
い
う
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
ネ
ッ
ト
社
会
に
飛
び
込
み
共
存
し
て
い
く
に
は
、
身
近
に
「
自
分
に
と
っ
て
の
相
談
所
」
が
必
要
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
も
現
実
社
会
と
同
様
、
あ
ら
ゆ
る
危
険
や
脅
威
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
転
が
っ
て
い
る
。
一
番
安
全
な
の

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
正

し
く
使
え
ば
、
情
報
の
収
集
・
共
有
・
伝
達
手
段
と
し
て
非
常
に
便
利
か
つ
有
効
で
あ
る
。
安
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
危
険
や
脅
威
と
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
の
対
策
を
知
り
、
身
近

に
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

設
定
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
不
安
な
場
合
は
周
囲
の
詳
し
い
人
に
手
助
け
し
て
も
ら
う
な
ど
、
利
用
者
本
人
が
少
し
気
を

つ
け
る
意
識
を
持
つ
だ
け
で
も
ト
ラ
ブ
ル
は
大
幅
に
減
少
す
る
は
ず
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
社
会
の
危
険
性
を
知
る
―
こ
れ
が
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
。
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○　

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
相
談

「
元
彼
と
私
の
家
で
撮
っ
た
裸
の
写
真
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ば
ら
ま
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
す
べ
て
削
除
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
」

以
前
、
女
子
高
生
が
泣
き
な
が
ら
相
談
を
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
女
子
高
生
は
被
害
者
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
裸
の
写
真
を
撮
ら
せ
る
こ
と
自
体
の
警
戒
心
不
足
を
叱
咤
し
た
記
憶
が
あ
る
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
い
る
相
談
者
や
被
害
者
は
自
分
に
都
合
い
い
こ
と
し
か
言
わ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
社
会
も
現

実
社
会
と
同
様
、
ト
ラ
ブ
ル
に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
背
景
や
経
緯
が
あ
り
、
相
手
か
ら
よ
く
話
を
聞
き
冷
静
に
判
断
し
な

い
と
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
な
い
。

警
視
庁
の
電
話
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
相
談
窓
口
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
男
女
関
係
な
く
、
全
国
か
ら
様
々

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
。
自
分
に
と
っ
て
の
相
談
所
に
さ
え
話
せ
ず
、
ど
こ
を
頼
り
に
す
れ
ば
い
い
か
悩
ん
で
い
る
人
も
多

い
。
被
害
者
多
数
の
犯
罪
や
最
新
の
犯
罪
手
口
の
動
向
を
い
ち
早
く
把
握
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
様
々
な
行
政
機
関
で
設
置
し

て
い
る
相
談
窓
口
で
あ
る
。

現
在
で
は
情
報
技
術
の
進
化
に
よ
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
撮
影
し
た
写
真
に
は
G
P
S
情
報
も
記
録
可
能
と
な
っ

た
。
な
に
も
意
識
せ
ず
、
ブ
ロ
グ
や
S
N
S
に
自
宅
で
撮
影
し
た
と
思
わ
れ
る
写
真
を
掲
載
す
れ
ば
、
そ
の
写
真
を
見
た

第
三
者
が
自
宅
の
位
置
ま
で
あ
る
程
度
把
握
で
き
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

冒
頭
の
よ
う
な
嫌
が
ら
せ
も
、
今
の
時
代
な
ら
さ
ら
に
問
題
だ
。
そ
の
写
真
を
入
手
し
た
第
三
者
が
悪
用
す
れ
ば
、
被
害
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者
の
自
宅
近
く
を
徘
徊
す
る
、
脅
迫
し
て
金
銭
要
求
す
る
な
ど
簡
単
に
想
像
で
き
る
し
、
実
際
こ
の
よ
う
な
事
件
も
発
生
し

て
い
る
。

そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
限
ら
ず
一
度
流
出
し
た
情
報
を
す
べ
て
回
収
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
企
業
や

組
織
で
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
が
漏
え
い
す
れ
ば
悪
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
組
織
の
社
会
的
信
用
を
失
い
、
取
り
返
し
が

つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
昨
今
内
部
犯
行
に
よ
り
大
量
の
個
人
情
報
漏
え
い
事
案
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
情
報
を

守
る
た
め
に
は
技
術
的
対
策
だ
け
で
な
く
、
人
的
対
策
も
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
警
察
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
相
談
を
受
け
る
体
制
は
、
専
用
電
話
か
、
警
察
署
の
生
活
相
談
あ
る
い
は
犯
罪

被
害
相
談
の
窓
口
が
主
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
、
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
些
細
な
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
で
も
、
都
民
・
国
民

の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
防
止
の
た
め
に
、
警
察
が
よ
り
相
談
し
や
す
い
、
頼
り
に
し
た
い
と
思
わ
れ
る
存
在
と
し
て
認
識

し
て
も
ら
え
る
よ
う

・
場
所
（
交
番
や
駐
在
所
な
ど
の
警
察
施
設
）

・
人　

（
警
察
官
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
知
識
）

・ 

モ
ノ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
や
モ
バ
イ
ル
端
末
）

の
「
物
理
的
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
対
策
を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

○　

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
犯
罪

「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
、
や
っ
と
手
に
入
れ
た
レ
ア
な
ア
イ
テ
ム
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。
犯
人
を
捜
し
て
、
取
り
返
し
た
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い
で
す
。」

サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
、冒
頭
の
よ
う
な
一
個
人
の
仮
想
空
間
上
の
も
の
か
ら
、社
会
の
機
能
を
麻
痺
さ
せ
て
し
ま
う
サ
イ
バ
ー

テ
ロ
や
、
政
府
機
関
や
先
端
技
術
を
有
す
る
事
業
者
等
か
ら
情
報
の
窃
取
す
る
サ
イ
バ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
な
ど
、
国
家

の
根
幹
を
脅
か
す
よ
う
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
。
仮
想
空
間
で
発
生
し
た
犯
罪
で
あ
っ
て
も
、
現
実
社
会

で
の
日
々
の
生
活
に
大
き
な
被
害
が
及
ぶ
も
の
が
多
い
。

警
察
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
も
他
の
犯
罪
と
同
様
、
犯
罪
の
発
生
や
検
挙
に
つ
い
て
は
早
期
に
公
表
し
、
世
間
一
般
に
広
く

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
め
、
被
害
の
拡
大
防
止
や
予
防
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
機
器

を
利
用
し
た
サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
い
っ
て
も
、
犯
人
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
な
く
、
そ
れ
を
操
っ
て
い
る
「
人
間
」
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
対
人
間
の
攻
防
で
は
な
い
。

「
S
N
S
に
お
い
て
は
、
日
本
は
外
国
と
比
較
し
て
匿
名
で
の
利
用
が
多
い
一
方
、
匿
名
だ
か
ら
こ
そ
の
リ
ス
ク
の
認

識
を
し
て
い
る
割
合
も
高
い
」
と
い
う
統
計
が
あ
る
。
今
後
は
、
振
り
込
め
詐
欺
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
日
本
特
有
の
サ

イ
バ
ー
犯
罪
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
被
害
者
、
加
害
者
と
も
に
、
低
年
齢
化
が
進
ん
だ
り
、
女
性
技
術
者
に
よ
る
犯

罪
が
発
生
し
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
警
察
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
る

被
害
者
の
生
の
声
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
調
査
・
分
析
し
て
実
態
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
先
見
の
明
で
未
来
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪

の
兆
候
を
見
抜
き
、
発
生
抑
止
に
効
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
を
取
り
締
ま
る
警
察
が
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
踏
み
台
に
さ
れ
た
り
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
加
害

者
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
侵
入
さ
れ
て
警
察
情
報
が
盗
ま
れ
る
よ
う
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
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は
話
に
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
警
察
は
、
警
察
を
標
的
と
し
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
防
御
の
た
め
、

・
情
報
（
警
察
で
扱
う
情
報
す
べ
て
）

・
イ
ン
フ
ラ
（
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
）

の
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
対
策
を
万
全
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

○　

ネ
ッ
ト
社
会
の
光
と
影

・
情
報
の
真
偽

平
成
二
五
年
四
月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ボ
ス
ト
ン
で
、
爆
弾
テ
ロ
に
よ
り
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
国
の
総
力
を
挙
げ
て
捜
査
す
る
よ
う
指
示
し
、
数
日
後
に
容
疑
者
の
写
真
と
監
視
ビ
デ
オ
を
一
般
に

公
開
し
た
。
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、容
疑
者
特
定
に
関
す
る
情
報
提
供
を
広
く
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、大
量
の
画
像
デ
ー

タ
と
家
庭
ビ
デ
オ
な
ど
が
捜
査
当
局
に
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
あ
る
S
N
S
に
も
瞬
時
に
膨
大
な
情
報
が
集
ま
っ
た
が
、

善
意
で
寄
せ
ら
れ
た
情
報
と
デ
マ
情
報
が
情
報
の
錯
綜
を
生
み
、
逆
に
混
乱
を
招
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
正
し
い
情
報
や
有
益
な
情
報
だ
け
で
な
く
、
虚
偽
や
何
の
根
拠
も
な
い
風
評
、
個
人
的
な
意
見

な
ど
、様
々
な
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
は
、そ
れ
ら
莫
大
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

冷
静
に
情
報
の
真
偽
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
し
く
利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
利
便
性
―
「
光
」
―
の
面
に
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目
が
向
き
が
ち
で
あ
る
ネ
ッ
ト
社
会
に
於
い
て
、
潜
在
し
て
い
る
危
険
性
―
「
影
」
―
の
面
を
常
に
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

私
自
身
、
電
話
で
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
相
談
を
受
け
、
相
手
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
直
後
、
相
談
者
に
よ
り
、

私
が
一
言
も
言
っ
て
い
な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
す
べ
て
真
実
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。

・
情
報
の
価
値

警
察
学
校
の
学
生
に
「
個
人
情
報
と
は
何
か
」「
警
察
情
報
が
流
出
し
た
ら
ど
う
な
る
か
」
を
尋
ね
て
も
、反
応
が
鈍
い
。

し
か
し
、
今
ま
で
教
わ
っ
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
学
生
に
は
、
一
警
察
官
と
し
て

仕
事
上
で
扱
う
情
報
の
重
要
性
だ
け
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
一
社
会
人
と
し
て
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

保
有
し
て
い
る
情
報
に
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
を
持
つ
必
要
性
を
指
導
し
て
き
た
。

世
間
に
は
、多
く
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
買
い
物
し
た
り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
、
普
段
の
生
活
に

密
着
し
た
金
銭
の
支
払
い
に
よ
っ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
、
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
と
現
金
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
交
換
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
っ
て
客
の
囲
い
込
み
す
る
と
い
う
店
サ
イ
ド
の
目
的
は
あ
る
が
、
私
た
ち
が
日
常
的
生
活
で
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
個
人
情
報
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
の
だ
ろ
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う
か
。

　

例
え
ば
、「
歩
い
て
三
分
位
の
近
所
に
住
む
三
〇
歳
の
男
性
が
、
平
日
三
回
程
度
、
夜
八
時
前
後
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
に
寄
っ
て
、
約
二
分
間
で
、
い
つ
も
決
ま
っ
た
銘
柄
の
ビ
ー
ル
二
本
と
二
〇
〇
円
前
後
の
お
つ
ま
み
を
、
電
子
マ

ネ
ー
決
済
で
買
っ
て
い
く
」
と
い
う
よ
う
に
。

「
個
人
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
」
と
は
、
そ
の
情
報
が
「
世
間
一
般
に
漏
え
い
す
る
」「
悪
用
さ
れ
る
」「
気
が
つ
か

な
い
う
ち
に
加
害
者
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ポ
イ
ン
ト
制
度
を
非
難
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
リ
ス
ク
を
承
知
の
上
で
、
自
分
自
身
で
情
報
の
価
値
を
判
断
し
、
受

け
入
れ
た
り
提
供
し
た
り
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
世
間
一
般
に
広
く
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

○
災
害
対
策
に
学
ぶ

・
東
日
本
大
震
災

「
す
い
ま
せ
ん
っ
、
つ
か
ま
っ
て
い
い
で
す
か
？
」

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
一
四
時
四
六
分
、
東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
私
は
若
い
男
性
警
察
官
と
交
番
勤
務
に
就
い
て
い

た
。
私
が
交
番
勤
務
に
就
い
て
、
約
一
カ
月
過
ぎ
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
、
す
ぐ
に
ス
ト
ー
ブ
を
消
し
て
歩
道
に
出
た
。
す
る
と
、
右
か
ら
三
〇
代
位
の
ひ
と
り
の
女
性
が
駆

け
寄
っ
て
き
て
、
私
の
右
腕
に
つ
か
ま
っ
て
き
た
。
す
る
と
、
左
か
ら
も
、
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ
お
ば
あ
さ
ん
が
四
つ
ん
這
い

に
な
り
な
が
ら
、
私
を
め
が
け
て
冒
頭
の
セ
リ
フ
と
と
も
に
、
私
の
左
足
首
に
つ
か
ま
っ
た
。
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私
自
身
が
大
き
な
揺
れ
に
耐
え
得
る
支
え
を
探
す
間
も
な
く
、
ふ
た
り
の
女
性
に
右
上
腕
と
左
足
首
を
ガ
ッ
チ
リ
と
完
全

に
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
通
行
人
の
ふ
た
り
の
女
性
は
な
ぜ
近
く
に
い
た
男
性
警
察
官
に
つ
か
ま
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
と
思
う
。
普
通
な
ら
た
く
ま
し
い
男
性
警
察
官
を
頼
り
に
し
そ
う
な
も
の
だ
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
っ
て
し
ま
う
存
在

と
い
う
の
は
、
同
性
で
あ
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

警
視
庁
で
も
、「
女
性
の
視
点
を
一
層
反
映
し
た
警
察
運
営
」
に
重
点
を
置
き
、「
女
性
の
力
」
を
よ
り
積
極
的
に
取
り
込

み
、
女
性
の
視
点
を
始
め
と
す
る
様
々
な
視
点
を
警
察
業
務
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
常
に
変
化
す
る
治
安
情
勢
に
敏
感
に

反
応
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

・
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

災
害
対
応
や
防
災
対
策
の
考
え
方
と
し
て
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　

自
助
と
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、
自
己
防
衛

　
　

共
助
と
は
、
助
け
合
い
、
相
談

　
　

公
助
と
は
、
行
政
機
関
の
対
応
、
防
止
活
動

を
言
う
。
言
い
換
え
る
と
、「
個
人
」・
「
地
域
」・
「
行
政
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
う
ま
く
連
携
を
取
っ
て
お
互
い

協
力
す
れ
ば
、
被
害
を
最
小
限
に
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
考
え
方
は
、ネ
ッ
ト
社
会
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
心
構
え
と
し
て
も
当
て
は
ま
る
。
ネ
ッ
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ト
社
会
に
お
い
て
、
行
政
機
関
と
し
て
の
警
察
は
犯
罪
被
害
防
止
活
動
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
が
自
己
防
衛
の
対
策
を
施

し
、
相
談
窓
口
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー
を
定
め
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
信
頼
の
輪
を
築
く
の
で
あ
る
。

東
日
本
大
災
害
後
は
、
情
報
化
社
会
の
利
便
性
と
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
組
織
・
地
域
が
多
か
っ
た
と
聞
く
が
、「
人

と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
を
再
認
識
す
る
機
会
だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
も
、「
共
助
」

の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

三　

警
察
と
連
携
し
た
取
り
組
み

○
民
間
事
業
者
と
警
察　

～
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
・
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策
」

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
急
速
な
進
歩
に
よ
り
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
脅
威
も
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。
サ
イ

バ
ー
犯
罪
の
発
生
当
初
は
自
己
顕
示
を
目
的
と
し
た
愉
快
犯
的
な
嫌
が
ら
せ
な
ど
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
組
織
ぐ
る
み

で
標
的
を
定
め
、
相
手
に
察
知
さ
れ
ず
に
侵
入
し
、
情
報
の
窃
取
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
破
壊
な
ど
、
被
害
が
甚
大
な
う
え
手

口
の
巧
妙
化
も
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

多
様
化
す
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
警
察
と
民
間
事
業
者
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃

手
法
や
高
度
な
犯
罪
手
口
の
情
報
共
有
や
、
サ
イ
バ
ー
空
間
で
の
異
常
事
態
発
生
時
の
早
期
通
報
や
必
要
な
証
拠
保
全
の
協

定
締
結
な
ど
、
官
民
連
携
体
制
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
警
察
機
関
か
ら
委
託
さ
れ
た
民
間
事
業
者
が
積
極
的
な
事
件
化
と
事
案
の
未
然
防
止
を
目
的
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
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の
掲
示
板
等
に
掲
載
さ
れ
た
わ
い
せ
つ
画
像
や
児
童
ポ
ル
ノ
と
い
っ
た
違
法
・
有
害
情
報
や
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
で
児
童
を

性
交
等
の
相
手
方
と
な
る
よ
う
誘
引
す
る
書
き
込
み
を
警
察
に
通
報
し
た
り
、
掲
示
板
管
理
者
に
削
除
要
請
す
る
な
ど
、
サ

イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
年
々
サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
の
需
要
が
増
し
て
お
り
、
任
務
の
拡
大
な
ど
更
な
る

体
制
の
強
化
が
望
ま
れ
る
。

他
に
も
、
今
ま
で
以
上
に
民
間
事
業
者
に
対
し
て
積
極
的
な
事
件
化
へ
の
捜
査
協
力
を
要
請
し
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害

の
再
発
防
止
や
拡
大
防
止
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
時
間
的
・
距
離
的
制
約
が
な
い
。
世
界
規
模
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
国
家
社
会
を
守
る
た
め
に
は
官
民

一
体
と
な
り
、
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
た
う
え
で
、
情
報
交
換
や
協
力
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま

た
、
危
険
性
の
周
知
と
自
己
防
衛
の
教
示
は
警
察
の
努
め
で
あ
り
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
限
ら
ず
様
々
な
犯
罪
被
害
防
止

の
推
進
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。個
人
を
標
的
に
し
た
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、従
来
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
や
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
分
野
に
強
い
事
業
者
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
組
み
、
テ
レ
ビ
C
M
、
無
料
冊
子
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
の
力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
情
報
発
信
や
伝
達
手
段
も
時
代
や
対
象
と
な
る
世
代
に
合
わ
せ
て
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
、
都
民
・
住
民
の
心
に
は
響
か
な
い
。
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○　

教
育
機
関
と
警
察　

～
「
子
ど
も
に
対
す
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」

警
察
や
教
育
機
関
が
学
校
に
出
向
い
て
実
施
す
る
「
交
通
安
全
教
室
」。
簡
単
な
交
通
ル
ー
ル
や
標
識
を
指
導
す
る
だ
け

で
な
く
、
疑
似
的
に
危
険
な
体
験
を
さ
せ
た
り
見
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
安
全
の
重
要
性
を
理
解
さ
せ
る
ス
ケ

ア
ー
ド
ス
ト
レ
イ
ト
と
い
う
教
育
手
法
が
あ
る
。
学
校
の
校
庭
で
、
後
部
座
席
に
人
形
を
座
ら
せ
た
オ
ー
ト
バ
イ
の
ド
ラ
イ

バ
ー
と
走
行
中
の
自
動
車
が
実
際
に
衝
突
し
て
、
人
形
が
吹
っ
飛
ぶ
事
故
現
場
の
再
現
等
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
交
通
事
故
の
危
険
性
を
理
解
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
に
つ
い
て
も
こ
の
手
法
に
よ
る
体
験
授
業
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
警
視
庁
で

は
、
身
の
回
り
に
発
生
し
や
す
い
犯
罪
を
題
材
に
あ
げ
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
公
開
授
業
を
年
に
一

回
実
施
し
て
い
る
。
過
去
に
は
、

・
出
会
い
系
サ
イ
ト

　
　
　

～
学
生
が
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
自
由
に
書
き
込
み
、
男
性
の
先
生
が
女
性
に
な
り
す
ま
し
て
誘
い
出
す

・
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺　

　
　
　

～
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
勧
誘
メ
ー
ル
の
リ
ン
ク
先
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
料
金
請
求
さ
れ
る

・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト

　
　
　

～
母
校
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
個
人
情
報
が
盗
ま
れ
る

な
ど
を
実
施
し
て
し
た
。
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最
近
で
は
、
ネ
ッ
ト
事
業
者
が
学
校
に
出
向
い
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
た
講
義
を
実
施
し
た
り
、
総
務
省
も
教
員

の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
用
の
教
材
を
提
供
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
は
充

実
し
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、
警
察
と
ネ
ッ
ト
事
業
者
が
協
力
し
て
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
疑
似
的
な
危
険
体
験

ソ
フ
ト
を
作
成
し
て
活
用
し
た
り
、
警
察
官
と
の
合
同
授
業
を
実
施
す
る
体
制
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
に
は
危
険
な
体
験
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
に
つ
な
が
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
警
察
官
が
説
明
す
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
。

「
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
経
験
の
あ
る
青
年
の
リ
テ
ラ
シ
ー
力
が
高
い
」
と
い
う
統
計
が
あ
る
。
情
報
化
社
会
で
は
、
情

報
活
用
能
力
よ
り
も
ト
ラ
ブ
ル
対
処
能
力
の
有
無
が
、将
来
的
に
大
き
な
格
差
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

警
察
と
教
育
機
関
が
協
力
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
潜
む
危
険
性
を
教
え
、
正
し
い
利
用
方
法
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
保
護
者
に
対
し
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す
る
家
庭
内
の
ル
ー
ル
作
り
や
適
切
な

管
理
の
必
要
性
に
つ
い
て
啓
発
す
る
な
ど
、
保
護
者
の
理
解
や
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
訴
え
て
い
く
べ
き

で
あ
り
、
安
全
で
安
心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
機
関
は
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
個
人
情
報
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
万
全
に
し
つ
つ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。今
後
は
警
察
と
教
育
機
関
が
連
携
し
て
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
相
談
対
応
や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整
備
を
推
進
し
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
「
情
報
の
価
値
や
真
偽
を
見
極
め
、
活
用
す
る
能
力
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
制
度
の
充
実
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
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○　

都
民
・
国
民
と
警
察　

～
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
」

警
察
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
防
犯
体
制
を
構
築
し
、
防
犯
講
和
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
災
害
訓
練
な
ど
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
自
分
の
意
思
で
参
加
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
参
加
の
人
た
ち
に
ど
れ
だ

け
防
犯
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。つ
ま
り
、不
参
加
が
多
い
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
若
者
た
ち
が
、

い
か
に
興
味
を
持
ち
、
防
犯
意
識
を
掘
り
起
こ
し
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
か
が
大
き
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

若
者
の
場
合
、
情
報
を
得
る
手
段
は
、
新
聞
や
人
と
の
会
話
よ
り
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
得
る
情
報
が
主

で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
モ
バ
イ
ル
端
末
な
ど
の
情
報
機
器
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
か
ら
に

は
利
用
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
あ
る
い
は
利
用
す
る
側
の
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
を
十
分
認
識
さ
せ
る
た
め
の
取

り
組
み
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

民
間
事
業
者
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
警
察
と
連
携
し
て
い
る
の
は
重
要
イ
ン
フ
ラ
業
者

を
は
じ
め
と
す
る
大
手
企
業
が
中
心
で
あ
る
。
今
後
は
、
警
察

－

警
察
署
で
あ
れ
ば
管
轄
警
察
署

－

が
地
域
に
密
着
し
た
中

小
企
業
や
団
体
を
中
心
に
、
組
織
全
体
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
、
組
織
に
属
し
て
い
る
職
員
に
対
す
る

個
人
所
有
の
情
報
機
器
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
の
防
犯
指
導
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
お
互
い
に
助
け
合
い
、「
必
要
な
時
に
、
必
要
な
人
に
、
必
要
な
情
報
が
行
き
届
く
」
シ
ス
テ
ム

作
り
を
推
進
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、「
ネ
ッ
ト
社
会
の
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
普
及
を
急
ピ
ッ
チ
で
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。
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○　

警
察
を
含
む
行
政
機
関　

～
「
対
処
能
力
の
強
化
と
ス
ピ
ー
ド
」

「
検
挙
に
勝
る
防
犯
な
し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
警
察
は
年
々
悪
質
巧
妙
化
す
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
し
て
傍
観
し
て

い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
要
領
等
や
情
報
通
信
技
術
に
係
る
知

識
を
備
え
た
サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
員
を
育
成
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
そ
し
て
、
警
察
は
急
増
し
て
い
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪

や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
取
締
ま
り
を
強
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
未
然
防
止
活
動
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。時

代
と
と
も
に
犯
罪
の
態
様
が
変
化
し
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
捜
査
手
法
も
変
化
し
、
都
民
・
国
民
の
警
察
に
対
す
る
意
識

や
ニ
ー
ズ
も
変
化
す
る
。
警
察
も
保
秘
主
導
の
事
件
捜
査
か
ら
、
近
年
で
は
犯
罪
の
発
生
の
速
報
と
と
も
に
注
意
を
呼
び
か

け
る
メ
ー
ル
の
運
用
や
、
情
報
提
供
の
協
力
を
要
請
す
る
公
開
捜
査
の
ツ
ィ
ッ
タ
ー
の
運
用
を
開
始
す
る
な
ど
、
情
報
発
信

を
積
極
的
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
日
本
の
警
察
で
は
、
前
述
し
た
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
の
例
の
よ
う
な
「
情
報
提
供
を
受
け
る
」
体
制
が
ま
だ
十

分
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
事
件
捜
査
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
犯
罪
に
関
す
る
相
談
対
応
や
情
報
収
集
を
す
る
た

め
に
は
、警
察
と
都
民
・
国
民
と
の
間
で
、情
報
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
仕
組
み
を
構
築
し
、

信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
協
力
体
制
や
捜
査
環
境
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
警
察
官
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
社
会

の
変
化
や
都
民
・
国
民
の
要
望
を
的
確
に
捉
え
、
期
待
と
信
頼
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る「
現
実
社
会
」の
犯
罪
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
犯
罪
発
生
時
の
一
一
〇
番
通
報
と
同
じ
よ
う
に
、
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「
ネ
ッ
ト
社
会
」
の
サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
や
一
一
〇
番
通
報
の
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
広
く
周
知
さ
れ
て

い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
他
に
も
、
行
政
機
関
や
各
種
事
業
者
が
提
携
し
、
様
々
な
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
専
門
窓
口

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
広
く
活
用
さ
れ
な
い
と
意
味
が
な
い
。
専
門
の
相
談
窓
口
で
も
い
い
。
交
番
で
も
い
い
。
家

族
・
親
族
で
も
い
い
。
会
社
の
先
輩
後
輩
や
同
僚
、
友
人
で
も
い
い
。
都
民
・
国
民
の
平
穏
な
生
活
を
見
守
る
交
番
の
よ
う

な
存
在
の
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
自
分
自
身
の
相
談
所
を
、
身
近
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
警
察
は
、
ネ
ッ
ト
社
会

に
お
い
て
も
、
都
民
・
国
民
の
平
穏
な
生
活
を
い
つ
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
心
構
え
や
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

情
報
化
社
会
の
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
確
か
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
調
査

す
る
テ
ー
マ
や
キ
ー
ワ
ー
ド
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
検
索
結
果
も
ほ
ぼ
同
じ
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
ス
ピ
ー
ド

で
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
時
間
の
流
れ
や
技
術
の
進
歩
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
案
が
審
議
中
で
あ
る
。
産
業
界
と
の
情
報
交
換
、
最
新
技
術
の
調
査
、
世
界
の

犯
罪
動
向
の
把
握
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
早
期
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

四
．
終
わ
り
に

私
は
、
現
在
、
警
視
庁
全
体
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
網
羅
、
整
備
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

捜
査
環
境
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
利
便
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
都
民
・
国
民
と
の
窓
口
で
あ
る
各
警
察
署
の
受
付
や
、
交
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番
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
充
実
さ
せ
、
よ
り
親
切
な
都
民
応
接
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
標
と
し
た

構
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
直
接
都
民
と
接
す
る
警
察
機
関
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
で
き
る
モ
バ
イ
ル
端
末
が

あ
れ
ば
、
地
理
案
内
や
外
国
人
対
応
に
も
大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

日
本
政
府
は
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
「
世
界
一
安
全
な
国
、
日
本
」

を
創
り
上
げ
る
取
り
組
み
を
開
始
さ
せ
た
。
ま
た
、「
世
界
最
高
水
準
の
安
全
な
サ
イ
バ
ー
空
間
の
構
築
」
も
戦
略
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
を
含
め
た
社
会
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
必
須
で
あ
る
。

現
実
社
会
も
サ
イ
バ
ー
空
間
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
無
限
の
世
界
は
、
産
学
官
民
一
体
と

な
っ
て
「
人
」「
知
識
」「
情
報
」
を
フ
ル
活
用
し
た
基
盤
整
備
に
よ
っ
て
、
安
全
安
心
な
街
と
な
っ
て
い
く
。

私
た
ち
警
察
は
、
都
民
・
国
民
に
対
し
、
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
責
務
で
あ
り
、
犯
罪
の
な
い
社
会
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

【
参
考
文
献
】

・
「
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー
指
標
等
」
平
成
二
五
年
度
版
（
総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
消
費
者
行
政
課
）

・
「
情
報
通
信
白
書
」
平
成
二
五
年
度
版
（
総
務
省
）

・
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
白
書
」
二
〇
一
三
、
二
〇
一
四
（
株
式
会
社
イ
ン
プ
レ
スR

&
D

）
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中
高
生
の
ネ
ッ
ト
利
用
と
「
炎
上
」

東
京
大
学
大
学
院
生 

（
総
合
文
化
研
究
科
一
年
） 

鈴
木　

あ
い
（
23
）

第
一
章　

中
高
生
へ
の
S
N
S
の
拡
が
り

一
ー
一　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
今
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
定
着
し
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
手
軽
に
情
報
交
換
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
と
も
に
、
S
N
S
（Social N

etw
orking Service

）
が
急
速
な
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勢
い
で
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ツ
㈱
の
調
査

ⅰ
に
よ
る
と
、
何
ら
か
の
携
帯
電
話
を
持
つ
未
成
年
者
（
一

〇
～
一
八
歳
）
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
有
率
は
五
九
・
一
％
で
あ
る
。
所
有
率
を
学
校
種
別
で
見
て
い
く
と
、
小
学
校
高
学

年
（
一
〇
～
一
二
歳
）
三
一
・
六
％
、
中
学
生
五
四
・
九
％
、
高
校
生
九
〇
・
八
％
で
、
女
子
高
校
生
は
九
五
・
一
％
に
も

な
る
と
い
う
。
S
N
S
（Social N

etw
orking Service

）
と
は
、「
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、

ネ
ッ
ト
上
で
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
」（
田
代
、
服
部 

二
〇
一
三
：
七
三
）
で
、
広
範
に
「
社
会
的
な
対

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
で
き
る
機
能
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
」（
櫻
庭 

二
〇
一
〇
：
四
九
）
を
指
す
と
い
う
。
サ
ー
ビ
ス

に
は
、Facebook

やm
ixi

な
ど
の
個
人
の
つ
な
が
り
が
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
、
L
I
N
E
やT

w
itter

な
ど
、
チ
ャ
ッ
ト

的
な
会
話
を
楽
し
む
サ
ー
ビ
ス
等
が
あ
る
。

一
ー
二　

S
N
S
の
利
用
状
況

こ
こ
で
、
代
表
的
な
S
N
S
に
お
け
る
高
校
生
の
利
用
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。
総
務
省
情
報
通
信
政
策
研
究
所
と
東

京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
・
学
際
情
報
学
府
橋
元
良
明
研
究
室
が
共
同
で
行
っ
た
調
査

ⅱ
に
よ
る
と
、
代
表
的
な
S
N
S

に
お
け
る
高
校
生
の
利
用
率
は
図
一
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
L
I
N
E
の
利
用
率
が
全
体
で
八
五
・
五
％
と
最
も
高

く
、T

w
itter

（
六
六
・
九
％
）
やFacebook

（
二
四
・
三
％
）
が
こ
れ
に
続
く
。
ま
た
、
こ
れ
ら
S
N
S
の
利
用
目
的

と
し
て
は
、「
友
達
や
知
り
合
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
」（
七
一
・
八
％
）、「
ひ
ま
つ
ぶ
し
の
た
め
」（
五
二
・

三
％
）、「
学
校
・
部
活
動
な
ど
の
事
務
的
な
連
絡
の
た
め
」（
四
八
・
九
％
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
S
N
S
を
利
用

す
る
際
、
悩
ん
だ
り
負
担
に
感
じ
た
り
す
る
こ
と
と
し
て
は
、
全
体
で
は
「
あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い
」
が
四
〇
・
九
％
で
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最
も
多
い
が
、「
自
分
が
書
い
て
し
ま
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、後
か
ら『
あ
れ
で
良
か
っ
た
か
』な
ど
と
悩
む
」（
二
七
・
七
％
）、

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
機
能
が
あ
る
こ
と
」（
二
二
・
四
％
）、「
友
だ
ち
と
の
や
り
と
り
を
な
か
な
か
終

わ
ら
せ
ら
れ
な
い
こ
と
」（
一
七
・
六
％
）、「
自
分
の
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
反
応
が
な
い
こ
と
」（
一
五
・
九
％
）
等
、
多

く
の
生
徒
が
負
担
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

一
ー
三　

「
つ
な
が
り
」
へ
の
強
迫
観
念

橋
元
良
明
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

ⅲ
に
没
入
す
る
動

機
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、
正
の
報
酬
と
し
て
、
孤
独
感
が
癒
や
さ
れ
、
自
分
の
心
情
や
考
え
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
る
と
い
う
充
足
感
が
あ
る
。
と
同
時
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
と
、
親
し
い
グ
ル
ー
プ
か
ら
仲

間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
、
陰
で
悪
口
を
言
わ
れ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
不
安
か
ら
頻
繁
に
ア
ク
セ
ス
す
る
人
も

多
い
。（
中
略
）
中
高
校
生
で
は
、
極
端
な
場
合
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
の
つ
き
あ
い
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
い
じ
め

に
あ
う
こ
と
す
ら
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
が
、
さ
さ
い
な
行
動
や
心
情
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
つ
ぶ

や
く
と
、実
際
に
賛
同
あ
る
い
は
感
心
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず『
い
い
ね
』ボ
タ
ン
を
打
た
ざ
る
を
得
ず
、質
問
形
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
は
、
す
か
さ
ず
回
答
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
従
来
型
携
帯
電
話
よ
り
ネ
ッ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
で
簡
便
に
な
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
結
果
、
以
前
よ
り
さ
ら
に
、
居
場
所
に
か
か
わ
ら
ず
即

答
が
要
求
さ
れ
る
」。

橋
元
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
加
速
す
る
『
つ
な
が
り
』
へ
の
強
迫
観
念
」
と
表
現
し
て
い
る
。
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先
述
し
た
よ
う
に
、
中
学
生
の
過
半
数
、
高
校
生
の
九
〇
％
以
上
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
の

中
高
生
に
と
っ
て
、
S
N
S
は
、
友
人
関
係
を
構
築
、
維
持
し
て
い
く
う
え
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
、
S
N
S
の
急
速
な
拡
が
り
の
中
起
き
て
い
る
「
つ
な
が
り
」

へ
の
強
迫
観
念
と
と
も
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ネ
ッ
ト
の
「
炎
上
」
で
あ
る
。

第
二
章　

ネ
ッ
ト
の
「
炎
上
」

二
ー
一　

炎
上
の
変
遷
と
現
状

ネ
ッ
ト
の
「
炎
上
」
と
は
、「
サ
イ
ト
管
理
者
の
想
定
を
大
幅
に
超
え
、
批
判
や
誹
謗
中
傷
が
殺
到
す
る
こ
と
」（
田
代
、

服
部 

二
〇
一
三
：
一
六
〇
）
だ
と
い
う
。
二
〇
一
三
年
頃
か
ら
、T

w
itter

を
は
じ
め
と
し
た
S
N
S
に
投
稿
し
た
写
真

が
原
因
で
「
炎
上
」
と
呼
ば
れ
る
騒
動
に
発
展
す
る
事
態
が
多
発
し
て
い
る
。

な
ぜ
今
炎
上
が
多
発
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
前
の
一
九
九
〇
年
代
前
半
は
、
利
用
者
数
も
限
定
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、当
時
も
誹
謗
中
傷
は
あ
っ
た
が
、誰
が
誰
を
攻
撃
し
て
い
る
か
推
察
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
可
能
で
あ
っ

た
と
い
う
（
田
代
、
服
部 

二
〇
一
三
：
一
六
一
）。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
ブ
ロ
グ
や
S
N
S
な
ど

が
普
及
し
た
（
田
代
、
服
部 

二
〇
一
三
：
一
六
二
）。
個
人
が
手
軽
に
S
N
S
な
ど
を
始
め
、
気
軽
に
情
報
を
発
信
し
、

交
流
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、「
不
適
切
な
情
報
発
信
」
に
よ
り
ペ
ー
ジ
に
批
判
が
殺
到
、
ど
こ
の
誰
か
分
か
ら
な
い

不
特
定
多
数
の
人
々
に
よ
り
炎
上
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
が
多
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
炎
上
が
起
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こ
っ
て
し
ま
う
と
、
不
適
切
な
情
報
が
拡
散
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
当
事
者
は
個
人
情
報
ま
で
調
べ
ら
れ
、
勤
務
先
や
在
籍
す

る
学
校
、
内
定
先
に
「
電
凸
（
不
適
切
な
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
た
こ
と
を
電
話
で
告
げ
ら
れ
る
こ
と
）」
さ
れ
る
。
そ
の
結

果
、
停
学
や
退
学
の
処
分
を
受
け
る
、
内
定
先
か
ら
内
定
を
取

り
消
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
態
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
ー
二　

不
適
切
情
報
と
は

炎
上
を
引
き
起
こ
す
不
適
切
情
報
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
。「
コ
ン
ビ
ニ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
用
冷
凍
庫
に

横
た
わ
る
」「
ピ
ザ
生
地
に
顔
を
押
し
つ
け
る
」「
全
裸
で
チ
ェ
ー

ン
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
食
事
を
す
る
」「
食
器
洗
い
機
に
身
体

を
押
し
こ
む
」
…
ど
れ
もT

w
itter

に
投
稿
さ
れ
た
写
真
に

つ
い
て
で
あ
る
。
特
に
目
立
っ
て
い
る
の
は
飲
食
店
な
ど
の
店

員
や
客
に
よ
る
悪
ふ
ざ
け
ツ
イ
ー
ト
が
次
々
に
炎
上
し
た
こ
と

だ
。多
摩
市
で
は
、ア
ル
バ
イ
ト
店
員
に
よ
る
不
適
切
な
ツ
イ
ー

ト
に
よ
り
老
舗
そ
ば
店
が
閉
店
に
追
い
込
ま
れ
る
騒
動
ま
で
起
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【図表１　 代表的な SNS における高校生の利用率 出典：総務省情報通信
政策研究所「高校生のスマートフォン・アプリ利用とネット依
存傾向に関する調査」より筆者作成】
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こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
炎
上
し
た
ツ
イ
ー
ト
は
、
未
成
年
の
喫
煙
・
飲
酒
や
、
無
免
許
、
飲
酒
運
転
な
ど
の
違
法
行
為
、

勤
務
時
間
中
に
ア
ル
バ
イ
ト
が
冷
蔵
庫
に
入
っ
て
み
せ
る
よ
う
な
不
衛
生
な
行
為
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
未
成

年
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

二
ー
三　

「
正
義
す
ぎ
る
人
た
ち
」
が
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
社
会

炎
上
「
さ
せ
る
」
側
に
は
ど
う
い
っ
た
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
オ
ン
ラ
イ
ン
の
調
査

ⅳ
に
よ
る
と
、「
炎

上
に
参
加
し
て
、
対
象
者
を
『
懲
ら
し
め
よ
う
』
と
い
う
人
に
は
賛
同
で
き
る
？
で
き
な
い
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

「
賛
同
で
き
る
」
と
答
え
た
人
は
二
三
％
に
上
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
怖
い
と
い
う
認
識
を
も
っ

て
も
ら
え
る
と
思
う
か
ら
」「
叩
か
れ
る
こ
と
で
常
識
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
か
ら
」「
警
察
の
よ
う
な
組
織
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
多
少
晒
し
者
に
す
る
人
が
い
な
い
と
も
っ
と
酷
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
」「
社
会
的
制
裁
を
受
け
て

然
る
べ
き
対
象
で
あ
る
か
ら
当
然
の
報
い
だ
と
思
う
し
、
正
直
こ
ち
ら
に
大
し
た
リ
ス
ク
は
な
い
か
ら
」「
ネ
ッ
ト
の
怖
さ

を
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
見
せ
し
め
に
」「
懲
ら
し
め
な
い
と
何
も
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
」
等
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。「
晒
し
者
」「
社
会
的
制
裁
」「
見
せ
し
め
」「
懲
ら
し
め
な
い
と
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
不
適
切
な
情
報
を
拡
散
す
る

こ
と
に
よ
る
「
私
刑
」
の
意
図
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
か
に
は
「
正
直
こ
ち
ら
に
大
し
た
リ
ス
ク
は
な
い
か
ら
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
の
よ
う
に
「
軽
い
気
持
ち
」
で
拡
散
し
て
い
る
様
子
の
人
も
い
る
が
、
多
く
の
人
は
、「
悪
い
こ
と
は
悪
い
と

言
わ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
正
義
感
に
駆
ら
れ
て
炎
上
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
だ
。

作
家
の
石
田
衣
良
は
こ
れ
ら
の
事
態
を
受
け
、「
正
義
す
ぎ
る
人
た
ち
」
と
題
し
、
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ラ
ム
に
お
い
て
以
下
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
手
の
お
バ
カ
画
像
が
炎
上
す
る
パ
タ
ー
ン
は
決
ま
っ
て
い
る
。
誰
か
が
投
稿
し
た
写
真
を
、

許
せ
な
い
と
い
っ
て
別
な
誰
か
が
探
し
だ
し
、
そ
れ
に
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
、
あ
ち
こ
ち
の
S
N
S
で
『
晒
す
』
の
だ
。

拡
散
し
た
画
像
を
見
た
人
た
ち
が
、
な
ぜ
か
ひ
ど
く
怒
っ
て
、
飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
に
苦
情
電
話
や
メ
ー
ル
が
殺
到
す
る
。

実
際
に
は
そ
の
地
域
に
住
む
人
で
も
、
そ
の
店
の
常
連
で
も
な
い
無
関
係
の
人
間
だ
。（
中
略
）
不
思
議
な
の
は
、
こ
の
手

の
お
ふ
ざ
け
画
像
を
探
す
た
め
に
ネ
ッ
ト
を
周
回
し
て
い
る
パ
ト
ロ
ー
ル
役
が
い
る
こ
と
。
見
つ
け
だ
す
や
、
す
ぐ
に
晒
し

て
火
を
つ
け
る
者
が
存
在
す
る
の
だ
。
た
い
て
い
は
良
識
あ
る
正
義
の
味
方
の
振
り
を
し
て
、
過
剰
な
ま
で
に
ク
レ
ー
ム
を

つ
け
、店
側
の
対
応
を
求
め
る
。（
中
略
）お
バ
カ
写
真
一
枚
は
果
て
し
な
く
責
任
を
追
及
さ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
罪
な
の
か
。

ぼ
く
が
今
の
社
会
で
息
苦
し
く
感
じ
る
の
は
、
過
剰
な
ま
で
に
正
義
を
求
め
る
人
た
ち
の
存
在
だ
。（
中
略
）
怖
い
の
は
い

つ
の
時
代
も
正
義
で
、
と
く
に
な
ん
ら
か
の
刺
激
で
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
ら
れ
た
正
し
さ
だ
。
自
分
が
正
義
の
サ
イ
ド
に
あ

る
と
信
じ
る
人
た
ち
の
執
拗
さ
と
復
讐
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い
。
考
え
て
み
る
と
、（
中
略
）『
傷
つ
け
ら
れ
た
正
義
』

に
よ
っ
て
裁
か
れ
た
人
た
ち
が
無
数
に
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
集
団
リ
ン
チ
の
よ
う
に
仕
事
を
辞
め
る
ま
で
つ
つ
き
ま
わ
す
。

し
か
も
、
正
義
と
嫉
妬
を
基
に
し
た
セ
レ
ク
ト
な
の
で
、
つ
ぎ
に
誰
が
狙
わ
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
お
バ
カ
画
像
の
若
者

も
、（
中
略
）〝
犯
罪
者
”
で
は
な
い
の
だ
。
ま
っ
た
く
『
正
義
す
ぎ
る
人
た
ち
』
は
恐
ろ
し
い
」。

石
田
の
指
摘
す
る
様
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
S
N
S
に
お
け
る
炎
上
騒
ぎ
に
お
い
て
、
犯
し
た
違
反
と
受
け
る
罰
の
間
に

不
均
衡
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
炎
上
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
ツ
イ
ー
ト
を
し
た
の
は

多
く
が
未
成
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
未
成
年
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
こ
の
社
会
」
は
許
さ
な
い
。「
正
義
す
ぎ
る
人
た
ち
」

が
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
の
社
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
不
適
切
な
情
報
発
信
を
し
た
人
々
は
「
犯
罪
者
」
な
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
鈴
木
謙
介
は
、
炎
上
に
繋
が
る
よ
う
な
出
来
事
と
い
う
の
は
、
対
象
と
な
る
人
の
振
る
舞
い
に
対
し
て
、
道
徳
的

な
立
場
か
ら
批
判
す
る
人
々
、
そ
し
て
「
正
義
」
を
建
前
に
、
お
も
し
ろ
が
っ
て
批
判
し
て
い
る
者
に
よ
っ
て
引
き
起
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
炎
上
に
お
け
る
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
は
、「
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
非
道
徳
な
振
る
舞
い
を
糾

弾
す
る
」
と
い
う
構
図
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
鈴
木 

二
〇
〇
七
：
二
〇
八
）。「
道
徳
」
と
「
正
義
」、
こ
の

二
つ
の
言
葉
が
現
在
の
ネ
ッ
ト
炎
上
を
表
す
う
え
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
だ
ろ
う
。

二
ー
四　

デ
ジ
タ
ル
・
タ
ト
ゥ
ー
（D

igital Tattoo

）

こ
こ
で
、「
デ
ジ
タ
ル
・
タ
ト
ゥ
ー（D

igital T
attoo

）」に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。こ
れ
は
、二
〇
一
三
年
二
月
に
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
で
行
わ
れ
た
「T

ED
 Conference

」
に
お
い
て
、
生
物
科
学
関
連
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
役
員
や
ゲ
ノ

ム
研
究
と
投
資
を
行
う
企
業
の
C
E
O
を
勤
め
て
い
る
フ
ァ
ン
・
エ
リ
ン
ケ
ス
氏
が
語
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
電

子
的
な
入
れ
墨
、
と
い
う
意
味
合
い
だ
。
入
れ
墨
を
消
す
の
は
難
し
い
と
知
ら
れ
て
い
る
が
、
我
々
が
生
活
す
る
中
で
、
こ

う
し
た
入
れ
墨
を
デ
ジ
タ
ル
空
間
で
残
し
続
け
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
エ
ン
リ
ケ
ス
氏
は
、
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
能

動
的
な
投
稿
（
例
：
S
N
S
へ
の
投
稿
）
や
受
動
的
な
結
果
（
例
：Google

等
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
履
歴
）
に
関
わ
ら
ず
、

人
間
の
行
動
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
記
録
さ
れ
、
ほ
ぼ
永
久
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
と
し
、「
人
間
は
不
死
に
な
っ
た
」

と
表
現
す
る
。
つ
ま
り
、
ネ
ッ
ト
上
に
一
度
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
情
報
（
＝
「
デ
ジ
タ
ル
・
タ
ト
ゥ
ー
」）
を
完
全
に
消
す

こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
自
分
の
名
前
で
検
索
を
か
け
る
と
、
何
年
経
っ
て
も
過
去
の
炎
上
事
件
が
ヒ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
こ
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と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
に
お
い
て
は
、
た
っ
た
一
度
の
「
軽
微
な
呟
き
」（
情
報
発
信
）
に
よ
る
炎
上
は
「
厳
格
に
処
分
」

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
で
記
憶
さ
れ
、
進
学
や
就
職
を
含
め
一
生
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
三
章　

問
題
提
起

こ
れ
ま
で
、中
高
生
へ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
S
N
S
の
普
及
、そ
し
て
そ
の
状
況
の
負
の
側
面
と
言
え
る「
つ
な
が
り
」

へ
の
強
迫
観
念
、
ネ
ッ
ト
の
炎
上
を
見
て
き
た
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
受
け
、
主
に
以
下
の
二
つ
の
問
題
を
提
起
し

た
い
。

三
ー
一　

中
高
生
た
ち
の
ネ
ッ
ト
の
「
閉
鎖
性
」
と
「
閉
じ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

炎
上
の
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
は
、本
人
は
友
人
だ
け
に
公
開
し
て
い
る
つ
も
り
の
サ
イ
ト
が
、掲
示
板
な
ど
を
通
じ
て
「
晒

し
」
に
遭
う
こ
と
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
（
鈴
木 

二
〇
〇
七
：
一
二
五
）。
鈴
木
に
よ
る
と
、
若
者
た
ち
が
、

世
間
か
ら
は
「
見
え
な
い
」
と
（
彼
ら
に
は
）
思
わ
れ
て
い
る
携
帯
電
話
向
け
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
自
分
た
ち
の
手
の
届

く
範
囲
に
閉
じ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
合
い
、そ
し
て
そ
の
「
閉
じ
ら
れ
た
」
ネ
ッ
ト
で
の
関
係
性
が
相
互
依
存
的
で
、

強
迫
的
な
も
の
に
な
る
ケ
ー
ス
も
頻
繁
に
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
鈴
木 

二
〇
〇
七
：
一
二
六
）。
こ
の
鈴
木

の
指
摘
、そ
し
て
先
ほ
ど
の
橋
元
の「『
つ
な
が
り
』へ
の
強
迫
観
念
」と
い
う
指
摘
を
受
け
、筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
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中
高
生
に
と
っ
て
は
、S
N
S
の
世
界
は
あ
く
ま
で
も
友
人
同
士
の
み
が
つ
な
が
っ
て
い
る「
閉
じ
ら
れ
た
」世
界
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
「
閉
じ
ら
れ
た
」
世
界
に
お
い
て
「
つ
な
が
り
」
を
求
め
ら
れ
る
中
、「
友
人
に
注
目
さ
れ
た
い
」
と
の
気
持

ち
か
ら
、（
結
果
的
に
）
不
適
切
な
情
報
を
発
信
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
ネ
ッ
ト
は
世
界
中
に

開
か
れ
た
空
間
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
高
生
に
と
っ
て
ネ
ッ
ト
は
「
内
輪
」
で
あ
り
、
そ
の
中
の
仲
間
か
ら
注
目
、

賞
賛
さ
れ
た
い
が
た
め
に
取
っ
た
行
動
が
、
炎
上
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

三
ー
二　

ネ
ッ
ト
の
利
用
者
拡
大
と
炎
上
、
体
感
治
安

次
に
、「
体
感
治
安
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。「
体
感
治
安
」
と
は
、
国
民
が
治
安
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

い
し
意
識
を
い
う
。
内
閣
府
が
実
施
し
た
、
二
〇
〇
六
年
の
「
治
安
に
関
す
る
世
論
調
査

ⅴ

」
に
よ
る
と
、「
こ
こ
一
〇
年

間
で
日
本
の
治
安
は
よ
く
な
っ
た
と
思
う
か
、
そ
れ
と
も
悪
く
な
っ
た
と
思
う
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、「
よ
く
な
っ
た

と
思
う
」
と
す
る
者
の
割
合
が
一
一
・
三
％
（「
よ
く
な
っ
た
と
思
う
」
二
・
四
％
＋
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
よ
く
な
っ
た

と
思
う
」
八
・
九
％
）、「
悪
く
な
っ
た
と
思
う
」
と
す
る
者
の
割
合
が
八
四
・
三
％
（「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
悪
く
な
っ
た

と
思
う
」
四
六
・
六
％
＋
「
悪
く
な
っ
た
と
思
う
」
三
七
・
七
％
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
警
視
庁
が
実
施
し
た
、
二

〇
一
二
年
七
月
の
調
査

ⅵ
に
よ
る
と
、
現
在
の
東
京
の
治
安
に
つ
い
て
「
悪
く
な
っ
た
」「
と
て
も
悪
く
な
っ
た
」
と
答
え

た
人
は
全
体
の
三
三
％
で
、「
と
て
も
良
く
な
っ
た
」「
良
く
な
っ
た
」
と
の
回
答
（
二
七
％
）
を
上
回
っ
た
。
自
分
や
家
族

が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
は
七
七
％
に
上
り
、「
感
じ
て
い
な
い
」
と
の
回
答
は
二
二
％
に
と
ど
ま
っ

た
。
ち
な
み
に
、『
犯
罪
白
書
』
に
よ
る
と
、
日
本
の
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
、
二
〇
〇
二
年
に
は
戦
後
最
多
件
数
を
記
録
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し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
三
年
か
ら
減
少
、
二
〇
一
一
年
に
は
二
〇
〇
二
年
の
約
三
分
の
一
の
件
数
と
な
っ
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
体
感
治
安
の
悪
化
を
感
じ
て
い
る
。

筆
者
は
、ネ
ッ
ト
の
利
用
者
拡
大
が
「
体
感
治
安
」
悪
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
。
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、

私
た
ち
は
日
々
多
く
の
情
報
を
手
に
入
れ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、犯
罪
の
情
報
に
も
触
れ
や
す
く
な
っ
た
た
め
、そ
れ
が
人
々

の
「
体
感
治
安
」
の
悪
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
さ
ら
に
指
摘
し
た
い
の
が
、
こ
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
の
拡
が
り
が
生
み
出
し
た
「
体
感
治
安
」
の
悪
化
を
背
景
に
、

不
適
切
な
情
報
発
信
を
す
る
者
、
そ
の
中
で
も
特
に
ま
だ
若
い
中
高
生
を
「
リ
ス
ク
・
フ
ァ
ク
タ
ー
（
危
険
因
子
）」
と
み

な
し
、
炎
上
と
い
う
「
厳
格
な
処
分
」
を
与
え
る
動
き
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

炎
上
「
さ
せ
る
」
側
の
理
由
と
し
て
、「
多
少
晒
し
者
に
す
る
人
が
い
な
い
と
も
っ
と
酷
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。「
た
だ
で
さ
え
治
安
は
悪
く
な
っ
て
い
る
。
不
適
切
な
情
報
発
信
を
す
る
若
者
が
将
来
大
人
に
な
っ
た
時
、
こ

れ
以
上
の
『
犯
罪
』
を
犯
さ
な
い
よ
う
（
＝
治
安
が
悪
化
し
な
い
よ
う
）
い
ま
『
厳
格
に
処
分
』
し
よ
う
」
－
こ
の
よ
う
な

考
え
が
、
ネ
ッ
ト
の
炎
上
の
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
で
、
筆
者
は
、
不
適
切
情
報
を
発
信
す
る
側
で
も
な
く
、
炎
上
「
さ
せ
る
」
側
で
も
な
い
、
つ
ま
り
炎
上
を
見
て
い

る
人
々
の
体
感
治
安
へ
も
、
炎
上
が
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
。
炎
上
で
用
い
ら
れ
る
批
判
、
バ
ッ
シ
ン
グ
の
言
葉
は
、
し

ば
し
ば
目
を
覆
い
た
く
な
る
ほ
ど
冷
酷
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
不
適
切
情
報
を
発
信
し
た
者
に
対
し
て
行
わ

れ
る
「
制
裁
」
の
中
に
は
、「
そ
の
者
の
名
前
、
住
所
、
写
真
を
掲
示
板
に
晒
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
、「
や
り
す
ぎ
で
は
な
い

か
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
炎
上
を
目
撃
す
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
ウ
ェ
ブ
全
体
が
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炎
上
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
多
く
が
「
悪
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
映
っ
て
し
ま
い
、
不
信
感
や
不
安
感
が
広
が
り
、
そ

れ
が
「
体
感
治
安
」
悪
化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
四
章　

提
言

以
上
、
大
き
く
分
け
て
二
点
問
題
を
提
起
し
た
。
ネ
ッ
ト
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
「
世
界
中
に
開
か
れ
た
空
間
」
と
い
う

点
の
十
分
な
理
解
が
ほ
ぼ
欠
け
て
い
る
状
態
で
、
中
高
生
の
ネ
ッ
ト
利
用
が
拡
大
し
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
は
人
々

の
「
体
感
治
安
」
悪
化
の
加
速
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
中
高
生
が
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
筆
者
が
提
言
し
た
い
の
は
、
以
下
の
二

点
で
あ
る
。

四
ー
一　

教
員
と
保
護
者
を
交
え
た
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

ま
ず
、
中
高
生
へ
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
充
実
を
提
言
す
る
。
郵
政
省
「
放
送
分
野
に
お
け
る
青
少
年
と
メ

デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
調
査
研
究
会
」
が
ま
と
め
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
青
少
年
が
獲
得
す
べ
き
メ
デ
ィ
ア
・
リ

テ
ラ
シ
ー
を
「
一. 

メ
デ
ィ
ア
を
主
体
的
に
読
み
解
く
能
力
」「
二. 

メ
デ
ィ
ア
機
器
を
活
用
す
る
能
力
」「
三. 

メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
創
造
す
る
能
力
」
と
類
型
化
し
た
う
え
で
、「
メ
デ
ィ
ア
社
会
を
生
き
る
力
」
と
定
義

づ
け
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
は
す
で
に
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
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に
、
中
高
生
を
含
め
未
成
年
の
不
適
切
な
情
報
発
信
に
よ
る
炎
上
は
多
発
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
主
張
し
た
い
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
、
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
、
教
員
と
保
護
者
が
と
も
に
学
ん
で
い

く
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
内
閣
府
が
二
〇
〇
九
年
か
ら
毎
年
実
施
す
る
「
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態

調
査
」
に
よ
る
と
、
二
〇
一
三
年
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用
率
（
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
は
小
中
高
校
の
全
年

代
で
五
五
・
二
％
と
、
前
年
の
六
三
・
五
％
か
ら
初
め
て
減
少
し
た
。
背
景
に
は
、
そ
の
多
機
能
さ
ゆ
え
に
、
親
世
代
の
知

識
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
事
情
が
あ
る
と
い
う
。
K
D
D
I
中
部
総
支
社
管
理
部
の
角
真
由
美
氏
は
「
子
供
に
言
わ
れ
る

ま
ま
に
保
護
者
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
外
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
」
と
話
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
学
校
の
授
業
で
生
徒
の
み
に
対
し
て
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
行
う
の
で
は
な
く
、
教

員
と
保
護
者
も
と
も
に
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
筆
者
は
、
中
学
校
や
高

校
の
参
観
日
に
、
教
員
・
保
護
者
・
生
徒
が
一
緒
に
な
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
基
本
的
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
い
方
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
S
N
S
を
利
用
す
る
上
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
（
す
ぐ
に
返
事
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
自
分
の
書
き
込
み
に
対
す
る
友
人
の
反
応
が
気
に
な
る
等
）、
実
際
の
不
適
切
情
報
発
信
に
よ
る
炎
上
の
事
例
に
つ
い

て
「
何
が
問
題
だ
っ
た
か
」
等
を
話
し
合
う
こ
と
が
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮

ら
し
て
い
く
上
で
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
員
や
保
護
者
が
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

S
N
S
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
か
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
上
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
悩
ん
で
い
る
の
か
、
情
報
発

信
す
る
場
合
の
注
意
点
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、自
分
た
ち
（
教
員
、保
護
者
）
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も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
S
N
S
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
子
ど
も
と
一
緒
に
「
今
後
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
S
N
S
を
ど

の
よ
う
に
利
用
し
て
い
く
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
「
対
等
に
」
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
電
気
通
信
事
業
者
と
い
っ
た
専
門
家
に
参
加
し
て
も
ら
う
の
も
よ
い
と
考

え
ら
れ
る
。

四
ー
二　

「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
の
議
論
の
必
要
性

二
〇
一
二
年
一
月
、
欧
州
連
合
（
E
U
）
は
、「
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
案
（General D

ate Protection 

Regulation

）」
を
提
案
し
、
第
一
七
条
に
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
（right to be forgotten

）」
を
謳
っ
た
（
田
代
、
服
部 

二
〇
一
三
：
七
二
）。「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
と
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
た
不
適
切
な
個
人
情
報
の
削
除
を
求
め
る
権
利

で
あ
る
（『
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
』
二
〇
一
四
年
七
月
一
二
日
）。
世
界
で
初
め
て
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
が
認
め
ら
れ
た
の

は
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
がGoogle

に
対
し
「
過
去
の
写
真
の
消
去
」
を
請
求
し
て
勝
訴
す
る
と
い

う
判
例
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
も
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
サ
ジ
ェ
ス
ト
機
能
で
履
歴
を
削
除
す
る
判
例
が
で
て
い
る
（
田

代
、
服
部 

二
〇
一
三
：
七
二
）。
ま
た
、Google
は
米
国
時
間
二
〇
一
四
年
七
月
二
五
日
、
五
月
以
降
に
同
社
が
受
理
し

て
対
応
し
た
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
の
要
請
の
う
ち
、
半
数
以
上
を
承
認
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
数
万

件
の
リ
ン
ク
がGoogle

の
サ
イ
ト
か
ら
削
除
さ
れ
た
と
い
う
。
五
月
か
ら
七
月
一
八
日
ま
で
の
間
に
同
社
に
寄
せ
ら
れ
た

要
請
の
数
は
九
万
一
、
〇
〇
〇
件
で
、
関
係
す
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
数
は
三
二
万
八
、
〇
〇
〇
件
以
上
だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
新
た
な
権
利
が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
課
題
も
存
在
す
る
。
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ま
ず
「
表
現
の
自
由
」
と
「
知
る
権
利
」
と
の
両
立
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
が
個
人
の
「
履
歴
書
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
、

公
共
の
安
全
に
資
す
る
面
も
大
き
く
、
㈱
情
報
通
信
総
合
研
究
所
の
中
島
美
香
氏
は
「
公
共
性
及
び
公
益
目
的
を
有
す
る
言

論
と
な
り
う
る
公
務
員
あ
る
い
は
犯
罪
者
等
に
関
わ
る
言
説
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
申
し
立
て
に
よ
り
削
除
が
命
じ
ら
れ

る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い
か
、『
表
現
の
自
由
』
と
の
関
係
で
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
と
い
う
『
メ
デ
ィ
ア
』
の
あ
り
方
が
問
題

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
ど
こ
ま
で
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
守
ら
れ
る
部
分
で
、
ど
こ
か
ら
が
「
表
現
の

自
由
」
と
い
う
線
引
き
は
慎
重
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
他
に
も
、
削
除
要
請
に
こ
た
え
る
企
業
側
の
負
担
等
、
現
状
で
は
ま

だ
ま
だ
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
。

筆
者
は
、
削
除
基
準
等
に
つ
い
て
有
識
者
で
議
論
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
炎
上
が
、
炎
上

「
し
て
し
ま
っ
た
」
者
の
将
来
へ
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
未

成
年
は
炎
上
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
や
す
く
、
た
っ
た
一
度
の
「
呟
き
」
に
よ
る
炎
上
は
「
厳
格
に
処
分
」
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、「
デ
ジ
タ
ル
・
タ
ト
ゥ
ー
」
と
し
て
一
生
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
石
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
彼

ら
は
「
犯
罪
者
」
で
は
な
い
。
ネ
ッ
ト
が
個
人
の
「
履
歴
書
」
と
し
て
機
能
す
る
面
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
こ
の
よ

う
な
中
高
生
の
炎
上
に
関
し
て
は
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
を
行
使
し
、彼
ら
が
こ
れ
か
ら
の
将
来
に
向
け
て
「
や
り
直
せ
る
」

環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
炎
上
と
い
う
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
「
お
祭
り
騒
ぎ
」
に

よ
る
体
感
治
安
の
悪
化
と
い
う
負
の
側
面
を
回
避
す
る
う
え
で
も
、
こ
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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第
五
章　

結
語

ネ
ッ
ト
社
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
伴
い
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
拡
が
り
つ
づ
け
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
中
高

生
に
と
っ
て
の
ネ
ッ
ト
、
S
N
S
と
い
う
も
の
の
存
在
も
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、

中
高
生
に
と
っ
て
は
「
現
実
社
会
」
よ
り
も
「
ネ
ッ
ト
社
会
」
の
ほ
う
が
「
大
事
」
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
現
実
が
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
分
量
の
関
係
で
詳
し
く
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
実
際
に
会
っ

て
み
た
い
と
い
う
「
リ
ア
ル
化
」
を
望
む
声
は
、女
子
高
生
に
お
い
て
は
五
六
・
六
％
に
も
な
る
と
い
う
調
査
も
あ
る
（『
日

経
産
業
新
聞
』
二
〇
一
四
年
七
月
一
五
日
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、中
高
生
に
と
っ
て
の
「
ネ
ッ
ト
社
会
」
の
「
現
実
社
会
」

に
対
す
る
「
優
位
性
」
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

筆
者
は
、子
ど
も
た
ち
が
、ネ
ッ
ト
を「
正
し
く
」利
用
す
る
こ
と
、そ
し
て
そ
の
便
利
さ
の
裏
に
あ
る
負
の
側
面
を
、教
員
・

保
護
者
も
交
え
、
と
も
に
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、「
メ
デ
ィ
ア
社
会
を
生
き
る
力
」

を
身
に
つ
け
る
う
え
で
必
要
な
こ
と
を
、
教
員
・
保
護
者
・
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
万
が
一
中
高
生
の
情
報
発
信
に
よ
る
炎
上
が
発
生
し
た
場
合
、
彼
ら
が
将
来
に
向
け
て

「
や
り
直
せ
る
」
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
が
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
安
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
本
稿
を
結
ぶ
こ
と
に
す
る
。
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〈
参
考
文
献
〉

・
櫻
庭
太
一�

二
〇
一
〇
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
文
化
論

－

そ
の
変
容
と
現
状
』
専
修
大
学
出
版
局

・
鈴
木
謙
介�
二
〇
〇
七
『
ウ
ェ
ブ
社
会
の
思
想
〈
遍
在
す
る
私
〉
を
ど
う
生
き
る
か
』
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス

・
田
代
光
輝
、
服
部
哲�

二
〇
一
三
『
情
報
倫
理

－

ネ
ッ
ト
の
炎
上
予
防
と
対
策

－

』
共
立
出
版

・
放
送
分
野
に
お
け
る
青
少
年
と
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
調
査
研
究
会
報
告
書

〈
参
考
新
聞
記
事
〉

・
「
メ
デ
ィ
ア
読
む
力
『
育
成
を
』　

青
少
年
向
け
、
教
材
開
発
を
支
援

－

郵
政
省
」『
毎
日
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
四
日
／
二
九
ペ
ー
ジ

・
「
見
知
ら
ぬ
人
と
『
親
友
』『
恋
人
』、
S
N
S
子
供
に
迫
る
危
険

－

『
実
際
に
会
い
た
い
』
四
割
、
犯
罪
被
害
の
温
床
に
（
日
経
B
P
専
門

誌
か
ら
）」『
日
経
産
業
新
聞
』
二
〇
一
四
年
七
月
一
五
日
／
二
ペ
ー
ジ

〈
参
考
U
R
L
〉

・
《
未
成
年
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
実
態
調
査
》

　

http://w
w
w
.daj.jp/com

pany/release/2
0
1
4
/0
7
1
4
_0
1
/

・
高
校
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ア
プ
リ
利
用
と
ネ
ッ
ト
依
存
傾
向
に
関
す
る
調
査　

　

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/iicp/chousakenkyu/data/research/survey/telecom
/2
0
1
4
/internet-addiction.pdf
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・
「
ネ
ッ
ト
依
存
」
の
日
本
的
特
徴
は
「
き
ず
な
依
存
」

　
http://w

w
w
.nippon.com

/ja/currents/d0
0
1
0
2
/

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
オ
ン
ラ
イ
ン�

ザ
・
世
論
～
日
本
人
の
気
持
ち
～�

　

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
炎
上
」
を
つ
く
る
の
は
誰
か�

炎
上
す
る
側
、
さ
せ
る
側
の
論
理

　

http://diam
ond.jp/articles/-/4

3
6
3
3

・
石
田
衣
良�
正
義
す
ぎ
る
人
た
ち

　

http://new
s.infoseek.co.jp/article/r2

5
_appli_1

1
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
6
8
9
9
7

・
あ
な
た
の
情
報
は
、
死
ん
で
も
ネ
ッ
ト
上
を
漂
い
続
け
る
…

　

「
デ
ジ
タ
ル
・
タ
ト
ゥ
ー
」�
問
題
と
は
何
か
？

　

http://diam
ond.jp/articles/-/3

9
7
9
4

・
治
安
に
関
す
る
世
論
調
査�

内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室

　

http://w
w
w
8
.cao.go.jp/survey/h1

8
/h1

8
-chian/

・
「
犯
罪
に
遭
う
不
安
あ
る
」
七
七
％　

警
視
庁
が
体
感
治
安
調
査�『
日
本
経
済
新
聞
』

　

http://w
w
w
.nikkei.com

/article/D
G
X
N
A
S
D
G
2
0
0
5
H
_R
2
0
C
1
2
A
9
C
C
0
0
0
0
/

・
犯
罪
白
書

　

http://hakusyo

一.m
oj.go.jp/jp/nendo_nfm

.htm
l

・
グ
ー
グ
ル
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
で
諮
問
委�

削
除
基
準
を
議
論
『
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
』

　

http://w
w
w
.asahi.com

/articles/A
S
G
7
D
4
4
M
M
G
7
D
U
H
B
I0
0
V
.htm

l

・
〝
忘
れ
ら
れ
る
権
利
”
は
ネ
ッ
ト
社
会
を
変
え
る
か
？

　

http://w
w
w
.nhk.or.jp/gendai/kiroku/detail0

2
_3
2
1
9
_1
.htm

l
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・
グ
ー
グ
ル
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
要
請
の
五
〇
％
以
上
に
対
応

　

http://japan.cnet.com
/new

s/service/3
5
0
5
1
4
4
3
/

・
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
表
現
の
自
由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
境
は
ど
こ
か
？

　

http://app-review
.jp/new

s/1
9
2
1
5
2

・
ス
マ
ホ
閲
覧
制
限
、
普
及
急
げ�

利
用
率
、
小
中
高
で
減
少�

静
岡

　

http://sankei.jp.m
sn.com

/region/new
s/1

4
0
2
2
6
/szk1

4
0
2
2
6
0
2
1
8
0
0
0
0
-n1

.htm

ⅰ　

�

調
査
対
象
：
何
ら
か
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
全
国
の
一
〇
歳
か
ら
一
八
歳
の
男
女
及
び
全
国
の
〇
歳
か
ら
九
歳
の
子
ど

も
を
持
つ
保
護
者

　
　

調
査
期
間
：
二
〇
一
四
年
六
月
二
〇
日
～
二
四
日

　
　

調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

　
　

有
効
回
答
数
：
一
、
二
一
八
サ
ン
プ
ル
（
未
成
年
者
六
一
八
サ
ン
プ
ル
、
保
護
者
六
〇
〇
サ
ン
プ
ル
）

　
　

実
施
機
関
：
㈱
マ
ク
ロ
ミ
ル

ⅱ　

調
査
協
力
校
：
都
立
の
全
日
制
及
び
定
時
制
の
高
等
学
校
一
五
四
校

　
　

調
査
対
象
：
各
高
等
学
校
に
お
い
て
、
各
学
年
一
ク
ラ
ス
ず
つ
抽
出
。

　
　

調
査
期
間
：
二
〇
一
四
年
一
月
七
日
～
三
一
日

　
　

�

調
査
方
法
：
無
記
名
自
記
式
質
問
紙
調
査
。
㈱
山
手
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
都
立
高
等
学
校
へ
一
括
し
て
調
査
票
を
郵
送
し
、�

回

収
は
学
校
が
一
括
し
て
返
送
。

　
　

有
効
回
答
数
：
合
計
一
五
、
一
九
一
票

ⅲ　

�

「S
N
S

」
と
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
」
の
明
確
な
定
義
、
違
い
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
橋
元
は
「m

ixi

、

Facebook

、Tw
itter

な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
」
と
ウ
ェ
ブ
記
事
上
で
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
筆
者
が
使
用
す
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る
「
S
N
S
」
の
定
義
と
ほ
ぼ
同
義
で
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ⅳ　

調
査
対
象
：
社
会
人
男
女
五
〇
〇
人
。

　
　

調
査
期
間
：
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
三
日
。

ⅴ　

全
国
二
〇
歳
以
上
の
者
三
、
〇
〇
〇
人�

を
対
象
に
実
施
、
有
効
回
収
数
一
、
七
九
五
人
。

ⅵ　

都
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
九
五
四
人
を
対
象
に
実
施
、
九
二
九
人
か
ら
回
答
（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
二
年
九
月
）。
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安
全
な
ネ
ッ
ト
社
会
を
育
て
る
た
め
に
必
要
な
教
育

警
察
官
（
埼
玉
県
警
部
補
） 

高
井　

俊
孝
（
38
）

一　

は
じ
め
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
今
や
老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
国
民
が
何
ら
か
の
形
で
携
わ
っ
て
お
り
、
日
常
生
活
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

今
か
ら
一
五
年
前
、
私
が
警
察
官
を
拝
命
し
た
当
時
は
、
書
類
作
成
と
い
え
ば
ワ
ー
プ
ロ
が
主
流
で
あ
り
、
携
帯
電
話
も
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カ
メ
ラ
機
能
や
メ
ー
ル
機
能
が
画
期
的
と
考
え
ら
れ
て
い
た
頃
で
し
た
が
、
現
在
は
、
書
類
作
成
の
み
な
ら
ず
、
通
信
・
伝

達
・
決
済
に
至
る
ま
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
ま
す
し
、パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
は
な
く
、携
帯
電
話
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
ゲ
ー
ム
機
等
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
利
用
方
法
も
多
様
か
つ

手
軽
に
な
り
、国
民
生
活
に
も
か
な
り
密
接
し
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、便
利
で
生
活
に
密
着
し
て
き
た
ぶ
ん
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
犯
罪
も
よ
り
身
近
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
件
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
本
論
文
に
お
き
ま
し
て
は
、
若
年
層
、
特
に
一
八
歳
未

満
の
児
童
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
ど
の
年
代
も
高
い

割
合
で
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
一
〇
～
二
〇
代
は
、
利
用
割
合
が
最
も
高
く
、
流
行
に
敏
感
で
新
し
い
物
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
よ
う
と
す
る
反
面
、
社
会
的
知
識
や
経
験
に
乏
し
い
年
代
な
の
で
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
危
険
性
に
直
面
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
児
童
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
に
関
す
る
問
題
は
、
児
童
の
年
代
だ
け
で
は
な

く
、
児
童
を
指
導
す
る
保
護
者
等
の
年
代
の
問
題
で
も
あ
り
、
幅
広
い
年
代
を
含
ん
だ
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

初
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
係
す
る
事
件
で
、
児
童
が
被
害
を
受
け
た
事
件
の
比
率
や
増
加
、
実
際
に
児
童
が
ど
の

よ
う
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
を
分
析
し
、
児
童
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
が
、
い
か
に
高
い
水
準
で
危
機
に

面
し
て
い
る
か
、
危
険
性
が
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

次
に
、
児
童
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
関
わ
り
方
の
う
ち
、
最
も
深
刻
な
も
の
は
携
帯
電
話
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
児
童
に
対
す
る
学
校
の
指
導
と
保
護
者
の
指
導
を
改
善
す
べ
き
点
と
し
て
焦
点
に
あ
て
ま
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す
。そ

し
て
、学
校
と
保
護
者
の
指
導
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
児
童
を
取
り
巻
く
環
境
、現
在
の
指
導
と
そ
の
問
題
点
を
挙
げ
、

効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
え
ば
良
い
の
か
、
そ
の
具
体
案
を
提
言
い
た
し
ま
す
。

二　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
お
け
る
児
童
の
割
合

サ
イ
バ
ー
犯
罪
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
違
反
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
電
磁
的
記
録
対
象
犯
罪
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
犯
罪
）

の
検
挙
件
数
は
、
平
成
一
三
年
は
一
、
三
三
九
件
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
五
年
は
八
、
一
一
三
件
と
約
六
倍
に
増
加
し

て
お
り
、
違
法
・
有
害
情
報
を
収
集
し
て
警
察
庁
に
通
報
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

る
情
報
件
数
は
、
平
成
一
九
年
（
同
セ
ン
タ
ー
は
平
成
一
八
年
開
設
）
は
一
六
、
四
一
八
件
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
五

年
は
一
三
〇
、
七
二
〇
件
と
約
八
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。（
警
察
庁
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
統
計
）
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
関
連
の
事
件
等
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
十
数
年
で
そ
の
危
険
は
私
た
ち
の
生
活
に
よ
り
身
近
に
迫
っ
て
き
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

表
１
は
、
平
成
二
五
年
ま
で
の
三
年
間
に
お
け
る
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を
起
因
と
し
て
児
童
が

被
害
を
受
け
た
事
件
の
、罪
種
別
被
害
児
童
数
を
表
し
た
も
の
で
す
。こ
の
表
を
見
る
と
、児
童
買
春
、児
童
ポ
ル
ノ
法
違
反
、

青
少
年
保
護
育
成
条
例
、及
び
児
童
福
祉
法
違
反
（
以
下
「
児
童
買
春
等
」
と
言
う
。）
の
罪
名
が
全
体
の
約
九
七
～
九
八
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
表
２
は
平
成
一
三
年
か
ら
平
成
二
五
年
ま
で
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
検
挙
件
数
で
、
表
３
は
、
検
挙
件
数
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表１　【出会い系サイト・コミュニティサイトを起因として児童が被害を受けた事件の罪種別被害児童数】

件数
（件）

割合
（%）

件数
（件）

割合
（%）

件数
（件）

割合
（%）

件数
（件）

割合
（%）

件数
（件）

割合
（%）

件数
（件）

割合
（%）

殺　　　人 0 0 0 0 0 0
強　　　盗 0 0 0 2 0 1
放　　　火 0 0 0 0 0 0
強　　　姦 0 9 0 14 0 18
略取誘拐 0 1 0 2 0 3

強制わいせつ 0 7 0 6 0 4
児童買春 160 176 117 182 71 226

児童ポルノ 22 217 19 242 14 341
46 637 30 596 31 678
46 38 46 32 38 22
8 2.8 0 0 6 2.8 0 0 5 3.1 0 0

282 1085 218 1076 159 1293

平成23年

児童買春、
児童ポルノ法違反

青少年保護育成条例違反
児 童 福 祉 法 違 反

重要犯罪

合　　　　計

97.2

出会い系 コミュニティ

98.4

そ　の　他

1.60 2

平成24年
出会い系 コミュニティ

97.2 97.8

平成25年
出会い系 コミュニティ

96.9 98

2.20 0

1,339 
1,606 

1,849 
2,081 

3,161 

4,425 

5,473 

6,321 
6,690 

6,933 

5,741 

7,334 

8,113 

255 
478  491  591  630 

910  973 
1,198  1,249 

1,674  1,761 
2,040 

2,306 

67  105  145  142  277 
703 

1,442 
1,740 

2,534 

1,601 

248 
543 

980 

63  30  55  55  73  129  113  247  195  133  105  178 
478 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

表3 サイバー犯罪検挙件数（表２をグラフで表したもの）

合計 児童買春等、青少年保護育成条例違反 不正アクセス禁止法違反 コンピュータ・電磁的記録対象犯罪等

表２　サイバー犯罪検挙件数

1,339 1,606 1,849 2,081 3,161 4,425 5,473 6,321 6,690 6,933 5,741 7,334 8,113

67 105 145 142 277 703 1,442 1,740 2,534 1,601 248 543 980

63 30 55 55 73 129 113 247 195 133 105 178 478

ネットワーク利用犯罪 1,209 1,471 1,649 1,884 2,811 3,593 3,918 4,334 3,961 5,199 5,388 6,613 6,655

詐欺 485 514 521 542 1,408 1,597 1,512 1,508 1,280 1,566 899 1,357 956

児童買春・児童ポルノ法違反（児童ポルノ）　　 ① 128 140 102 85 136 251 192 254 507 783 883 1,085 1,124

わいせつ物頒布等 103 109 113 121 125 192 203 177 140 218 699 929 781

青少年保護育成条例違反　　　　　　　　　　　    ② 10 70 120 136 174 196 230 437 326 481 434 520 690

著作権法違反 86 66 87 174 128 138 165 144 188 368 409 472 731

児童買春・児童ポルノ法違反（児童買春）　　　 ③ 117 268 269 370 320 463 551 507 416 410 444 435 492

出会い系サイト規制法違反 0 0 0 31 18 47 122 367 349 412 464 363 339

商標法違反 31 37 95 82 109 218 191 192 126 119 212 184 197

その他 249 267 342 343 393 491 752 748 629 842 944 1,268 1,345

児童買春等違反、青少年保護育成条例違反の
合計（①＋②＋③）　　　　　　　　　　　　　　（件）

255 478 491 591 630 910 973 1,198 1,249 1,674 1,761 2,040 2,306

上記合計の全体における割合
（①＋②＋③）×100÷④　　　　　　　（％）

19.0 29.8 26.6 28.4 19.9 20.6 17.8 19.0 18.6 24.1 30.7 27.8 28.4

平成24
年

平成25
年

合計(件)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④

不正アクセス禁止法違反

コンピュータ・電磁的記録対象犯罪等

平成22
年

平成23
年

平成14
年

平成15
年

平成16
年

平成17
年

平成18
年

平成19
年

平成20
年

平成21
年

　　　　　　　　　　　 　 　  　                      年　次
   区　分

平成13
年
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全
体
の
な
か
の
、
児
童
買
春
等
の
割
合
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
表
２
の
値
を
グ
ラ
フ
で
表
し
た
も
の
で
す
。

い
ず
れ
の
件
数
も
全
体
と
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
一
三
年
と
平
成
二
五
年
を
比
較
す
る
と
検
挙
件
数
は
一
、
三

三
九
件
か
ら
八
、
一
一
三
件
と
約
六
倍
で
あ
る
の
に
対
し
、
児
童
買
春
等
の
件
数
は
二
五
五
件
か
ら
二
、
三
〇
六
件
と
約
九

倍
も
増
加
し
て
お
り
、
検
挙
件
数
の
な
か
の
児
童
買
春
等
の
割
合
も
、
約
二
〇
％
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
約
三
〇
％
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
統
計
上
に
お
き
ま
し
て
も
、
児
童
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
に
高
い
水
準
で
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
危
険
性
が
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

三　

児
童
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
か
か
わ
り
方

㈠　

 

児
童
の
携
帯
電
話
使
用

児
童
が
ど
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
、
年
齢
一
三
～
一
九
歳
の
平
成
二
五
年
末
に
お
け
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
率
に
つ
い
て
、自
宅
パ
ソ
コ
ン
七
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、携
帯
電
話
一
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
六
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
一
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
自
宅
以
外
の
パ
ソ
コ
ン
一
八
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。（
平
成
二
五
年
通
信
利
用
動
向
調
査
の
結
果
）

し
か
し
、
平
成
二
五
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
犯
罪
被
害
を
受
け
た
児
童
の
う
ち
、
被
害
を
受
け
た
一
五
九
人
の

ア
ク
セ
ス
手
段
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
携
帯
電
話
が
一
三
七
人
（
約
八
六
・
二
％
）、
同
じ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
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ト
で
被
害
を
受
け
た
一
、二
九
三
人
の
ア
ク
セ
ス
手
段
は
、携
帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
）
に
関
わ
る
も
の
が
一
、

一
七
一
人
（
約
九
〇
・
六
％
）、
携
帯
電
話
が
関
わ
っ
て
い
な
い
も
の
（
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
等
そ
の
他
）

が
一
二
二
人（
約
九
・
四
％
）と
な
っ
て
お
り
、パ
ソ
コ
ン
そ
の
他
が
二
二
人（
約
一
三
・
八
％
）で
あ
り
、（
警
察
庁
サ
イ
バ
ー

犯
罪
対
策
統
計
）、
児
童
が
普
段
利
用
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ク
セ
ス
手
段
は
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
等
と
分
散

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
児
童
の
ア
ク
セ
ス
手
段
は
、
約
九
割
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
携

帯
電
話
で
あ
る
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
児
童
の
被
害
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
身
近
に

な
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
片
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
児
童
被
害
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
場
合
が
一
割
で

あ
る
の
に
対
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
場
合
が
九
割
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
児
童
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
使
用
方
法
等
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

㈡　

 

年
代
ご
と
の
携
帯
電
話
所
有
状
況

表
４
は
児
童
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
有
率
を
調
査
し
た
結
果
で
す
。（
平
成
二
五
年
度
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
）
小
学
生
の
所
有
率
は
二
～
三
割
で
す
が
、
中
学
生
に
な
る
と
約
半
数
は
所
有
し
て
お
り
、
高

校
生
に
な
る
と
約
九
七
％
に
も
達
し
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
所
有
し
て
い
る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
児
童
の
年
代
ご
と
の
所
有
率
を
考
え
る
と
、

　

①　

中
学
生
の
年
代
は
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
児
童
数
と
持
っ
て
い
な
い
児
童
数
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
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②　

高
校
生
に
な
る
と
、
殆
ど
の
児
童
が
携
帯
電
話
を
所
有
す
る

　

③　

高
校
生
で
初
め
て
携
帯
電
話
を
持
つ
児
童
が
全
体
の
約
半
数
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

㈢　

 

児
童
の
携
帯
電
話
に
対
す
る
考
え
方

携
帯
電
話
に
つ
い
て
、
児
童
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な
と
こ
ろ
で

す
が
、
私
に
は
、
今
年
中
学
一
年
生
に
な
る
長
女
が
お
り
、
個
人
の
携
帯
電
話
を
持
ち
た
が
っ
て

い
た
の
で
、
所
有
さ
せ
る
か
を
判
断
す
る
た
め
、
携
帯
電
話
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

携
帯
電
話
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
「
家
族
や
友
人
と
直
ぐ
に
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」「
情

報
が
早
く
伝
わ
る
の
で
、
早
い
行
動
が
で
き
る
」
な
ど
を
あ
げ
て
お
り
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

「
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
」「
書
き
込
ん
だ
こ
と
は
簡
単
に
消
せ
な
い
の
で
、
言
葉
を
よ
く

選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
と
周
り
の
人
に
失
礼
に
な
る
」
な

ど
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

私
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
意
見
に
よ
り
「
最
低
限
度
の
知
識
は
持
っ
て
い
る
様
子
だ
」
と
思
い

購
入
を
認
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
危
険
性
や
注
意
点
な
ど
を
知
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、「
友
達
に
聞
い
た
」
と
い
う
回
答
で
あ
り
、
携
帯
電
話
が
欲
し
い
理
由
も
「
ク
ラ
ス
メ
ー

表４　青少年の携帯電話・スマートフォンの所有率
小学生 中学生 高校生

平成25年度 36.6 51.9 97.2
平成24年度 27.5 51.6 98.1
平成23年度 20.3 47.8 95.6
平成22年度 20.9 49.3 97.1

単位：％
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ト
の
多
く
が
持
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

携
帯
電
話
の
利
点
、
便
利
な
使
用
方
法
、
ゲ
ー
ム
な
ど
児
童
に
と
っ
て
興
味
が
あ
る
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
危
険
性
な
ど

に
つ
い
て
も
友
人
間
で
情
報
交
換
さ
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
長
女
が
携
帯
電
話
を
欲
し
が
る
理
由
は
友
人
と
の
通
信
手

段
、
友
人
と
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

児
童
が
、
携
帯
電
話
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
調
査
し
た
結
果
（
子
ど
も
の
携
帯
電
話
等
の
利
用
に
関

す
る
調
査
、
平
成
二
一
年
二
月
株
式
会
社
富
士
通
総
研
）
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
六
年
生
の
児
童
が
携
帯
電
話
を
持
っ
た
理
由

に
つ
い
て
、「
保
護
者
か
ら
持
つ
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
四
六
・
七
％
」「
塾
や
習
い
事
を
始
め
た
か
ら
四
一
・
四
％
」
な
ど
が

高
い
割
合
で
し
た
が
、
中
学
生
、
高
校
生
に
な
る
と
、
そ
の
回
答
の
多
く
は
「
友
達
が
持
っ
て
い
る
か
ら
」
が
中
学
校
二
年

生
で
三
八
・
四
％
、
高
校
二
年
生
で
四
四
・
六
％
と
な
り
友
人
と
の
関
わ
り
合
い
に
変
化
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
長
女
の
回
答
も
同
年
代
の
児
童
と
同
様
の
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
年
代
の
児
童
に
お
け

る
携
帯
電
話
に
対
し
て
の
考
え
は
、「
友
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
重
点
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

四　

現
在
の
指
導
と
そ
の
効
果

児
童
が
ネ
ッ
ト
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
教
育
、
事
業
者
、
警
察
は
協

力
し
て
児
童
を
犯
罪
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

表
５
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
起
因
す
る
児
童
被
害
の
事
犯
に
か
か
る
調
査
結
果
（
警
察
庁
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
統
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計
）
の
う
ち
、
平
成
二
二
～
二
五
年
の
学
校
に
よ
る
指
導
状
況
に
つ
い
て
で
あ
り
、
表
六
は
保
護
者
に
よ
る
指
導
状
況
に
つ

い
て
で
す
。

被
害
を
受
け
た
七
割
の
児
童
が
学
校
か
ら
何
ら
か
の
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
危
険
性
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
被
害
を
受
け
て
お
り
、
不
登
校
の
た
め
教
え
て
も
ら
っ
て
い
な
い
と
回
答
し
た
二
割
の
児
童
を
除
く
と
、
学

校
に
通
っ
て
い
た
が
教
え
て
も
ら
っ
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
児
童
は
一
割
程
度
し
か
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
被
害
を
受
け
た
児
童
の
う
ち
、
四
割
は
保
護
者
か
ら
何
ら
か
の
形
で
保
護
者
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
被
害
を
受
け
て
お
り
、
六
割
の
児
童
は
保
護
者
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
被
害
を
受
け
た
児
童
の
う
ち

①　

七
割
は
学
校
か
ら
何
ら
か
の
形
で
指
導
を
受
け
て
い
た

②　

六
割
は
保
護
者
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
と
な
り
、
学
校
に
お
け
る
指
導
内
容
の
充
実
と
、
保
護
者
に
対
す
る
指
導
の
普
及
に
つ
い
て
更
に
改
善
を
し

て
行
く
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

五　

学
校
の
指
導
に
関
す
る
提
言

現
在
は
、
学
習
指
導
要
領
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
法
や
モ
ラ
ル
の
育
成
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
し
、
警
察
官
が
学
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校
に
指
導
に
赴
い
た
り
す
る
取
組
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
「
学
校
で
教
え
て
も
ら
っ
た
」
と
答
え
る
児
童
の
中
に
も
被
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
者
が
お
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
が
し
っ
か
り
と
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
児
童
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
危
険
性
を
理
解
さ
せ
、
安
全
な
使
用
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
、
児
童
に
対
す
る
学
校
か

ら
の
指
導
に
目
を
向
け
て
提
言
し
ま
す
。

⑴　

携
帯
電
話
の
指
導

現
在
多
く
の
小
中
学
校
に
は
パ
ソ
コ
ン
機
器
が
導
入
さ
れ
、
実
際
に
児
童
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

触
れ
合
う
よ
う
な
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
携
帯
電
話
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の

指
導
は
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
に
と
っ
て
パ
ソ
コ
ン
は
、
技
術
・
専
門
的
な
使
用
、
調
査
が
主
な
目
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
携
帯
電
話
は
ゲ
ー
ム
、

S
N
S
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
使
用
が
主
な
目
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
学
校
の
取
扱
い

も
パ
ソ
コ
ン
と
携
帯
電
話
で
は
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
パ
ソ
コ
ン
は
「
必
要
な
も
の
」「
学
ぶ
べ
き
も
の
」
と
い
う

位
置
に
あ
り
ま
す
が
、
携
帯
電
話
は
、「
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
に
直
接
必
要
の
な
い
も
の
」
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
文

部
科
学
省
の
通
知
に
お
い
て
も
小
中
学
校
で
は
そ
の
持
ち
込
み
を
原
則
禁
止
、
高
等
学
校
に
お
い
て
は
制
限
す
べ
き
と
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
際
に
被
害
を
受
け
る
児
童
数
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
際
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
多
い
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こ
と
を
考
え
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
方
法
、
危
険
性
や
、
禁

止
行
為
を
教
え
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
携
帯
電
話
も
設
置
し
て
実
際
に
手
に
取
ら
せ
、
そ
の
使
用
方
法
や
危
険
性
な
ど
を
授
業
、
実

技
を
通
し
て
身
に
着
け
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⑵　

携
帯
電
話
の
所
有
率
を
ふ
ま
え
た
指
導

児
童
が
、
個
人
的
に
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む

携
帯
電
話
は
小
学
生
で
約
二
～
三
割
、
中
学
生
が
約
半
数
、
高
校
生
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
所
有
し
て
い
ま
す
。
小

中
学
生
に
対
し
、「
携
帯
電
話
の
使
用
方
法
、
危
険
性
な
ど
」
を
学
習
指
導
と
し
て
一
律
か
つ
具
体
的
に
教
え
る
と
「
ま
だ

早
い
」「
学
校
が
携
帯
電
話
の
所
持
を
推
奨
し
て
い
る
よ
う
だ
」「
所
持
し
て
い
な
い
の
に
教
え
て
も
ら
っ
て
は
こ
ま
る
」
な

ど
と
い
う
問
題
点
を
挙
げ
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
学
生
で
は
半
数
で
あ
っ
た
所
有
率

も
、
高
校
生
に
な
れ
ば
ほ
ぼ
全
員
に
な
る
の
で
す
。

現
在
の
学
校
教
育
は
、
携
帯
電
話
を
遠
ざ
け
る
べ
き
物
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
小
中
学
生
で
あ
れ
ば

近
い
将
来
は
必
ず
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
機
器
で
あ
り
、
高
校
生
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
既
に
使
用
し
て
い
る
機
器

な
の
で
す
。

保
護
者
や
教
師
の
指
導
を
素
直
に
受
け
入
れ
や
す
く
、
か
つ
、
義
務
教
育
期
間
中
で
あ
る
小
中
学
校
に
お
い
て
こ
そ
、
携

帯
電
話
の
使
用
に
対
す
る
学
習
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
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⑶　

情
報
入
手
先
と
し
て
の
学
校

児
童
が
携
帯
電
話
等
の
情
報
を
入
手
す
る
相
手
方
は
、
多
く
が
友
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
の
サ

イ
ト
に
は
、
出
会
い
系
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
な
ど
利
用
者
の
交
友
関
係
を
広
げ
る
目
的
の
も
の
も
あ
り
、
情
報
入
手
す

る
相
手
方
が
そ
れ
ら
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
者
で
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
も
そ
も
友
人
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

携
帯
電
話
等
の
サ
イ
ト
が
安
全
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
場
合
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
場
合
、
サ
イ
ト
の
使
い
方
な

ど
で
質
問
を
し
た
い
場
合
に
児
童
が
選
ぶ
選
択
肢
は
、
自
分
で
調
べ
る
、
保
護
者
等
に
聞
く
、
友
人
に
聞
く
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
学
校
、
教
師
と
い
う
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

危
険
な
サ
イ
ト
が
あ
る
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
と
い
う
こ
と
を
教
師
側
か
ら
一
方
的
に
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
児
童
に

と
っ
て
携
帯
電
話
等
に
関
す
る
質
問
相
手
と
な
る
、
教
師
、
学
校
と
い
う
選
択
肢
が
必
要
で
す
。
児
童
が
質
問
し
や
す
い
開

か
れ
た
環
境
を
学
校
や
教
師
は
つ
く
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

⑷　

性
別
に
よ
っ
て
異
な
る
指
導

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
は
男
性
と
女
性
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ト
に
起
因
す
る
被
害
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成
二
五
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
出
会
い
系
サ
イ
ト
で
は
児
童
一
五
九
人
の
児
童
が

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
男
性
は
ゼ
ロ
、
女
性
が
一
五
九
人
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
で
は
児
童
一
、
二
九
三
人
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の
う
ち
、
男
性
は
三
二
人
、
女
性
が
一
、
二
六
一
人
で
す
。（
警
察
庁
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
統
計
）
こ
の
よ
う
に
被
害
を
受

け
て
い
る
児
童
の
ほ
と
ん
ど
は
女
性
で
あ
り
、
こ
の
種
の
問
題
は
女
性
児
童
特
有
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
逆
に
、
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
の
登
録
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
料
金
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
男
性
児
童
が
多
い
と
推
定
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
男
性
と
女
性
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
方
法
も
さ
ら
さ
れ
て
い
る
危
険
性
も
異
な
っ
て
お
り
、
男
女

一
律
に
同
じ
指
導
を
し
て
も
そ
の
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
性
別
に
合
わ
せ
た
具
体
的
な
指
導
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

⑸　

学
校
教
育
の
な
か
の
携
帯
電
話

教
育
現
場
の
声
を
聴
こ
う
と
思
い
、
私
立
女
子
高
等
学
校
で
教
師
を
し
て
い
る
友
人
に
対
し
、
生
徒
の
携
帯
電
話
の
使
用

状
況
な
ど
に
つ
い
て
聴
い
た
と
こ
ろ
、
予
想
に
反
す
る
答
え
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
高
校
で
は
携
帯
電
話
の
使
用
を
校

則
で
全
面
的
に
禁
止
し
て
お
り
、
学
生
が
契
約
す
る
こ
と
さ
え
許
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
進
学
、

成
績
、
児
童
の
健
全
な
生
活
に
携
帯
電
話
は
必
要
が
無
い
物
と
位
置
付
け
て
い
る
の
が
現
在
の
学
校
教
育
だ
と
考
え
ま
す
。

私
も
児
童
の
携
帯
電
話
使
用
を
積
極
的
に
応
援
し
て
い
く
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使
用
頻
度
が
上
が
る
と
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
な
ど
様
々
な
問
題
が
つ
い
て
く
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、現
在
の
制
限
を
主
と
し
た
指
導
で
は
、真
に
児
童
を
ネ
ッ

ト
の
危
険
か
ら
守
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

児
童
は
学
校
生
活
の
中
で
社
会
性
を
学
び
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
く
の
で
あ
り
、
学
校
教
育
で
禁
止
し
、
遠
ざ

け
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
学
校
生
活
や
学
校
教
育
の
な
か
で
学
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
児
童
は
、
自
ら
中
途
半
端
な
調
査
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を
行
い
、
友
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
鵜
呑
み
に
し
、「
み
ん
な
使
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」「
使
用
者
が
多
い
か
ら
安
全
」
と

い
う
安
易
な
判
断
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
安
易
な
使
用
を
続
け
、
危
険
性
や
結
果
の
重
大
性
を
判
断
す
る
こ
と
な
く
ネ
ッ
ト
利
用
を
続
け
て
い
た
者
が
、

悪
ふ
ざ
け
で
写
真
を
ネ
ッ
ト
投
稿
し
て
社
会
問
題
に
発
展
さ
せ
た
り
、
不
用
意
な
書
き
込
み
で
個
人
情
報
を
流
出
さ
せ
た
り

す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

携
帯
電
話
の
ネ
ッ
ト
利
用
を
正
し
く
教
え
な
い
ま
ま
児
童
に
使
用
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
運
転
技
術
を
持
た
な
い
者
に

自
動
車
を
運
転
さ
せ
る
の
と
同
じ
で
あ
り
、
自
己
や
他
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
児
童
か
ら
携
帯
電
話
を
完
全
排

除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
、
携
帯
電
話
の
使
用
を
制
限
し
禁
止
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
制
限
の
中
に
も
そ
の
使

用
を
認
め
、学
校
教
育
と
し
て
教
師
が
正
し
い
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
方
法
、危
険
性
を
教
え
る
べ
き
で
す
。

六　

保
護
者
に
対
す
る
提
言

児
童
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
、
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
最
終
的
な
注
意
や
指
導
責
任
は
保
護
者

に
あ
る
と
考
え
ま
す
し
、
児
童
も
困
っ
た
時
の
相
談
相
手
と
し
て
一
番
に
親
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
先
の
調
査
で
被
害
を
受
け
た
児
童
の
六
割
が
保
護
者
か
ら
注
意
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
保

護
者
の
児
童
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
指
導
は
行
き
届
い
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
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⑴　

有
害
情
報
か
ら
の
遮
断

保
護
者
は
、
児
童
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
、
特
に
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
状
況
を
確
認
し
監
視
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
犯
罪
被
害
を
受
け
た
児
童
の
九
割
が
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
か

ら
で
あ
る
原
因
は
、
児
童
が
単
独
で
使
用
す
る
機
会
が
多
く
保
護
者
の
監
視
が
届
い
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

児
童
が
使
用
す
る
携
帯
電
話
等
を
監
視
し
、
違
法
・
有
害
情
報
を
遮
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
五
年
度
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
児

童
の
約
半
数
（
総
数
五
五
・
二
％
、
小
学
生
六
二
・
二
％
、
中
学
生
六
一
・
一
％
、
高
校
生
四
九
・
三
％
）
が
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
利
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
起
因
す
る
児
童
被
害
の
調
査
結
果
で
は
、
被

害
を
受
け
た
児
童
の
う
ち
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
加
入
し
て
い
た
の
は
わ
ず
か
五
・
五
％
の
み
で
し
た
。
こ
れ
ら
調
査
か
ら
も

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
加
入
し
て
い
な
い
児
童
の
携
帯
電
話
等
使
用
に
お
け
る
危
険
性
は
明
ら
か
で
あ
り
、
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
有
用
性
は
十
分
と
い
え
ま
す
。

保
護
者
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
児
童
が
使
用
す
る
携
帯
電
話
の
使
用
履
歴
を
定
期
的

に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
児
童
に
対
し
て
も
「
保
護
者
か
ら
使
用
を
監
視
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
保
護
者
の
監
視
に
よ
り
児
童
か
ら
違
法
・
有
害
情
報
を
徹
底
的
に
排
除
し
遮
断
し
な
け
れ
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ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑵　

保
護
者
の
知
識
向
上

保
護
者
が
児
童
に
注
意
し
な
い
理
由
に
、保
護
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
知
識
不
足
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。ゲ
ー
ム
、

S
N
S
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
等
は
大
人
よ
り
も
児
童
の
方
が
使
い
慣
れ
て
お
り
知
識
が
豊
富
で
す
。
だ
か
ら
、
児
童
が

そ
れ
ら
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い
て
も
、
内
容
に
つ
い
て
の
指
導
や
注
意
が
で
き
ず
、「
た
だ
の
ゲ
ー
ム
で
あ
る
」
と
ご
ま
か

さ
れ
て
も
そ
れ
を
看
破
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
。

保
護
者
は
、「
S
N
S
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を
自
分
は
使
わ
な
い
か
ら
知
ら
な
く
て
も
良
い
」
と
か
「
子
供
に
は
そ

れ
ら
を
使
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
児
童
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら

守
る
た
め
、
児
童
が
使
用
し
て
い
る
サ
イ
ト
や
、
社
会
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
サ
イ
ト
な
ど
の
知
識
を
取
り
入
れ
る
た
め

に
努
力
し
、
保
護
者
自
身
が
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

児
童
が
使
用
し
て
い
る
サ
イ
ト
が
安
全
で
あ
る
か
否
か
を
児
童
に
聞
い
て
い
る
よ
う
で
は
、
監
視
機
能
は
全
く
役
に
立
っ

て
い
な
い
と
い
え
ま
す
し
、
児
童
が
保
護
者
に
対
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
質
問
を
し
て
く
る
こ
と
も
、
判
断
を
仰
い
で
く

る
こ
と
も
無
い
と
考
え
ま
す
。

⑶　

保
護
者
と
学
校
等
の
連
携

児
童
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
に
お
け
る
注
意
点
を
、
学
校
は
保
護
者
会
、
学
級
通
信
等
に
よ
り
保
護
者
に
配
信
し
て
い
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ま
す
し
、
警
察
は
職
員
が
学
校
に
赴
い
て
指
導
し
、
注
意
を
喚
起
さ
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
保
護
者
に
対
す
る
指
導
は
、
最
近
発
生
し
た
問
題
事
例
を
紹
介
し
、「
危
険
で
す
」「
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
言
っ
て
一
方
的
に
児
童
の
使
用
を
制
限
さ
せ
る
方
向
に
働
き
か
け
て
い
る
だ
け
に
感
じ
ま
す
。

保
護
者
に
対
し
、
児
童
の
間
で
流
行
し
て
い
る
サ
イ
ト
の
説
明
や
、
そ
の
サ
イ
ト
の
ど
の
よ
う
な
部
分
が
危
険
で
あ
る
の

か
に
つ
い
て
は
今
ま
で
も
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
使
用
す
れ
ば
安
全
な
の
か
、
問
題
に
あ
げ
ら
れ

て
い
る
サ
イ
ト
を
継
続
し
て
使
用
す
る
た
め
の
方
法
、
危
険
を
回
避
す
る
方
法
な
ど
、
そ
の
先
の
使
用
を
継
続
さ
せ
る
た
め

の
情
報
配
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
や
保
護
者
が
「
危
険
だ
か
ら
使
用
を
控
え
る
よ
う
に
」
と
働
き
か
け
た
と
こ
ろ
で
、
児
童
が
素
直
に
従
う
か
と
い
え

ば
疑
問
で
す
。
現
に
、
ア
カ
ウ
ン
ト
が
乗
っ
取
ら
れ
る
な
ど
の
不
正
ア
ク
セ
ス
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
無
料
通
信
通
話
サ
ー

ビ
ス
に
つ
き
、
児
童
に
対
し
て
注
意
喚
起
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
児
童
が
そ
の
指
示
に
従
っ
て
利
用
を

中
止
し
た
り
控
え
た
り
し
て
い
る
の
か
を
考
え
れ
ば
分
か
る
こ
と
で
す
。

一
方
的
な
使
用
制
限
を
行
う
と
、
児
童
は
そ
れ
を
隠
れ
て
使
用
す
る
様
に
な
り
、
学
校
や
保
護
者
の
監
視
が
届
か
な
く
な

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

安
全
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
続
け
る
た
め
、
児
童
に
対
し
て
使
用
を
継
続
さ
せ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
や
め
さ
せ

る
べ
き
か
を
保
護
者
が
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
保
護
者
に
対
し
て
指
導
を
行
う
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。
既
に
行
わ
れ
て
い

る
取
組
み
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
質
問
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
、
学
校
や
保
護
者
間
で
情
報

交
換
し
、
質
問
や
回
答
を
す
る
機
会
や
場
所
を
作
る
、
保
護
者
に
対
し
児
童
の
携
帯
電
話
を
確
認
さ
せ
、
そ
の
点
検
結
果
を
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提
出
さ
せ
て
指
導
す
る
な
ど
、
学
校
と
保
護
者
が
今
よ
り
も
積
極
的
に
情
報
交
換
を
行
い
連
携
し
て
指
導
す
る
べ
き
で
す
。

⑷　

保
護
者
の
役
割

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
強
化
し
、使
用
履
歴
の
監
視
を
強
化
し
、学
校
等
と
保
護
者
が
連
携
す
れ
ば
、よ
り
安
全
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
保
護
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
児
童
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
に
と
ら
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
日
常
に
目
を
向
け
、児
童
の
外
見
や
内
心
の
変
化
を
見
落
と
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
見
守
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
児
童
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
救
出
す
る
た
め
に
は
、
服
装
が
派

手
に
な
っ
た
、
高
価
な
物
品
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
、
食
欲
が
な
い
、
元
気
が
な
い
、
部
屋
に
引
き
こ
も
る
よ
う
に
な
っ
た
、

家
に
帰
ら
な
く
な
っ
た
な
ど
、
児
童
か
ら
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
を
最
初
に
発
見
で
き
る
の
が
保
護
者
で
あ
り
、
一
番
重
要
な
役
割
で
す
。

七　

お
わ
り
に

児
童
が
関
連
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
無
理
に
交
友
関
係
を
広
げ
よ
う
と
し
、
金
品
や
異
性
を
求
め
た
結

果
に
生
じ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

児
童
が
受
験
勉
強
や
部
活
動
な
ど
に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
き
は
、
児
童
に
と
っ
て
携
帯
電
話
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
そ
れ
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ほ
ど
必
要
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
大
学
生
に
な
り
社
会
人
に

な
る
と
、
仕
事
や
、
生
活
の
向
上
、
交
際
相
手
を
見
つ
け
る
た
め
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
す
る
機
会
が
増
え
、
そ
れ
に
伴

い
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

将
来
的
に
児
童
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
犯
罪
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
年
代
に
合

わ
せ
た
指
導
が
必
要
で
す
。
そ
の
指
導
を
児
童
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、
保
護
者
か
ら
児
童
、
又
は
教
師
か
ら
児
童
と
い

う
一
方
的
な
も
の
で
は
な
く
、
親
と
子
、
教
師
と
生
徒
、
保
護
者
と
教
師
の
連
携
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
社
会
と
教
育
現
場
を

整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及
率
が
急
増
し
、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
事
件
が
増
加
し
て
い
る
現
在
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
し
っ
か
り
と
し
た
指
導
方
法
や
教
育
環
境
を
確
立
さ
せ
、
誰
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
社
会
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

【
引
用
資
料
】

●
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策　

統
計

　

○　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
検
挙
状
況
等
に
つ
い
て
（
平
成
一
三
～
二
五
年
）

　

○　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

（
平
成
一
九
～
二
五
年
）

　

○　

出
会
い
系
サ
イ
ト
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
起
因
す
る
事
犯
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
（
平
成
二
三
～
二
五
年
）
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○　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
起
因
す
る
児
童
被
害
の
事
犯
に
係
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
（
平
成
二
二
～
二
五
年
）

●�
平
成
二
五
年
通
信
利
用
動
向
調
査
の
結
果
（
平
成
二
六
年
六
月
二
七
日
、
総
務
省
報
道
資
料
）
別
添
二
、
図
表
一-

九
端
末
別
年
齢
階
層
別
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
（
個
人
）

●�

平
成
二
五
年
度
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査　

平
成
二
六
年
二
月
内
閣
府
（
青
少
年
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
所
有
率
及
び
所
有
機
種
）

●�

子
ど
も
の
携
帯
電
話
等
の
利
用
に
関
す
る
調
査　

平
成
二
一
年
二
月
株
式
会
社
富
士
通
総
研
（
平
成
二
〇
年
度
文
部
科
学
省
委
託
事
業
「
先

端
的
な
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育
・
学
習
に
関
す
る
調
査
」
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個
人
と
国
家
の
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル

 

警
察
官 

大
阪
府
警
察
本
部 

（
生
活
安
全
部 

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
） 

髙
本　

崇
（
36
）

　
一　

は
じ
め
に

ネ
ッ
ト
社
会
と
い
う
言
葉
は
、
あ
た
か
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
通
信
網
の
中
に
、
も
う
一
つ
の
社
会
が
あ
る
か
の

よ
う
な
意
味
で
私
た
ち
は
使
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
社
会
は
、「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
と
い
う
も
の
を
生
み
出
し
た
が
、
そ
れ
が

社
会
問
題
の
重
要
な
一
角
を
な
す
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
始
め
た
の
は
、
つ
い
最
近
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
よ
う
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な
ネ
ッ
ト
社
会
の
急
速
な
拡
大
は
、
同
時
に
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
者
や
加
害
者
を
容
易
に
生
み
出
す
こ
と
と
な
り
、
今
や

サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
、
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
危
機
と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
と
な
っ
た
。

今
般
、
私
た
ち
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
を
享
受
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
活
用
し

て
い
る
が
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
脅
威
に
対
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
備
え
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
、
こ
う

い
う
対
策
を
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
、
な
ど
と
高
を
括
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
多
く
の
人
た
ち
は
、
空
き
巣
や

自
転
車
盗
、
痴
漢
犯
罪
な
ど
の
現
実
社
会
に
お
け
る
犯
罪
に
対
し
て
、
一
定
の
自
主
防
犯
の
意
識
を
備
え
て
い
る
が
、
一
方

で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
裏
に
潜
む
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
し
て
は
、そ
の
意
識
が
低
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
論
文
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
、
ま

た
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
私
が
日
々
の
職
務
を
遂
行
す
る
中
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
基

に
、
そ
の
考
え
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

二　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
の
社
会
に
急
速
に
浸
透
し
、
今
や
「
ネ
ッ
ト
社
会
」
と
い
う
新
た
な
社
会
が
私
た
ち
の
生

活
の
中
に
強
く
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、現
代
人
の
大
半
が
、こ
の
「
ネ
ッ
ト
社
会
」
に
よ
る
情
報
の
恵
み
を
享
受
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
「
ネ
ッ
ト
社
会
」
も
一
つ
の
社
会
性
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
証
拠
に
、「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
と
呼
ば
れ
る
「
新

た
な
形
態
の
犯
罪
」
が
誕
生
し
た
。
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警
察
庁
で
は
、「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
に
つ
い
て
の
統
計

を
公
表
し
て
い
る
が
、
こ
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
バ
ー

犯
罪
の
検
挙
件
数
及
び
相
談
件
数
は
、
近
年
上
昇
傾
向
に

あ
る
。
ま
た
現
在
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
」
に
携
わ
る
者

と
し
て
は
、
犯
罪
の
量
的
な
変
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

質
的
に
も
年
々
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
係
る
不

正
送
金
事
犯
」
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
平
成
二
五
年
六
月

頃
か
ら
同
事
犯
が
激
増
し
、
さ
ら
に
平
成
二
六
年
上
半
期

の
時
点
で
過
去
最
悪
で
あ
っ
た
平
成
二
五
年
中
の
被
害
額

を
超
え
る
な
ど
、
ま
さ
に
危
機
的
状
況
に
あ
る
。
ま
た
同

じ
く
平
成
二
六
年
に
は
、「
無
料
通
話
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
係
る
な
り
す
ま
し
詐
欺
」
と
い
う
全
く
新
し
い
手
口

の
犯
罪
が
現
れ
、
こ
の
発
生
件
数
も
一
時
的
に
激
増
し

た
。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
対
峙
す
る
全
国
の
捜
査
員
は
、
こ

れ
ら
新
た
な
犯
罪
の
動
向
に
対
し
て
柔
軟
か
つ
迅
速
な
対

 3 / 15 
 

 

 

 

３ サイバー犯罪の現場で感じること 

３－１ 「まさか自分が」の被害者 

 私が身を置く大阪府警察においてサイバー犯罪対策部門は、それまで本部生

活安全総務課の附置機関としての位置付けであったが、昨今のサイバー犯罪情

勢に対応する必要性から、平成 25 年にサイバー犯罪対策課に昇格した。 

私は、現在同課で、各警察署への捜査支援、インターネットバンキングに係

る不正送金事犯や詐欺サイト事案などの初動捜査、府民からのサイバー犯罪相

談、学校や企業等に対する広報・啓発などの業務に従事している。 

 それらの業務に従事する中で、私が危機感を抱くのは、サイバー犯罪の被害

者となった人たちの多くが「まさか自分が被害者になるとは思わなかった」と

いう感想を述べているということである。 
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応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
こ
れ
ら
日
々
変
化
し
拡
大
す
る
サ
イ
バ
ー
空
間
を
利
用
し
た
犯
罪
に
対
す
る
治
安
維
持
の
実
現

は
、
も
は
や
警
察
の
力
だ
け
で
は
、
次
第
に
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

三　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
場
で
感
じ
る
こ
と

三
ー
一　

「
ま
さ
か
自
分
が
」
の
被
害
者

私
が
身
を
置
く
大
阪
府
警
察
に
お
い
て
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
部
門
は
、
そ
れ
ま
で
本
部
生
活
安
全
総
務
課
の
附
置
機
関
と

し
て
の
位
置
付
け
で
あ
っ
た
が
、
昨
今
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
情
勢
に
対
応
す
る
必
要
性
か
ら
、
平
成
二
五
年
に
サ
イ
バ
ー
犯
罪

対
策
課
に
昇
格
し
た
。

私
は
、
現
在
同
課
で
、
各
警
察
署
へ
の
捜
査
支
援
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
係
る
不
正
送
金
事
犯
や
詐
欺
サ
イ

ト
事
案
な
ど
の
初
動
捜
査
、
府
民
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
相
談
、
学
校
や
企
業
等
に
対
す
る
広
報
・
啓
発
な
ど
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
業
務
に
従
事
す
る
中
で
、
私
が
危
機
感
を
抱
く
の
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
た
人
た
ち
の
多
く
が

「
ま
さ
か
自
分
が
被
害
者
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」
と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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三
ー
二　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
そ
の
要
因

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
多
い
被
害
の
一
つ
に
詐
欺
被
害
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
た
び
た
び
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
係
る
不
正
送
金
事
犯
」

「
無
料
通
話
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
な
り
す
ま
し
詐
欺
」な
ど
が
該
当
す
る
。こ
れ
ら
の
詐
欺
被
害
を
受
け
る
個
人
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
対
策
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

例
え
ば
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
係
る
不
正
送
金
事
犯
」
は
、
正
規
利
用
者
の
情
報
を
盗
み
取
り
、
銀
行
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
利
用
者
口
座
か
ら
不
正
に
送
金
す
る
と
い
う
犯
罪
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で

送
金
す
る
際
に
必
要
な
利
用
者
の
パ
ス
ワ
ー
ド
や
乱
数
等
を
盗
み
取
る
手
口
の
主
流
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
た
だ
け
で
感
染
す
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
米
国
の

調
査
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
、「Gam

e O
ver 

Zeus

」
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
は
、
世
界
中
で
五
〇
万
台
か
ら
一
〇
〇
万
台
の
端
末
が
感
染
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
約
二
〇
％

が
日
本
に
所
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

私
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
係
る
不
正
送
金
事
犯
が
発
生
す
れ
ば
、
捜
査
員
と
し
て
、
正
規
利
用
者
に
対
し
事

情
聴
取
等
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
実
際
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
正
規
利
用
者
が
パ
ソ
コ
ン
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
フ
ト

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
て
も
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
最
新
の
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状
態
に
更
新
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
と
な
る
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ホ
ー
ル
」
を
残
し
た
ま
ま
の
状
態
に
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ま
た
「
無
料
通
話
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
な
り
す
ま
し
詐
欺
」
は
、
犯
人
が
無
料
通
話
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
正

ロ
グ
イ
ン
し
た
後
、
正
規
利
用
者
を
装
い
、
そ
の
友
人
・
知
人
等
に
「
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
買
っ
て
、
使
用
コ
ー
ド

を
送
っ
て
ほ
し
い
。」
な
ど
と
依
頼
し
、
電
子
マ
ネ
ー
価
値
を
騙
し
取
る
と
い
う
犯
罪
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
不
正
ロ
グ

イ
ン
の
手
口
は
、「
リ
ス
ト
型
攻
撃
（
パ
ス
ワ
ー
ド
リ
ス
ト
攻
撃
／
ア
カ
ウ
ン
ト
リ
ス
ト
攻
撃
）」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
リ
ス
ト
型
攻
撃
」
と
は
、
何
ら
か
の
手
段
に
よ
り
他
者
の
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
手
し
た
第
三
者
が
、
こ
れ
ら
の

I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
リ
ス
ト
の
よ
う
に
用
い
て
様
々
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
不
正
ロ
グ
イ
ン
を
試
み
る
と
い
う

手
口
の
こ
と
で
あ
る
。
正
規
利
用
者
が
同
一
の
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い
回
し
て
い
る
と
、
い
ず
れ
か
の
サ
ー
ビ
ス
か

ら
そ
れ
ら
が
漏
洩
し
た
場
合
、
容
易
に
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
も
不
正
ロ
グ
イ
ン
さ
れ
て
し
ま
う
。「
サ
ー
ビ
ス
毎
に
パ

ス
ワ
ー
ド
を
変
更
す
る
の
が
面
倒
だ
、
覚
え
き
れ
な
い
。」
な
ど
と
、
同
一
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
複
数
サ
イ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
で

利
用
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

三
ー
三　

加
害
者
の
ケ
ー
ス

一
方
、
加
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
で
多
い
の
は
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ
フ
ト
に
よ
る
著
作
権
侵
害
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板

や
S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
等
で
の
書
き
込
み
に
よ
る
名
誉
毀
損
等
の
犯
罪
が
あ
る
が
、

一
部
の
加
害
者
に
は
「
軽
い
気
持
ち
で
や
っ
て
し
ま
っ
た
。」「
ま
さ
か
捕
ま
る
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た
。」
な
ど
と
供
述
し
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て
い
る
者
も
い
た
。

例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や
S
N
S
の
書
き
込
み
に
関
し
て
言
え
ば
、「
バ
イ
ト
テ
ロ
」
と
い
う
言
葉
が
近
年

メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
た
。こ
れ
は
、ア
ル
バ
イ
ト
従
業
員
な
ど
が
就
業
中
に
悪
ふ
ざ
け
で
行
っ
た
様
子
を
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
し
て
し
ま
う
行
為
を
言
う
が
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
行
為
者
は
、
当
該
企
業
や
店
舗
な
ど
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ダ

ウ
ン
を
引
き
起
こ
し
、
そ
し
て
、
閉
店
等
に
伴
う
多
額
の
損
害
賠
償
訴
訟
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
場
合

に
よ
っ
て
は
業
務
妨
害
罪
等
と
し
て
刑
事
訴
追
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
就
業
中
で
な
く
て
も
極
め
て
公
共
性
に
欠
け
る
行
為
を
ネ
ッ
ト
上
で
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
、
あ
る
い
は
、
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
不
特
定
多
数
か
ら
の
激
烈
な
非
難
を
受
け
、
素
性
ま
で
晒
さ
れ
、
刑
法
犯
と
し
て
検
挙
さ
れ
る

と
い
う
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
る
。

情
報
化
社
会
が
発
達
し
た
今
般
に
お
い
て
は
、
軽
い
気
持
ち
で
悪
ふ
ざ
け
の
つ
も
り
で
や
っ
た
こ
と
が
、
人
生
に
お
い
て

大
き
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
負
う
原
因
に
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

四　

サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル

四
ー
一　

「
I
T
の
弱
者
」
と
「
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
」

冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
の
現
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
私
た
ち
現
場
捜
査
員
が
脅
威
と
感
じ
て
い

る
こ
と
が
、
一
部
の
国
民
に
は
、
深
刻
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。
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本
論
文
で
は
、私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
知
識
が
不
十
分
な
人
た
ち
の
こ
と
を「
I
T
の
弱
者
」と
定
義
す
る
が
、

I
T
の
弱
者
は
そ
う
い
っ
た
知
識
が
不
十
分
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
脅
威
に
対
し
て
も
現
実
味
が
な
く
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
薄
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

前
述
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
な
か
っ

た
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
、複
数
の
サ
イ
ト
で
同
じ
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い
回
し
て
い
た
、と
い
っ

た
よ
う
に
、
加
害
者
に
対
し
て
付
け
入
る
隙
を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。

サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
は
、
無
防
備
な
I
T
の
弱
者
に
対
し
て
容
赦
が
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
の
他
の
I
T
の
弱
者

を
巻
き
込
ん
で
常
習
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
攻
撃
が
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
I
T
の
弱
者
が
保
有
す
る
脆
弱
性
の
あ
る
端
末
は
、

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
や
サ
イ
バ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
諜
報
活
動
）
の
踏
み
台
と
し
て
利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
が
我
が
国
の
安
全
保
障
に
も
重
大
な
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い

の
で
あ
る
。

他
に
も
、
企
業
等
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
等
が
埋
め
込
ま
れ
、
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
た
者
の

端
末
が
感
染
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
企
業
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
顧
客
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

私
が
問
題
と
し
た
い
の
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
不
十
分
な
I
T
の
弱
者
に
ど
の
よ
う
に
手
を
差
し
伸
べ
て
、
個
人

ひ
い
て
は
国
家
全
体
の
「
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
（
サ
イ
バ
ー
犯
罪
か
ら
自
身
を
守
る
力
）」
を
高
め
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
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こ
の
手
の
問
題
を
論
じ
る
際
に
、し
ば
し
ば
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
が
、私
は
、こ
こ
で
は
、

「
リ
テ
ラ
シ
ー
を
備
え
、
自
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
活
か
す
能
力
」
を
「
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
」
と
定
義
し
、
そ
の
言
葉
を
用

い
て
持
論
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
「
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
」
の
必
要
性
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
不
適
切
な
使
用
に
よ
り
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
者
に

も
言
え
る
こ
と
で
、
自
ら
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
不
足
に
よ
り
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
て
し
ま
う
」
と
い
う

点
に
お
い
て
I
T
の
弱
者
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
る
。

私
は
、
国
民
の
「
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
」
の
底
上
げ
に
よ
り
、
I
T
の
弱
者
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪

そ
の
も
の
を
減
少
さ
せ
る
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
安
心
で
安
全
な
サ
イ
バ
ー
空
間
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
要
素

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

他
国
に
比
べ
る
と
日
本
は
、ま
だ
ま
だ「
治
安
大
国
」で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、ボ
ー
ダ
レ
ス
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
社
会
に
お
い
て
、
我
が
国
は
果
た
し
て
「
ネ
ッ
ト
治
安
大
国
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
国
内
に
お
け
る
「
体
感
治
安
の

良
さ
」
が
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
し
て
は
、
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

個
人
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
I
T
の
弱
者
が
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
す
る
防
犯
意
識
を
高
め
、
高
い
知
識
を
習
得
し
、
そ
れ

を
自
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
フ
に
「
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
」
と
し
て
反
映
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
や
緊
急
の
社
会
的
問
題

と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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四
ー
二　

「
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
」
と
い
う
考
え
方

近
年
、
違
法
行
為
や
他
人
に
対
す
る
迷
惑
行
為
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
社
会
人
と
し
て
自
発
的
に
社
会
の
た
め

に
尽
く
そ
う
と
行
動
す
る
公
共
心
、
あ
る
い
は
モ
ラ
ル
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
特
に
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
を
備
え
る

と
い
う
公
共
心
に
つ
い
て
、「
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
提
唱
し
た
い
。

私
は
、
こ
こ
で
い
う
「
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
」
と
は
、「
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
を
備
え
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
他
者
に
迷
惑

を
か
け
な
い
、
サ
イ
バ
ー
空
間
を
安
全
で
利
用
し
や
す
い
も
の
に
す
る
と
い
う
公
共
心
」
の
こ
と
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
今

や
、
個
人
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
不
備
は
、
個
人
の
問
題
に
留
ま
ら
な
い
。
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
が
十
分
で
な
い
人
は
、
前

述
の
無
料
通
話
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
な
り
す
ま
し
詐
欺
で
も
言
え
る
よ
う
に
、
結
果
と
し
て
周
囲
の
者
に
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
を
高
め
る
と
い
う
自
発
的
活
動
が
、
公
共
心
や
モ
ラ
ル
と
し
て

求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

国
内
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
は
、
個
人
レ
ベ
ル
に
ま
で
反
映
・
醸
成
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ

ら
に
個
人
ス
キ
ル
や
モ
ラ
ル
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
の
が
、
そ
の
個
人
が
属
す
る
集
合
体
で
あ
る
な
ら
ば
、
職
場
、
学
校
、
家

族
な
ど
の
集
合
体
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
の
機
運
が
高
れ
ば
、
そ
の
反
映
・
醸
成
の
効
果
も
よ
り
大
き
い
も
の
に
な

る
と
考
え
る
。

警
察
も
犯
罪
抑
止
の
観
点
か
ら
、
今
以
上
に
、
関
係
団
体
と
協
力
し
つ
つ
広
報
啓
発
活
動
を
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
国
家
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
I
T
の
弱
者
の
端
末
等
が
踏
み
台
と
な
っ
て
、
他
国
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
サ
イ
バ
ー

テ
ロ
に
利
用
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
国
家
的
信
用
問
題
に
も
関
わ
っ
て
く
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
の

醸
成
は
、
国
家
戦
略
と
し
て
も
枢
要
を
な
す
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
も
は
や
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
、
警

察
だ
け
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
他
の
行
政
機
関
や
国
内
の
各
種
企
業
・
団
体
と
連
携
し
て
、
国
を
挙
げ
て
の
対
策
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
に
平
成
二
五
年
、
政
府
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
」
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の

脅
威
に
対
す
る
国
家
レ
ベ
ル
で
の
指
針
が
多
角
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
「
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
」
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
社
会
全
体
で
周
囲
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
を
高
め
よ
う
と
い
う
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
の
社

会
的
機
運
が
高
ま
れ
ば
、
I
T
の
弱
者
が
徐
々
に
減
少
し
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
者
の
減
少
に
も
少
な
か
ら
ず
効
果
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、社
会
や
人
に
自
発
的
に
リ
テ
ラ
シ
ー
や
モ
ラ
ル
を
醸
成
さ
せ
る
こ
と
は
、そ
う
容
易
い
問
題
で
は
な
い
。

私
は
、
こ
こ
で
、
鍵
と
な
る
の
が
「
社
会
的
評
価
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
ー
三　

情
報
化
社
会
の
拡
大
と
、
日
本
人
の
社
会
的
評
価

今
後
、
情
報
化
社
会
が
さ
ら
に
進
展
す
れ
ば
、
人
の
行
動
は
瞬
時
に
S
N
S
な
ど
に
よ
り
広
範
囲
に
拡
散
さ
れ
、
そ
の

人
を
取
り
巻
く
社
会
に
よ
っ
て
、良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、そ
の
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
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サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
が
十
分
で
な
い
人
は
、
人
に
迷
惑
を
か
け
か
ね
な
い

人
と
し
て
、
そ
の
個
人
の
社
会
的
評
価
に
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
バ
イ
ト
テ
ロ
や
無
料
通
話
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
係
る
な
り
す
ま
し
詐
欺
等
が
そ
の
顕
著
な
例
と
言
え
る
。
要
す
る

に
、
自
己
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
の
不
十
分
さ
が
、
周
囲
の
人
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
み
な
ら
ず
現
実
社
会
で
も
、
不
利
益
を

被
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
う
い
っ
た
社
会
が

「
良
い
社
会
な
の
か
ど
う
か
」
は
別
に
し
て
、
今
後
、
情
報
化
社
会
が

進
展
す
る
に
つ
れ
、「
自
ら
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
や
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル

等
に
関
す
る
行
動
が
多
数
に
評
価
さ
れ
て
い
く
社
会
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
一
つ
の
見
解
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
一
方
で
、
日
本
人
に
は
「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。」「
世
間

に
恥
ず
か
し
い
真
似
は
出
来
な
い
。」
と
い
っ
た
他
者
と
の
調
和
や
恥

を
重
ん
じ
る
国
民
性
が
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
発
想
を
逆
転
し
、
日
本
人
の
こ
の
よ
う
な
国

民
性
に
訴
え
か
け
る
こ
と
で
、
社
会
や
個
人
の
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
も
個
々
人
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

 9 / 15 
 

「自らのサイバー防衛力やサイバーモラル等に関する行動が多数に評価されて

いく社会となる可能性がある」ということを一つの見解として提示しておきた

い。 

その一方で、日本人には「他人に迷惑をかけない」「世間に恥ずかしい真似は

出来ない」といった他者との調和や恥を重んじる国民性がある。 

そうであるならば、発想を逆転し、日本人のこのような国民性に訴えかける

ことで、社会や個人のサイバーモラルについても個々人に考えてもらうことが

出来はしないだろうか。 

これにより、個々人のサイバー防衛力もプラスへ転換することが出来れば、

他国とはひと味違った、日本独自のインターネットセキュリティ対策・戦略の

推進が可能になるかもしれない。 

 次項では、個人におけるサイバーモラルを高めるためのいくつかの方策につ

いて、既に行われていることも含め論じていきたい。
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こ
れ
に
よ
り
、
個
々
人
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
も
プ
ラ
ス
へ
転
換
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
他
国
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
、
日

本
独
自
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
・
戦
略
の
推
進
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
項
で
は
、
個
人
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
を
高
め
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
方
策
に
つ
い
て
、
既
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
も
含
め
論
じ
て
い
き
た
い
。

五　

サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
と
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
向
上
の
た
め
の
方
策

五
ー
一　

教
育
機
関
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
授
業
の
実
施

国
民
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
の
向
上
に
必
要
不
可
欠
な
の
が
、
ま
ず
は
教
育
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
大
人
だ
け
の
も
の
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
未
成
年
者
に
お
い
て
も
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
久
し
い
が
、
情
報
通
信
に
関
す
る

教
育
、
中
で
も
が
特
に
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
や
モ
ラ
ル
に
関
す
る
教
育
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
な
い

だ
ろ
う
か
。

今
後
、
社
会
を
担
う
子
供
達
に
対
し
て
も
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
教
育
機
関
が
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
の
教
育
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
組
み
込
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
大
学
や
専
門
学
校
に
お
い
て
も
、
社
会
人
と
し

て
備
え
る
べ
き
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
に
つ
い
て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
上
で
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
も
教
育
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
情
報
関
連
の
専
門
教
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
教
職
員
に
つ
い
て
も
、
今
後
は
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
な
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ど
に
つ
い
て
生
徒
同
様
に
一
定
の
理
解
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
教
職
員
に
自
己
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
の
強
化
を
目
標
と

し
て
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
教
養
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
各
教
職
員
の
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
を
向
上
さ
せ
、

模
範
的
な
姿
を
学
生
に
見
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
に
も
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
な
お
現
在
、
学
校
の
教
職
員
や
P
T
A
等
か
ら
当
課
に
対
し
て
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
に

つ
い
て
の
講
演
依
頼
や
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
既
に
教
育
現
場
等
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
に
関
し
て
は
、
そ

の
関
心
の
高
さ
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
方
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
安
全
に
関
し
て
も
、
人
材
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
独
立
行
政
法
人
「
情
報
処
理

推
進
機
構
（
I
P
A
）」
が
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
推
計
し
た
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
従
事
す

る
技
術
者
約
二
六
・
五
万
人
の
う
ち
、
約
一
六
万
人
が
必
要
な
ス
キ
ル
を
満
た
し
て
お
ら
ず
質
的
に
不
足
し
て
お
り
、
加
え

て
、
潜
在
的
に
約
八
万
人
が
量
的
に
不
足
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
、
各
教
育
機
関
は
、
こ
れ
ら
の
新
規
に
必

要
な
人
材
を
補
う
た
め
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
も
、
一
般
的
な
情
報
通
信
技
術
の
み
な
ら
ず
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
技
術

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

五
ー
二　

一
般
企
業
等
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル

一
般
企
業
に
お
い
て
、
近
年
「
企
業
に
お
け
る
社
会
的
責
任
（
C
S
R
：Corporate Social Responsibility

」
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
大
手
企
業
の
個
人
情
報
漏
洩
事
件
な
ど
に
よ
り
、
度
々
企
業
等
の
情
報
管
理
の
あ
り
方
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
係
る
不
正
送
金
事
犯
に
お
い
て
法
人
口
座
が
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被
害
に
遭
う
事
案
や
、
標
的
型
メ
ー
ル
攻
撃
に
よ
っ
て
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
送
り
込
ま
れ
、
情
報
が

漏
洩
す
る
な
ど
と
い
っ
た
事
案
も
多
数
発
生
し
て
お
り
、
企
業
も
ま
た
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
事
件
の
被
害
現
場
で
の
事
情
聴
取
等
で
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
企
業
内
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
問
題
が
あ
る

ケ
ー
ス
も
残
念
な
が
ら
一
部
に
見
受
け
ら
れ
た
。
企
業
が
そ
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
、
社
会
的
信
用
を
保
持
す
る
た
め
に

は
、
社
内
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
強
化
と
、
個
人
情
報
の
厳
重
な
管
理
と
い
う
面
で
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
が
今
や
、
企

業
運
営
上
必
須
で
あ
る
と
言
え
る
。

社
員
個
人
や
企
業
組
織
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
は
、
そ
の
企
業
の
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
社
員
へ
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
や
社
内
規
則
の
構
築
等
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

ま
た
一
方
で
、
例
え
ば
、
一
部
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
事
業
者
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
問
題
に

つ
い
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
情
報
を
無
償
で
公
開
し
て
注
意
喚
起
を
行
う
な
ど
、
対
外
的
な
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
関
す
る
社
会
奉

仕
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
以
外
に
も
、サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
定
期
的
な
社
内
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る
等
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
熱
心
な
企
業
・
団
体
も
あ
る
。
私
も
企
業
な
ど
に
依
頼
さ
れ
講
演
に
赴
く
こ
と
が
あ
る
が
、
多

く
の
人
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
受
け
る
こ
と
か
ら
も
、
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
の
機
運
が
一
部
で
徐
々
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
一
般
企
業
等
の
自
発
的
な
取
り
組
み
に
対
し
、
警
察
を
含
め
た
行
政
の
積
極
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
引

き
続
き
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
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五
ー
三　

行
政
等
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

政
府
や
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
企
業
や
教
育
機
関
等
の
各
団
体

と
の
連
携
に
お
い
て
、
一
定
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
、
有
用
な
関
係

性
の
構
築
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
の
基
本
指
針
と
い
え
る
の
が
、

前
述
の
政
府
に
よ
る
平
成
二
五
年
の
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
」
で

あ
る
。
行
政
の
み
な
ら
ず
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
関
し
て
具
体
的
に
そ

の
方
向
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

行
政
に
お
い
て
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
に
関
し
て
、「
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
関
連
事
業
者
」
や
情
報
処
理
推
進
機
構
（
I
P
A
）、
一
般
社
団
法

人
J
P
C
E
R
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携
強
化

に
よ
り
、
情
報
共
有
と
そ
の
対
処
法
の
検
討
を
密
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
加
え
て
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
」
や

「
金
融
機
関
」、「
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
」
等
の
企
業
等
と
も
不
正
ア
ク
セ

ス
等
の
被
害
情
報
や
犯
罪
イ
ン
フ
ラ
情
報
、
ま
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策

等
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
、断
片
的
で
あ
っ
て
も
、各
種
団
体
か
ら
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
、

 13 / 15 
 

 

 

５－４ 警察に求められること 

現在、警察においては、検挙と抑止の両面でサイバー犯罪対策の推進がなさ

れている。 

抑止対策としては、積極的な広報啓発活動を行い、タイムリーでわかりやす

い情報発信を継続的に行っていくことが、国民と身近な存在である警察として

求められるものであると考える。警察は、国民に密着した活動を行っており、

既に様々な活動を行うための体制を確立している。サイバー犯罪対策に関して

も、地域防犯リーダーである自治会長や防犯委員などとの協力・連携がますま

す重要であると考える。 

また、各種警察活動の中で得られた情報についても整理した上で、出来る限

り速やかに「情報セキュリティ関連事業者」など関係団体へ情報提供を行って

いくことも重要である。 

平成 25 年３月から大阪府警察が独自に開始した取り組みで、現在全国の警察

で実施されている「海外偽サイトなどに係る被害拡大防止対策」の一環として、

警察に寄せられる、閉鎖が難しい海外の偽サイト・詐欺サイトの情報をセキュ

リティ関連事業者に提供し、セキュリティ対策ソフトなどにより偽サイトをブ

ロッキングしてもらうといった協力関係を築いている。 

今後発生し得る新たな手口のサイバー犯罪に対しても、警察とセキュリティ
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各
種
業
界
全
体
を
巻
き
込
ん
で
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
日
々
変
化
す
る
サ
イ
バ
ー

空
間
の
脅
威
に
対
し
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
収
集
し
た
情
報
や
対
処
法
を
「
教
育
機
関
」
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」、「
一
般
企
業
及
び
商
工
会

議
所
等
の
経
済
団
体
」
な
ど
の
各
種
団
体
、
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
個
人
レ
ベ
ル
に
ま
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
教
育
機
関
や
企
業
等
へ
情
報
提
供
を
行
う
際
、
情
報
提
供
元
か
ら
の
迅
速
か
つ
正
確
で
わ
か
り
や
す
い
情
報
提

供
が
求
め
ら
れ
る
が
、そ
の
た
め
の
枠
組
み
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。得
た
情
報
を
ど
の
よ
う
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
か
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
難
し
い
課
題
で
あ
る
が
、
行
政
が
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連

事
業
者
」
や
「
I
P
A
、
J
P
C
E
R
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
情
報
ア
ー
カ
イ

ブ
の
共
有
や
情
報
メ
ー
ル
の
配
信
な
ど
、
既
存
の
情
報
発
信
の
手
段
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
に
な
か
っ
た
新
し
い
情
報

発
信
の
形
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
ー
四　

警
察
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

現
在
、
警
察
に
お
い
て
は
、
検
挙
と
抑
止
の
両
面
で
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
の
推
進
が
な
さ
れ
て
い
る
。

抑
止
対
策
と
し
て
は
、
積
極
的
な
広
報
啓
発
活
動
を
行
い
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
継
続
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
が
、
国
民
と
身
近
な
存
在
で
あ
る
警
察
と
し
て
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
警
察
は
、
国
民
に
密
着

し
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、既
に
様
々
な
活
動
を
行
う
た
め
の
体
制
を
確
立
し
て
い
る
。サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
に
関
し
て
も
、
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地
域
防
犯
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
自
治
会
長
や
防
犯
委
員
な
ど
と
の
協
力
・
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
各
種
警
察
活
動
の
中
で
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
も
整
理
し
た
上
で
、
出
来
る
限
り
速
や
か
に
「
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
関
連
事
業
者
」
な
ど
関
係
団
体
へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

平
成
二
五
年
三
月
か
ら
大
阪
府
警
察
が
独
自
に
開
始
し
た
取
り
組
み
で
、
現
在
全
国
の
警
察
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
海
外

偽
サ
イ
ト
な
ど
に
係
る
被
害
拡
大
防
止
対
策
」
の
一
環
と
し
て
、警
察
に
寄
せ
ら
れ
る
、閉
鎖
が
難
し
い
海
外
の
偽
サ
イ
ト
・

詐
欺
サ
イ
ト
の
情
報
を
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
事
業
者
に
提
供
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
フ
ト
な
ど
に
よ
り
偽
サ
イ
ト
を
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
協
力
関
係
を
築
い
て
い
る
。

今
後
発
生
し
得
る
新
た
な
手
口
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
し
て
も
、
警
察
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
事
業
者
と
の
間
で
「W

in-

W
in

」
の
関
係
を
強
化
し
つ
つ
各
種
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
対
外
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
警
察
部
内
に
お
い
て
も
、
現
場
警
察
職
員
自
身
が
ベ
テ
ラ
ン
・
若
手
に
関
係
な
く
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
対
処
能
力
の
向
上
と
自
身
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
、
我
が
国
の
治
安
問
題
を
大
き
く
左
右
す
る
問
題
で
あ
り
、
全
て
の
警
察
職
員
が
積
極
的
な
自
己
啓
発

に
よ
る
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
の
強
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
警
察
組
織
に
お
け
る
教
養
も
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
一
般
企
業
や
教
育
機
関
へ
、
警
察
職
員
の
教

養
を
委
託
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
現
在
も
そ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
は
、
警
察
の
み

な
ら
ず
、
産
学
官
の
協
力
・
連
携
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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ま
た
、
事
件
が
発
生
す
れ
ば
、
事
件
捜
査
を
確
実
に
行
い
、
そ
し
て
、
個
々
の
被
害
者
に
対
し
て
も
、
再
び
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
防
犯
指
導
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
道
に
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
の
向
上
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

六　

結
び
に

本
論
文
で
は
、
個
人
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、「
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
」
を
高
め
る
た
め
に
は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と

い
う
「
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
」
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
の
向
上
は
、
そ
の
個
人
の
社

会
的
評
価
や
、国
家
の
信
頼
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
た
。「
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
」
と
い
う
「
技
術
・
知
識
」

を
高
め
る
こ
と
で
、「
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル
」と
い
う「
道
徳
意
識
」が
付
加
さ
れ
、人
格
形
成
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
さ
に
「
道
（
ど
う
）」
の
世
界
と
似
て
い
る
。

古
来
よ
り
我
が
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
技
術
を
鍛
錬
し
、
極
め
る
こ
と
を
人
生
観
な
ど
に
ま
で
昇
華
さ
せ
る
も
の
と
し
て

「
道
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
剣
術
を
鍛
錬
す
る
道
は
「
剣
道
」、
茶
で
も
て
な
す
道
は
「
茶
道
」、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い

が
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
「
知
識
・
技
術
」
と
「
人
と
し
て
の
あ
り
方
」
を
追
求
し
続
け
れ
ば
、
そ
れ
は
立
派

な
「
道
」
た
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

国
民
全
体
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
モ
ラ
ル
が
高
ま
れ
ば
、
我
が
国
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
も
向
上

し
、
国
内
外
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
し
て
、
防
御
が
強
固
な
国
と
な
る
。
個
々
人
が
サ
イ
バ
ー
モ
ラ

ル
を
持
ち
、
一
定
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
力
を
備
え
る
こ
と
で
、
個
々
人
の
社
会
的
評
価
の
み
な
ら
ず
、
ひ
い
て
は
、
我
が
国
の
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世
界
的
な
信
用
に
も
通
じ
る
の
で
あ
る
。

日
本
国
民
が
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
も
、
現
実
社
会
に
お
い
て
も
、
モ
ラ
ル
の
あ
る
生
き
方
に
よ
り
、
世
界
中
の
人
か
ら

信
用
さ
れ
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
国
と
な
っ
て
欲
し
い
と
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。

【
参
考
資
料
】

・
警
察
庁
「
平
成
二
六
年
上
半
期
の
サ
イ
バ
ー
空
間
を
め
ぐ
る
脅
威
の
情
勢
に
つ
い
て
」

（http://w
w
w
.npa.go.jp/kanbou/cybersecurity/H

二
六_kam

i_jousei.pdf

）　

・
警
察
庁
「
平
成
二
六
年
上
半
期
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
係
る
不
正
送
金
事
犯
の
発
生
状
況
等
に
つ
い
て
」

（http://w
w
w
.npa.go.jp/cyber/pdf/H

二
六
〇
九
〇
四_banking.pdf

）　

・
警
察
庁
「
平
成
二
三
年�

警
察
白
書
～
特
集
Ⅱ
：
安
全
・
安
心
で
責
任
あ
る
サ
イ
バ
ー
市
民
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
～
」

（http://w
w
w
.npa.go.jp/hakusyo/h

二
三/honbun/pdf/

〇
六tokushu

二.pdf

）

・
内
閣
官
房
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政
策
会
議
）「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
」

（http://w
w
w
.nisc.go.jp/active/kihon/pdf/cyber-security-senryaku-set.pdf

）

・
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
I
P
A
）「
I
T
人
材
白
書
二
〇
一
四
」

（http://w
w
w
.ipa.go.jp/files/

〇
〇
〇
〇
三
八
三
八
七.pdf

）

　

他【
参
考
文
献
】

・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
概
論
―
法
と
政
策
―　
　

四
方�

光�

著　
　

立
花
書
房



271　家庭教育のプロが教える「我が子とネットの正しい付き合い方」

家
庭
教
育
の
プ
ロ
が
教
え
る
「
我
が
子
と
ネ
ッ
ト
の
正

し
い
付
き
合
い
方
」

自
営
業 

館
野　

史
隆
（
43
）

は
じ
め
に

家
庭
教
育
の
プ
ロ
が
「
我
が
子
と
ネ
ッ
ト
の
正
し
い
付
き
合
い
方
を
教
え
る
」。
そ
れ
が
本
論
文
の
趣
旨
で
す
。
論
文
に

先
立
ち
ま
し
て
ま
ず
最
初
に
私
自
身
の
経
歴
と
経
験
に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
か
つ
て
家
庭
教
師
の
職
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
。
指
導
し
た
生
徒
さ
ん
は
数
に
し
て
短
期
指
導
の
方
を
含
め
れ
ば
五
百
人
以
上
。
い
わ
ば
家
庭
教
育
の〝
プ
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ロ
”
を
自
認
し
て
お
り
ま
す
。
家
庭
教
師
の
仕
事
と
い
う
の
は
子
ど
も
た
ち
に
学
校
補
習
や
受
験
指
導
を
行
う
の
が
主
た
る

も
の
で
す
が
副
次
的
に
そ
れ
以
外
の
こ
と
を
教
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
学
習
効
果
の
向
上
、
家
庭
教
育
の
充
実
、

生
活
サ
イ
ク
ル
の
確
立
と
い
う
観
点
か
ら
子
ど
も
と
各
種
娯
楽
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
指
導
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
特
に
携
帯
電
話
と
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
た
後
は
ネ
ッ
ト
や
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
（
以
下
、
ゲ
ー
ム
）
と
子
ど
も
の
関
係
が
密

接
な
も
の
と
な
り
、
こ
れ
ら
と
の
関
わ
り
方
が
子
ど
も
の
成
績
や
学
力
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う

し
た
娯
楽
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
の
指
導
を
子
ど
も
た
ち
や
借
越
な
が
ら
保
護
者
の
方
々
に
も
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

本
論
は
そ
の
時
の
経
験
を
も
と
に
子
ど
も
と
ネ
ッ
ト
の
正
し
い
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
過
度
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
子
ど
も
の
安
全
に
影
響
を
き
た
し
ま

す
。
学
力
面
で
い
え
ば
学
習
意
欲
の
減
退
、
思
考
力
の
低
下
、
成
績
不
振
な
ど
で
す
。
ま
た
視
力
の
低
下
、
姿
勢
の
乱
れ
と

い
っ
た
身
体
面
で
の
不
調
の
他
に
無
気
力
化
、（
現
実
世
界
や
将
来
に
関
心
が
持
て
な
く
な
る
）
無
関
心
化
、
引
き
こ
も
り

化
な
ど
メ
ン
タ
ル
面
で
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
か
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
と
正
し
く
付
き
合
う
か
は
現
代

の
子
ど
も
の
成
長
、
発
達
に
と
っ
て
は
重
要
な
要
素
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
ネ
ッ
ト
と
ゲ
ー
ム
と
の
付
き
合
い
方
に
関
す
る
教
育
（
以
下
、
ネ
ッ
ト
教
育
）
を
施
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
わ
け

で
す
が
そ
の
基
本
的
指
針
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。
ま
ず
「
予
防
」
と
「
治
療
」
で
す
。
予
防
教
育
、
予
防
活
動
を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
子
ど
も
が
ネ
ッ
ト
依
存
、ゲ
ー
ム
依
存
に
罹
る
こ
と
を
前
も
っ
て
防
ぐ
。
い
わ
ゆ
る「
予
防
に
ま
さ
る
治
療
な
し
」

で
す
。
も
っ
と
も
子
ど
も
が
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
依
存
し
始
め
て
も
必
ず
し
も
手
遅
れ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

の
経
験
か
ら
い
え
ば
治
療
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
か
ら
子
ど
も
を
立
ち
直
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
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た
め
に
は
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
を
施
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
ま
す
。そ
の
具
体
的
手
法
は
後
に
実
践
報
告
を
兼
ね
て
紹
介
し
ま
す
。

次
が
「
教
え
」
と
「
導
き
」
で
す
。
予
防
と
治
療
が
必
要
だ
と
し
て
も
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
を
自
力
で
は
な
し
え
ま
せ
ん

し
方
法
論
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
必
要
性
さ
え
多
く
の
子
ど
も
は
感
じ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
彼
ら

を
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
と
正
し
く
付
き
合
わ
せ
る
た
め
に
は
大
人
の
手
に
よ
る
教
え
と
導
き
が
必
要
な
の
で
す
。

そ
の
教
え
と
導
き
を
な
す
際
、「
原
理
原
則
」
に
則
っ
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
た
だ
闇
雲
に
「
ネ
ッ
ト
は
禁
止
」、「
ゲ
ー

ム
は
没
収
」
な
ど
と
や
っ
た
ら
子
ど
も
は
反
発
し
た
り
陰
で
コ
ツ
コ
ツ
や
る
よ
う
に
な
り
逆
効
果
で
す
。
し
っ
か
り
と
し
た

原
理
原
則
の
も
と
に
効
果
的
な
指
導
と
訓
練
を
子
ど
も
に
課
す
。
そ
の
手
法
は
各
論
の
部
分
で
詳
し
く
述
べ
ま
す
。

一　

「
原
因
」
と
「
特
徴
」
を
知
る

同
じ
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
中
毒
と
い
う
症
状
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
「
原
因
」
と
「
特
徴
」
は
異
な
り
ま
す
。
以
下
は

私
の
指
導
経
験
を
も
と
に
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
原
因
と
特
徴
を
類
型
化
し
た
も
の
で
す
。

ま
ず
『
現
実
逃
避
型
』。
こ
れ
は
現
実
逃
避
と
い
う
目
的
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
試
験
勉
強
、受
験
勉
強
、

部
活
動
、
対
人
関
係
、
進
路
選
択
な
ど
辛
い
現
実
か
ら
目
を
反
ら
す
た
め
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
る
症
状
で
す
。

一
般
的
に
は
ス
ト
レ
ス
耐
性
が
低
い
子
ど
も
や
目
的
（
目
標
達
成
）
意
識
の
低
い
子
ど
も
が
な
り
が
ち
で
す
。

次
が
『
環
境
感
化
型
』
で
す
。
こ
れ
は
周
囲
の
環
境
に
影
響
、触
発
さ
れ
て
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
の
め
り
込
む
類
型
で
す
。

こ
こ
に
い
う
「
環
境
」
に
は
友
人
、
先
輩
、
家
族
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
自
分
に
自
信
が
な
い
子
ど
も
や
ア
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イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
さ
れ
て
い
な
い
子
ど
も
に
よ
く
見
ら
れ
る
症
状
で
す
。

『
惰
性
型
』
は
目
的
も
な
く
タ
ラ
タ
ラ
と
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
タ
イ
プ
で
す
。
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
（
興
味
の
赴

く
ま
ま
に
ウ
ェ
ブ
や
動
画
を
視
聴
す
る
）、
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
（
目
的
も
な
く
見
始
め
た
ウ
ェ
ブ
や
動
画
に
入
り
込
ん
だ

ま
ま
、
さ
迷
う
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
た
だ
時
間
潰
し
や
暇
つ
ぶ
し
の
た
め
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
と
い
う
の
が

特
徴
で
す
。
時
間
管
理
、
自
己
管
理
能
力
の
低
い
子
ど
も
が
な
り
が
ち
な
症
状
と
い
え
ま
す
。

『
疑
似
体
験
型
』
は
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
の
世
界
で
の
疑
似
体
験
に
喜
び
を
求
め
る
タ
イ
プ
で
す
。
具
体
的
に
は
動
画
の
中

の
人
物
に
自
己
投
影
を
す
る
、
ゲ
ー
ム
の
中
で
の
高
揚
感
、
達
成
感
に
酔
い
し
れ
る
、
チ
ャ
ッ
ト
で
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
会

話
し
て
満
足
感
を
覚
え
る
な
ど
〝
非
”
現
実
的
な
行
為
や
体
験
に
喜
び
を
見
出
す
（
そ
こ
に
し
か
見
出
せ
な
い
）
タ
イ
プ
で

す
。
こ
の
症
状
に
は
社
交
性
の
欠
如
、
共
感
性
の
低
さ
、
現
実
世
界
で
の
喜
び
や
楽
し
み
で
は
満
た
さ
れ
な
い
『
自
己
不
満

足
』
感
な
ど
に
深
い
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
右
諸
々
の
原
因
に
よ
る
不
満
足
感
、
不
充
足
感
を
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
の
世
界
で
の
喜
び
や
楽
し
み
に
昇
華
さ
せ
て
し
ま
う
「
癖
」
と
「
技
術
」
と
「
快
楽
」
を
い
つ
か
ど
こ
か
で
身
に
つ
け
て

し
ま
っ
た
と
い
う
の
も
原
因
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

『
健
全
型
』
は
上
記
各
類
型
と
は
異
な
り
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
と
健
全
に
付
き
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
タ
イ
プ
で
す
。
勉

強
や
部
活
動
の
息
抜
き
、リ
ラ
ッ
ク
ス
の
一
環
と
し
て
程
よ
い
時
間
、熱
中
度
で
こ
れ
ら
娯
楽
を
楽
し
め
て
い
る
類
型
で
す
。

差
し
当
た
っ
て
は
心
配
あ
り
ま
せ
ん
が
絶
対
安
心
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ふ
と
し
た
き
っ
か

け
で
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
に
陥
る
可
能
性
と
危
険
性
は
あ
り
ま
す
。

以
上
が
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
原
因
と
特
徴
で
す
。
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
予
防
策
を
講
じ
る
上
で
は
我
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が
子
が
ど
の
類
型
に
あ
て
は
ま
り
う
る
か
性
格
、
環
境
、
過
去
の
経
験
な
ど
を
手
掛
か
り
に
探
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
治
療

策
を
講
じ
る
場
合
に
お
い
て
も
上
記
類
型
化
を
ふ
ま
え
て
『
５
W
１
H
』（
い
つ
、
な
ぜ
、
ど
こ
で
、
ど
の
原
因
で
、
誰
の

影
響
で
、
ど
の
よ
う
に
）
で
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
知
り
依
存
、
中
毒
要
因
を
除
去
、

改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
複
数
の
類
型
に
ま
た
が
る
ネ
ッ
ト
依
存
症
、
ゲ
ー
ム
中
毒
症
も
あ
り
ま
す
の
で
万

遍
な
く
予
防
策
を
講
じ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
と
角
度
か
ら
治
療
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

二　

ル
ー
ル
を
制
定
す
る

我
が
子
を
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
と
正
し
く
付
き
合
わ
せ
る
た
め
の
第
一
歩
と
は
？
そ
の
問
い
に
は
は
る
か
昔
、
か
の
聖
徳
太

子
が
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
は
『
十
七
条
の
憲
法
』
を
定
め
ま
し
た
が
こ
れ
は
国
と
し
て
の
決
ま
り
を
定
め
る
と

と
も
に
見
え
ざ
る
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
隋
の
勢
力
か
ら
国
と
人
を
守
る
た
め
に
役
人
と
国
民
の
心
構
え
を
記
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
節
度
あ
る
生
活
を
送
ら
せ
る
と
と
も
に
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
と
い
う
見
え
ざ
る
が
、
ひ
た
ひ

た
と
忍
び
寄
る
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
か
ら
我
が
子
を
守
る
べ
く
資
料
一
に
示
し
た
、
K
君
が
作
っ
た
よ
う
な
ル
ー
ル
を
制

定
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
資
料
を
参
考
に
す
る
と
し
て
ポ
イ
ン
ト
説
明
を
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
論
と
し
て
ル
ー
ル
制
定
の
意
義
は
「
け
じ

め
を
つ
け
さ
せ
る
」
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
K
君
は
少
々
、
雑
で
ル
ー
ズ
な
面
が
あ
っ
た
た
め
（
こ
れ
が
勉
強
に
も
少
な
か

ら
ず
影
響
し
て
い
た
）「
や
る
こ
と
は
や
る
」、「
守
る
べ
き
こ
と
は
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
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男
の
子
の
お
母
さ
ん
の
中
に
は
子
ど
も
が
だ
ら
し
な
い
、
遊
ん
で
ば
か
り
で
け
じ
め
が
な
い
と
悩
ま
れ
て
い
る
方
も
多
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
見
て
き
た
限
り
決
ま
り
ご
と
を
作
り
、
守
ら
せ
る
習
慣
を
つ
け
さ
せ
れ
ば
子
ど
も
は
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
と
ネ
ッ
ト
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
調
査
を
指
揮
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
・
ラ
イ
ド
氏
も
「
親

は
あ
き
ら
め
る
必
要
は
な
い
、
ル
ー
ル
を
作
れ
ば
必
ず
変
わ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
ル
ー
ル
を
作
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
自

体
に
意
義
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

次
に
子
ど
も
が
自
ら
作
っ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
す
。
こ
の
憲
法
は
私
と
ご
両
親
の
立
ち
会
い
の
も
と
K
君
自
ら
作
り
ま

し
た
。
大
人
た
ち
の
助
言
（
こ
れ
も
ま
た
重
要
）
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
つ
つ
各
『
条
文
』
ご
と
に
自
問
自
答
し
な
が
ら

K
君
自
身
の
手
で
作
っ
た
『
自
主
憲
法
』
で
す
。
マ
ズ
ロ
ー
に
よ
れ
ば
人
間
は
自
己
実
現
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
成
長
す
る
と

の
こ
と
で
す
が
中
学
受
験
と
い
う
目
標
に
向
け
て
ま
ず
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
べ
く
心
を
決
め
る
こ
と
が
K
君
に
と
っ
て

の
出
発
点
だ
っ
た
の
で
す
。

実
現
と
い
う
言
葉
が
出
ま
し
た
が『
実
現
可
能
な
』ル
ー
ル
を
制
定
さ
せ
た
点
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
受
験
生
だ
か
ら
と
い
っ

て
む
や
み
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
禁
じ
て
し
ま
っ
た
ら
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
、
か
え
っ
て
勉
強
の
効
率
も
落
ち
て
し
ま
う
も

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
守
れ
な
い
ル
ー
ル
や
無
理
な
決
ま
り
を
作
る
の
で
は
な
く
確
実
に
こ
な
せ
る
内
容
に
し
ま
し
た
。
制

限
時
間
や
遊
ぶ
時
間
帯
を
決
め
て
あ
え
て
毎
日
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
触
れ
る
こ
と
を
許
し
た
（
ご
両
親
に
は
許
し
て
い
た
だ

い
た
）
の
も
こ
の
『
実
現
可
能
性
』
を
最
大
限
、
考
慮
し
た
ゆ
え
で
す
。

ま
た
ル
ー
ル
を
簡
明
化
し
た
点
に
も
着
目
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
規
則
が
多
過
ぎ
た
り
複
雑
過
ぎ
る
企
業

は
従
業
員
が
規
則
を
守
れ
ず
か
え
っ
て
遵
法
意
識
が
薄
れ
て
生
産
性
が
低
く
な
る
と
さ
れ
ま
す
。
大
人
だ
っ
て
そ
う
な
の
で
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す
か
ら
子
ど
も
は
尚
更
で
す
。
分
か
り
や
す
い
、
守
り
う
る
内
容
で
か
つ
適
度
な
量
。
こ
れ
を
重
視
し
ま
し
た
。

因
に
な
ぜ
『
憲
法
』
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
K
君
が
大
の
歴
史
好
き
だ
っ
た
か
ら
。
好
き
な
分
野
の
も
の
を
題
材
に
す
れ
ば

取
っ
付
き
や
す
い
で
す
し
や
や
も
す
れ
ば
構
え
て
し
ま
い
が
ち
な
ル
ー
ル
作
り
も
肩
肘
張
ら
ず
に
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
K
君
は
受
験
ま
で
の
期
間
、
自
ら
制
定
し
た
憲
法
を
概
ね
守
り
第
一
志
望
に
合
格
し
ま
し
た
。
合
格
通
知
を
手
に
し
た

時
の
K
君
の
誇
ら
し
げ
な
笑
顔
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
つ
い
で
な
が
ら
社
会
の
試
験
で
は
聖
徳
太
子
の
『
十
七
条
の
憲
法
』

が
出
題
さ
れ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

三　

〝
マ
ス
ト
型
”
の
子
ど
も
を
育
て
る
『
A
D
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』

家
に
帰
っ
て
は
宿
題
そ
っ
ち
の
け
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
動
画
鑑
賞
に
耽
っ
た
り
、
一
目
散
に
部
屋
に
走
り
オ
ン
ラ
イ
ン

グ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
現
代
社
会
に
お
い
て
は
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
と
の
関
わ
り
を
一

切
断
ち
切
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
が
早
く
そ
う
し
た
習
性
（
真
っ
先
に
遊
ぶ
）
を
変
え
な
い
と
前
記
し
た
『
惰
性
型
』

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
症
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
子
ど
も
を
〝
マ
ス
ト
型
”
に
変
え
る
た

め
の
『
A
D
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
〝
マ
ス
ト
”
と
は
英
語
で
「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
意
味
で
す
が
こ
こ
で
は
『
ま
』（
ま
ず
や
る
）、『
す
』

（
す
ぐ
や
る
）、『
と
』（
と
に
か
く
や
る
）
の
三
つ
の
言
葉
を
集
約
し
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」、「
や
る
必
要
性
と
優
先
度
の
高
い
こ
と
」
を
ま
ず
、
す
ぐ
、
と
に
か
く
や
っ
て
か
ら
ネ
ッ
ト
や

ゲ
ー
ム
に
向
か
わ
せ
る
義
務
先
行
型
と
も
い
う
習
性
の
こ
と
で
す
。
そ
の
習
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
用
い
る
の
が
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『
A
D
（A

fter D
uty

）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』（
義
務
を
こ
な
し
た
後
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
や
る
訓
練
）
で
す
。
そ
の
具
体

的
訓
練
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
前
提
と
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
全
般
に
通
用
す
る
基
本
原
則
を
資
料
二
に
示
し
て
お
き
ま
す
。

こ
の
原
則
は
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
面
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
の
場
に
お
い
て
応
用
し
う
る
も
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、〝
マ
ス
ト
型
”
の
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
の
『
A
D
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
に
お
い
て
も
で
す
。
こ
こ
で
は

右
原
則
を
応
用
し
た
『
A
D
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
の
実
践
例
を
紹
介
し
ま
す
。
実
践
者
は
Y
さ
ん
（
中
二
女
子
）。
Y
さ
ん
は

そ
れ
ほ
ど
ネ
ッ
ト
依
存
が
進
行
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
マ
イ
ペ
ー
ス
な
性
格
ゆ
え
勉
強
や
家
の
手
伝
い
を
忘
れ

て
ネ
ッ
ト
動
画
に
夢
中
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
生
活
リ
ズ
ム
の
是
正
と
ネ
ッ
ト
依
存
の
予
防
的
措

置
と
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
資
料
三
は
そ
の
初
期
メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
で
す
。

要
点
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
Y
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
「
義
務
」（
宿
題
や
手
伝
い
）
の
時
間
と
量
が
少
な
い
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
こ
れ
で
い
い
の
で
す
。
初
期
段
階
は
「
義
務
を
こ
な
し
た
後
に
遊
ぶ
」
と
い
う
癖
を
つ
け
る
た
め

の
段
階
で
す
か
ら
〝
A
D
”
つ
ま
り
義
務
の
後
に
ネ
ッ
ト
、
逆
に
い
え
ば
ネ
ッ
ト
の
前
に
義
務
と
い
う
習
慣
を
つ
け
る
こ
と

だ
け
に
意
識
を
集
中
さ
せ
れ
ば
い
い
の
で
す
（『
意
識
性
』
の
原
則
）。

も
っ
と
も
、
よ
く
見
る
と
徐
々
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
「
量
」
も
「
質
」
も
上
が
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
勉
強
時
間

も
五
分
単
位
で
小
刻
み
に
増
え
て
い
ま
す
し
内
容
も
機
械
的
に
（
つ
ま
り
渋
々
、イ
ヤ
イ
ヤ
で
も
）
で
き
る
も
の
か
ら
読
解
、

応
用
な
ど
複
雑
で
思
考
力
を
要
す
る
も
の
に
、
義
務
も
自
分
の
好
き
な
も
の
（
Y
さ
ん
は
大
の
大
好
き
）
か
ら
身
の
回
り
の

も
の
、
家
全
体
の
も
の
と
い
う
よ
う
に
「
難
易
度
」（
Y
さ
ん
に
と
っ
て
面
倒
で
あ
り
抵
抗
が
強
い
度
合
い
）
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
原
則
中
、『
過
負
荷
』、『
ざ
ん
進
性
』
の
原
則
を
そ
れ
ぞ
れ
応
用
し
た
も
の
で
す
が
こ
う
し
て
メ
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ニ
ュ
ー
の
内
容
に
変
化
を
加
え
な
が
ら
繰
り
返
す
（『
反
復
性
』）
こ
と
で
少
し
ず
つ
義
務
の
比
率
を
増
や
し
、
最
終
的
に
は

ネ
ッ
ト
視
聴
は
最
低
限
で
い
い
、
と
い
う
境
地
を
目
指
し
ま
し
た
。

同
じ
「
義
務
」
を
こ
な
す
な
ら
ネ
ッ
ト
と
ゲ
ー
ム
利
用
に
関
す
る
安
全
に
留
意
し
た
内
容
が
よ
り
い
い
で
し
ょ
う
。
Y
さ

ん
の
メ
ニ
ュ
ー
に
お
い
て
「
犬
の
世
話
」、「
祖
父
母
宅
へ
の
荷
物
届
け
」、「
地
域
活
動
」
な
ど
を
取
り
入
れ
た
の
は
ネ
ッ
ト

依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
危
険
に
陥
る
、
あ
る
い
は
進
行
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会

は
ネ
ッ
ト
依
存
の
症
状
と
し
て
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
以
外
の
活
動
に
興
味
を
失
う
、
人
間
関
係
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
、
家
族
に

ウ
ツ
を
つ
く
な
ど
の
行
為
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
子
ど
も
が
こ
う
し
た
状
況
に
陥
る
（
進
行
す
る
）
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
積

極
的
に
地
域
活
動
に
参
加
さ
せ
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
せ
た
り
、
生
き
物
と
日
常
的
に
接
す
る
こ
と
で
生
活
の
〝
バ
ー

チ
ャ
ル
化
”
を
防
い
だ
り
、
し
つ
け
に
厳
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
叱
っ
て
も
ら
い
言
動
を
正
す
機
会
を
意

図
的
に
つ
く
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
た
の
で
す
。
こ
れ
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
原
則
中
、『
全
面
性
』
の
原
則
に
関
わ
る

も
の
で
す
が
多
角
的
な
視
野
か
ら
子
ど
も
を
鍛
え
る
と
い
う
視
点
が
〝
A
D
”
の
習
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
人

間
性
を
滋
養
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

は
じ
め
は
ブ
ッ
ブ
ツ
文
句
を
言
っ
て
い
た
Y
さ
ん
も
や
が
て
は
き
ち
ん
と
義
務
を
こ
な
せ
る
子
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
マ

イ
ペ
ー
ス
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
な
性
格
ゆ
え
に
時
に
手
伝
い
を
忘
れ
て
動
画
に
走
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
私
が
与
え
て
お
い
た
宿
題
は
徐
々
に
ち
ゃ
ん
と
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
指
導
開
始
時
は
「
先
生
～
、
宿
題
、

何
だ
っ
け
え
？
」
と
あ
っ
け
ら
か
ん
と
言
う
こ
と
も
し
ば
し
あ
っ
た
）。
こ
う
し
た
例
を
参
考
に
し
つ
つ
に
与
え
ら
れ
た
課

題
は
し
っ
か
り
こ
な
す
、
義
務
を
こ
な
し
て
か
ら
楽
し
み
（
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
）
を
や
る
と
い
う
「
筋
力
」
を
つ
け
る
べ
く
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子
ど
も
に
い
や
子
ど
も
と
と
も
に
親
御
さ
ん
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ま
れ
る
こ
と
を
是
非
、
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

四　

リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

右
に
あ
げ
た
『
A
D
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
は
予
防
と
し
て
の
み
な
ら
ず
リ
ハ
ビ
リ
つ
ま
り
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
が
あ
る

程
度
、
進
行
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
治
療
法
と
し
て
も
応
用
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
『
A
D
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
を
リ
ハ
ビ

リ
と
し
て
行
う
場
合
の
留
意
点
を
私
の
指
導
経
験
を
ふ
ま
え
て
お
伝
え
し
ま
す
。
我
が
子
の
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
が
重
症

化
し
て
い
る
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方
々
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

基
本
的
に
Y
さ
ん
に
行
っ
た
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
で
訓
練
し
ま
す
が
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
課
す
場
合
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
つ
ま
り
「
慣
れ
」
の
期
間
を
長
め
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
お
そ
ら
く
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
漬
け
の
怠

惰
な
生
活
が
身
に
染
み
て
い
で
マ
ス
ト
型
の
生
活
を
送
る
の
に
必
要
な
筋
肉
が
衰
え
て
い
ま
す
か
ら
「
義
務
」
の
時
間
を
短

め
、
内
容
も
簡
単
な
も
の
に
し
て
な
ま
っ
た
心
と
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
結
果
や
出
来
ば
え
は
問
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
重
い
腰
を
上
げ
て
気
の
進
ま
な
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
の
に
「
も
う
少
し
身
を
入
れ
て
」

と
か「
ど
う
せ
や
る
な
ら
き
っ
ち
り
」な
ど
と
い
う
の
は
子
ど
も
の
心
に
水
を
差
す
よ
う
な
も
の
。
ま
ず
は「
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
を
や
る
前
に
し
っ
か
り
と
義
務
を
こ
な
し
た
」
と
い
う
行
為
自
体
に
最
大
限
の
意
義
と
価
値
を
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
が
親

に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
結
果
『
無
』
価
値
、（
結
果
は
重
要
で
な
い
）、
行
為
『
有
（
優
）』
価
値
（
行
為
に

意
義
が
あ
る
）
を
前
提
に
。
や
る
気
だ
っ
て
最
初
は
な
く
て
い
い
の
で
す
。
な
に
し
ろ
今
ま
で
ネ
ッ
ト
漬
け
、
ゲ
ー
ム
三
昧
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の
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
目
が
覚
め
た
よ
う
に
急
に
物
事
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
は
あ
り

え
な
い
の
で
す
（
親
心
と
し
て
そ
う
望
む
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
が
）。
あ
る
日
、い
き
な
り
「
勉
強
好
き
に
、俺
は
な
る
！
」

な
ど
と
改
心
す
る
の
は
漫
画
の
世
界
な
ら
と
も
か
く
現
実
に
は
考
え
に
く
い
と
い
う
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
く
べ
き
で
す
。

マ
ズ
ロ
ー
に
よ
れ
ば
人
間
の
欲
求
は
低
次
の
も
の
か
ら
高
次
の
も
の
に
か
け
て
段
階
的
に
上
昇
し
て
い
く
と
さ
れ
ま
す
が

私
か
観
察
し
て
き
た
限
り
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
か
ら
立
ち
直
る
子
ど
も
の
心
理
は
『
イ
ヤ
イ
ヤ
』（
治
療
開
始
）、『
仕

方
な
く
』（
癖
づ
け
）、『
抵
抗
し
つ
つ
』（
習
慣
化
）、『
決
め
ら
れ
た
こ
と
ゆ
え
』（
定
形
化
）、『
生
活
の
一
部
と
し
て
』（
日

常
化
）
と
い
う
よ
う
に
〝
低
次
”
か
ら
徐
々
に
変
化
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
逆
に
い
え
ば
最
初
は
や
る
気
は
低
く
（
な
く
）

て
も
、
正
し
い
方
法
論
で
治
療
を
続
け
て
い
け
ば
必
ず
〝
マ
ス
ト
型
の
子
ど
も
に
変
わ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

『
歯
磨
き
理
論
』
と
い
う
の
は
人
間
の
行
動
心
理
に
関
す
る
理
論
で
す
が
端
的
に
い
え
ば
「
歯
磨
の
よ
う
に
日
常
的
、
定

型
的
に
行
っ
て
い
る
行
為
は
本
人
の
意
欲
に
関
わ
ら
ず
習
慣
化
す
る
」と
い
う
も
の
。
幼
い
頃
、あ
れ
ほ
ど
歯
磨
き
を
嫌
が
っ

て
い
た
我
が
子
も
い
つ
の
間
に
か
言
わ
れ
な
く
て
も
毎
日
、
勝
手
に
歯
磨
き
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム

と
の
関
わ
り
も
同
じ
こ
と
で
す
。
重
度
の
オ
ン
ラ
イ
ン
グ
ー
ム
中
毒
症
で
あ
っ
た
S
君
が
一
日
わ
ず
か
三
分
の
計
算
ド
リ
ル

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
三
ヵ
月
も
す
る
こ
ろ
に
は
『
A
D
』
の
習
慣
が
つ
い
た
よ
う
に
「
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
前
に
や

る
べ
き
こ
と
を
や
る
」
と
い
う
既
製
事
実
を
一
つ
ず
つ
積
み
上
げ
て
行
け
ば
子
ど
も
は
変
わ
る
は
ず
で
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

原
則
に
も
あ
る
よ
う
に
反
復
、
継
続
が
大
切
。
指
導
の
プ
ロ
と
し
て
言
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
人
が
結
果
を
急
ぐ
と
た
い

て
い
失
敗
し
ま
す
。
焦
ら
ず
じ
っ
く
り
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
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五　

ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
危
険
シ
グ
ナ
ル
を
見
抜
け

ど
ん
な
子
ど
も
で
も
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
依
存
に
陥
る
危
険
性
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
前
提
に
い
か
に
早
く
危
険
シ
グ

ナ
ル
を
察
知
し
、
い
か
に
適
切
な
処
置
を
施
す
か
が
子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
か
ら
守
る
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
危
険
シ
グ
ナ
ル
の
見
抜
き
方
に
つ
い
て
子
ど
も
の
生
の
姿
を
知
る
立
場
か
ら
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
時
期
的
な
こ
と
を
い
え
ば
『
夏
み
か
ん
』
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
よ
く
育
っ
た
夏
み
か
ん
も
外
か
ら
の
諸
々
の
圧
力

に
よ
っ
て
内
側
が
傷
み
、
腐
る
も
の
で
す
が
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
も
こ
れ
と
同
じ
で
す
。
お
お
ま
か
に
言

い
ま
す
と
『
な
』（
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
）、『
つ
』（
辛
い
、
苦
し
い
時
）、『
み
』（
み
ん
な
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
、
疎
外

さ
れ
た
と
感
じ
る
時
）、『
か
』（
他
者
や
自
分
の
理
想
に
適
わ
な
い
と
感
じ
た
時
）、『
ん
』（
ん
？
こ
れ
で
い
の
か
と
不
安
や

心
配
を
抱
え
た
時
）
な
ど
が
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
遊
び
に
依
存
し
始
め
た
り
、
依
存
度
を
さ
ら
に
高
め
る
危
な
い
時
期
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
子
ど
も
が
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
依
存
し
始
め
た
り
、
依
存
度
を
高
め
る
よ
う
に
な
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
を
辿
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ボ
ス
ト
ン
大
学
公
衆
衛
生
部
門
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
ジ
ョ
イ
ン
・
ト
ゥ
ゲ
ー
ダ
ー
』
は

薬
物
依
存
に
至
る
ま
で
に
は
五
つ
の
段
階
が
存
在
し
徐
々
に
依
存
度
が
高
ま
り
や
が
て
中
毒
化
す
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
が

私
が
見
る
限
り
こ
れ
は
ネ
ッ
ト
、ゲ
ー
ム
依
存
に
も
概
ね
あ
て
は
ま
り
ま
す
。資
料
四
に
お
い
て
は
そ
れ
ま
で
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
と
縁
が
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
比
較
的
、
健
全
に
こ
れ
ら
の
娯
楽
に
付
き
合
え
て
い
た
子
ど
も
が
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存

に
陥
っ
た
り
、
依
存
度
を
高
め
る
心
理
プ
ロ
セ
ス
を
長
年
の
観
察
か
ら
『
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
五
段
階
説
』
と
し
て
ま
と
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め
ま
し
た
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
ヘ
の
依
存
度
は
こ
の
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
依
存
化
を
防
い
だ
り
、

進
行
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
我
が
子
の
言
動
を
よ
く
観
察
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
観
察
の
手
掛
か
り
と
し
て
今
度
は
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
行
為
の
側
面
に
お
け
る
危
険
シ
グ
ナ
ル
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
も
っ
と
も
こ
の
辺
り
の
こ
と
は
一
般
の
書
籍
な
ど
で
も
し
ば
し
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
長
年
、
家
庭
と

い
う
現
場
で
あ
る
意
味
一
番
、
近
い
距
離
で
子
ど
も
と
接
し
て
き
た
者
し
か
わ
か
り
え
な
い
兆
候
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
依
存
、

ゲ
ー
ム
依
存
の
危
険
シ
グ
ナ
ル
の
見
抜
き
方
を
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
ご
家
庭
で
予
防
策
、
治
療
策
を
講
じ
た
り

場
合
に
よ
っ
て
は
第
三
者
、
専
門
機
関
に
相
談
さ
れ
る
な
ど
の
対
処
を
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
き
な
り
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
勉
強
に
無
関
心
だ
っ
た
子
ど
も
が
急
に
勉
強
の
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
実
は
危
険
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
勉
強
の
話
が
危
険
？
ま
あ
、
説
明
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
歴
史
か
ら
。
最
近
の
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム

に
は
歴
史
上
の
人
物
や
事
件
を
扱
っ
た
も
の
が
実
に
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
社
会
や
歴
史
に
さ
し
て
興
味
の
な
か
っ
た

子
ど
も
が
急
に
「
あ
の
人
っ
て
？
」、「
あ
の
事
件
は
」
な
ど
と
口
に
し
始
め
た
場
合
、
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
で
興
味
を
持
ち
さ
ら

に
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
り
し
て
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す
。
特
定
の
人
物
や
時
代
、
事
件
に
つ
い
て

の
み
関
心
を
持
ち
始
め
た
ら
要
注
意
で
す
。

英
語
に
つ
い
て
。
私
が
教
え
て
い
た
生
徒
さ
ん
は
中
一
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
に
や
た
ら
難
し
い
単
語

の
意
味
を
質
問
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
英
語
に
興
味
を
持
っ
た
の
か
と
喜
ん
だ
の
も
つ
か
の
間
、
実
は
は
ま
っ
て
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
出
て
く
る
単
語
な
ん
で
す
よ
ね
。
普
段
、
聞
き
な
れ
な
い
単
語
を
い
き
な
り
口
に
し
た
り
、
そ
の
意
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味
を
聞
い
て
き
た
ら
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。
も
し
ご
兄
弟
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
「
あ

ん
な
単
語
、
あ
の
子
の
学
年
で
習
う
の
？
」
と
聞
い
て
み
る
の
も
危
険
察
知
の
一
つ
の
手
段
で
し
ょ
う
。

字
の
乱
れ
に
も
危
険
の
兆
候
は
現
れ
ま
す
。
薄
い
字
、
ミ
ミ
ズ
が
這
う
よ
う
な
字
、
書
く
字
の
一
つ
一
つ
が
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
で
あ
る
場
合
は
危
険
シ
グ
ナ
ル
。
前
二
者
は
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
の
や
り
過
ぎ
で
指
や
手
首
の
筋
力
が
衰
え
て
い
る
危
険

が
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
の
や
リ
過
ぎ
の
結
果
、
姿
勢
が
乱
れ
た
り
視
力
が
落
ち
て
い
た
り
遠
近
感
に

ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

勉
強
し
て
い
る
時
に
利
き
腕
（
つ
ま
り
鉛
筆
を
持
つ
手
）
で
は
な
い
側
の
腕
を
意
味
も
な
く
動
か
す
の
は
『
ネ
ッ
ト
な
が

ら
勉
強
』
の
症
状
で
す
。
つ
ま
り
片
手
で
マ
ウ
ス
を
動
か
し
つ
つ
『
な
が
ら
勉
強
』
を
す
る
癖
が
染
み
付
い
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。
問
題
に
集
中
し
て
く
る
と
鉛
筆
を
持
っ
て
い
な
い
手
で
（
マ
ウ
ス
代
わ
り
に
）
消
し
ゴ
ム
を
持
ち
、
無
意
識
に

手
を
動
か
す
子
ど
も
は
た
い
て
い
が
こ
の
症
状
で
す
。
集
中
力
と
思
考
力
が
低
下
し
ま
す
し
視
力
の
低
下
と
い
う
危
険
と
も

関
わ
り
ま
す
の
で
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
聴
力
の
衰
え
で
す
。
あ
る
中
学
生
の
男
子
生
徒
は
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
の
や
り
過
ぎ
が
原
因
で

聴
力
に
支
障
を
き
た
し
耳
鼻
科
通
い
を
す
る
よ
い
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
生
徒
さ
ん
の
場
合
、
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の

に
原
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
部
屋
で
友
達
と
オ
ン
ラ
イ
ン
グ
ー
ム
に
興
じ
て
い
る
の
を
親
に
ば
れ
な
い
よ
う
に
カ
ム
フ

ラ
ー
ジ
ュ
で
大
音
量
の
B
G
M
を
か
け
続
け
て
い
た
結
果
、
一
時
的
に
難
聴
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。『
個
部
屋
と

B
G
M
』。
ゲ
ー
ム
依
存
症
に
陥
っ
た
り
進
行
さ
せ
な
い
た
め
に
心
あ
た
り
が
あ
る
場
合
、
一
度
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
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あ
る
日
い
き
な
り
、
塾
に
行
き
た
い
と
言
い
始
め
た
ら
危
険
な
場
合
も
。
友
達
の
家
が
た
ま
り
場
と
な
っ
て
い
て
そ
こ
で

仲
間
と
ゲ
ー
ム
が
し
た
い
た
め
に
外
出
の
口
実
と
し
て
「
塾
に
・
・
」
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
や
る
気
に
な
っ

た
と
い
っ
て
手
放
し
で
喜
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
一
緒
に
通
う
友
達
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
。
ま
た
塾
通
い
を
さ
せ
る
前
に

一
ヵ
月
程
、
自
宅
学
習
を
さ
せ
て
本
気
度
を
確
か
め
る
こ
と
も
一
案
で
す
。

友
達
が
急
に
変
わ
っ
た
ら
注
意
が
必
要
な
場
合
も
。
例
え
ば
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
い
え
ば
一
つ
の
ク
ラ
ス
の
中
で
も

『
熱
狂
派
』、『
常
習
派
』、『
ほ
ど
ほ
ど
派
』、『
無
関
心
派
』
く
ら
い
に
熱
中
度
に
温
度
差
が
あ
り
そ
れ
に
応
じ
て
〝
派
閥
”

が
出
来
上
が
っ
て
い
る
場
合
が
男
の
子
に
つ
い
て
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
え
て
し
て
趣
味
の
合
う
子
と
共
に
過
ご
す

習
性
が
あ
り
ま
す
。
観
察
材
料
の
一
つ
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

突
然
、
夢
を
持
ち
始
め
た
ら
ネ
ッ
ト
依
存
の
観
点
か
ら
ま
ず
い
場
合
も
。
特
に
そ
れ
ま
で
関
心
が
な
か
っ
た
分
野
や
領
域

の
人
、
世
界
に
憧
れ
を
抱
い
た
り
夢
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
し
た
ら
ネ
ッ
ト
動
画
を
あ
て
も
な
く
見
る
過
程
で
表
面
的
な

憧
れ
を
抱
い
た
り
即
席
の
理
想
像
を
描
い
て
い
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
実
は
あ
る
の
で
す
。
夢
や
憧
れ
を
「
急
に
持
つ
」、

そ
の
夢
や
憧
れ
が
「
ク
ル
ク
ル
変
わ
る
」、
抱
く
夢
と
憧
れ
の
「
振
り
幅
が
大
き
い
」
と
い
う
『
症
状
』
が
見
ら
れ
た
ら
先

に
述
べ
た
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
で
波
に
心
を
揺
ら
れ
て
い
た
り
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
彷
徨
い
な
が
ら
「
浅
き
夢
み
し
」
を

繰
り
返
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
記
類
型
中
、『
現
実
逃
避
型
』、『
疑
似
体
験
型
』
の
典
型
的
な
危
険
兆
候
で
す
。

以
上
に
お
い
て
は
子
ど
も
と
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
危
険
シ
グ
ナ
ル
を
主
に
時
期
と
段
階
と
行
為
の
側
面
か
ら
説
明
し

ま
し
た
。
先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
大
切
な
の
は
こ
れ
ら
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
、
我
が
子
の
状
況
を
よ
く
観
察
、
分
析
し

て
然
る
べ
き
措
置
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
方
法
論
に
つ
い
て
の
解
説
、
提
言
を
次
章
で
行
い
ま
す
。
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六　

我
が
子
を
『
ネ
ッ
ト
依
存
』、『
ゲ
ー
ム
依
存
』
か
ら
守
る
た
め
に
親
が
な
す
べ
き
こ
と

こ
れ
ま
で
の
記
述
を
ふ
ま
え
て
本
章
で
は
ま
と
め
と
し
て
我
が
子
を
『
ネ
ッ
ト
依
存
』、『
ゲ
ー
ム
依
存
』
か
ら
守
る
た
め

の
解
説
、
提
言
を
行
い
ま
す
。
家
庭
教
育
の
プ
ロ
の
立
場
か
ら
心
構
え
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
、
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
の

予
防
、治
療
策
に
つ
い
て
借
越
な
が
ら
子
育
て
、家
庭
教
育
全
般
と
い
う
観
点
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
家
庭
科
の
授
業
で
す
。
総
論
と
し
て
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
と
も
深
く
関
わ
る
子
育
て
に
必
要
な
『
五
大
栄
養
素
』

の
説
明
で
す
。
こ
れ
ら
を
念
頭
に
記
述
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

最
初
の
栄
養
素
は『〝
軽
”シ
ウ
ム
』（
カ
ル
シ
ウ
ム
）。
こ
こ
に〝
軽
”と
は「
身
軽
さ
」と「
気
軽
さ
」の
二
つ
を
指
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
急
速
に
変
化
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
身
を
軽
く
し
て
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
。
そ
れ
が
前
者
で
す
。
後
者
は
子
ど
も
と
接
す
る
時
の
態
度
で
す
。
ネ
ッ
ト
教
育
も
含
め
た
し
つ
け

を
行
う
場
合
、
必
要
以
上
に
肩
肘
張
ら
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
姿
勢
も
時
に
大
切
。「
い
い
加
減
は
、
い
い
（
良
い
）
加
減
」。

そ
ん
な
い
い
意
味
で
の
気
軽
さ
を
忘
れ
ず
に
。

次
が
『
見
ら
れ
る
』（
ミ
ネ
ラ
ル
）。
子
ど
も
は
親
の
こ
と
を
よ
く
観
察
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
遊
び
の
仕
方
も

含
め
我
が
子
に
は
常
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
必
要
。
そ
の
親
の
姿
勢
を
子
ど
も
が
真
似
る
と
い
う
意
味
で
『
見
ら

れ
る
』
は
『
ま
ね
ら
る
』
で
も
あ
り
ま
す
。

『
わ
ん
ぱ
く
質
』（
タ
ン
パ
ク
質
）
は
子
ど
も
の
骨
格
を
つ
く
る
上
で
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
。
精
神
科
医
の
服
部
祥
子
氏

は
「
幼
い
頃
に
し
た
冒
険
の
経
験
が
子
ど
も
の
自
発
性
、
創
造
性
、
自
信
を
養
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
を
見
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つ
け
、
自
発
的
に
物
事
に
取
り
組
む
心
と
技
と
楽
し
さ
を
身
に
つ
け
て
い
る
子
ど
も
は
安
易
な
快
楽
に
走
っ
た
り
し
な
い
も

の
で
す
し
、
転
ん
で
も
起
き
上
が
る
図
太
さ
と
逞
し
さ
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
も
の
。
男
の
子
も
女
の
子
も
わ
ん
ば
く
で
や

ん
ち
ゃ
な
く
ら
い
に
育
て
る
心
の
余
裕
が
親
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

『
シ
ー
・
ボ
ー
』（
脂
肪
）
は
静
観
の
態
度
で
す
。（
シ
ー
っ
と
）
慌
て
ず
（
ボ
ー
っ
と
）
気
づ
か
な
い
振
り
も
時
に
必
要
。

も
っ
と
も
取
り
（
や
り
）
過
ぎ
る
と
贅
肉
に
な
っ
て
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
が
あ
る
の
は
体
も
心
も
同
じ
。

『〝
ビ
タ
ー
”
ミ
ン
』（
ビ
タ
ミ
ン
）
は
辛
口
の
姿
勢
で
す
。
叱
る
時
に
は
厳
し
く
、
毅
然
と
し
て
叱
る
。
こ
れ
は
ネ
ッ
ト

教
育
に
限
ら
ず
子
育
て
全
般
に
い
え
る
し
つ
け
の
重
要
な
姿
勢
で
す
。「
然
る
べ
き
（
よ
く
な
い
事
を
正
す
）
時
は
、
叱
る

べ
き
時
」。
こ
の
こ
と
を
大
人
は
心
に
刻
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
以
上
が
『
五
大
栄
養
素
』
で
す
。
こ
れ
ら
を
前
提
に
我
が

子
を
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
か
ら
守
る
た
め
の
具
体
的
提
言
を
行
い
ま
す
。

我
が
子
に
ネ
ッ
ト
教
育
を
行
う
に
は
ま
ず
親
が
現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
親
の
世
代
の
人

に
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
め
ぐ
る
環
境
が
子
ど
も
た
ち
の
回
り
に
は
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く

認
識
し
て
く
だ
さ
い
。「
メ
デ
ィ
ア
が
至
る
所
に
あ
る
以
上
、
そ
の
善
し
悪
し
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
子
ど
も
の
環
境
の
一

部
と
し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
マ
イ
ケ
ル
・
リ
ッ
チ
博
士（『
子
ど
も
の
健
康
と
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
』）

の
言
葉
は
そ
の
ま
ま
ネ
ッ
ト
と
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
我
が
子
を
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
と
切
り
離
せ
な
い
時

代
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
は
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
親
が
学
ぶ
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
ま
す
。「
私
は
機
械
が
苦
手
で
」、

「
今
の
ゲ
ー
ム
は
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
と
い
っ
て
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
遊
び
に
つ
い
て
放
任
し
て
し
ま
う
家
庭
で
は
子
ど
も
が
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好
き
放
題
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
興
じ
て
依
存
症
に
陥
っ
た
り
、
ま
す
ま
す
依
存
度
を
高
め
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
図

書
館
や
書
店
に
行
け
ば
、
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
と
の
関
わ
り
方
に
関
す
る
書
籍
は
多
数
あ
り
ま
す
し
、
定
期
的
に
ネ
ッ
ト
教
育

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
自
治
体
も
最
近
で
は
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
手
段
と
機
会
を
利
用
し
た
り
後

に
述
べ
る
よ
う
に
周
囲
の
方
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
学
習
の
機
会
を
つ
く
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

親
が
見
本
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
親
自
身
が
目
的
も
な
く
動
画
鑑
賞
に
耽
っ
て
い
た
り
ダ
ラ
ダ
ラ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
グ
ー
ム
に

興
じ
て
い
た
ら
子
ど
も
に
示
し
が
つ
き
ま
せ
ん
し
、
そ
う
し
た
け
じ
め
の
な
い
姿
勢
を
子
ど
も
は
見
て
、
真
似
ま
す
。
時
間

を
決
め
て
、
目
的
を
定
め
て
と
い
う
具
合
に
節
度
あ
る
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
の
利
用
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
前
述
し

た
K
君
が
制
定
し
た
憲
法
の
よ
う
な
も
の
を
ネ
ッ
ト
と
ゲ
ー
ム
利
用
に
関
す
る
家
訓
と
し
て
作
っ
て
家
族
全
員
で
守
よ
う
に

す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
大
人
が
背
中
で
示
す
。
こ
れ
を
忘
れ
ず
に
。

指
導
の
プ
ロ
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
教
育
を
含
め
て
子
ど
も
を
育
て
る
場
面
に
お
い
て

は
『
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
理
論
』
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。『
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
理
論
』
と
は
心
理
学
者
で

行
動
分
析
学
者
の
創
始
者
で
も
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
キ
ナ
ー
氏
が
提
唱
し
た
も
の
で
す
が
要
は
最
終
的
な
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
「
興
味
を
失
わ
せ
ず
、
大
き
な
失
敗
を
防
ぐ
べ
く
目
標
達
成
を
小
刻
み
に
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
Y
さ

ん
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
義
務
の
時
間
を
小
刻
み
に
増
や
し
て
い
っ
た
の
も
内
容
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
た
せ
た
の
も
こ

の
理
論
の
応
用
で
も
あ
り
ま
す
。
私
の
指
導
経
験
か
ら
い
っ
て
も
「
こ
こ
ま
で
で
き
た
」
と
成
果
を
『
見
え
る
化
』
し
小
刻

み
か
つ
実
現
可
能
な
次
な
る
目
標
を
内
容
に
変
化
を
加
え
つ
つ
設
定
し
た
方
が
子
ど
も
は
や
る
気
に
な
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
教

育
や
、
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
課
す
場
面
に
お
い
て
は
例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
を
見
る
月
問
の
合
計
時
間
が
減
っ
た
と
か
、
義
務
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と
ゲ
ー
ム
の
時
間
の
比
率
が
変
わ
り
義
務
の
時
間
が
増
え
た
な
ど
数
値
化
し
た
り
グ
ラ
フ
化
し
て
次
の
目
標
を
改
め
て
掲
げ

る
と
い
う
手
法
な
ど
が
有
益
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
子
育
て
の
他
の
場
面
に
お
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
す
。

目
標
設
定
と
達
成
に
関
し
て
「
報
酬
」
に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
で
す
。『
飴
と
鞭
』
と
い
い
ま
す
が
『
飴
』
は
厳
禁
だ

と
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
「
時
間
厳
守
に
関
す
る
こ
の
ル
ー
ル
を
今
月
は
守
れ
た
か
ら
、

こ
ん
な
ご
褒
美
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
一
度
、
ニ
ン
ジ
ン
を
ぶ
ら
下
げ
て
し
ま
っ
た
ら
ご
褒
美
が
な
い
と
ル
ー
ル
を
守
れ
な

い
、
努
力
も
で
き
な
い
子
ど
も
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
そ
う
い
う
子
ど
も
を
多
数
、
見
て
き
ま
し
た
）
し
、「
次
は
こ
ん

な
ご
褒
美
が
ほ
し
い
」、「
誰
々
君
の
家
で
は
こ
ん
な
ご
褒
美
を
も
ら
っ
て
い
る
」
な
ど
と
わ
が
ま
ま
を
自
己
実
現
す
る
べ
く

よ
り
〝
高
次
”
の
報
酬
を
子
ど
も
は
要
求
し
て
き
ま
す
。
少
な
く
と
も
物
質
的
な
意
味
に
お
け
る
報
酬
は
子
ど
も
の
た
め
を

思
う
な
ら
や
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

で
は
『
鞭
』
は
？
即
ち
、
子
ど
も
が
ネ
ッ
ト
と
ゲ
ー
ム
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
場
合
に
い
か
な
る
ペ
ナ

ル
テ
ィ
を
科
す
か
と
い
う
問
題
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
労
働
事
故
災
害
防
止
に
お
け
る
『
体
感
訓
練
』
が
参
考
に
な
り

ま
す
。『
体
感
訓
練
』
と
は
事
故
に
よ
り
心
身
に
及
ぶ
危
険
を
労
働
者
自
身
に
体
感
さ
せ
る
こ
と
で
自
身
の
取
り
組
み
の
甘

さ
、
作
業
の
杜
撰
さ
を
反
省
さ
せ
後
の
事
故
防
止
の
教
訓
に
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
私
は
か
つ
て
、
ど
う
し
て
も
ネ
ッ

ト
、
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
が
守
れ
な
か
っ
た
生
徒
さ
ん
向
け
に
『
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
体
感
ワ
ー
ク
』
と
し
て
問

題
形
式
で
数
枚
の
プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。
問
題
の
主
な
内
容
は
、
○
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
依
存
し
過
ぎ
た
場
合
の
心

身
に
及
ぶ
影
響
、
○
進
路
や
将
来
に
及
ぶ
不
利
益
、
○
依
存
症
が
深
刻
化
し
た
場
合
に
受
け
る
治
療
の
内
容
、
○
仮
に
引
き

こ
も
り
に
な
っ
た
場
合
の
友
達
と
の
関
わ
り
方
の
変
化
、
○
要
人
院
に
な
っ
た
場
合
の
家
族
の
心
労
、
経
済
的
負
担
な
ど
で
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す
。こ
ん
な
内
容
の
問
題
を
解
か
せ
る
こ
と
で
起
こ
り
得
る
事
の
重
大
さ
、深
刻
さ
に
気
づ
け
ば
反
省
し
か
つ
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
と
の
正
し
い
付
き
合
い
方
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
の
み
な
ら
ず
予
防
的
処
置
か

ら
も
こ
ん
な
『
定
期
テ
ス
ト
』
を
子
ど
も
に
課
す
こ
と
を
是
非
、
お
勧
め
し
ま
す
。

子
育
て
全
般
に
も
い
え
る
こ
と
で
す
が
ネ
ッ
ト
教
育
を
行
う
場
面
に
お
い
て
『
兄
弟
同
一
視
』
は
厳
禁
で
す
。
兄
弟
で
も

性
格
が
違
う
以
上
、
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
危
険
性
は
異
な
り
ま
す
し
各
類
型
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
る
か
も
、
友
人
な
ど

周
囲
の
環
境
か
ら
受
け
る
影
響
の
大
き
さ
も
違
い
ま
す
。一
般
的
に
い
え
ば
男
の
子
の
方
が
揮
発
性
が
高
く（
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
に
は
ま
り
や
す
い
）、
沸
点
も
低
い
（
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
走
る
）
も
の
。
こ
う
し
た
男
女
の
違
い

の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
は
個
性
が
違
う
以
上
、
同
じ
態
度
で
同
じ
教
育
を
施
す
と
い
う
の
は
得
策
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
同
じ
家
庭
で
育
て
た
、
ゆ
え
に
同
じ
よ
う
に
育
つ
と
い
う
」
合
同
条
件
は
こ
と
子
育
て
の
場
面
に
お
い
て
は
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
教
育
も
個
別
性
を
前
提
に
メ
ニ
ュ
ー
や
内
容
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

自
分
を
し
っ
か
り
も
っ
て
い
る
子
は
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
遊
び
に
安
易
に
走
ら
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
確
立
が
重
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
も
っ
と
も
「
こ
う
育
て
れ
ば
、
こ
う
育
つ
」
と
い
う
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
ア

ド
バ
イ
ス
は
で
き
ま
せ
ん
が
家
庭
と
い
う
場
で
親
子
の
関
わ
り
方
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
『
現
場
的
根
拠
』
か
ら
い
わ
せ
て

も
ら
え
ば
親
が
子
ど
も
の
個
性
を
認
め
、
伸
ば
す
と
い
う
環
境
で
育
っ
た
子
ど
も
は
自
我
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
自
分

の
生
き
方
、
身
の
処
し
方
が
わ
か
っ
て
い
る
た
め
周
囲
に
容
易
に
感
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
す
が
逆
に
親
に
ガ
ミ
ガ

ミ
言
わ
れ
た
り
価
値
観
を
押
し
付
け
ら
れ
て
育
っ
た
子
は
無
気
力
化
し
て
現
実
逃
避
に
走
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ

ら
は
ネ
ッ
ト
教
育
と
直
接
関
係
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
前
記
し
た
類
型
化
を
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
子
育
て
の
仕
方
と
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ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
は
深
い
所
で
つ
な
が
り
と
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
我
が
子
に
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
に
つ

い
て
の
予
防
策
を
講
じ
る
方
も
治
療
を
施
す
場
合
も
前
記
類
型
化
を
参
考
に
自
ら
の
し
つ
け
や
子
育
て
の
あ
り
方
と
我
が
子

の
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
関
係
を
考
え
直
し
て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
我
が
子
を
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
か
ら
守
る
た
め
に
親
が
持
つ
べ
き
『
力
』
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
ま
ず
『
観
察
力
』。
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
シ
グ
ナ
ル
を
見
抜
い
た
り
、
我
が
子
の
症
状
、
状
況
、
周
囲
の
環

境
を
見
つ
め
る
力
で
す
。こ
の
力
を
親
が
持
つ
こ
と
が
ネ
ッ
ト
、ゲ
ー
ム
依
存
の
早
期
発
見
、早
期
治
療
に
は
特
に
重
要
で
す
。

『
放
任
力
』
も
必
要
で
す
。
挫
折
し
た
時
や
蹟
い
た
時
に
安
易
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
走
ら
な
い
よ
う
困
難
に
対
処
し
自

力
で
立
ち
上
が
る
訓
練
を
さ
せ
る
べ
く
あ
え
て
放
任
す
る
心
と
勇
気
が
こ
の
『
放
任
力
』
の
主
な
内
容
で
す
。

万
が
一
、
我
が
子
が
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
依
存
に
罹
っ
た
（
罹
り
そ
う
な
）
時
に
、
冷
静
に
判
断
し
て
適
切
な
処
置
を
施
す

べ
く
回
り
の
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る『
相
談
力
』。
若
干
、注
意
点
を
あ
げ
ま
す
。
子
ど
も
と
同
年
代
の
親
は
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
に
つ
い
て
の
相
談
相
手
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
で
す
。「
家
の
子
も
ネ
ッ
ト
ば
か
り
し
て
」
な
ど
と
愚
痴
の
言

い
合
い
、
傷
の
な
め
合
い
で
終
わ
る
の
が
オ
チ
で
す
。
あ
ら
ま
ほ
し
き
は
先
達
な
り
。
や
や
年
の
離
れ
た
子
ど
も
の
、
子
育

て
が
一
段
落
し
た
親
が
い
い
で
し
ょ
う
。
子
育
て
が
一
通
り
済
ん
で
い
る
親
は
子
ど
も
の
こ
と
を
冷
静
、
客
観
的
に
み
ら
れ

ま
す
の
で
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
の
与
え
方
、
遊
び
方
、
し
つ
け
方
な
ど
に
つ
い
て
の
有
益
な
助
言
を
反
省
を
ふ
ま
え
て
く
れ
る

は
ず
。
た
だ
し
十
歳
以
上
年
の
離
れ
た
子
ど
も
の
親
は
相
談
相
手
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
で
な
い
よ
う
で
す
。
十
年
一
昔
と

い
い
ま
す
が
十
年
も
経
て
ば
子
ど
も
を
取
り
巻
く
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
の
環
境
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

は
期
待
で
き
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
我
が
子
と
五
歳
位
年
の
離
れ
た
子
ど
も
の
親
で
で
き
れ
ば
同
性
の
子
ど
も
の
親
が
相
談
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相
手
と
し
て
は
ベ
ス
ト
で
し
ょ
う
。

『
叱
責
力
』
は
子
ど
も
を
正
し
い
方
向
に
導
く
た
め
に
不
可
欠
な
力
。
子
ど
も
指
導
の
プ
ロ
の
立
場
か
ら
言
わ
せ
て
も
ら

え
ば
子
ど
も
を
正
し
い
行
き
先
に
導
く
に
は〝
B
M
W
”を
運
転
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。
つ
ま
り〝
B
”（
ぶ
れ
ず
）、〝
M
”（
迷

わ
ず
）、〝
W
”（
ワ
ク
ワ
ク
）。
因
に
ワ
ク
ワ
ク
と
は
欠
点
を
修
正
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
未
来
像
の
こ
と
で
す
。
も
し
子
ど

も
が
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
利
用
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
破
っ
た
ら
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
な
ぜ
ル
ー

ル
を
守
る
必
要
が
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
で
と
心
と
体
に
及
ぶ
ど
ん
な
危
険
が
除
去
さ
れ
、
い
か
な
る
未
来
（
た
と
え
ば
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
、
進
路
な
ど
で
得
ら
れ
る
好
ま
し
い
結
果
）
が
待
っ
て
い
る
か
を
教
え
る
こ
と
。
こ
の
車
は
少
な
い
労
力
で
子

ど
も
を
動
か
せ
る
と
い
う
意
味
で
燃
費
が
い
い
で
す
よ
。
是
非
、
我
が
子
を
正
し
い
、
明
る
い
方
向
へ
導
い
て
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
『
家
族
力
』。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
治
療
に
お
い
て
は
し
ば
し
、『
家
族
療
法
』
と
い
っ
て
家
族
の
協

力
の
も
と
患
者
を
依
存
症
か
ら
立
ち
直
ら
せ
る
手
法
が
し
ば
し
、
採
ら
れ
ま
す
が
こ
れ
を
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
の
治

療
に
応
用
し
ま
す
。
F
君
は
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
強
い
高
校
で
続
け
る
と
決
め
人
試
ま
で
三
ヵ
月
を
切
っ
た
段
階
で
一
念
発

起
。
勉
強
に
専
念
す
る
た
め
そ
れ
ま
で
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
！
夢
中
に
な
っ
て
い
た
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
か
ら
の
卒
業
を
宣
言
。

F
君
の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
て
家
族
一
体
と
な
っ
て
協
力
。
お
父
さ
ん
は
晩
酌
を
や
め
趣
味
の
ゴ
ル
フ
を
付
き
合
い
の
み
に
。

お
母
さ
ん
も
は
ま
っ
て
い
た
韓
流
ド
ラ
マ
を
『
冬
ソ
ナ
』
の
み
に
（
ヨ
ン
様
だ
け
は
断
ち
切
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
）。
お

姉
さ
ん
は
ブ
ラ
ン
ド
の
服
と
バ
ッ
グ
を
買
う
の
を
月
に
一
回
の
み
に
（
そ
れ
で
も
多
い
か
？
）。

「
先
生
も
何
か
我
慢
し
て
よ
」
と
F
君
。
教
師
と
し
て
、
大
人
と
し
て
背
中
で
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
は
F
君
の
受

験
が
終
わ
る
ま
で
合
コ
ン
の
誘
い
を
全
て
断
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
家
族
の
励
ま
し
と
私
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
お
か
げ
で
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（
？
）
F
君
は
見
事
に
合
格
！
こ
ん
な
、ほ
の
ぼ
の
と
し
た
家
族
力
に
よ
る
ゲ
ー
ム
依
存
庄
の
乗
り
越
え
方
も
、あ
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
か
ら
子
ど
も
を
守
る
最
大
の
手
段
は
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
。
心
か
ら
好
き
で
熱
中

で
き
る
『
宝
物
』
が
あ
れ
ば
無
闇
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
溺
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
し
仮
に
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も
F

君
の
よ
う
に
そ
れ
を
心
の
支
え
に
依
存
症
か
ら
立
ち
直
れ
る
は
ず
で
す
。
大
好
き
で
夢
中
に
な
れ
る
も
の
が
見
つ
か
れ
ば
目

標
達
成
に
向
け
て
自
覚
が
で
き
自
ず
と
自
己
管
理
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
自
分
だ
け
の
宝
物
の
見
つ
け

方
を
資
料
五
に
『
ト
レ
ジ
ャ
ー
・
シ
ー
ト
』
と
し
て
ま
と
め
て
お
き
ま
し
た
。

人
間
の
脳
に
は
Ａ
10
神
経
と
い
う
も
の
が
あ
り
「
や
っ
て
心
地
よ
い
こ
と
」、「
成
し
遂
げ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
」
は
や
み

つ
き
に
な
り
さ
ら
に
主
体
的
に
取
り
組
む
願
望
が
で
き
る
と
い
い
ま
す
。
心
か
ら
夢
中
に
な
れ
る
も
の
で
達
成
感
を
味
わ
え

た
な
ら
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
に
逃
げ
て
虚
し
い
快
楽
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
す
こ
と
も
な
く
な
る
で
し
ょ
う
し
、
現
実
世
界
と
、

ま
た
そ
の
中
の
等
身
大
の
自
分
と
向
き
合
い
な
が
ら
生
き
て
行
け
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。
ご
家
族
で
我
が
子
の
、
我
が

子
だ
け
の
『
宝
物
』
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ま
で
「
我
が
子
と
ネ
ッ
ト
の
正
し
い
付
き
合
い
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
提
言
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
指
導
経
験

を
も
と
に
解
説
を
加
え
た
も
の
で
す
が
ど
の
家
庭
で
も
応
用
し
う
る
も
の
ば
か
り
で
す
。「
人
の
子
も
す
な
る
と
い
う
ネ
ッ

ト
教
育
を
我
が
子
に
も
し
て
み
む
と
す
」。
是
非
、
役
立
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
か
私
に
子
ど
も
が
で
き
た
な
ら

こ
ん
な
子
育
て
と
ネ
ッ
ト
教
育
を
し
ま
す
。
そ
う
、
ぶ
れ
ず
、
決
し
て
迷
う
こ
と
な
く
。
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《
資
料
一
》　

K
君
制
定
の
ネ
ッ
ト
と
ゲ
ー
ム
と
正
し
く
付
き
合
う
た
め
の
『
七
ヶ
条
の
憲
法
』

第
一
条　

ネ
ッ
ト
と
ゲ
ー
ム
は
時
間
を
決
め
て
や
る

　
　
　

（
平
日
は
三
十
分
土
日
、
休
日
は
一
時
間
）

　
　
　
　
　

☆
け
じ
め
を
つ
け
る
た
め
に
制
限
時
間
を
設
け
る

第
二
条　

ネ
ッ
ト
と
ゲ
ー
ム
は
一
日
の
終
わ
り
に
や
る

　
　
　

（
宿
題
、
予
習
、
習
い
事
の
習
字
の
課
題
、
風
呂
掃
除
、
皿
洗
い
の
後
に
や
る
）

　
　
　
　
　

☆
生
活
の
ペ
ー
ス
を
守
る
た
め
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
か
ら
遊
ぶ

第
三
条　

目
的
を
書
い
て
か
ら
や
る

　
　
　

（
何
の
目
的
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
や
る
か
、
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
を
や
る
か
示
す
）

　
　
　
　
　

☆
惰
性
で
遊
ん
だ
り
、
有
害
サ
イ
ト
等
に
手
を
出
さ
な
い
よ
う
目
的
を
明
示

第
四
条　

自
室
で
は
や
ら
な
い

　
　
　

（
ネ
ッ
ト
と
ゲ
ー
ム
は
自
分
の
部
屋
で
は
や
ら
ず
リ
ビ
ン
グ
で
や
る
）

　
　
　
　
　

☆
ル
ー
ル
厳
守
を
徹
底
す
る
た
め
両
親
の
目
の
届
く
所
で
遊
ぶ

第
五
条　

食
事
中
は
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
の
話
は
し
な
い

　
　
　

（
食
事
中
は
家
族
と
の
会
話
を
大
切
に
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
の
こ
と
は
忘
れ
る
）

　
　
　
　
　

☆
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
を
防
ぐ

第
六
条　

寝
る
前
に
読
書
を
欠
か
さ
ず
す
る

　
　
　

（
毎
晩
十
分
の
読
書
を
日
課
と
す
る
）

　
　
　
　
　

☆
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
で
興
奮
し
た
心
を
落
ち
着
け
、
か
つ
想
像
力
を
養
う
た
め
読
書

第
七
条　

友
達
へ
の
三
〝
S
”
は
禁
止

　
　
　

（
友
達
を
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
遊
び
に
『
誘
う
』、『
さ
せ
る
』、『
そ
そ
の
か
す
』
こ
と
は
し
な
い
）
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☆
他
の
人
の
ペ
ー
ス
を
乱
さ
な
い
た
め
友
達
を
巻
き
込
ま
な
い

＊
K
君
制
定
の
『
七
ヵ
条
の
憲
法
』
に
修
正
、
解
説
を
加
え
た
も
の

《
資
料
二
》
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
七
原
則

一　

『
過
負
荷
』
の
原
則

　
　
　

（
日
を
重
ね
る
毎
に
筋
肉
へ
の
負
荷
を
増
す
）

二　

『
ざ
ん
進
性
』
の
原
則

　
　
　

（
レ
ベ
ル
と
負
荷
を
少
し
ず
つ
上
げ
る
）

三　

『
全
面
性
』
の
原
則

　
　
　

（
筋
力
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
の
ア
ッ
プ
を
図
る
）

四　

『
反
復
性
』（
継
続
｜
生
）
の
原
則

　
　
　

（
訓
練
の
効
果
を
得
る
た
め
反
復
、
継
続
す
る
）

五　

『
個
別
性
』
の
原
則

　
　
　

（
個
々
の
実
践
者
の
状
況
や
体
力
を
考
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
）

六　

『
意
識
性
』
の
原
則

　
　
　

（
い
か
な
る
筋
肉
を
い
か
な
る
目
的
で
鍛
え
る
か
を
し
っ
か
り
と
意
識
す
る
）

七　

『
特
異
性
』
の
原
則

　
　
　

（
生
じ
う
る
特
異
な
事
情
を
も
考
慮
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
）
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《
資
料
三
》
Y
さ
ん
の
『
A
D
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
の
実
践
例

第
一
週
目　

漢
字
練
習
一
〇
の
後
に
ネ
ッ
ト
動
画
視
聴
五
〇
分

第
二
週
目　

計
算
ド
リ
ル
一
五
分
の
後
に
ネ
ッ
ト
動
画
視
聴
四
五
分

第
三
週
目　

英
単
語
二
〇
分
と
犬
の
散
歩
の
後
に
ネ
ッ
ト
動
画
視
聴
四
〇
分

第
四
週
目　

国
語
読
解
プ
リ
ン
ト
二
五
分
と
部
屋
片
付
け
の
後
に
ネ
ッ
ト
動
画
視
聴
三
五
分

第
五
週
目　

数
学
文
章
問
題
三
〇
分
と
庭
掃
除
の
後
に
ネ
ッ
ト
動
画
視
聴
三
〇
分

　
　
　
　
　

☆�

こ
れ
以
外
に
土
曜
日
は
祖
父
母
宅
へ
の
荷
物
届
け
日
曜
日
は
親
と
パ
ト
ロ
ー
ル
・
清
掃
等
地
域
活
動
を
『
義
務
』
の
内
容
に
加

え
る

＊�

Y
さ
ん
実
施
の
『
A
D
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
の
メ
ニ
ュ
ー
の
内
の
一
部
を
抜
粋
（
上
記
各
週
の
『
義
務
』
の
メ
ニ
ュ
ー
に
他
の
内
容
の
学
習
も

加
わ
る
）

《
資
料
四
》『
ネ
ッ
ト
（
ゲ
ー
ム
）
依
存
五
段
階
』

第
一
段
階
『
誘
因
』

　

何
ら
か
の
要
因
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
興
味
が
な
か
っ
た
子
ど
も
が
興
味
を
抱
い
た
り
、
健
全
に
利
用
し
て
い
た
子
ど

も
が
別
目
的
で
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
段
階
。
挫
折
か
ら
の
逃
避
や
ス
ト
レ
ス
解
消
、
時
間
的
、
環
境
的
事
情
か
ら
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
は
ま

る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
要
因
と
し
て
は
成
績
不
振
、
部
活
動
で
の
不
調
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
か
ら
の
降
格
、
友
人
、
親
、
教
師
、
先
輩
等
と
の
人

間
関
係
の
悩
み
、
友
人
、
先
輩
、
後
輩
、
兄
弟
等
に
対
す
る
劣
等
感
、
友
人
、
親
等
か
ら
の
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
遊
び
の
影
響
、
時
間
の
持
て
余

し
な
ど
。

第
二
段
階　

『
着
手
』
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そ
れ
ま
で
、
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
縁
の
な
か
っ
た
子
ど
も
が
使
用
を
し
始
め
た
り
、
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
（
頻
度
や
熱
中
度
が
低
い
）
だ
っ
た

子
ど
も
の
利
用
頻
度
や
、
熱
中
度
が
高
ま
る
段
階
。

第
三
段
階
『
享
楽
』

　

ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
行
為
に
『
楽
し
さ
』、『
面
白
さ
』、『
快
楽
』
を
見
出
す
段
階
。
具
体
的
に
は
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
こ
と
に
、

高
揚
感
（
気
分
が
よ
く
な
る
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る
）、
達
成
感
（
ゲ
ー
ム
で
上
達
す
る
こ
と
に
達
成
感
を
覚
え
る
）、
優
越
感
（
ゲ
ー
ム
で

勝
つ
こ
と
で
他
者
に
、
優
越
感
を
覚
え
る
）、
隔
離
感
（
現
実
世
界
か
ら
隔
離
し
た
世
界
の
心
地
よ
さ
を
知
る
）、
逃
避
感
（
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム

遊
び
に
逃
げ
込
む
こ
と
で
安
心
、
満
足
す
る
）
を
発
見
し
か
つ
そ
の
喜
び
を
知
る
段
階
。

第
四
段
階
『
日
常
化
』

　

ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
遊
び
が
習
慣
イ
ビ
、
日
常
化
す
る
段
階
。
家
に
帰
る
と
す
ぐ
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
始
め
た
り
、
常
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム

を
気
に
し
、
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
時
間
が
勉
強
、
部
活
動
、
家
の
手
伝
い
等
の
時
間
よ
り
長
く
な
る
段
階
。

第
五
段
階
『
依
存
・
中
毒
化
』

　

ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
依
存
し
て
中
毒
化
す
る
段
階
。
症
状
と
し
て
は
部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
、
家
族
と
の
会
話
も

そ
こ
そ
こ
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
、
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
禁
じ
る
と
ふ
て
く
さ
れ
る
、
反
抗
的
な
態
度
を
と
る
な
ど
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
が

な
い
と
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
重
症
化
段
階
。

《
資
料
五
》
好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
た
め
の
『
ト
レ
ジ
ャ
ー
・
シ
ー
ト
』

一　

『
洗
い
出
し
』

　

何
か
好
き
で
、
何
か
や
り
た
く
て
、
何
か
向
い
て
い
る
か
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
第
一
段
階
と
し
て
『
洗
い
出
し
』
を
し
ま
す
。
以
下
の
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こ
と
を
考
え
て
紙
に
三
〇
個
ほ
ど
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

○
楽
し
い
こ
と

　

○
で
き
て
、
う
れ
し
い
こ
と

　

○
で
き
な
い
と
、
悔
し
い
こ
と

　

○
や
っ
て
い
る
と
時
間
を
忘
れ
ら
れ
る
こ
と

　

○
人
に
（
親
や
親
戚
以
外
の
人
）
に
褒
め
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
こ
と

　

○
他
の
人
に
負
け
な
い
（
主
観
的
判
断
で
い
い
）
と
思
え
る
こ
と

　

○
努
力
を
苦
労
と
感
じ
な
い
こ
と

　

○
そ
の
分
野
に
憧
れ
の
人
が
い
る
こ
と

　

○
人
に
反
対
さ
れ
て
も
や
り
た
い
こ
と

　

○
自
分
が
そ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
場
面
を
想
像
で
き
る
こ
と
、
想
像
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と

二　

『
絞
り
込
み
』

『
絞
り
込
み
』
を
行
い
ま
す
。
上
で
書
い
た
こ
と
か
ら
次
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
一
〇
個
、
選
ん
で
く
だ
さ
い

　

○
や
め
ら
れ
な
い
こ
と

　

○
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
こ
と

　

○
そ
れ
な
し
で
は
い
ら
れ
な
い
こ
と

　

○
そ
れ
を
や
っ
て
い
な
い
状
態
や
自
分
自
身
が
嫌
い
な
こ
と

　

○
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
自
分
が
一
番
、
好
き
な
こ
と

三　

『
決
め
込
み
』

　

具
体
的
に
『
決
め
込
み
』
ま
す

　

○
該
当
す
る
も
の
が
一
番
多
い
こ
と
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○
そ
れ
を
や
っ
て
失
敗
し
て
も
後
悔
し
な
い
こ
と

　

○
改
め
て
上
で
書
い
た
リ
ス
ト
を
見
て
、
そ
れ
が
一
番
、
好
き
で
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と

　

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
や
っ
て
み
て
向
い
て
な
い
と
思
っ
た
り
、
楽
し

く
な
い
と
感
じ
た
ら
振
り
出
し
に
戻
っ
て
他
の
こ
と
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
よ
う
と
す

る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
こ
ん
な
風
に
試
行
錯
誤
し
て
見
つ
け
た
も
の
が
あ
な
た
の
『
宝
物
』
に
な
る
は
ず
で
す
。
好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
れ
ば
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
と
も
正
し
く
付
き
合
え
る
は
ず
で
す
。



300 

サ
イ
バ
ー
犯
罪
情
勢
に
即
応
す
る
た
め
の 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の 

改
善
提
言

大
学
生 

（
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
二
年
） 

二
宮　

秀
太
（
20
）

第
一
章
　
は
じ
め
に

第
一
節
　
研
究
の
意
義
と
目
的

本
研
究
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー（
以
下
I
H
C
と
す
る
）の
運
営
の
軸
と
な
っ
て
い
る「
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
焦
点
を
当
て
、多
く
の
人
々
が
利
用
す
る
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
を
、
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利
用
者
に
よ
る
発
見
・
通
報
を
手
段
と
し
て
、
防
止
活
動
に
機
能
し
て
い
る
、
I
H
C
の
普
及
・
機
能
向
上
に
向
け
た
施

策
を
検
討
し
て
い
く
。

今
日
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な
電
子
計
算
機
の
普
及
に

よ
り
、
多
く
の
人
々
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
。
総
務
省
に
よ
る
「
通
信
利
用
動
向
調
査
」

に
よ
る
と
、
二
〇
一
三
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
人
口
普
及
率
は
八
〇
％
を
超
え
た
。
利
用
者
層
も
、
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
は
、
日
常
の
検
索
を
行
う
際
に
ウ
ェ
ブ
検
索
を
利
用
す
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、T

w
itter

やFacebook

、m
ixi

と
い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
S
N
S

と
す
る
）
サ
イ
ト
の
活
用
、Y

ahoo!
知
恵
袋
や
２
ち
ゃ
ん
ね
る
等
と
い
っ
た
大
型
掲
示
板
の
利
用
の
よ
う
に
、
利
用
者
間

の
情
報
交
換
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
る
機
会
も
多
い
。

そ
の
一
方
で
、
近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
規
制
薬
物
の
広
告
、
児
童
ポ
ル
ノ
と
い
っ
た
違
法
情
報
、
犯

罪
そ
の
他
の
違
法
行
為
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
よ
う
な
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
有
害
な
情
報
の
流
通
が
大
き
な
社
会

問
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
研
究
は
、
日
々
変
遷
を
重
ね
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
犯
罪
に
対
し
、
I
H
C
が
迅
速
か
つ
適
切
な
情

報
収
集
と
対
処
を
行
い
、
現
行
問
題
に
見
合
っ
た
、
適
切
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
施
策
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
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第
二
章
　
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
I
H
C
）
の
現
状

第
一
節
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
I
H
C
）
と
は

I
H
C
は
、
警
察
庁
の
委
託
の
も
と
、
財
団
法
人
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会
が
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
、
日
本
に
お

け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
情
報
・
有
害
情
報
の
発
信
に
関
す
る
情
報
収
集
と
対
処
を
目
的
と
す
る
通
報
窓
口
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
数
は
、
二
〇
一
三
年
に
は
日
本
国
内
だ
け
で
も
一
億
人
を
超
え
、
日
々
無
数
の
情
報
が
交

錯
す
る
。
そ
の
よ
う
な
多
量
の
情
報
に
対
応
す
る
た
め
に
、
警
察
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
通
報
に
よ
っ

て
違
法
情
報
・
有
害
情
報
を
発
見
す
る
、い
わ
ゆ
る
官
民
協
働
型
の
手
法
を
用
い
た
活
動
を
行
う
I
H
C
が
設
置
さ
れ
た
。

I
H
C
は
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
協
議
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
則
っ
て
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
一
般
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

者
の
意
見
投
稿
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、見
直
し
・
改
訂
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、現
行
問
題
に
合
わ
せ
た
変
化
を
重
ね
て
い
る
。

I
H
C
へ
の
通
報
方
法
は
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
内
の
通
報
ペ
ー
ジ
か
ら
の
通
報
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
公
式
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
通
報
の
二
種
類
か
ら
成
る
。

第
二
節
　
対
象
と
す
る
違
法
情
報
・
有
害
情
報

I
H
C
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
通
し
て
い
る
全
て
の
違
法
情
報
・
有
害
情
報
に
対
し
て
対
応
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
に
は
、
そ
の
情
報
が
違
法
性
を
有
す
る
情
報
、
あ
る
い
は
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
情
報
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で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
一
見
す
る
だ
け
で
は
判
断
が
困
難
な
情
報
も
多
く
存
在
す
る
。
I
H
C
で
は
、
違
法
情
報
、
あ
る

い
は
有
害
情
報
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
白
で
あ
る
も
の
の
み
を
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
違
法
情
報
・

有
害
情
報
の
定
義
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
違
法
情
報
に
つ
い
て
は
、
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
に
以
下
の
と
お
り
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
プ
ロ
パ
イ
ダ
や
電
子
掲
示
板
の
管
理
者
等
に
対
し
て
送
信
防
止
措
置
等
を
依
頼

す
る
「
違
法
情
報
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
流
通
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
違
法
情

報
で
あ
っ
て
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
適
切
か
つ
円
滑
に
違
法
情
報
該
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
情
報
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」 

１

具
体
的
に
は
、
①
わ
い
せ
つ
関
連
情
報
②
薬
物
関
連
情
報
③
振
り
込
め
詐
欺
等
関
連
情
報
④
不
正
ア
ク
セ
ス
関
連
情
報
の

四
つ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
、
違
法
情
報
自
体
を
一
〇
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。（
六
ペ
ー
ジ
表
１
参
照
）

I
H
C
で
は
、
こ
れ
ら
一
〇
種
類
の
違
法
情
報
に
該
当
す
る
も
の
の
み
に
対
し
て
削
除
対
応
や
通
報
対
応
を
行
う
。
ま

た
、
I
H
C
か
ら
警
察
へ
の
通
報
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
二
年
に
は
三
、
三
〇
三
件
の
違
法
情
報
検
挙
を
す

る
成
果
を
あ
げ
た
。
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第
二
に
、
有
害
情
報
に
つ
い
て
は
、
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
に
以
下
の
通
り
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
プ
ロ
パ
イ
ダ
や
電
子
掲
示
板
の
管
理
者
等
に
対
し
て
契
約
や
利
用
に
関
す
る
取

決
め
に
基
づ
く
対
応
を
依
頼
す
る
「
公
序
良
俗
に
反
す
る
情
報
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お

け
る
流
通
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
情
報
で
あ
っ
て
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
適
切
か
つ
円
滑
に
、
公

序
良
俗
に
反
す
る
情
報
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。」

３

つ
ま
り
、
違
法
性
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
判
断
さ
れ
る
情
報
に
対
し
て
は
、
有
害
情

報
と
判
断
し
た
う
え
で
削
除
対
応
の
対
象
と
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
情
報
と
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報
の
こ
と
を
指
す
か
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
二
種
類
の
情
報
を
指
す
。

第
一
に
、
情
報
自
体
か
ら
、
違
法
行
為
を
直
接
的
か
つ
明
示
的
に
請
負
・
仲
介
・
誘
引
等
す
る
と
考
え
ら
れ
る
情
報
で
あ

る
。
例
と
し
て
、
以
下
の
一
三
種
類
を
あ
げ
る
。

①　

拳
銃
の
譲
渡
等

②　

爆
発
物
の
製
造

③　

わ
い
せ
つ
物
な
ど
の
頒
布

④　

児
童
ポ
ル
ノ
の
提
供
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⑤　

公
文
書
偽
造

⑥　

殺
人
・
強
盗
・
強
姦
・
放
火
・
障
害
・
脅
迫
・
誘
拐

⑦　

偽
造
通
貨
の
交
付
・
取
得

⑧　

臓
器
売
買

⑨　

人
身
売
買

⑩　

硫
化
水
素
ガ
ス
の
製
造

⑪　

痴
漢
行
為

⑫　

不
正
ア
ク
セ
ス

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
流
通
し
た
と
し
て
も
、
一
見
す
る
だ
け
で
違
法
性
を
も
つ
よ
う
な
危
険
な
情
報
で
あ
る

か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
き
っ
か
け
に
、
犯
罪
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
十
分
に
考

え
ら
れ
る
た
め
、違
法
情
報
と
し
て
で
は
な
く
、有
害
情
報
と
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

第
二
に
、
違
法
情
報
該
当
性
が
明
ら
か
に
該
当
す
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
疑
い
が
相
当
程
度
認
め

ら
れ
る
情
報
が
あ
げ
ら
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
げ
ら
れ
る
情
報
は
、
違
法
情
報
に
該
当
す
る
情
報
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
確
証

が
も
て
な
い
情
報
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
一
八
歳
未
満
の
被
写
体
の
ポ
ル
ノ
画
像
の
掲
載
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
公
然
陳
列
と

し
て
、
児
童
ポ
ル
ノ
法
に
違
反
す
る
違
法
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
、
流
通
す
る
ポ
ル
ノ
画
像
の
被
写
体
が
一
八
歳
未
満
な
の

で
あ
る
か
、
一
概
に
判
断
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
被
写
体
の
年
齢
が
一
八
歳
以
上
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
画
像
に
違
法
性
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表１　IHCが定める違法情報２

違法情報の種類 違法対象となる法律
A. わいせつ関連情報

①　わいせつ電磁的記録記録
媒体陳列

刑法第一七五条第一項

②　児童ポルノ公然陳列 児童ポルノ法第七条第四項
③　売春目的の誘引 売春防止法第五条第三号及び第

六条第二項第三号
④　出会い系サイト規制法違

反の禁止誘因行為
同法第六条

B. 薬物関連情報
⑤　薬物犯罪等の実行又は規

制薬物（覚せい剤、麻
薬、向精神薬、大麻、あ
へん及びけしがら）の濫
用を、公然、あおり、又
は唆す行為

麻薬特例法第九条

⑥　規制薬物の広告 覚せい剤取締法第二〇条の二
麻薬及び向精神薬取締法第二九
条の二及び第五〇条の一八
大麻取締法第四条第一項第四号

C．振り込め詐欺関連情報
⑦　預貯金通帳等の譲渡等の

勧誘・誘引
犯罪収益移転防止法第二七条第
四項

⑧　携帯電話などの無断有償
譲渡等の勧誘・誘引

携帯電話不正防止法第二三条

D．不正アクセス関連情報
⑨　識別符号の入力を不正に

要求する行為
不正アクセス禁止法第七条第一
号

⑩　不正アクセス行為を助長
する行為

不正アクセス禁止法第五条
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は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
し
も
被
写
体
の
年
齢
が
実
際
は
一
八
歳
未
満
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
情
報
は
違
法
情
報
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
被
写
体
の
尊
厳
が
大
き
く
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
を
も
つ
。

ま
た
、
た
と
え
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
し
た
情
報
の
削
除
対
応
が
完
了
し
た
と
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者

が
情
報
を
保
存
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
利
用
者
が
再
度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
そ
の
情
報
を
投
稿
す
れ
ば
、
再
度
、

削
除
対
応
を
行
う
必
要
性
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
被
害
が
広
範
囲
に
、
急
ピ
ッ
チ
で

広
ま
る
危
険
性
が
あ
り
、
被
害
が
広
ま
る
危
険
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
発

生
し
た
、
三
鷹
女
子
高
生
ス
ト
ー
カ
ー
殺
人
事
件
に
お
け
る
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
画
像
の
流
出
か
ら
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
よ
う
な
対
処
に
喫
緊
性
が
存
在
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
削
除
等
と
い
っ
た
対
応
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
違
法
情
報
で
あ
る
か
否
か
の
有
無
に
つ
い
て
問
う
以
前
に
、
有
害
情
報
で
あ
る
と

判
断
し
、
対
処
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
情
報
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
公
然

陳
列
の
事
例
の
他
に
、
規
制
薬
物
の
広
告
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
助
長
す
る
情
報
が
該
当
す
る
。

第
四
節
　

I
H
C
で
は
対
応
で
き
な
い
情
報

I
H
C
で
は
、
違
法
情
報
・
有
害
情
報
と
し
て
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
情
報
に
対

し
て
は
、
削
除
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、
以
下
の
情
報
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①　

犯
行
・
自
殺
予
告
関
連
の
情
報

②　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
、
架
空
請
求
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に
関
す
る
情
報
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③　

迷
惑
メ
ー
ル
に
関
す
る
情
報

④　

人
権
侵
害
（
名
誉
毀
損
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
等
）
に
関
す
る
情
報

⑤　

ヤ
ミ
金
融
に
よ
る
広
告
に
関
す
る
情
報

⑥　

知
的
財
産
権
侵
害
に
関
す
る
情
報

⑦　

通
信
販
売
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
に
関
す
る
情
報

⑧　

不
正
ア
ク
セ
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
等
に
関
す
る
情
報

⑨　

そ
の
ほ
か
の
情
報
（
死
体
の
画
像
、
未
成
年
飲
酒
写
真
の
掲
載
な
ど
）

こ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
違
法
性
・
有
害
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
慎
重
に
検
証
を
重
ね
な
け
れ
ば

そ
の
真
偽
を
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
中
高
生
の
ネ
ッ
ト
い
じ
め
投
稿
を
例
示
す
る
。
中
高
生
が
S
N
S
サ
イ
ト
に

「
○
○
ち
ゃ
ん
本
当
に
キ
モ
い
。
死
ね
。」
と
投
稿
し
た
と
す
る
。
一
見
す
る
と
、こ
の
投
稿
は
誹
謗
中
傷
を
行
っ
て
い
る
、

人
権
を
侵
害
す
る
よ
う
な
削
除
に
値
す
る
情
報
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、こ
の
投
稿
は
、中
高
生
同
士
の
軽
い
ジ
ョ
ー

ク
で
あ
り
、
お
互
い
に
冗
談
だ
と
理
解
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
一
見
す
る
だ
け
で
は
、
悪
意
の
あ
る

投
稿
で
あ
る
の
か
否
か
、
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
応
で
き
な
い
情
報
に
つ
い
て
は
、

I
H
C
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
相
談
機
関
の
紹
介
を
行
う
ま
で
に
留
ま
っ
て
い
る
。
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第
五
節
　
外
部
協
力
機
関

I
H
C
で
は
、
警
察
庁
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
機
関
と
の
協
力
・
連
携
に
よ
っ
て
運
営
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
機
関
の

種
類
は
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
「
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
」
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
I
H
C
の
活
動
に
対
す
る
理
解
と
賛
同
の
下
で
、
違
法
情
報
・
有
害
情
報
に
対
す
る
相
談
対
応
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
と
い
っ
た
、
マ
ル
チ
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
関
連
機
関
・
団
体
企
業
な
ど
の
こ
と
を
指
す
。
現
在
は
、
以
下
の
六
機
関
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活
動
を
協
賛
し
て
い

る
。・

一
般
社
団
法
人　

テ
レ
コ
ム
サ
ー
ビ
ス
協
会

・
財
団
法
人
・
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社

・
株
式
会
社
ヤ
マ
ダ
電
機

・
グ
ー
グ
ル
株
式
会
社

・
株
式
会
社
ソ
ニ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
は
、ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
の
違
法
情
報
・
有
害
情
報
に
対
し
て
、専
門
的
な
対
応
を
行
っ

て
い
る
機
関
、
団
体
、
企
業
等
の
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
機
関
で
は
、
直
接
的
に
削
除
依
頼
を
行
わ
れ
な
い
情
報
に
対
し
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て
、
必
要
に
応
じ
た
専
門
的
な
見
地
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
違
法
情
報
・
有
害
情
報
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
情
報
で
あ
っ
て

も
、
著
作
権
等
の
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
と
の
情
報
共
有
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今

後
の
侵
害
防
止
・
対
応
に
向
け
て
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
が
対
応
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
現
時
点
で
は
、
下
記
の
四
つ
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。

①　

誹
謗
中
傷
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
情
報

②　

ヤ
ミ
金
融
に
よ
る
広
告

③　

知
的
財
産
権
侵
害
情
報

④　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
事
業
者

第
三
章
　

I
H
C
現
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
考
察
と
提
言

第
一
節
　

I
H
C
に
お
け
る
現
行
の
活
動
に
関
す
る
考
察
と
課
題

I
H
C
は
、
官
民
協
働
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
と
し
て
、
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
後
の
活
動
を
行
っ

て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
通
報
件
数
の
向
上
の
た
め
の
検
討
の
必
要
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
に
内
閣
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
安
全
確
保
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
お
け
る
調
査
結
果
（
図
１
参
照
）
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
、
I
H
C
へ
の
通
報
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
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で
は
、
通
報
に
積
極
的
で
は
な
い
理
由
は
何
な
の
か
。
同
調
査
に
お
い
て
、
ホ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
な
い
理
由
に
つ

い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
通
報
の
た
め
の
手
順
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
声
が
多
く
あ
げ
ら
れ
た
。（
図
２
参
照
）

現
在
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
通
報
フ
ォ
ー
ム
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
通
報
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
二
種
類
の

方
法
が
通
報
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
通
報
手
順
の
簡
略
化
、
新
た
な
通
報
方
法
の
開
発
が
求
め
ら
れ

る
。第

二
に
、
対
応
で
き
る
違
法
情
報
・
有
害
情
報
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
生
す
る
犯
罪
の
間
で
ズ
レ
が
発
生
し
う
る
点

で
あ
る
。
第
二
章
第
三
節
の
よ
う
に
、
現
在
の
I
H
C
で
対
応
で
き
る
違
法
情
報
の
種
類
は
①
わ
い
せ
つ
関
連
情
報
②
薬

物
関
連
情
報
③
振
り
込
め
詐
欺
関
連
情
報
④
不
正
ア
ク
セ
ス
関
連
情
報
の
四
類
型
一
〇
種
類
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
犯
罪
の
種
類
は
日
々
、
変
化
を
重
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
I
H
C
で
は
、

こ
れ
ら
の
新
た
に
生
ま
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
犯
罪
手
口
に
対
す
る
対
策
・
対
応
が
何
一
つ
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
蔓
延
し
て
い
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
犯
罪
に
対
し
て
、
対
応
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
と
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。 

第
二
節
　

I
H
C
に
対
す
る
提
言

そ
れ
で
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
、
現
時
点
で
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
二
項
に
分
け
て
二
つ
の
提
言
を
行
う
。



312 

第
一
項
　
ウ
ェ
ブ
拡
張
機
能
の
応
用

本
項
で
は
、
通
報
件
数
の
向
上
の
た
め
の
提
言
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
三
章
第
一
節
で
述
べ
た
通
り
、
現
在
の
I
H
C

へ
の
通
報
方
法
で
は
、「
通
報
の
や
り
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
通
報
の
や
り
方
が
面
倒
」
の
よ
う
に
、
通
報
手
順
の
難
解

さ
を
理
由
に
通
報
に
参
加
し
た
く
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
多
く
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
I
H
C
通
報
の
た
め

の
ウ
ェ
ブ
拡
張
機
能
の
応
用
を
提
案
す
る
。

ウ
ェ
ブ
拡
張
機
能
と
は
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（M

ozilla Firefox

、Google chrom
e

な
ど
）
に
組
み

込
ま
せ
る
こ
と
で
、
設
定
や
操
作
の
機
能
強
化
を
行
う
も
の
の
こ
と
を
指
す
。

現
在
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
拡
張
機
能
の
例
と
し
て
、Y

ahoo!Japan

が
提
供
し
て
い
る
拡
張
機
能
「Y

ahoo!

ツ
ー
ル

バ
ー
」
を
取
り
上
げ
る
。Y

ahoo!
ツ
ー
ル
バ
ー
を
拡
張
機
能
と
し
て
組
み
込
ん
だ
場
合
、
ウ
ェ
ブ
を
閲
覧
し
て
い
る
間
、

常
に
画
面
上
に
検
索
窓
が
表
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
こ
の
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
て
い
る
と
き
で
も
、
検
索
エ
ン
ジ
ン

を
手
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、「Y

ahoo!

ツ
ー
ル
バ
ー
」
と
い
う
拡
張
機
能
を
用
い
た
こ
と
で
、「
検
索

エ
ン
ジ
ン
の
利
用
手
順
の
簡
略
化
」
と
い
う
機
能
強
化
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。

I
H
C
に
お
い
て
も
、
拡
張
機
能
を
使
用
し
た
通
報
作
業
を
可
能
に
す
れ
ば
、
通
報
す
る
手
間
の
省
略
、
作
業
簡
略

化
が
期
待
で
き
る
。
現
在
の
通
報
ペ
ー
ジ
の
場
合
、
違
法
情
報
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
を
コ
ピ
ー
し
、

I
H
C
の
ペ
ー
ジ
を
検
索
・
移
動
し
、
通
報
フ
ォ
ー
ム
を
選
択
、
違
法
情
報
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
を

ペ
ー
ス
ト
し
、
必
要
事
項
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
や
っ
と
の
こ
と
で
一
件
の
通
報
作
業
が
完
了
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
拡

張
機
能
に
よ
る
通
報
作
業
を
開
発
す
れ
ば
、
拡
張
機
能
に
よ
っ
て
画
面
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
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通
報
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
通
報
が
完
了
さ
れ
る
。（
図
３
参
照
）
こ
れ
だ
け
通
報
作
業
を
簡
略
化
す
れ
ば
、
内

閣
府
に
お
け
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
安
全
確
保
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
も
あ
げ
ら
れ
て
い
た
、「
通
報
の
や
り
方
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
通
報
の
手
順
が
面
倒
」
と
い
っ
た
意
見
に
対
す
る
解
決
が
期
待
で
き
る
。
拡
張
機
能
の
開
発
に
お
い

て
も
、パ
ー
ト
ナ
ー
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
機
関
か
ら
の
専
門
的
な
見
地
を
踏
ま
え
、共
同
開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

連
携
の
強
化
が
期
待
で
き
る
。

第
二
項
　
「
注
意
情
報
」、
注
意
情
報
の
情
報
共
有
制
度
の
導
入
、
注
意
表
示
機
能
の
導
入

本
項
で
は
、
対
応
で
き
る
違
法
情
報
・
有
害
情
報
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
生
す
る
犯
罪
の
間
で
ズ
レ
が
発
生
し
う
る

点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
三
章
第
一
節
で
述
べ
た
通
り
、
違
法
情
報
・
有
害
情
報
の
対
象
物
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
蔓
延

し
て
い
る
問
題
の
ご
く
一
部
で
あ
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
問
題
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
を
行
わ
な
い
限
り
対
応
を
行

う
こ
と
が
出
来
な
い
現
状
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
I
H
C
か
ら
の
新
た
な
対
応
情
報
の
分
類
「
注
意
情
報
」
の
導
入
、
注
意
情
報
の
情
報
共
有
制
度
の
導
入
、

注
意
表
示
機
能
の
導
入
を
提
案
す
る
。

第
一
に
、
新
た
な
対
応
情
報
の
分
類
「
注
意
情
報
」
の
導
入
を
提
案
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
、
法
的
根
拠

が
な
い
限
り
、
第
三
者
が
削
除
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
一
般
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
、
削

除
対
応
こ
そ
さ
れ
な
い
も
の
の
利
用
者
に
危
害
を
加
え
る
危
険
性
を
持
つ
サ
イ
ト
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
状
態
に
あ
る
。
そ

の
上
、
そ
ん
な
危
険
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
サ
イ
ト
だ
と
警
告
が
表
示
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
た
め
、
危
険
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図 1 ホットラインセンターに通報する意識4

                                                  
4内閣府大臣官房政府広報室、インターネット上の安全確保に関する世論調査よ

り引用。 

図１　ホットラインセンターに通報する意識４

図２　ホットラインセンターに通報しない理由５

11 
 

 

図２ ホットラインセンターに通報しない理由 5 

                                                  
5 内閣府大臣官房政府広報室、インターネット上の安全確保に関する世論調査よ

り引用。 
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性
に
つ
い
て
気
づ
か
な
い
ま
ま
利
用
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
通
報
さ
れ
た
情
報
の
中
で
、
違
法
情
報
・
有
害
情
報
に
該
当

し
な
い
も
の
の
、
利
用
者
に
危
険
を
与
え
る
危
険
性
が
あ
る
情
報
、
あ
る
い
は
、
誹
謗
中
傷
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

利
用
者
の
気
分
を
害
す
る
可
能
性
の
も
つ
情
報
を
「
注
意
情
報
」
と
し
て
対
応
を
行
う
よ
う
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ネ
ッ

ト
い
じ
め
、
不
正
ウ
イ
ル
ス
を
自
動
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
る
サ
イ
ト
、
著
作
権
を
侵
害
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
サ
イ
ト
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
現
行
問
題
に
応
じ
て
対
象
を
追
加
す
る
。
注
意
情
報
に
該
当
す
る
サ
イ
ト
か
ど
う
か
の

判
断
は
、
I
H
C
に
通
報
さ
れ
た
情
報
か
ら
、
従
来
の
違
法
情
報
・
有
害
情
報
の
分
類
す
る
作
業
の
時
点
で
行
う
。

第
二
に
、
注
意
情
報
の
情
報
共
有
制
度
の
導
入
を
提
案
す
る
。
現
行
施
策
で
は
、
違
法
情
報
・
有
害
情
報
に
該
当
し
な
い

が
、危
険
性
が
予
測
さ
れ
る
情
報
が
紛
れ
込
ん
で
い
た
際
に
は
、ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
・
他
機
関
に
情
報
共
有
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
情
報
共
有
に
つ
い
て
の
規
定
が
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
情
報
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
う
べ

き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
I
H
C
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
在
は
通
報
対
象
と
さ

れ
て
い
な
い
情
報
に
つ
い
て
も
、「
注
意
情
報
」
と
し
て
通
報
の
対
象
と
し
、
注
意
情
報
に
つ
い
て
は
、
I
H
C
が
ア
ソ
シ

エ
イ
ツ
・
他
機
関
に
情
報
共
有
を
行
う
旨
の
規
定
を
行
う
。
規
定
通
り
に
情
報
共
有
を
行
え
ば
、
情
報
共
有
は
よ
り
円
滑
に

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
通
報
対
象
の
情
報
を
増
加
と
と
も
に
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
・
連
携
す
る
他
機
関
の
強
化
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
機
関
に
お
け
る
判
断
が
必
要
な
情
報
、
た
と
え
ば
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
ネ
ッ
ト
販
売
、
ヤ
ミ
金

融
の
広
告
、
著
作
物
の
違
法
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
等
、
現
代
社
会
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
お
き
な
が
ら
、
I
H
C
で
は
取
扱

い
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
情
報
の
ほ
ぼ
全
て
を
、
対
応
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

第
三
に
、
注
意
表
示
機
能
の
導
入
を
提
案
す
る
。
注
意
情
報
に
つ
い
て
は
、
確
固
た
る
法
的
根
拠
が
存
在
し
な
い
た
め
違
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法
情
報
・
有
害
情
報
の
よ
う
に
削
除
対
応
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
第
一
項
に
て
提
案

し
た
ウ
ェ
ブ
拡
張
機
能
を
用
い
て
、
注
意
情
報
を

含
む
サ
イ
ト
を
表
示
し
た
際
に
は
、「
I
H
C
に

通
報
が
寄
せ
ら
れ
た
、
注
意
情
報
該
当
サ
イ
ト
で

す
」
と
表
示
さ
せ
る
よ
う
に
機
能
を
組
み
込
む
。

開
発
技
術
と
し
て
も
、
事
前
に
設
定
し
て
い
る
サ

イ
ト
（
注
意
情
報
該
当
サ
イ
ト
）
に
ア
ク
セ
ス
さ

れ
た
時
に
エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
示
さ
せ
る
と

い
う
簡
単
な
も
の
に
な
る
た
め
、
開
発
に
お
け
る

大
き
な
課
題
点
は
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
の
機
能
の

活
用
に
よ
っ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
危
険

な
サ
イ
ト
に
近
づ
き
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
事
例
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
削
除
こ
そ
は
で

き
な
い
も
の
の
、
一
度
通
報
を
受
け
た
サ
イ
ト
で

あ
る
と
認
識
で
き
る
た
め
、
そ
の
サ
イ
ト
に
対
す

る
危
機
意
識
が
高
ま
り
、
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
る

図３　通報ボタンモデル図６

拡張機能によって画面上に通報ボタンを表示する。拡張機能によって表示
されている、右上の赤枠で囲ったボタンをクリックすることで、通報を可
能にする。これによって、通報を簡略化できる。

14 
 

 

図３ 通報ボタンモデル図6  

拡張機能によって画面上に通報ボタンを表示する。拡張機能によって表示されている、右

上の赤枠で囲ったボタンをクリックすることで、通報を可能にする。これによって、通報

を簡略化できる。

                                                  
6 筆者作成。ブラウザ画面はインターネットホットラインセンター公式ホームページより引

用。 
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リ
ス
ク
が
軽
減
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

第
四
章
　
結
語

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
生
す
る
犯
罪
は
日
々
変
化
を
重
ね
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
対

応
を
行
う
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
官
民
協
働
の
形
を
と
っ
て
い
る
I
H
C
に
注
目
し
、
現
在
の
運
営

体
制
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
上
で
の
提
言
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
検
討
を
進
め
て
き
た
。

現
在
の
運
営
体
制
で
は
、
指
定
さ
れ
た
情
報
の
み
へ
の
対
応
と
な
り
、
対
象
外
の
情
報
に
つ
い
て
は
適
切
な
対
応
を
行
う

こ
と
が
難
し
い
現
状
が
確
認
さ
れ
た
。

現
状
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
は
情
報
の
送
り
手
で
あ
る
、
情
報
先
に
対
す
る
対
応
の
み
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
来
は
、
I
H
C
は
、
情
報
の
受
け
手
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
危
機
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
拡
張
機
能
に
よ
る
注
意
情
報
表
示
機
能
を
は
じ
め

と
し
た
施
策
を
用
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
犯
罪
を
よ
り
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
、
情
報
の
受
け
手
で
あ
る
利
用
者

の
危
機
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
現
施
策
で
行
わ
れ
て
い
る
情
報
の
送
り
手
に
対
す
る
対
応
だ
け
で
な
く
、
新

た
に
情
報
の
受
け
手
に
対
す
る
対
応
策
を
講
じ
、
双
方
向
か
ら
対
応
策
を
行
っ
て
い
け
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利

用
で
き
る
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
提
言
策
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
危
機
意
識
を
高
め
、
よ
り
安
全
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な
利
用
を
可
能
に
す
る
た
め
の
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
考
え
、
I
H
C
に
対
し
、
本
提
言
策
の
導
入
を
強
く
求
め
る
。

最
後
に
、
本
提
言
策
が
、
す
べ
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
「
安
全
・
安
心
」
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
い
、
本
稿
を

結
ぶ
こ
と
と
す
る
。 

第
五
章
　
参
考
資
料

第
一
節
　
参
考
文
献

㈠　

警
察
庁
「
平
成
二
四
年
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
シ
ー
ト　

事
業
番
号
二
九
」（
二
〇
一
二
年
発
表
）

㈡　

岡
村
久
道
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
法
律
」
日
本
法
規
（
二
〇
一
一
）

㈢　

岡
村
久
道
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
法
律
問
題
」
商
事
法
務
（
二
〇
一
三
）
商
事
法
務

㈣　

四
方
光
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
概
論
」
立
花
書
房
（
二
〇
一
四
）

第
二
節
　
参
考w
eb

ペ
ー
ジ

㈤　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w

w
.internethotline.jp/ 

（
二
〇
一
四
年
七
月
七
日
閲
覧
）

㈥　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
九
訂
全
文
（
二
〇
一
四
年
八
月
一
日
改
訂
） 
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（
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日
閲
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）

㈦　
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警
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白
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.npa.go.jp/hakusyo/h25/data.htm
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（
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〇
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七
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七
日
閲
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）
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平
成
二
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警
察
白
書　
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要 
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w

w
.npa.go.jp/hakusyo/h26/index.htm
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二
〇
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日
閲
覧
）
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平
成
二
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年
中
の「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」の
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用
状
況
等
に
つ
い
て　

警
察
庁
広
報
資
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二

〇
一
四
年
四
月
二
四
日
発
表
） 

http://w
w

w
.npa.go.jp/cyber/statics/h25/pdf03-2.pdf 

（
二
〇
一
四
年
七
月
七
日
閲
覧
）
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平
成
二
五
年
中
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
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情
報
等
に
つ
い
て　

警
察
庁
広
報
資
料
（
二
〇
一
四
年
三
月
二
七
日
発
表
） 

http://w
w

w
.npa.go.jp/cyber/statics/h25/pdf01-2.pdf 

（
二
〇
一
四
年
七
月
七
日
閲
覧
）

�　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
安
全
確
保
に
関
す
る
世
論
調
査　

内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室
（
二
〇
〇
七
年
発
表
） 

http://w
w

w
8.cao.go.jp/survey/h19/h19-inter/index.htm

l 
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（
二
〇
一
四
年
七
月
三
一
日
閲
覧
）

�　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
不
正
送
金
事
案
の
発
生
に
つ
い
て　

滋
賀
県
警
察（
二
〇
一
四
年
三
月
二
七
日
更
新
） 

http://w
w

w
.pref.shiga.lg.jp/police/seikatu/cyber/security/phishing.htm

l 
（
二
〇
一
四
年
八
月
三
〇
日
閲
覧
）

注１　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
九
訂
五
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

２　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
九
訂
を
基
に
筆
者
作
成

３　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
九
訂
一
三
～
一
四
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

４　

内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
安
全
確
保
に
関
す
る
世
論
調
査
よ
り
引
用

５　

内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
安
全
確
保
に
関
す
る
世
論
調
査
よ
り
引
用

６　

筆
者
作
成
。
ブ
ラ
ウ
ザ
画
面
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
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ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す

～
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
落
と
し
穴
～

大
学
生（
大
東
文
化
大
学
法
学
部
四
年
）

初
野　

皓
紀
（
21
）

は
じ
め
に

「
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
副
題
に
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
落
と
し
穴
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
論
じ
て
い
く
。
近
年
爆
発
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
て
我
々
の
暮
ら
し
が
便
利
に
な
る
一
方
、
様
々
な
犯
罪
の

被
害
が
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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私
が
書
く
理
由
は
二
つ
あ
る
。
従
来
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
中
心
に
横

行
し
て
い
た
が
、前
述
の
通
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、高
機
能
高
性
能
な
端
末
が
多
数
普
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
が
よ
り
身
近
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
未
成
年
者
が
L
I
N
E
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
やT

w
itter

やFacebook

等
の
S
N
S
で
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
、
頻
繁
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
現
状
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
が
、
こ
の
論
文
執
筆
の
理
由
の
一

つ
で
あ
る
。

二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
漠
然
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
犯
罪
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
ア
カ
ウ
ン
ト
の
乗
っ
取
り
、
金
銭

被
害
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
対
策
な
ど
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
た
こ
と
が
無
か
っ
た
と
い
う
思
い

に
な
っ
た
。
犯
罪
被
害
の
対
策
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
の
出
来
る
被
害
も
防
ぐ
こ
と
が
出
来
な
い
と
考
え
、

本
稿
を
執
筆
す
る
過
程
で
改
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
え
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
安
全
、
快
適
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
な
端
末
を
利
用
し
て
い
け

る
か
を
提
言
す
る
。

一
章　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
現
状
と
そ
の
正
体

一　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
は
何
か

ま
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
問
題
点
を
論
じ
る
前
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
は
何
か
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
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を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
論
じ
て
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
問
題
点
・
危
険
性
な
ど
を
論
じ
て
い
こ
う
と
思
う
。
従
来
使
わ
れ

て
き
た
携
帯
電
話
、
最
近
で
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
と
呼
ば
れ
る
端
末
と
ど
の
よ
う
に
違
う
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
い
こ

う
と
思
う
。
本
稿
で
は
、A

pple

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
O
S
（
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
基
礎
を
構
成
す
る
も
の
）
で
あ
るiO

S

やGoogle

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
O
S
で
あ
るA

ndroid

等
は
、
特

に
明
記
が
無
い
場
合
は
区
別
な
く
扱
う
。

ま
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
特
徴
の
一
つ
目
は
、
パ
ソ
コ
ン
用
のW

eb

サ
イ
ト
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
簡
単
に
出
来
る
こ

と
で
あ
る
。
従
来
の
携
帯
電
は
で
は
N
T
T
ド
コ
モ
で
はi

モ
ー
ド
、au

で
はEZw

eb

等
そ
れ
ぞ
れ
の
携
帯
電
話
通
信

事
業
者
が
管
理
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
提
供
さ
れ
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
い
た

１
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
前
述
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
介
さ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
が

出
来
る
特
性
を
持
っ
て
い
る
。

二
つ
目
の
特
徴
と
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
多
種
多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
者
自
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ス
ト

ア
（iO

S

で
はA

pp Store

、A
ndroid

で
はGoogle Play

等
が
代
表
格
）
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
利
用
者
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
使
い
方
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
で
は
元
々
赤
外
線
通
信
機
能
が
搭
載
さ
れ
、
ワ
ン
セ
グ
搭
載
で
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
幅
は
狭
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ほ
ど
利

用
者
が
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

三
つ
目
の
特
徴
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
処
理
能
力
は
非
常
に
高
い
処
理
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
学
校
や
企
業
で
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る

W
indow

s O
S

搭
載
の
パ
ソ
コ
ン
に
引
け
を
取
ら
な
い
ほ
ど
の
処

理
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
パ
ソ
コ
ン
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
従
来
の
携
帯
電
話

で
あ
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
と
同
じ
も
の
と
考
え
る
の
は
間
違
い
で

あ
る
。
前
述
の
通
り
小
さ
な
パ
ソ
コ
ン
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り

と
認
識
し
な
い
と
場
合
に
よ
っ
て
は
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
犯
罪
は

発
生
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

二　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率

次
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
か
ら
現
在
の
携
帯
電
話
の
傾

向
を
見
て
い
こ
う
と
思
う
。
二
〇
一
四
年
第
一
四
半
期
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
は
四
〇
％
程
と
な
っ
て
い
る
。
世
代
別
に
見

る
と
二
〇
代
で
は
普
及
率
が
約
八
〇
％
、
三
〇
代
で
は
約
七
〇
％

と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
、
七
〇
代
以
上
で
は
普
及
率
は
一
〇
％

3 
 

 
2．スマートフォンの普及率 

 次にスマートフォンの普及率から現在の携帯電話の傾向を見ていこうと思う。

2014 年第 1 四半期でスマートフォンの普及率は 40%程となっている。世代別

に見ると 20 代では普及率が約 80%、30 代では約 70%となっている。対して、

70 代以上では普及率は 10%以下である２。このような現状から、世代によって

スマートフォンの普及率に差があることが分かる。 

 
出典：大和総研グループ 『スマホの正確な普及率は？』 
   http://www.dir.co.jp/library/column/20140522_008534.html 
 
 ここでスマートフォンではないが、スマートフォンと近い性質を持っている

タブレット型パソコンについても触れておこうと思う。近年スマートフォンと

同じように普及が進んでいるタブレット型パソコンは Windows 搭載の物もあ

るが、スマートフォンと同じように iOS や Android を搭載するものが多い。そ

のため、使用方法や留意すべき点などがスマートフォンと共通する点が多い。 
 また、タブレット端末の国内出荷台数も伸びており、スマートフォン同様ま

だまだ、普及していくものと考えられる３。 
 また、未成年者の普及率に限定すると、未成年者全体（10 歳～18 歳）の所

39.7

80.6

68.9

55.3

28.6

14.9
9.212.8

21
26.2

18.5
9.4 6.1

1.60%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

全体 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

図表1 スマホ・タブレット普及率

スマートフォン タブレット型パソコン

図表１　スマホ・タブレット普及率

出典：大和総研グループ　『スマホの正確な普及率は？』
　　　http://www.dir.co.jp/library/column/20140522_008534.html
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以
下
で
あ
る

２
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
世
代
に
よ
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
に
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
な
い
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
近
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に
つ

い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
と
思
う
。
近
年
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
同
じ
よ
う
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
は

W
indow

s
搭
載
の
物
も
あ
る
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
同
じ
よ
う
にiO

S

やA
ndroid

を
搭
載
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
の

た
め
、
使
用
方
法
や
留
意
す
べ
き
点
な
ど
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
共
通
す
る
点
が
多
い
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
国
内
出
荷
台
数
も
伸
び
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
同
様
ま
だ
ま
だ
、
普
及
し
て
い
く
も
の

と
考
え
ら
れ
る

３
。

ま
た
、未
成
年
者
の
普
及
率
に
限
定
す
る
と
、未
成
年
者
全
体
（
一
〇
歳
～
一
八
歳
）
の
所
有
率
は
六
〇
・
四
％
と
な
り
、

小
学
生
（
一
〇
歳
～
一
二
歳
）
で
三
七
・
九
％
、
中
学
生
は
五
五
・
三
％
、
高
校
生
は
八
七
・
九
％
と
な
っ
た

４
。
こ
の
よ

う
に
未
成
年
者
、
特
に
高
校
生
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
有
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
若
い
世
代
に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

三　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
・
利
用
度

次
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
状
況
か
ら
現
状
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
う
。
図
表
２
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
時
間

が
屋
内
外
を
合
わ
せ
る
と
従
来
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
よ
り
二
倍
近
い
一
二
九
分
の
接
触
時
間
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
数
字
か

ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
存
在
は
私
た
ち
に
情
報
端
末
に
接
触
さ
せ
る
時
間
を
増
加
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

図
表
３
か
ら
は
ユ
ー
ザ
ー
が
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
ど
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
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4 
 

有率は 60.4%となり、小学生（10 歳～12 歳）で 37.9%、中学生は 55.3%、高

校生は 87.9%となった４。このように未成年者、特に高校生はスマートフォン

の所有率が非常に高いことが分かる。このことから、スマートフォンは若い世

代には必要不可欠なものになっていることが分かる。 
 
3．スマートフォンのサービス・利用度 

 次にスマートフォンの利用状況から現状を考えていこうと思う。図表 2 から

スマートフォンの利用時間が屋内外を合わせると従来のガラパゴス携帯より 2
倍近い 129 分の接触時間があり、このような数字から、スマートフォンの存在

は私たちに情報端末に接触させる時間を増加させる傾向があることが分かる。 

 
出典：総務省 『スマートフォンユーザーの特徴（従来型携帯電話ユーザーと

の比較）』 
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h24/html/nc12
2310.html 

 図表 3 からはユーザーがガラパゴス携帯、スマートフォンを利用してどのよ

うなコンテンツやサービスを利用しているかが分かる。この図表からはスマー

トフォンはサービスの利用を促す効果があることが明確に分かる。特に検索、

SNS や動画配信等インターネットを利用したサービスの増加が顕著であるこ

34
28

71

58

0

10

20

30

40

50

60

70

80

屋内 野外

図表2 各端末のユーザーの接触時間

フューチャーフォン

（ガラパゴス携帯）

スマートフォン

１
日
の
平
均
接
触
時
間
（
分
）

図表２　各端末のユーザーの接触時間

出典： 総務省　『スマートフォンユーザーの特徴（従来型携帯電話ユーザー
との比較）』

　　　 http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h24/
html/nc122310.html

図表３　サービス別利用動向の端末別比較

出典： 総務省　『スマートフォンユーザーの特徴（従来型携帯電話ユーザー
との比較）』

　　　 http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h24/
html/nc122310.html

5 
 

とが読み取れる。 
 以下のようなコンテンツが増加した背景として考えられるのは前述の通りの

スマートフォンが高機能である点、画面が大型で動画視聴等に向いている点、

4G や LTE と呼ばれる高速で通信ができるモバイルデータ通信が行える点など

が考えられる。 
 本章ではスマートフォンの現状や利便性について論じてきたが、次章では、

スマートフォンの危険性や現在問題となっている社会問題について論じて行こ

うと思う。 

 
出典：総務省 『スマートフォンユーザーの特徴（従来型携帯電話ユーザーと

の比較）』 
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h24/html/nc12
2310.html 

2 章 スマートフォンの危険性 

1．個人情報漏えいの危険性  

 前章ではスマートフォンの基本事項やその機能について論じてきたが、本章

ではスマートフォンの危険性や落とし穴について論じていこうと思う。またそ

の対策については次章に回すことにする。 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
検索

SNS

電子書籍

電子新聞

動画配信

音楽配信

ネット

ゲーム

ネット

ショッピ

ング

図表3 サービス別利用動向の端末別比較

フューチャーフォン

（ガラパゴス端末）

スマートフォン
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を
利
用
し
て
い
る
か
が
分
か
る
。
こ
の
図
表
か
ら
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
す
効
果
が
あ
る
こ
と
が
明

確
に
分
か
る
。
特
に
検
索
、
S
N
S
や
動
画
配
信
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

以
下
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
増
加
し
た
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
前
述
の
通
り
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
高
機
能
で

あ
る
点
、
画
面
が
大
型
で
動
画
視
聴
等
に
向
い
て
い
る
点
、
4
G
や
L
T
E
と
呼
ば
れ
る
高
速
で
通
信
が
で
き
る
モ
バ
イ

ル
デ
ー
タ
通
信
が
行
え
る
点
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

本
章
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
現
状
や
利
便
性
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
次
章
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
危
険
性
や

現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
社
会
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
行
こ
う
と
思
う
。

二
章　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
危
険
性

一　

個
人
情
報
漏
え
い
の
危
険
性　

前
章
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
事
項
や
そ
の
機
能
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
本
章
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
危
険

性
や
落
と
し
穴
に
つ
い
て
論
じ
て
い
こ
う
と
思
う
。
ま
た
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
次
章
に
回
す
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
近
年
話
題
に
な
る
こ
と
の
多
い
情
報
漏
え
い
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い

こ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
に
保
存
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
は
ど
の
よ
う
な
物
で
あ
る
か
確
認
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
多
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種
多
様
な
個
人
情
報
が
保
存
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ
が
、
特
に
電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画
像
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
を
保
存
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
（A

pple

社
のiCloud

キ
ー
チ
ェ
ー
ン
等
）。

こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
個
人
情
報
が
保
存
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
情
報
漏
え
い
が
起
こ
っ
た
ら
非
常
に
大

き
な
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
が
漏
え
い
し
た
場
合
、
不
正
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
も
考
え
ら

れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
個
人
情
報
の
流
失
の
原
因
は
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
論
じ
て
い
こ
う
と
思
う
。
ま
ず
、
一
番
の
脅

威
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
紛
失
・
盗
難
で
あ
る

５
。
や
は
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
従
来
の
携
帯
電
話
と
同
じ
よ
う
に
携

帯
端
末
で
あ
る
こ
と
か
ら
紛
失
や
盗
難
が
一
番
の
脅
威
と
な
る
こ
と
は
簡
単
に
予
想
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

次
に
情
報
漏
え
い
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
狙
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
や
悪
意

を
持
っ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
考
え
ら
れ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
と
言
う
とW

indow
s

を
想
像
す
る
方
も
多

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
ウ
イ
ル
ス
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

特
にA

ndroid

端
末
で
の
被
害
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
、
例
え
ば
有
用
な
ア
プ
リ
に
偽
装
し
て
S
M
S
（
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
を
悪
用
す
る
ト
ロ
イ
の
木
馬
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
G
P
S
の
位
置
情
報
を

第
三
者
に
送
信
し
て
し
ま
う
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
な
ど
が
過
去
に
問
題
と
な
っ
た

６
。
こ
の
よ
う
な
ト
ロ
イ
の
木
馬
や
ス
パ
イ

ウ
ェ
ア
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
昔
は
パ
ソ
コ
ン
で
の
被
害
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も

被
害
が
出
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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二　

金
銭
被
害
の
可
能
性

前
節
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
お
け
る
情
報
漏
え
い
の
危
険
性
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
本
節
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
お
け
る
金
銭
被
害
に
つ
い
て
論
じ
て
い
こ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
二
〇
一
四
年
に
な
り
被
害
出
て
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
の
L
I
N
E
上
の
不
正
ロ
グ

イ
ン
に
よ
り
、
第
三
者
に
ア
カ
ウ
ン
ト
が
乗
っ
取
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
乗
っ
取
ら
れ
た
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
友
人
を
装
っ

て
電
子
マ
ネ
ー
等
の
購
入
を
促
し
、
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
被
害
が
発
生
し
た

７
。
ま
た
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
他
の
サ
ー
ビ

ス
で
利
用
し
て
い
た
パ
ス
ワ
ー
ド
が
流
出
し
、そ
れ
を
利
用
し
て
不
正
ア
ク
セ
ス
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
常
生
活
を
便
利
に
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
使
い
方
や
管
理
方
法
を
間
違
え
る
と
金
銭
被
害
に
会
う
可

能
性
を
生
む
こ
と
が
あ
る
と
い
う
良
い
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
場
合
自
分
だ
け
で
は
な

く
、
知
人
や
家
族
に
も
被
害
が
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

次
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
自
体
を
乗
っ
取
ら
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
て
み
よ
う
と
思
う
。

こ
れ
は
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
（Ransom

w
are

）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
マ
ル
ウ
ェ
ア
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
総
称
）
の
一
種
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
勝
手
に
ア
ク
セ
ス
制
限
を
掛
け
て
持
ち
主
に
金
銭
を
要
求
す

る
も
の
で
あ
る
。

既
に
日
本
語
版
も
確
認
さ
れ
て
お
り

８
、
す
で
に
私
達
に
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
マ
ル
ウ
ェ
ア
等
を
使
っ
て

行
わ
れ
る
金
銭
を
要
求
す
る
行
為
は
近
年
様
々
な
種
類
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る
上
で
の
脅
威



330 

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
ル
ウ
ェ
ア
に
対
す
る
対
策
等
も
次
章
で
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
狙
っ
た
偽
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、
二
〇
一
三
年

末
に
欧
州
で
大
き
な
被
害
を
出
し
た
「O

peration Em
m

ental

」（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
メ
ン
タ
ル
）
と
呼
ば
れ
る
事
件

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。

こ
の
事
件
で
は
、
欧
州
で
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
た
認
証
で
あ
る
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
を
悪
用
し
て
行
わ
れ
た
。
手
法
と
し
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
感
染
し
た
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
し
て
、
偽
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
せ
、
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
を
盗
み

取
っ
て
不
正
送
金
が
行
わ
れ
た

９
。

ま
た
、欧
州
を
狙
っ
た
犯
罪
で
は
あ
っ
た
が
、日
本
の
銀
行
も
攻
撃
の
視
野
に
入
れ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

私
た
ち
の
銀
行
口
座
が
狙
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

三　

不
正
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
脅
威

本
章
で
は
個
人
情
報
の
流
出
や
金
銭
被
害
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
本
節
で
は
、
そ
の
原
因
と
な
り
う
る
不

正
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
触
れ
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ベ
ン
ダ
ー
の
マ
カ
フ
ィ
ー
の
発
表
に
よ
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
不
正
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
一
四
年
第
一
四
半
期
で
七
五
万
件
以
上
が
発
見
さ
れ
、
累
計
で
は
四
〇
〇
万
件
近
く
発
見
さ
れ
て
い

る
と
警
告
し
て
い
る
。 

ま
た
、こ
れ
ら
の
不
正
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
集
め
る
情
報
は
多
岐
に
わ
た
り
、「
通
信
利
用
状
況
」
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「
実
行
中
の
タ
ス
ク
」「
電
話
番
号
」
等
様
々
な
情
報
を
収
集
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

不
正
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
、
正
規
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
位
置
情
報
等
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
が
マ
カ

フ
ィ
ー
に
よ
っ
て
警
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
に
は
最
新
の
注
意
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
監
視
シ
ス
テ
ム
が
堂
々
と
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
監
視
シ
ス
テ
ム
は
「
ガ
リ
レ
オ
（
G
A
L
I
L
E
O
）」
と
呼
ば
れ
る
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
話
記
録
・
メ
ー
ル
・
電
話
帳
・
位
置
情
報
・
録
音
や
写
真
撮
影
が
可
能
と
さ

れ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
高
性
能
な
盗
聴
器
に
な
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
監
視
シ
ス
テ
ム
は
高
度
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
金
銭
目
的
に
は
使
わ
れ
な
い
と
さ
れ
、
政
治
家
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
等
の
監
視
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る

10
。

四　

G
P
S
機
能
の
落
と
し
穴

最
後
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
く
搭
載
さ
れ
て
い
る
G
P
S
機
能
の
落
と
し
穴
に
つ
い
て
触
れ
て
み
よ
う
と
思
う
。
現

在
ナ
ビ
ア
プ
リ
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
G
P
S
機
能
だ
が
、
こ
こ
に
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
上
で
の
危
険
性
が
潜
ん
で

い
る
。

も
っ
と
も
簡
単
な
例
は
自
分
で
撮
影
し
た
写
真
に
G
P
S
で
取
得
し
た
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
だ
と

考
え
ら
れ
る
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
設
定
で
変
更
が
可
能
）。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
場
合
、
簡
単
な
処
理
で
撮
影
し
た
場



332 

所
な
ど
が
他
人
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

11
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
情
報
を
持
っ
た
写
真
を
S
N
S
な
ど
に

投
稿
し
た
場
合
自
宅
の
住
所
な
ど
が
流
出
す
る
危
険
性
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
危
険
性
に
つ
い
て
何
点
か
論
じ
て
き
た
が
、
次
章
で
は
本
章
で
触
れ
た
よ
う
な
危
険
性
を
防

ぐ
た
め
の
方
法
や
こ
れ
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
情
報
端
末
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
か
を
提
言
し
て
い
こ
う
と
思

う
。三

章　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
全
に
使
う
た
め
の
対
策
と
提
言

一　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
全
に
使
う
た
め
の
対
策

本
章
で
は
前
章
で
触
れ
た
よ
う
な
被
害
に
会
わ
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
や
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
問

題
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
を
提
言
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
ま
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
い
る
私
達
に
忍
び
寄
っ
て
く

る
脅
威
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
あ
る
か
を
論
じ
て
い
こ
う
と
思
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る
上
で
最
も
基
本
的
で
あ
り
重
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
O
S
（
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
）
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
あ
る
。
一
章
で
も
触
れ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
O
S
はiO

S

やA
ndroid

な
ど
の

違
い
は
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
定
期
的
に
メ
ー
カ
ー
か
ら
O
S
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、A

ndroid

の
場
合
は
機
種
に
よ
っ
て
O
S
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
有
無
や
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
違
う
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

二
つ
目
に
重
要
な
こ
と
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
対
策
を
し
な
い
と
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二
章
で
論
じ
た
よ
う
な
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
の
原
因
と
な
り
得
る
、こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
前
述
の
O
S
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
も
有
効
で
あ
る
が
、
怪
し
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
使
わ
な
い
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。こ

の
た
め
に
も
正
規
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
ア
か
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
）
等
か
ら
の
勧
誘
等
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
が

12
、

基
本
的
に
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
正
規
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
ア
に
お
い
て
も
偽
物
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
報
告

13
も
あ
る
の
で
、
完
全
に

信
頼
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
自
分
で
情
報
を
集
め
て
自
衛
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題

はA
ndroid

に
お
い
て
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、A

ndroid

を
使
用
す
る
場
合
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
を
使
用
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。　

だ
が
、
こ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
に
も
偽
物
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る

14
。
そ
の
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
を
選
ぶ
際
は
量
販
店
で
販
売
し
て
い
る
も
の
や
、
各
通
信
業
者
が
公
式
に
配
信
し
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使

用
す
る
こ
と
が
リ
ス
ク
の
低
減
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
無
料
で
も
有
用
な
も
の
は
公
式
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
配
信

さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
情
報
を
集
め
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
段
で
あ
る
。

三
つ
目
に
携
帯
端
末
の
宿
命
で
は
あ
る
盗
難
や
紛
失
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
を
論
じ
て
い
こ
う
と
思
う
。
前
述
し
た

と
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
個
人
情
報
の
塊
で
あ
り
、
そ
れ
を
盗
難
・
紛
失
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
リ
ス
ク
が
高
い
。
で

は
ど
の
よ
う
に
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
か
と
言
う
点
で
は
、
現
在
で
は
遠
隔
操
作
に
よ
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ロ
ッ
ク
し
た
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り
デ
ー
タ
を
消
去
し
た
り
す
る
こ
と
出
来
る

15
。

二　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
全
に
使
う
た
め
の
提
言

本
節
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
全
に
使
う
た
め
の
提
言
を
行
っ
て
い
く
。

一
つ
目
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
情
報
を
報
道
機
関
が
今
以
上
に
利
用
者
に
対
し
て
告
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や
新
聞
の
朝
刊
な
ど
で
O
S
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
情
報
な
ど
を
目
に
付
く
と

こ
ろ
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
促
す
こ
と
な
ど
が
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
手
法
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
段
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
製
品
の
情
報
を
集
め
な
い
人
々
に

対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
手
法
に
よ
っ
て
世
代
間
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
（
情
報
格
差
）
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

二
つ
目
に
未
成
年
者
に
対
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
デ
ジ
タ
ル
製
品
や
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
対
し
て
の
教
育
を
さ
ら
に

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
現
在
で
も
注
意
喚
起
等
は
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
今
後
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
な

端
末
が
よ
り
身
近
に
生
活
に
密
接
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
こ
の
よ
う
な
時
代
に
向
け
て
の
教
育
が
足
り
な
い

と
感
じ
る
。
そ
の
た
め
、
教
育
機
関
で
は
情
報
を
扱
う
授
業
を
現
在
よ
り
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
小
学
生
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
こ
と
も
増
え
て
い
る
の
で
、
早
い
う
ち
か
ら
教
育
を
行
い
、
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
を
養
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
犯
罪
被
害
に
会
う
可
能

性
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三
つ
目
に
「
S
T
O
P
（
立
ち
止
ま
っ
て
理
解
す
る
）」「
T
H
I
N
K
（
何
が
起
こ
る
か
考
え
る
）」「
C
O
N
N
E
C
T

（
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
）」
と
い
う
考
え
方
を
日
本
で
も
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
米
国
の

A
P
W
G
（A

nti-Phishing W
orking Group

）
と
N
C
S
A
（N

ational Cyber Security A
lliance

）
が
共
同
で
行
っ

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
使
う
た
め
の
消
費
者
向
け
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
普
及
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る

16
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
ア
ク
セ
ス
す
る
前
に
「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、（
例
え
ば
、
そ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
）
何
が
起
こ
る
か
考
え
る
」
意
識
を
持
つ
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
を

普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
犯
罪
に
会
う
可
能
性
を
減
ら
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
不
正
ア
ク
セ
ス
等
に
対
す
る
厳
罰
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
被
害
を
な
る
べ
く
減

ら
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
で
は
罰
則
は
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
っ
て
お

り
、
厳
罰
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
厳
罰
化
に
よ
っ
て
被
害
を
抑
止
し
、
被
害
者
を
減
ら
す
べ
き
で
あ
る
。

海
外
か
ら
の
攻
撃
に
対
し
て
は
、
対
処
が
難
し
い
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
前
述
し
た
と
お
り
マ
ス
コ
ミ
の
報

道
等
で
情
報
の
共
有
等
を
徹
底
し
て
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
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Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
恐
怖
と
対
策
予
防
方
法

警
察
官
（
兵
庫
県
） 

淵
﨑　

和
樹
（
29
）

一　

は
じ
め
に

近
年
、
パ
ソ
コ
ン
が
一
家
に
一
台
と
い
う
く
ら
い
普
及
し
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
に
は
、
様
々
な
使
用
用
途
が
あ
り
ま
す
が
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
使
用
し
て
い
る
と
言
え
ば
、
や
は

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
便
利
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
れ
ば
、
素
早
く
様
々
な
情
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報
が
得
ら
れ
、
そ
の
情
報
を
世
界
中
の
皆
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

更
に
、
近
年
で
は
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
社
会
全
体
に
大
変
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
一
人
に
一
台
と

い
う
の
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
は
目
覚
ま
し
く
、
最
近
で
は
、
昔
の

携
帯
電
話
、
所
謂
、
ガ
ラ
ケ
ー
を
見
る
機
会
も
す
っ
か
り
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
爆
発
的
ヒ
ッ
ト
の

一
つ
の
理
由
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
手
軽
に
使
用
出
来
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
更
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
人
口
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

私
達
が
、
子
供
の
時
に
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
が
今
で
は
常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
の

で
す
。

し
か
し
、
一
方
で
、
こ
の
便
利
さ
に
つ
け
込
ん
で
様
々
な
問
題
や
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

・　

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
個
人
情
報
等
の
流
出

・　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ヘ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
等
に
よ
る
不
正
送
金

・　

掲
示
板
な
ど
に
よ
る
、
個
人
へ
の
誹
膀
中
傷
、
薬
物
等
の
販
売

・　

ネ
ッ
ト
上
へ
の
わ
い
せ
つ
画
像
、
児
童
ポ
ル
ノ
画
像
等
の
流
出

等
の
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
年
々
巧
妙
化
、
加
害
、
被
害
者
の
若
年
化
等
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
様
々
な
問
題
や
犯
罪
の
中
で
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
パ

ソ
コ
ン
で
も
使
用
出
来
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
L
I
N
E
」
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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二　

L
I
N
E

ま
ず
、「
L
I
N
E
」
の
説
明
か
ら
し
ま
す
。
L
I
N
E
と
は
、
韓
国
最
大
の
I
T
企
業
「
N
H
N
」
の
日
本
法
人

「
L
I
N
E
株
式
会
社
」
が
提
供
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
i
P
h
o
n
e
や
A
n
d
r
o
i
d
）、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
に
対
応
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ー
ン
で
す
。
特
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の

L
I
N
E
は
、
若
者
を
中
心
に
大
人
気
で
す
。
人
気
の
秘
密
は
、
無
料
で
電
話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料

定
額
制
契
約
時
に
限
る
）
や
T
A
L
K
等
が
出
来
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
L
I
N
E
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
え
す
れ
ば
無
料

通
話
が
出
来
る
の
で
す
。
今
ま
で
電
話
に
は
必
ず
、
通
話
料
金
と
い
う
も
の
が
付
き
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
現
代
の
中
高
生
は
、
L
I
N
E
電
話
以
外
は
使
わ
な
い
子
達
も
い
る
そ
う
で
す
。
更
に
、
複
数

の
友
人
と
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
T
A
L
K
が
出
来
る
こ
と
や
、
文
字
を
送
ら
な
く
て
も
喜
怒
哀
楽
な
ど
の
感
情
表
現

を
ス
タ
ン
プ
と
い
う
機
能
で
返
事
が
出
来
る
こ
と
も
人
気
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
の
ア
ド
レ
ス
帳
に
登
録
し
て
い
る
人
が
L
I
N
E
を
使
い
出
し
た
場
合
、
す
ぐ
に

検
索
出
来
た
り
、
相
手
に
自
分
が
L
I
N
E
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
表
示
さ
れ
た
り
す
る
の
で
す
。
登
録
方
法
も
簡
単

で
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
後
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る
だ
け
で
す
ぐ
に
簡
単

に
登
録
が
出
来
て
、
自
分
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
作
成
出
来
ま
す
、
こ
う
聞
く
と
、
便
利
で
身
近
で
良
い
こ
と
だ
ら
け
の
気
が
し

ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
便
利
さ
や
身
近
さ
ゆ
え
に
、
現
在
L
I
N
E
を
使
用
し
た
問
題
や
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
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中
高
生
系
や
若
い
女
性
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

三　

L
I
N
E
を
使
っ
た
い
じ
め
や
L
I
N
E
を
使
っ
た
ス
ト
ー
カ
ー
問
題

ま
ず
、
L
I
N
E
は
、
従
来
私
達
が
使
用
し
て
い
た
メ
ー
ル
と
違
っ
て
T
A
L
K
と
呼
ば
れ
る
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
が
出
来
ま
す
。
メ
ー
ル
と
違
い
、
チ
ヤ
ツ
ト
形
式
な
の
で
、
実
際
に
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な

り
ま
す
。
更
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
自
分
が
消
去
し
な
い
限
り
は
消
え
な
い
の
で
、
前
か
ら
の
や
り
取
り
が
す
ぐ
に
確
認
出
来

る
の
で
す
。中
々
忙
し
く
返
事
が
出
来
な
い
時
で
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
認
す
る
と
相
手
側
に
は
既
読
と
表
示
さ
れ
、メ
ッ
セ
ー

ジ
を
確
認
出
来
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
の
で
す
。

私
達
社
会
人
に
と
っ
て
は
、と
て
も
便
利
な
機
能
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
機
能
に
よ
り
、い
じ
め
や
ス
ト
ー

カ
ー
事
案
が
発
生
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
一
体
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
い
じ
め
等
に
発
展
し
て
い
く
の
か
を
説
明
す

る
と・　

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
既
読
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
返
事
が
返
っ
て
こ
な
い

・　

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
も
中
々
既
読
に
な
ら
な
い

等
で
す
。
こ
の
行
為
は
、
既
読
無
視
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
理
由
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
主
に
こ
の
二
つ
の
こ
と

が
原
因
で
、
い
じ
め
や
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
に
発
展
す
る
と
い
つ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

例
え
ば
、
中
高
生
の
間
で
は
、
L
I
N
E
の
グ
ル
ー
プ
T
A
L
K
中
に
、
既
読
無
視
を
き
っ
か
け
に
仲
間
外
れ
に
さ
れ

て
、
い
じ
め
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。
い
じ
め
を
受
け
る
様
に
な
っ
て
か
ら
は
、
グ
ル
ー
プ
内
に
登
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録
さ
れ
て
い
た
人
は
皆
グ
ル
ー
プ
を
抜
け
、
自
分
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
、
自
分
を
抜
い
た
新
し
い
グ
ル
ー
プ
が
出
来
て
、

そ
こ
で
新
た
に
T
A
L
K
が
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
い
じ
め
に
発
展
す
る
の
で
す
。
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
の
場
合
で
は
、
元

交
際
相
手
か
ら
復
縁
を
迫
っ
て
来
る
等
、連
絡
が
し
つ
こ
く
く
る
こ
と
か
ら
、段
々
と
無
視
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
ケ
ー

ス
で
す
。
す
る
と
、
相
手
が
逆
上
し
て
内
容
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
り
、
事
件
に
ま
で
発
展
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
案
も

あ
り
、
実
際
に
逮
捕
者
も
出
て
い
ま
す
。
最
悪
の
場
合
、
相
手
を
死
に
追
い
込
ん
で
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
現
実
世
界

で
発
生
し
て
い
る
い
じ
め
と
は
違
い
、
ネ
ッ
ト
の
中
で
の
い
じ
め
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
し
て
い
る
本
人
の
罪
悪
感
は
薄
く
、

ま
た
、
発
覚
す
る
の
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

四　

I
D
交
換
掲
示
板

次
に
、最
近
、新
た
な
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
形
態
と
し
て
、L
I
N
E
I
D
を
貼
り
付
け
る
掲
示
板
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

L
I
N
E
I
D
と
い
う
の
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
み
た
い
な
も
の
で
、
個
人
を
識
別
す
る
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

友
達
に
I
D
を
教
え
れ
ば
、
L
I
N
E
内
で
I
D
検
索
を
掛
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
ぐ
に
友
達
を
見
つ
け
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
友
達
と
電
話
し
て
長
電
話
に
な
り
そ
う
な
の
で
L
I
N
E
の
無
料
電
話
を
使
用
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。
そ
の
時
に
I
D
を
教
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
簡
単
に
検
索
が
出
来
て
と
て
も
便
利
な
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
I
D
は
先
程
も
言
い
ま
し
た
が
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
同
じ
意
味
を
持
つ
も
の
な
の
で
す
。

最
近
、
L
I
N
E
I
D
を
掲
示
板
に
貼
り
付
け
る
と
そ
の
サ
イ
ト
を
見
て
気
に
入
っ
た
人
が
い
れ
ば
I
D
検
索
を
し
て

見
知
ら
ぬ
人
と
知
り
合
え
る
と
い
っ
た
サ
イ
ト
が
急
増
し
て
い
る
の
で
す
。
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掲
示
板
は
、
L
I
N
E
I
D
以
外
に
も
、
簡
単
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
写
真
、
相
手
を
誘
う
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
書
き
込

ま
れ
て
お
り
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
I
D
を
検
索
し
連
絡
す
る
と
、
見
知
ら
ぬ
人
と
簡
単
に
連
絡
が
取
れ
る
と
い
っ
た
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
は
、I
D
交
換
掲
示
板
と
呼
ば
れ
て
お
り
、新
た
な
出
会
い
系
サ
イ
ト
と
し
て
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
未
成
年
や
学
生
が
、
そ
う
い
っ
た
サ
イ
ト
に
知
り
合
い
を
増
や
し
た
い
、
異
性
と
出
会
い
た
い
等
安
易
な
気
持
ち

で
L
I
N
E
I
D
を
掲
載
し
、
異
性
と
知
り
合
い
、
被
害
に
あ
う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
る
の
で
す
。

初
め
は
、
相
手
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
電
話
な
ど
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
が
、
お
互
い
の
距
離
が
縮
ま
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
会
っ
て
み
よ
う
と
次
第
に
話
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
だ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ざ
会
っ
て
み
る
と
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の

人
と
は
全
然
違
う
人
だ
っ
た
り
、
最
悪
の
場
合
、
児
童
ポ
ル
ノ
や
、
児
童
買
春
、
強
姦
等
の
被
害
児
童
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
話
を
す
る
と
、
一
見
被
害
者
は
女
子
ば
か
り
の
話
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
被
害
者
は
、
女
子
ば
か
り
で
な

く
男
子
児
童
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
犯
罪
以
外
に
も
多
数
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
発
生
し

て
い
る
の
で
す
。

更
に
、
L
I
N
E
I
D
は
、
自
分
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
簡
単
な
I
D
に
設
定
し
て
い
る
と
、
適
当
に
検
索
し

て
も
ヒ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
突
然
連
絡
が
来
る
こ
と
も
あ
る
の
で
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え

I
D
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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五
　
ラ
イ
ン
に
よ
る
な
り
す
ま
し
行
為

L
I
N
E
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
自
分
が
決
め
た
パ
ス
ワ
ー
ド
さ
え
あ
れ
ば
簡
単
に
ア
カ
ウ
ン
ト
が
作
成
出
来
る
と

説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
と
、
先
程
出
て
き
た
L
I
N
E
I
D
と
を
同
じ
も
の
に
設
定
し
て
い
る
人
が
意
外
と

多
い
の
で
す
。
す
る
と
一
体
ど
の
よ
う
な
被
害
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

L
I
N
E
は
普
段
、
一
度
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
自
分
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
に
し
な
い
限
り
自
動
ロ
グ
イ
ン
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
度
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
し
て
し
ま
う
と
、
再
度
L
I
N
E
を
使
用
す
る
に
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
自
分
で
決
め

た
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
ロ
グ
イ
ン
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の
時
に
、他
人
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
人
力
し
、

そ
の
人
が
、
パ
ス
ワ
ー
ド
と
L
I
N
E
I
D
と
を
一
緒
に
し
て
い
る
場
合
、
L
I
N
E
I
D
を
パ
ス
ワ
ー
ド
と
し
て
人
力

す
れ
ば
、
他
人
の
L
I
N
E
内
に
不
正
ア
ク
セ
ス
を
し
て
、
な
り
す
ま
し
が
出
来
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
の
行
為
は
、
不

正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
と
し
て
犯
罪
と
な
る
の
で
す
。
最
近
、
m
i
x
i
等
か
ら
情
報
が
漏
れ
て
し

ま
い
、
そ
の
時
の
L
I
N
E
パ
ス
ワ
ー
ド
や
L
I
N
E
I
D
と
L
I
N
E
を
同
じ
に
設
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
不
正
ア

ク
セ
ス
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
。
一
度
入
り
込
み
、
そ
こ
か
ら
、
新
し
い
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
て
し
ま
え
ば
、
元

の
利
用
者
は
、L
I
N
E
が
使
用
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
行
為
は
、電
磁
的
記
録
不
正
作
出
、供
用
と
な
り
、

も
ち
ろ
ん
犯
罪
で
す
。

そ
し
て
、
元
の
利
用
者
が
知
ら
な
い
間
に
、
友
人
等
に
勝
手
に
連
絡
さ
れ
て
し
ま
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
や
、

そ
こ
か
ら
個
人
情
報
を
人
手
さ
れ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
。
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こ
の
よ
う
に
自
分
が
知
ら
な
い
間
に
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
被
害
が
多
発
し
て
い
る
の
で
す
。

六
　

L
I
N
E
の
乗
っ
取
り

次
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
も
出
て
い
た
、
所
謂
L
I
N
E
の
乗
っ
取
り
に
つ
い
て
で
す
。
芸
能
人
等
も
同
様
の
被
害

を
複
数
人
が
訴
え
、
大
変
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
他
人
の
L
I
N
E
に
不
正
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用
者
に
な
り
す

ま
し
、
友
人
や
家
族
等
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
使
用
す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ネ
ー
を
買
う
よ
う
に
指
示
し
、
そ
の
お
金
を
騙
し
取

る
と
い
っ
た
詐
欺
の
手
口
で
す
。

ウ
ェ
ブ
フ
ネ
ー
と
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ネ
ッ
ト
で
購
入
可
能
な
電
子
マ
ネ
ー
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
購
入
後
、
購
人
者
の
み

が
確
認
出
来
る
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
読
み
込
ま
せ
る
と
、
購
入
分
の
音
楽
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
た
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
利
用
で
き
る
S
N
S
等
の
ゲ
ー
ム
で
課
金
出
来
る
と
い
っ
た
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
体
、
ど
の
よ
う
な
手
口
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、「
今
大
丈
夫
で
す
か
？
」
な
ど
の
連
絡
が
入
り

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
返
事
を
す
る
と
、
助
け
て
欲
し
い
と
い
う
名
目
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
等
で
販
売
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
マ

ネ
ー
を
購
入
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
マ
ネ
ー
の
値
段
は
様
々
で
す
が
、
一
番
高
価
な
も
の
で
約
三
万
円
し
ま

す
。欺

さ
れ
て
購
入
し
て
し
ま
い
、
そ
の
旨
を
連
絡
す
る
と
、
購
人
後
に
確
認
出
来
る
パ
ス
ワ
ー
ド
を
写
真
に
撮
り
送
っ
て
欲

し
い
と
頼
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
写
し
た
画
像
を
送
る
と
、
相
手
側
が
勝
手
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
読
み
込
ま
せ
、
ウ
ェ
ブ
マ
ネ
ー
を
騙
し
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
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と
い
っ
た
手
口
で
す
。

送
ら
れ
て
来
た
側
は
、
ま
さ
か
、
L
I
N
E
が
不
正
ア
ク
セ
ス
さ
れ
て
何
者
か
に
乗
っ
取
ら
れ
て
る
と
は
思
い
も
よ
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
友
人
や
親
族
の
一
大
事
と
思
い
、
ウ
ェ
ブ
マ
ネ
ー
を
購
人
し
、
指
示
通
り
の
動
き
を
し
て
、
最
終
的
に
お

金
を
騙
し
取
ら
れ
る
の
で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
の
様
に
一
度
に
、
多
額
の
金
額
は
騙
し
取
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
L
I
N
E
を
使
用
し
て
い
る
の
で
一
度
に

多
数
の
人
に
同
じ
よ
う
な
内
容
で
連
絡
が
出
来
ま
す
。
そ
の
内
の
誰
か
が
引
っ
か
か
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
い
う
方
法
な
の

で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
簡
単
に
挙
げ
た
だ
け
で
も
、
様
々
な
問
題
や
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
便
利
な
だ
け
に
、
リ
ス
ク
も
多
数
あ
り
、
そ
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
か
知
ら
な
い
で
は

大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
す
。

七
　
ネ
ッ
ト
で
の
注
意
方
策
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
。

私
は
、
も
っ
と
皆
が
ネ
ッ
ト
等
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
私
達

は
、
ネ
ッ
ト
等
の
便
利
さ
ば
か
り
に
目
が
行
っ
て
し
ま
い
、
デ
メ
リ
ッ
ト
や
リ
ス
ク
と
い
っ
た
部
分
は
あ
ま
り
気
に
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
子
供
が
い
る
保
護
者
は
、
子
供
に
そ
の
知
識
を
正
し
く
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
保

護
者
で
も
ま
だ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
対
し
て
は
苦
手
意
識
を
持
た
れ
て
い
る
方
が
大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、



347　ＬＩＮＥの恐怖と対策予防方法

現
在
こ
の
情
報
社
会
に
お
い
て
、
イ
ン
ク
ー
ネ
ッ
ト
等
を
切
り
離
し
た
生
活
な
ど
は
も
は
や
考
え
ら
れ
な
い
は
ず
で
す
。
ま

ず
は
、
学
ぼ
う
と
す
る
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。
よ
っ
て
、
苦
手
意
識
を
払
拭
し
て
、
子
供
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に
正
し

い
知
識
を
身
に
付
け
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
子
供
に
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
れ
ば
良
い
の
で
す
。
保
護
者
が
、
注

意
し
て
、
子
供
た
ち
が
知
ら
な
い
う
ち
に
被
害
に
あ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、ネ
ッ
ト
等
に
対
し
て
保
護
者
が
子
供
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
と
し
て
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
一
つ
目
は
「
正
し
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
る
」
で
す
。
現
代
社
会
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
せ
ず

に
生
活
す
る
こ
と
は
も
は
や
あ
り
え
ま
せ
ん
。
子
供
達
は
次
第
に
興
味
を
持
ち
始
め
、
利
用
し
始
め
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

そ
れ
ま
で
に
保
護
者
が
し
っ
か
り
と
勉
強
を
し
、
興
味
を
持
ち
始
め
る
前
か
ら
少
し
ず
つ
子
供
に
教
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
初
め
が
と
て
も
肝
心
で
す
。
子
供
が
成
長
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
知
識
、
技
術
、
モ
ラ
ル
等
が
理
解
出
来
始
め

た
ら
利
用
で
き
る
範
囲
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
で
す
。

二
つ
め
は
「
家
庭
内
に
ル
ー
ル
を
作
る
」
で
す
。

子
供
だ
け
で
は
利
用
さ
せ
な
い
。万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
は
す
ぐ
に
両
親
に
相
談
す
る
、ル
ー

ル
を
破
っ
た
ら
一
定
期
間
使
用
禁
止
等
、家
庭
内
で
独
自
の
ル
ー
ル
を
作
り
、そ
れ
を
当
た
り
前
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
時
、
保
護
者
だ
け
が
勝
手
に
ル
ー
ル
を
作
る
の
で
は
な
く
、
子
供
と
一
緒
に
話
し
合
い
な
が
ら
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
一
緒
に
考
え
た
こ
と
な
ら
子
供
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
て
済
む
し
、
何
よ
り
、
子
供
た
ち
が
そ
れ
を
守
る
と
い

う
意
識
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

三
つ
め
は
「
子
供
に
持
た
せ
る
機
器
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
等
を
設
定
す
る
」
で
す
。
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現
在
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
始
め
、
携
帯
音
楽
機
器
や
、
無
線
L
A
N
な
ど
を
使
用
す
る
ゲ
ー
ム
機
な
ど

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
ゲ
ー
ム
機
は
子
供
た
ち
が
家
か
ら
持
ち
出
す

可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
親
の
監
視
出
来
な
い
場
所
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

子
供
た
ち
に
持
た
せ
る
モ
バ
イ
ル
機
器
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
等
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
性
的
あ
る
い
は
反
社
会
的
な
情
報
を
含
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
や
サ
イ
ト
を
一
定
の
基
準
に
基
づ

い
て
選
別
し
、
子
供
達
が
利
用
す
る
携
帯
電
話
や
W
E
B
ブ
ラ
ウ
ザ
か
ら
閲
覧
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
を
指
し

ま
す
。
最
近
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
以
外
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
、
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
も
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
出

来
る
よ
う
で
す
。
特
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
ネ
ッ
ト
用
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
ア
プ
リ
専
用
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
安
全
に
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

子
供
た
ち
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
問
題
や
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
も
保
護
者
が
進
ん
で
取
り
組
ん
で
あ
げ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

そ
れ
は
、
L
I
N
E
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
L
I
N
E
も
も
ち
ろ
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て

お
り
、
L
I
N
E
を
使
っ
て
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

L
I
N
E
は
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
利
用
し
て
い
ま
す
。
大
人
は
、
利
用
方
法
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
し
て
、

自
分
で
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
供
は
中
々
す
ぐ
に
理
解
は
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
も
保
護
者

は
、
子
供
の
た
め
に
自
分
が
勉
強
し
て
正
し
い
使
用
方
法
を
子
供
に
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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八
　

L
I
N
E
で
の
注
意
方
策
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
L
I
N
E
を
使
用
す
る
際
に
何
に
気
を
付
け
る
べ
き
な
の
か
。
や
は
り
、
私
は
子
供
た
ち
に
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
先
程
の
ネ
ッ
ト
と
同
様
L
I
N
E
で
も
三
つ
の
注

意
事
項
を
挙
げ
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、
一
つ
め
は
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
時
の
注
意
事
項
で
す
。
L
I
N
E
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
登
録
を
始
め
る
と
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
内
の
ア
ド
レ
ス
帳
デ
ー
タ
を
送
信
し
ま
す
か
と
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
登
録
し
た
時
に
、
自
動
で
ア
ド
レ
ス
帳

に
登
録
さ
れ
て
お
り
L
I
N
E
を
利
用
し
て
い
る
人
を
友
達
と
い
う
一
枠
で
括
っ
て
く
れ
る
便
利
な
機
能
で
す
。し
か
し
、

全
く
知
ら
な
い
人
や
、
不
必
要
な
人
と
も
繋
が
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
昔
の
友
人
の
電
話
番
号
を
現

在
は
見
ず
知
ら
ず
の
人
が
使
っ
て
い
る
場
合
や
、
私
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
電
話
を
か
け
た
こ
と
が
あ
る
取
引
先
の
人

等
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
L
I
N
E
の
登
録
時
、
ア
ド
レ
ス
帳
の
デ
ー
タ
は
送
信
し
な
く
て
も
通
常
通
り
登
録
が

出
来
ま
す
。
で
す
の
で
、わ
ざ
わ
ざ
情
報
を
送
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者
は
、子
供
が
L
I
N
E
を
使
用
す
る
際
は
、

そ
の
旨
を
し
っ
か
り
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。
手
動
で
友
達
を
検
索
し
て
い
く
よ
う
に
勧
め
て
い
け
ば
、
初
め
は
大
変
か
と
思
い

ま
す
が
、
不
必
要
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
更
に
、
L
I
N
E
の
特
徴
、
問
題
点
な
ど
を
し
っ

か
り
と
説
明
し
、
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
め
は
、
利
用
時
の
注
意
事
項
で
す
。

L
I
N
E
の
利
用
を
始
め
て
み
る
と
、
初
期
設
定
の
ま
ま
だ
と
ア
ド
レ
ス
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
L
I
N
E
を
利
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用
し
て
い
る
人
は
友
達
枠
に
自
動
で
登
録
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
更
に
、
自
分
が
ア
ド
レ
ス
帳
か
ら
削
除
し
て
い
て
も
、
相

手
の
ア
ド
レ
ス
帳
に
番
号
の
登
録
が
残
っ
て
い
る
と
友
達
か
も
と
い
う
枠
に
入
っ
て
し
ま
い
簡
単
に
検
索
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
不
要
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
え
ま
す
。
で
す
の
で
、
自
動
で
友
達
枠
を
追

加
せ
ず
に
自
分
で
見
て
選
べ
る
手
動
に
す
る
べ
き
な
の
で
す
。
方
法
と
し
て
は
設
定
で
「
友
だ
ち
自
動
追
加
」
機
能
を
オ
フ

に
す
る
と
簡
単
に
で
き
ま
す
。

更
に
、
勝
手
に
他
人
か
ら
検
索
が
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
設
定
の
「
友
だ
ち
へ
の
追
加
を
許
可
」
機
能
を
オ
フ
に

す
れ
ば
他
人
か
ら
勝
手
に
友
達
枠
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
い
つ
の
間
に
か
登
録
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
、
連
絡
し
た
く
な
い
人
、
不
必
要
な
連
絡
ば
か
り
送
っ
て
く
る

人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
機
能
を
使
用
し
て
連
絡
を
遮
断
し
て
し
ま
え
ば
良
い
の

で
す
。
相
手
に
通
知
が
行
く
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
自
分
が
不
必
要
と
思
う
人
物
は
気
に
せ
ず
に
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
け
ば
よ

い
の
で
す
。
そ
れ
が
ト
ラ
ブ
ル
等
か
ら
身
を
守
る
方
法
な
の
で
す
。

最
後
の
三
つ
め
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
関
係
の
注
意
事
項
で
す
。

ま
ず
、
L
I
N
E
に
つ
い
て
で
す
が
、
I
D
交
換
掲
示
板
等
を
利
用
し
な
い
た
め
に
も
、
必
要
な
時
以
外
は
設
定
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
L
I
N
E
I
D
を
設
定
す
る
場
合
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
と
I
D
を
同
じ
の
に
設
定
せ
ず
別
の

も
の
に
す
る
こ
と
で
す
。
他
人
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
を
防
止
す
る
た
め
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
と
I
D
を
区
別
し
て
、
更
に

誰
で
も
想
定
出
来
て
し
ま
う
パ
ス
ワ
ー
ド
に
は
し
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
万
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
L
I
N
E
一
連
の
乗
っ
取
り
事
案
が
多
発
し
た
た
め
、
パ
ス
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
四
ケ
タ
の
番
号
を
設
定
出
来
る
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様
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
何
者
か
が
、
不
正
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
人
力
し

て
も
、
更
に
パ
ス
コ
ー
ド
を
人
力
し
な
け
れ
ば
入
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
能
を
使
っ
て
不
正
ア
ク
セ
ス
、
な
り
す
ま

し
防
止
に
努
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
親
子
で
時
々
状
況
を
確
認
し
、
少
し
で
も
疑
問
に
思
う
こ
と
は
相
談
出
来
る
環
境

作
り
に
努
め
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
出
遅
れ
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に
対
応
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

九
　
終
わ
り
に

現
在
社
会
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
切
り
離
せ
な
い
存
在
で
す
。
今
回
私
が
題
材
に
し
た
L
I
N
E
と
い
う
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
も
ち
ろ
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
も
の
で
切
り
離
せ
な
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
身
近
さ
と
便
利
さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
利
用
し
た
問
題
や
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。
そ
の
状
況
等
に
大
人
や
保
護

者
が
敏
感
に
反
応
し
、
恐
ろ
し
さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
犯
罪
は
予
防
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
姿
が
見

え
な
い
ネ
ッ
ト
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、一
歩
間
違
え
れ
ば
大
き
な
問
題
に
発
展
し
、最
悪
の
場
合
は
、犯
罪
者
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
、犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。正
し
く
安
全
に
利
用
す
る
こ
と
で
子
供
た
ち
は
守
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。

ネ
ッ
ト
の
怖
さ
に
つ
い
て
子
供
た
ち
は
、
す
ぐ
に
理
解
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
人
で
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
を
見
過
ご
せ
ば
防
げ
た
は
ず
の
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
理

解
を
深
め
、
徐
々
に
出
来
る
範
囲
を
広
げ
て
い
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
、
私
は
、
大
人
や
保
護
者
が
逃
げ
ず
に
し
っ
か
り
と
ネ
ッ
ト
に
対
し
て
の
勉
強
を
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し
て
、
子
供
た
ち
に
正
し
い
知
識
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
無
知
な
子
供
た
ち
が
不
必
要
な
ト
ラ
ブ
ル

や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
、
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
苦
手
意
識
を
払
拭
し
て
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
安
全
に
暮
ら

し
て
い
け
る
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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人
間
に
優
し
い
ネ
ッ
ト
社
会
を
作
る
た
め
に

会
社
員 

（
京
都
新
聞
社
文
化
部
専
門
記
者
） 

森
田　

信
明
（
64
）

〈
は
じ
め
に　
―
ま
だ
未
成
熟
な
技
術
―
〉

誰
も
が
ど
こ
か
ら
で
も
瞬
時
に
、
自
分
の
言
葉
や
画
像
を
世
界
へ
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
て
夢
だ
っ
た
テ
レ
ビ

電
話
も
簡
単
に
可
能
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ネ
ッ
ト
）
は
私
た
ち
の
生
活
に
革
命
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
何

よ
り
も
重
要
な
の
は
、
誰
も
が
情
報
の
発
信
者
に
な
り
得
た
こ
と
だ
。
国
民
が
自
由
な
発
信
や
交
流
手
段
を
得
た
こ
と
で
、
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「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
よ
う
に
政
治
の
民
主
化
を
進
め
る
大
き
な
力
に
も
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
一
方
で
ネ
ッ
ト
は
多
く
の
犯
罪
の
媒
介
役
に
な
っ
て
い
る
。Facebook

やT
w

itter

、
L
I
N
E
な
ど
、
種
類

も
利
用
も
増
え
た
S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
、
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
が
悪
用
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
被
害
に
遇
う
性
的
事
件
や
い
じ
め
、
詐
欺
な
ど
の
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。
そ
れ
が
き
っ
け
に
な
っ
た
悲
惨

な
殺
人
事
件
も
相
次
い
で
い
る
。
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
預
金
の
不
正
引
き
出
し
や
、
公
共
機
関
や
企
業
の
デ
ー
タ
を
盗
み

出
す
事
件
も
頻
発
し
て
い
る
。
警
察
庁
に
よ
る
と
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
平
成
二
五
年
の
検
挙
件
数
は
八
、
一
一
三
件
に
の
ぼ

る
（
①
）。
水
面
下
に
は
さ
ら
に
多
く
の
被
害
が
潜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

ネ
ッ
ト
は
そ
う
い
う
明
と
暗
の
両
面
の
顔
を
持
っ
た
ツ
ー
ル
（
道
具
）
な
の
だ
。
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
半
面
、
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
面
も
抱
え
て
い
る
。

軍
事
用
に
開
発
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
開
放
さ
れ
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
だ
。
基
本
O
S
の

W
indow

s95

が
発
売
さ
れ
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
元
年
」
と
言
わ
れ
る
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
年
程
度
し
か
た
っ
て
い
な
い
。

大
き
な
「
暗
」
の
側
面
を
残
し
て
い
る
の
は
、
ま
だ
未
成
熟
な
技
術
で
あ
る
証
明
だ
ろ
う
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
防
止
策
を
考
え
る
こ
と
は
、
未
成
熟
な
ネ
ッ
ト
世
界
を
よ
り
人
間
に
優
し
い
も
の
に
、
ど
う
発
展
さ
せ

て
い
く
の
か
、
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。

ネ
ッ
ト
の
事
件
、事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
利
用
者
が
学
ぶ
べ
き
だ
、と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、問
題
は
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

ツ
ー
ル
（
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
や
ソ
フ
ト
）
や
社
会
の
ル
ー
ル
・
制
度
の
側
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

三
つ
側
面
の
す
べ
て
か
ら
取
り
組
ま
な
い
と
効
果
の
あ
る
対
策
に
は
な
ら
な
い
。
交
通
事
故
の
防
止
に
は
、
利
用
者
（
運
転
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者
、
歩
行
者
）、
ツ
ー
ル
＝
自
動
車
、
ル
ー
ル
＝
交
通
規
則
や
道
路
整
備
―
の
三
つ
側
面
か
ら
の
総
合
的
な
対
策
が
必
要
な

の
と
同
じ
だ
。

（
Ⅰ
）
サ
イ
バ
ー
空
間
が
持
つ
四
つ
の
問
題
点

対
策
を
考
え
る
前
に
、
ネ
ッ
ト
世
界
の
持
つ
四
つ
の
問
題
点
を
点
検
し
て
お
き
た
い
。
高
速
で
走
る
自
動
車
が
人
間
に
大

き
な
負
荷
を
与
え
る
（
事
故
が
起
き
れ
ば
悲
惨
な
結
果
を
招
き
、
運
転
に
も
緊
張
を
強
い
る
）
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
も
利
便
性

の
一
方
で
人
間
の
感
覚
や
生
活
に
大
き
な
違
和
感
や
負
担
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
そ
の
「
壁
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
や
事
件

の
背
景
に
な
っ
て
い
る
。
高
速
走
行
の
危
険
性
を
知
っ
て
い
る
か
ら
安
全
対
策
が
で
き
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
ず
ネ
ッ
ト

の
問
題
点
を
掘
り
下
げ
て
お
こ
う
。

（
一
）　

現
実
世
界
と
の
落
差

ネ
ッ
ト
が
瞬
時
に
距
離
を
超
え
ら
れ
る
の
は
デ
ー
タ
を
極
限
ま
で
単
純
化
し
て
い
る
か
ら
だ
。
メ
ー
ル
や
S
N
S
は
文

字
や
画
像
だ
け
、
つ
ま
り
五
感
の
ほ
ん
の
一
部
だ
け
を
伝
え
て
い
る
。
現
実
＝
リ
ア
ル
の
世
界
で
人
間
同
士
が
話
す
時
は
、

相
手
の
目
や
体
の
動
き
、喜
び
な
ど
の
表
情
も
伝
わ
る
。
私
た
ち
は
多
く
の
要
素
を
伝
え
、感
じ
取
り
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
る
。
だ
か
ら
文
字
や
画
像
だ
け
が
行
き
交
う
S
N
S
は
あ
く
ま
で
も
疑
似
的
な
交
流
や
出
会
い
で
し
か
な

い
。
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ネ
ッ
ト
で
得
ら
れ
る
情
報
も
同
じ
だ
。
検
索
サ
イ
ト
を
通
じ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
の
は
、
誰

か
が
目
的
を
持
っ
て
公
開
し
た
情
報
で
、
誤
っ
て
い
た
り
、
古
か
っ
た
り
、
偏
っ
た
、
利
益
だ
け
を
狙
っ
た
内
容
も
多
い
。

京
都
大
学
の
新
総
長
に
就
任
し
た
霊
長
類
学
者
の
山
極
寿
一
氏
は
近
著
「『
サ
ル
化
』
す
る
人
間
社
会
」
で
、
人
間
と
最

も
近
い
同
じ
霊
長
類
の
ゴ
リ
ラ
の
生
態
を
例
に
と
り
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
人
間
本
来
の
も
の
と
は

異
質
で
、
危
険
だ
、
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

人
間
と
同
じ
よ
う
に
家
族
を
大
切
に
す
る
ゴ
リ
ラ
は
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
顔
を
見
合
わ
せ
て
相
手
の
気
持

ち
を
理
解
し
合
い
、
競
争
に
よ
る
敗
者
を
つ
く
ら
ず
互
い
に
共
存
し
て
暮
ら
し
て
い
る
。
ま
る
で
牧
歌
的
な
時
代
の
人
間
の

よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
群
れ
で
権
力
構
造
を
つ
く
っ
て
暮
ら
す
サ
ル
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。

人
間
も
本
来
、
ゴ
リ
ラ
と
同
じ
よ
う
な
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
理
解
し
合
う
生
態
を
持
っ
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト

の
世
界
は
そ
れ
と
相
容
れ
な
い
原
理
で
作
ら
れ
て
い
る
、
と
山
極
氏
は
指
摘
す
る
。

著
書
で
は
「
人
間
は
、
生
身
の
体
を
な
か
な
か
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
生
物
学
的
な
心
が
常
に
基
盤
に
あ
り
、

昔
か
ら
そ
の
部
分
は
あ
ま
り
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
」「
私
た
ち
は
言
葉
を
使
い
、あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
を
使
い
、

情
報
交
換
し
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
情
報
は
対
面
し
た
相
手
の
目
を
通
し
て
得
ら
れ
る

は
ず
で
す
。
人
間
は
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
態
度
、
顔
、
表
情
や
目
の
動
き
か
ら
相
手
の
性
格
を
つ

か
み
、
評
価
を
し
ま
す
」
と
書
く
（
②
）。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
そ
れ
く
ら
い
全
人
的
な
も
の
な
の
だ
と
い
う
。
だ

か
ら
山
極
氏
は
今
も
、
携
帯
電
話
を
持
た
な
い
ア
ナ
ロ
グ
派
で
通
し
て
い
る
。

「『
サ
ル
化
』
す
る
―
」
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
る
、
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
登
場
す
る
。
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若
い
時
、
ゴ
リ
ラ
の
調
査
で
ア
フ
リ
カ
の
森
林
地
帯
に
滞
在
し
た
際
、
洞
穴
で
雨
宿
り
を
し
て
い
る
と
、「
タ
イ
ア
ス
」

と
名
付
け
た
子
ど
も
の
ゴ
リ
ラ
も
雨
宿
り
に
来
て
氏
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
。
敵
意
が
な
い
の
を
感
じ
取
る
と
一
緒
に
洞
穴
に

入
り
、
氏
の
膝
に
乗
り
か
か
っ
て
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

研
究
を
終
え
て
帰
国
し
て
二
六
年
後
、
氏
は
再
び
そ
の
森
に
行
っ
た
。
年
老
い
た
タ
イ
ア
ス
と
再
会
し
た
と
き
、
最
初
は

誰
な
の
か
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が
、
氏
が
ゴ
リ
ラ
の
挨
拶
の
声
を
真
似
る
と
、
タ
イ
ア
ス
の
目
は
輝
き
、
子
ど
も
の

よ
う
な
表
情
に
戻
っ
た
。
氏
を
覚
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
か
つ
て
や
っ
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
の
ゴ
リ
ラ
と
一

緒
に
取
っ
組
み
合
い
を
始
め
た
。昔
は
楽
し
か
っ
た
な
ー
。タ
イ
ア
ス
が
そ
う
い
う
気
持
ち
を
伝
え
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。

四
半
世
紀
た
っ
て
も
忘
れ
な
い
、
魂
の
通
い
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
の
が
ゴ
リ
ラ
や
人
間
な
の
だ
と
い

う
。
そ
う
思
う
と
、
メ
ー
ル
の
薄
っ
ぺ
ら
な
や
り
取
り
で
何
が
伝
わ
る
の
か
―
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。
顔
を
見
合
わ
せ
る

人
間
本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
大
切
に
し
た
い
。

氏
の
話
は
ネ
ッ
ト
の
「
虚
」
の
世
界
に
浸
る
こ
と
へ
の
警
告
だ
が
、
な
ぜ
S
N
S
を
通
じ
た
「
出
会
い
」
で
子
ど
も
や

若
者
た
ち
が
騙
さ
れ
て
被
害
に
遭
う
の
か
、
と
い
う
背
景
の
分
析
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
加
害
者
た
ち
は
相
手
に
正
し
く

理
解
さ
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
意
図
を
隠
し
て
巧
み
に
騙
せ
る
の
だ
。

（
二
）
孤
立
化
の
危
険
性

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
欠
陥
と
も
言
え
る
特
徴
は
、
一
人
で
孤
立
し
て
操
作
す
る
こ
と
だ
。
何
を
し
て
い
る
か
周
囲
か
ら
は

分
か
ら
な
い
。
孤
立
し
て
い
る
こ
と
は
助
け
る
人
間
も
な
く
、
加
害
者
に
は
格
好
の
空
間
に
な
る
。
S
N
S
で
子
ど
も
た
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ち
が
相
手
の
誘
い
や
恫
喝
に
驚
く
ほ
ど
無
防
備
に
応
じ
て
し
ま
う
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

見
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
攻
撃
す
る
側
を
大
胆
に
す
る
。
和
田
伸
一
郎
・
中
部
大
准
教
授
（
メ
デ
ィ
ア
論
）
は
著
書
で
、

二
〇
〇
四
年
に
起
き
た
イ
ラ
ク
で
日
本
人
の
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
が
人
質
に
な
っ
た
事
件
の
際
、
ネ
ッ
ト
で
「
自
業

自
得
」
と
バ
ッ
シ
ン
グ
が
浴
び
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
無
責
任
に
誹
謗
中
傷
で
き
る
の
は
「
ネ
ッ
ト
の
バ
ー
チ
ャ
ル
な

空
間
と
〈
繋
が
っ
た
〉〈
個
室
〉
に
退
き
こ
も
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
り
」「
世
界
へ
と
姿
を
現
す
こ
と
な
く
、
臆
病
な
や
り

方
で
悪
を
犯
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
」（
③
）
と
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
特
性
を
分
析
し
て
い
る
。

孤
立
し
、
隠
さ
れ
た
「
個
室
」
が
犯
罪
や
攻
撃
を
生
む
空
間
に
も
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

関
連
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
口
汚
い
罵
り
や
悪
意
に
満
ち
た
デ
マ
、
悪
質
な
個
人
情
報
の
暴
露
、
民
族
差

別
…
と
、
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
や
S
N
S
の
世
界
を
の
ぞ
く
と
、
汚
く
、
悪
意
に
満
ち
た
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
表
現

の
自
由
は
最
も
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
権
利
の
一
つ
だ
が
、
飛
び
交
う
言
葉
は
そ
れ
と
は
無
縁
の
も
の
だ
。
人
か
ら

見
ら
れ
る
恐
れ
が
な
い
こ
と
が
強
い
攻
撃
性
を
生
ん
で
い
る
、
と
心
理
学
者
は
分
析
す
る
。
ネ
ッ
ト
空
間
は
危
険
な
心
理
的

世
界
を
生
ん
で
い
る
。

（
三
）
ネ
ッ
ト
依
存
の
罠

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
長
時
間
使
用
し
、や
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
状
態
」
が
「
ネ
ッ
ト
依
存
症
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
④
）。

文
科
省
に
よ
る
平
成
二
六
年
度
の
小
中
学
生
の
学
力
テ
ス
ト
の
際
に
行
わ
れ
た
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
状
況

調
査
で
、
子
ど
も
た
ち
の
過
剰
な
ネ
ッ
ト
使
用
を
示
す
デ
ー
タ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
「
ネ
ッ
ト
依
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存
」、
あ
る
い
は
そ
れ
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
で
一
日
二
時
間
以
上
、
通
話
や
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
の
割
合
が
中
学

生
で
三
四
・
九
％
、
小
学
生
で
も
三
〇
・
一
％
を
占
め
て
お
り
、
四
時
間
以
上
使
っ
て
い
る
子
ど
も
も
中
学
生
で
一
〇
・

八
％
、
小
学
生
で
八
・
八
％
い
た
。
ぞ
っ
と
す
る
数
字
だ
。
数
字
は
年
を
追
っ
て
増
え
続
け
て
い
る
。

学
力
に
影
響
し
な
い
わ
け
が
な
い
。
携
帯
・
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
い
る
時
間
の
長
さ
に
応
じ
て
学
力
テ
ス
ト
の
成
績
は
悪
く

な
り
、四
時
間
以
上
使
っ
て
い
る
子
ど
も
と
三
〇
分
未
満
の
子
ど
も
で
は
中
学
生
の
数
学
A
の
平
均
点
（
一
〇
〇
点
満
点
）

で
実
に
一
七
・
〇
点
、
小
学
生
の
算
数
A
で
も
一
三
・
二
点
の
差
が
あ
っ
た
。
他
の
教
科
も
使
用
時
間
が
増
え
る
の
に
比

例
し
て
平
均
点
が
落
ち
て
い
た
。

ま
た
総
務
省
が
行
っ
た
平
成
二
六
年
度
の
高
校
一
年
生
へ
の
調
査
で
は
、
ス
マ
ホ
の
使
用
が
一
日
三
時
間
を
超
え
る
生
徒

が
平
日
で
三
四
・
一
％
、
休
日
で
は
五
〇
・
三
％
、
五
時
間
を
超
す
生
徒
も
平
日
で
一
二
・
五
％
、
休
日
で
二
二
・
〇
％
に

の
ぼ
っ
た
（
⑤
）。

国
立
病
院
機
構
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
の
樋
口
進
院
長
に
よ
る
と
、
ネ
ッ
ト
依
存
は
感
情
が
制
御
で
き
な
い
、
思
考
力
の

低
下
な
ど
心
身
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
（
⑥
）。
ネ
ッ
ト
依
存
の
傾
向
は
危
機
的
な
水
準
に
達
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
の
未
来
も
危
う
く
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
依
存
が
も
た
ら
す
ひ
ず
み
は
大
人
の
世
界
で
も
目
立
つ
。
最
近
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
座
り
な
が
ら
話
も
せ
ず
、
別
々

に
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
つ
め
て
い
る
不
思
議
な
若
者
た
ち
を
よ
く
見
か
け
る
。
広
い
意
味
で
の
ネ
ッ
ト
依
存
が
も
た
ら
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
の
一
つ
の
現
象
だ
ろ
う
。
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理
化
学
研
究
所
の
S
T
A
P
細
胞
を
め
ぐ
る
論
文
不
正
問
題
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
コ
ピ
ペ
（
コ
ピ
ー
・
ア
ン

ド
・
ペ
ー
ス
ト
）」
と
呼
ば
れ
る
他
人
の
文
章
の
盗
用
の
横
行
も
、
ネ
ッ
ト
検
索
で
手
軽
に
他
人
の
文
章
が
調
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
生
ん
だ
、
ネ
ッ
ト
依
存
の
現
象
の
一
つ
だ
ろ
う
。

大
学
で
は
学
生
の
コ
ピ
ペ
が
横
行
し
コ
ピ
ペ
判
定
ソ
フ
ト
ま
で
登
場
し
て
い
る
が
、
嘆
か
わ
し
い
こ
と
に
新
聞
記
者
ら
の

コ
ピ
ペ
盗
作
も
近
年
、
相
次
い
で
発
覚
し
て
い
る
。

下
手
で
も
い
い
か
ら
、
自
分
の
力
で
調
べ
て
考
え
表
現
す
る
と
こ
ろ
か
ら
知
的
作
業
が
始
ま
る
。
だ
が
ネ
ッ
ト
は
過
去
の

資
料
を
簡
単
に
見
や
す
く
し
、
こ
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
省
略
し
「
手
抜
き
」
し
よ
う
と
誘
う
副
作
用
を
持
っ
て
い
る
。
ネ
ッ

ト
依
存
は
知
的
能
力
を
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
の
基
本
的
な
モ
ラ
ル
さ
え
揺
る
が
し
て
い
る
。

（
四
）
利
益
主
義
の
構
造

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
文
化
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、Google

な
ど
の
検
索
サ
イ
ト
やFacebook

な
ど
の
S
N
S
が
、

多
く
が
米
国
発
で
、
い
ず
れ
も
巧
み
な
収
益
構
造
を
持
ち
若
い
開
発
者
た
ち
が
巨
万
の
富
を
築
い
て
い
る
こ
と
だ
。
い
ず
れ

も
随
所
に
広
告
を
掲
示
し
て
閲
覧
や
広
告
の
ク
リ
ッ
ク
数
に
応
じ
て
収
益
が
増
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

検
索
サ
イ
ト
で
は
検
索
に
合
わ
せ
て
関
連
広
告
が
掲
示
さ
れ
、
ク
リ
ッ
ク
が
増
え
や
す
い
構
造
を
作
っ
て
い
る
。
利
用
者

が
見
て
く
れ
れ
ば
収
益
が
増
え
る
た
め
、検
索
サ
イ
ト
や
S
N
S
は
利
用
者
を
引
き
寄
せ
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
ネ
ッ

ト
依
存
に
は
、
強
め
ら
れ
た
ソ
フ
ト
の
吸
引
力
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
き
た
い
。

精
神
科
医
の
香
山
リ
カ
氏
は
近
著
で
、「
依
存
性
の
高
い
製
品
を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
企
業
だ
け
が
〝
帝
国
”
と
し
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て
急
成
長
で
き
る
」と
い
う
ア
ッ
プ
ル
社
元
幹
部
の
言
葉
を
引
用
し
、S
N
S
を「『
餌
付
け
』の
仕
組
み
を
作
っ
て
ユ
ー
ザ
ー

を
依
存
症
に
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」（
⑦
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

誰
も
が
改
良
可
能
な
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
O
S
で
あ
るLinux

の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
の
公

益
性
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
文
化
の
発
展
を
考
え
る
と
、
収
益
性
に
偏
っ
た
形
以
外
の
ソ
フ
ト
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な

い
。
将
来
は
そ
う
い
う
方
向
に
進
む
、
と
指
摘
す
る
評
論
家
も
い
る
（
⑧
）。
そ
う
い
う
目
で
、
現
在
の
ネ
ッ
ト
文
化
を
過

渡
的
な
も
の
、
と
批
判
的
に
見
る
視
点
も
持
っ
て
お
き
た
い
。

（
Ⅱ
）
三
つ
の
側
面
か
ら
の
対
策

（
一
）　

利
用
者
の
対
策

（
ア
）
依
存
か
ら
の
脱
却

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
に
限
ら
ず
大
人
も
含
め
て
ネ
ッ
ト
世
界
と
距
離
を
置
き
冷
静
に
活
用
す
る
力
を
持
つ
こ

と
だ
。「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」（
情
報
活
用
能
力
）
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
そ
れ
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
ま
ず
ス
マ
ホ
を
手

放
す
時
間
を
増
や
す
こ
と
。
そ
し
て
現
実
＝
リ
ア
ル
の
世
界
で
行
動
し
家
族
や
友
人
と
対
話
し
よ
う
。
リ
ア
ル
の
世
界
の
方

が
は
る
か
に
楽
し
い
発
見
や
出
会
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
は
ず
だ
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
対
策
は
、
石
川
県
が
二
〇
〇
九
年
に
「
携
帯
電
話
を
持
た
せ
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
条
例
を
制
定

す
る
な
ど
、
条
例
で
小
中
学
生
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
の
利
用
を
規
制
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
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い
ず
れ
も
処
罰
の
な
い
努
力
規
定
で
、
石
川
県
が
そ
れ
で
携
帯
電
話
の
所
持
率
を
極
端
に
下
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
親
や
子
ど
も
た
ち
に
携
帯
や
ス
マ
ホ
利
用
の
マ
イ
ナ
ス
面
や
危
険
性
を
考
え
さ
せ
、
自
分
か
ら
所
持
を
や
め
た
り
、

使
用
を
控
え
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
効
果
は
大
き
い
。

実
際
、
私
権
の
極
端
な
制
限
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
し
、
外
部
か
ら
強
制
し
て
持
た
せ
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
か
は
疑
問

だ
ろ
う
。「
決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
持
た
な
い
」
と
い
う
他
人
任
せ
の
判
断
で
は
限
界
が
あ
る
。
大
学
生
や
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
依
存
が
始
ま
る
だ
け
で
は
仕
方
が
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
危
険
性
を
理
解
し
、
距
離
を
置
い
て
使
え
る
力
を
身

に
付
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
。

条
例
は
そ
の
動
機
付
け
に
活
用
す
る
、
と
考
え
た
方
が
い
い
。
条
例
化
し
な
く
て
も
、
学
校
や
地
域
で
自
主
的
に
携
帯
、

ス
マ
ホ
の
「
追
放
」
や
「
制
限
」
に
取
り
組
む
方
法
も
あ
る
だ
ろ
う
。

子
ど
も
た
ち
が
携
帯
や
ス
マ
ホ
を
所
持
す
る
場
合
、
有
害
情
報
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
は
必
須

だ
。
二
〇
〇
九
年
に
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法
が
制
定
さ
れ
、
一
八
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
が
使
用
す
る
携

帯
に
は
事
業
者
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
た
が
、
保
護
者
の
申
請
が
あ
れ
ば
解
除
で
き
る
。

W
iFi

機
能
を
用
い
る
ス
マ
ホ
は
、
事
業
者
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
の
設
置
を
推
奨
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
最
後
は
本
人
と
家
族
の
判
断
だ
。

平
成
二
五
年
度
の
内
閣
府
の
調
査
で
は
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ホ
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
取
り
付
け
て
い
る
の
は
小
学
生
で

六
二
・
二
％
、
中
学
生
で
六
一
・
一
％
、
高
校
生
で
四
九
・
三
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
（
⑨
）。
本
人
や
親
の
危
険
性
の
認

識
が
ま
だ
薄
い
こ
と
の
表
れ
だ
ろ
う
。
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警
察
庁
の
調
査
で
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
犯
罪
に
遭
っ
た
一
八
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち

の
九
四
・
五
％
、
つ
ま
り
ほ
と
ん
ど
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
（
⑩
）。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
と

有
効
性
を
何
よ
り
も
明
白
に
示
す
デ
ー
タ
だ
。

神
奈
川
、
静
岡
県
な
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
の
携
帯
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
外
す
際
、
条
例
で
保
護
者
の
書
面
に
よ
る
申
請

を
義
務
化
し
た
自
治
体
や
、
福
岡
県
の
よ
う
に
条
例
で
ス
マ
ホ
の
推
奨
さ
れ
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
示
す
自
治
体
も
あ
る
。

冷
静
に
考
え
る
と
分
か
る
が
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
あ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
一
般
的
な
携
帯
や
ス
マ
ホ
利
用
に
ど
れ
ほ
ど

支
障
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
用
い
な
か
っ
た
際
の
危
険
を
考
え
る
と
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
解
除
で
き
な
い
完
全
な
義
務
化

に
変
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
犯
罪
被
害
に
遇
い
や
す
い
と
い
う
危
険
性
を
軽
く
見
て
は
な
ら
な
い
。

ス
マ
ホ
の
テ
レ
ビ
C
M
が
多
い
が
、
そ
の
際
「
一
八
歳
未
満
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と

テ
ロ
ッ
プ
な
ど
で
呼
び
掛
け
る
の
も
効
果
的
だ
ろ
う
。

長
く
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
利
用
問
題
と
取
り
組
ん
で
い
る
下
田
博
次
・
群
馬
大
名
誉
教
授
は
著
書
で
、
子
ど
も
た
ち
が
携
帯

電
話
で
ネ
ッ
ト
利
用
し
て
起
き
た
犯
罪
被
害
や
非
行
の
例
を
挙
げ
、
国
や
業
界
の
無
策
の
責
任
を
追
及
し
て
い
る
（
⑪
）。

だ
が
電
車
の
中
や
歩
き
な
が
ら
ス
マ
ホ
に
熱
中
す
る
な
ど
、
多
く
の
大
人
た
ち
が
ネ
ッ
ト
依
存
に
近
い
状
態
に
陥
っ
て
い

て
、
子
ど
も
だ
け
に
「
持
つ
な
」「
見
る
な
」
と
言
っ
て
も
効
果
が
薄
い
し
、
不
毛
だ
。
大
人
に
こ
そ
ス
マ
ホ
の
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
が
必
要
な
面
が
あ
る
。

子
ど
も
も
大
人
も
含
め
て
生
活
の
中
で
自
然
や
人
と
向
き
合
い
、
リ
ア
ル
の
世
界
の
方
が
面
白
い
と
感
じ
て
ネ
ッ
ト
か
ら

距
離
を
置
く
よ
う
に
な
る
の
が
最
も
望
ま
し
い
。
こ
れ
ま
で
の
I
T
教
育
は
I
T
技
術
を
「
習
う
」「
覚
え
る
」
と
い
う
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受
け
身
の
技
術
教
育
が
中
心
だ
っ
た
が
、
I
T
に
潜
む
危
険
性
と
、
距
離
を
置
い
て
使
う
こ
と
を
教
え
る
逆
説
的
な
「
I
T

教
育
」
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

思
想
家
の
東
浩
紀
氏
は
近
著
で
、
ネ
ッ
ト
の
網
の
目
か
ら
逃
れ
自
分
の
頭
で
考
え
る
た
め
に
旅
に
出
て
場
所
を
変
え
る
こ

と
を
勧
め
、
自
ら
実
行
し
て
い
る
。「
ネ
ッ
ト
を
触
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
他
者
の
規
定
し
た
世
界
で
し
か
も
の
を
考
え
ら
れ

な
い
。そ
う
い
う
世
界
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」「
ネ
ッ
ト
に
は
ノ
イ
ズ
が
な
い
。だ
か
ら
リ
ア
ル
で
ノ
イ
ズ
を
入
れ
る
」（
⑫
）

と
い
う
言
葉
は
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

（
イ
）　

基
本
の
徹
底

今
年
七
月
に
発
覚
し
た
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
顧
客
名
簿
流
出
事
件
は
、
業
務
委
託
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
保

守
・
管
理
会
社
の
S
E
（
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
が
金
銭
に
困
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
設
定
対
象
外
だ
っ
た
ス
マ
ホ

に
デ
ー
タ
複
写
が
可
能
な
こ
と
を
発
見
し
て
繰
り
返
し
犯
行
に
及
ん
だ
。
顧
客
デ
ー
タ
の
管
理
体
制
に
甘
さ
が
あ
っ
た
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
。

だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
事
故
の
多
く
も
、
実
は
人
間
の
ミ
ス
や
不
注
意
が
絡
ん
で
起
き
て
い
る
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
経
営
戦
略
研
究
会
編
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
」
で
、
門
林
雄
基
・
奈
良
先
端
科
学

技
術
大
学
院
准
教
授
は
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
起
き
て
い
る
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
紛
争
な
ど
で
は
な
く
、
事
業
者
の
不
注

意
や
リ
ス
ク
認
識
の
欠
如
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ミ
ス
、
利
用
者
の
不
注
意
な
ど
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
」（
⑬
）
と
指
摘
し

て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
情
報
収
集
に
当
た
る
社
団
法
人
J
P
C
R
T
/
C
C
が
対
応
し
た
事
故
の
内
訳



365　人間に優しいネット社会を作るために

を
調
べ
る
と
、
七
割
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
管
理
不
行
き
届
き
に
よ
る
も
の
で
、
技
術
的
に
高
度
な
も
の
は
五
％
に
も
満
た
な

か
っ
た
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
・
情
報
推
進
機
構
（
I
P
A
）
が
公
開
し
て
い
る
不
正
ア
ク
セ
ス
の
届
出
状
況
で
も
、
不

正
ア
ク
セ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
使
用
で
防
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
⑭
）。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
の
導
入
と
更
新
、不
審
な
メ
ー
ル
は
開
け
な
い
―
な
ど
、ま
ず
や
る
べ
き
基
本
的
な
安
全
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
や
り
切
る
こ
と
が
対
策
の
前
提
に
な
る
。

安
全
管
理
で
怖
い
の
は
ベ
ネ
ッ
セ
の
例
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
は
社
員
な
ど
人
の
管
理
だ
。
社
員
の
個
人
パ
ソ
コ
ン
が

ウ
イ
ル
ス
感
染
し
U
S
B
メ
モ
リ
ー
や
社
内
メ
ー
ル
を
介
し
て
企
業
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
に
ウ
イ
ル
ス
侵
入
を
許
す
ケ
ー
ス

も
目
立
つ
。
パ
ス
ワ
ー
ド
を
知
っ
て
い
る
元
社
員
に
よ
る
デ
ー
タ
流
出
な
ど
の
犯
行
も
多
い
。
こ
れ
ら
は
、
ア
ク
セ
ス
権
限

を
持
つ
人
を
段
階
に
分
け
最
低
限
に
絞
る
、
退
職
者
が
出
た
場
合
な
ど
は
I
D
を
変
更
す
る
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管

理
を
的
確
に
す
れ
ば
防
げ
る
。

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
で
よ
く
例
に
挙
げ
ら
れ
る
イ
ラ
ン
の
核
関
連
施
設
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
遠
心
分

離
機
が
停
止
し
た
の
も
、
汚
染
さ
れ
た
U
S
B
メ
モ
リ
ー
を
介
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

だ
が
基
本
的
な
安
全
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た
上
に
立
っ
て
も
、
な
お
攻
撃
は
完
璧
に
は
防
ぎ
き
れ
な
い
。
人
間
が
考
え

た
技
術
だ
か
ら
、
ク
リ
ア
さ
れ
る
危
険
性
は
必
ず
残
る
。
つ
ま
り
一
〇
〇
％
は
な
い
。
リ
ス
ク
へ
の
対
応
能
力
を
上
げ
る
た

め
に
、
公
的
セ
ク
タ
ー
、
事
業
者
、
ネ
ッ
ト
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
関
連
事
業
者
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
に
不
断
の
努
力
を
重
ね
、
連

携
を
図
る
こ
と
が
、
社
会
全
体
の
リ
ス
ク
対
応
能
力
を
上
げ
最
高
の
防
御
に
な
る
の
だ
と
思
う
。

ベ
ネ
ッ
セ
の
事
件
後
の
会
見
を
見
て
驚
い
た
の
は
、「
事
故
」「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
顧
客
に
被
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害
を
与
え
た
加
害
者
の
立
場
な
の
だ
と
い
う
こ
と
や
デ
ー
タ
流
失
の
重
要
性
を
十
分
理
解
し
て
い
な
い
面
が
あ
っ
た
こ
と

だ
。
認
識
の
誤
り
こ
そ
が
業
者
任
せ
の
甘
い
管
理
を
招
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

流
失
し
た
名
簿
は
売
買
さ
れ
拡
散
す
る
。
パ
ス
ワ
ー
ド
の
よ
う
な
金
銭
に
つ
な
が
る
デ
ー
タ
で
な
け
れ
ば
被
害
が
少
な
い

と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
。
社
会
に
は
D
V
の
夫
や
ス
ト
ー
カ
ー
か
ら
逃
れ
て
生
活
す
る
人
も
い
る
。
流
失
し
た
名
簿
に

よ
り
、
身
元
を
隠
し
て
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち
が
被
害
を
受
け
る
恐
れ
も
あ
る
。
適
切
な
対
策
を
怠
っ
て
情
報
流
失

を
招
い
た
企
業
や
公
的
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
個
人
情
報
保
護
法
上
の
責
任
を
、
よ
り
厳
し
く
問
う
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
も

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
再
発
防
止
策
に
な
る
。

（
二
）　

ツ
ー
ル
の
対
策

（
ア
）　

人
間
に
優
し
い
ソ
フ
ト
開
発

ソ
フ
ト
も
日
進
月
歩
だ
。
一
〇
年
前
と
現
在
の
パ
ソ
コ
ン
や
ソ
フ
ト
を
比
べ
れ
ば
、
別
世
界
の
よ
う
に
進
化
し
て
い
る
。

今
後
も
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
よ
り
人
間
に
優
し
い
形
で
変
え
て
い
き
た
い
。

二
〇
一
三
年
一
〇
月
の
女
子
高
校
生
が
殺
害
さ
れ
た
三
鷹
の
ス
ト
ー
カ
ー
殺
人
事
件
な
ど
、
子
ど
も
や
若
者
た
ち
が

S
N
S
で
出
会
っ
た
相
手
を
誤
っ
て
信
用
し
た
た
め
に
、
被
害
に
遇
っ
た
事
件
を
見
る
と
、
な
ぜ
そ
う
い
う
事
件
を
防
げ

る
よ
う
に
S
N
S
の
仕
組
み
が
改
良
さ
れ
な
い
の
か
と
疑
問
を
感
じ
る
。

周
囲
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
加
害
者
と
の
接
触
が
生
ま
れ
、
犯
行
が
急
速
に
進
ん
だ
。
こ
れ
が
（
Ⅱ
）
で
挙
げ
た
「
孤
立
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化
」
が
も
た
ら
す
危
険
性
な
の
だ
。「
孤
立
化
」
を
防
ぎ
、
犯
罪
を
抑
止
で
き
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
上
で
出
会
っ
た
相
手
が
違
法
な
行
為
を
要
求
し
た
際
、
S
N
S
や
メ
ー
ル
な
ら
文
字
で
脅
迫
、
要
求

す
る
わ
け
だ
か
ら
、
危
険
な
文
言
を
検
知
で
き
る
。
検
知
し
た
ら
本
人
や
加
害
者
に
警
告
音
を
鳴
ら
し
た
り
、
家
族
な
ど
に

警
告
メ
ー
ル
を
送
る
ソ
フ
ト
が
あ
れ
ば
い
い
わ
け
だ
。
意
外
に
簡
単
に
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

京
都
府
立
大
の
吉
冨
康
成
教
授
は
、
掲
示
板
や
S
N
S
に
危
険
な
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
な
い
か
を
自
動
的
に
チ
ョ
ッ
ク

す
る
ソ
フ
ト
を
企
業
と
連
携
し
て
開
発
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
京
都
の
多
く
の
学
校
の
「
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。危
険
な
言
葉
を
発
見
し
た
ら
教
育
委
員
会
に
報
告
し
、い
じ
め
や
差
別
事
件
、自
殺
の
防
止
に
効
果
を
上
げ
て
き
た
。

ソ
フ
ト
の
仕
組
み
は
シ
ン
プ
ル
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
危
険
な
言
葉
を
組
み
込
み
、
当
該
学
校
の
関
連
掲
示
板
や

S
N
S
を
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
使
わ
れ
て
い
る
書
き
込
み
が
あ
れ
ば
自
動
的
に
検
知
す
る
。
吉
冨
教
授
は
編
著
書
で
、

二
〇
〇
八
年
の
秋
葉
原
事
件
の
際
に
家
族
が
被
害
に
遭
っ
た
恐
れ
が
あ
る
た
め
ネ
ッ
ト
検
索
を
し
て
い
て
、
加
害
者
の
事

件
前
の
書
き
込
み
を
見
つ
け
、
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
え
ば
犯
罪
予
防
に
生
か
せ
る
こ
と
に
気
付
い
た
と
書
い
て
い
る

（
⑮
）。
ソ
フ
ト
の
作
り
方
な
ど
、
他
で
も
参
考
に
で
き
る
事
例
だ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
イ
バ
ー
パ

ト
ロ
ー
ル
の
効
果
も
物
語
っ
て
い
る
。

L
I
N
E
な
ど
無
料
通
話
ア
プ
リ
の
常
時
接
続
の
問
題
も
早
急
に
対
策
が
必
要
だ
。
子
ど
も
の
利
用
が
多
く
、
ネ
ッ
ト

の
利
用
時
間
を
極
端
に
長
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
常
時
接
続
を
切
る
こ
と
が
い
じ
め
の
大
き
な
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
土

井
孝
義
・
筑
波
大
教
授
は
著
書
で
、
い
じ
め
に
結
び
つ
く
常
時
接
続
の
「
つ
な
が
り
」
が
子
ど
も
た
ち
の
心
理
的
な
プ
レ

シ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
る
、
と
警
告
し
て
い
る
（
⑯
）。
子
ど
も
た
ち
が
使
用
す
る
場
合
は
、
一
定
時
間
が
た
つ
と
切
断
さ
れ
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る
よ
う
な
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

一
方
、高
齢
社
会
な
の
に
、現
在
の
ネ
ッ
ト
の
世
界
が
高
齢
者
に
使
い
や
す
い
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
今
後
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
な
ど
で
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
進
む
。
高
齢
者
に
も
使
い
や
す
い
ネ
ッ
ト
の
ツ
ー
ル
づ
く
り
が
急
務
だ
ろ

う
。ネ

ッ
ト
の
世
界
は
な
じ
み
の
薄
い
カ
タ
カ
ナ
や
英
語
が
氾
濫
し
て
い
る
。
ま
ず
は
理
解
し
や
す
く
、
使
い
や
す
い
ツ
ー
ル

が
も
っ
と
必
要
だ
。
そ
の
上
に
立
っ
て
、
間
違
っ
て
も
修
正
が
効
き
、
誤
っ
て
契
約
し
た
り
し
な
い
よ
う
な
ソ
フ
ト
も
開
発

が
可
能
だ
ろ
う
。人
間
工
学
や
行
動
心
理
学
を
活
用
す
れ
ば
、人
間
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ソ
フ
ト
は
い
ろ
い
ろ
で
き
る
だ
ろ
う
。

S
N
S
の
相
手
の
安
全
性
を
判
断
す
る
支
援
ソ
フ
ト
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
人
間
に
優
し
い
ネ
ッ
ト
社
会
に
な
る
よ
う
、

工
夫
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

日
本
の
自
動
車
や
家
電
製
品
の
長
所
は
使
い
や
す
さ
だ
っ
た
。
使
い
や
す
さ
や
安
全
性
の
工
夫
こ
そ
日
本
の
得
意
分
野
だ

と
思
う
。

ま
た
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
に
ロ
グ
（
通
信
履
歴
）
の
一
定
期
間
の
保
存
と
、
犯
罪
捜
査
時
の
開
示
を
義
務
付
け
る
こ
と

も
重
要
だ
ろ
う
。
犯
行
の
足
跡
が
残
る
こ
と
は
被
害
者
の
「
孤
立
化
」
を
防
ぐ
対
策
に
な
る
と
と
も
に
、
外
国
の
パ
ソ
コ
ン

な
ど
も
中
継
し
て
行
わ
れ
る
国
境
を
超
え
た
サ
イ
バ
ー
犯
罪
へ
の
対
応
能
力
を
高
め
る
。

（
イ
）
地
域
S
N
S
の
発
展

現
実
の
生
活
を
助
け
る
ソ
フ
ト
の
開
発
が
も
っ
と
必
要
だ
ろ
う
。
政
府
は
地
域
社
会
の
再
生
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
に
S
N
S
が
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
る
と
思
う
。



369　人間に優しいネット社会を作るために

Google

な
ど
の
検
索
ソ
フ
ト
は
広
い
、
抽
象
的
な
世
界
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
場
所
は
身
近
な

地
域
社
会
だ
。
地
域
社
会
の
再
生
と
は
、地
域
の
文
化
や
人
の
つ
な
が
り
、経
済
な
ど
を
成
熟
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
ネ
ッ

ト
は
こ
れ
を
助
け
る
効
果
的
な
ツ
ー
ル
に
な
る
。

遠
い
世
界
の
曖
昧
な
情
報
で
溢
れ
て
い
る
サ
イ
ト
よ
り
も
、
身
近
な
こ
と
を
支
援
す
る
S
N
S
。
今
、
そ
う
い
う
地
方

の
個
性
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
住
民
や
行
政
が
連
携
し
て
各
地
で
作
ら
れ
て
い
る
。

情
報
学
者
の
西
垣
通
・
東
京
大
名
誉
教
授
は
著
書
で
、
ネ
ッ
ト
は
地
域
社
会
で
こ
そ
力
を
発
揮
す
る
と
強
調
す
る
。「
人

間
に
と
っ
て
本
当
に
価
値
（
意
味
）
あ
る
も
の
は
ロ
ー
カ
ル
な
場
で
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
と
い
う
生
命

体
に
と
っ
て
価
値
（
意
味
）
と
は
、
本
来
主
観
的
で
多
元
的
な
も
の
で
あ
り
、
身
近
な
人
々
と
の
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
つ
く
ら
れ
る
か
ら
だ
。
決
し
て
、
客
観
的
で
一
元
的
な
も
の
と
し
て
天
下
り
に
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

い
」（
⑰
）
と
い
う
指
摘
は
、
将
来
の
社
会
の
姿
や
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
考
え
る
際
に
大
い
に
参
考
に
な
る
考
え
方
だ
。

（
三
）　

ル
ー
ル
の
対
策

（
ア
）　

サ
イ
バ
ー
平
和
利
用
条
約
の
締
結

二
〇
〇
二
年
四
月
、
み
ず
ほ
銀
行
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
事
故
が
発
生
し
、
A
T
M
や
振
替
の
ト
ラ
ブ
ル
が
約
一
カ
月
間

続
き
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
三
銀
行
の
統
合
に
伴
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
連
結
の
ト
ラ
ブ
ル
だ
っ
た
が
、
社
会
の
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
（
社
会
基
盤
）
の
一
つ
で
あ
る
金
融
機
関
の
シ
ス
テ
ム
に
事
故
が
あ
っ
た
際
の
影
響
の
大
き
さ
を
認
識
さ
せ
た
。
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軍
事
的
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
は
軍
事
施
設
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
へ
の
攻
撃
と
一
体
に

な
っ
て
行
わ
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
相
手
国
が
明
確
な
軍
事
行
動
と
い
う
形
を
取
ら
ず
に
攻
撃
し
て
く
る
際
に
も
、
イ
ン
フ

ラ
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
行
う
可
能
性
が
高
い
。
み
ず
ほ
銀
行
の
事
故
の
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
が
攻
撃
を
受
け
た
際
、
す
み
ず
み

ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
支
え
ら
れ
た
国
民
生
活
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

そ
の
防
御
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
方
で
日
本
は
世
界
の
民
主
主
義
国
の
中
心
的
な
国
家
と
し
て
、
こ
う
し

た
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
、
国
家
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
、
そ
の
準
備
を
や
め
る
サ
イ
バ
ー
平
和
利
用
条
約
の
締
結
を
世

界
に
働
き
か
け
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

生
物
兵
器
や
化
学
兵
器
は
非
人
道
的
兵
器
と
し
て
放
棄
す
る
条
約
が
結
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
考
え
た
ら

い
い
。
原
発
な
ど
核
施
設
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
事
故
を
起
こ
し
た
際
は
、
核
兵
器
使
用
と
同
様
な
大
惨
事
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
。米

国
と
中
国
が
互
い
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
行
っ
た
、
と
非
難
し
合
っ
て
い
る
状
況
で
、
条
約
締
結
は
容
易
で
な
い
だ
ろ
う

が
、理
想
と
し
て
目
指
す
べ
き
だ
と
思
う
。科
学
技
術
立
国
を
掲
げ
る
平
和
国
家
・
日
本
の
目
標
と
し
て
も
正
し
い
だ
ろ
う
。

宇
宙
空
間
の
平
和
利
用
を
定
め
た
宇
宙
条
約
と
同
様
な
も
の
だ
。

生
物
、
化
学
兵
器
は
「
貧
者
の
核
兵
器
」
と
言
わ
れ
、
シ
リ
ア
な
ど
が
開
発
し
て
い
た
。
ど
こ
か
の
国
が
開
発
し
た
サ
イ

バ
ー
兵
器
（
技
術
）
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に
流
失
す
れ
ば
、
極
め
て
危
険
な
「
貧
者
の
核
兵
器
」
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

そ
れ
で
な
く
て
も
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
技
術
は
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
買
さ
れ
て
い
る
時
代
だ
。
サ
イ
バ
ー
兵
器
が

簡
単
に
流
失
す
る
危
険
性
は
十
分
あ
る
。
理
性
や
対
話
に
よ
っ
て
そ
う
い
う
危
険
を
取
り
除
く
た
め
に
も
、
平
和
利
用
条
約
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が
必
要
だ
と
思
う
。　
　

（
イ
）　

イ
ン
フ
ラ
企
業
の
対
策
強
化

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
っ
て
鉄
道
、
通
信
、
電
気
、
水
道
、
金
融
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
が
被
害
を
受
け
た
時
の
影
響
は
、（
ア
）

で
挙
げ
た
よ
う
に
極
め
て
大
き
い
。
日
本
で
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備
え
る
た
め
に
、
イ
ン
フ
ラ
関
連
企
業
と
警
察
庁
な
ど
と

の
連
携
組
織
が
で
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
企
業
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
万
全
な
防
護
対
策
を
と
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
は
い
な
い
。

だ
が
、
J
R
北
海
道
の
レ
ー
ル
異
常
の
放
置
や
、
死
亡
事
故
を
招
い
た
三
菱
自
動
車
の
リ
コ
ー
ル
隠
し
、
東
京
電
力
に

よ
る
原
発
点
検
記
録
の
虚
偽
記
載
（
二
〇
〇
〇
年
、
〇
二
年
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
利
益
を
追
求
す
る
企
業
と
、
国
民
の
安

全
を
担
う
公
共
判
断
と
は
別
個
な
原
理
で
動
い
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
際
の
被
害
の
大
き
さ
を
考

え
る
と
、
公
共
セ
ク
タ
ー
が
広
い
視
野
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
判
断
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
ろ
う
。
防
備
が
な
い
と
攻
撃
を
受
け

や
す
い
。
深
刻
な
事
態
が
起
き
る
前
に
、
明
確
に
対
策
を
義
務
づ
け
る
法
律
の
制
定
を
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
全
く
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
が
登
場
す
る
よ
り
も
、
従
来
よ
り
少
し
変
更
し
た
ウ
イ
ル
ス
や
パ
タ
ー
ン

で
攻
撃
し
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
あ
る
企
業
や
公
的
機
関
が
受
け
た
攻
撃
内
容
を
知
る
こ
と
は
、
新
た
な
攻
撃
へ
の
対
策

に
欠
か
せ
な
い
。
欧
州
の
よ
う
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
企
業
な
ど
の
報
告
を
義
務
付
け
、
そ
の
情
報
を
集
約
し
て
早
急

に
対
策
を
講
じ
る
シ
ス
テ
ム
を
設
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

社
会
全
体
で
サ
イ
バ
ー
犯
罪
、
攻
撃
を
駆
逐
す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
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〈
終
わ
り
に
〉

ネ
ッ
ト
犯
罪
へ
の
対
策
は
、
急
速
に
進
歩
す
る
科
学
技
術
と
ど
う
調
和
を
図
る
か
―
と
い
う
、
現
代
社
会
が
直
面
す
る
最

大
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
る
。
原
子
力
、
医
療
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
防
災
…
と
、
他
の
科
学
分
野
で
も
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
。

そ
の
際
最
も
重
要
な
の
は
、
技
術
の
マ
イ
ナ
ス
面
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
だ
。
二
〇
一
一
年
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

の
事
故
の
際
、
東
電
幹
部
が
「
想
定
外
」
と
言
っ
て
批
判
を
浴
び
た
が
、
関
係
者
が
「
安
全
神
話
」
を
振
り
ま
き
、
原
発
の

マ
イ
ナ
ス
面
に
あ
ま
り
目
を
向
け
な
い
過
信
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
地
震
学
者
に
よ
る
大
地
震
の
危
険
性
の
指
摘
を
軽
視
す
る

な
ど
安
全
対
策
の
緩
み
に
つ
な
が
っ
た
、
と
も
批
判
さ
れ
て
い
る
（
⑱
⑲
）。

ネ
ッ
ト
社
会
で
起
き
て
い
る
こ
と
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
被
害
に
遭
う
事
件
が
続
発
し
、
情
報
流
失
や

不
正
ア
ク
セ
ス
事
件
が
相
次
い
で
い
る
深
刻
な
マ
イ
ナ
ス
面
を
改
善
し
な
い
ま
ま
、
安
易
に
利
便
性
や
利
益
ば
か
り
を
追
求

す
る
と
、
多
く
の
被
害
者
を
生
む
悲
惨
な
事
件
や
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
被
害
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

よ
り
安
全
で
人
間
に
優
し
い
も
の
に
―
。
私
た
ち
は
今
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
二
〇
年
経
っ
た
ネ
ッ
ト
の
世
界
を
変
え
る
重
要

な
中
継
点
に
立
っ
て
い
る
。
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三
年
刊
）

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
ラ
ー
ク
、
ロ
バ
ー
ト
・
ネ
イ
ク
著
、
北
川
知
子
、
峯
村
利
哉
訳
「
世
界
サ
イ
バ
ー
戦
争
」（
徳
間
書
店
・
二
〇
一
一
年
刊
）

洋
泉
社
編
集
部
編
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
デ
ジ
タ
ル
鑑
識
の
最
前
線
」（
洋
泉
社
・
二
〇
一
一
年
刊
）
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豊
か
で
安
全
な
ネ
ッ
ト
社
会
を
築
く
た
め
に

ア
ル
バ
イ
タ
ー 

山
﨑　

浩
子
（
56
）

一　

は
じ
め
に

13
／
31
、
7
／
22
、
17
／
33
、（
15
／
17
）、
5
／
14
、
8
／
19
、
17
／
35
、
15
／
18
（
注
１
）

こ
れ
ら
の
文
集
を
見
た
時
、
皆
さ
ん
は
何
を
意
味
す
る
数
字
だ
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
？

―
―
実
は
私
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
通
勤
時
に
阪
急
電
車
に
乗
車
し
た
時
に
そ
の
車
両
に
乗
車
し
て
い
る
人
を
数
え
て
、
そ
れ
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を
分
母
に
し
、
そ
の
中
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

車
内
で
取
り
出
し
て
何
ら
か
の
画
面
操
作
を
し
て
い
る
人
の
数
を
分
子
に
し
た
分
数
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
番
最
初
の
分
数

に
つ
い
て
は
平
成
二
六
年
六
月
二
六
日
木
曜
日
に
雲
雀
丘
花
屋
敷
、
午
前
八
時
三
〇
分
発
宝
塚
行
急
行
の
四
両
目
に
筆
者
が

乗
車
し
た
時
点
で
乗
っ
て
い
た
人
が
三
一
人
で
、
そ
の
中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
端
末
の
操
作
者
が
一
三
人
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
後
、
七
月
と
八
月
に
つ
い
て
観
察
し
て
み
た
が
、
電
車
内
で
約
三
割
か
ら
四
割
の
人
が
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
器
機
を
指
で
触
っ
た
り
、
見
て
い
る
の
が
実
感
で
き
た
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
カ
ッ
コ
書
き
の
数
字

で
、こ
の
日
は
、た
ま
た
ま
近
隣
の
高
校
の
短
縮
授
業
の
帰
宅
時
間
と
重
な
り
、制
服
の
高
校
生
が
一
七
人
も
乗
っ
て
い
て
、

そ
の
う
ち
一
五
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
し
く
は
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
操
作
し
て
い
た
の
だ
。
も
ち

ろ
ん
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
外
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
電
車
内
で
は
、
ポ
ケ
ッ
トW

i-Fi

利
用
者
で
な
い
と
ネ
ッ
ト
に
は
繋
が

ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
電
車
内
で
の
現
状
を
見
る
限
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
ネ
ッ
ト
と
い
う
よ
り
簡
単
に
持
ち
運
び
の
で
き
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
端
末
で
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
人
が
い
か
に
多
く
い
る
か
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
社
会
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
け
ば
良
い
の
か
提
言
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二　

ネ
ッ
ト
の
現
状

日
本
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
人
口
は
、
平
成
二
五
年
末
で
既
に
一
億
人
を
超
え
て
お
り
、
人
口
普
及
率
は
八
二
・
八
％
と
い
う

こ
と
が
、総
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
。（
注
２
）ま
た
、ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
接
続
が
パ
ソ
コ
ン
か
モ
バ
イ
ル（
携
帯
電
話
・



377　豊かで安全なネット社会を築くために

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
か
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
か
ら
か
と
い
う
調
査
で
は
、
複
数
の
端
末
に
よ
る
接
続
が
多
い
こ
と
が
読

み
と
れ
る
。（
パ
ソ
コ
ン
七
八
・
一
％
、
モ
バ
イ
ル
八
一
・
三
％
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
一
六
・
二
％
）
ま
た
、
機
器

の
保
有
率
で
は
、
携
帯
電
話
九
四
・
五
％
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
四
九
・
五
％
、
そ
の
他
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
家
電
一
二
・

七
％
と
、
ネ
ッ
ト
の
可
能
性
は
、
持
ち
運
び
の
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
端
末
の
さ
ら
な
る
普
及
に
あ
る
と
思
え
る
。
さ
て
、

今
度
は
未
来
を
担
う
青
少
年
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
よ
う
。
小
学
生
に
ま
で
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
せ
る

親
が
増
え
て
い
る
と
聞
く
が
、
内
閣
府
の
調
査
（
注
３
）
を
見
る
と
、
携
帯
電
話
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
有
率
は
、
小
学

生
三
六
・
六
％
、
中
学
生
五
一
・
九
％
、
高
校
生
九
七
・
二
％
で
、
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
ち
の
八
二
・
八
％
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
前
年
に
調
査
さ
れ
た
所
有
率
五
五
・
九
％
か
ら
大
き
く
数
字
を
の
ば
し
て
い
た
。
ま
た
、
青
少
年
が
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
割
合
は
、小
中
高
と
も
に
八
割
ぐ
ら
い
で
、そ
の
う
ち
九
割
が
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ

て
い
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
利
用
率
が
前
年
に
比
べ
て
小
中
高
と
も
に
減
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
青
少
年
の
ネ
ッ
ト
利
用

が
パ
ソ
コ
ン
か
ら
徐
々
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
携
帯
で
き
る
端
末
に
移
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

日
本
で
は
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
外
国
人
観
光
客
か
ら
の
要
望
の
強
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整

備
（
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
な
し
に
使
え
るW

i-Fi

のFree Spot

の
拡
大
）
が
進
め
ら
れ
て
い
け
ば
、
ま
す
ま
す
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
垣
根
が
低
く
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
視
点
を
か
え
て
み
よ
う
。
こ
こ
一
〇
年
で
急
速
に
広
ま
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
そ
の
利
用
方
法
（
モ

ラ
ル
）
や
法
整
備
な
ど
が
十
分
に
成
熟
せ
ず
に
拡
大
し
つ
づ
け
て
い
る
た
め
、
私
た
ち
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く

様
々
な
問
題
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
小
さ
な
個
人
的
な
事
か
ら
企
業
、
国
家
の
問
題
に
ま
で
及
ぶ
大
き
な
事
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ま
で
含
む
が
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
混
ぜ
な
が
ら
現
状
で
の
問
題
点
を
羅
列
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

①
歩
き
ス
マ
ホ
や
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
な
ど
に
よ
る
事
故
の
多
発
や
他
人
へ
の
迷
惑
。

②
安
易
な
書
き
込
み
に
よ
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
炎
上
。

③
視
聴
回
数
を
増
や
す
（
違
法
行
為
を
含
む
）
の
誇
示
的
動
画
の
投
稿
。

④
引
用
表
示
を
せ
ず
コ
ピ
ペ
を
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
論
文
な
ど
に
使
用
す
る
。

⑤
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
犯
罪
に
つ
な
が
り
や
す
い
有
害
サ
イ
ト
の
存
在
。

⑥
違
法
性
の
強
い
商
品
や
違
法
な
物
を
扱
う
闇
サ
イ
ト
の
存
在
。（
危
険
ド
ラ
ッ
ク
な
ど
も
簡
単
に
手
に
入
る
）

⑦
違
法
行
為
の
や
り
方
教
授
サ
イ
ト
の
存
在
。

⑧
S
N
S
で
の
な
り
す
ま
し
詐
欺
。（
今
年
の
七
月
一
一
日
の
報
道
に
よ
る
と
L
I
N
E
の
パ
ス
ワ
ー
ド
リ
ス
ト
攻
撃

に
よ
り
、
友
人
に
な
り
す
ま
し
電
子
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
搾
取
す
る
事
件
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
）

⑨
ネ
ッ
ト
依
存
症（
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
依
存
を
含
む
）に
な
る
人
も
い
る
が
、日
本
で
は
専
門
の
治
療
機
関
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

⑪
検
索
時
に
検
索
エ
ン
ジ
ン
と
企
業
な
ど
の
関
係
性
に
よ
り
検
索
順
位
が
変
わ
り
、
本
当
に
必
要
な
情
報
を
探
す
の
に
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
。（
情
報
量
が
多
す
ぎ
て
選
択
困
難
）

⑫
社
員
・
関
連
会
社
の
モ
ラ
ル
が
低
い
場
合
の
情
報
漏
洩
。（
自
分
は
気
を
つ
け
て
い
て
も
、
自
分
の
情
報
を
持
っ
て
い

る
人
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
が
低
か
っ
た
り
、
情
報
の
取
り
扱
い
が
安
易
だ
と
知
ら
ぬ
間
に
個
人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と

が
あ
る
）

⇒

最
近
で
は
ベ
ネ
ッ
セ
事
件
。

⑬
物
や
人
物
を
直
接
見
な
い
た
め
ネ
ッ
ト
通
販
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
場
合
が
あ
る
。
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⑭
気
軽
に
（
承
諾
な
し
に
）
他
人
の
写
真
や
情
報
を
公
開
し
、
肖
像
権
や
著
作
権
の
侵
害
を
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。

⑮
G
P
S
や
検
索
エ
ン
ジ
ン
な
ど
利
用
の
際
、
確
か
に
企
業
に
対
し
て
自
分
の
情
報
を
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
を
承
諾
は
一

応
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
逐
一
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
不
気
味
。

⑯
ウ
ィ
ル
ス
が
存
在
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ウ
ィ
ル
ス
を
作
成
し
販
売
す
る
会
社
が
世
界
に
は
た
く
さ
ん
存
在
し
、
各
国
政

府
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備
え
て
ウ
ィ
ル
ス
を
購
入
し
て
い
る
事
実
。（
八
月
七
日
の
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
の
ニ
ュ
ー
ス
で

英
国
のGam

m
a

社
のFinfisher

（finspy

）
と
い
う
国
民
監
視
用
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
ウ
ィ
ル
ス
は
、
世
界
三
六
ヶ
国
が

購
入
し
導
入
し
て
様
々
な
場
所
に
使
わ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
こ
れ
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
に
感
知
さ
れ
な
い
高
い
ス

テ
ル
ス
機
能
を
有
す
る
た
め
対
策
が
困
難
と
い
う
情
報
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
のfinspy

が
ハ
ッ
カ
ー
に
よ
り
流
出
し
、

だ
れ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。）

⑰
ウ
ィ
ル
ス
に
対
し
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
が
必
ず
し
も
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
。

⑱
サ
ー
バ
ー
に
侵
入
し
て
情
報
を
抜
き
取
っ
た
り
、
ウ
ィ
ル
ス
を
ば
ら
ま
く
ハ
ッ
カ
ー
（
ク
ラ
ッ
カ
ー
）
の
存
在
。（
九

月
二
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、iCloud

か
ら
ア
メ
リ
カ
セ
レ
ブ
の
個
人
的
写
真
が
ハ
ッ
カ
ー
に
よ
り
流
出
さ
せ
ら
れ
た
報

道
が
さ
れ
た
。）

⑲
サ
イ
バ
ー
攻
撃
。（
対
立
す
る
相
手
に
大
量
の
デ
ー
タ
を
送
り
、
相
手
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
パ
ン
ク
さ
せ
る
な
ど
初

歩
的
な
事
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ス
を
い
ざ
と
い
う
と
き
に
作
動
さ
せ
る
よ
う
に
相
手
の
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
侵

入
し
て
お
く
と
い
う
手
の
込
ん
だ
方
法
ま
で
数
々
あ
る
）

こ
の
よ
う
に
、
個
人
の
モ
ラ
ル
に
係
わ
る
事
か
ら
、
国
家
に
係
わ
る
大
き
な
危
険
性
を
孕
む
ネ
ッ
ト
社
会
だ
が
、
危
険
性
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の
反
面
、
大
い
な
る
魅
力
と
可
能
性
の
あ
る
世
界
で
も
あ
る
。
で
は
、
今
度
は
ネ
ッ
ト
の
利
点
に
つ
い
て
書
き
記
し
て
い
こ

う
。①

世
界
中
に
友
達
が
作
れ
る
。（
不
特
定
多
数
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
）

②
遠
方
へ
の
通
信
が
安
価
に
で
き
る
。

③
買
い
物
が
簡
単
に
で
き
る
。

④
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
簡
単
に
、
し
か
も
大
概
は
無
料
で
手
に
入
る
。

⑤
辞
書
が
わ
り
に
漢
字
や
英
語
の
ス
ペ
ル
な
ど
が
調
べ
ら
れ
る
。

⑥
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
が
手
に
入
る
。

⑦
世
界
に
自
分
の
考
え
や
行
動
を
発
表
で
き
る
。

⑧
動
画
や
音
楽
を
楽
し
め
る
。

⑨
動
画
や
ブ
ロ
グ
を
配
信
し
て
有
名
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑩
世
界
を
相
手
に
商
売
が
可
能
（
ア
プ
リ
や
ス
タ
ン
プ
を
作
っ
て
儲
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。）

⑪
ブ
ロ
グ
や
動
画
に
広
告
を
つ
け
、
広
告
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑫
口
コ
ミ
情
報
（
評
価
）
が
あ
り
、
物
を
選
ん
だ
り
購
入
す
る
時
の
参
考
に
で
き
る
。

⑬
ゲ
ー
ム
（
将
棋
や
囲
碁
も
含
む
）
を
ネ
ッ
ト
で
知
ら
な
い
人
と
で
も
対
戦
で
き
る
。

⑭
同
時
に
た
く
さ
ん
の
人
と
連
絡
を
取
り
合
え
る
。

こ
の
よ
う
な
利
点
を
生
か
し
て
学
校
で
も
調
べ
学
習
や
家
庭
で
の
予
習
に
活
用
す
る
学
校
も
出
て
き
た
し
、
買
い
物
難
民
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の
解
消
や
、
医
療
機
関
の
カ
ル
テ
共
用
や
在
宅
勤
務
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
近
年
、
小
学
生
な
ど
に
も
人
気
の

S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
L
I
N
E
は
、
仲
の
良
い
人
だ
け
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
チ
ャ
ッ
ト
が
で
き
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
相
手
が
読
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
「
既
読
」
機
能
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
電
話
や
メ
ー
ル

の
代
わ
り
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
で
は
人
気
のFacebook

は
実
名
主
義
を
う
た
っ
て
い
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
利
用
し
や
す
く
、
友
達
の
友
達
を
探
す
こ
と
で
、
い
も
づ
る
式
に
友
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
年
配
者
が
元
同

級
生
を
探
し
て
同
窓
会
を
開
い
た
な
ど
と
い
う
話
題
も
聞
こ
え
る
。

―
―
利
点
は
常
に
危
険
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
迄
書
い
て
き
た
特
徴
に
加
え
て
未
来
に
は
ど
の
よ
う
な
技
術
と
結
び
つ

き
、
発
展
し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。

三　

ネ
ッ
ト
の
未
来

自
宅
で
、
じ
っ
く
り
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
時
は
パ
ソ
コ
ン
が
利
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
普
段
は
手
軽
な
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
携
帯
に
便
利
な
端
末
で
の
利
用
割
合
が
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、W

i-Fi

のfree Spot

拡
大
で
、
ど
こ
で
も
ネ
ッ
ト
の
状
態
が
日
常
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
既
に
め
が
ね
型
端
末
や
腕
時
計
型
端
末
も
実
用
化
さ

れ
は
じ
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
マ
ウ
ス
の
ク
リ
ッ
ク
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
タ
ッ
チ
の
難
し
い
お
年
寄

り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
で
も
使
え
る
接
続
機
器
や
ア
プ
リ
も
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
ど
ん
な
人
で

も
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
が
整
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
立
体
映
像
が
楽
し
め
る
電
子
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
や
、
多
言
語
翻
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訳
技
術
の
進
化
で
、よ
り
世
界
中
の
人
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、今
ま
で
間
違
い
や
片
寄
っ

た
記
述
の
目
に
つ
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
の
中
か
ら
、
正
確
で
意
味
の
あ
る
情
報
を
探
し
出
す
技
術
や
、
情
報
と
情
報

を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
な
有
益
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
多
大
な
影

響
が
及
び
、
個
々
の
読
者
に
合
っ
た
記
事
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
や
特
定
事
件
に
関
連
し
た
記
事
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
て
読
者
に
提

供
す
る
仕
組
み
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
結
び
つ
き
、
遠
隔
地
か
ら
の
作
業
指
令
や
ア
ク
シ
ョ
ン
で
、

新
た
な
物
を
生
み
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
、
便
利
な
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
S
N
S
は
、
ま
す
ま
す
利
用
者
が
増

え
、
運
営
会
社
は
そ
の
個
人
情
報
を
デ
ー
タ
化
し
、
顧
客
企
業
の
宣
伝
活
動
に
結
び
付
け
て
巨
額
の
利
益
を
上
げ
て
い
く
だ

ろ
う
。（
眞
淳
平
氏
の
記
述
に
よ
る
）

こ
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
上
に
、
世
界
の
技
術
や
個
人
情
報
・
国
家
機
密
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
集
積
さ
れ
て
い
く

と
、
よ
り
危
険
度
も
高
ま
る
の
も
事
実
だ
が
、
そ
れ
を
徐
々
に
で
も
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
私
は
唯
一
、
幼

少
期
か
ら
の
教
育
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
章
で
提
言
し
た
い
。

四　

子
供
た
ち
の
教
育
に
何
が
必
要
か

日
本
に
お
い
て
、
子
供
た
ち
が
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
校
で
取
り
扱
う
場
面
は
、
小
学
校
で
は

総
合
の
時
間
の
「
調
べ
学
習
」、中
学
校
で
は
「
英
語
教
育
」
や
「
調
べ
学
習
」
に
、高
校
で
も
同
様
に
「
英
語
」、「
調
べ
学
習
」、

「
情
報
」
の
時
間
にW

ord

・Excel

の
使
い
方
を
練
習
す
る
程
度
だ
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
先
生
が
熱
心
で
、
動
画
を
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利
用
し
た
予
習
学
習
（
反
転
授
業
）
に
取
り
組
む
学
校
も
読
売
新
聞
の
教
育
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
時
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
I
T
企
業
の
専
門
家
や
警
察
の
担
当
者
を
講
師
に
迎
え
て

い
る
学
校
も
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
私
に
は
高
二
と
中
二
の
子
供
た
ち
が
い
る
が
、
必
ず
年
に
一
回
講
演
会
が
あ
り
、
子
供

だ
け
で
な
く
保
護
者
も
い
っ
し
ょ
に
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
作
り
に
貢
献
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
や
幼
稚
園
児
で
す
ら
母
親
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
う
ま
く
遊
ぶ
時
代
な
の
に
、
あ
く
ま
で
パ
ソ
コ

ン
・
ネ
ッ
ト
の
利
用
法
の
学
習
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
は
未
来
が
開
け
る
と
は
思
え
な
い
。
そ
こ
で
、
子
供
の
出
生
か
ら
高

校
時
代
ま
で
の
I
T
教
育
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

①
妊
婦
さ
ん
の
母
親
学
級
で
、
子
供
と
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
教
育
を
行
な
う
。
出
生
後
し
ば
ら
く
は
母
親
に
ネ
ッ
ト
接
続

を
減
ら
し
て
も
ら
い
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
な
の
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ば
か
り
み
て
い
る
状
態
を
作
ら
せ
な
い
。

②
子
供
の
一
歳
児
検
診
な
ど
の
機
会
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
子
供
に
与
え
て
子
守
を
さ
せ
る
と
い
う
行
動
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
い
、
し
ば
ら
く
は
ネ
ッ
ト
接
続
を
減
ら
し
て
も
ら
う
。

③
子
供
が
三
歳
に
な
っ
て
幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
園
し
た
ら
、
子
供
に
は
「
挨
拶
」、「
感
謝
」、「
謝
罪
」（
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
ん
に
ち
は
。
さ
よ
う
な
ら
。
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
め
ん
な
さ
い
。）
の
言
葉
を
教
え
、
ア
ナ
ロ
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
す
る
。

一
方
で
、
母
親
な
ど
保
護
者
に
「
情
報
モ
ラ
ル
教
室
」
を
受
講
し
て
も
ら
う
。

④
子
供
が
、
年
中
・
年
長
さ
ん
に
な
り
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
を
持
っ
た
ら
、
石
戸
奈
々
子
氏
が
論
点
（
読
売
新
聞
）
で
提
案

し
た
よ
う
に
、
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
開
発
の
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
や
そ
れ
に
準
ず
る
子
供
向
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け
の
方
式
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
育
を
始
め
る
。
彼
女
は
小
学
校
か
ら
の
導
入
を
進
め
て
い
た
が
、
直
感
を
表
現
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
年
中
・
年
長
さ
ん
で
も
取
り
組
め
る
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
③
も
続
け
る
。

⑤
小
学
生
に
な
っ
た
ら
、
③
、
④
に
加
え
て
、
今
ま
で
学
校
で
開
催
さ
れ
て
き
た
子
供
対
象
の
「
情
報
モ
ラ
ル
教
室
」
と

日
常
で
た
っ
ぷ
り
ア
ナ
ロ
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
い
、
で
き
れ
ば
総
合
の
時
間
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業

と
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
の
対
人
発
表
の
機
会
を
多
く
含
む
授
業
を
交
互
に
行
な
う
。
パ
ソ
コ
ン
を
動
か
す
ソ
フ
ト
を
少

し
で
も
考
え
る
こ
と
で
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
使
わ
れ
る
」
の
で
は
な
く
、「
使

う
た
め
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
」
よ
う
に
な
る
の
だ
。
ま
た
、
今
後
、
家
で
も
、
習
い
事
や
学
校
の
往
き
帰
り
に

も
常
時
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
と
接
す
る
よ
う
な
状
態
の
子
供
が
増
え
る
こ
と
を
考
え
、
対
人
関
係
の
強
化
の
た
め
に
、
③

で
示
し
た
「
挨
拶
」、「
感
謝
」、「
謝
罪
」
の
他
に
、
自
分
の
ま
わ
り
の
出
来
事
に
自
分
な
り
の
見
方
や
意
見
を
持
ち
、

姿
勢
正
し
く
大
き
な
声
で
発
表
で
き
る
力
を
つ
け
る
教
育
を
す
る
の
だ
。

⑥
中
学
校
で
は
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
も
学
べ
る
仕
組
み
を
作
り
、現
在
は
I
P
A
（
情
報
処
理
推
進
機
構
）

な
ど
が
主
催
し
て
夏
休
み
に
合
宿
し
な
が
ら
行
な
う
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
キ
ャ
ン
プ
」
の
ミ
ニ
版
を
都
道
府
県
単
位
で

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
毎
年
少
人
数
し
か
参
加
で
き
な
い
体
験
の
拡
大
化
が
図
れ
る
と
思
う
。

⑦
高
校
で
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
徹
底
し
て
学
習
で
き
る
環
境
を
作
り
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
フ
コ
ン
に
出
る
こ
と
が
で
き
る

人
材
を
育
て
る
べ
き
だ
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
の
子
供
た
ち
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
単
に
利
用
す
る
こ
と
や
、
モ
ラ
ル
の
学
習
と

い
っ
た
、
後
付
け
的
な
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
対
人
関
係
を
意
識
し
た
「
し
っ
か
り
し
た
自
分
を
形
成
す
る
た
め
の
手
助
け
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を
す
る
学
習
と
、
想
像
し
創
造
す
る
力
を
つ
け
る
学
習
を
す
る
」
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
闇
を
打
ち
破
り
、
犯
罪
を
起
こ

さ
な
い
、
周
り
に
配
慮
で
き
る
人
間
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
う
。

五　

高
齢
者
た
ち
に
も
夢
を

前
章
で
は
理
想
論
ば
か
り
を
書
い
た
よ
う
で
、二
章
で
示
し
た
現
実
の
問
題
に
は
、直
接
対
応
で
き
な
い
で
は
な
い
か
と
、

お
し
か
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
教
育
と
は
大
事
な
も
の
だ
。
年
配
の
人
な
ら
記
憶
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

少
な
く
と
も
五
六
歳
の
私
は
、
各
戸
に
一
台
電
話
機
の
普
及
し
た
高
度
成
長
期
育
ち
の
人
間
だ
が
、
電
話
の
受
け
方
、
話
し

方
・
長
電
話
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
、レ
ベ
ル
が
全
く
違
い
は
す
る
が
、学
校
や
職
場
で
教
育
を
受
け
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
方
の
基
礎
的
な
こ
と
も
同
じ
だ
と
思
う
。
子
供
の
頃
か
ら
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、「
歩
き
ス
マ
ホ
」

や
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
は
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
書
き
込
み
も
書
き
殴
り
で
、
す
ぐ
に
ク
リ
ッ
ク
す
る
の

で
は
な
く
、
必
ず
読
み
返
す
こ
と
。
昔
か
ら
日
記
に
書
く
よ
う
な
内
容
や
、
妄
想
は
ネ
ッ
ト
に
は
書
き
込
ま
な
い
。（
日
記

帳
な
ら
笑
い
話
で
も
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
た
り
、
見
て
欲
し
く
な
い
人
や
他
人
に
見
ら
れ
た
ら
奇
人
変
人
犯
罪
者
の
レ
ッ
テ

ル
を
貼
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
）
い
か
が
わ
し
い
サ
イ
ト
や
違
法
性
の
強
い
商
品
を
探
し
た
り
、の
ぞ
み
見
を
し
な
い
。（
ネ
ッ

ト
犯
罪
や
ウ
ィ
ル
ス
を
ま
き
散
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
）
皆
に
見
て
も
ら
う
動
画
は
自
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
他
人
に
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
も
の
に
限
る
。（
そ
れ
で
視
聴
回
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
人
こ
そ
誠
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
だ
）
調
べ
物

を
す
る
時
は
、
出
所
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
も
の
は
、
真
実
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
参
考
に
と
ど
め
る
。
イ
ン
タ
ー
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ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め
て
い
る
つ
も
り
が
、
自
分
の
行
動
を
検
索
エ
ン
ジ
ン
企
業
に
提
供
し
て
商
売
の
ネ
タ
に
さ
れ
て
い
る

と
思
え
。
ネ
ッ
ト
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
は
、
で
き
る
だ
け
記
入
を
し
な
い
。
パ
ス
ワ
ー
ド
や
I
D
は
、
使
い
廻
し
し

た
り
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
も
の
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
ハ
ッ
キ
ン
グ
す
る
者
も
い
る
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
利
用
す
る
銀
行
口
座
に
は
、
あ
ま
り
お
金
を
入
れ
て
お
か
な
い
。
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
商
品
は
、
ほ
ど

ほ
ど
の
物
が
届
け
ば
正
解
と
す
る
。
町
で
見
か
け
た
人
が
、
お
も
し
ろ
い
と
い
っ
て
勝
手
に
写
真
や
動
画
に
撮
っ
て
友
人
に

送
ら
な
い
。
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は
常
に
更
新
す
る
こ
と
。
パ
ソ
コ
ン
購
入
時
に
入
っ
て
い
た
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
が

最
良
の
物
と
は
限
ら
な
い
と
心
せ
よ
。
検
索
中
に
サ
イ
ト
内
に
「
危
険
・
あ
な
た
の
パ
ソ
コ
ン
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
す
ぐ
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
」
と
表
示
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
た
ん
、
パ
ソ
コ
ン
が
切
れ
て
し
ま
い
立

ち
上
が
ら
な
く
な
っ
た
友
人
が
い
る
。
誘
導
型
ウ
ィ
ル
ス
散
布
に
は
要
注
意
。
こ
ん
な
ふ
う
に
経
験
を
蓄
積
す
れ
ば
、
私
の

よ
う
な
ネ
ッ
ト
音
痴
も
な
ん
と
か
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
世
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
、
大
丈
夫
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？
た
だ
し
、
若
い
時
と
違
い
指
で
の
画
面
タ
ッ
チ
に
は
誤
操
作
が
つ
き
も
の
だ
し
、
手
の
震
え
で
、
な
か
な
か
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
使
え
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
来
た
る
べ
き
高
齢
化
社
会
を
前
に
企
業
は
使
い
や
す
い
商
品
を

開
発
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
か
ら
、
長
生
き
し
て
少
し
待
っ
て
!!

六　

未
来
へ
つ
な
ぐ
、
楽
し
い
ネ
ッ
ト
社
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
、
元
来
人
間
が
創
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ス
や
戦
争
と
は
無
縁
の
は
ず
だ
っ
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た
の
に
、自
分
の
能
力
を
誇
示
し
た
り
国
家
の
利
益
を
守
る
た
め
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
し
か
け
て
く
る
国
が
あ
る
。日
本
は
、

ウ
ィ
ル
ス
生
産
会
社
も
な
け
れ
ば
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
誇
れ
る
人
材
も
少
な
い
状
態
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
安
心
・
安

全
の
ネ
ッ
ト
社
会
を
築
き
上
げ
る
に
は
一
に
も
二
に
も
教
育
に
よ
る
人
材
育
成
で
あ
る
。
し
か
も
闇
雲
に
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

に
頼
り
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
の
み
重
き
を
置
く
教
育
を
施
す
と
人
間
力
が
育
た
な
い
。
千
葉
大
学
の
西
田

弘
次
氏
に
よ
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ア
ナ
ロ
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い

と
の
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
び
、
ネ
ッ
ト
端
末
を
使
い
こ
な
し
、
生
活
上
で
他
人
と
直
接
触
れ
合
わ
な

い
生
活
を
続
け
る
人
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
あ
る
か
と
問
う
と
、
常
に
人
と
接
し
て
い
る
人
の
方
が
、
他
人
や
周

り
の
人
に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。
か
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
も
新
商
品
を
発
表
す
る
時
は
、

大
き
な
会
場
で
、
ま
る
で
大
学
の
先
生
が
講
義
す
る
か
の
よ
う
に
、
顧
客
や
マ
ス
コ
ミ
に
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

い
た
。

―
―
日
本
の
子
供
た
ち
も
、
単
な
る
パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
世
界
の
オ
タ
ク
に
育
て
る
の
で
は
な
く
、
周
り
に
配
慮
を
し
、

洗
練
し
た
言
葉
を
綴
れ
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
育
て
て
ほ
し
い
。
未
来
の
日
本
を
担
う
人
は
、
偏
り
の
な
い
考
え
を
持
ち
、
私

た
ち
老
い
ゆ
く
者
を
ば
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
考
え
や
意
見
を
堂
々
と
世
界
に
発
信
で
き
る
豊
か
な
心
を
持
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
ペ
ン
を
置
く
こ
と
に
す
る
。

（
注
１
）　�・
阪
急
電
車
午
前
八
時
三
〇
分
雲
雀
丘
花
屋
敷
発
宝
塚
行
急
行
四
両
目
乗
車
に
お
け
る
調
査　

Ⓐ�

・
同
じ
く
午
後
〇
時
三
〇
分
宝
塚
発
大
阪
梅
田
行
急
行
七
両
目
乗
車
時
に
お
け
る
調
査　

Ⓑ�

　

一
三
人
／
三
一
人　

平
成
二
六
年
六
月
二
六
日　

Ⓐ�
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七
人
／
二
二
人　

平
成
二
六
年
六
月
二
七
日　

Ⓐ�

　

一
七
人
／
三
三
人　

平
成
二
六
年
七
月
一
日　

Ⓑ�

　

（
一
五
人
／
一
七
人
）　

同
右
の
高
校
生
の
み
の
デ
ー
タ�

　

五
人
／
一
四
人　

平
成
二
六
年
七
月
一
六
日　

Ⓐ�
　

八
人
／
一
九
人　

平
成
二
六
年
八
月
二
二
日　

Ⓐ�
　

一
七
人
／
三
五
人　

平
成
二
六
年
八
月
二
二
日　

Ⓑ�

　

一
五
人
／
一
八
人　

平
成
二
六
年
九
月
一
日　

Ⓑ

（
注
２
）　�

総
務
省
情
報
通
信
白
書
（
平
成
二
五
年
度
版
）�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
数　

一
億
四
四
万
人

（
注
３
）　

内
閣
府
調
査
（
平
成
二
四
年
度
・
二
五
年
度
）

（
参
考
文
献
）

☆
「
気
を
つ
け
よ
う
S
N
S
」
一
～
三
巻　

小
寺
信
良
著　

汐
文
社

☆
「
二
一
世
紀
は
ど
ん
な
世
界
に
な
る
の
か
」　

眞
淳
平
著　

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

（
資
料
）

☆
二
〇
一
四
年
五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
読
売
新
聞
記
事

　
　

五
月
三
日
「
学
ぶ
育
む
」

　
　

五
月
二
二
日
～
三
一
日
「
教
育
ル
ネ
サ
ン
ス
」
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五
月
二
一
日
「
ス
マ
ホ
で
サ
ポ
ー
ト
」

　
　

七
月
一
一
日
「
友
人
装
い
『
L
I
N
E
』
詐
欺
」

　
　

八
月
一
三
日
「
論
点　

サ
イ
バ
ー
対
処
人
材
不
足
」
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ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
三
つ
の
コ
ツ

警
察
官
（
警
視
庁
高
井
戸
警
察
署
） 

和
田　

大
樹
（
21
）

一　

は
じ
め
に

は
じ
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
以
下
ネ
ッ
ト
）
が
普
及
す
る
に
連
れ
、
ネ
ッ
ト
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
が
発
生

し
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
と
ら
え
、
今
回
こ
の
論
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の
人
に
注
意
力

を
向
上
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
書
き
、
年
齢
を
問
わ
ず
理
解
し
、
自
分
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で
考
え
て
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
三
つ
の
コ
ツ
と
し
て

　
　

見
な
い　

載
せ
な
い　

登
録
し
な
い

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
最
初
に
揚
げ
て
か
ら
、
以
下
に
論
じ
て
い
こ
う
と
思
う
。

ま
た
ネ
ッ
ト
の
危
険
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
目
は
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
点
に
つ
い

て
説
明
を
踏
ま
え
な
が
ら
話
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二　

ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
情
報
社
会
に
つ
い
て

現
代
社
会
で
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
全
世
界
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
と
い
う
存
在
は
、
普
段
の
生
活
に
も
そ
し
て
仕
事
を
す

る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

小
説
、
新
聞
、
辞
書
な
ど
か
ら
の
活
字
離
れ
が
進
み
、
人
が
文
字
を
手
で
書
く
こ
と
も
大
き
く
減
っ
た
。
大
学
の
講
義
で

は
大
学
ノ
ー
ト
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
は
な
く
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
、
課
題
（
論
文
）
に
あ
っ
て
も
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

で
打
ち
込
ん
だ
も
の
を
、
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
提
出
す
る
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
、
既
に
存
在
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
ネ
ッ
ト
の
浸
潤
に
は
、
ネ
ッ
ト
の
安
易
性
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

調
べ
た
い
も
の
が
、
そ
の
場
で
、
数
個
の
文
字
の
羅
列
を
並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
簡
単
に
出
て
く
る
。
料
理
の
作
り
方
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か
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
方
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
動
画
、
画
像
。
そ
の
情
報
量
は
膨
れ
上
が
り
、
は
か
り
知
れ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
以
前
は
何
か
を
調
べ
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
本
屋
に
行
っ
て
本
を
買
っ
た
り
、
図
書
館
に
行
っ
て
本
を
借

り
た
り
し
て
い
た
も
の
が
、
今
は
パ
ソ
コ
ン
を
開
く
か
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
出
し
て
検
索
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
情
報
が
よ
り
生
活
に
近
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
非
難
や
評
価
に
関
し
て
も
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
は
直
接
ネ
ッ
ト
に
結
び
つ
く
話
で
は
な
い
が
、
各
種
機
械
製
品
の
機
能
が
向
上
し
て
き
た
こ
と
も
、
こ
れ
ら

の
要
因
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
電
話
が
そ
の
一
つ
だ
。
以
前
は
誰
か
A
さ
ん
に
電
話
を
掛
け

よ
う
と
思
っ
た
と
き
、
電
話
の
近
く
に
置
い
て
あ
る
電
話
帳
を
取
り
出
し
、
A
さ
ん
を
探
し
出
し
、
電
話
番
号
を
回
し
、

電
話
を
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
よ
く
掛
け
る
相
手
の
電
話
番
号
く
ら
い
は
す
ぐ
に
覚
え
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
現
在
は
、
携
帯
電
話
の
電
話
帳
の
中
か
ら
名
前
を
探
し
出
し
、
そ
の
名
前
を
選
択
す
れ
ば
電
話
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
。
な

の
で
、
ど
ん
な
に
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
う
仲
で
あ
っ
て
も
電
話
番
号
を
覚
え
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
文
明
が
、
よ
り
楽

な
も
の
を
選
び
そ
れ
が
普
及
す
る
こ
と
で
覚
え
る
必
要
も
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
そ
の
楽
さ
に
拍

車
が
か
か
り
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
S
N
S
や
L
I
N
E
の
よ
う
な
ア
プ
リ
等
と
い
っ
た
ツ
ー
ル
を

使
用
し
て
連
絡
を
取
り
合
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
真
っ
只
中
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
が
一
般
的
に
な
り
、
情
報
が
昔
よ
り
も
身
近
に
な
っ
た
こ
と
で
、
数
値
と
し
て
目
に
見
え
る

形
で
増
え
た
も
の
が
あ
る
。
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そ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
犯
罪
で
あ
る
。

警
察
庁
の
公
表
し
て
い
る
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
一
三
年
と
比
べ
て
一
〇
年
経
っ
た
平
成
二
二
年

に
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
検
挙
件
数
は
約
五
倍
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
犯
罪
の
検
挙
件
数
は
約
四
・
三
倍
に
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
が
大
き
な
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
理
由
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
扱
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
現
代
人
が
増
え
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
専
門
的
に
ネ
ッ
ト
分

野
の
勉
強
を
し
て
い
る
者
も
増
大
し
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
が
悪
い
こ
と
だ
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
技
術

を
悪
用
す
る
者
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
情
報
合
戦
は
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
孕
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
発
信
者
の
秘
匿
性
で
あ
る
。
パ
ソ
コ

ン
を
専
門
と
し
て
扱
う
者
に
し
て
み
れ
ば
「
秘
匿
性
は
限
り
な
く
な
い
」
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般
人
に
と
っ

て
、
顔
が
見
え
な
い
・
名
前
が
出
な
い
と
い
う
の
は
、
あ
る
種
の
可
能
性
を
見
出
し
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、「
バ
レ
な
い
。」
と
い
う
感
情
で
あ
る
。

あ
る
も
の
に
対
し
て
、
過
大
評
価
を
し
て
も
誹
謗
中
傷
を
重
ね
て
も
、
誰
も
自
分
が
言
っ
て
い
る
と
は
分
か
ら
な
い
。
た

と
え
顔
を
出
し
て
も
信
用
性
に
欠
け
る
。
本
当
に
そ
の
写
真
が
本
人
の
も
の
か
、
知
っ
て
い
る
の
は
自
分
だ
け
だ
。

し
か
し
、
そ
の
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
断
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
ネ
ッ
ト

を
扱
う
専
門
家
に
は
、ネ
ッ
ト
上
に
文
字
を
打
ち
込
む
だ
け
で
、あ
る
程
度
の
情
報
が
分
か
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
い
つ
ご
ろ
、

ど
の
あ
た
り
で
、
ど
ん
な
パ
ソ
コ
ン
が
そ
れ
を
入
力
し
た
の
か
。

た
だ
し
、
こ
の
秘
匿
性
と
い
う
考
え
が
ネ
ッ
ト
上
の
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
を
増
や
し
て
い
る
要
因
で
あ
る
こ
と
は
、
否
定
が
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で
き
な
い
事
実
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

三　

児
童
が
関
係
す
る
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
つ
い
て

警
察
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
卜
を
利
用
し
た
児
童
ポ
ル
ノ
事
犯
の
検
挙
件
数
は
、
平
成
一
三
年
に
は
約

一
〇
〇
件
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二
二
年
に
な
る
と
七
八
三
件
に
ま
で
増
加
し
た
。
ま
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
利

用
に
起
因
し
て
児
童
が
被
害
に
あ
っ
た
一
定
の
事
件
」
と
し
て
警
察
庁
に
報
告
の
あ
っ
た
検
挙
件
数
は
、
平
成
二
〇
年
は
九

九
四
件
で
、
平
成
二
二
年
に
な
る
と
一
、
五
四
一
件
に
上
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
自
体
が
増
加
す
る
な
か
、
児
童
が
関
係
す
る
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
つ
い
て
も
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

こ
の
結
果
は
、
児
童
を
狙
う
大
人
が
増
え
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
、
い
や
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
寧
ろ
そ
の
逆

で
あ
る
。
児
童
が
関
係
す
る
ネ
ッ
ト
犯
罪
が
増
え
た
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
児
童
が
増
え
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
二
五
年
度
の
調
査
で
自
分
専
用
の
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
と
答
え
た
者
が
、
小
学
生

で
は
三
〇
・
三
％
、
中
学
生
で
は
四
八
・
八
％
、
高
校
生
で
九
六
・
四
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
値
は
、
毎
年
上
昇
し
て
い
る

傾
向
に
あ
り
、
以
前
よ
り
も
携
帯
電
話
を
持
ち
歩
い
て
い
る
児
童
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
そ
の
中
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
と
し
た
者
が
、小
学
生
で
は
一
三
・
六
％
、中
学
生
は
四
七
・
四
％
、
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高
校
生
は
八
一
・
七
％
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
特
に
中
高
生
に
お
い
て
、
携
帯
電
話
を
購
人
す
る
際
に
、
携
帯
電
話
そ
の
も
の
の
電
話
機
能
や
メ
ー
ル

機
能
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
機
能
に
重
点
を
置
い
て
携
帯
電
話
を
購
人
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
の
使
用
率
は
上
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
そ
の
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
安
性
の
確
保
等

の
教
養
が
行
わ
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
教
養
が
足
り
て
い
な
い
。

内
閣
府
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
認
知
度
に
対
す
る
調
査
が
行
わ
れ
た
。フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、

有
害
と
思
わ
れ
る
サ
イ
ト
に
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
、
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
、
安

全
面
か
ら
掛
け
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
、「
携
帯
電
話
事
業
者
が
提
供
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
と
「
無
線
L
A
N
に
対
応

し
た
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
と
「
ア
プ
リ
に
対
応
し
た
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
の
三
種
類
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
「
知
ら
な
か
っ

た
」
と
答
え
た
者
が
、
小
学
生
で
七
七
・
八
％
、
中
学
校
が
三
二
・
八
％
、
高
校
生
が
一
九
・
四
％
、
と
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

に
対
す
る
認
知
度
が
低
い
。

児
童
の
ネ
ッ
ト
使
用
が
増
加
し
て
い
る
中
で
、
ネ
ッ
ト
ヘ
の
教
養
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
児
童
は
ネ
ッ
ト
上

で
大
人
か
ら
護
ら
れ
ず
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
犯
罪
と
い
う
魔
の
手
に
捕
ま
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

四　

ネ
ッ
ト
の
必
要
性
に
つ
い
て

さ
て
、
私
た
ち
が
ネ
ッ
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
理
由
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
調
べ
も
の
を
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す
る
際
に
気
軽
に
検
索
が
出
来
る
利
便
性
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
ネ
ッ
ト
に
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
を
創
っ
て
い
る

居
住
性
で
あ
る
。

利
便
性
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
も
の
を
す
る
こ
と
も
そ
の
一
端
を
有
し
て
い
る
が
、
現
代
社
会
に
お

い
て
の
利
便
性
は
そ
れ
を
さ
ら
に
進
ん
だ
形
と
な
っ
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
の
「
マ
ウ
ス
、キ
ー
ボ
ー
ド
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
と
い
う
重
い
枠
組
み
の
検
索
ツ
ー
ル
を
取
り
払
い
、「
ア
プ
リ
」

と
い
う
ワ
ン
タ
ッ
チ
の
手
軽
で
簡
単
な
も
の
に
な
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
お
け
る「
ア
プ
リ
」は
、

多
種
多
様
に
わ
た
り
、
す
ぐ
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
だ
け
で
、
天
気
予
報
、
音
楽
、
電
車
や
バ
ス
の
時
刻
表
、
ゲ
ー
ム
、
ク
ー

ポ
ン
な
ど
が
あ
る
。
遊
戯
的
・
娯
楽
的
な
も
の
か
ら
、
生
活
に
密
着
し
て
い
る
も
の
ま
で
、
用
途
に
あ
っ
た
「
ア
プ
リ
」
は

実
に
多
種
多
様
で
あ
る
。

次
に
居
住
性
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、ネ
ッ
ト
の
娯
楽
的
な
面
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。ネ
ッ
ト
内
の
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、
I
D
を
作
成
し
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
つ
け
て
、
現
実
社
会
と
は
別
人
な

い
し
離
れ
た
存
在
の
自
分
を
ネ
ッ
ト
上
に
ソ
ウ
ゾ
ウ
（
想
像
・
創
造
）
す
る
。
ア
バ
タ
ー
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
て
、
そ

れ
を
用
い
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。
ま
た
、
顔
が
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
で
き
る

相
談
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
（
サ
ー
ク
ル
や
ギ
ル
ド
な
ど
）
を
作
っ
て
仲
間
意
識
を
持
っ
た
り
と
、
本
来
、
現
実
社
会
で
行

わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
も
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
を
現
実
世
界
よ
り
も
重

要
視
し
て
い
る
と
い
う
者
も
少
な
く
な
い
。つ
ま
り
、ネ
ッ
ト
の
世
界
に
自
分
の
居
場
所
と
い
う
も
の
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
こ
れ
ら
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
と
居
住
性
と
が
重
な
り
、
よ
り
強
く
、
ネ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
生
活
が
で
き
な
い
と
い

う
社
会
に
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
安
全
の
た
め
に
、
今
更
、
ネ
ッ
ト
の
な
い
生
活
を
送
る
べ
き
だ
と
言
う
に
は
、
あ
ま
り
に
時
代
に
似

合
わ
な
い
話
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
私
達
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
、
ど
う
す
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

私
達
は
、
も
っ
と
真
剣
に
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
上
手
に
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

五　

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
犯
罪
に
つ
い
て

今
ま
で
ネ
ッ
ト
が
い
か
に
広
ま
り
、
ま
た
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
が
、
こ
れ

ら
の
犯
罪
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
私
達
の
前
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
そ
の
例
を
挙
げ
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

一
つ
目
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、『
不
用
意
な
閲
覧
』
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
ア
イ
ド
ル
の
連
絡
先
が
分
か
る
」
や
「
幸

運
を
手
に
入
れ
る
方
法
」
な
ど
の
文
を
見
て
、
ま
た
は
性
的
好
奇
心
を
煽
る
よ
う
な
文
章
や
画
像
か
ら
、
悪
質
サ
イ
ト
の

U
R
L
や
バ
ナ
ー
を
選
択
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
う
し
た
悪
質
サ
イ
ト
は
選
択
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
両
面
を

フ
リ
ー
ズ
さ
せ
て
、
あ
る
い
は
詳
細
な
住
所
・
連
絡
先
を
手
に
入
れ
た
ふ
り
を
し
て
、
多
額
の
金
品
を
要
求
し
て
く
る
事
件

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。



398 

二
つ
目
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、『
不
用
意
な
掲
載
』
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ブ
ロ
グ
等
に
お
い
て
、
住
所
や
氏
名
を
掲
載

し
て
し
ま
っ
た
り
、
そ
れ
ら
が
分
か
る
写
真
・
動
画
等
を
掲
載
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
だ
。
こ
の
場
合
、
そ
の
家
屋
に
嫌
が
ら

せ
が
来
た
り
、
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
に
発
展
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

三
つ
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、『
不
用
意
な
登
録
』
で
あ
る
。
昨
今
、
ネ
ッ
ト
で
ブ
ロ
グ
・
S
N
S
等
を
す
る
為
に

は
基
本
情
報
を
登
録
し
な
け
れ
ば
始
め
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
中
で
、
そ
の
サ
イ
ト
が
本
当
に
信
用
で

き
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
深
く
考
え
ず
に
登
録
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
だ
。
そ
の
結
果
、
無
料
だ
と
思
っ
て
い
た
サ
イ
ト
が

い
き
な
り
有
料
に
切
り
替
わ
っ
て
い
た
り
、
迷
惑
メ
ー
ル
が
増
え
た
り
、
ま
た
は
基
本
情
報
が
漏
洩
し
た
り
と
い
う
事
態
が

起
こ
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

六　

ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
の
居
住
性
は
、
ネ
ッ
ト
の
依
存
性
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ネ
ッ
ト
に
新
し
い
居
場
所
を
作

り
、
そ
の
中
に
も
生
活
感
を
見
出
す
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
一
般
に
対
人
関
係
で
引
き
起
こ

る
「
割
り
切
れ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
、
ネ
ッ
ト
に
も
起
こ
る
訳
だ
。
そ
れ
は
あ
る
種
の
中
毒
性
を
帯
び
て
い
て
、
酷
く

な
る
と
一
日
中
、
そ
こ
に
入
り
浸
っ
て
い
な
け
れ
ば
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

実
体
験
と
友
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
か
ら
話
を
す
る
と
、
ネ
ッ
ト
と
い
う
媒
体
で
特
殊
な
部
分
は
、「
返
っ
て
く
る
」
と
い

う
感
覚
で
あ
る
。



399　ネット社会を安全に暮らす三つのコツ

ブ
ロ
グ
、
S
N
S
で
言
え
ば
、
自
分
の
悲
し
い
こ
と
や
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
、
趣
味
や
趣
向
な
ど
、
自
己
的
な
感
覚

に
つ
い
て
ネ
ッ
ト
に
上
げ
る
（up

す
る
）
こ
と
で
、
知
ら
な
い
誰
か
別
の
第
三
者
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
共
感
や
賛
同
を

得
ら
れ
る
。
若
し
く
は
、
他
の
角
度
か
ら
同
じ
物
を
見
た
と
き
の
感
覚
を
教
わ
っ
て
新
し
い
発
見
を
し
た
り
す
る
。
友
達
に

話
す
に
は
、少
し
戸
惑
う
よ
う
な
こ
と
で
も
、ネ
ッ
ト
の
上
な
ら
、恥
ず
か
し
げ
も
な
く
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
対
す
る
別
の
意
思
が
返
っ
て
く
る
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
る
。
そ
う
し
て
、
も
う
少
し
続
け
て
み
よ
う
、
も
う
少
し
話

し
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
は
、同
じ
感
覚
を
持
っ
た
人
に
出
会
い
、そ
し
て
ネ
ッ
ト
を
越
え
て
、

現
実
で
も
会
お
う
と
さ
え
し
て
し
ま
う
の
だ
。

ま
た
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
（
以
下
ネ
ト
ゲ
）
で
言
え
ば
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
居
住
性
を
高
め
て
い
る
。
ネ
ト
ゲ
は
、
個
人
で
無

料
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
始
ま
っ
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
途
中
で
行
き
詰
る
と
仲
間
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
チ
ー
ム
や
ギ
ル
ド
と
い
っ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
さ
ら
に
行
き
詰
る
と
、
よ
り
強
い
チ
ー
ム
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、そ
の
た
め
に
は
、自
分
も
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
よ
り
強
い
道
具
や
カ
ー
ド
を
集
め
る
た
め
に
、

課
金
制
度
に
手
を
出
す
。
さ
ら
に
強
い
チ
ー
ム
に
入
ろ
う
と
し
、
さ
ら
に
課
金
を
繰
り
返
す
。
あ
る
一
定
の
と
こ
ろ
ま
で
く

る
と
、
今
い
る
チ
ー
ム
へ
の
愛
着
が
沸
く
よ
う
に
な
る
。
お
互
い
に
ロ
グ
イ
ン
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
助
け
、
ま
た
助
け

ら
れ
る
。
そ
し
て
チ
ャ
ッ
ト
型
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
さ
ら
に
そ
の
関
係
は
密
に
な
る
。
サ
ー
バ
ー
側
の
課
金
を
さ
せ
よ
う

と
す
る
シ
ス
テ
ム
が
、
人
の
ネ
ッ
ト
ヘ
の
居
住
性
を
高
め
て
い
る
。

そ
の
ネ
ッ
ト
ヘ
の
依
存
は
、
や
が
て
自
分
の
感
覚
を
外
に
出
す
捌
け
口
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
人
の
感
覚
を
否
定
す
る
よ
う

に
も
な
る
。
こ
れ
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
の
火
種
と
な
る
の
で
あ
る
。
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否
定
は
さ
ら
な
る
否
定
を
呼
ぶ
。
学
校
で
、
例
え
ば
三
〇
人
の
ク
ラ
ス
が
あ
っ
た
と
す
る
。
す
る
と
、
十
人
十
色
と
言
う

よ
う
に
、
三
〇
人
三
〇
色
の
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
考
え
が
あ
り
意
見
が
あ
る
。
誰
か
の
顔
を
う
か
が
う
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
ネ
ッ
ト
は
、
三
〇
人
ど
こ
ろ
で
は
済
ま
な
い
の
で
あ
る
。
数
万
人
数
万
色
の
考
え
が
、
誰
も
顔
色
を
う
か
が
わ
ず
、

好
き
放
題
に
「
我
が
我
が
」
と
話
を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
大
き
く
な
る
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
、
ブ
ロ
グ
の
炎
上
と
い
う

も
の
は
、
こ
う
し
た
も
の
の
類
だ
。

そ
れ
か
ら
、「
叩
く
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
昔
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、政
治
家
や
法
人
に
対
し
て
批
評
し
て
い
た
も
の
が
、

そ
う
言
わ
れ
て
い
た
。
汚
職
や
嫌
疑
と
い
っ
た
も
の
を
追
及
す
る
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
た
が
、
ネ
ッ
ト
上
に
も
「
叩
く
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
変
わ
っ
た
も
の
は「
叩
く
」の
質
だ
。
新
聞
や
報
道
と
い
う
も
の
は
、

あ
る
程
度
あ
る
い
は
絶
対
の
根
拠
を
持
っ
て
、
そ
の
人
物
な
い
し
法
人
を
叩
い
て
い
た
の
に
対
し
、
ネ
ッ
ト
上
の
そ
れ
は
、

人
の
噂
の
よ
う
に
尾
ヒ
レ
羽
ヒ
レ
が
つ
い
て
叩
か
れ
て
い
く
。
そ
し
て
全
く
見
当
違
い
と
い
う
も
の
が
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。
逆
に
、
ど
こ
か
ら
も
圧
力
の
か
か
ら
な
い
真
実
が
語
ら
れ
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
前
者

の
場
合
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
連
絡
の
取
り
合
い
方
も
S
N
S
や
L
I
N
E
と
い
っ
た
ツ
ー
ル
に
な
り
始
め
た
と
い
う
話
を
し
た
が
、
こ
れ
も

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
先
述
し
た
と
お
り
顔
が
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
話
が
し
や
す
い
と
い
う
の
は
、
知
り
合
い

に
対
し
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
つ
ま
り
、
友
達
（
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
）
に
対
し
て
も
人
前
で
は
言
い
に
く
い
よ
う
な
こ
と

を
言
い
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
誹
謗
中
傷
や
残
酷
な
言
葉
の
一
方
的
な
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
発
生
し
て
し

ま
う
訳
だ
。
日
本
で
昔
か
ら
、
重
要
な
問
題
と
し
て
騒
が
れ
て
い
る
い
じ
め
の
問
題
は
、
な
に
も
暴
力
的
な
見
え
る
形
に
と
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ど
ま
ら
な
い
。
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
書
き
込
み
な
ど
の
陰
湿
な
も
の
も
あ
る
。
現
に
L
I
N
E
に
よ
る
い
じ
め
に
よ
っ
て
女

子
生
徒
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
件
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。

「
ネ
ッ
ト
は
悪
用
さ
れ
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

七　

ク
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
ネ
ッ
ト
上
の
危
険
と
し
て
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
と
ク
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
。
ハ
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
言

葉
は
一
般
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
て
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
I
D
を
乗
っ
取
っ
た
り
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
ス
パ
イ
活
動

を
行
う
も
の
と
し
て
広
ま
っ
て
い
る
が
、
実
は
そ
れ
は
少
し
間
違
っ
て
い
る
。
ハ
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
の
は
、
ネ
ッ
ト
の
専
門

家
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
合
法
的
に
処
理
解
決
す
る
こ
と
で
あ
り
、
非
合
法
的
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
は
ク
ラ
ッ

キ
ン
グ
と
呼
ぶ
。
ま
た
、合
法
的
に
活
動
す
る
も
の
を
ハ
ッ
カ
ー
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、非
合
法
に
活
動
す
る
者
は
ク
ラ
ッ
カ
ー

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ッ
キ
ン
グ
の
方
法
と
し
て
は
、
な
り
す
ま
し
、
乗
っ
取
り
、
ス
パ
イ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
り
す
ま
し
と
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
のuser

に
な
り
す
ま
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
立
ち
上
げ
た
部
分
か
ら
侵
人
し
、
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
改
ざ
ん
、

盗
難
、
破
壊
等
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
乗
っ
取
り
と
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
暗
号
化
さ
れ
複
雑
な
文
字
列
と
な
っ
て
送
信

さ
れ
、
相
手
側
が
そ
の
フ
ァ
イ
ル
解
読
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
法

則
に
従
っ
て
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
字
列
を
い
じ
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
別
人
が
送
信
し
た
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
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た
り
、
ま
た
は
故
意
に
第
三
者
が
送
信
し
た
よ
う
に
見
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
パ
イ
は
、
直
接
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
デ
ー

タ
に
入
り
、
デ
ー
タ
情
報
を
抜
き
取
っ
た
り
、
改
ざ
ん
、
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
ク
ラ
ッ
キ
ン
グ
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
第
一
条
件
と
な
る
。
つ

ま
り
ネ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
攻
撃
を
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
い
っ
て
も
良
い
訳
で
あ
る
。

し
か
し
「
ネ
ッ
ト
の
必
要
性
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
今
更
、
ネ
ッ
ト
を
切
り
離
し
て
生
活
を
す
る
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ

か
無
理
な
話
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
上
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
あ
る
の
が
現
状
だ
。

八　

ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
三
つ
の
コ
ツ

か
つ
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
あ
ら
ゆ
る
論
議
を
繰
り
返
す
中
で
言
っ
た
と
い
う
。「
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
相
手
よ
り
も
優
位
で
あ
る
。」
と
。
こ
れ
は
「
無
知
の
知
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
右
手
を
使
っ
て
ボ
ー
ル
を
前
に
飛
ば
す
。」
と
い
う
動
作
に
つ
い
て
考
え
た
と
す
る
。
ま
ず
ボ
ー
ル
を
右
手
に

持
ち
、
後
ろ
に
振
り
か
ぶ
る
。
手
を
前
に
出
し
た
と
き
に
、
リ
リ
ー
ス
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
て
手
を
離
す
と
ボ
ー
ル
は
前
に

飛
ぶ
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
、
飛
距
離
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
遠
く
に
飛
ば
す
た
め
に
自

分
が
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
分
か
ら
な
い
部
分
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
修
正
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た
で

き
な
い
。
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
は
改
善
の
余
地
も
な
い
訳
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
を
遠
く
飛
ば
す
投
げ
方
と
し
て
の
、
肩
の
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使
い
方
を
知
ら
な
い
、
足
の
踏
み
込
み
方
を
知
ら
な
い
、
ボ
ー
ル
の
持
ち
方
を
知
ら
な
い
等
々
、
色
々
な
要
素
が
あ
る
中
で

そ
れ
を
多
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
対
処
法
を
見
出
し
、
そ
し
て
よ
り
遠
く
に
投
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
を
扱
う
上
で
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
達
は
、
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
に
つ
い
て

知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
危
険
性
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
勉
強
し
、そ
の
危
険
に
対
し
て
の
予
防
、抑
止
策
と
し
て
何
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
見
え
て
く
る
。

　

そ
し
て
、
私
達
が
ネ
ッ
ト
に
関
し
て
無
知
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
達
は
専
門
家
で
は
な
い
の
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
専
門
家
に
助
け
（
ア
ド
バ
イ
ス
）
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
う
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
何
を
掛
け
れ
ば
良
い
の
か
等
で
あ
る
。

し
か
し
、
専
門
家
に
頼
る
こ
と
だ
け
が
全
て
で
あ
る
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ネ
ッ
ト
を
使
う
人
自
身
が
ネ
ッ
ト
を
扱
う
と

き
に
注
意
を
す
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
に
無
知
な
人
で
あ
っ
て
も
予
防
線
を
張
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

簡
単
に
言
う
と
「
ネ
ッ
ト
」
と
「
自
分
」
の
間
に
一
本
客
観
的
な
線
を
引
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
予
防
線
に
な
り
得
る
。

ネ
ッ
ト
の
絡
む
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
そ
の
発
端
と
な
る
糸
口
が
必
ず
あ
る
。
予
防
線
を
引
か
な
い
た
め
に
、
自
分
で

ど
こ
か
し
ら
に
情
報
を
提
供
し
て
し
ま
っ
て
い
る
（
気
付
づ
か
な
い
内
に
提
供
し
て
し
ま
っ
て
い
る
）
か
ら
こ
そ
、
犯
罪
や

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
予
防
線
の
具
体
策
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
コ
ツ
を
三
つ
提
案
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
一
つ
目
は
『
見
な
い
』
こ
と
だ
。
様
々
な
サ
イ
ト
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
そ
れ
に
付
い
て
く
る



404 

U
R
L
、そ
れ
か
ら
サ
イ
ト
に
載
っ
て
い
る
U
R
L
、ア
ダ
ル
ト
系
の
サ
イ
ト
等
に
は
、危
険
な
ウ
イ
ル
ス
が
潜
ん
で
い
る
。

そ
れ
を
見
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
が
固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
サ
イ
ト
に
入
っ
た
パ
ソ
コ
ン
の
情
報
が
取
ら
れ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
。
な
の
で
、
必
要
な
サ
イ
ト
以
外
は
極
力
見
な
い
よ
う
に
し
、
も
し
見
る
と
し
て
も
慎
重
に
な
っ
て
考
え

た
上
で
、
見
る
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
二
つ
目
の
コ
ツ
は
『
載
せ
な
い
』
こ
と
だ
。
特
に
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た

S
N
S
で
は
自
分
の
顔
写
真
だ
け
で
な
く
、
住
所
が
分
か
る
よ
う
な
写
真
等
を
掲
載
し
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
住
所
地
や
最
寄
り
駅
、
出
身
校
、
在
学
校
を
載
せ
て
い
た
り
も
す
る
。
ネ
ッ
ト
は
数
え
切
れ
な
い
程
多
く
の
人

が
閲
覧
で
き
、
ま
た
、
見
る
側
の
人
を
載
せ
た
側
は
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
自
分

の
個
人
情
報
を
載
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
と
て
も
安
直
で
危
険
な
行
為
で
あ
る
。
た
と
え
、
ブ
ロ
グ
や
S
N
S
に
写
真
や
個

人
情
報
を
載
せ
る
と
し
て
も
、
自
分
と
は
特
定
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
を
載
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
三
つ
目
の
コ
ツ
は
『
登
録
し
な
い
』
こ
と
だ
。
個
人
情
報
を
登
録
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
手
側
か
ら
す
れ
ば
、

特
殊
な
技
術
を
用
い
な
く
て
も
、
情
報
を
人
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
至
極
簡
単
な
仕
事
に
な
る
。
一
般
の
善
良
と
思
わ
れ

た
会
社
か
ら
の
情
報
漏
洩
な
ど
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
相
手
が
ネ
ッ
ト
と
い
う
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
会

社
で
あ
る
の
に
、
安
易
な
考
え
で
個
人
情
報
を
登
録
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
上
な
く
危
険
で
あ
る
。
ま
ず
登
録

を
し
な
い
こ
と
が
一
番
望
ま
し
い
形
で
は
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
登
録
を
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
会
社
が

安
全
で
あ
る
か
も
う
一
度
調
べ
直
し
、
ま
た
、
そ
の
会
社
の
サ
イ
ト
内
に
あ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
や
規
約
等
を
よ
く

読
ん
で
か
ら
、
登
録
を
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
、
そ
の
登
録
を
し
た
情
報
が
、
そ
の
会
社
の
不
手
際
に
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よ
っ
て
漏
洩
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
児
童
の
関
係
す
る
ネ
ッ
ト
犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
る
今
日
で
は
、
保
護
者
が
子
供
に
『
見
せ
さ
せ
な
い　

載
せ
さ

せ
な
い　

登
録
さ
せ
な
い
』
と
い
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

九　

最
後
に

Boys, be am
bitious

（
少
年
よ
、
大
志
を
抱
け
）

札
幌
農
学
校
（
現
北
海
道
大
学
）
の
初
代
教
頭
で
あ
る
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
言
葉
で
あ
る
。
少

年
に
は
大
き
な
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
目
指
す
道
、
勉
強
の
方
向
や
量
、
そ
う
い
っ
た
も
の
で
な
り
た
い
自
分
に
な

れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
し
て
未
来
を
変
え
て
い
く
力
を
持
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
に
も
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
を
使
う
手

段
、
方
法
、
ネ
ッ
ト
を
何
の
た
め
に
使
う
の
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
で
明
る
い
未
来
を
切
り
開
く
力
に
も
、
暗
い
未
来
を
導

く
も
の
に
も
な
る
。

こ
れ
ま
で
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
ば
か
り
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
ネ
ッ
ト
は
寧
ろ
、
良
い
面
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
方
が

多
い
だ
ろ
う
。

二
〇
一
一
年
、
東
日
本
大
震
災
の
起
き
た
年
、
日
本
は
復
興
へ
の
強
力
な
支
え
合
い
か
ら
、『
絆
』
と
い
う
言
葉
が
広
く

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ネ
ッ
ト
に
は
こ
の
よ
う
な
人
と
人
と
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
あ
る
。例
え
ば
、
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使
わ
な
く
な
っ
た
物
を
こ
れ
か
ら
使
お
う
と
思
っ
て
い
る
人
に
あ
げ
よ
う
と
す
る
リ
ユ
ー
ス（Reuse

）の
取
り
組
み
で
あ
っ

た
り
、
政
治
家
等
と
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
意
見
や
要
望
が
伝
わ
り
や
す
く
な
っ
た

り
、
と
次
々
と
新
し
い
使
わ
れ
方
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
は
そ
の
使
用
方
法
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
、

よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
、
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
た
媒
体
で
あ
る
。

ま
た
、
人
間
は
古
来
よ
り
情
報
の
虫
な
の
で
あ
る
。
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
は
本
能
的
な
部
分
で
発
生
す
る
感
情
で
あ
っ

て
、
抑
え
が
き
か
な
い
。
そ
し
て
、
簡
単
に
『
知
る
』
こ
と
が
で
き
る
媒
体
が
、
す
ぐ
そ
ば
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
中
に
は
未
だ
に
闇
め
い
た
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
が
眠
っ
て
い
る
と
い
う
間
違
い
な
い
事
実
も
存
在
し
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
私
達
は
、
こ
の
便
利
な
媒
体
を
た
だ
漫
然
と
使
う
の
で
は
な
く
、
石
橋
を
叩
い
て
渡
る
か
の
ご
と
く
、
慎

重
に
な
っ
て
使
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

参
考
資
料

・
警
察
庁
―
特
集
Ⅱ
：
安
全
・
安
心
で
責
任
あ
る
サ
イ
バ
ー
市
民
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　

第
一
節　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状

　

http://w
w
w
.npa.go.jp/hakusyo/h2

3
/honbun/htm

l/1
-toku2

_1
_1
.htm

l

・
内
閣
府
―
平
成
二
五
年
度
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
報
告
書

　
　
　
　
　

第
Ⅱ
部　

調
査
の
結
果　

第
一
章　

青
少
年
調
査
の
結
果

　
　
　
　
　

第
一
節　

携
帯
電
話
の
利
用
状
況

　

http://w
w
w
8
.cao.go.jp/youth/youth-harm

/chousa/h2
5
/net-jittai/htm

./2
-1
-1
.htm

l
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平
成
二
六
年
度
懸
賞
論
文

「
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
」
の
応
募
要
項

１　

テ
ー
マ

　

 　

「
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
」
と
す
る
。
テ
ー
マ
設
定
の
趣
旨
は
別
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
応
募
に
当
た
っ
て

は
、論
点
を
個
別
的
な
問
題
に
絞
り
込
み
、テ
ー
マ
を
そ
れ
に
応
じ
た
も
の
に
適
宜
変
更
す
る
こ
と
と
し
て
差
支
え
な
い
。

２　

応
募
資
格

　
　

特
に
限
定
し
な
い
。

３　

応
募
規
定

　

（1）　

応
募
論
文
は
、

○　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
プ
ロ
）
で
作
成
す
る
場
合
の
書
式
は
Ａ
４
判
縦
（
横
書
き
）、
三
五
字
×
三
〇
行
、
文
字
サ
イ

ズ
は
一
二
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
そ
の
ま
ま
打
ち
出
す
こ
と
。

○　

市
販
の
原
稿
用
紙
を
利
用
す
る
場
合
は
、
Ａ
４
判
、
四
〇
〇
字
詰
め
と
す
る
。
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
黒
イ
ン
ク

の
筆
記
用
具
（
万
年
筆
、ボ
ー
ル
ペ
ン
等
）
を
使
用
す
る
こ
と
。
ま
た
、書
式
は
、横
書
き
で
も
縦
書
き
で
も
よ
い
。

○　

用
語
の
統
一
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
プ
ロ
）
利
用
に
よ
る
語
句
の
変
換
ミ
ス
に
は
留
意
願
い
ま
す
。

　

（2）　

原
稿
の
総
字
数
は
八
〇
〇
〇
～
一
二
〇
〇
〇
字
（
統
計
、
図
、
表
は
別
）
と
し
、
必
ず
目
次
及
び
八
〇
〇
～



408 

一
二
〇
〇
字
の
要
約
を
付
け
る
。
文
字
数
は
厳
守
の
こ
と
。

　

（3）　

応
募
論
文
の
表
紙
に
は
、
必
ず
次
の
事
項
を
明
記
す
る
。

○　

住
所
（
フ
リ
ガ
ナ
、
郵
便
番
号
）

○　

電
話
番
号
（
自
宅
・
携
帯
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、e-m

ail

が
あ
る
場
合
は
、
番
号
や
ア
ド
レ
ス
を
明
記
す
る
。）

○　

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

○　

生
年
月
日
（
年
齢
）

○　

性
別

○　

職
業
等
（
勤
務
先
、
役
職
名
又
は
学
校
名
、
学
部
、
学
年
等
）

○　

論
文
の
テ
ー
マ
（
個
別
的
な
論
点
に
応
じ
た
テ
ー
マ
で
可
。）

　
　
　
　
　

※ 

応
募
論
文
が
未
発
表
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、「
こ
の
論
文
は
、
未
発
表
の
も
の
で
あ
る
。」
と

明
記
す
る
。

　

（4）　

他
の
著
書
、
論
文
等
を
引
用
し
た
場
合
は
、
そ
の
出
典
を
明
記
す
る
。

　

（5）　

応
募
は
一
人
一
編
と
す
る
。

　

（6）　

応
募
論
文
の
著
作
権
は
公
益
財
団
法
人
公
共
政
策
調
査
会
に
帰
属
し
、
応
募
論
文
は
返
却
し
な
い
。

４　

締
切
り

平
成
二
六
年
九
月
五
日
（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）
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５　

応
募
及
び
問
合
せ
先

　
　

〒
一
〇
二
―
〇
〇
九
三　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
―
八
―
一
〇　

平
河
町
宮
川
ビ
ル
内

　
　

（
公
財
） 

公
共
政
策
調
査
会

　
　

電
話　

〇
三
（
三
二
六
五
）
六
二
〇
一　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
二
六
五
）
六
二
〇
六

６　

発
表
及
び
表
彰

　

（1）　

平
成
二
六
年
一
二
月
中
の
読
売
新
聞
に
入
選
者
名
を
発
表
し
、
併
せ
て
入
選
者
に
は
直
接
通
知
す
る
。
ま
た
、
最
優

秀
論
文
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
七
年
一
月
中
の
読
売
新
聞
に
そ
の
要
旨
を
掲
載
す
る
。

　

（2）　

原
則
と
し
て
、
最
優
秀
賞
一
編
、
優
秀
賞
二
編
、
佳
作
数
編
を
決
定
し
、
入
選
者
に
は
、
次
に
よ
り
賞
状
及
び
副
賞

を
贈
呈
す
る
。

　
　
　
　
　

・
最
優
秀
賞　

一
編　

賞
状
及
び
副
賞
（
二
〇
万
円
）

　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　

二
編　

賞
状
及
び
副
賞
（
一
〇
万
円
）

　
　
　
　
　

・
佳　

作　
　

数
編　

賞
状
及
び
副
賞
（　

五
万
円
）

　
　
　

な
お
、
優
秀
賞
以
上
の
受
賞
者
に
は
、
読
売
新
聞
社
か
ら
「
読
売
新
聞
社
賞
」
が
贈
呈
さ
れ
る
。

　

（3）　

平
成
二
七
年
一
月
中
に
授
賞
式
を
行
う
。

７　

選
考
委
員

・
片
桐　

裕　
　
　

（（
公
財
）
公
共
政
策
調
査
会
理
事
長
）

・
小
宮　

信
夫　
　

（
立
正
大
学
文
学
部
教
授
）
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・
佐
々
木
真
郎　
　

（
警
察
大
学
校
警
察
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

・
鈴
木　

基
久　
　

（
警
察
庁
長
官
官
房
審
議
官
）

・
坂
東
眞
理
子　
　

（
昭
和
女
子
大
学
学
長
）

・
前
田　

雅
英　
　

（
首
都
大
学
東
京
法
科
大
学
院
教
授
）

・
宮
崎　

緑　
　
　

（
千
葉
商
科
大
学
政
策
情
報
学
部
教
授
）

・
山
腰　

高
士　
　

（
読
売
新
聞
東
京
本
社
社
会
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

８　

共
催

警
察
大
学
校
警
察
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

９　

後
援

警
察
庁
、
読
売
新
聞
社
、（
独
法
）
情
報
処
理
推
進
機
構

10　

助
成

（
公
財
）
日
工
組
社
会
安
全
財
団
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「
別
記
」 「
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
」
～
テ
ー
マ
設
定
の
趣
旨

情
報
化
の
進
展
は
、
社
会
全
体
に
大
き
な
利
便
を
も
た
ら
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
多
く
の
国
民
に
と
っ
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
反
面

○
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
個
人
情
報
や
企
業
情
報
の
流
出

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
等
に
よ
る
預
金
流
出

○
学
校
裏
サ
イ
ト
等
で
の
特
定
の
学
校
、
個
人
へ
の
誹
謗
中
傷
、
ネ
ッ
ト
の
炎
上

○
殺
人
等
ネ
ッ
ト
上
で
の
犯
罪
予
告

○
闇
サ
イ
ト
で
の
覚
醒
剤
等
の
販
売
、
報
復
目
的
等
か
ら
の
犯
罪
仲
間
の
勧
誘

○
ネ
ッ
ト
上
へ
の
わ
い
せ
つ
画
像
、
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
流
出

な
ど
、
そ
の
負
の
側
面
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
近
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
安
易
な
利
用
に
よ
り
、

○
出
会
い
系
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
相
手
と
ド
ラ
イ
ブ
し
た
と
こ
ろ
、
強
盗
等
の
被
害
に
遭
っ
た

○
食
品
等
の
上
に
寝
そ
べ
っ
た
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
飲
食
店
が
営
業
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
、
損
害

賠
償
を
請
求
さ
れ
た
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○
交
際
を
断
っ
た
相
手
が
、
交
際
中
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
写
真
を
、
報
復
と
し
て
ネ
ッ
ト
に
掲
示
し
た

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
ら
、
端
末
の
中
の
個
人
情
報
が
流
出
し
た

な
ど
、
危
険
に
結
び
つ
く
事
案
が
、
多
数
発
生
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
危
険
が
存
在
す
る
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
、
女
性
、
子
供
、
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
ネ
ッ
ト
の
利

用
者
が
、
被
害
者
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、
不
適
切
な
使
用
で
加
害
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
利
用
者
、
保
護
者
、
教
員
や
政
府
、
自
治
体
、
ネ
ッ
ト
関
連
事
業
者
、
教
育
機
関
等
は
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
か
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
提
言
を
求
め
る
。
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平
成
二
六
年
度
懸
賞
論
文
「
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
」
応
募
者
一
覧

（
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
テ
ー
マ
）

新
井　

光
良　

（
63
）
男
・
パ
ー
ト
社
員 

企
業
と
ネ
ッ
ト
社
会
に
つ
い
て

石
田　

勝
啓　

（
71
）
男
・
無
職 

ネ
ッ
ト
金
融
詐
欺
撲
滅
へ
の
取
組
に
つ
い
て

伊
藤　

鈴
香　

（
46
）
女
・
警
察
官 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
技
術
～
大
人
が
授
け
る
べ
き
知
恵
～

猪
野
塚
久
美
子
（
59
）
女
・
主
婦 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
礎
知
識
習
得
の
た
め
の
機
会
創
出
を
提
言
す
る

上
野　

貴
弘　

（
36
）
男
・
警
察
官 

 

ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す 

～
わ
い
せ
つ
画
像
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と
～

大
川　
　

暁　

（
37
）
女
・
主
婦 
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
に
は
何
が
必
要
？

岡
部　

達
美　

（
21
）
女
・
大
学
生 

 
ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す 

～
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
～

奥
村　

一
美　

（
54
）
女
・
美
術
商
・
芸
術
活
動　

ネ
ッ
ト
社
会
と
日
本
人
の
癖

葛
西　

悠
吾　

（
23
）
男
・
大
学
院
生 

 

安
全
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
た
め
に 

～
若
者
の｢

炎
上｣
問
題
と
対
策
～
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カ
ラ
カ
ヤ
あ
ゆ
み
（
44
）
女
・
無
職 

 

守
る
必
要
の
な
い
、
闘
う
必
要
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て 

～
ネ
ッ
ト
上
の
犯
罪
や
い
じ
め
か
ら
子
供
た
ち
を
救
う
～

岸　
　

昭
利　

（
55
）
男
・
警
察
官 

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
認
識
力
と
危
機
管
理

久
原　
　

弘　

（
55
）
男
・
高
等
学
校
教
諭 

情
報
モ
ラ
ル
を
考
え
る
～
標
語
創
作
を
ツ
ー
ル
と
し
た
実
践
～

栗
原　

佑
介　

（
28
）
男
・
大
学
院
生 

安
全
な
ネ
ッ
ト
社
会
の
た
め
の｢

消
去
権｣

の
実
質
的
保
障

黒
﨑　

昇
次　

（
45
）
男
・
大
学
職
員 

子
ど
も
を
守
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
安
全
教
育
と
は

児
玉　

真
一　

（
26
）
男
・
警
察
職
員 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
の
必
要
性

後
藤
麻
理
子　

（
30
）
女
・
警
察
官 

 

複
雑
多
様
化
す
る
Ｉ
Ｔ
社
会
で
国
民
が
安
全
に
過
ご
す
た
め
に 

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
的
活
用
を
模
索
す
る
～

齋
藤　

美
帆　

（
43
）
女
・
警
察
官 

ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
警
察
と
し
て
の
取
り
組
み

佐
生　

綾
子　

（
48
）
女
・
保
育
士
補
助
（
パ
ー
ト
）　

便
利
は
人
を
不
幸
に
す
る

杉
浦　

邦
彦　

（
56
）
男
・
自
営 
八
分
後
に
訪
れ
る
恐
怖

鈴
木　

あ
い　

（
23
）
女
・
大
学
院
生 
中
高
生
の
ネ
ッ
ト
利
用
と｢

炎
上｣

須
藤　

裕
美　

（
30
）
女
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー 

 

Ｗ
Ｗ
Ｗ
（
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
ェ
ブ
・
世
界
に
広
が
る
蜘
蛛
の
巣
）
の
蜘

蛛
に
捕
ら
わ
れ
た
現
代
～
ネ
ッ
ト
の
な
い
社
会
で
こ
そ
安
全
に
暮
ら
せ
る

と
い
う
こ
と
～
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田
内　

寛
倫　

（
29
）
男
・
警
察
官	

	

ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す	

～
日
本
全
体
で
の
ネ
ッ
ト
問
題
対
応
策
～

高
井　

俊
孝　

（
38
）
男
・
地
方
公
務
員
（
警
察
官
）　

安
全
な
ネ
ッ
ト
社
会
を
育
て
る
た
め
に
必
要
な
教
育

高
尾　

健
一　

（
44
）
男
・
警
察
職
員	

	

遠
隔
操
作
可
能
性
分
析
～
解
析
物
件
が
遠
隔
操
作
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
分
析
す
る
た
め
に
～

髙
本　
　

崇　

（
36
）
男
・
警
察
官	

個
人
と
国
家
の
サ
イ
バ
ー
モ
ラ
ル

竹
中　

利
衣　

（
33
）
女
・
警
察
官	

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の
五
つ
の
提
言

館
野　

史
隆　

（
43
）
男
・
自
営
業	

	

家
庭
教
育
の
プ
ロ
が
教
え
る｢

我
が
子
と
ネ
ッ
ト
の
正
し
い
付
き
合
い
方｣

寺
田　

髙
久　

（
59
）
男
・
会
社
員	

ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す｢

こ
こ
ろ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ヘ
…｣

中
津　

正
充　

（
48
）
男
・
無
職	

ネ
ッ
ト
社
会
に
安
全
は
存
在
し
な
い

二
宮　

秀
太　

（
20
）
男
・
大
学
生	

	
サ
イ
バ
ー
犯
罪
情
勢
に
即
応
す
る
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト	

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
改
善
提
言

野
村　

俊
介　

（
36
）
男
・
会
社
員	

情
報
発
信
力
の
高
ま
り
に
よ
る
危
険
と
そ
の
対
処

初
野　

皓
紀　

（
21
）
男
・
大
学
生	

ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
～
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
落
と
し
穴
～

藤
田
梨
恵
子　

（
26
）
女
・
大
学
院
生	

若
者
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
教
育
の
方
法
論

淵
﨑　

和
樹　

（
29
）
男
・
地
方
公
務
員
（
警
察
関
係
）　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
恐
怖
と
対
策
予
防
方
法
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松
尾　

剛
行　

（
30
）
男
・
大
学
院
生 

 

ネ
ッ
ト
名
誉
毀
損
の
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に 

～
批
判
的
な
レ
ビ
ュ
ー
記
事
を
例
と
し
て
～

都
田　
　

潔　

（
34
）
男
・
会
社
員 

ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す

森
田　

信
明　

（
64
）
男
・
会
社
員 

人
間
に
優
し
い
ネ
ッ
ト
社
会
を
作
る
た
め
に

八
木
佳
津
子　

（
56
）
女
・
ウ
ェ
ブ
制
作 

ネ
ッ
ト
社
会
を
生
き
る

山
﨑　

浩
子　

（
56
）
女
・
ア
ル
バ
イ
ト 

豊
か
で
安
全
な
ネ
ッ
ト
社
会
を
築
く
た
め
に

大
和　
　

操　

（
59
）
男
・
警
察
官 

ネ
ッ
ト
社
会
の
暮
ら
し
方

吉
松　

幸
彦　

（
45
）
男
・
求
職
中 

 

現
代
日
本
の
学
校
教
育
の
陥
穽
と
、
教
育
の
本
来
あ
る
べ
き
か
た
ち
、
そ

し
て
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
た
安
心
安
全
な
社
会
構
築
の
た
め
の
提
言

和
田　

大
樹　

（
21
）
男
・
警
察
官 

ネ
ッ
ト
社
会
を
安
全
に
暮
ら
す
三
つ
の
コ
ツ

以
上
四
二
名
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あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

旭
化
成
株
式
会
社

安
全
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

イ
オ
ン
株
式
会
社

ウ
シ
オ
電
機
株
式
会
社

鹿
島
建
設
株
式
会
社

関
西
電
力
株
式
会
社

九
州
電
力
株
式
会
社

京
セ
ラ
株
式
会
社

近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

株
式
会
社
ク
ラ
レ

株
式
会
社
ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン

株
式
会
社
ゲ
ー
ム
カ
ー
ド
・
ジ
ョ
イ
コ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所

株
式
会
社
小
松
製
作
所

株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

清
水
建
設
株
式
会
社

昭
和
電
工
株
式
会
社

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

住
友
化
学
株
式
会
社

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社

セ
コ
ム
株
式
会
社

株
式
会
社
セ
ブ
ン
＆
ア
イ･

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
保
障
株
式
会
社

綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株
式
会
社

大
成
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
た
い
よ
う
共
済

株
式
会
社
大
一
商
会

大
日
本
印
刷
株
式
会
社

中
国
電
力
株
式
会
社

中
部
電
力
株
式
会
社

株
式
会
社
電
通

こ
の
懸
賞
論
文
募
集
事
業
及
び
論
文
集
は
、財
団
法
人
日
工
組
社
会
安
全
財
団
の
助
成
に
よ
り
実
施
し
、作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。ま
た
、左
記
の
企
業
の
ご
支
援
を
得
て
い
ま
す
。
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東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

東
京
ガ
ス
株
式
会
社

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

東
京
電
力
株
式
会
社

株
式
会
社
東
芝

東
武
鉄
道
株
式
会
社

東
北
電
力
株
式
会
社

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

日
産
自
動
車
株
式
会
社

日
新
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

株
式
会
社
日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
本
社

日
本
ガ
イ
シ
株
式
会
社

日
本
製
紙
株
式
会
社

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

日
本
電
気
株
式
会
社

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

株
式
会
社
博
報
堂

阪
急
電
鉄
株
式
会
社

阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

株
式
会
社
日
立
製
作
所

富
士
通
株
式
会
社

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

株
式
会
社
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社

三
菱
電
機
株
式
会
社

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

森
ビ
ル
株
式
会
社

株
式
会
社
リ
コ
ー

株
式
会
社
り
そ
な
銀
行
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